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14  m ま， ho 鎩荧 


m 出 臺 帳 


新しき 墓 域 


明治 十四 年 七月 二十 六日、 廣島市 大手 町 二 丁目で 生れた。 父 は 陸軍の 軍醫 

で、 津輕 藩士で ある。 森鷗外 先生の r 潞江 抽齋」 の 中に 書れ てゐる 「小山 內 

玄洋」 とい ふの がそれ だ。 名 を 健と 言った。 母 は 江戸の 小 旗本 小 栗 信の 長女 

である。 

明治 十八 年 二月 二十 六日、 父が 急死した。 行年 三十 八歲 である。 私が 五つ、 

妹の 八千代が 三つ。 姉の 禮 子が 九つで 遣され た。 姉 は 生れつき 低能だった。 

父 を 比 治山の 陸軍 埋葬地に 葬る と、 母 は 私達 を 連れて 東京へ 歸 つた d 廣島 

は 赴任 先の 客舍 で、 東京に 本宅が あつたの である。 麴町區 富 士見町 一 丁目 二 

十六 番地 U 私 は それから 中 學を卒 へる まで、 ここで 育った。 

小學校 は富士 見小學 校、 校長 は 初め 淸水 某で あつが、 後、 山 崎彥八 氏と な 


9.  0.  二 

つた。 同窓の 親友に 兒玉友 雄 (兒 玉秀雄 伯の 弟。 現 陸軍) 波 多 野貞夫 (波 多 

野 精一 博士の 弟。 現 海軍) 小 野寺铳 (初め 陸軍。 後、 外務 書記 生。 沒) 秋 山 

喜 造 (秋 山法學 博士の *。 海軍 士官と なり 松 島 艦で 沒) 伊藤 五郞 (伊藤 六郞 

の 兄、 現 倉庫 會社) などが あった。 

父の 沒後、 家の 財政 は 父の 先輩で ある 石 黑忠蔥 男が 見て くれた。 他に 父の 

部下であった 軍 醫山崎 桂 策 (故) が、 監督の やうな 役目で、 始終 私の 家 を 見 

舞って くれた I 三 浦 環の 夫君、 今の 三 浦 政太郞 博士 は その 山 崎 氏の 親戚 

で、 學生 時代に は、 屢々 私の 家に をら れ たこと もあった。 

母の 弟 は 二人 あつたが、 二人とも 社會の 落伍者で、 二人とも 病沒 してし ま 

つた。 妹 は 三人あって、 それが みんな 軍醫 のと ころへ 嫁に 行った。 一 番 上の 

がか たづいた ところ は 藤 田家で、 伯父の 嗣章は 軍 醫總監 まで 進んで、 今では 

老 を大久 屎 百 人 町に 養って ゐる。 この 藤 田の 次男が、 今 巴 里で 繪を 書いて ゐ 


る嗣治 だ。 長男の 嗣雄は 法 學士で 今 陸軍省に 勤めて ゐる。 世に 隠れた 讀書 

家 だ。 夫人 は 私の 昔の 親友 兒玉秀 雄の 妹 もと子で ある。 藤 田に は 三人の 女の 

子が ある。 長女 はや はり 元軍 醫で、 今 職 を 退いて、 四 谷で 皮膚科の 開業 をし 

てゐる 芦原 信 之 の 妻、 次女 は 今廣 島師圑 の 軍醫 部長 をして ゐる 中 村緣野 の 

あぎら 

妻 だ。 中 村の 長男が、 最近 羅 馬で 急に 死んだ 少壯 外交官の 粲だ。 三女 はや は 

り 軍 醫の田 原醫學 博士の 妻に なって ゐる。 

母の 二番目の 妹が 片づ いたの は渡邊 家で、 伯父の 泰造 はや はり 軍 醫總監 ま 

で 進んで、 廣 島で 死んだ" 渡邊の 次女が かたづいた 先が、 この頃 陸軍 中將に 

なった 鈴 木 一 昌 である。 三女の 夫 は 三 井 銀行員の 岩 田 幸 美、 四 女の 夫 はェ學 

士吉原 重 威で ある。 長男の 渡 邊旭は 鐘 紡から 曰 本絹 布に 勤めて ゐ たが、 今 は 

家に ゐて 「服装」 とい ふ 雜誌を 出して ゐる。 次男の 滋は 法學士 で、 今 は 自動 

車 を商寶 にして ゐる。 
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母の 三番 目の 妹が 片づ いたの は 島 村 家で 、伯父の 信 司 は 今軍謦 の 職 を 退い 

て、 越後の 新 潟に 住んで ゐる。 ここに も 一男 一女が ある。 

私が 書物に 親しんだ の は、 十 歳の 時 大病 をして 一 月餘り 床に ゐた 時からで 

あった。 母の 友人に r 武 田の をば さん」 とい ふの があった。 この をば さんの 

長男 に 乳 を 呑ま せた のが 畫家 武內桂 舟 の 母で 、 そ の 關係 か ら私も 桂 舟 氏 の と 

ころへ 遊びに 行く やうに なった。 その 頃、 桂 舟 氏の 家 は硯友 社の クラブ 見た 

やうな ところだった。 それ 故、 尾椅 紅葉、 江 見 水 蔭、 廣津 柳浪、 まだ 年若な 

泉 鏡 花、 さう した 大家の 顏を私 は 子供の 時から 知って ゐた (緣に 言 ふが、 そ 

の武 田の をば さんの 次男が、 今の 高山植物の 權威高 田久吉 君で ある) 

併し、 私の 周 阖は今 言った やうに、 陸軍の 軍醫 ばかりだった し、 亡父の 關 

係で 正月 年始り を させられる ところ は、 大島 (久 直) 大將 とか、 川 村 大將と 

か、 野 津大將 とか、 野 崎中將 とかい ふところば かりだつ たから、 私 は 自然 軍 


人 志願 をす る やうに なった。 

中學は その 時分 築地に あった 東京 府 尋常 中 學校 (今の 一中) だった。 校長 

は 勝浦辆 雄と いふ 厳格な 人だった" その 時分、 この 學 校に は戒铹 とか 停學 と 

かいふ 罰則が あった。 私 は先づ おとなしい 方の 學 生だった が、 一度 兵 式體操 

用の 銃 劍でネ ツキ をして 劍を 折った 爲に 戒铹を 食った。 その 時、 始めて 勝 浦 

校長に 叱られた。 

中 學にゐ る 間に、 私 は 二度 中央 幼年 學 校の 入 學試驗 を 受けた が、 一 度は學 

術で はねられ、 一度 は體 格で はねられた。 從 兄の 芦原が 君 は 軍人になる 體で 

はない と 言って 忠告した。 そこで、 軍人 志願 は斷 念した が、 さて 今度 は 目的 

を どこに 置いて 好い か 分から なくなった。 

中學の 同窓に 武林磐 雄 (今の 盛 一 、 卽ち巴 里に ゐる 無想 庵) がゐ た。 これ 

が 私 を 強制的に 文學の 方へ の 道連れに した。 私 は その 頃、 植物の 分類が 好き 


だった ので、 實は 理科へ 行かう かと 思って ゐ たの だ。 

中學を 出る と、 武 林と 一緒に 第一 高等 學 校の 文科 を 受けた。 直ぐ は ひれ 

た。 同學に は、 今 佛敎の 方で 豪い 椎尾辯 匡が ゐた。 今、 帝大の 文科で 教授 を 

して ゐる I ^浦 一 がゐ た。 私と 武林 は、 同じ 敎 室に ゐた川 田 順と 仲よ しにな つ 

た。 

高等 學 校の 一 年で は、 受 持が 藤 代禎輔 博士だった。 私達 は、 藤 代 先生の 學 

殖と 人格と に 傾倒して、 その 影響 を 受ける ことが 多かった。 受持は その後 菊 

池壽人 氏に 代った。 菊 池 先生に も 私達 は 傾倒した。 隨分 わが 儘 を 言って 先生 

を 困らした こと もあった。 

高等 學 校の 二 年 時分に、 私 は 或失戀 をした。 それが 動機で、 內村鑑 三 氏の 

弟子に なって、 基督 敎 になった。 敎 友に は、 今 高等 師範に ゐる 倉橋惣 三、 帝 

大の 化學の 硏究室 にゐる 西澤勇 志智、 そ の 當時 海軍 の 機 關將校 だ つ た 鹿 子 木 


員信、 ま だ 學習院 の學生 だつ た 志 賀直哉 などが ゐ た —— 大學 へ は ひって か 

ら、 私 は 或 他の 戀 愛に 失敗して、 內村 先生の 門 を 潜る ことが 出來 なくなつ 

た。 破門せられ たので はない。 それ は 先生の 知らぬ ことだった が、 私の 弱さ 

が 私 を 先生から 遠ざけて しまったの である。 それからの 私の 生活が 急速 度 を 

以て 頹廢に 進んで 行った こと は 言 ふまで もない。 

芝居 は 母の 感化で 子供の 時から 好きだつ たが、 その 時分 は 一 高の 校風が や 

かまし かった ので (一 つに は內村 先生が 嫌 ひだった から) 高等 學 校の 三年 間 

は、 殆ど 劇場 へ 足 を 踏み入れ なかつ た。 

大學へ 進む と 同時に、 貪る やうに 芝居 を 見て 歩いた。 最初の 一年 は ラフ 力 

ヂォ. ヘル ン 先生の 時間の 外 殆ど 敎 室へ 出なかった。 ラテ ン 語の 敎師へ ック 

がそれ を 怒って、 たうとう 私 を 落第 させた。 試驗に 及第 點を とっても、 ふだ 

ん學 校へ 出ない 生徒 は 進級の 資格がない とい ふの だった。 私 はラテ ン語 だけ 


の S に、 生れて 始めて、 同じ 課程 をもう 一年 繰返した。 あとから 來て 私と 同 

じ 級に なった 述 中に、 森 田 草 平 * 栗 原 古城 * 生 田 長江な どが ゐた。 併し、 私 

はや はり 前の 同級生と つきあった。 

武林、 川 田、 太 田 善 男、 上村淸 延、 吉田白 甲、 高 瀨精太 (故) などと、 同 入 

雜誌 「七 人」 を 出した の もこの 時代で ある。 「七 人」 の 表紙 を かいて くれたの 

が 有 島 壬 生 馬 (今の 生 馬) で、 壬 生 馬 は その 頃、 外 國語學 校へ 通 ひながら、 

藤，：：；.？ 氏 の 畫 塾で 洋畫を 學んで ゐ た 。 

私 は 先 づ詩を 書いた 。「七 人」 の 特別 號で 出した 「小 野の わかれ」 とい ふの 

が 私の 最初の 詩集で、 そして 最後の 詩集で ある 。「七 人」 は 勿論 長く は續 かな 

かった。 

ラフ カヂォ • へ ル ン 先生に は學殖 から も 人格から も 影響せられ ると ころが 

多かった。 へ ルン 先生が 去る と、 新歸 朝の 夏 目 金 之 助 (漱 石) 先生が 来られ 


た。 夏 目先 生から は、 沙翁 劇の 講義と 十六 世紀の 英文 學史 など を 授けられ 

た。 どっち も 私 を 稗 盆す ると ころが 多かった。 

文壇の 名家に も、 生 田 葵山 (今の 葵) 氏 を 通じて 蒲 原 有 明 氏に" 蒲 原 氏 を. 

通じて 中 澤臨川 氏 (その 時分 はま だ 工科の 學 生だった) に、 中 澤臨川 氏 を 通 

じて 阈木 田獨歩 氏に とい ふ 風に、 だんだん 會っ て 行った。 

蒲 原 氏の 紹介 狀を携 へ て、 その 時分 島 崎 藤 村 氏の をら れた信 州 小 諸. へ ピル 

グ リメ ェジを やった のが、 中で も 忘れられない 思 ひ 出で ある。 

「萬 年 草」 へ 小さな 飜譯を 寄稿して 採用され たのが 動機で、 千駄 木の 森 鹧 外 

先生のと ころへ も 出入す る やうに なった U 殊に 鷗外 先生の 令お で 「歌舞伎」 

を やって をら れた三 木 竹 二  (故) 氏の 指導 を 受ける ことが 多かった。 

. 三 木 氏の 紹介で 伊井 蓉峯 に會 つた。 それが 始めで、 當時 伊井の 立籠って ゐ 

た 中洲の 眞砂座 へ 出入 をす る やうに なった。 これが 私の 劇場 生活の 始まりで 
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ある。 

小 說は帝 國文學 へ 「靑泊 君」 とい ふの を 書いた のが 始まりで、 文壇 的に は 

趣味へ 「馭者」 とい ふの を 書いた のが 始まりだった" 文章 世界へ 「色の さめ 

た 女」 とい ふの を 書いて、 それ を 田 山 花 袋 氏に 認められてから、 進んで 小說 

を UDI く氣 になった。 

(帝 國文學 に は 編輯 委員 として 働いた 上、 後 庶務 委 員 を も 勤めた 。 はじめは 

故 小山 東 助 氏、 安藤 勝 一 郞氏， 故齋藤 野の 人 氏、 櫻 井 天 壇 氏、 垣 內松三 氏な ■ 

どの 中へ 年少な 私が まじって 爲事 をした。 私が 庶務 を やる やうに な つて か 

ら 、阿部次郎 氏、 満 井信 太郞 などが 一緒に 働いて くれた。) 

大學を 出た の は 明治 三十 九 年だった。 それから のこと は 細 說の耍 は ある ま 

い。 中洲の 眞砂 座で 伊井の 顧問の やうな こと を 暫くして >  伊井が 河 合と 一 緖 

に 新 富 座で 嘆 上げ をした^^ はじめて 一 興行 金 五十 圆を 支給され て、 座附の 


1 人と なった が、 思 ふところあって、 ぢ きに やめた。 

その 時分、 木場の 數 井政吉 (當時 市 助) とい ふ 人の 庇護 を 得て 「新 思潮」 

(第 一 期) を 出した が、 それ は 半年で 廢刊 しなければ ならない やうな ことに 

なった。 

丁度、 そこ へ 洋行から 市 川左圑 次が 歸 つて 来た。 私 は 子供の 時 維 俳が 好き 

で 「{ぉ 士^ 小僧」 とい ふ 名で 當 時の 圓々 珍聞 や 何 かによ く 投書 をした。 それ 

が 病みつ きで、 終に 鶯亭金 升 氏の 門下に なって、 東亭扇 升と いふ 名 を 貰つ 

た。 その 時分、 惣亭藝 升と 號 する 役者の 子が よく 運座へ やって来た〕 それが 

後の 左圑 次だった。 さう したわけ で、 彼と 私と は 十六 七 歳の 時分からの 友達 

だった。  - 

昔の 所謂 r 雅友」 が、 はからず 「劇 友」 になった ので ある。 左圑 次と 私 は 

終に 謀叛 を 起して、 自由 劇場 を 始めた。 それ は 明治 四十 二 年の 秋だった。 彼 


は 三十、 私 は 二十 九だった。 

自由 劇場の 第六囘 公演 を 終へ てから、 私 は歐羅 巴へ 觀劇 旅行に 行った。 歸 

つ て來 てから も、 商業 劇場 へ は ひる 意志 はな かつ たが、 故 田 村壽ー ー郞 君と の 

友人 關 係で、 暫く 市 村 座の 顧問 をした。 併し、 その 當時は 菊五郞 もま だ 今日 

の やうに 新作に 手 をつ けな い 時分だった から、 私 は 全く 用な しだった。 

松 竹 キネ マ が 出来る 時、 招かれて その 爲事を 助けた。 そこで 市 村 座 を やめ 

た" やがて 松 竹 キネ マ 硏究所 を 預かった が、 それが 廢所 になった ので、 私 は 

松 竹 合名會 社の 方へ 廻され た。 暫く 松 竹の 芝居の 方で 働いた が、 大正 十三 年 

の 三月に それ もやめ た。 

今 は 商業 演劇と は 全く 關係 のない 體 になった。 去年の 六月から、 土方 與 

志. 靑山杉 作な どと 共に 築地 小 劇場の 爲に 働いて ゐる。 

全く 新しい 生活 だ。 非難 も ある。 攻擊も ある。 物質的に 言へば 自分の 生活 


も甚 しく 不安定 だ。 併し 、爲 事に 命が ある。 前途 は洋々 だ。 私は滿 足に 愉快 

に勸 いて ゐる。 
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ぁ& 神に 至らむ 路か 

紫に 紅に 萠 葱に 
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美しき 「愛」 の 色彩 

君、 米の 黑 きを 泣くな 

^、 衣の 襤徵を 泣くな 

見よ 君が 茅葺 屋根に 

うる はしの 橋 は 通 へ り 

朝  雲 

あ &彼處 咋夜燒 けし 村 

かの. S の 今朝 は 曇りて 

燒け 殘る甍 のうしろ 

恐ろしき 雲の. s き ほひ 

窓の 吐く 烟の 如く 

あが 

白く 飛び 黒く 翔りて 

中空に 舞 ひつ 狂 ひつ 

あ S やけ 

折からの 嬈 紅く 


燃え あがる 雲に 映ろ ひ 

娘き つまた 破き つ 

戶に 迫る 炎の 舌の 

光 さ へ 今：^ るが ごと 


あ、 空よ 君 あはれ む や. 

一 夜經て 尾根な き 子ら を 

傷まし き 1 

大 なる 胸に 畫 きて 

む ら雨も 注がむ ばかり 

今 もな ほ 悲しき 色に 

閉ざ ふれぬ 君が 顏容 
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力- 


君が 憂 は 深から む 
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森 を 林 を 草 村 を 

く > りて 至る 奥山の 

暗き 淵よりか すかに も 

悲しき 鳥の 昔 はすれ ど 

闇の 谷底 ほのかに も 

うれ ひの 花の 色 見えす 

君が 憂 は 高から む 

風 をみ 空 を 白雲 を 

あめ 

うち 越え あがる ik の 原 

思 ひわ. つら ふ 明星の 

寂しき 光 服に 入れ ど 

はるかなる 夜の 星座より 

悲嘆の 聲は聽 きがたし 


心 浮べ る われ なれば 

深き 憂 は 知りが たし 

想 地 を 這 ふわれ なれば 

高き 憂 は 知りが たし 

た > 憂 ある 君 知りて 

あはれ に堪 へぬ われが 手に 

あぐる を 許せ 髮のほ つれ を 

虹 蚓の歌 

花 あこが る \詈 りて 

酒飮 みあ へ ぐ 嘲りて 

戀 はみながら^ れつと 

もの 知る がごと 眠れる 夜 
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解した るが ごと 眠れる 夜 

蚯蚓 は 同じ 歌 をうた へ る 

花 くちづけて 蕋 にがく 

lg 瓶の そこ 棒 を 見て 

人 こそけ がせ 世の 戀と 

悟れる がごと 眠れる 夜 
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あだに は 觸れじ 今 は 花 

あだに は飮 まじ 今 は 酒 

戀聖 かれと 禱 して 
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祌 知る がごと 眠れる 夜 

蚯蚓 は 同じ 歌 をうた へ る 

春 宵 

C 1 ) 

初花 唉 くと 見し 宵の 

その 宵より や 初 蛙 

鳴く は 小 花の 嬉しき か 

唤くは 小歌の 嬉しき か 

(二) 

哚 きて 一 一日と 見し 宵の 

その 宵 風の 吹き出で & 
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柳に そ ひて 行方 知らす も 
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旣 往に歸 ると 見し は 

進み ゆく 調な りけ リ 
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- - S  ： ギ I  f た さ 

朝の 蟋蟀 歌 優し やと 

耳 を 地に して 平 まれば 

霜 は 冷たく  を 刺す 

あは はは あは はは 

を かしの 秋 や 

. 松の 樹の枳 の 茸 可愛 やと 

： 松の 薬 あつく 着せに し を 

.驾 は 腐りし 蒸の こかけ 

あ. H ま は あは はは 

を かしの 秋 や 

招く とひた すら 思 ひ 


走りて 寄りて 鎚 りしに 

薄、 抱かで 手を切りぬ 

あは はは あは はは 

を かしの 秋 や 

芋の 槳 すべ る 白露 吸 へ ば 

にが や 泥 ある 舌觸り 

風に 向 ひて 唾 を 卟く 

あ 丄丄 よ. H  ；, め ま ま ユ 

を かしの 秋 や 

稀の 甘き に 小石 を 投げて 

食 ふに は あらす 地に 落とし 

柿の 滅亡に 手 をた、 く 

あよ は. H あま はは 

小山 內薰仝 a 八卷 小 野の わかれ 


小山 內铳 全^ 八卷 小 野の わかれ 

を かしの 秋 や 

伯 勞の言 葉の など 解し 難き 

木の葉 を ふる ふわが 聲に 

鳥 は 柬に逃 ± 去りぬ 

あは はは あは はは 

を かしの 秋 や 

小指 嚙み 切り 小指 を ふれば 

血汐 まじろ ふ 秋の 水 

刀に 似たり 秋の 水 

あは はは あは t< は 

を かしの 秋 や 

虫の もろ 聲樂 しゃ 巧 夜 


石 を 枕に 一 夜寢し 

あかつき 胸の 骨 高し 

あま はは あは はは 

を かしの 秋 や 

花 野 迷 ふ は 花 野の あるじ i 

狂 ひ 誇れる 手 をと りて 

隣家の 妻よ 何 を 泣く 

あは はは あは はは 

を かしの 秋 や 

弱き 人 

照り 初めぬ 宵の 明 星 I 

彼 はまた 淚 にくれ て 

S ふべ ■  • .  . 

家 を 出で 夕 さまよ ふ 

小山 內薰佥 集 八卷 小 野の わかれ  二 一 


小山 内葸 全柒 八 c」 小 野の わかれ 

見出で たり 宵の 明 星 —— 

いま 彼のうる める 服に も 

よろこびの 光 はや どる 

さびしく も 彼 は 笑 ふよ 

くらやみに 人 を 得たり し 

園の 夜の.！ II 梅の ごと 

うち 仰ぎ またう ち 仰 キ., 

手 を さ &げ胸 を さ k げて 

見よ 彼 は 星 を よろこぶ  

天 がける 雲の ちぎれ は 

風に 乘り輕 く 来りて 


あはれ いま 星 を隱 しぬ 1 1 

たちまちに 星 は 隱れぬ 

たちまちに 彼 は 嘆きぬ 

白梅の 友い ま何處 

お ほ 

ひたすらに 顔 を 蓋 ひて 

ひたすらに 淚に 暮れて 

祌の手 も 今 はよ した^  

早く 疾き 雲の あゆみよ 

かれ 顏を蓥 へる ひまに 

行き 過ぎ ぬ 星の 御座 を —— 

(わかものよ さはれ 仰げ や 

小山 内薰 全^ 八卷 小 野の わかれ 
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また： SS は 雲 をの がれて 

うれしみ の 光 を 放つ) 

I  .0 し 

あ \ され ど 細き 灯 は 

そよ風に n 十く も 消 え ぬ 

彼 はな ほ 顔を掩 へり 

(若者よ さはれ 仰げ や 

星 はい ま 君の 淚に 

おのれ また 悲しく 光る) 

あ、 され ど 傷める 葦 は 

そよ風に 早く も 折れぬ 

彼 はな ほ淚に 募れつ 


(わかものよ さはれ 仰げ や 

かの 星 は 雲 をの がれて 

そ を 君に 傳へ がた きぞ) 

あ 、 され ど 羽な き rtll は 

た マ錢の ひぐ きに 倒る 

彼 はな ほ 嘆き 崩れぬ 

(若者よ さはれ 若 もの 

た ^筌 をみ 穴 r; を 仰げ 

悲しみの しげき^ 瞬) 

あ.^ され ど 「弱き 國」 に は 

鷄も淚 にくれ て 

悲しみの 夜 は 明けが たし 

小山 内薰 全集 八卷 小 野の わかれ 


^山 內篛 * 柒 八卷 小 野の わかれ 

(わかものよ さらば 若者 

1ー1 ほ 葉な き 天なる 星の 

悲しみ は 君と いづれ ぞ) 

闇の 夜の 梅 は 悲し や 

そよ風の そよ ともなき に 

おの づ から あ.4 散り か 、る 

かなしみの 背 を笾ふ 

大 筌 にな ほ 響く 聲 

(悲しみ は 君と いづれ ぞ) 

舟の 歌 

乘る人 もな き 舟 ふたつ 


黑き 鎖に つながれて 

霞に 雨に 露霜に 

いくとせ 岸に 12 へ る 

e: 夜 は 風 をた よりつ 、 

波の 光 もはぢ らふ や 

ひそか 

ふたつ 密に 寄り添 ひて 

もの ひた- (-と 語り あ ふ 

暗夜 は 更にし め やかに 

よしあし 

夢に おどろく 牽魔の 

い と微 なる そよ ぎに も 

かくれて 低き 密語 

やがて^ 荒れ 波怒リ 

小山 内薰 仝^ 八卷 小 野の わかれ 
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小山 內薰仝 集 八卷 小 野の わかれ 

ねたみ  あ， タく 

嫉妬の炎 靑々 と 

綠の 綱手 仇に して 

よす る や 潮 沖つ 潮 

からき 潮に つ らき 世に 

むせぶ よ 小舟 捨 小舟 

あはれ 一 夜 は 一 夜より 

鑕の錡 のます ばかり 

^を 寄せて 共に 泣  く 

松の さ^ん ざ聲も 枯れ 

舟 を めぐりて 尉.』 むる 

魚の 淚も遨 き粜 てむ 

世に 捨てられて 隱 るれば 


1 一人 住む とて 責めら る > - 

舟の ちぎり を 疑へば 

天に 聲 あり ほがらかに 

(さも あれ 鯖の つもる ほど 

つらね つらね 

鏈環鏈 環 は 固く して 

今 は 津波の 襲 ふと も 

二つの 舟 は 永久に 離れ じ) 

人 形 

榔 子の 樹の 木蔭み たどり 

稚兒 載せて 釣に 伴す る 

なつかしの 象の 牙より 

彫 まれし これ や 人形 

小. E 内薰 令： 集 八卷 小 野の わかれ 
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小 s 内薰 全集 八卷 小 野の わかれ  三 o 

大. S さは 指に みたね ど 

偽りの 血し s~ はす 

世に 淸き 工匠の こ、 ろ 

ち ひさなる 軀を 流る 

^なる は 姬に添 はね ど 

偽りの 衣 はまと はす 

ま はだかの 淸き 姿に . 

神の 風 さながら^る . 

す^しろ の 色の 黑きは 

親 を 知る 烏の つばさ 

唇の 色の 紅き は 

祌を 知る 鳩の くちばし 


芋 を 取れば 手は從 ふよ 

すな 2 

かたしろの 心 や 柔和 

膝 折れば 膝 は 折る &ょ 

「君子 は 響の ごとし」 

洽 しと 俄に 云 ふな 

掌に のせても 見よ や 

やがて わが 焰近 ひて 

かすかに も 背の ぬくみ 

.Lc 熊の あなう ら^る 

雪 か 否 氷 か 非す 

まこと 世に 人の 心の 

冷き にたぐ ふ もの なし 

小山 內. 八卷 小 野の わかれ 


小山 內. ま 仝 集 八卷 小 野の わかれ 

親友と 云 ふ もしば しょ —— 

ひと 夜經て 門の 扉の 

明け ぬれば 闇 を 忘れて 

わかる &ゃ 右に 左に 

ひや 

朝風の 冷き をよ そに 

わが 園 を 離れぬ 花よ 

わかる、 に 力なき こそ 

かたしろの 足た ふと けれ 

もの 云 はぬ 憾な云 ひそ 

た V 暫し かたしろ 抱け 

わが 胸の どよ み 通ふぞ 

偽りの 答に まさる 


魚 をと る 獺 か 否 

かけう ば 

鷄奪ふ 狐 か 非す 

まこと 世に 人の 心の 

いつは 9 たぐ 

僞に類 ふ ものな し 

もどち 

親友の 胸の {仝 にも 

夕立の 魔 は 翔け 來り 

われ 雲の かげに 隠れて 

濡衣を 人に 着す るよ 

山 栀は云 はす 語らす 

花 白う 闇に 散るな り 

僞 るに 言葉な きこ そ 

かたしろの 口た ふと けれ 

小山 ftt 全集 八卷 小 野の わかれ 


小山 內薰 全集 仄卷 小 野の わかれ 

もの 閗 かで 永久に あれ かし 

汝が 耳の ほとりに 魔 あり 

入り 来る 至誠の 聲の 

音 を か へ て 胸に 響かす 

もの 云 はでと はに あれ かし 

唇の ほとりに 魔 あり 

出で 來る 至誠の 歌の 

節變 へ て 世に i: かすよ 

僞 りの 衣 はよ しゃ 

この 淸き淸 きかたし ろ 

かく も 身に 満卷き 来る 

つら 

世の 塵に はてむ は 酷し 


^纏 ふ巖を 見て は 

この 淸 きかたし ろ 被む 

衣 もまた 祌 わざなら し 

衣 一 重 着せて やりた や 

あや 

さて 文 は  なき こそよ けれ 

啼 かぬ 鳥 句 はぬ 花の 

染模樣 如何に かすべき 

た^ほしゃ ふさ はしの 色 

紅 は 花のう つろ ひ 

こ綠は 柳の 落葉 

とこし へ の 空の 靑 こそ 

いまし の 衣に 縫 はま ほし けれ 

小山 內薰八 I- 集 八卷 小 野の わかれ 
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小山 内 薰お集 八卷 小 野の わかれ 

鳥  籠 

『大空の 鳥と 生れて 

饈 ひとつ 守る 苦し さ』 

『花 は 待つ 友 どち 歌 ふ 

いかで われ 牢獄 逃れむ』 

(翼 ある 鳥 は 逃れて 

翼な き 籠は殘 りぬ) 

『君 去りて 何の 淸水 

君 去りて 何の 摺餌 ぞ』 

『君なくて われ 生命な し 


君なくて われ 塵 あくた』 

(^なき 小 籠 は緣に 

舞 ひ 戾る鳥 を 待つな り) 

『苦しと て 歌もう たへ り 

狹 しとて 舞 もまうたり』 

なさけ 

『雨 知らぬ 誰が 情ぞ 

飢 知らぬ 誰が めぐ みぞ』 

(翼 ある 小鳥 は 空に 

美し 籠い つか 見出で む) 

月見草 

小山 内薰 仝^ 八卷 小 野の わかれ 


小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

* たがみ が は 

北上 川の 川上の 

■ 川 中島の e: 見ぐ さ 

こ パ. T* 

うすき 黄金の 花びら を 

見る 人 もな し 岸 遠み 

雨降り 来れば 降る ま、 に 

しと どに 濡れて 濡れ 濡れて 

水嵩の 增 せば增 すま & に 

身 を 泥う みに 沈めつ i 

泥水 逝けば 逝く ま 、 に 

再びめ ぐり 逅 ふや 日光に 


二の まき 

よ V6 ぺ ども 

うべ の そら をて り ませし 

つ き のか  >  やき いま いづこ 

ゆうべの そら を ちりばめし 

^しのきら めき いま いづこ 

た V- はかなし ゃ戶 によす る 

あさひに ゆめの やぶれて は 

あ k よば へ どもよ ば へ ども 

あ k よば へ どもよ ば へ ども 

小山. 2： 蓀^^ 八卷 小 野の わかれ 
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小山 內薰仝 集 八卷 小 野の わかれ 

はまの いさごに たは ぶれし 

わら ひの いろよい ま いづこ 

おきの いはほと た.^ かひし 

いかりの いろよい ま いづこ 

た -.、 はかなし やうち よす る 

なみ も ひとたび かへ りて は 

あ V よば へ どもよ ば へ ども 

あ^-よば へど もよ ば へ ども 

まつに しづくの さはなる を 

なきたま ひける こ ゑ いづこ 

あしの かたら ひみつなる を 

ゑみた まひけ る こ ゑ いづこ 

た  >  はかなし や あめよ ぎる 

かぜ も ひとたび さかりて は 


〇 


あ 、 よば へ どもよ ぱ へ ども 

あ X よば f どもよ ば へ ども 

落葉 歌 

父と 兄と 姉と を 相次 い で 

うしなへ る 少女に あた ふ 

父 の- 0 の をと とひ 散り て 

下葉なる わかき はらから 

ことごとに 露に ぬれし か 

ゆうべ また 兄の 葉 散りて 

けさ はまた 姉の 葉 散りぬ 

秋風の また \く ひまに 

3 らり はらり まらり と V<  ,A り 

君 覆 ふ 薬 かす は 散りて 

小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 


小山 內薰 ^ffi- 八卷 小^の わかれ 

うらみ どり 霜に むせぶ か 

ことわり や 妹の なみだ 

5 もうと よさし も 嘆くな 

うつむか でみ 空 を！： げ 

君が 上はづ かに 殘る 

母の 葉の 片袖 がくれ 

大空 や 今 ははろ ばろ 

あ i 彼虚 かしこ へお の 

姉 や 兄 や 父なる 落葉 

大 神の めぐみの 風の 

亂る 11 やたてが み 長き 

白 駒に 乘 りて 隔 りし 


いもうと よさし も 嘆くな 

いま 晝は 日ぞ哎 かき 

い もうと よさし も 嘆くな 

. いま 夜 は星ぞ 親しき 

よる ひ るの 愛 やめぐ み や 

聲 なくて しづに 落ち 來る 

ひかり  も 

その 光線 葉の 面に 受けて 

はらからの 神に 仕 ふる 

「天 國」 のた よりと 知らば 

ぁゝ 妹よ 徒にし をれ な 

水 葬 

おにち ざ 5 ひひら ざし々 

鬼蓟、 柊 繁る 

地の 上に 戰ひ 敗け て 

小山 內薰佥 集 八卷 小 野の わかれ 


小山 内薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

水の 上に 君 は 幾と せ 

釣 床の 夢も靜 かに。 

され ど 魔 は 水底 づたひ 

ひとす ぢの 帆綱の 望 

それ を さ へ 斧の 一 ふり 

水 暗き 安 南の 波路。 

さはれ 君 地に 呪 はれて 

さはれ 君 天 のい とし子 

水烟 はかなく 消えて 

大空に 殘る S 影 

あ.^ 君 は 波に 碎 けて 

あ i 君 はみ 空に まどか。 

亡 弟 

はらからと 人 問 はに 


四 


おくつ きとお！ I ふべ し 

はらからの 石 なれば 

わが 胸 も 冷え わたる 


小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 


小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

一二 の ま き 

うらみ 顏 

麥の穏 なみのより メ、 に 

忘れし 人 を 思 ひ 出 づれば 

あぜに 散りた る 菜の 花 は 

見る 世 過ぎぬ と 恨み 顏 

小  烏 

櫻の 蕾く ろき ゆ ふべ 

小 烏 一 羽ね やに 迷 ふ 

あか 星 そらに 君 を 呼べ ど 


淚に &れる 眼に は 入らす 

悲しき 朝 

ねむれば 嬉し 夢 園の 

われに 寄り添 ふ 幻^ ありて 

ぁ& まほろし と まほろし と 

開かす 散らす 花の かげ 

合は卡 離れぬ 手 をと りて 

とこし へ 靑き蔭 行けば 

燃えす 冷えざる 日の 光 

ふたりの 袖 をみ たすな り 

たヾ 悲しき は 世の n 口 

寡れ て は 明くる 戴の 聲 

結びて 消 ゆる 夢の 泡 

小山 內薰 * 集 -へ卷 小^? わかれ 


四 
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小山 内薰 令： 集 八卷 小 野の わかれ 

あ \ まほろし と 別れつ 、 

さむれば つらし うつし 身の 

身に 添 ふ もの は 悲嘆の み 

まよ  ひ 

光 は 暗と 手 を わかち 

み筌も 水と くちづけの 

とこし へ 甘き 夢 さめて 

さめて 見知らぬ 鳥け もの 

野に 綠 ます 雨い かに 

山 白う する 雪い かに 

霰に 山羊 を 襲 はむか 

さ 霧に 人 をつ \ ま むか 


「或は 風 を 吹き下ろし 

孔雀の 羽 を楚 はむか 

いな 七色の 光 ある 

虹の かけはし^ さまし」 

あめつち 

天地 成りて け ふ 八日 

若き み^のか くや 迷 ひし 

川 やなぎ 

てり n: でり 精け る 卜 口 

川 やな ギ， 川に 云 へら^ 

「雨 降らぬ 签ゅゑ なれ ど 

わが 枝 も わが 綠葉も 

塵に 染み 土に 染まりて 

むさくろ き 幹 や 梢 や 

小山 内； i 令： 集 八卷 小 野の わかれ 


小山 内 狻 八卷 小 野の わか は 

か^-る 身 を 君に 映して 

わが こゝ ろ 心苦しき」 

タ 立の 来れる 夕 

川 やな ざ 川に 云 へ らく 

す はみ 「ぞ身 もす が/、 し 

う つ さなん 淸き姿 を」 

よろこびて 頸 をのせば 

いま 川 は 濁りて 流る 

黑 き 影 

ちり ひ ぢを戀 ふる が 如く 

n の 前に うつむきつ 、も 

靑筌を 胸に 抱きて 

日の 光な つかしむ なり 


五 
〇 


白 合の 花の 幾 ふさ 

昔 もな く 外の 而 外の 面 へ 

夜に 朝に うち 開きて は 

日 を 慕 ふ 心の ねが ひ 

その 莖の 雄々 しき 綠  . 

その 蕊の 黄金の かをり 

その 花の 淸き姿 も 

た ふとし や 照る H の 光 

n の 前に 跪きて は 

地に 落つ る黑き 影の み 

いたくな せめ そ 

綠 葉に 入らむ として は 

戀 しゃ」 とわれに 一 聲 

小山 內薰 * 集 八卷 小 野の わかれ 
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小山 內全鹡 集 八卷 小 野の わかれ 

綠葉 をく^ ケ 出で、 は 

「戀 しゃ」 とかれに 一 聲 

綠葉は 鳥のお くつき 

みどり 葉 は 鳥の 子の 宫 

われめで し 鳥 は 逝れて 

かれめ づる鳥 は 生れぬ 

R: 姬 のみこと のま、 に 

そこに 死に そこに 生れて 

新しき 身に しあな れば 

新しき 聲も 聞きな む 

ほと、 ぎす 汝を 恨まば 

K 姬の光 も 絶えむ 


匹の まき- 

な  げき 

わが 胸 は 鏡な す 水 

岸の 上に 君 は 燃 ゆる 火 

その ま 、 の 火影 やどして 

われ はた》 煌々 に 躍る 

われの みが 光る いろく づ 

身 を 寄せて 君 をし 慕 ひ 

見よ かなた 闇 行く 船 も 

岸の 上の 君 を よろこぶ 

小山 內全 篛 集 八卷 小 野の わかれ. 
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小山 內仝 i; 集 八卷 小 野の わかれ 

よ ハ こばし 夜毎に 逢 ひて 

うる はし 0 波の 夢路 や 

はるけ くも 永世に のびて 

花と 唤き 蝶と りぬ 

あ、 され ど 一 夜の あらし 

あ i され ど 一 夜の はやて 

まがつ みは 闇の 國 より 

手 をのべ て 君を鸾 ひぬ 

あ、 今 は 鏡な す 水 

大空の 闇 を- フ つして 

ぁ& 遂に 光る すべたし 

あ \ 遂に 燃 ゆるよ しなし 


五 


-朽 木 

もとより この 世 を 海と 知らで 

軀を 投げて し 罪 はわれに 

小さき 焚 木に 似た る わが 身 

音して 消えけ り 水の ^ 

ふた.. -び 燃えな むすべ も あら じ 

しづかに 昔の 夢に 入らむ 

ふた \ び 燃えな むすべ はなき も 

炎焰 のむ かし を樂 まむ よ 

ふた &び 燃えな むすべ はなき に 

小山. s 仝 蒸 if 八卷 小 野の わかれ 


小山 内^ 憨蕖 八卷 小 野の わかれ 

(^はよ 泰 かれ 夫 を 愛で -0 

波路に た マよ ふ朽木 ひとつ 

泊つ る は いづこの あまが 浦 か 

燃 ゆるに すべ なき 朽 木 ごもる 

思 は いづ こ の沛に 入る も 

燃 ゆるに すべな き 身に しあれば 

(君 はよ 康 かれ 夫 を 愛で \) 

周 行 

麥の ふたば は 旬 やかに 

むかしの 夢 を ふき か へ し 


君に 训れて さすら ひし 

みたまの 傷 を ひきつ k も 

大根の 花 は 淡白う 

むかしの 人 をよ びか へ し 

君に 別れて さまよ ひし 

く あ n- 

まなこの 曇お し 拭 ふ 

お ほろ に 遠く かすかに も 

消息た えせぬ 嬉し さに 

世に 忘る ベ き戀 なれ ど 

忘れ かねた る 君 なれ や 

忘れ かねた る 君 なれば 

戀には あらね 路 のべ の 

小山 内 潔 仝 集 八卷 小 野の わかれ 


小山. s: 薰全柒 八卷 小 野の わかれ 

花のう なじ を 抱きつ 、 

しばし は そ \け 熟き^ 斶 

(二) 

いま 愛しむ この 花の 

色 か 小島の 夕日 影 

^か 潮の むらしぐれ 

ふるさと 遠く 嫁け る 君 

別れて われ は 浮 革の 

長き 月日の^ はまた 

今ぞ 人な きいに し へ の 

岸に すがりて 卞ら ふと 

こ の 日 この 身 を^に も 


五 

A 


E 心 ひ 出た まふ 愛 あらば 

むかしの 戀の影 を-たに 

思 ひ 出た ま ふこ とな かれ 

離训を 天に 怨 まざる 

こ の徐觸 のむ くいに は 

君よ 夫 を 抱きつ X 

く ちづ J 

捧げよ いと^ 燃 ゆる 徐觸 

さめが たき 夢 

妹が かな づる たそがれの 

琴の しらべ に ゆく りなく 

友に 送りし 一 もとの 

櫻戀 しくな りに ける 

小山 內崈 全柒 八卷 小 野の わかれ 
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小山 內薰 令： 集 八卷 小 

さてし も 後 は 梅 を 得て 

に ほひ を ひとり 醉ひ にしが 

開く も 散る も かぐ はしき 

花く ちづけ も あ >1 しばし 

七 年 春 をいた はりし 

愛 は 昔に ひるが へ る 

櫻の 花の ひらく と 

胸 もに ほひ を かぐば かり 

はやこし かたの 花園に 

歸ら むと に は あらね ども 

そ びら にした る 梅が 香の 

いかで 心 を さそ ひ 得む 


おくりし 花 を わが 庭に 

か へ さむと に は あらね ども 

まひる も 夜 も 夢に唉 き 

夢に かつ 散る ものお も ひ 

しづ 心なき こしかたの 

春の 白波う ち 寄す る 

夢の 汀に 生 ひたちて 

樓も今 は あ ふ-ぐ ほど 

耳 を あぐれば ほろ/、 と 

花 散る 音 も 聞 こ ゆなり 

ひとみ を 見よ や あざやかに 

うす 紅 もや どるら む 

小山 內憨 仝维 八卷 小 野の わかれ 


〜し 


小山 内 潔 仝^ 八卷 小 野の わかれ 

淚 にくる-一 一夜 三 夜 

妹 もな ぐ さの 口寄せて 

さ、 や. ぐ 聞けば 新しき 

梅のに ほひ は 高し とや 

うつ." よ 

まこと 幻 を 喚び さます 

梅のに ほひの まご &ろは 

ひそかに 胸に やみつ k も 

われ はと こしへ さめが たき 夢 

おもかげ 

ありあけの 消えた るふし ど 

まよた かの 夢 はや ぶれぬ 

破れた る 夢 はこし かた 

こしかたの 君が おもかげ 


うばたまの あやめなければ 

めざめても 君が おもかげ 

肌の 前 を 立ち も 離れで 

胸せ まる 淚こ ほる る 

あ i 兌 じと まなこ 閉. つ れ ど 

とづれ ども 眼の 中の 

あら 悲し 同じ 阇路に 

去り あ へ ぬ 君が おもかげ 

さぐり 手に 雨戶 おしあけ 

家の外に まろび 出 づれば 

あめつちの 闇夜 をし めて 

なほせ まる 君が おもかげ 

^山 內薰入 It: 集 八卷 小 野の わかれ 


小山 内^ 全 if 八卷 小 野の？ れ 

くら 閬 はわが 死の 神 か 

おもかげ はわが 棺衣か 

死の 神 はかけ むく 擴げ 

命 ある われ を 包む か 

はやき たれ 朝の 光よ 

あさぎ 空 こ靑 海^ 

田よ cS よ 山よ 林よ 

いそぎ 來て 1K 地し めよ 

ほがらかに はや 夜 も あけよ 

いさ.^ 川 いざや 流れよ 

小牧 原い ざ ひろめき て 

おもかげの ^どころ 奪 へ 


ふ 

四 


じ 色よ わが^ を領 めて 

おもかげの 潜まば お 一 へ よ 

光来て わが 胸み たし 

： れが 

おもかげの 隱所 うば へ 

繪 すがた 

. ( 一 ) 戀の泉 

花と 花と いかに 添 ふと も 

この 薰 とかの 薰と 

まじ はりて 春 をな さすば 

誰が 心.！？ ひ 露れ む 

絃と较 とい かに 觸る とも 

この 音律と かの 音律と 

小山 内薰 令： 集 八卷 小 野の わかれ 


小山 内薰全 ffi- 八卷 小^^ わかれ 

まじ はりて 樂をな さすば 

誰が 胸 か 響き 動かむ 

くち くちづけ 

この 唇 は 接吻 知 りね 

この 耳 は 密語 聞かね 

この 腕 人 を 抱かね 

との 眼 人に そ i がね 

奥山の 戀の泉 を 

进る 胸の まこと は 

我が 胸の f 流に 逢 ひて 

しろがねの 響ナ V- あけぬ 

(二) 鳥に しあら ば 

をの 春の 風 をね たみて 


その^の 人 を 恨みて 

絡す がた をい かに 抱く も 

繪 すがた は 永遠に 嘆かむ 

この 心 鳥に しあら ば 

そへ V-  せ 

添 乳して 夫 をし 忘れす 

人妻の 微笑む 夢 を 

驚か す^の 夜 叫び 

その 春の 笑に 歸 りて 

その 春の 人 を 嬉しみ 

繪 すがた を 抱きつ 居らば 

繪 すがた も 永久に 笑 むらむ 

Z の 心 鳥に しあら ば 

小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 


小 內山薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

ギに添 ひて 美き 稚兒 抱く 

人妻 を めぐりめ ぐり て 

梅園に 歌ふ鷥 

(三) の ひ^き 

紛姿を 居窒に 抱け る 

靑 柳の そよ ぎの 夕 

市 走る 車輪の ひ > き 

窓 くれば 乘れる は 少女 

戰を 知らぬ 少女 か 

蝙蝠の 彼方此方に 

裏切りて 安き 少女 か 

败 亡て ふ 苦 も 知らぬ顔 


屑 を ひき 唇 を 彩 どり 

白 粉 匂ふ頰 さへ 佾ゃ 

唯 聽けゃ 聖人 像 言 

(なが 襟 3 牡丹く づ しも 

風に 遭 ひ 滅亡 を 知りて 

白粉 も 紅 も 忘れむ) 

兌よ こ i に 怨言 も 云 はぬ 

繪 すがたに 春を殘 して 

人妻と なりに し 少女 

舂 去れば 春 を懷 はす 

秋 来れば 秋 愛憐み 

ほ つれ 髮兒を 愛しむ 

小山 内 m:: 全 築 八卷 小 野の わかれ 
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小山 内薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

五の ま 

月下 白屋 

今宵 また 謗られし 

fc  か 仁しろ 

乎づ くりの 人形 

負 ひ 出で し 其數を 

また 負 ひて 歸 るな hs 

今宵 また 貶 まれし 

たづくり かたしろ 

手製の 人形 

身 を 捨てし 土なる を 

心なき 群集 や 


七 
◦ 


今宵 また 笑 はれし 

手づ くりの 人形 

身を戮 りし 紅なる を 

情なき 群集 や 

今宵 また 賫れ ざり し 

t づくリ か たしろ 

手製の 人形 

身 を 別け し 白粉なる を 

淚 なき 群集 や 

か へ ろ さ 

(緣： = の 歸途を 

月 下なる ぞ 悲しき 

哚く花 も 白露の 

小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 


七 


小山 內锛 全^ 八卷 小 野の わかれ 

明日 知らぬ 悲し さや 

わが 家の 唇 も 

今 U 濕び 今日 乾く 

菊 次郞齢 じつ 

先づぉ ゑて 先づ 逝け り 

四つの 口 三つに せし 

あはれ なる 犧牲ゃ 

蒲圑 なき 丸寐の 

疊 なき 床 冷えて 

老の 身の 木 枕 は 

母君に あり 

薬 をと 思 へ ども 


七 


白水 も隨 ならす 

家賃の しがら みに 

井 筍へ も 近寄れす 

(思 出の 石 坂 も 

m: 下なる ぞ 苦しき) 

野 泉に 水 を 得て 

歸路に 詣づる は 

可哀 さに 抱かむ も 

に ひづか 

墓石な き 新 塚 や 

冬 枯の樹 は萌み 

兒^ は^に 起つ を 

わが 子の み 消え失せて 

^山 內薰^ 集 八卷 小 野の わかれ 


小山 內薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

遙 かなり 魂の せ！ 1 

慕 ひつ ゝ打 仰ぐ 

さね 

屮 空に 雲擾ぎ 

何 か 云 ふ奥津 城の 

新 草 も 打戰ぐ 

亡き 子 呼ぶ わが 聲に 

驚きて 飛び立つ は 

あかつち 

赭土 を啄 みて 

つく つ ほく- 5 め  . 

^を營 る 燕 

(梟の 夜 叫び も 

月下なる ぞ 淋しき) 


病む 者の 渴には 

見る 人も堪 へやら で 

わが 妻 は 背きつ 、 

おのが 血 を 打 進む 

レ 力  でか は飮み 得む と 

さ ほ 

^ひし 手 を 延べて 

わが 母 は 爪 探る 

思 出の 古 葛籠 

あ X 昔 御 守 殿の 

花 も 今 皺 枯れて 

拜領の 白粉 を さ へ 

1 錢 にせよ と 云 ふ 

小山 内薰 令： 柒 八卷 小 野の わかれ 


小山 内 薰 全集 八卷 小 野の わかれ 

水 持ちて 裘 口に 

立 間 きし ^間 兌し 

やれ さう じ  ち 

破 障子 ひき 披 けて 

び 入る 我が 思 

ゆくて  ふ .ni すぎ 

(行方なる 三本 杉 

月下なる ぞ^しき) 

直 子の 土に より 

わが 妻の 血： びより 

母君の 片身より 

AJ- しろ 

作りて し 人形 

其の 夜より 町に 出て 

値を廉 ぅ鬻げ ども 


七 


廉し とも 買 は ざれば 

おうて 歸る 人形 

た  かたしろ 

手づ くりの 人形 

また 今宵 賫れゃ して 

負 ひ 出で し 憂 をば 

また 負 ひて 歸る なり 

あ、 彼處 わが 棲 家 

病める 母 泣く 吾妻 

死した る 子 惱む我 

屋根 越 ゆる 不如歸 

(橋に 倚る 趦趄も 

ET: 下なる ぞ轉 てき) 

小山 內薰佥 集 八卷 小 野の わかれ 


小山 .2 跪 全 雄 八卷 小 野の わかれ 

入り 難し 入り 雞し 

また 斯くて 歸 りなば 

人形 は 殖えむ のみ 

悲哀 は^さむ のみ 

嘆きつ &振 仰ぐ 

大空に 光 あり 

しみじみと 今ぞ 知る 

咬 咬た る 鏡 月 

野に 我 を 逃れん か 

この 光 草に あり 

川に 身を投 せんか 

この 光波に あり 


白銀の 光に は 

わが 家も豐 なり 

月 あらば 祌 あらば 

わが 一 族 も ありぬべし 

(あばらなる わが 軒 も 

e: 下なる ぞ 嬉しき) 

苦し かれ 悲し かれ 

歸 るべ し歸る べし 

母の 家 妻の 家 

月の 家 神の 家 

(あはれ なる わが 家 も 

小山 內薰仝 ft 八卷 小 野の わかれ 
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小^-?: 黧 全集 八卷 小 野の わかれ 

月下なる ぞ嬸 しき) 


みし はみ た 夢の た >  ちに まが ひつ \ 

むかし は 遠く 人 は 歸らす  お 


This  is  a  history  of  Dreams;  and  there  will  be  those  who 
will  sneer  at  such  a  history,  as  the  work  of  a  dreamer.  So 
indeed  it  is;  and  you,  my  courteous  reiider,  are  a  dreamer 
too  ！ 

You  would  perhaps  like  to  find  your  speculations  about 
wealth,  marriage  or  influence,  called  I>y  some  better  name 
than  Dreams.    You  would  like  to  see  the  history  of  them 

 if  written  at  all  baptized   at  the  font  of  your  own 

vanity,  with  such  title  as  life's  cares,  or  lile's   work.  If 

there  had  been  a  philosophic  naming  to  my  observations,  you 
might  have  reckoned  them  good;  as  it  is,  you  count  them 
good;  as  it  is,  you  count  them  nil  bald  and  palpable  fiction 

 Ik  Marvel, 


I^H 漸く 初雪の！ * 白き を 雜へ給 へれば、 童 兒 も睦れ びな む 狗子も 親み なむと、 それ は 嬉し けれど、 

.sft- ひ  か すか 

皺 枯れし 御手の 溫の、 冬の 夕陽ば かり 微な るに は 枯條の 嘆き も傯 ばれて、 これ は 悲しく、 心 弱く も 伯 

瑜の憂 胸に^ へつ \、 我が 今携 へて 漫歩く は 恩 ある 嚴師 なり。 頤瘦 せ、 顿 細りて、 見る から 憔悴の 面 

影慘 たるに、 凹みた る 眼の みは 今尙 爛爛と して 、神の 怒 も 通 ふらむ か. 突と 我に 注ぐ 刻. 「我より 退け、 

雨 姦淫 を 犯す 者よ。」 と 輝く。 

時 は 曇れる 夏の 夜中、 黑雲低 けれど 闇 空 を 込めす、 月 や 高く 嘯 くらむ。 微風 寒 けれど 路塵を 上げ 

す、 露 や 深く 降り 散り敷 くらむ。 二人 着た る は 萎えた る單 衣、 夜の 氣 重ければ 直と 肌に つきて、 袖口 

手に 纒ひ、 裳裾 踵に 繆り、 歩む 儘に はた/、 と 音す る は 背後 更に 二人 ありて 吾等に 迫るなら す や。 

歩む は 何處、 ^賀 か、 然 ならす。 京 か、 然ら や。 奈良 か、 それよ 稍 似た る 西國舊 都の 大路。 行 途^ 

に、 大匣小 匣 を 列べ たらむ やうなる 家々 は、 戶を閉 ぢ錠を 下して、 いと 靜 かに、 いと v 寂 かに、 恰も 

おくつ き  に. H ふか  くだ  -- r  はぶ 

奥津 城の 場 深く 降， りて、 地下に 一列の 柁を兒 るが 如し。 あ- -3 異に 此 家の 中なる 人々 は 徒に 眠れるな り 

や、 或は これ 終に 覺 めざる 永久の 夢なる にあら す や。 

さ SS しさ  おそ.. c しさ  し  LJ 

この 夜更" この 寂寥、 この 恐怖 を 知らす 顔なる は、 眼な きか 耳 も 聾 ひたる か、 否、 否、 耳 も聰 く、 

小山 內薰八 集 八卷 麥見草  八 三 


小山 內薰仝 集 八卷 夢見せ I-  八 四 

さか し  をと め ひと •• ゆ  ゆく て  お^ろ  は ちす 

眼 も怜げ なる 美しの 少女-一群。 吾等が 路の 前途 を 阻み、 環 をな して 踊りぬ 舞 ひぬ。 朦朧が 中に 芙蓉と 

^き 月見草と 蜜み て、 手 振 さても 花やかに、 足 どり 衩も艷 なれば、 暫しは 見惚れて 立ち 盡し、 が、 心 

； 1J  ちの へ 

すれば さても 怪し や、 踊る と 云 ふに 歌 をも唱 はす、 舞へ りと 見る に聲 をし あゆす、 地 h 踏む 足拍子 も 

いと 靜 かにして、 まこと 打 沈みた る 物の 風情、 實に 花なら ば、 香な き 色、 色な き 杏。 誰か 百 歩の 遠き 

にして 此處に 這の 爛漫たる 者 在る を 知らん や。 

さは 云へ、 黄 地に 紅の 文 ある， 紫 地に 紅の 文字 あるな ど， 定かなら ね ど 夜目に も 奢き 裝し たるが、 

端な き 環して 舞 ひ 廻る 様、 美しと も 麗しければ、 我に は あらや 胸^ かせて 突と 近寄る に、 あな や、 今 

さ  やち- に 

其 處に然 て も ありし 數々 の 姿 はかき 消えて、 風靜 かなり 舊 都の 夜、 菡 闇の 八衢 生ける 物の 影 もな し。 

あ &夢覺 めて 故人 枕頭に 無し。 戀々 として 嘆きつ」 歩み 行くて に 又 龍し の 一 瑗幽。 懷 かしと 歩み寄 

れば 忽ち 叉 失せぬ。 憂 ひつ &迎り 行くて に 又 美しの 一環 香々。 嬉し やと 馳せ 寄れば 卽ち， 义 消えぬ。 靑 

見え， 紅 服に 入り， 衣の さやぎ、 物靜 かなる 足拍子、 やがて 黑髮の 香の 馨 しと 計り 身に 染みて、 心搖 

めく 束の間よ。 空に は 雲 あり、 地に は 塵 あり、 美しの 者 は 行方 知らすな り 行くな り。 行途、 行途、 ま 

た 行途、 それ かと 見れば、 つと 消え、 あれよ と 知れば、 つと 隱る。 雲の 欺く 船路 あはれ や、 限り 知ら 

れぬ 環の 舞の 數々！ 

よろこび  かなしみ 

何事 も 見 給 はす や、 知り 給 はす や。 師の君 は默然 頸 を 垂れて 歩み 給 ふ。 この 歡喜 この 悲嘆。 我 一人 


註 ひに 躍る 胸 を 抑へ て， 遲れ じと 只從 ふ。 斯くて 十も數 へて 三つめ の瑗 なりけ む。 幻の 夢の W の 問に、 

あや  5  は？ も^  くちづけ  ものぐ. P ひ 

またし 奇 しき 一群の かき 失せた る を、 斯くて は餘 りの 口惜し さに、 靴 履に 接吻す とふ 狂人の^ ましき 

しらべ  つちへ 

にも 陷り けむ， なき 人の 足跡 さへ も^ばれ て、 舞の 調子 輕々 踏めり と 思 ふ邊、 夜 あかりの 地の 上 透し 

S  かひな 

觐 ふに、 如何に や 忘れけ む 美しき 絹 圑扇ー つ 遣^ 散りたり。 嬉し さに 腕 も 震へ ぬ、 取り上げて 兌れば 

夜 も 光 あり、 白地に 黑き 柄して 桔梗 一叢 濃紫した、 る 計り 畫 けるな り。 慕 はしと 身に 引き締め、 身に 

引き締めて 俯向ける 地の 上に 叉 一 つ あり。 同じ 形なる に 撫子 を畫 きたり。 これ も と^ひ 上ぐ る 手の 前 

に また 一 つ あり、 これ もと 差し 寄れば 隣り てまた 一 つ あり。 やがて は 膝の 前、 腰の 後、 其處 にも 此^ 

にも 彼處 にも、 千 朶の花 萬 朶の圑 扇、 暌き 亂れ、 亂れ 咲きぬ。  . 

朝颜も 美し、 紫陽花 も 好し、 藤 も 捨てられす、 ^合 も 拾 はまし と、 お ほよ そ 十 あまり 三つ も 拾 ひた 

ら むか、 行き過ぎ 給 ひし 師の 君の 顧み ざま、 沈みた る聲 して 「君。」 と 呼び 給へ るに、 何 か は 知らす 胸 

挫く ばかり 驚かれて .圑 扇の 數々 悉く 懐に 押し隠し， 押し^しつ i 追ひ鎚 りぬ。 「美しき 燈笳 ならす や。 

麥藁 もて 巧に も 編みけ るよ。 知らす 天童が 忘れ形見 か、 何れ は 人の 領 にあら じ、 路の邊 の 花 を 摘む の 

み。」 と 末の 一句 を獨 語ち 給 ひつ、、 我に は 眼 もつ かざりし 燈籠 二つ 拾 ひ 上げ 給 ひて、 一 つ を 嬉しげ に 

擔げ給 ひ、 一 つ を 我に 擔 げしめ 給 ひぬ。 

斯くて 師と 我と、 等しく 唯 二人、 等しく 物 云 はで、 等しく 淋しき 大路 を 行く。 唯 我 は璲襟 かき 合せ 

小山 內薰 令： 集 八卷 夢見 草 


小山 內薰^ 集 八卷 夢見 草  八 六 

ミ の / ヾ 

て圑扇 見せ ざら むと 心 遣 ひす。 今 は 踊の 環 あと 絶えて、 立ち並べる 軒も甍 も 仄々. うなり まさり、 瞬 

く 暇に 烏 啼き雀 囀り、 山の 林の 樹々 の靑匂 ひて、 夜 は 遠き より 明け初めぬ。 

. ふところ  いまし  お,、 ぴ  かろ. 

明 くれは、 懐の いやさら に氣遺 はれ， 爾 安き. かと 恐る恐る 衧先 押し 試みる に、 中なる 物の 手應 いと 輕 

ら かなり。 あら、 危 しと 思へば 胸淼 きて、 つと 手 を 入る \ に、 かさ こそと 物 ありて 紙 やうの 手觸 す。 

驚き 慌て、 抽き 出せば、 あな ゃ繪 ならぬ 數々 の 封 じ 文、 美しき 狀 筒の 表々 に、 あきら 樣まゐ る — 小 

夜より。 登 さま 參る —— 末より。 寬 さま まゐ る-糸より。 誰 樣參る —— 誰より。 何 樣參る  可よ 

り。 數 ふるに お ほよ そ 十三 通、 夜 はこと ぐに 明けて、 遠 響く 人聲、 車の 音。 肩なる 燈篛 はと 見れば 

影 も 無し。 隣なる 師 はと 兒れば 形 もな し。 世に 我 は 唯一 人。 胸に 抱け る は、 他人の 戀。 I 慈愛 ある 

母 は • 「冷水 緣 にあり、 顔を灑 げ。」 と 云 ひ 給 ふ。 

§ョ  wi* 

懐し 慕 はしと 心に 深く 刻まれし 面影の、 思 はぬ 頃、 思 はぬ 人の 眼、 唇に 浮び 出で ゝ、 復活 再生の 祌 

業 を 想 はしむ る 事、 美し 嚴 しと 眼に いと > 殘れる 景色の、 あらぬ 時 あらぬ 處の 松の 樹、 山の 風情に 迷 

ひ 出で.. -、 去に し 彼處と 今の 此處 と辨へ 難き にも 似た るかな。 

尋常 小學の 一 年生、 まだ 筒袖に 靑袴 短く、 友 を 呼ぶ にも 「何 君」 と は 云 はで 「何ち やん」 と 鋭き 聲 


あげし 程の^ なり。 受持は 京 f」 先生と て 年若き 女性な りしが、 此ト： ぎう 我 を 愛し 給 ひぬ、 我 も 亦 只管 

是に 懐きたり。 授業と 稱 ふるも^ 敢な しゃ、 梨 子 三つに 林^れ つ を 加へ たらば の 問答 も、 彌 生より.^ 

無 ra: かけての 程な りければ、 ^は 大方 黄色 勝なる 露 © 亞 更紗の 洋裝爽 しげに？ i み 給へ り。 其 頃 此裝^ 

なす 者い と 稀なる が 上に、 共 靜 かなる 擧 止と 其 情深 き^と は、 早く も 人の^に 立ち 心に 立ちて、 舉饺 

の虽 よ： 舉 校の 星よ と 歌 はれぬ。 i  —灯 を 消し、 花 を^ら む稅 のお は、 其 顷も 世に.： 化り て >  群^の 口 

口に， 「京 極 先生 は 校長の 愦受け 給 へ り。」 など 云ひ雠 せり。 

我は學 校の 一 つ 星と 親しき が 嬉しくて， ロー 幕 北，： 人 を 忘れす。 黑扳の 前み 裾 さばき 雄々 しく 往来し 給 

ひて、 雨の 耳 蓋 はむ 許り 锪 々とせる 黑髮 を、 .G 墨 指に 禅め る 右手に 搔き 上げ 給 ひつ.^、 此 字の 讀は如 

何に、 此 字の 訓は 如何にと 問 ひ 給 ふ 時、 逸早く 小さき 手擧 けて 應 する は 我な り。 共 人に^ ふが 嬉しく 

て擧 校の 課程 も樂 しかりし 程 なれば、 大方 誤らです る 適き 答 を、 彼の 情深き 服 もて 一 父け 納れら るゝ時 

の歡 #、 前の 休憇 時間に 「京 極の 最展 よ。」 「女の 蝨 風よ。」 「洋服の S 嵐よ。」 と 同 殺の 犛に 嘲み 篤ら れ 

し n 惜し さ 腹立たし さも、 十字に 惡 魔の 消え 行く 計りな り。 其 休憩の 時の 問 も、 流石 は 未だ 七歲、 友 

の 誰彼と 右に 走り 左 に^せ、 是を逐 ひ 彼に 追 はれるな どして、 砂埃の 中に 戯る& 其 折 さへ、 廊下 を徐， 

t づ  うしろ  よる 

徐と共 人の 近寄り 給 へ ば. 「鬼ぬ け！ 」 と 背後に 呼ばる、 を も 知らす、 ^ぎ 取り 槌 りて 今迄の 騷ぎを 外 

に、 靜 かに 亡き 父 亡き 姉の 歡憶談 しみぐ とすな り。 我が 生れぬ 前に 失せき と 云 ふ 姉 君の あはれ 靑柳. 
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.  お  &し 4* 

烟る 今： n の 此日迄 生 ひ 立ちて 在 さばと 打 嘆きつ \ 架 は 幼心の 「姉 君！」 と 計り、 然 あらぬ 人に 取り^ 

きて、 其 君 泣かせた る 事 も 幾日が ありけ る。 

一 日の 課業 了へ て 家に 歸れる 夏の 夕 も、 翌日の 學 校の 待 遠し くて、 夕 曰の 尙赫々 と § きに、 はやれ 

^して 褥 敷かし め、 日の 光 差し込む 蚊帳の 屮に、 眠らむ として 寢られ す、 寢られ すと て 焦り 泣く 程に、 

漸々 薄暮れ て^の 明星 御 庭の 空に 見出 づれば 「噫。」 と 云 ひて 泣き止みし 程の 慕ひ樣 なりし が、 人に 聞 

きて 知りぬ" 我が 慕へ る 人 は 永く 永く 肺 を 患 ひ 居 給 ひしと よ。 然れば や 其 年 秋風の 立つ/、 病 頓に茧 

ぁレ. 

りて 咳 襲 ふ 事 夥しく、 星の 消え 行く 野 分の 朝、 終に 敢 なくなり 給 ひぬ。 

悲 くて 悲 くて、 生 ひ 立た ば 川 ひよ と 我が 妹に 遣し 置き 給 ひし 雪白の 横 櫛、 抱く に少 さき を憾む もの 

かたしろ  ー  ねい  ほ. めり 

から、 人形の 如く 引締め 抱き締めて、 一夜 泣き、 泣きて 寐 入りぬ。 幼ければ、 葬の 式に は 得 も 行か ざ 

りしが、 幼ければ や、 夢に 新 木の 棺の、 露 II 亞 更紗の 袖 少し 出しつ、、 撫子の 生花 二 本 前にして、 徐 

しづ おく フき 

徐と 墓地 E 差し 行く をまざ^-と 見たり き。 

年 を 經る十 年。 我が 十七 歳の 秋。 

小春 日 暖き唯 ある 土曜日の 午後、 上野の 樂 堂に 演奏 會 ありて 貴鉀賑 ひぬ。 好な れば我 も 臨めり。 

誰も 知る ヂスボ ジチォ ー ネン、 ワルツの 管较調 花やかに 第一 部の 局 を 結び、 男 は 烟草薰 らし、 女 は 

tr  rf  - ： - , や； K み  * ゥフ- ール- ウレ 

帶 締めお す 十分の^ 憇 ありて、 第二 部 はモッ アルトが チッ ー ス の序樂 もて 開きたり。 此曲 終りて、 


髮冇る も 無き も、 燕尾服 黑く下 衣 雪白い 管 絃樂の 一隊、 靴昔靜 かに 演奏臺 を 退く と共に、 拍手 は^ C 

一 隅なる 葡萄牙 人の 一 群より 起り て、 暫く は 場內哄 S1 き 渡りぬ。 今此 喝采に 包まれて 洋琴に つける 一 一 

人 は， 共に 黄金の 髪總 やかに、 眼 愛らしき 少々 なり。 

曲 は 始まりぬ。 

In 曰 を 立て じと 次第^ 竊と 膝の 上に 爪 探れば、 彈 ける は； o 某と U 某、 曲 はべ リザ リオが コ ン セル トな 

り。 セコ ンダ彈 ける 君 は 我と： a 面に て、 プリ ミノ 彈 ける 君に 隱れ たれば 能く 兒ぇ 分かね ど、 指 も 顔ば 

いと  3  .„  を ゆび 

せ も最赤 やかに 肥えたり。 プリ ミノ 彈 ける S 某 は、 面瘦 せて 色白く、 樂鎩 滑る 小指、 中指 象牙 もて 作 

りたら むが 如し。 樂 鍵と 指と、 何れ 雪白き を^ ひて、 彼是 を穢 さねば、 是彼 を污 さす、 夏；. H きと 眞白 

きと、 親睦 も 一 曆密な るが 如く、 樂 鍵に 接吻 すらむ 双手 十指の 運びよ。 

大方 俯向きて 聽 ける 我 も、 餘 りに 妙なる 樂の 音に 引かれて、 思 はす 見上げた りし 其 束の間よ、 プリ 

ミノの 面影、 踹板 踏む 足つ き、 我が 奏す 樂の 妙なる に醉 ひて、 潤める 跟、 燃 ゆる 唇、 髮の搖 ぎ， 鈕の 

慄き、 枭は 衣の 装まで、 宛然な り や 在りし R の 京 極 先生！ 吁我此 時、 其 人が 天國の 式部に 仕へ て 神 

モぴ ら ひだ  > きて 

の 讃美 奏づる を 兌たり …… 揷 頭の 花 も 白百合な りき、 背の 襞 も 翼な りき、 聽 者の 群 は 唯 我が 胸 下の 叢 

. 雲 なりき •：：■ 我 椅子 を 落ちぬ。 ラル ゴォも 如何にせ む、 シ、 リア ノも 如何にせ む、 此日 S 某に 次げる. 

總 ての 樂、 我 之 を 聞いて 聽 かざりき。， 
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年 を 經る叉 一 一年。 

^米 利 加の 俳優 一隊、 極來 n 本に 渡来して、 技 を 歌舞伎 座に 掛けし 時、 春の 夕な りき、 友 二人と 行 

きて 見ぬ。 演す る處、 名高き リップ、 ヴァ ー、 ウィング ルが 物語 を 五 幕稃に 仕組める ものな り。 

にく-一  ふラ  け  たら 

歐 米の 國 風なる を 殊に 粹な る 世話な る舞臺 に 掛 くる 事な れ ば、 言 の 蒸の 大方 は 解し 難くて 、七 苛ち す る 

もの 

ものから、 其 身 振の眞 に 迫れる に、 筋 は 書に て朧 にも 知り たれば 物 珍ら くし 心 躍り せられて、 眼 見張 

さけ 卞キ j 

り、 耳 引 立つ る 程に、 三 幕 目と ぞ覺 えし、 リップ 住居の 場に て、 その 妻 夫の 耽 酒を責 むる 事 甚だしき 

に 過ぎ、 果は 出て 行けが しの 暴き 一一 一一 n 葉に、 再三再四 情を陳 ベて 許され ざり し 夫の、 今 は 落 瞻れて 門の 

戶 出で 行 ける に、 程 も あらせす 大雷 大雨。 硝子 窓に 電光 閃き. 雨の 頻吹戶 を 扇れば、 流石の 妻 も、 此 

の 雨風に 惱む 夫の 姿、 夫の. 心 を 思 ひ 遣りて、 今 は 女心の 悔み、 憂 ひ、 悲み、 悶へ、 と > 片膝 突き、 諸 

手 を 捧げ、 天 を 仰ぎての 祈禱 にて 幕と なりし が、 叫 幕 目 山中 妖怪の 場の 終 近く、 リップ 怪しの 酒に 氣 

を 喪 ひ、 どうと^ 道に 倒る、 や、 山中の 背景 徐に 捲き 上りて、 前 幕の 妻の 祈禱其 儘に 夢の ごとく 幻の 

ごとく 顯れ たり。 

おも ざ -, - * 二. *f し が 

吁北ハ 時、 叉 も 我が 心 現にな りて、 リップが 妻の 面相. 眼 差、 擬ふ 方な き 過ぎし 日の 京 極 先生な りき。 

鳴吁此 祈禱の 姿ぞ、 天つ 國 なる 君の 消息 か、 聖歌 ra: 方より 起り て 我 を 包む と覺 えし は樂屋 なる 淸搔の 

ぜ了ノ 

洋琴な りけ り。 


吁 彼の 折の 樂、 此 時の 劇、 彼の 折の 聖 なる 樂師、 此 時の 祈禱の 姿、 縱令夢 なれ、 縱令幻 なれ、 共 入 

逝て 後 再び 三度 地上に 遭 ひぬ。 此希望 の 糸 は 細 けれども、 是 嘆き 易く 憂 ひ 易き 我 憐み給 ふ 大祌が 情の 

, ならむ。 樂 しいかな" 樂 しいかな、 禱 りて 止ま すん ば 何日 か は 天國に 君と 邂逅 ひて， 去に し 日の 如 

く 其 膝に 縫り、 去に し 日の 如く 其 手に 倚る を 得む、 其 時 唱ふ歌 は 何ぞ、 去に し 日の 如く 「春の 彌生」 

か、 せに し 日の 如く 「霞 か 雲 か」 か。 否、 マリアの 讃美なる べし、 否、 否、 基嵆の 讃美なる べし。 

冬の 大王が 崩御の 夜半、 御 濠の 鴨の 夢路 を 破って 今宵 を 限りの 寒き 雨風、 濠 沿 ひの 小 堤に 昨日 今日 

ナぶ  ^る-か  3 ほ ひめ あ S と  ごと 

琥珀 の 色を烟 ら せて、 から くも 穗 に 出で し 柳の 花 を 搖し搖 しぶ r ぞ 寄せ 來る 佐保姬 の 足 昔 を 恨む が 如、 

罵る が 如、 北より 南、 西より^、 頻 吹きに 頻 吹き、 荒れに 荒れて、 卍 か、 巴 か、 捉 ふるに 物 無き を更 

にも 怒り 憤る が 如く、 濠の 彼方の 老松に 吠 ゆれば、 大內 や、 大殿 油の^ もしと >  に搖れ て、 九 直の 紫 

雲の 御 夢 も 騒 ぐらむ よ。 

签は漆 を 籠め て、 星 は 彼方に、 石 は 此方に、 天地の 交通 堰 かれ たれ ども、 雲 切れの 此處彼 11 に、 雲 

ひた  あや  ： 

の 彼の 月影 か 寂しき 光 薄く 差して、 直と 濡れた る 大路の 仄 明るき を， 文な き 闇に まさりて 物凄 かる を 

行くなら す、 來 るなら す、 路の 半に 一 箇の燈 火 あり。 

小山 内薰 4- 集 八卷 ^見 草  九 一 


小山 內薰 令； 集 八卷 夢見 草  九 二 

三十 度 計りに 斜めなる 電柱の 下、 腐敗 防ぎに 木黑く 塗りた る逡 に、 肅然 たる 一 箇の黑 影 あり。 作粱 

力 て  5 ち ゆんで 

外套 を 深々 と 着な して、 右手 は 濡れ そ ほち たる 衣 兜の 內、 左手 は 丸に 「電」 の 一 字 紅き 弓 張 提^ を艇 

の邊 に控へ て、 着た る 物の I 卞も 重け に 佇む。 

電柱の 頂、 四 行の 桁に si る 尙ニ箇 の黑影 あり。 同じき 外套に 身 を 包みて、 灯 は 持た す、 一人 は.^ よ 

P, 一人 は 西より 同じ 桁に 向 ひ 合 ひに 取りつ きて、 a の 線 を 引き、 b の 線 を 遣り、 弛き に 過ぎた る を 

のま  I  いそし 

緊め、 堅き に 過ぎた る を 仲し、 晤 夜の 三人、 物 も 云 はす、 只管 暴風雨の 防備に 勉 める 折し も。 

仄嵴く 泥 深き 濠^ ひの 往還の 雨の 中、 行 手 は朿、 二 丁 計りの 近き 處に、 慌 しき 二 箇の黑 影顯れ ぬ。 

1 は 他の 袖 を 引いて 無理 强 ひに 歩ます るが 如く、 低く 力 ある 言葉に て 何事 を か 罵れり。 他 は 一 の 腕に 

鎚 りて 哀を乞 ふ もの」 如く、 使く 悲しげ なる 聲 にて 何事 をか訴 へぬ。 一 嵐、 蟲と ばかり、 電柱 搖 き、 

提灯の 火 も 消えな むと する 一刹那、 閽 中に 白 匁 閃きて、 細く 長き 叫喚の 聲、 三 箇の黑 影に 達せり。 

かん々 せひ U 

大 犯を眞 向に 見た る 工夫 は、 倉皇 股 を閉ぢ て、 確と 桁に 鎚 りぬ。 後に したる は、 戰き 震へ， 顔 直と 

やに 押し 當て、 再び 顧み ざり き。 電柱の 下なる は、 ふッと 提灯 を 消したり。 嵐 また^と ばかり。 

十 里の 山川、 君 忽ち 來り、 君 忽ち 去る。 逢へば 現、 ^るれば 夢。 先づ思 ふ、 眞に 君と 語りし や。 ，仄 


に 訝む、 la に 君の 來り しゃ。 終に 疑 ふ、 眞に 君なる 人の 世に 在り や。 

一節歌 を唱 ひて、 鳥 庭 を 去ん ぬ。 纏て 我、 我に 鳥 ありし や を 疑 ふ。 三日 色 を 誇りて、 花 枝 を 去ん ぬ。 

.S つと 

纏て 我、 我に 花 ありし や を 疑 ふ。 五 年 我 を 抱きて、 父 世 を 去ん ぬ。 纏て 我、 我に 父 ありし や を 疑 ふ。 

おも  »  とこし へ 

然れ ども 省へ、 愛の 別る & なり、 愛の 滅ぶ るに あらす。 に 我 を 愛する 者の、 いかで か 永遠に 我 を 

去るべき。 基督 を 信す る 者が 救 主の 再來を 生命と せる は、 眞に理 ある 事な り。 

世に 離 训の魔 ありて 愛の 所在 を 疑 はし むれ ど、 信ぜよ、 た > 信ぜよ、 信じて 愁の 眉. を 開け、 基督 は 

再び 歸り來 まさむ、 おも、 花 も、 父 も、 また 君 も！ 

只 ある 夕、 齒 痛みて 堪へ雞 く、 机の 傍に 頰を 抱へ て、 居住 昆 苦しき 計り 打惱 める 時、 可 笑と て や、 

姉なる 人の ホ、 と 笑へ るより、 口惜しう、 腹立たしう、 胸 迫り、 心 溢；/  ^は 人の 世 得 も 云 はれす 悲 

しくな りて、 机钹 り、 机搖 ぶり、 聲を 擧げて 泣きぬ、 泣きぬ。 素より 姉なる 人の 憎し とに は 非り しな 

り。 苦め る を 見て 笑へ る M 見し 刹那、 偶と 思 ひ 出で し 事の あれば なりけ り。 

家人 は 我が 齒 ます/、 痛む と见 て、 醫に 走りぬ。 名醫、 妙藥籠 を携 へて 來る とも、 我が 悲哀い かで 

愈えん や。 

小山 內薰 令： 集 八卷 s-fl 草  九 三 


小山 内薰 令： 集 八卷 夢見^  九 四 

0  タボ 

i し a  功く りか 

夏痩の 端 居に、 茄子の 花の， てれなら で、 時 知らす 紫 句 ふ 一房の 藤" 不意に 眼に 入る を、 何故の 狂 吹 

か  により  た き あ  4- だく  A 

ぞと、 歟に斯 物 思へ る 時. 都より 消^ ありて、 我が 魂 合へ る 畫ェの 君、 遠く 凉 しき 國に 旅立 ましぬ と、 

ラす 

墨の 色い と 淡く、 妻 呼ぶ 蛙、 田に 哀れなる 盂蘭盆の 夕な り。 

み  は ゆな みだ  i  ほゝる 1 み も^らめ 

無 着 は 天な り、 執着 は 地な り、 御 空 は 夕立の 激しき 淚名殘 無う 霽れて、 星の 微笑， 斷 念の 心强 きに、 

に i-u づみ  し  しろがね  ラナ 

地 はま だ ひた^れて 行 潦の大 なる、 小き" 行途の 低き を領 めて、 透 し^ふに、 銀の 色 淡く 光りて 哀れ 

なり。 

地上の 人 三箇、 今 手を携 へて 寺 町を訪 ふ。 我と 友と 友が 從妹 たる 女の 童な り、 鬚 黑く柔 かげなる に、 

よは ひ 

名 は 花 子、 齢 七つな りと 云 ふ、 今年 母 失へ る 兒ぞと 云 ひて、 友の^ 沈みぬ、 赤き 色 見て 喜ぶ 頃 を、 俯 

向 勝に て 容易 口 も 開かす、 只管 友に 鎚 りて、 辛くも 低く 云 ふ 二 語 三 語 聞き 分き 難し、 行潦 避けて 行く 

程に、 折々 は 我 も 手 を 執り 背お ひな どし たれば、 漸ぅ 馴れたり.。 堅き 路に 出で たれば、 花 子 を 中に、 

A  ^.-o  つな  ち さ 

三 箇手を 維ぐ に、 小き 手の いといた う 冷えた るを覺 えぬ。 . 

寺 町に 出づ。 一年 一度の 事 なれば、 高 張な ど 立ち並びて、 寺々 の 門前 何れも 賑 かなり。 片手に 提灯、 

片手に 草花 持てる 人々 の、 黑き影 夥しく 往交 ひて、 笑 ふ聲、 語ら ふ聲、 赤兒 泣く 聲、 犬の 吠 ゆるさへ 


鍵り 聞え て、 邊 何となく 響 動きたり。 大方 淸洒に 着な して、 五つ 紋の 羽織^-なる も、 少 からす 火影 

にして 兒ゅ。 

み てら  ；>.<  つき に i  ちく ふ S う 

何れの 御寺 も、 墳墓の 地の {ゃ； はいと 明くて， 靑 桐の 葉も數 へつべし。 花 白き 木 芙蓉の 生お • 差 观 くに、 

分 に は 此逡押 並べ て斯 くす とぞ、 墳墓 链に燈 數多供 へ たり。 

幅 勝 寺と 云へ るが、 境. S いと 廣げ なれば 入る。 

あ. あかく  によ 

本堂 前の 敷石 長く 踏みて、 茶の 樹 少し 植ゑ たる 處を 右に 折れれば、 はや W 邊明々 として 埤 墓の 地な 

り。 友の 顔、 花 子の 顔、 我が 顔、 皆 明けし、 ^寂しげ なり。 

おくつ き  はちす ば なャ ぴ %f  の  Z 

^地の 前は蒂 a: 淸く 掃きな して、 赤き 砂 少し 敷きたり、 蓮 葉に 茄子^ みて 載せた る、 真菰に 木の 實 

つら  くさ ぐ  み モ は， き つか 

草の 责數多 列ね たる、 ti 々の 佻 物、 何れも 花やかな り。 花 は 大方 秋草の 早き を揷 したり、 嵐 尾 草 束ね 

て 手 向け 水 注ぐ に 用 ふる も あるべし。 蠟燭は 裸 火に て 風に 閃く あり、 燈籠 にて 色彩 突し き あり、 線香 

の烟 の、 明の 及ぶ 限り 條 仄白き が、 其 末閱に 紛れ 人り て、 行方 知れぬな ど 果敢なく 哀れな り。 

母な き 花 子 * 父な き 我、 ^として 語な し、 父 あり 母 ある 友 は 二人 を 見て 泣く。 

顔 を 背けて 傍の 墳墓に 肌 を 遣れば、 何時の 問に か、 花 子 其 前に 跪きて、 小き 掌 を 合せ 居たり。 友、 

我、 走り 寄りて- 「殊勝よ。」 と懾 けば、 ^然として. 一 兄の 君達よ、 墳墓 は 何れ を 拜むも 同じと 思 ふが 如 

あどけ 

何に や、 我 は 唯、 墳墓 前にす るの みに て、 母君 兑參ら する 心地す るな り。」 と 云 ふ、 邪氣 無き： W の^の 

小山 內薰^ 集 八卷 夢見 草  九 五 


小山 内黧仝 集 八卷 夢見 草  九 六 

道理 過. さたる に、 我が 肌 幾度 か 瞬きつ。 

まじ^り  さか 

然な り、 然 なり、 我 常に 思へ り、 地の 下の 交際 こそ 中々 賴 もしき もの なれ。 屍と^と は 遠き 處を隔 

ると も、 必すゃ 魂と 魂と は 手 を 執りて 語 るら む、 寄 添 ひて 泣 くらむ、 君が 母君と 我が 父と は、 必す地 

あ ひし  や- 3  10  一！； 、み 

下に 相識れ り、 この 墳墓の 下なる 人 も、 今锊の 君が 優しき 心、 必す 君が 母君に 傳 へむ —— 畫ェの 君 も 

今 は 其團欒 の 員な る ベ し。 

ひや  か^  か. U す 

冷き かな 地上の 人。 眼 見 交し、 手取り 交し、 肩 擦り 合 ひ、 足 押 並べつ，^ も、 胸より 胸の 交せむ とす 

るに^して 三人の 友 あ-り や。 服 見れ ども 淚^ ければ 詮なし、 手 執れ ども 血 無ければ 詮なし、 木 は 並べ 

ども 枝举 はす， 石 は 隣れ ども 相 破らす、 人 11 何 ぞ戰鬪 多き や。 

まなこし  かひな  か  な， が.. f  ,、ろ少 ね へだて 

K 替ひ、 腕瘦 せ、 淚盡 き、 血 涸れた る 死骸と 死骸と は、 土の きて 相 語るな り， 鐵の壁 を 破りて 

も， 魂と 魂との 交通すな り。 

此 交通に 障害 ある を 知らす、 出 あらば 攀ぢ むの み、 川 あらば 涉ら むの み、 谷 あらば 飛ばむ のみ、 海 

あらば 越えむ のみ。 道 遠し と 云 ふや、 倦むな きなり。 道險 しと 云 ふや， 恐る i なきたり。 夕、 虹の 浮 

橋に 二人 語る 事 も， めるべし、 深夜、 n の 小舟に 二人 泣く 亊も あるべし。 

i-t たまつな が ほに し  つ. 9.5  ，  tA- かり  なる 

魂と 魂 繋る 紗は、 劍も截 る 能 はす、 斧 も 斷っ能 はす、 -M も 3： かせむ、 地震 も 何 か あらむ この 世碎 

i こしへ  むらさめ は  _ 

け 成ぶ とも、 淸き 御^に 懸 りて 永遠なる べし。 村 一 1 霽れし 西の 筌に、 鉀く 二つの 足 を 見す や。 


手 執 交す 地上の 人、 ^兑 交す 地上の 人、 其 il を隔 つる は 形 も 無き ものに あらす や。 北ハ 容易き 隔を破 

り 得ざる は、 爾に血 あるが 故 か。 淚 あるが 故 か。 熟 あるが 故 か —— 顿む 効な き 血 かな、 頼む 効な き淚 

かな、 頼む 効な き 熱 かな。 

我 は 今 我に 復れ り。 

を 4 め  を  レ づ 

少女に て 母な き 君と 男の子に て 父な き 我と 何れ 悲しき I 友の 歌な り、 我が 心なり、 思へば 我が 父 

喪 ひし は、 まだ 君に 一 っ稚き 年な りき、 屍 は 遠く 山陽の 海 近き 丘に、 今も尙 眠れり、 草枕 引き 結ぶ 此 

ひとむら  み たま  おくつ き もと ** し t 

處は 北陸の 一 村たり、 嗚呼 三百 里！ 御 魂 は 必す此 墳墓の 下に 在 さむ。 

土 一  重 に乘 りて 泣く 者、 狂 ふ 者、 苦む 者、 汝等は 地下に 友 ある を 知らす や、 泣けば 嘲む のみ" 狂 へ 

ば 罵る のみ、 苦めば 笑 ふの み、 地上の 人、 遂に 心 會ふ能 はざる なリ。 

もて あ 

父よ， 父よ、 地上の 人 は 我を玩 びて 泣かしめ ぬ、 犴 はしめ ぬ、 苦 ましめ ぬ —— 泣かしめ て 嘲み ぬ、 

狂 はしめ て 篤り ぬ、 苦 ましめ て 笑 ひぬ、 吁 我は筮 兒 に苛責 まる i 魚の 如し、 水より 離され、 乾け る 土 

に 置かれ、 悶え 狂 ふ を 見て 樂 まる.^ な リ。 

怒ら ざら む や、 憤ら ざら む や、 我 も 一度 は 劎を拔 いて 爭 ひぬ、 舌 を 振 ひて 逆 ひぬ、 初愤怒 我の 中に 

在りき、 後 我 憤怒の 中に 在りき、 敵 人 は 憤れる 我 を 見て 愈 嘲む のみ、 愈 笑 ふの み、 敵 は 衆し、 敵は强 

し、 我 は 弱し。 我 味方な し、 愤 りて 我疲る i のみ、 憤りて 敵 人 勝ちよ きのみ …； 筋 延び、 サ弛 びて、 
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我 倒れぬ、 倒れて 我 思へ り、 思うて 我戰 きぬ、 何ぞ や、 「嗚呼 我は戰 をな せりし なり、 鳴 呼 我は爭 をな 

したりし なり。」 

父よ、 我 今 は 泣か じ、 狂 はじ、 苦 まじ。 ^を 閉ぢて 見 ざら む、 耳 を 閉ぢて 聞 かざらむ *  口 を 閉ぢて 

云 は ざら む、 あ &鰭を 垂れて 動 かざらむ。 雨 降らば 故鄕の 水に おりて 母の 膝に 鎚ら む。 日照ら ば 地下 

に 行きて 父に 背に 從 はむ。 斯くて 存 へば 存 へむ、 死なば 死なむ、 靈魂は 永遠な り、 平和 は 生命な り、 

軀の 生死、 我 遂に 其 差別 を 知らす 

灯 悉く 消えたり、 人 悉く 去りたり、 W 逡は黑 白 を 分かぬ 闇な り、 此鹿に 在る 者 は 唯 三人の み、 現世 

か、 陰府 か、 我が 眼に 父の 姿 映れり、 君が 眼に 母の 影 映れり や、 然 らば 三人の 魂は繫 がれて、 永く 永 

く 離れざる べし。 

遠 山 

冬の 初、 氣淸き 日、 信の 北 佐久、 淺 問の 裾野に 立ちて、 遙に 落日の 筌を 望めば、 隆々 たる 一 述 の 銀 

壁， 國の 末、 天に 述り 立てる を 兌る。 これ 雄々 しかる 飛 li の 遠山な り。 

群 山、 岈然 たる もの は 戰ふ者 の 如く、 嗞然 たる もの は兢ふ 者の 如く. 參差 たる もの は^ぐ 者の 如く、 . 

哲籙た る もの は爭ふ 者の 如く、 悉夫小 心 不安 の狀 たり。 


獨> 我が 飛驟の 遠山 * 山脈 高らかに 坦々 として、 「我旣 に 天に 到れり.」 の 信 あり.， 「我旣 に 世に 勝てり」 

の 信 ある 者の 如し。 崇 むべ I、 飛^の 遠山。 拜む べし、 飛^の 遠山 ノ 

林の 雨 

靜 かなる 林の 雨！ 

この 葉、 かの 葉の | 卞を 受け、 かの 葉、 この 葉に 滴 を 分つ。 分つ は悲 か、 受 くる は 憂 か。 若し 夫れ！ 

つ の 罪 を 兄弟 相 分ち て^ ふに は あらす や。 

音 も潞々 と、 靜 かなる 林の 雨！ 

アダム は^を ィ ー ヴに 寄せて 自ら 濡れ ざら むとし、 ィ ー ヴは罪 を 蛇に 托せて 自ら 汚れ ざら むと す。 

騒し き は 入の 世、 靜 かなる は 林の 雨！ 

石 橋 

5 なぢ  ゆ f  みづみ A* 

綠薬は 物 云 はね ど、 頸 を 振れば 水上の 影 また 搖ぎ、 白き 花 .聲 を 上げね ど、 かつ 散れば 水衩 をな す。 

石の 橋、 冷 かなる に 似 たれ ども 我が 思を狨 する に 宜しく、 鐵 の擺、 冷き に 似 たれ ども 我が 胸 を 托すに 

足る —— 
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，け ひ  さ 

忽ち 騷 しゃ、 鷺の 森。 何を爭 ふ 鳥の 叫ぞ。 まこと、 血 は あらむ、 熟 は あらむ。 あ i 然れ ど靜 かなる 

鄙の タ暮、 今 平和 擾れ ぬ。 

綠葉、 白 花、 鐵髑、 石橋。 この 靜 かにして 誠 ある 友 を 捨て i 我今爭 の聲を ii り 行くな り。 

明  月 

つぶや  5 け 

我が 叔父 は 雨な り、 絶えす 眩く。 我が 母 は 露な り、 聲 なくて 悲む。 我が 姉 は 雷な り、 泣き叫び、 憤 

る。 慰む るに 道なくて、 家 逃れ出で たる 今宵 中秋、 雨に 露に 雷に. 胸 曇り たれば 明月 を 仰ぐ に堪 へす。 

月 を 背後に して 俯向き 歩めば、 我が 影 我が 前に あり。 影瘦 せたり、 我 も瘦せ たるべし。 我が 胸亂 る、 

胸の あたり 影 も亂る \ や うなり。 

瘦せ 細りた る 我が 影 見れば 見る 程に、 叔父、 母、 姉が 事 を 措きて、 我が 半生の 悲しき 秘密、 渦の 如 

く 胸中に 涌き か へ る —— 

ひととせ  ふ. U とせ  つ 4* づき 

一歩に 一年 を^ ひ、 二 步にニ 年 を 思へば、 廿五 歩に て 思は盡 くべき 短き 生涯 も、 蹉跌 多ければ 追憶 

の 道涉ら ざるに、 早く も 行路 は 堤に 盡 きたり。 

思は盡 きね ど、 巳む 事なくて 鍾 を！； せば、 明 s: 前に あり、 悲しき 影 は 背後に なりぬ。 


i ひるめ， *、 み もまね  つ I* れ  ： . 

白日 は 祌恩遍 き 照 口の 光に、 心の 鑑樓 も：^ に 錦の 糸の 一筋 二 筋 を 見 すれ ど. 夜 は 悲し. 闇の：^ の 闇、 

ラち  ねぐ. かひ 

淚の 中の 淚. 拂ふ 由な や. 拭 ふ 効な や ！ 己が 夢に 顯る \ 己が 姿 ほど-世に 暗き は 無し • 悲しき は 無し。 

今宵 も 見よ. 夢の 中なる 我が 姿、 何 を 恐ろしと て か黑き 羽織 頭より 引 被き て 屈り 臥せる は 幾 里 礫 g、 

其 礫の 間々 より 生 ひ 出で たる 小 草の 延びむ とすれば 雲に 壓 され、 枯れむ とすれば 地に 促されて、 f ひ. 

もやら す、 亡び もやら す、 丈 使く、 色 黄ばみて 世 を經る 態、 また 宛然の 我が 姿 や。 

夢の 中なる 我が 姿、 立つ にも あらす、 臥す にも あらす、 行く にも あらす、 歸る にも あらす *  f ナる 

にも あらす、 匍 ふに も あらす、 生ける か、 呼吸な し、 死せ るか、 軀戰 く。 卑しき 姿 也。 快から ぬ 人の 

態 也。 

とほり. 

遙 かなる 雲の 幕 忽ち 破れて、 屛 風に 見つべき 遠 青山 

花は遙 か、 此處 小石 原、 

わくら ほ 

花 は 昔、 今 は 病 葉、 

花 は 遠し、 E 心 出の 花， 
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、 山 波 緩き 頂 を 暈して、 花の 雲、 ^の 花。 
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思 出の 花、 朧に、 

わくら ぼ  あ オヤ 

病 葉の 我、 鮮か。 

あら 美し やと 思 ふ 問 もな く、 雲 か、 實に 花の 雲、 花 か， 然 あらば 雲の 花、 梢 離れて 徐々 と。 

櫻の 花の 舟艤、 舟路 急ぐ 程に 急" ぐ 程に、 一筋 後方に 散る 花瓣は 翩翩と 風に 舞 ひ、 何處 ともなき 妙な 

る 樂は梶 の 調 か、 鵃 拍子 か。 夢の 中なる 我が 姿 は 突と 天空に 面 振り上げぬ —— 花の 小舟 は 何時か 我 

力ぶ H: 

只 見れば 花の 舟より 少女 一人 降り 立ちぬ。 夢の 狭霧に 顔裝も 得分 かね ど- 左の 小脇に 抱へ たる は^ 

ふ 由 もな き 我が 幼馴染、 手 遊 入の 網代筐 、 こ は 如何に。 

少女 は 物 も 云 はす 筐の蓥 撥ね除けて、 眞 白き 腕 突と 延ばし、 我が 頸む づと捉 へぬ、 こ は 如何に。 あ 

なやと 驚く 身 は輕々 と 中空に 浮び、 一度 S に 浮びし 身 は、 不思議 ゃ此 小さなる 笸 の 中に 肱、 肩、. 膝 も 

障らす、 易々 と 納め 入れられたり、 こ は 如何に。 筐の中 は 暖かく- 柔 かく. 妙香醉 ふば かり 薰じ 渡れり， 

こ は 如何に。 

はたり と 音して 蓥は閉 されぬ。 忽ち 身 は 文目 を 知らぬ 闇の 中の 人となりぬ。 あな 暗 や、 あな 暗 や、 

あら *k みた そこ  あらず こ  あ.. f 卡 

この II あはれ 世の常の 閱に 非す。 草葉の 蔭 か、 否。 水底 か、 否。 木の下^ か、 否。 洞 か、 否。 夜 か、 


否。 傥に覺 る 身内の 苦痛 は 束縛に も 非す， ； 1 にも 非ず， 輪 索なら ば 斷りも 捨てな む 綱の 乎膙 もな し， 

I  ，ほ、， -:  かた ふ  *i 

網なら ば 解し も棄 てな む 糸の 句 もな し。 筐の 中堪へ 難う 暗くな りぬ。 筐の 中堪へ 難う 狹く なりぬ。 

光に 喘 ざて 乎を延 ぶれ ど 蓥の扉 堅く、 廣 きを 願 ひて 身を悶 ゆれ ど lis! 側 破る X 氣色 だに なし。 筐 中の 

愚人 狂 ひ 暴る  戶の 外に は、 心憎 や 衣擦れ 0 昔 ー! また 衣擦れの 昔。 

やがて ホ、 と 笑へ る は 彼の 少女 か。 妹に は あらす、 姉に は あらす、 愛しき 人の 聲 昔に 以 たりと a へ 

る 其 一 刻、 朝日 覺 えて 夢 醒めに けり。 

水 車 

嬉しから す や、 他國の 人と も 知らす、 口々 に 夕の 挨拶して 渡り 行く 様い と 親しげ なり。 野 りと 見 

えて、 锇の 光、 鎌の： ST 夫れ のみ は 黄昏の 閽 にも. in く。 

友と 我と は 今 二 枚 橋の 攔 干に 凭りて、 礫の 數淸き 底に 數へ 難き を憾 めり。 長德 寺の 高き^ 燃えに 燃 

えて、 タ陽 名無し 山に 搖蕩ふ 頃 {豕 を 出で しが、 漫歩く 田の 畔 にして、 稻 の垂穗 悉く^れ にけ るな り。 

星の 影 未だ 少 ければ、 烏の 聲、 ^の 囀 も尙 耳に 殘る やうな り。 

虽の林 漸く 茂りて、 ■ の 物 昔 消 ゆると 等しく、 何^よりか 盆 踊の 太鼓 鼕々、 夜 待ち^ねし 若者の 風 
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情 幻影に して 兑ゅ。 心すれば 風に 連れて、 謳歌の 聲の 細く 長き も 聞 ゆる やうな り。 

「行きて 兌す や。」 と 友 我が 袂を 執る 儘に、 我物 云 はで 從 へり、 友 も 我 も 其 平和 其 懇親 を愛づ るな り。： 

く  6  It そみ ち  V-  >  をと. 9 

我等 今 歩む 處、 木槿の 生垣 右 したる 川 沿 ひの 細徑 なり、 茱洒ぐ 少女、 水 打つ 家鴨、 心 知れぬ 者の 

影 も 無ければ、 今 はと 粼岸を 浸して、 夜の 契 語い と睦 し。 

近づく 儘に 遠隔る は 太鼓の 昔な り、 狐狸の 業に あらす や。 然るにても 訝し さよ、 嬉し さよ、 歩む 儘 

に 近づく は 謳歌の 聲 なり、 いと 悲しき 節に して。 

太鼓の 音 益 々 遠ざかりて 謳歌の 聲益 々 近づけり。 近づき 近づきて 殆ど 其 際と も覺ゅ る處に 至りし に、 

訝し や、 夫 は 多勢の 聲 ならす、 一人して 悲しき 歌を唱 へる もの、 如し。 友 は 俄に 歩 を 停めて、 頭 船ぐ 

る やうな りしが、 嬤て輕 く 膝 打ちて、 「許せ、 爾 なりし か 水車！ 爾とは 知らで、 盆 踊の 浮きた る 歌と 

間き 曲め てき。」 と 云 ふ。 

「聽き 給 はす や、 悲しき 歌 を。」 と 友は乂 我が 袖 を 引くな り。 

さ M 

友 を 前に、 丸木 二三 本 結 ひたる 橋 を 渡りて、 吾等 は 今 水車 場に 入る。 

友 は 石に 腰 を 下しぬ、 我 は 捨て ある 筵 を 敷きぬ、 斯くて 二人 は 水車に 對 せり、 近傍に 默す茅 瞢の小 

屋 小屋 は、 住家に も あらぬ か、 樞泱る 燈の香 さへ なし。 晤 ければ 樹の名 は 知らす、 常 磐の 綠か、 若葉 

の靑 か、 住 ひに 生 ひて 甚黑 きが、 水に 下垂れ て、 何處を 岸と も^き 難し。 任務 終へ にし 水 は、 此處に 


池と 湛 へて 溢る k なり。 星 明り 微かに 水の面 を 照らして 深さ 知る ベから や。 徑 一 丈 も ありぬべき 水 率 

靜 かに 囘 りて、 悲しき 歌を唱 へたり。 

あ- 此 翳よ、 瀕死の それ か、 細く 長く 悲しく 響きて、 我が 胸 を^: く 何 ぞ斯く 深き や。 我物 云 はす， 

友 n をに 力 づ 

ひと. 6 ぐり  ふ fci せみ せ よと せ 

あ、 此聲 よ、 何なる べき。 忍の 車 さへ 一 囘轉に 一 囘轉は 進む もの を、 二 年 三年 四 年囘る も、 此単ば 

かり は 同じ 處を 離れざる なり。 あ \ 理想と は 天の 謂 か， 天の 靑は 限の 幕に あらす、 鳴 銃の 征矢に 鎚り 

て筌 高く 登る とも、 いつ 贯 くべき 射. M の 袖 も 無き なり。 口の 御子 を 追 ふ 優しき 人の、 幾日 行け ども 幾 

日 行け ども、 じ 距離 ありて 寄り添 ひ 雞きぞ 憂き。 あ &此聲 よ、 その 悲嘆-に は あらす や。 世 は 彼を痴 

も^  あざ 

漢と云 ひ 嘲め り、 それ も 悲嘆の 一 つなるべし。 

水車 は 悲しき 歌を續 けたり。 友 は 何 思へ り や、 未だ 口を^ かす。 

更に 思 ふ。 あ、 此聲 よ、 革命に 死した る 血の 聲 にあら す や。 歷史は 水車の 囘り囘 りて、 環に 端な き 

が 如し。 破壊 — 建設 n 破壤 II 建設、 火に 灰と なりて、 新に 建てられし 家の、 人々 も 未だ 落 居ぬ 

に、 洪水に 藻屑と 失する が 如く、 破壊 は 絶えす 建設 を 襲 ひて、 覺 束な、 何時 全き 家 見得べき か を 知ら 

す。 五寸生 ひて は五寸 切られ、 一尺 延びて は 一尺 刈らる，^ 秣の 運命に 誰か 泣 かざらむ— 

水荜の 歌、 長く 引きて 悲し。 

^山 內薰 仝椠 八卷 夢見 草  10E 


小山 內篛お 第 八卷 夢見 萆  一 〇 六 

二.. 1 メ  やすき  れ  おも：； そむ 

革命の 士、 豈 破壊の 永 績を希 はんや。 幾千 代の 平和 を 思 ひて、 一時の 擾亂を 忍ぶな り。 面 背けぬ ベ 

き も、 後淸く 澄みた る 水に 洗 ひ 去ら. るれば 快い かな。 然る を 悲し や、 第 命の. ^は 革命の 血に 洗 は 

れぬ、 血 は 血に 綾き て. 志士が 草葉の 蔭の 望ム徒 なれ や。 墳墓の 眼に 入る 物 は • また 革命の 旗な りき、 

墳墓の 耳. に 入る 物 は、 また 革命の 喇叭な りき、 墳墓 露 を帶び て 動 かざらむ や。 憐 むべき 革命の 士ょ， 

汝が聲 今此處 にあり。 兌す や、 かの 水 ^を。 黑く 朽ち か、 りし 一桁 は^ 明りに も 膝け し。 一同 鞞す る 

敏に 彼の 桁 濕れ、 一 ひ &め轉 する^に 彼の 桁 濕る、 あ、 斯くて 彼の 桁 遂に 隠る ゝ世ぞ 無き。 

水車の 聲 絶え絶えな り。 友 は 何 を 思へ り や、 未だ 口 を 開かす 

思 を 緩け ぬ。 あ X 此鎵 よ、 失 戀の赘 にあら やや。 雲 を 蓋へば、 雲 を 怨み、 風 花 を 誘へば、 風 を 恨 

4t しら 

む、 月 自らぎ け、 花 CI ら蒌 むに 恨む 處 なし、 忮む處 なきに 至りて 恨まざる は 猿 も 能くすべし。 雲 を 恨 

むと 云 ふか、 ¥ ^の 1— ふ を 欲せす や。 風を怨 むと 云 ふか、 靑 旅の 搖ぐを 欲せす や、 雲" 風、 是 IK なり、 

是种な り。 it にお ねられて 戀を得 ざり し 者よ、 物質に 隔てられて 戀を失 ひし 者よ、 恨む 勿れ、 罵る 

勿 1、 恨ます 篤ら すして 胸 何ぞ堪 へむ と 云 ふか、 安ん ぜょ、 淚は 天の 賜物な り …： 

水車の 悲嘆 切なり。 

麒&、 物質、 なほ^に 入る 繩 なり、 斷 たば 斷 たれむ、 切らば 切られむ。 胸の 戶 開きて 棒け 出せる』 典 

むかひ 

眼 も 注がれぬ 稃 悲しき は あら じ、 鄙び たれ ども 胸の 歌、 聲の 限り を SP へど も、 き-の 森に 響 力 


ざれば、 顿の 熟き をお ゆるな り。 蔽鶯に 悲しき 昔 は 通 ふ も のぞ ：… 

水 の歌尙 切なり。 恨の 聲なら す、 淚の聲 なり。 

斯くて 悶え 苦み、 世 を 呪 ひ、 祌を 恨み、 慰藉の ダンテ を も 疑 ひて 水底に 沈みし 友よ， 綠深 きに 秘め 

し^が 思 は、 やがて 萍の 水の面に 咲かむ。 泣くな かれ、 泣くな かれ。 

ぁ&尙 泣く か、 祌ょ、 かの 水の面に 度を^せよ。 

水車の 悲嘆、 細く 長く、 愈 切なり、 友 何 を 思へ り や、 未だ 口 を I！ かす。 

•M  そし.. 0 と 

更に 思ひ较 けたり。 ぁ&是 悔の聲 にあら す や。 悔は 人の 世に おすべく も あらす、 魔の 杖 は 夫 を笞と 

化さむ、 魔の 杖 は 夫 を 匁と 化さむ。 此夜此 山里、 人 聞かす 人 兌ざる 璲に こそ、 汝等は 胸 露なる 悔 もす 

なれ。 天 は 其 聲を納 れて淸 き 星と なさむ、 水 は 其^ を 入れて 白き 泡と なさむ。 

水の 昔 は 祌の聲 なり、 流る k 儘に 囘 りて、 絶えて は 核き • 铳 きて は 絶 ゆる 心 悲しき 悔 s^- よ。 おは 

胸に 秘められて 罪な り、 罪 は 悲しき 音に 出で、 罪なら す。 悔を聽 く 時、 恐し く圓 になり て 共^々 を も 

究めむ とする は、 人の 服な り、 淚に潤 ひて 朧げに は 許し 給 ふ は、 祌の 眼な り。 

汝が悔 可也、 夜：^ なれば なり、 人 は 一日 一 日に^ ゆべき なり、 能 ふべ くば 一時 一時に こそ。 手 を擧 

げ、 足 を 動かす にも， 悔は伴 ふべき なり。 

神の 前な り、 何 ぞ然く 悲痛の 聲を 出す と 云 ふか。 彼は祌 なれ ども. 是は 人な り 。祌 なれば 笑み 給 ふ， 
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人 なれば 嘆き 崩る、 人 なれば 悔いつ \ 泣く を 許せよ。 悔の聲 止む 時 悲痛の 聲 なし、 悲痛の 聲 なき 時始 

めて 笑 あり、 而 して 悔の聲 止む 時 は汝が 胸に 雛菊の 生 出づる 時な り。 一生 は 罪な り。 一生 は悔 なり、 

悔 絶えす、 生は淚 なり。 悔 なし、 死 は 笑な り。 

水車 囘轉 少しく 躊躇 ふ。 

ぁ& 汝何ぞ 躊躇 ふ、 此處に 人 在る を 恐る-か、 然 らば 憂 ふる 事 勿れ、 我 も 共々 悔いむ に。 我悔 ゆる 

か-u ち  へ いふ ラし よく  わるさ 

時 形骸な し、 汝が聲 を 慕 ひし 時、 魔 は 遠く 逃げ去りぬ、 彼 は 今、 雲母の 屛風燭 影 噔き處 に、 例の 惡戲 

すらむ。 心安う 悔を續 けよ、 空と 水と 肉な き 吾等 は、 汝に耳 を 傾けむ。 

友 は 何 を 思へ り や、 額に 手 を 加へ て 未だ 云 はす。 

水車 は 再 ぴ悔の 聲を續 けたり、 一 一人 同じ 思な りしなる ベ し。 

斯くて 二人 は、 誠 ある 人々 の 悔の聲 に 立 交りて、 秘めた る 胸の 扉 を 開き、 水に 浸し、 空に 浸して、 

恥ぢ す、 躊躇 はす、 過去の 塵 悉く 拭 ひ 去りぬ。 ぁ& 花の 筵、 今 花の みとな りぬ、 月の 宴、 今月の みと 

なりぬ、 衣 を 捨て、 肉を检 て、 i 魂 一 つに なりて 天翔る 心地な り。 

いよよ しろ  うめき 

水に は 愈 白き 泡唉 きて、 車の 呻吟 愈 迫れり。 

夜 は 更けぬ、 明日 又悔に 此處^ はむ と、 友 を 促す に友默 して 立てり。 夜の 氣襲 ひて 袖 重し。 签を仰 

ぐに^ 一  つ 流れた リ、 ぁム星 動きぬ。 . 


光の 海 

寒 H: の 夜半、 一 人 淋しき 路を 行く に、 家居 は 暗々 として 岩の 如く、 落葉せ る 林 は 海草の 生 ふるに 似 

たり、 見囘ら せば 漫々 たる 月光 天地に 溢る、 我 はこれ 月の 光の 大洋の 水底 迎る 者に あらす や。 

陰に 影 ある 此 水底 を 離れて、 俯仰 左右 光なら ざる は 無き 「光の 海」 の眞中 こそ 戀 しけれ。 

あ、 「光の 海」 は 水澄み て廣 きに、 一 人の 之に 遊ぶ 者な き は 如何に、 無量 光源 慕 ひ 喘ぎて、 穴 T: 向に 

身を躁 けど も、 一寸 も 土 を 離れて 「光の 海」 に 泛ぶ事 能 はざる は 如何に。 皆 これ 踵に 纏る 罪 ひ 鎖が 爲 

す 業な り、 重き/、 罪の 鎖が 爲す 業な り。 

薄暗き 水底 迎る 悲し さ、 土臭き 水底 行く 苦し さ、 斷れ よかし" 罪の 鎖。 絶えよ かし、 罪の 鎖。 悔の 

八 千度、 利 斧 ともなりて、 斷て よかし、 罪の 鎖。 あ ゝ然れ ども 眼下の 土、 中筌の 月、 罪 は 近き かな、 

救 は 遠き かな。 

鵜 飼 島 

海原な り。 

友と 二人、 犬なる 舟に 乘 りて、 雨 催 ひの 大氣欝 き 中 を 走る。」 
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須臾に して 濱過 なり。 

^つか 我 友と 別れ、 舟に 離れて、 離れ^の 淺瀨を 徒渉せ り。 天 青く 晴れて、 島の 綠に 照り 映 ゆ。 

この 淺瀨に 足 を 浸して、 赖 使と^ しき 人、 三 筋 U 筋の 綱の 端に 黑き 鳥の 頸 を 縛め て、 或は 放ち、 或 

は 引 寄せて、 錘した るか 近う 浮べ る^の 屮に、 何とも 知れす、 日光に 映 じて 鱗の 靑光 する^ 數多 吐か 

しむ。 

鹈 川と 云 ふに、 此 潮 辛き 海 は 如何に * 月の 夜 を さへ 颀 ふと 云 ふに、 乙の 天日 赫赫たる は 如何に、 

など 訝み^ める 中、 鹈 使の 綱 を 引け ども/、 鳥歸ら すなり ぬ。 鹚師は 小 聲に何 を か 眩き 居たり しが、 

纏て 物 明らかに 「綱 鰱れ たり。」 と 云 ひ， 又 「綱 短ければ 獲物 少し、 綱 長ければ 獲物 多し。」 と 叫びて、 

水中に 潜り 入りぬ。 跡に は浼 の^ 一  つ 寂しく 殘れ り。 

折から 濱邊 にわ やくと 童兒の 出で 迎 ふる 俊、 我 は 陸に 上りて、 案 內を乞 ひ、 日の 落つ る 頃、 この 

島山の 頂上なる 孤屋に 着きて 一 夜 宿りぬ。 

其 明朝、 空 又 昨日に 劣らす 晴れたり。 昨日の 淺 瀬に 至り 見る に、 鈸 なし、 鹈師 なし、 節の 中に 魚 腐 

れり —— 假寐の 夢。 


土蔵の 中に 女の 泣く 聲す …… 

入りて 兌れば、 湯 杏髙 き^！! 山の 如く 枝み たる 下に、 少が 一人 髮振亂 して、 兩 手に 緊と 顔を蔽 ひ、 

よ、 と. 計りに 泣き伏せり。 

父なる 人 か、 零る &淚 止め も あへ ね ど、 强 ひて 愤 怒の 顔 荒らげ、 笞を 上げて 少女 を 打つ。 

「靳 かる 良き 緣を、 何故 嫌へ る。 我儘なる 女よ ノ」 と 篤り つ、、 老人 發 矢と 少女 を笞 つ。 少女 は 打 たれ 

つ、 も 頭 を 振りて、 老人の 言 を納れ す。 老人 また 罵り 笞っ。 少女な ほ 頭 を 振る …… 

我 偶 と 少女の 横 ^ を 兌る に、 我が 昔懷 しかりし 人な り —— 親に 從 ふの 正しき を敎 へ、 我の 女々 しき 

を^め て、 雄々 しく も 嫁ぎし 人な り。 贝も 忍び 難き 血淚 に、 戀の歷 史を拭 ひ 去りて、 勇し くも 貧の 人 

生に 旅立せ し 人な り。 

共 人 如何にして 今斯 くの 如き か、 然 まで 夫の君に 酷き や、 否、 否、 かの 覺悟 もて 嫁 ざし 人の、 堪へ 

得ざる が 如き 苦惱 世に ある 亊 なし。 思 ふに 君 今にして. K! を戀 ふるなら やや。 然れど 心せよ、 君 古の 花 

園 慕れ 行く とも、 北 ハ處に 今. 我の 在ら ざろ を、 我 は旣に 尹-と共に 彼の 花園 捨て」 新しき 世界の 人と なれ 

る を、 君 縱令今 彼の 圃訪 ふと も、 共 虚には 心に 添 はぬ 夫よりも 悲しき 寂 あと 追憶と あるの みなる を。 
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知らす や、 君が 古の 歷史は 旣に其 終局 を吿 げたるな り、 生れ 甦りし 天國の 民の 死した る. fSb 人世 戀ひ 

て 何 かせむ。 老いた る 人よ、 笞ち 給へ、 淚を 呑んで 我も笞 たむ、 嗚呼 君 も 亦 普通の 女に て ありけ るよ 

と、 我 悲しく 口惜しき 淚を灑 ぐ …… 

突と 少女の 顔 振 上ぐ る を 見れば、 君に は あら ざり き。 君が 兄なる 人の 新妻な りけ リ I 老人 望 を 絡 

ちて 之 を 追 ふ。 

若葉 蔭なる 庭 は高臺 か、 半開きた る 木戸の 彼方、 靑空 快く 晴れたり。 

葉 美しき 撄の若 樹を縫 ひて、 髮振亂 したる 儘、 尙 俯向きつ-， 顔に 淚の痕 しるく、 送らる X は 彼の 

ちとめ  ことわりと 

少女な り。 小聲 に理說 きて カ附 けつ &之を 送る は、 心 雄々 しげなる 丸 髭の 女な り …… と兑 るに、 是我 

が 前に 思 ひし 人な りけ り …… 青葉、 若葉、 日光、 目 映く 眼 を 遮りて、 冬の 夜の 夢覺 めぬ。 

箴 の 音 

林の 中に 窓の 灯 見えて、 靜 かなる 星の 夜に 機 織る 音す。 

やる 手 か、 と ー んと 響の 天翔る は。 引き入れ よれる 手 か、 かたりと 音の 地 潜る は。 と ー ん、 此音高 

く 行けば、 神殿の 門に 立つ 天使が 黄金の 喇叭 微かに も 震 へつべし。 かたり、 此音 深く 沈めば、 冥き の 


門 守る 怪しき 狗の耳 や 動かむ。 と ー ん、 それ 天に。 かたり， それ 地に。 と ー ん、 かたり 3 と ー ん、 か 

たり。 

ー聲は 天に、 ー聲は 地に、 機織りな す や、 麗しの 綾錦。 一歩 は 救に、 一歩 は 堕落に、 旅路 * つれば 

面白の 人の 「 一 生。」 

愛 . 犬 

愛犬 トラ は 街の 恐怖 を 喚び 起しぬ。 

彼は總 ての 人に 吠え、 總 ての 獸に 吠え、 總 ての 鳥に 吠 ゆ。 彼の 見て 怒らざる は、 宇宙 唯. 一 人の 我 あ 

るの み。 

彼 は 終日 我が身 逡を 離れす。 我が 在處、 人 ゃ必す 彼の 狺々 を 開くべし。 學 校の 門， 公園の 中、 樂堂 

の 入口、 我 常に 彼の 暴を蘧 ふ。 殊に も 困じ朵 つる は铩 週の 安息 E なり、 我の 敎會に 至る や、 トラ は 出 

で 入る ER 女の 求道者 に^え、 得道 者に 吠え、 甚 しき 時 は 牧師の 裾に さへ 嚙み つくな り。 

萬の 人、 萬の 獸、 萬の 鳥、 殊に は 精進 信仰の 人 すら トラ を 憎む に、 如何 なれば か 我の みは トラ を 愛 

す、 トラ は 又 我 をのみ 愛す I > 吾等の 愛 を 解す る 者 は、 天地た^ 神 あるの み。. 
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初 戀 

濱 近き 岩の 峽に落 窪 ありて、 潮滿ち 来れば 百 千の ^游ぎ 入り、 潮 去れば 水 少し 殘 りて、 種々 魚も少 

し殘れ り。 殘れ る&は H 毎異れ り、 共數も 一 定 なら や。 

淡蓊 美しき 鱸 は、 居る 事 三日 EE の滿 潮に 乘 りて、 何處 ともなく 去り 行けり。 

紅 麗しき 魴魷は 二日に して 去りぬ。 

紅、 靑、 褐目 映き 靑遍羅 は、 一 日 も 心 落 居す、 其 夕の 潮 を 待ちて 逃れ出で ぬ。 

かさ うすき  あ いな 力  ！ s^- 

綠祸の 笠子 は 五日、 淡 黄の 饍凉 しき 鮎並 は^ 日、 淡黃爽 かなる 鰭 は 居る 事 十日な りしが、 これ も 他 

なる 水戀 ひて 去りぬ。 

百 魚の 去來潋 しき 此 岩の 峽の 底に 扁平と 居て、 一年、 二 年、 はた 三年、 ー處を 去らざる は 淡 黑き牛 

尾 魚な り、 其 色 醜く、 其 姿 快から ね ど、 百年 千年 離る まじき 誠 あり。 

岩を靑 年の 心に 譬へ、 百 魚 を 少女に 啓 ふれば、 牛 尾^ は 「初 戀」 の 象な りけ りノ 

月夜 蟹 

われ ゃ签 しき 月夜 蟹 


月の 光に 滿 たされて 

し 、 なら .7 

肉 失する 身たり けり  

我が 歌 を 聽 く 入 あり や。 我が 歌 を 聽く人 あり や。 

別る 、際に 又 逢 ふ 時 を 望みて 泣かざる は淚 無き に 非るな り —— ra: は 今、 躍りつ 舞 ひつ、 海 を 離れて 

宅 こ， 登りぬ I, 勇し や 其 歩、 優し や 其 光、 海洋、 安ん ぜょ、 月 は 今、 假 初に 君と 袂を^ て ども、 ^を 

E.3 ふや 尙 It り。 見よ 其 光 は 深く 鋭く 君が 胸 を i きて. 銀な せる 波 上の 花 こそ は， 切なる 歌の 韶 なれ。 

沖の 島山 朧に匂 ひて、 魂華胥 に 去れる 臥所の 如し。 ぁ& 聖き鄕 よ、 彼 處に御 筌と 語る 者 多く、 遼 

に 童と 歌 ふ 者 多し、 彼 處に羊 撫でられ、 彼^に 牛 愛せら る。 げに 月 の 前に 恥. ちざる の鄕 なり、 されば 

や 月下に 影 隠れす、 其 夢 恐らく は ET を 抱かむ。 

この 岸の 松 ひとり 覺 めて、 悲しく 低く 何 を か 語れる、 繭が 尖り 葉の 末端に ふ.： ちな むとして^ ちす、 

白玉な せる 露の 光 は、 聖き惠 の 光に あらす や。 訴か、 月に 向って なす 勿れ、 嘆か、 月に 向って 云 ふ 勿 

れ、 希く は 唯 月に 謝せよ、 G: は 雨に 麗しき 影を與 へたり。 

海に 浮べる 銀の 服 は、 波の 峠 を 攀ぢ、 波の 峰に 登り、 波の 谷間に 落ちて 碎 けて 燦き 散りぬ ，1 —お、 

榮 華よ、 巧 は 雨に 何 をか敎 へたる。  . 

m き 光なる かな、 望の 光、 信の 光、 愛の 光、 我が 遠祖 は 之 を 君に 認めて 只管 君 を 慕 ひぬ。 我が 祖父 
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も 我が 父 も 又 この 我 も尙其 心を變 へざる なり。 君に 逢 ふ 時 欲 を 思 はす、 君に 逢 ふ 時 苦 を 思 はす、 君に 

まふ 時 終に 肉 を 思 はす、 人 マ は 巧の 夜、 肉 何 處へか 消え失せて、 身 は 唯聖き 光に 滿 たさる X 伢と なり 

ぬ。 樂し きかな、 今 锊又滿 巧、 樂し きかな、 今宵 又滿 月。 

我が 歌 を II く 人 あり や、 我が 歌 を 聽く人 あり や。 

+齊 よき 逍遙に、 せめて 我に 一 人の 友 あれ かしと、 見廻せ ど 見廻せ ど 徒な り。 

<ら 

人往々 花 を 說き月 を 賞 すれ ども、 花 下に 酒 を 汲んで 花 を 仰がす、 s 下に 物 を 食 ひて 月 を 望ます， あ 

ぁ此 G:、 此濱 邊、 n 惜し や 人の 隻影 を 見す —— 

世に 美しと 讃 ふる は 

それ 言の葉の 花な り や 

それ 言 の 葉の 月 なり や —— 

あな 黑き 影！ 嬉し や！ 人影！ 彼の 岩 鼻 を 廻りて、 我が 濱 近く 來る懷 しき 影よ、 縱令 夕の 盃に 

醉 ひ痴れ て、 月に 嘯く 海人が 身 なれ、 そ は 我に 適 はしき 友な"、 嬉し や。 

足 取次なる 影 は 近づきて、 髯 疎らに、 世 も 事 無げ なる 赤き 面輪 も 明かに なりぬ、 嬉し や。 

「あ-友よ。」 


言 寄せむ 暇 も 無 かりき、 醉肌 我に 注げる 人 は 足 を 擧げて 我を^め り i あ、 我が^ 碎 けたり II - 「食. 

ひ 難し、 月夜の 月夜 蟹、 用 も 無し、 おも 無し。」 とのみ、 纏て Si みたる 歌 翳 高く、 松原 深く 影隱れ ぬ。 

あ \ 我が 背 碎 けたり、 今は存 ふべ くも 非る 也。 ぁ& 波よ、 月下に 躍る 我が 友よ、 希く は 我が 「終の 

歌」 を聽 け。 

世に 生きと し 生ける 者、 唯 食 はれむ が爲 めに 存 ふるや。 「食 ひ 難ければ 用な し。」 と、 是 彼が 我 踏める 

時の 言葉な りき。 此言眞 なり や、 栗して 眞 なり や、 然 らば、 人よ、 何 ぞ人を 襲 ひて 人 を 食 ふ 髑髏の 庫 

の 主人 を 賞せ ざる、 何ぞ 病めり と 云 ひて 屋に稚 兒を食 ふ 手 飼の 猫を讃 へざる。 賢き 「人」 よ、 汝は 

斬り 合 ひ、 食 ひ 合 ひ、 世 を 血の 海と 湛 へて、 死骸 浮ぶ 國の來 る を 欲する や、 然 らば 謀れよ、 斬れよ、 

さいな  はらから  かき せめ  ^ 

苛 責めよ、 同胞に して 世界の gi に鬩ぐ こそ 賢き 智慧が 結ぶ 實 なれ。 

神の 光に 憬£、 祌の 光に 滿 たされて、 肉 無き 者 は 世に 用な しと か、 實 に然ら む， 我が 背 を 兌よ、 神 

の 光の 仄々 洩れて 我旣 に今此 世の 者に 非す。 

知らす ゃ閽の 宵々 戰 うて 倦まざる は、 月の 宵々 神に 會ふ 慰藉の 井の 涸れ ざれば なり。 あ k 月よ、 祌 

の 姿よ、 爾は 我に 信仰 を與 へ、 希望 を與 へ、 愛を與 へたり、 今宵、 月の 前に、 神の 前に、 斯く 躕られ 

て果 つる こそ、 我 引き上げむ 天 惠の證 なり けれ。 嬸 しゃ、 神の 前に 苦め られ、 祌を 思うて 忍び 遂げ、 
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m& に 繾る逍 を 得たり。 げに 闇黑に 住みて 快樂に 耽る 者と、 光明に 居て 辛苦に 堪 ふろ 者と， 何れ か H< 

國の 民な り や、 た >  月 を 見よ， 月 は 鏡の 如くに 明かな り —— 

あ V 闇 黑其處 に 年を絰 て 

肉 肥 ゆる 人達よ 

一 夜 は 此處に 巧 を聽け I . 

ra: 下に 躍る 我が 友よ、 沖の?^ を 打 寄せて， 此岸に 巖を 高く 築く まで、 百年 千年、 我が 此歌 を唱ひ 

給へ。 

人 如^ に 君が 懐を桀 りて、 君が 愛 魚 を 漁る とも、 君 口 を 開けて 舟 を 呑む 勿れ、 たぐ 君、 此歌 を繽け 

よ、 界 岸を嗨 みて 千歳 泣かば、 人 何ぞ動 かざらむ や。 さらばよ. 今より 我 彼處に 在らむ. さらばよ ：… 

(nT 夜 蟹 は 高く 手 を 擧げて 月 を 指せし が、 忽ち 氣息絕 えたり。) 

汝 わが あまた-びの 流離 を かぞへ 給へ り 

なん ぢの革 褻に わが 淚を たく は へ たま へ 


CI) 

堪 へがた や、 奏づる 者の 手 を 支へ て、 较の 調を亂 せる 罪。 堪 へがた や、 畫 ける 人の 手を捉 へて、 色 

の ■ 破りし 卵。 心 は 忌みに 嫌へ る 人 を、 肉に は 焦れ 慕 ひ 寄りつ \、 吓我^ 肉の 親和 蹂躪り て、 ^の H 

暮こ& に 三年。 

罪の 荷重ければ、 草鞋の 底 も 千度 破れぬ。 罪の 路 長ければ、 脚^の 紺 も 色褪せたり。 此路卒 へて、 

此荷棄 てむ と、 行方 定めぬ 秋風の 旅。 雨露 かれば u を 焦れつ、、 日暖 なれば 顔 を掩 うて、 仰 ざ も 得 ざ 

る 胸の 苦し さ、 身の 苦し さも， よしや おら じ， 一 指 石に 衝れば 全身 痛み、 一 毛 枝に 觸 るれば 全身 震 ふ。 

顧れば 郡に 在りし 幾夜 幾夜、 街に 出で-は 俾の輾 轆に魂 を 消し、 市 を 離れて は 木の葉の 調々 に 胸 を 

鵜 か せ 、 を 仰 い で 紅 虽を兑 て は， 缵丸 火に 燃 え て 我 を 射^く よと 肉お ひ  >  人に 遇うて 長^ を见 て は 、 

太 杖^に 跳り て 我 を 打倒す よと 身慄 く。 果は 犬の 吠 ゆる を閒 きて 歩 亂れ、 川の. E きに 臨みて 股 眩き、 

息 も 絶え絶え 逃れ 歸 りて、 あ x 懷 しの 臥床に 入れば、 夢に 尙燬 き^す 火の 祌 ありて、 跺 けば 繩： S り、 

叫べ ば 咽喉 涸る、 苦痛 堪へ 難き を、 喈々 たる 鷄の八 翳に 朝風の 爽凉い と マ 身に 覺ぇ 沁みて、 此 一一に 希望 

の 東白鎚 りし^な りしが、 此 處に來 て亦此 呵責。 汽 ポの疾 きに 依ら ざり し は 人に 逢 ひて 恥 多ければ な. 

り。 街逬の 直なる に 頼ら ざり し は 人 を 兌て 懼 多ければ たり。 徒步の iT 問 遒の迂 、而 して n も 夜 も 固、 
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あ， - 罪の 旅路の 情なき かな。 . 

(二) 

或タ、 廣 野に 遇 ひて 歩み 惱 めり。 

め  を i リ 

夕 雲、 雲の 紅、 草 紅葉、 草の 紅。 人 は 夕 雲 を 愛し、 草 紅葉 を 愛づ。 知らす や 夕 雲 は 日の $i 焉。 知ら 

.  工ろぴ  み よ  &ろ 

す や 紅葉 は 草の 滅亡。 口の 終焉 を 喜ぶ 人よ、 草の 滅亡 を樂む 人よ。 視 哉彼處 街道に 轉ぶ 松の、 大樹の、 

去に し 雨の 夜、 風雨の 夜、 或は 幹より、 或は 根本より、 千歳の 命の 玉の緒 を 絶ちて、 枝 を 折り、 葉 を 

敖 らし、 ^を 挫き、 苔 を 破りて、 どうく と 倒れ伏し \ 時、 君よ く 笑へ り や、 君よ く 微笑めり や、 茅 

もと  ころも わななき  おのれ  V ゝ ほろび 

の內， 瓦の 下、 我 知る 白齒 の戰慄 ありし を、 我 知る 衣の 震慄 ありし を。 自身に 干る 破滅 を 恐れ、 他人 

に 係 はる 破滅 を 喜ぶ。 嘆て や 我 も 今 其 的と なりけ るな り。 「光と 人との 界に雲 あ "、 晤と 人との 間に 草 

あり。」 IK 上 今 雲 は 消え 行く、 消えて 行く は瘩 しけれ ども， 今 は 夕、 雲 去りて 來る者 は 夜の 闇に あらす 

や。 地上 今 草 は 枯れ 行く、 枯れて 行く は 悲しき かな、 草 逝きて 隣なる は 地の 闇な り。 羽 を 得て 登らむ- 

とすれば、 嗚呼 空の 閬。 地 を 穿ちて 降らむ とすれば、 嗚呼 土の 闇。 行く に 原 暗く、 歸 るに 森 黑し。 悲 

しゃ 我 終に 地獄の 者と 思へ る 時、 東 山 HI: 出で \ 夜に 光 ありき。 白露 草に 點 じて 地に 光 ありき。 斯くて 

再び 憂の 旅路 迚り 進む。 


(三) 

霜の 朝、 城址に 出で、 歩み 嘆く。 

門な し、 櫓な し、 本丸の 柱 影な く、  二の丸の 床 跡な し。 殘れる は 唯 苔 蒸した る 石 崖と、 水 淀める 濠 

とのみ。 水、 石に さ》 ら きて 物 云 ふ 事なければ、 石 も 亦 寂と して 死せ ろが 如し。 死せ る 石 * 死せ る 水， 

水 淀みて 石 映らす、 石 苔 蒸して 水 映らす。 

然も 尙 生ける 者 あり や。 

まもり  うきぐ さ 

見よ、. 蔦 は 紅く 石に 鎚 りて、 今尙 守護 を 忘れす。 萍は靑 く 水に 浮びて、 今尙 水底 を 知らし めす。 然 

れ ども 夫 は 云 ふに 足らす。 何 ぞ石上 血 を 染めて 古の 劍を 嘆かし むる や。 何ぞ 水上 葉を展 ベて 古の 謀 を 

悲 まする や。 呪 ふべき 蔦よ、 詛 ふべき 萍ょ。 

生ける 者尙こ \ に 在り や。 

JJJfc と  あはれ A 

柏の 一 本、 死守の 姿なる あり。 人 は 一 城の 主 を 思 ひ 出で &、 之 を 仰ぎ見る べしと 雖も、 我 は 憐憫に 

堪 へざる なり、 枯れても 落ちぬ 葉 を 誇れる は、 食 盡き水 涸れて 尙 運命に 從 はざる 城の 主の 如し。 あ、 

此 葉よ、 落つべき 時に 落ちよ 何ぞ其 色の 土に 近き。 せめて は 落ちて 土に 接吻せ よ。 

此 處に尙 生ける 者 在り や。 
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旅 衣 恥 多き この 我 あり。 我 は 蔦に 似て 古 を 慕 ひ、 萍 に似て 昔を戀 ふ。 剩っ さへ 柏の 如く 拙 を 守り 惡 

を疵 うて、 屢 神の 大業に 從 はす。 枯らすべき 枝 を 枯らさす、 散らすべき 築 を 散らさす、 ^すべき を. 

落さす して、 枝の 重きに 苦み、 葉の 乾け るに 馏み、 寶の 腐れる に哀 む。 

嗚呼 古城 死せ る 者 多くして 生ける 者 少し。 生ける^ 少 くして 生ける 者悉 呪ぶべし。 悲 むべき かな. 

蔦。 口惜しき かな、 萍。 歎 かしき かな、 柏。 惱し きかな、 我 .11 霜 は 今朝 針の 如く 此四者 を 刺す。 

なほ 生ける 者 あらす や、 生ける 者 あ. らす や、 なほ 生ける 尊き 高き 者 ありて 我 を 慰めよ。 然らす む. 

ば、 此處に 水 あり、 身を投 する に 何の 躊躇。 此處に 石 あり、 頭を碎 くに、 何の 逡巡。 有り や 無し や， 

てう とん 

無し や 有り やの 雲に 迷 ひて、 惡鬼 わが 腹 ケ搔亂 す 時、 朝墩 忽ち II- 々として 怪 逃れぬ。 

喜ぶべき かな、 ^此 處に此 光 あり。 喜ぶべき かな、 尙此 處に此 生ける^: あり。 忽ちに 霜 消えて 獨^ 

遊ぶ 来れり。 忽ちに 冷 去りて 繪國寶 る 媼來れ り。 萍の 隙に 水 輝きて 新しき 光に 會は むとし、 靑 苔の 

隙に 石 光りて 新しき 世に 歸ら むと す。 思 ふ、 昨夕の 落 曰 を 憂 ひ 籠りて 今朝の 日出に 會 はざる が 如き は 

愚なる かな。 斯くて 過ぎ 來し 旅路の 晤 かりし を も 打 忘れ、 行末 遠き 曙の 空に 向 ひて、 一一 一た び 行 歩 を縝 

けたり。 

(四) 


いお Ui かき も ©  いぶせ  .f- へ 

「彼等 は歸 る、 然れ ども 至高 者に 歸ら す。」 身 は 忽ち 叉 悒く悲 く 歩 ffi き 罪の 旅路の 昔に 役り て、 生く と 

なく、 死す となく、 動かぬ となく、 動く となく、 思へば 月日 空しく 經 ぬる 事 かな、 路の傍 の^を 兌れ 

ば、 都 隔たる 旣にー 一 百 里。 

？モ s*c 

じめ くと せる 草鞋の 紐の、 不 e; 議ゃ 忽ち 燥く と 見る 間に、 頰 熱り、 耳 熱り、 生 ふるが 儘に 任せ S 

きたる 髮の 毛の 根本 も 熱き 心地して、 只 見れば 服 前 猛火 あり。 飛火 か、 野火 か、 松の 火 か、 また^の 

火 か、 芥火 か、 お ほよ そ 在りと 在る 火の 限 を 集めて、 炤々 また 炎々、 獨り 我が 行く 途の みか、 出より 

林に、 森より 山に、 我が 打 向へ る 眼界の 限り を 燃え 亙る。 

埋み火の 地 を 這 ひて、 草を燒 き、 石 を爛ら せ、 蛇の 穴 を 襲 ひ， 土龍の 宿 を 驚かして、 地下 遠く 火の 

ふす ぷ  さ  5 ぶ や 

國を慕 ふ あり。 走り 火の 高く 上りて、 枝に 叫び、 葉に 燻り、 蜘蛛の 巢の糸 さっと 烧き斷 り、 鴉の 產屋 

とほり 

じりく と 底より 焦して、 天上 遙 かに 火の 源を戀 ふる あり。 唯 見る、 大^より 躂る焰 の 幕、 大地より 

聳え 立つ 焰の 壁、 風 吹きて 一度 翻れば、 何處 ともなく、 物の 破る と 背、 物の 折る i 昔、 物の 碎 くる 昔 

凄じく 響きて、 世界の 萬 物 只今 燒け 減ぶ と 計りな り。 

この 火の 前に 立ちて、 物 も 一： ム はす 働く 影の 如き 人 あり。 夢の 如く 四に 馳せ、 夢の 如く 朿に 走り、 n: 

に 翳せば 銀 美し かるべき を、 此處 なれば 血の 如く 焰 映りて 物凄き. K 鎌 颯と 打 振りて、 贫麥の 如き もの 

を 刈りて は朿 ね、 束ねて は 火に 投げ 入る。 一束 火に 燒 くる： ^に、 いと 苦し ゆなる 叫喚の 聲、 千：. c を 合 
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せて 空に 間 ゆ。 

忽ち 背後に 恐し き聲 あり。 「殻よ」 と 叫び、 また 暫時して 「殻よ」 と 叫び、 「穀 は滅 えざる 火に て燒く 

べし」 と聲 迫る。 進む に 戰々、 退く に 兢々、 火 は 前に 我 を 待つ、 聲は 後より 我 を 追 ふ。 鎚ら むに 空に 

鳥な し、 隱れ むに 土に 穴な し、 我 ひたと 跪く。 あ.^ 苦しき かな、 苦しき かな、 苦しき 儘に 苦しき 聲を 

上 ぐれば、 歌 ふ ともなく 歌 ひ 出づる 我が 懺悔 歌。， 

然 ゆる 焰の 一 度 は 

君の 身近く 廣ご りて 

髮を震 はし 頰を 染め 

眼に 映り 唇に 乘り 

驄ては 胸の 奥深き . 

女心 を燒 きし かな 

燃 ゆる 焰は 一 夜に て 

消えて 淺れる 灰の 身 は 

1& 世の 風に 翻られて 


熟き 心 は 失せながら 

幾年 君に 纏り て 

幾年 君 を： おしける かな 

思 ひ 出で V 悲しき は、 我が 燃え 易く 消え 易き 胸の 炎。 前に 見て 苦しき は、 この 燃えて 消えざる 火。 

かり 火^え て、 この 火 燃えぬ。 かの 火 燃 ゆれば、 この 火 消えむ。 あ i 永久に 滅 えざる 聖火よ、 來 りて 

我が^に 宿れ。 君來 りて 一度 我に 宿らば、 服 前の 大 猛火、 我が 片袖を も燒く 事な かるべし。 

歌 ふ 程に 火漸々 鎭 りぬ、 祈る 程に 人影 漸々 濃くな りぬ、 燃えし は 紅葉、 刈れる は 農夫、 稻田を 前の 

楓林。 杳々 たる 秋の 夕日の、 あ \今靜 かなる かな。 

(五) 

周ら ば 十六 里、 渡らば 七 里、 此處 山中の 大湖 なり。 签悲に 曇り、 水 嘆に 濁り、 濁れる 水 曇れる 空 を 

映して 憂 更に 身に 迫る。 

「彼等 は 山々 の嶺 にて 犧牲を 獻げ、 岡の 上に て 香 を 焚き， 橡樹、 楊樹、 栗樹の 下にて 此事を 行よ 此 

で，, 《 、は  *| ギ 1 あ しょ 

は其樹 蔭の 美しき に 依りて なり。」^ 夜寐 がての 草枕に 偶と 繙 きし 何 西 阿 書の 一句， 心地、 死ぬ ば 力り 
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身 を 責めて、 今朝 は 進まぬ 迎り 足の、 岸に は 一 もと 秋の 撫子、 我 も 寂しく 汀 を 歩む" 

夫れ 一 虫 を 踏む は 百 虫 を 踏むな り、 一 鳥 を 擊っは 百 鳥を擊 つなり。 我 一 人を穢 して 千 人 を^し，；； r 

我 一人 を 捨て X 千 人 を 捨てぬ。 擊た る、 雉子 は 一時 死なむ、 擊っ手 や 永久 呪 はるべし。 踏まる &蟥は 

一時 亡びむ、 ^む 足 や 永遠 責めら るべ し。 人 を 捨て.^ 我が身 を 捨てぬ、 人を穢 して 我が身 汚れぬ。 嗚 

呼 我が 服 汚れたり、 我が 唇污れ たり、 我が 手 汚れたり、 我が 足 汚れたり、 空 を 翔る は淸き 鳥、 地に 笑 

ふ は淸き 花、 汚れた る 我 は 人の 世に 一 粒の 米を氺 むる の 力なし、 れ たる 我 は 祌の國 に 一 杯の 水 を 乞 

ふの 便な し、 顯れょ 神 無き 國、 來れ人 無き 里！ 

よる  ベ 5 まう  さ ri* み  しめ やか  な， *、 さの 

兑^ かす 湖遴 渺茫、 家居、 人影 更に 無し。 さ >ら 小波 靜 かに 岸 を 打ちて、 蕭條に 語る は 何ぞ。 慰藉 

か、 餘 りに 微々 たり。 怨恨 か， 餘 りに 綿々 たり。 我が 腰 下せる 石の 右なる 梅擬、 枯 枝に 赤き 實鎚 りて、 

死 骨に 死 魂の 吊れる が 如し。 

あ \ 今淚淌 落下 すれば、 砂 跳り て 之を裹 み、 太 息 嗟嘆 すれば、 風 来りて 我が 口 を 塞ぐ。 神は旣 我が 

淚を見 ざら むと する か。 我が 叶： 息に 聽 かざらむ とする か、 人の 聲 なし、 鳥の 歌な し、 魚 も 躍らす、 草 

も 枯れた， り。 黑雲 語らす して 上より 迫り， 濁水 物 云 はすして 前に 開く。 血よ" 我より 流れ 去れ。 息よ、 

我より 逃れ 去れ。 靈ょ、 羽^りて 汚れた る 我が 軀を 捨てよ。 石と ならす ば、 我よ く 此寂寥 に堪 ふる 能 

はす、 枯木と ならす ば、 我よ く此寂 莫に堪 ふる 能 はす。 


野の 導 も、 あはれ 一 時。 狨の敎 も * あはれ 一 時。 歌の 手引 も、 あはれ 一 時。 こればかり はと 思へ る 

聖^の 福音 さへ、 筢望 の^の 前、 今 唯 白き 紙と たりて 飜く のみ、 黑き 字と なりて 漂 ふの み。 

忽ち ffl き 手 ありて、 緊と 我が 手 を 執る。 

我 驚きぬ、 我 喜びぬ， 我淚 流れぬ。 樂 しき 夢の 中に 甘き 乳房 含める 嬰兒が 思， 忽ち 身に 沁み わたり、 

殴き 翼の 下に 美しき 日 を 兌る 鸛 鳥が 心、 忽ち 胸に 溢れぬ。 何と は 知らす、 戀 しき 此手。 何と は 知らす、 

懷 しき 此手。 何と は 知らす、 慕 はしき 此手。 母の 如く 我 これに 寄り、 友の 如く 我 これに 添 ひ、 戀 人の 

如く 我 これに si る。 

玆に此 手 あり、 我 再び 何 を か 泣かむ。 兹 に此溫 き 乎 あり、 我 再び 何 を か 嘆かむ。 之に 導かれて、 我 

が 行く 道、 蓳 花咲き、 之に 顿 りて、 我が 踏む 處、 鈴の 音響 かむ。 ^こそ は 活ける 神の 手に は 非す や， 

死して 後 活ける 祌の 手に は 非す や、 祌 にして 又 人なる 祌の 手に は 非 やや。 噫 基督 I 淚 ある 基督！ 

微笑 ある 基督 "而 して 神威 犯す ベ からざる 基督！ こ はこれ 基督の 手なる か * 此手 はこれ 基督なる か。 

過てる かな 我 聖書 を讀 みて 某 俘 ある を 忘れぬ。 神 ある を 忘れて 讃美の 歌を唱 ひぬ。 まこと、 祌を忘 

• いくばく みちびき  ,  , 

れて 野に 幾何の 導か あるべき。 祌を 忘れて 城に 幾程の 敎か あるべき。 祌を 忘れて 歌に 幾 時の 手引 か あ 

るべき。 露を枯 草に 希 ひて 得ざる に 泣ける 愚 さよ。 花を朽 木に 採りて 得ざる に^ける 退 さよ. 今よ リ、 

我、 露 を 露に 希 はむ、 花 を 花に 探らむ、 祌を祌 に 求めむ …； 
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恐る /、服 を 開きて、 先 づ前を 見る に 人影な し、 右 を 見る に、 無し。 左 を 見る に、 無し。 仰ぐ に、 

無し。 顧みる に、 無し。 只 見れば、 我と 我が 左手、 右手 • 互に 堅く 相 握れ リ、 日旣に 暮れて 對岸 遠く、」 

舟 か、 家 か、 大空 か、 孤燈搖 ぎて、 我 を 呼ぶ ノ 


隨 
筆 


家に ぢっ として ゐる 事が 出来ない ので 外へ 飛び出した … … どこへ 行く 當て もない の だ。 

まるい &っ坩 へ 白金 を 溶かして 入れた やうな 太陽が 頭の 上に 懸かって ゐる II まぶしくて 正面に 見る 

事が 出来ない ，1 たまに 見られれば、 今にも その 溶ろ けた 白金が 頭の 上に 振り かかって 來さ うで、 恐 

くて 堪らない  

街道の 砂埃 は 火の やうに 嬈 けて ゐる I 一  握り 握って 見たら、 火鉢の 火の 側の 灰 を 握る やう だつ 

た …… 

突と 空から 射る やうに 落ちて 來 たもの が ある …… 足元 を 見る と、 一 羽の 小^が 埃の 中に 死んで ゐ 

た I 小さな 足 を 縮めて、 小さな 目 を 半ば 閉ぢて …… 

つが ひ 

手の 掌へ 載せて 見たら、 雀の 死骸 は 生暖かった。 小さな 翼の 番に蟲 が 一疋 ® いて ゐた …… 

家へ 歸 つたら、 「愈々 嫁に 行く」 とい ふ 手紙が 來てゐ た。 

小犬 

#- の 門の 石段の 前で 道 は 二つに 岐れ る。 右へ 行けば 小さな 橋へ 出る。 左へ 行けば 汽 束の 通る 土手へ 
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出る。 

秋の n は^へ 落ちた が、 空 はま だ 薄明る い。 汽車 は 暫く 通らぬ。 靜 かに 流れの 音が 聞え る。 

若い 女が 橋 を 渡つ て 寺の 門の 下まで 來 ると、 石段の 側から. II い^さな 丸い 物が むく/、 と 動き 出し 

て來 て、 轉げる やうに 女の 後 をつ いて 行く  I  .E いもの は 悲し さうな 整 を 出して クン^^ 泣く —— 足 

の 汚れた 小犬で ある。 

女 は 一寸 振り返つ たが、 冷淡に 又 あっち を 向いて、 どんどん 土手の 方へ 行って 了った。 小犬 は 足元 

が 危なくて 迚も 追つつ けない。 救く 立ち §e つて 考 へて ゐ たが、 やがて 鼻 を 鳴らしながら 元の 石段の 所 

まで、 よろ^ \>JI つて 來た。 

鍬を擔 いだ 百姓が 土手 を 降りて 寺の 前まで 來 ると、 小犬 は 又 悲しげに 泣きながら" その後に ついて 

歩いて 行った。 Kn 姓 は 振り向いても 兌す に、 どんく 橋の 方へ 行って 了った。 小犬 は 暫くよ たノ、 と 

その後 を 追った が 迚も 追つつ けない。 又 立ち 留っ て考 へて、 また 寺の 石段まで 歸 つて 來た。 

また 橋の 方から 人が 來た： —- もう 男 か 女 か晤 くて 分からぬ。 小犬 はまた 泣きながら、 その 人の 後 を 

つけたが、 人 は やっぱり どん/ \ 行って 了 ふ。 小犬 は 又 立ち 留 つて 考 へて、 また 寺の 下まで 歸 って來 

た …… 

日 は とつぷり と 暮れ果てた。 


もう 一 人 も 人は來 ない。 

小犬 は 石段の 下の 晤 闇で 獨 りで 寂しく 泣 いて ゐる。 

乞  食 

秋の 朝日の 弱い 光が、 藏の 白い 壁へ 斜に 射して ゐる …… 

「大禮 服」 を 着て 髯を 生やした 乞食が、 向う から ひょろひょろ 步 いて 來た。 

乞食 は 手 を 振ったり、 ^を 高く 舉 げたり、 ； ！3 を^ら したり、 肩を搖 つたり してお いて 來る —— 

彼は飢 ゑて 倒れよう とする 身^ を 無理に 振り 動かして 歩いて ゐ るの だ。 丁度 腿くて 堪らない 人が、 

無^に 身 を搖っ て 起きて ねる やうに。 

陲 ければ 寢 るが 好い。 

飢 ゑたら 倒れる が 好い。 

「死」 は： W. が 人間に 吳 れる敏 も贲 ぃ寶 である。 これ を 得る に は 多くの 努力 を 要する、 多くの 苦痛 を 要 

する II 或は 血 を 流さなければ ならぬ、 或は 咽喉 を 塞めなければ ならぬ。 

吐 も 流さす、 肉 も 切らす、 路上 美しき 秋の 日 を 浴びながら、 靜に灭 よりこの 至 寶を校 けられた 乞食. 

はお： g 者で ある …； 
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あ、 また、 乞食 は 身 を 振り 動かして 歩く。 

乞食 はこの 至上の 幸運 を 担け て、 こ の 世に 何 を 得ようと して ゐ るので あらう。 

. 彼 は 「死」 と 云 ふ 珍味 を、 砂 を嗨 むが 如き 「一杯の 飯」 に 代へ ようとして ゐ るの だ …… 

乞食 は 前へ のめり さう にした が、 また 身體を 振りながら 歩いて 行く。 

猫 

頃に 猫の 泣聲 がする。 細く 長く 引く 聲が 何とも 言へ す 悲しい。 食 を 求める 聲 ではない。 親 を 慕ふ聲 

ではない。 子 を 尋ねる 聲 ではない。 主人 を 求める 聲 でもない 死に 瀕した 動物が 哀を 現世に 殘す聲 

である。 

聲は 松林の 中で もない。 崖の 上で もない。 山の 下の 海の 沖から 聞え て來る やうで ある —水に 響 

き、 松に 響いて、 悲哀の 音波 は 霄齋の 庭に 漲った。 

私は讀 みかけて ゐたシ ャトォ プリ アンの 「ァ タラ」 を、 その 儘 机の 上へ 伏せて、 庭へ 降りた ー 悲 

しい 猫の 聲は 少しも 歇 まない。 

崖の 上に 立った。 松の 問から 廣ぃ 干潟が 見える。 干潟の 盡 きる 所から 穏 かな 海が 光って、 ^てし も 

なく 靑 空 の 奥 へ 績く I 悲 しい 聲は 干潟から 起る ので ある。 


塵 を 五六 歩 降る と、 私は慯 ましい 光景 を 見た。 泥海の 中に 子供が 七 八人黑 くな つて ゐる。 子 佻に 取 

り卷 かれて 一 疋の 白い 猫が ゐる。 一 人の子 供 は 猫の 首に 荒繩を 縛リ つけて、 沖へ 沖へ と 猫 を 引っ張り 

S1 す 

猫 は 引っ張られる 度に、 足 を 泥の 中に 踏み入れて、 今にも 泥海 0 菘厨 となり さう になる。 猫は聲 も^ 

れる ばかりに 泣く。 

よろ けて は 引っ張られ、 引っ張られて は 泥の 中へ 足を^み 入れながら、 猫 は 漸く 沖へ 出た。 

漯の ある 所まで 來 ると、 子供 は 猫 を？！" に 縛りつ けた。 猫 は繩を 切らう とした。 狂 ふば かりに 泣きな 

がら、 漯の 廻り を 幾度 かぐる く靳け 廻った。 子供達 は齪け 廻る 猫に ねら ひ をつ けて、 手に 手に 泥 を 

叩きつ けた— - やがて 子供 は 笑 ひつ 嗨 しつ へ 引き上げた。 

猫の 聲は 漸く 暧れ て來 た。 小さな 動物 は 颜も尾 も 腹 も 四 つ 足 も 泥 だらけで、 唯よ ろ/、 と 身 を 悶え 

てゐ るば かりで ある II 私は兑 るに 堪 へないで、 書齋へ 走り 歸 つた。 そして 胸の 淼 くの を 押さへ なが 

ら、 讀み 差しの 「ァ タラ」 を 請んだ。 

日の 暮に、 崖の ヒへ 出て 見る と、 もう 海の 水 は 崖の 下まで 滿 ちて ゐた。 さっきの 溪 はもう 半分から 

. 水に 隠れて ゐた。 猫の 姿 はもう 何處 にも 兑 えない。 

と、 又 悲しい 猫の 泣聲が 聞え て 来た。 途切れて は 綾き、 綾いて は 途切れる II 
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猫 は何處 かに 助かって ねる の だら うか …… 

漂泊者 

大勢で 箱 根の 湖水へ 行った 歸 りであった。 

私 は 連れに 遲れ て、 一人で 多 W の滿 仲の 慕の 近所 を 歩いて ゐた。 双子 山が 靑く 丸く 兌え る。 道の 友 

右に 靑ぃ 蘆が 戰ぐ。 私の 歩いて ゐる 赤い 道 は 蘆の 湯の 方へ 帶の やうに 綾いて ゐる。 n は旣に 湖水の あ 

なた に 落ちて、 ッ ワイ ライトが 仄白く 大空に 漂って ゐる。 

洋 人の 女 を 交へ て 三人 或は ra: 人 宛 こっちの 方へ 歩いて 來る。 はや ホテルへ 歸 るので あらう。 い 

づれも 白か^ 淺 葱の 輕 快な 服装 をして、 ステッキ を 振ったり、 口笛 を 吹いたり して 遣って 來る。 

身綺 麓な 西洋人の 幾 組 かが 通り過ぎて 了 ふと、 向 ふから 汚い S1 洋 人が 二人 來た。 二人とも 自然 木 Q- 

ステッキ を 屑に して、 ステッキの 先に は 汚い 風呂敷 包 を 結びつけて ゐる。 一人 は 上お を脫 いで 汚い シ 

ャ ッ を 腕捲りに して ゐ る。 一 人 は 胴衣の 釦. v 外して 毛む くじ やらな 肉體を シャツの 破れから 兌せ てみ 

る。 一人 は 破れた 黑ぃ靴 を 穿いて ゐる。 一人 は 日本の 草鞋 を 毛糸の 靴下の 上に 穿いて ゐる。 帽子 は 二 

人と もお 釜 帽子で、 いづれ も ひどく^ れてゐ る。 

私 はゴル キイの 描いた 漂泊者 を 思 ひ 出した。 ゴル キイが モデルに したと いふ 漂泊者の 寫眞 は、 いつ- 


も 私の 記憶に 新で あるが、 + 私の 目の前へ 歩いて 來る 二人 は その 寫 真に そっくりであった。 モォパ ッ 

サンの 短篇に 「ル、 ヮガ ボン」 とい ふの があった。 そこに 這 入って ゐる 西洋 木版の 禅 総に もこの 二 < 

に 似た 姿が あった。 

二人の 漂泊者 は 私の 直ぐ 前迄來 ると、 ぴたりと 立ち 留 つた。 號令 でも 掛けられた やうに、 二人 足 を 

揃へ て 立ち 留 つたので ある。 一 一人の 目が 同時にぎ ろ/、 と 光った。 一 人 は 鼻が 赤く， 一 人 は 髭が 深い。 

「煃萆 を 吳れ 給へ。」 

明快な 英語で ある。 私 は 敷^ Q 紙の 箱 を 出して、 五木 宛 二人に 遺った。 

「マッチ を 借して 吳れ 給へ。」  • 

頭 を 下げす に 叉 英語で かう 言 ふ。 私 は 直ぐ 袂から マッチ を 出して 遣った。 一 一人が 煙 苹に火 をつ けて 

ゐる 間に 私 はかう 訊いた。 

「何處 から 來 た。」 

「橫濱 から。.」 

と、 不愛想に 答へ る。 

「何處 へ 行く。」 

「祌戶 へ 。」 
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「歩いて か。」 

「さう だ。」 

二人 は 煙草に 火が つくと、 輕く 「難 有う。」 と 言った きりで、 笑 ひもせ すに トツ トと叉 歩き 出 した。 

側で よく 見たら、 二人の 服 は 大分 油染みて ゐた。 恐らく 汽船の 火夫 か 何 かで あらう。 祌 戶へ 行く と 

いふの は、 橫濱で 酒で も飮 んでゐ て、 自分の 船に 乘り 遲れ でもした ので あらう か。 或は 全く 職 を 失つ 

て、 祌戶へ 糊口の 道 を 求めに 行く ので あらう か。 

私 はいつ まで も！ 一人の 後 姿 を 見送って ゐた。 凄い 眼の 色と 命令す る やうな 聲の 調子と が 忘られない。 

夕 圓が筌 にも 山に も 迫つ て來 た。 

古い 傷 

古い 慯が 痛む。 

としつき 

いくら 年月 を經て も、 どこへ 所を變 へても、 五月の 靑 葉が 句 ひ 始める と、 古. S 傷が 身 を 切る やうに 

痛む。 

生れて、 匍って、 立って、 歩いて、 火の やうな 歡樂 にも 醉ひ、 砂の やうな 苦痛に も 泣いた、 一 人の 

母の 國を 離れて、 遠い 遠い 西の {41。 藤棚の 紫が 褪めて. ほろ/,、 と 冷たい 花の 顔に 散る. 午後の 一 時。 


雨 ざら し に な つ た 籐椅子に 倚って、 岡の 下 を 通る 汽車 の 昔 を 聞 いて ゐ ると、 忘れ^て て ゐ た 古 い ，3 が 

痛んで 來る。 

飛び、 躍り、 浮かれ 暮 した 年月の 間に、 忘れて 了った 箬の 古い 慯が靑 葉が 病人の やうな 息をつい 

て、 大空が ほんのり 熱 を 持って 來 ると、. 謂 はれ もな しにし く/、 と 痛む。 しく/、 と 痛む。 

周阖に 何の 思 ひ 出 もない、 遠い 遠い 外國 の、 見知らぬ 世界に たった 一 人、 わが 昔と は 何の 關り もな 

い、 雨 ざら しにな つた 籐椅子に 腰 を かけて、 なんにも 考へ すに ほんやり して ゐ るのに、 なぜか. ^：ぃ 慯. 

が 痛む。 身 を 切る やうに 痛む。 

傷 を 受けた 時 も 忘れて ゐる。 慯を 受けた わけ も 忘れて ゐる。 そんな 慯が. 0 分に あると いふ 事 さへ、 

.R 分 は 全く 忘れて ゐる。 それでも、 慯は 痛む。 身 を 切る やうに 痛む。 

思 ひ 出の 痛みで もない。 悔恨の 痛みで もない。 自分 は 何もかも 忘れて みる。 古い 偽が ただ 痛む の だ。 

古い！ a が 痛む。 いくら^ o: 經て も、 どこへ 所を變 へても、 五月の 靑 葉が 句 ひ はじめる と、 十  1： い 偽が 

身 を 切る やうに 痛む。 (倫敦 にて) 

赤い 旗 

签が 曇って 風の 吹く 日の 夕方、 常ても なしに 人形 町邊 をぶ らく 歩く。 
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髙ぃ 家の 屋根の 上に、 所々 ちぎれた 赤い 旗が、 何の 目檩 にか 立って ゐる。 風が 北の方から 吹く と、 

南の 方へ はた/、 と飜 めく。 風が 西の方から 吹く と、 東の 方へ ひら/、 と飜 めく。 風が とだえる と， 

ぐたり となって、 さも 勞れ たやう に 旗 棹に 纏 ひつく。 

色 は 赤い が、 所々 ちぎれて ゐる …… 自分に は 何の 力 もない ：•：• 風に 依って 僅に あっちへ 動いたり こ- 

っちへ 動いたり する ばかり だ …… あれ は 僕の 心 だ。 

と 思 ふと、 大石を 胸に 載せられ たやうな 氣 がして、 赤い 旗の 見えない 所 まで^け 出した。 

生れ ぬ 苦し さ 

僕 はま だ 生れない I 喑ぃ、 狹ぃ、 窮屈な 所に 縮こまって ゐる。 

苦しい。 苦しい。 早く 生れたい。 早く 明るい 處へ 出たい —— 外で はもう 何 か 始まって るら しい。 賑. 

かな 聲 がする。 早く 生れて、 あの 仲 問へ 這 入りたい。 

けれども まだ 母が 許さぬ。 僕の 生れ 出づ べき 門 を 堅く 閉ぢ て、 一寸の 光 を も 見せまい として ゐる。 

母 は 言 ふ。 「お前 はま だ 十分 私の 滋養分 を吸收 しても ゐ なければ 同化しても ゐな いの だよ。 それにお 

前 は廣ぃ 明るい 世界の 上に 立てる だけの 力 を まだ 持って ゐな いの だよ。 お^ち。 お待ち。 お前の 生れ 

る 時が 來れ ば、 お前が 生れまい としても 生れる の だよ。」 


苦しい。 苦しい。 狹 苦しい。 けれども 僕 は 「母」 とい ふ华の 破れる まで は， この 晤ぃ、 寂しい 處に、 

S はれて ゐ なければ ならない の だ。 

厭世の 權利 

联世 主義 を 笑 ふ 者 は 博士 か 俗人で ある。 本 を讀み 過ぎた 者 かまる で 本を讀 まない^で ある。 眞に學 

んだ者 は 決して 厭世主義 を 笑 ひ はせ ぬ。 

S* に 學んだ 者と は である。 眞に 人生 を 學んだ 者で ある。 莨に 人生 を 學んだ 者 は、 厭世 主菝 の. ほ、 に 

立派な 理由と 大 なる 權 利と を 認めなければ ならぬ。 

吾人 は自 個の 生涯に 顧み、 他人の 生涯に 顧み、 全人 類の 生涯に 顧みて、 確に 厥 世の 權 利が ある。 

手疵を 負へば 痛い。 痛い とい ふの は意氣 地がない かも 知れぬ。 けれども 痛い に は 違 ひない。 人生の 

悲慘を 嘗めて 世 を 厭 ふ 者 は、 手疵を 負うて 痛. いと 言 ふ 者に 等しい。 これ を U にす るの は 弱い かも 知れ 

ね。 炸 しその 言 ふ 昕は事 實 である。 The  facts  are  stubborn  things  ！ 事實 は頌 固な り。 

ああ ；大 下に 人生の 手 疵を負 はない 者が 果して 幾人 あらう。 天下に 厭世の 權利 のない 者が 朵 して 幾人 

あらう。 

併しながら、 玆に三 穂の 例外が ある。 第一 は 皮が 厚くて 如何なる 刃物 を 以てしても 偽の つかない 人 
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である。 これ を 無 祌經と 言 ふ。 第二 は 一 旦 負うた 手疵が 全癒して 再び 痛み を覺 えない 人で ある。 これ 

を 歸依者 Convert と 言 ふ。 ^三 は身體 中に 僞を負 うても その 精祌が 堅固な 爲に 決して 痛い と 感じない 

人で ある。 これ を 人なる 神と 言 ふ。 無神經 は： f;I 外で ある。 人なる 祌 —— 例へば 基督 釋迴の 如き は 人類 

の 容易に 企て 及ぶ 處 ではない。 この 世に 於いて、 眞 に樂 天 の權利 ある 者 は歸依 者の みで ある。 

併しながら、 の 歸依者 は 極めて 稀で ある、 從 つて 眞に樂 天の 權利 ある 者 も 亦 極めて 稀で ある。 

ああ 不幸に して 吾人 は 厭世の 權利 ある 者で ある。 日夜 新しい 手 疵を負 ひっつ ある 者で ある。 一刻と 

雖も 人生の 痛み を 忘れる 暇の ない 者で ある. I 血の 滴り は 一 秒 時 も 止まない。 

ご みが 飛ぶ 

南の 風が ひどく 吹く。 

長 太の 家の 破れた 屋根から ごみが 飛ぶ。 

風 は 下駄の 齒を釗 つ てゐる 板の間から 破れた 天井 へ 吹き込んで、 破れた 天井から 破れた 屋根 へ 吹き 

上げる の だ。 

ごみが 飛ぶ。 ごみが 飛ぶ。 長 太の 家の 破れた 屋根から ごみが 飛ぶ。 

前の 佃煮 屋 から 苦情が 出る。 角の 交番から 巡^が 來て、 眼 を こすりながら 小言 を 言 ふ。 


長 太 は 店の 雨戶を 立てた が、 雨戶も やっぱり 破れて ゐ るので、 風 はやつ ばり 吹き込んだ。 

やっぱり ごみが 飛ぶ。 前より 烈しく 飛ぶ。 往来の 人が、 服 を 塞ぎながら、 ^けて 通る。 

長 太 は 梯子 を かけて-屋根へ 登った。 そして * ごみの 飛ぶ ところ を あっち こっちと 押 へて 歩いた。 

それでも、 やつ ぼり ごみ は 飛ぶ。 どんく 飛ぶ。 長 太 は. 泣き出し さう になって 來た。 それでも、 ご 

みは 平氣で 飛ぶ。 いつまでも 飛ぶ。 屋根が 全く 裸になる まで は 飛ぶ の だら う。 

前の 佃煮 屋は戶 を 締めた。 巡^も 逃げて 了った。 人通り も なくなった。. 

長 太 は ひとり S 根の 上で うろ/, \« して ゐる。 

ごみ は 飛ぶ。 飛ぶ。 菜て しなく 飛ぶ …… 

藝 術と 菓子 

菓子の 製造 法 を 知る 人 は 少ない。 けれども. 喰べ てうまい 菓子 はうまい。 客に 一首 「うまい。」 と 言 は 

れ たら、 それで 菓子屋 は滿 足すべき である。 

蔡術 家の 製作の 苦心 を 知る 人 は 少ない、 けれど 好い 作物なら 誰の 心に でも 訴 へる 所が ある。 人の 心 

に訴 へる 處が あったら、 それで 藝術 家は滿 足すべき である。 

「うまい。」 と 言 はれて、 圓に乘 つて 製造 法 を說く 菓子屋に はなりたくない。 況んゃ 「まづ い。」 と 曾 は 
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れて、 自家 を 護る おに 製造の 苦心 を 喋々 する 菓子屋に はなりたくない。 

賞め られて 苦心談 をす るの は 厭 だ。 罵られて 苦心談 をす る の は尙腋 だ。 

過去の 苦心 を囘 想す るの は 面白から う —— 現在の 自家 を 辯 護す るが 爲に 苦心談 をす るの は 面白く 

ない。 

藝術 家と 辯護士  に；.. -ん  4. 

自分が 實際 見た 事 を 書いても、 持へ 物 だと霄 はれる 事が ある。 空想で 書いた 事で も、 これ は最實 だ 

と 一! 目 はれる 事が ある。 自然 だと 思って 赉 いた^が、 不ほ然 だと 言 はれる 事が ある。 不自然 だと 自覺し 

て 書いた 事が、 自然 だと 言って 賞め られる 事が ある ——百の 場合 屮九 十九 は 作者の 害 かう と 思った 處 

と讀 者の 讀み 取った 處とは 全然 違 ふ。 

斯 かる 場合に 於け る藝術 家の 心 は、 實に 悲慘な ものである。 製作が 下手な ので あらう か。 讀 者め 讀 

み 方が 下手な ので あらう か。 自分が 惡 いの だら うか * 人が 惡 いの だら うか。 心 は 千々 に 迷 ふ。 そこで 

. 1 眞面 E な 藝術家 程、 自分が 惡ぃ とは^ はない から —— 「盲 千 人」 の 爲に何 かァボ B ジィ (解 嘲) が 書 

いて 遣りた くなる。 けれども、 それ は 愚な 話 だ。 

S りに 害き 方 は 好い のに、 讀み 方が 惡 いとする。 安心せ よ、 百 人の 誤讀 者に 對 して 必す 一人の 正讀 


者 は ある。 百 人に 一 人なければ、 千 人に 一 人 ある。 千 人に 一 人なければ、 萬 人に 一 人 ある。 若し 現世 

に 一 人 もなければ、 後世に きっと 一 人 は ある II 決して アポ 口 ジィの 必要 はない。 進んで^ 一 一の 作 を 

出 だすべき である。 

次に 自分の 作が 惡 いとする。 無論 ァボ a ジィの 必要 はない II 必要がない S ではない。 辯 護が 出來 

ない の だ。 努力して 第二の 作 を 出さなければ ならない。 

說 はなければ ならぬ。 主張 はなければ ならぬ。 ：！：，" 仰 はなければ ならぬ。 けれども^ 術 家の 辯 護士は 

解 嘲の 辭 ではない。 藝術 家の 最も 好き 辯 護 士は藝 術 其 者で ある。 

古き 虜と 新しき 虔 

古き 剌は 大詰に 至る まで 總てを 秘密に する。 秘密から 起る 面白み を專 一とす る。 その 癖 火^へ 來る 

と、 總 ての 淺^なる 秘密 を 悉く 暴露して 了 ふ-—  ^ 客 は 一幕 一幕と 先き を樂 しみに して、 最後に 安心 

して：！ る。 

新しき 劇 は 序幕から 總て を 暴露して 了 ふ。 

併し、 その 暴露した ものの 屮に 深い 秘密が 伏在して ゐる。 この 秘^ は 大詰の 幕が おりても 解鞾 すろ 
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事が 出来ない —-— 觀客は 一幕 一 幕と 考 へて 来て、 最後に 大きな 「？」 を脊 員って 歸る。 

形 II 色— ー 動 

きの ふ 或 洋聱の 展覽會 を 兑て參 りました。 何れも 立派な 作 n§ ばかりで、 私共の 足 を 留めさせたい 

物 は 一 つもない と 言って 好い 位でした。 洋畫の 技術 はこの 八 九 年の 間に 著しい 進歩 をした ものです。 

しかも その 進歩が 年の 若い 畫 家の 問 に 著し いのは 喜ばしい 限りです。 

私 はきの ふ 展覽會 を 見て 歸 つてから、 繪と いふ もの は、 形の 上から 言って、 又 色の 上から 言って、 

大きく 一 一  つに 分けられる もの だと 感じました。 

ここに 或 一 つの 物が ある。 その物から 形 を抽き 出して かいた 繪と、 自分の 方から 形 を 持って行って 

その物に 當て 嵌めて かいた 繪と、 かう 一 一つ ある やうです。 

色の 方から 一一 一一 口っても さう で、 その物から 色 を抽き 出した 繪と、 自分の 方から 色 を 持って行って その 

物へ 塗りつ けた 繪と、 かう 二つ ある やうです C 

形 や 色 を こっちから 持って行った 方の 繪 はどう も 人の 眼 を 引く やうです けれど、 形 や 色 を抽き 出し 

た 繪の方 はどう も 人の 眼 を 引かない やうです！ - 併し、 その 人の 眼 を 引かな い^の 方が どうも &I 面目 

な繪の やうに 思 はれます。 


技巧と 言 ひ、 無技巧と 言 ふの も、 畢竟 ここの 區^ ではなから うかと 思 はれます —— 色 や 形 を 持って 

行く のが 技巧 派で、 色 や 形 を抽き 出す のが 無技巧 派な のでせ う。 この 意味に 於いて は、 無技巧 派が^ 

巧 派 以上 の 技巧 を耍 する 事が ある のです。 

以上の 理窟 は文藝 上の 作品に 對 しても その 儘 用 ひられる と 思 ひます。 

日常 平凡な 出来事。 それ を その 儘 現す のが 新文擧 一面の 狙 ひどこで せう。 或 特殊な 色 を 染めつ けた 

り、 或 特殊な 形 を當て 嵌めたり して、 人の 眼 を 誘 ふの は 卜：： い 文學の 事です。 吾々 の 家に 毎日 起る 平凡 

な 事。 その 當事者 さへ 注意 をせ すに 爲てゐ る tlpily  =fe  。 これ をよ く 現した 處にチ M  H ホフの 短篇の 

價値は あるので せう。 秋聲 氏の 「診察，. T 出産」、 白鳥 氏の 「一 一階の 窓」 「明日」、 藤 村 氏の 「壁」 「牧穫 」 などが 

優れた 作品 だと 曽 ふの も、 きっと この 意味から な のでせ う。 

それから 叉き の ふの 展覽會 で、 もう 一 っ氣 がつ いた 事 は、 動いて ゐ るべき 喾の繪 が 動いて ゐな いの 

や、 靜 かなるべき 害の 繪が靜 かで ない のが 幾つかあった 事です。 それ は 成程 繪 ですから， 「時間」 は现せ 

ないか も 知れません。 併しながら、 繪に 現した 「動」 は 活動 寫眞 の連繽 した フィルムの 一枚— 刹那の 

撮影 , で • その 一 瞬時 前に も 活^が あり、 その 一 瞬時 後に も 活動が ある もので なければ なりません。 

ところが" 前 も 後 もない 單 一 的な 刹那 をし か 現して ゐ ない 繪が あるの は殘 念な 事です —— これら は 文 

藝上 の 製作 に 際し て も 注意す ベ き亊 だら うと 思 ひます。 
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動いて ゐ ない i せの ものが 動いて ゐ るに 至って は 言語 道斷 で^  お 皿の 中の 果物が 躍って ゐ たり、 

机の 上の ナイフが 歩いて ゐ たり…… これ は 說明を 要しますまい。 

ま. V7 ナす 夫ナ 

歌舞伎 座の 樂屋 である。 

この 舂中學 校 を 卒業して、 この 秋から 早稻 W の聽講 生になる 害の D 君と いふ 青年 俳優が、 近^ 易 風 

社から 出た 森林 太郞 先生の 「 一 幕 物」 とい ふ 本 を 買って 来て、 閑な 時に 讀 んでゐ た。 

そこ へ お 人って 來 たのば、 靑年 俳優の 中で 未 來の圑 十 郞と閒 こ えの ある K 君の 弟 Y 君で ある- i: Y 

君 も 子^で は あるが、 旣に 侮り 難い 天賦の 技 if を 持って ゐる。 

Y 君 は い きなり 聲を 掛けた —— 

「兄さん、 何 を讀ん でる の。」 

D 君 は 顔 を 上げて、 默 つて 本の 表紙 を^せ た。 

「や あ。 一幕物と 書いて あら あ。 これ、 芝居です か。」 

「ああ。 脚本 だピ 

「 一 寸 見せて 下さいな。」 


「見耠 へ 。」 

「なに。 主人。 好い子お や。 泣くな/.、" 少女。 わたし ゃ聲 なん ぞは 立て はせ ぬで は ござり ませぬ か。 

主人。 見返らす に。 聲を 立ていでも、 泣いて ゐ るの は 息 使で 知れる わ ：•：• 」 

Y 君 はこ こまで 棒 讀に讀 むと、 行きな り 本 を 投げ出して、 

「ちょい。 これが 芝居 かな あ。」 

と、 さも /、輕 蔑した やうに 言 ふ。 

D 君 は 嚴肅な 態度 をと つた ！ I 

「そんな 事 言った つて、 今に みんな かう いふ 芝居 を やる やうに な るんだ。」 

「へえ。 こんな 芝居 をです か。」 

「ああ。」 

「な あに、 まだ 大丈夫 だ。」 

と、 大人び た 口の 利き やう をして、 Y 君 は 廊下へ 逃げて 出た。 

「まだ 大丈夫 だ。」 

この 聲はロ 本 今 H の總 ての 俳優 (新派 舊派 とも) の脶 裏に 潜んで ゐる聲 だ。 かれら は旣に 「自己 Q 

藝術」 の 亡びつつ ある 事 を 知って ゐる。 かれら は旣に 「新しき 藝術」 が 自己の 背後に 迫りつつ あろ 事 

小山 内 薰全藥 八卷 隨筆  一 四 九 


小山 内薰 全集 八 卷隨筆  一 五 〇 

を 知って ゐる。 併しながら、 かれらに は 新しき 藝 術に 降服 するとい ふ 「努力」 を敢 てす る勇氣 がない。 

そこで 「まだ 大丈夫 だ。」 と 思って、 僅に 心现的 安心 を 得て ゐる。 「今に さう いふ 時 も來る だら う。 倂 

し、 まだ 大丈夫 だ。 吾々 の藝術 さへ 守って ゐれば 好い。 新しい 藝 術の 爲に 努力す る 必要な ど はない。」 

かう いった かれら 共通の 思想 は、 たま/、 かれらの 血を繼 いだ 少年 Y 君の 可愛らしい 唇から、 極めて 

簡潔に、 極めて 明瞭に 一一 一一； I ひ 現 はされ た。 

然り。 まだ 大丈夫で ある。 今に 亡びる が、 まだ 大丈夫で ある。 この 「まだ」 とこの 「今に」 との 距 

離 は、 百年 あるか、 十 年 あるか、 ー华 あるか、 一ヶ月 あるか、 一 曰 あるか、 一時間 あるか、 一分 ある 

か。 それ は 私 どもの 知らぬ ところ だ。 

併しながら、 安心し 給へ。 生命の ない 舊藝術 を 固守す る 天下の 俳優 諸君よ o」 

「まだ 大丈夫 だ。」 

重ねて ー一 目 ふ —— , 

「まだ 大丈夫 だ。」 

橋 

僕 は 令 或 橋の 上に 立って ゐ る。」 


川上に も 橋が 一 つ 掛かって ゐる。 川下に も嵇が 掛かって ゐる。 

川上の 橋の 袂に は、 僕の 恩人が 住んで ゐる。 川下の 橋の 袂に は， 僕の 戀 人が 住んで ゐる。 

僕 は 今 「或 者」 と 「或 者」 と を 連絡す る 橋の 上に ゐ ながら、 恩人の 家へ 渡る 事 も出來 や、 戀 人の 家へ 渡 

る 事 も出來 ないで、 川上の 家を筌 1> ^眺め、 川下の ^を S しく^んで ゐる …… 

. 川の 水 は 恩人の 家で 捨てた 塵 を 僕の 足の 下 を 通して、 戀 人の 家の 邊 まで 運んで ゐ るのに C 

女が 男から 要求す る もの は 「僞」 である —— 「僞」 さ へ 絶やさす 供給して ゐれ ば、 決して 男 は 女に 捨て 

られる もので はない。 

男が^ し 間違へ て 「眞し を 出さう ものなら、 女 はきつ と 怒る。 きっと 泣く。 怒って 泣いた 揚句に きつ 

と 男 を 捨てる。 

女 は 「僞」 と 知りつつ 「僞」 を 愛する. もの だ。」 

女と 衣服 

着物 を 着て ゐれば 暖かい。 
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着物 を脫 いで、 裸になれば 寒い。 

着物 を 着て ゐ ると 暖かい から，^ 物 を^いでも 暖かい もの だと 思って ねる — これが 女の人 生觀 だリ 

作物と 信用 

同じ 事柄 を 同じ 位な 筆力で 書いても、 甲の 作^が^ くと .眞 だ實験 だと 見られ. 乙の 作家が 害く と、 

偽 だ 桁へ 物 だと 見られる。 

これ は 甲の 作家に 信用が 有って、 乙の 作家に 信 川がない からだ。 

商ん に 信用が 必要で ある 如く  * 作家 にも^ W は 必要で ある。 商人に 余 錢 以上 信用 が 必要で ある 如く、 

作家 にも 作品 以上 信用が 必要で ある。 

乍^の さ C 用 は、 やがて 作家の 人格で ある ：： 作^ は 何よりも 先づ 「生きた 人.」 とならなければ なら 

ぬ- 11 自戒の 一 つ。 

笑 聲 

夜た かに 突然 電燈が 消えた。 

僕 は 机に 向 つ て难を 持 つ た條、 莨つ 晤阁の 中に ぢっ とし て ゐた。 


表 を 女が 酸漿 を 鳴らしながら 通る。 

きゅッ …… きゅッ …… とい ふ 音が、 鬧黑な 道から、 闇黑な 雨 戶を 突いて、 閽 黑な窒 內に まで 響い 

て來 る。 

「女が SR を 笑ふ聲 だ。」 

ふと、 私 はこん な 事 を 思った。. 

寫  眞 

或 男の 日記に、 次の やうな 事が 書いて あった I . 

「男 は 女 を 抱いて ゐる。 

「女 は 男に 北 = を 向けて ねる。 

「女の 懐に は 一 枚の寫 眞が 這 入 つて ゐる。 

「男 は 女の 胸に 手 を 迢 いて- -寫眞 とも 知らす 寫眞の 上に 手 を輕く g いて —— すやすやと 眠つ て 

ゐる。 

「1 お a 具 はこの 男の寫 眞 ではない。 他の 男の寫 ^だ。」 

「5 ^とま s いて あるの は. 日記 を 書い た^が 自分 を 指して 言って るの だか、 或は 他の 男の 事な の だか、 
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それ は 僕 は 知らない。 

休  息 

今の 劇に は 休息がない。 

たまに 休息が あっても、 主題 を 離れた 休息 だ。 所謂， 仕出し」 だ。 

主題 を 離れざる 休息 —— これが 欲しい。 

僕に 沙翁 劇を敎 へて 吳れた N 先生 は、 「マク ベ ス」 の 序幕 第 六 場を慘 事の 前の 休总 として 賞讃 した。 

それ は 併し、 沐息其 者の 爲に 特に 一場が 設けられた 場合 だ。 

ィプセ ン 劇に 於け る 休息、 ハウプト マ ン 劇に 於け る 休息 は、 主題 を も 離れす、 特に 一場 を も 設けす 

して、 存在して ゐる。 

かう いふ 休息が 欲しい。 

端  唄 

西 弒を讀 む。 

その 文 を 盗んで、 端 唄 を 作る。 . 


「戀 ながら、 戀 のみ 思ふ戀 心、 雪の あしたの 歸る さも、 ゆ ふべ の 11 の 通ひ跻 も， こしかた はみ な 過 

ぎし 戀、 今より 後 は 行末の 戀、 今の 戀 それ も 夢。 

ニニが 四、 三 三が 九と いふ やうな 唄 だ。 

併し、 女 はかう いふ 唄が 好きだ。 

美しい 女に 美しい 聲で この 唄 を 歌 はせ て、 そして 冷笑して 遣りたい と 思 ふ。 

思索 を經 たる 寫^ 

或 事物 を 見て、 なんにも 思 はすに 直ぐ これ を寫 生す る。 

或 事物 を 見て、 その 事 を 幾日 か 幾 月 か 頭の 中で考 へて、 それから 寫 生の 筆 を 執る。 

前者 を 「思索 を經 ざる 冩生」 と名づ くれば 後者 は 「思索 を經 たる 冩生」 である。 

別に 「理想 を 基と したる 寫生」 とも 名づ くべき ものが ある。 

「理想 を 基と したる 寫生」 から 「思索 を經 ざる B 生」 に 移り、 「思索 を經 ざる 寫生」 から 「思索 を經た 

る寫 生」 に 移る —— 「これ 寫生」 の 三階 段で ある。 

密 議 
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まるい^の ある A を 園んで 惡漢が 四 五 人、 しきりに 何 か 密議 を 凝らして ゐる …； 

惡漢は いづれ も 俯向いて ゐ るから、 まともに 顔 は 見えぬ が、 卓の 面に は 髭が あるから、 一人一人の 

顔が 下に 映って よく 見える …… 

に 映って ゐる 人相の 惡ぃ顏 を 一 つ 一 つ 見て 行く と …：- 自分の 顔が あった …… 

驚い て 服 をふさぐ と —— 眼が 覺 めた。 

影  繪 

靑白. Sm: の 光 を 背中に あびて、 自分の 黑ぃ影 を 土の 上に 見ながら 歩く。 

足が 進む。 肩が ゆれる。 首が 動く。 手が あがる と、 卷 煙草 を 口へ 持って行く。 

つくぐ 思 ふ。 人間と いふ もの は、 よく 出来た 影繪 のお もちや だ。 (街 上 卽與) 

猿 

锿だ。 猿 だ。 お前 は 猿 だ。 

犬の やうに も 見える し、 猫の やうに も 見える が、 お前 は獏 だ。 どうしても 猿 だ。 

お前 は 薄暗い 往来の 莨ん 中に 坐って ゐる。 黑ぃ毛 の^が 瓦斯の 光で 光って ゐる。 目はぢ つと 一方 を- 


見詰めて ゐる。 尻尾 は 長く 地面 を 道って ゐる G 

黑ぃ 毛の 猿 はない。 往来に 猿が ゐる箬 もない。 だが、 どうしても お前 は 璲だ。 

猿 だ。 猿 だ。 氣 味の 悪い 猿 だ。 

なに。 おれが 醉 つてる と。 成程、 おれ は醉 つて ゐる。 W し、 醉 つて ゐて も、 きはたしかだ。 おれが 

醉 つて ゐ なくても、 お前 は镔 だ。 

消火栓の 蓋 も 兌え る。 砂利 も 紙椅も 兌え る。 繩の 切れつ ばし も 見える。 お前 は 猿 だ。 どうしても 

猿 だ。 

氣 味の 惡ぃ奴 だ。 いやに おれ を じろ/ \ 見や あがる。 お前の その 目つ きを 見て ゐ ると、 何だか おれ 

. は 厭 あな 氣 になる。 

ほんと にお 前 は あの 女に よく 似て ゐる。 あの 猿の やうな 女に。 おのれの 已む. を 得す 抱いた、 あの 猿 

の やうな 女に。 

腹のへ つた 乞食が、 芥 溜の 中の もの を 漁って 食 ふやう に" おれ はおれの 肉の 欲を充 たしたい ばかり 

に、 あの 醜い 「猿」 を 抱いた の だ。 

その 猿 だ。 猿 の^だ。 お前 は 毛の 黑ぃ風 尾の 長い その 猿 だ。 ああ 思 ひ 出しても ぞっとす る。 

どいて^ れ。 どい て^れ。 どいて 吳れ なければ、 おれ は步 けない。 
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何 だ 「わん。」 だと。 

馬鹿め。 犬の 聲色を 使った つて たぞ。 

「き や ッきゃ ッ。」 と 泣け。 お前 は 猿 だ。 猿の 女 だ。 

さあ、 どけ。 どかない か。 どかない と 打つ ぞ。 どうして、 お前 はおれの 目の前 を 離れない の だ。 

やい、 猿。 どけ、 猿。 猿の 糞 野郞。 

Contra  Tbonos  mores 

眞の覺 醒は眞 の 安眠の 後に 来る。 

自分の 生活に は 一 刻 も 安眠がない、 それ 故 真の 覺醒 もない。 

自分 はいつ まで も 半ば 眠り 半ば 醒めつつ、 終に 一 生 を 終 へる ので あらう か • 

自分の 作品が 贫弱 なの は、 自分の 頭に 言葉がない からで あらう か。 

さう ではない。 

魂に 言葉がない からで ある。 


自分の 研究が 徹底 しないの は、 頭に 理解がない からで あらう か。 さう ではない。. 

魂に 理解がない からで ある。 

少ハ 牛から 靑年、 靑 年から 中^と、 人 は 生長す るに 從 つて、 段々 「惡 く」 なる。 

皮 腐が 荒び て 行く やうに、 ^心の 皮が 厚くな つて 來る。 

なぜ さうな るので あらう か。 

親 を 離れなければ ならない からで ある。 敎師を 離れなければ ならない からで ある。 物質的に も 精神 

的に も獨 立し なければ ならない からで ある。 良心の 厚い 皮は獨 立の 鎧で ある。 

自分 は なぜ 獨 立した の だら う。 なぜ 親 や 敎師を 離れた の だら う。 さう して、 なぜ 少年の 純白な 良心 

を：.^ して 了った の だら う。 

親 は 全世界で はない。 

子 も 全世界で はない。 

敎師も 全世界で はない。 

^1 し、 夫に とって 妻 は 全世界で ある。 invincible な 全世界で ある。， 
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世界の 束縛 その 者で ある。 世界の 重量 その 者で ある。 世界の 制限 その^: である。 

入 は 世界の 外 へ 逃げる 事 は 出来な い。 

戀は戀 としての み戀 である。 

夢 は 夢と しての み 夢で ある。 

最も 純な. お 味に 於いて の歡樂 は设も 純な 意味に 於いて の in:.E にある。 

最も 純な 意味に 於いての 自. E は 「^任」 の ーグラ ムをも 交へ る 事 を 許さない。. 

それ 故、 最も 純な 意^に 於いての 歡樂は 「罪 惡」 より， やに はない。 

自分に とって は、 n の腑の 飢渴が 繫魂 の 飢渴 より 當面 の 重大 事で ある。 

今の 世に あって、 EE の 腑の飢 渴を愈 やすに は、 多くの^ .n: を 必要と する。 

やっとの 事で 胃の 腑の飢 が 愈 やされ た 時、 覿魂は 旣に飢 ゑ 死んで 了って ゐろ だら う。 

罪 を 文字に する 事 も 出来ない。 


罪 を繪靈 に す る 事 も 出來な い 。 

罪 を舞臺 に 現出す る 事 も 出来な い 。 

况 や 罪 M 貧 際 に 行 ふ 事 は 出来な い 。 

それが おに， d 分 は 自分の 「お 心，」 に對 して、 毎日の やうに 罪 を 犯さなければ ならない。. 

假面を 裏切る 者 は、 n と n とで ある。 

最も 安全な 假面 は、 目 も 口 も して 了 ふ もので なければ ならぬ。 

チェ ェ ホフの 診察 

鋭利な メッセル を 持った 美しい 醫 者の 手。 ^はチ H  H ホフ を 想 ふ 毎に これ を 思 ひ 出す。 ゴ オリ キイ 

の 手の やうな 毛む くぢ やらな 職人の 手で はない。 トルストイの 手の やうた 泥臭い 百姓の 手で はない。 

都育ちの 美しい 白い 手で ある。 けれども、 ^の 美しい 白い 手に は、 筋 を もせ を も 一 刀に 斷ち 切る こと 

の 出来る 研ぎす ました メッセ ルが 握られて ゐる。 

併しながら、 かれは いつでも メッセル ばかり 手に して ゐる譯 ではない。 聽診器 を 耳に する こと も 度 

度 ある。 
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かれは 一度 狙 ひ をつ けて メッセル を 下せば、 きっと 葸部を 切り 當 てる。 めったに 手元の 狂 ふこと は 

ない。 かれは 一度 聽診器 を 耳に すれば、 恰も 內臟へ 這 入って 見て 來た やうに、 詳しく 人の 腹の 中 を 知 

つて 了 ふ。 

かれは 男の 診察もう まいが、 ^人 科 も 中々 上 乎 だ。 殊に その 小兒 科に 至って は 敵手な しだ II 一  眠 

い 頭」 「一 大事 件」 「牡蠣」 など は 何れも その 方の 報告で ある。 

かれが 精神病 者の 好い 醫者 であった こと も， 「六 號窒」 とい ふ 報告 を 見れば 分かる。 「六 號窒」 の 病人 

など は、 當り 前の 醫 者なら、 迚も 手に おへぬ と 言って、 匙 を 投げて 了 ふべき 代物 だ。 けれども チェ ェ 

ホフ は 丁寧に これ を 診察して、 詳しく その 病 源 を 究めて ゐる。 凡そ チェ ェ ホフに とって 「これ は 手に 

おへぬ」 とい ふ 病人はなかった。 

かれの 診察 はちよ いと 人の 氣 のっかぬ 事 を 言 ふ。 だから、 初めは 誰でも 「そんな 馬鹿な ことがある 

もの か。」 と 思 ふ。 併し、 その 言 ふ 所 を 注意して 聞いて ゐ ると、 段々 引き入れられて， 終に は 莨 面目に 

ならす に をら れぬ。 さて 眞 面目に なって， 自分の 病 氣に對 する かれの 忌憚の ない 診察 を 聞いて 見る と. 

恐ろしくなる。 自分 はもう 迚も 癒らない と 忍 ふ。 いっそ 死んで 了 ひたい やうな 氣 がして 來る。 滑稽 か 

ら嚴肅 に、 嚴肅 から 悲愁に、 悲愁から 厭世に 變 化する の は、 かれの 診察 窒常 住の 空氣 である。 

かれの 說 によれば、 總て のん^ は^ 人で ある。 救 ひ 難い 病人で ある。 世界の 全人 類 は 悉く 不治の病 


者で ある。 然 らぱ、 かれは それ を 救 ふ 事の 出來る 唯一 の醫 者で あらう か。 否、 かれ も 亦 その 不治のお 

者の 一 人で ある —— これ も 亦 かれ 自身， の 言 ふところ だ。 

吾人 は 嘗て ツル ゲ ェ ネフと いふ^ 者が ルヂン とい ふ 近代 人 を診斷 した 報告 を 讀んで 切實な 感じに 打 

たれた もの だ。 併し 吾人 は チェ ェ ホフが ラァ H ウス キイと いふ 人間 を 診察した 「決闘」 とい ふ 報吿^ 

を讀ん で、 一 暦 痛切な 感じに 打 たれる。 

ラァ H ウス キイ は ルヂン よりもつ と 吾人の 時代に 近い 人で ある。 ルヂン は 中々 奇拔 なと ころの ある 

人間 だ が、 ラァ H ウス キイ は眞に 平凡な 弱 い 人間で ある 。「自分」 と いふ もの に 絡 望した 人間に と つ て * 

ラァ ェ ウス キイ ほど 身近い 人間 はな い。 

ツル ゲ H ネフ は その 有 爲なル ヂンに 毒 を 盛って 殺して 了った。 然るに、 チ H ェ ホフ はこの 平凡 脆弱 

なラァ ェ ゥ ス キイ を 船に のせて、 轉地を させた …… 何とい ふ 皮肉な 醫者 だら う。 

ラァ ェ ウス キイ は その後 どうした らう。 男で ゐ ながら 女の 病氣 まで 持って ゐた あの ラァ ェ ウス キイ 

は， 露 W 亞內 地へ 歸 つて、 果して 病氣が 全快したら うか。 また コォ カサスが 戀 しくな り はしない か。 

ああ 人の いふ N2V  Life とい ふ訶 ほど 梁敢 ない もの はない。 

「新しき 生」 と は 「死」 より 他の 事で はない —— チェ ェ ホフ はさう 一 百ったら しい。 どうも さう 一一 目った 

らしい。 举 銃の ？ kllltukl 二と いふ 昔を聽 いて 生き返った ラァ H ウス キイ も、 拳銃 を 口の 中に 突っ込 
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んで、 それ をぐ つと 嚙み しめながら、 何だか 分からない 彈 機の やうな もの を 指で 推した ゥォロ ォヂァ 

も、 決して 違った 人^で はない… •： 

獨 歩の 死んだ 時 

私は獨 歩の 作 は餘程 早くから 好きで 讀ん だ。 從 つて その 作に 就ての 智識 は 多少 あると 自ら 信じて ゐ 

る。 批評で はない、 智識で ある il. それ を 述べて 見たい。 

私の 思 ふに 獨歩は 確に 天才で ある。 修莶 練磨して 成った 小說 家で はない。 その 小說は 大抵 默し てゐ 

る 事が 出來 たくて ま： いた もの だ。 その 小說 にして 意識的に 文學 製作 上の 新しい 試み を やった ものな ど 

は 一 つもない。 彼 は 思ふ傣 筆の 行く 儘に 書いた の だ。 彼 は 文 學者的 臭味の ない 人 だ。 脔來の 文 熟 者 か 

ら 見れば 彼 は 素人 だ。 彼 は 所謂 文 mr 者で はない。 唯の 人間 だ。 文褽 者が 文擧を 書いた ので はない、 人 

問が 人間の 事 を 書いた の だ。 

獨 歩の 作物 は 初から 終まで 變ら なかった。 新體 詩が 文窣體 になり、 文^ 體が 口語 體 になった とい ふ 

やうな 外見 上の 變化 はあった。 けれど その 書 いて ゐ る 事 見て ゐる事 は 昔から 同じ だ。 「源お ぢ」 から 

一^. 一  に 至る まで 少しも 變ら ない。 獨 歩が 若し 新しければ 昔から 斩 しいの だ。 獨 歩が 若し 豪ければ 昔 

から 豪い の だ。 


獨歩 は^から 戀を說 いた， 夫婦 を說 いた。 獨歩は 昔から 宗 敎を說 いた、 運命 を說 いた。 そして 死ぬ 

まで 戀 I 夫婦 —宗敎 —述 命を說 いて ゐた。 

一 牛肉と 馬 鈴薯」 の 中に ある 「驚き」 を 欲する 熟 望 は .「獨 步呤」 の 中の 「驚異，」 と いふ 新體 詩に 旣に 

出て ゐる。 「空 知 川の 岸邊」 にある やうな 北海 迠 生活 を 欲する 念 慮 は、 早く 同じ 「p 步吟」 中の 一" 林 

に，；：：. E^: す」 に 出て ゐる 『富 岡 先生」 の 前に 「渠」 (「武 藏野」 の 中の 「まほろし」 を兑ょ ；} とい ふ 作の 

あるの を 見ても、 彼の 變ら ない とい ふ毐は 分かる。 

彼の 作物 は 凡そ 左の 五 種に 分ける 事が 來る。  - 

(一) 自然 を 害いた もの。  - 

「武藏 野」 「小春」 等。 

(二) 戀愛 及び 夫婦 問題 を 書いた もの。 

_ わかれ」 「歸 去來」 「牛肉と 馬 鈴薯」 「第三者」 「湯ケ 原より」 「夫^」 「鎌 倉 夫 ん」 「戀 を戀 する 

人」 等。 

(三) 宗敎 問題 及び 運命 を說 いた もの。 

「女難」 「牛肉と 馬 鈴薯」 「正直者」 「運命論者」 「酒 中日 記」 「悪魔」 「帽子」 等。 

(W) 少年 時代の 追想。 
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「少年の 悲哀」 「春の 鳥」 「馬上の 友」 「畫の 悲しみ」 「日の出」 等。 

(五) キャラクタ ァ、 スケッチと もい ふべき もの。 

「源お ぢ」 「忘れ 得ぬ 人々」 「巡査」 「富 岡 先生」 「非凡なる 凡人」 「號 外」 等。 

大凡 この K 通りの 問 を， あっちへ 行ったり こっちへ 來 たりして ゐ たやう だ： 素より この 分類の いづ 

れ にも 當て はまらぬ 作 は ある。 全體 分類と いふ 事の 無理な 事 も 分って ゐる。 併し、 i: 歩の 作で 優れた 

もの は、 何だか みんな この^つの 分類の 中へ 這 入る やうな 氣が 以前から して ゐ たので、 それで 書いて 

見た の だ。 キャラクタ ァ、 スケッチに は 寂しい 人と か 零落した 人と か 世に 捨てられた 人と か 時代に 遲 

れた 人と か數 多い。 獨 歩が 斯 かる 人物 を 好んで 書いた の は、 確に ツル ゲ H ネフの 感化 を 受けた の だ。 

自然に 對 する 新しい 研究 も ツル ゲ ネフに 負 ふ 所の あつたの は 無論 だが。 これ は 主として ヮァ ヅヮァ ス 

から 來てゐ る。 概說 すれば 獨步は 人 SI を ツル ゲ H ネフに 學び、 自然 を ヮァヅ ヮァス に學ん だの だ。 

獨步は 第一 人稱 小話の il 祖 であると 一一 一一 口って 好い。 彼の 作に は 早くから 第一 人 稱の說 話が あった 「運 

命 論者」 「女難」 「正直者」 等 は 殊に その 優れた もの だ。 

獨歩は 叉 手紙 小說 をよ く 書いた。 「第三者」 「湯ケ 原より」 「失 婦」 等呰然 りで ある。 叉 「洒 中日 記」 等 

の 日記 體小記 も 書いた， 「惡 魔」 の 如き 大部分 隨 筆から 成って ゐる 小說も ある。 小說の 中に 圈點の ある 

の もこの 「^魔」 が 始まり だ。 これら は 確に 舊來の 小說に 新形式 を 加へ たもの だ。 


獨歩は 又 芝居 にならぬ 小說の 元祖で ある。 近頃で こ そ 芝居 にならぬ 小說が 多^ 世間 に 認められて 來 

たが、 つい 四 五 年 前 迄 は 獨步が 一 人で 芝居に ならぬ 小說を 書いて、 苦しい 生活 をして ゐ たの だ。 

獨 歩の 作物に は獨歩 一流の 解決が ある。 理想が ある、 結論が ある。 無 解決で も 無理 想で も 無 結論で 

もない。 獨歩は 常に 自ら 「人 問學」 の 先生 だと 成 張って ゐた。 確に！ i 歩 は 人情 哲舉 の舉 者であった。 

單に 「描寫 する 人」 ではなかった。 

獨 歩に 「非凡 人」 とい ふ ツル ゲェ ネフ (「アンド レイ *コ ルソ フ」) の飜 案と， 「絲 くづ」 とい ふモ ォパッ 

サンの 飜譯 と. 「決闘 家」 とい ふ ツル ゲ H ネフの 飜譯が ある。 獨 歩が 直接に 西洋 小說を 紹介した の はか 

ラ 三つ だけ だ。 中で 翻案の 「非凡 人」 が 一番 優れて ゐる。 この 飜案を 兌る と、 獨步と ツル ゲ H ネフと が 

如何に 接近し てゐ るかが よく 分か つ て 面白い。 「決鬪 家」 は 名前 だけで 實は獨 歩の 譯 でな いとい ふ 事 だ。 

この 他に 獨步は ヮ ァヅヮ ァ ス の 詩に 註 釋を附 け て 出した 事が ある。 その 本 は つ い 失く し て 了った が、 

その 註 釋の矢 張獨步 式であった 事 だけ は覺 えて ゐる。 縦に 細長い 袖珍本だった。 

「III 聲」 以後の 作 は 近日 「第二 獨歩 集」 として 出る さう だが、 私 は その 中に 出る だら うと 思って ゐる 

中で は 「诸」 「肱の 侮辱」 「一 一老 人」 など を愛讀 した。 

若し 全桀 出版の 計畫 があるなら、 獨步が 萬 朝 報の 懸賞 小說 へ 投書して 當 選した ものな ども 探して 入 

れて貰 ひたい。 「夕立」 などと いふ 佳作 も ある。 その他に も 一つ 二つあった。 こな ひだ 弟の 牧ニ さんに 
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聞いたら. 「富 岡 先生」 も 萬 朝へ 應 じて 失敗した もの を ま： き a した もの ださう だ。 

獨歩は 作 を 始めた 時分、 如何なる 點で當 時 隆盛だった 硗友社 一 派と 考が 違って ゐ たか、 それ は斩聲 

社が 明治 三十 五 年 四月に 出した 「現代 百 人 豪」 の笫 一 に， 賴 まれて 餘俵な く 彼の 書いた r 紅葉 山人」 

とい ふ 一 文を讀 めば 分かる。 中に 曰く —— 

新時代の 要求と は 何で あるか、 人 を 社會の  一 として 視る ばかりでなく、 天 地 問の 生命と して 觀ん 

こと を 求む るので ある。 

又 口  く 

彼等 (紅^ 出 人 一 派 を 指す) は. 遂に 自家 を 社 曾の 一 員と して： 且つ 力め 且つ 戰ひ、 且つ 笑 ひ 且つ 

泣き 且つ 叫ぶ の 外、 此 不思議なる， 此 無窮 無逡 なる； 大地の 間に 介 立して、 其 玄と其 妙と 其 犬と を 痛 

感し、 而 して 煩悶す るが 如き こと を 多く 爲 なかった らしい。 卽ち 彼等のお す 人生 は 社 會と焖 人との 

交 渉 たるに 過 ざない。 

又 曰 V —  . 

「多情多恨」 の^ 兑柳之 助 も 同じ 事で ある、 鷲 見 其 人 は 紅葉の 描け る 如 屈 人、 サ； 蟲、 正直 漢 なら 

其で 可い、 彼 をして 妻の 死 を^て 人生 觀に 苦しまし めよ と は 言 はない。 たぐ 之 を 描く 處の 紅葉 其 人 

は 何 所まで も 柳 之 助 を 生と 死の 不思議なる 法則に 支配 せらる  >此天 地 間に SB いて 見な ければ なら 


ぬ。 然るに 「多情 多 ill 遂に 北ハ 消息 を兒る ことが 出來 ない ので ある。 卽ち矢 張 巧妙なる 洋装 文攀た 

るに 過ぎざる ことと なった。 

其 描く 人物 は 山中 一軒家に 侁む無 學な樵 夫で も 可い、 裏店に 住む 熊 公 八. 公で も 可い、 此等の 人物 は 

H<w 玄妙の 理 なぞ 知る わけがない、 宇宙 觀も 人生 觀も あった もので はない、 た > 社會の 尤も 平凡な 

る  一 cs たるに 過ぎない。 徂し 若し 之 をし も 描くべき 詩 料と する の價！ きがあるならば、 矢張り 之 を^ 

くに 天地 間に 其 生 を 托する 哀々 たる 一 生靈 として 之 を視 なければ ならぬ。 

今 は 唯 獨歩を 悲しむ の 情に 心亂れ て、 再び その 總 ての 作 を 繰り返す 暇がない。 以上 はほんの 記憶り 

限り を 述べた 丈 だから、 誤 も あらう、 脫漏も あらう。 それ はどう か 許して 下さい。. 

^ね^と 南^との 紛 ffi 展覽會 を 兌て、 その 明くる日 旅に 出た。 

しきり にあの 展覽會 の 事が 思 はれる 。 

南 君の 繪は 如何にも 品が 好い。 從 つて 音締めが 低い— ー: 或 場合に は 殆ど 聽き 取れぬ まで 調子が 弱い。 

「物 ほし」 だと か 「夜の 町 裏. 一 だと か 「裏長屋の 甚」 だと かいふ 物 を 好んで かきながら、 それが 如何に 

もお となし くて、 少しも 下品に ならない 所が 嬉しい。 南 君の 作 は 高 村 君の 言 ふ 通り 「白百合の 花」 だ。 

小山^: 篛 全集 八卷 1 六 九 


小山 內薰 全集 八卷 隨筆  一 七 〇 

南 君の 叢 堂 を 出て、 有 島 君の 畫 堂へ 這 入る と、 全く 違った 感じが する。 

ここに は 放膽が ある、 高調が ある、 野心が ある —— それ を 又 ここで は 嬉しく 思った。 

有 島 君 は 僕の 舊知 だ。 僕 等が 大學に ゐる頃 「七 人」 とい ふつ まらぬ 雜誌を 出した 時に、 表紙の 繪を 

かいて 吳れ たの は 有 島 君だった。 有 島 君 は その 頃 面に 趣味 を 持って、 頻に面 を 集めて ゐた。 「七 人」 の 

表紙に は 七つの 面が 書いて ある。 

一度 「七 人」 に ロ繪を かいて 吳れた 事が あった。 「夢の 泉」 とかい ふ 題の 鉛筆 靈 だった。 七 人の 女が 

色々 な 姿 をして 石の 井戸に 寄り かかって 眠って ゐる。 犬が 一疋 地べたに 腹ん 這 ひに なって、 口 を あい 

て 舌 を 出して ゐる。 遠くに 森が ある。 森の 上に 朧月が 出て ゐる。 月 は 暈 を 着て ゐた。 

この 繪の 製版が 惡 かった 爲に大 &有& 君 は 神經を 害した。 その 時の 編輯 當番は 僕だった ので、 僕 は 

有 島 君の 手紙 を 全部 雜 誌に 出し て 、 罪 を 作者と 讀 者に 謝した。 

それから 間もなく 有 島 君 は 西洋へ 出かける 事に な つた。 

西洋へ 行く 時， 記念に 僕と 島 崎さん とに 一 妆宛 習作 を吳れ た。 僕の 貰った の は 崎さん の 詩集 「夏 

草」 の. s にある 「農夫」 を 書いた ものだった。 これ は 今でも 僕の 書齋に 置いて ある。 有 島 君 はこれ を 

吳れる 時. 「ほんの composition だけして 見た の だ。」 と 言った。 島 崎さん が數 多の 習作の 內 から、 自分 

で 選んで 貰った の は、 帝 國大學 だか 何處 だかの 構内の 一隅 を窨 いた ものだった。 これ を 島 崎さん に^ 


れる 時、 有 島 君 は， 「僕 はこの 頃藝 術に は何處 かに 秘密がなければ ならない とい ふ 事を考 へ て ねます。 

この 繪の 秘密 はこ こらに ある 積り です。」 と 言 ひながら、 煉冗の 建物の 前の を 指さした。 

西洋へ 行って から は、 僕の 方から 無沙汰 をした ので 一向 有 島 君の 消息 を 手に しなかった。 併し、 島 

崎さん の 所へ は 始終 便りが あつたので、 庞々 それ を 島 崎さん から 聞いた。 

有 島 君が SI 朝す ると 間もなく 雜誌 「白樺」 が 生れた。 その 同人と いふ 者 を 見る と いづれ も 僕の 舊知 

だ。 正 親 町 君 は  一^古い 友達 だ。 それから 志贺 君、 それから 有 島 君。 武者 小路 君 は 知らないが、 若し 

ゃ半藏 門の 側に 元あった 麴町 幼稚園へ 子供の 時 行って ゐた 人で はない かと 思 ふ。 r てれなら 僕 も あすこ 

の 生徒だった ので、 微に 幼顔 を覺 えて ゐる。 

「白樺」 は 樺と いふ 字の ッ タリが 示す やうに、 華族の 息子さん 達の 集まり だ。 華族で ない 人に しても， 

大抵 は 「華族 學校」 (僕 等 は 子 佻の 時分、 學習院 を かう 呼んだ) の 出身 だ。 併し、 いづれ も 華族 を 鼻に 

かける 逑屮 ではない らレ い。 先達の 雜 誌に 出て ゐた 「牧師の 家」 の 評の 中な どに は、 平民に も 書け さ 

う もない 思 ひ 切った 事が 害いて あった。 

お 朝 後， 有 島 君 は 一度 か 二度 僕 を內へ 呼んで 吳れ た。 併し、 いつも 都合が 惡 くて、 行く 事が 出来な 

かった。 僕 は 懐し ぃ番 町に 背く 事 旣に八 年で ある。 

僕 は 僅に 毎月 「白樺」 を 開いて は、 古い 友達に 會 つて ゐ た。」 
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自由 劇場が 第二 囘の 試演 をした 時、 有 島 君 は 大勢 人 を 誘って 見に 來て 吳れ た。 その 時- foyer で 志 

眢 君と 二人 立って ゐ るのに 會 つた。 £| 朝 後 初めての 對面 である。 併し、 僕 は 忙しかった ので 何も 話が 

出來 なかった。 有 島 君 は 昔と 少しも 變ら ない、 懷 しい、 そして 威の ある 眼. つき をして ゐた。 

試演が 濟 むと、 直ぐ 端 書 を 寄越して 吳れ た。 「出發 前半 時間」 は 荷が 勝ち 過ぎた。 やはり 成功した の 

は チェ ェ ホフの 喜劇 だ、 とい ふやうな 事が 書いて あった。 

滯歐 記念の 展覽會 を 兌る に 及んで、 僕 は 始めて 有 島 君に ゆっくり 會っ たやうな 氣 がした。 

その 癖、 あの 會 場で 會 つた 時 も、 僕 は 有 島 君と 餘り 多く を 語らなかった ので ある。 質問したい 塞 も 

あつたし、 說 明して 貰 ひたい 事も澤 山あった の だが、 列んで ゐる繪 と 話 をした だけで、 僕 はもう 十分 

I： つれて 了った ので ある。 

有 島 君 は頻に 自分の 繒には 「書き足りたい」 所が あると 一 百 ふ。 志賀 君に も 「未成品 過ぎる」 と 言つ 

たさう で、 志賀 君の 紹介に さう 書いて ある。 

未成品。 未成品。 僕 は 何よりも 未成品 を 尊ぶ。 

どんな 未成品 を 見ても、 その 作者の 歩いて ゐる道 —— 若しくは 歩かう として ゐる 道— 1 は 好く 分か. 

る。 完成した 作品 は 恰も 歩き 切って 了った 道で ある。 道 は步き 切って 了 ふと、 もう 先がない。 

未成品 は 歩きつつ ある 道で ある。 まだ 澤山 歩く 所の ある 道で ある。 先の ある 道で ある。 


この 點に 於いて、 未成品 は 何よりも 尊い。  . 

未成品と 未成品と は、 相 隣れ る 道 を 同じ 方角へ 行く 二人の 旅人で ある。 未成品と 未成品と は 相呼應 

して 進み 得る。 完成した 二つの 作品 は、 時に よって、 丸で 遠った 方 1W: に 着いて ゐる。 

未成品の： M 盟は" やがて 若い者の 同盟で ある。 -League  of  Youth" である。 有 島 君の 作品が 若し 「未 

成 品」 なら、 有 島 君 はこの 尊い 同盟の 一員な ので ある。 僕 は 自由 劇場の 團體 と共に、 とうから この 同 

盟に加 へ て 貰って ゐる。 

冇^^ の 西洋 土產を 兌て、 何よりも 先づ 第一 に 思 ひ 出した の は、 「藝 術に は 秘密が ある。」 とい ふ！！ だ 

つた。 

有 島 君の 繒には 今でも 秘密が ある。 有 島 君の 繪は內 より 外へ 出た 繪だ。 外より 內へ這 入った 繪 では 

ない。 悉くが 裸で 出て ゐ ない。 何者かが 隱 されて ゐる。 

^.i? 君の かいた 自然 は、 有 島 君 を 通して 出て 來た 自然で ある。 有 島 君 を 通して 出て 來る 時、 .R: 然は 

いつも 何物 か を 有 島 君の SO-1 の^: に隱 して 來 るので ある。 

Arthur  svlll:l-s  Q  --studies  in  Sevcu  Arts" の 15T に、 1I2U.V  Irving と j5 一 eoiiorii  I>usc との j ^風の 

比较 論が ある。 ァ ァヰン グの藝 は何處 まで も science である。 tiadltion である。 從 つて 外面 的で あ 

る。 然るに、 ヅ ウセの 藝は、 あくまでも 內面 的で ある。 科な ども ァァヰ ングの やうに 一 々型に 嵌って 

小山 內薰 全集 八卷 隨筆  一 七 一一 一 


小山 內 全集 八卷 隨筆  一 七 四 

極まって ゐ ない。 或 場合に は gauche に 見える 事 さへ ある。 ァァ ヰング の藝を toolsique の 至れる も 

のと 思って ゐたシ モン ズは、 ヅ ウセの 藝を 見る に 及んで、 己の 愚 を 悟った とい ふ 事で ある。 

ヅ ウセ は 感情 を あら はすのに * 感情 を 放たないで、 却って 感情 を 押さへ るの だ。 淚を 見せる のに、 淚 

を 流さないで、 却って 淚を飮 み 込む の だ。 ヅ ウセの 藝術 は， 「放つ 藝術」 ではなくて、 「押さへ る藝 術」 

なの だ。 

それ 故ヅ ウセの 藝 術に は 秘密が ある、 謎が ある、 思索が ある。 

Naturalism の 勃興と 共に、 「見る」 とい ふ 事. 「正しく 見る」 とい ふ 事 は、 極めて 有益に 敎 へられた。 

僕 等が 餘 りに ピ ントを 外さな くな つたの は 確に そのお 蔭で ある。 

併し、 餘 りに 「見る」 とい ふ 方ば かりに 氣を 入れ 過ぎた せゐ か、 近頃 は 「思 ふ」 とい ふ 事が 大變少 

くな つて 來た。 殊に 「正しく 思 ふ」 とい ふ 事が 甚だ 稀に なって 來た。 

この頃の 藝 術に は、 餘 りに 秘密がない、 餘 りに 謎がない、 餘 りに 思索がない。 「放つ 藝術」 ばかり だ、 

「あら はす 藝術」 ばかり だ。 少しも 「押さへ る藝 術」 がない， 「隱 す藝 術」 がない。 

「內 より 外へ 出る 藝 術。」 これ 吾人が 求む る藝 術で ある。 外に ある 形が Kodill の 指 を 動かす ので はな 

い。 內 なる Soul が Kodiu の 指 を 流れ出る ので ある。 自然が 外から 內へ 彫刻 をす るので はない。 人 

間の Soul が 内から 外へ 彫刻す るので ある。 自然 は藝 術で はない。 人間の 靈火 を、 通り過ぎて、 自然 は 


始めて 藝術 となる の だ。 神 は creates- であっても artiste ではない。 

生命 は 血で ある。 血 は 皮膚の 下 を 流れて ゐる。 外から 皮膚に 觸れ ただけ では 生命の 血 は 汲み とれな 

い。 生命の 無い 藝術、 「人生の 皮膚」 を さすって ゐる やうな B 術、 侯 はさう いふ 藝術を 嫌 ふ。 

話が 大& 横へ それた。 再び 有 島 君の 繪に戾 る。 

有， お 君の 肖像 畫と 人物 敲とは 最も 僕の 與味を 引いた。 一つ一つ pose が 違って ゐて、 その 一つ一つ 

の Pose が 悉く 僕に は 面. H かった ので ある。 「黄色き 光 を 後に せる 女」 「赤き 唇の 少女」 「水色の 衣 着た る 

女」 「麥藁 帽子 を かぶれる 女」 「靑き 女」 「褐色の 衣き たる 女」 「編みた る髮の 少女」 など、 一 つ 一 つ 首の 向 

け 卞、 頃け 方が 違って ゐて、 どれ もこれ も 僕の 意 を 得た ので ある。 「老 モデル」 「バルコンの 女」 「伊太利 

の^」 「牛乳 配達の 女」 「頰 杖」 などの 姿勢 は、 一 々惚れぐ とする 許り 好かった。 僕 は Theatre と. J ふ 

方面から 見て、 常に 人間の 「かたち」 に 一 種の taste を感 する の だ。 

人物の pose はやが て 人物 畫の composition である。 有 島 君 は 「夢の 泉」 や 「農夫」 を 書いた 時分 

から composition が 巧かった。 

文壇に plot とい ふ 語 を 嫌 ふ 人が ある やうに、 畫界 にも composition とい ふ 語 を 蛇蝎 視 する 人が あ 

る。 前者 は plot と 言へば 直ぐ Story だと 思 ふ 文人で ある。 後者 は composition といへば 直ぐ narratsn 

だと 思ふ畫 家で ある。 
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Story のな 5- 小說 にも P  一  ot は ある。 narration のない 綺畫 にも composition は ある。 或 意味に 於い 

て、 世界に Plot のない 小說は 一 つもない。 composition のない 綺畫は 一 つもない  art のない ョ. t 

が 一 つもない やうに。 

新しい 釗 について は、 西洋で も l)lotle.ss とい ふ 事が 言 はれた。 併し" これ は怫蘭 西風の well-smf 

tructccl  play に對 して 一一 一一：： はれた；^ で、 丸で construction のない 劇と いふ 意味で はない。 construction の 

ない 所に 劇 は 存在 しないの だから。 

^の.：； H  (と  一一 一一 I： まれる Gorky の ：Nachtasyl" にも、 初 もな く 終 もない と 言 はれる Granville  w;u.k。r 

D  «vcscv  Inheritance" にも、 立派に plot は ある。 、ご idreev の 《:Bed  Laugli" など は、 最も 無 脚色 

な 作品 だが、 これに も prt の あるの を 認めない 譯には 行かない。 

illpcsitioll が、 何で 綺畫の 恥で あらう。 

色 も 筆 遣 ひも 好く は 分からぬ 版 K を 兌て、 吾人が Mslct や Manet や Kelloil. に 感心す るの は 何が 

次で あらう。 composition に 打 たれる からで ある。 自然から 拾 はれた composition の 美し さに 驚く か 

ら である。 

「自然から 棵り 出された coml>csitisl。」 僕 は 今 かう 言った。 然り、 自然から 探り出された Coml5shio= 

である。 人 問 が作爲 した 25rcsiti£l ではない。 


僕が plot と 一一 一 〔ひ、 composition と 言 ふの は、 決して 「こしら へ 物 一 の 謂で はない、 「探り出された 

物」 の 謂で ある。 

有岛 君は荬 しい さ-ミミ siticll を. R 然の內 から 探り出して 來 たので ある。 

仪は 先に 「內 より 外へ」 とい ふ 事を說 いた。 然るに 今 は 又 「外より， 2： へ」 と 聞 こえさうな 事 を說ぃ 

た。 僕 は大な る 矛盾 を敢 てしょう として ゐ るので あらう か。 

^して さう ではない。 僕の 所謂 「内より 外へ」 が、 ^し 準なる 「內 より 外へ」 でない 亊は、 S 

女で 分かって ゐ よう。 外から 一 旦內へ 這 入って 來 たもの が、 「內 より 外へ」 出る のでお る。 自然の 內か 

ら突 しい composi.tioll を 探り出して 來 ると いふの は、 その 「外から 一 旦內へ 這 入って 來る」 時 ひ 事 を 

言った ので ある。 

感想の 順で 命題が 前後した ばかりで ある。 

「外より 內へ」 而 して 「內 より 外へ。」 

^人の 藝 術の 秘密 はこの 問に ある。 

(袖が 沛 にて) 

瓦 町に て 
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七 月 一 日。 

昨日よりの 腹痛 未だ 癒えす。 朝 も 午 も 葛湯で 濟 ます。 

トラち やん 來訪。 け ふ は 福 ちゃんが 日 比 谷の 太 神宮で 婚禮 を， する 日 ゆ ゑ、 留守居 をし なければ なら 

ぬ さう で、 直ぐと 歸る。 

森 先生の - .vita  sexually を讀 む。 西洋へ 行かれてから 後の 事 を、 もっと 詳しく 知りたい と 思 ふ。 

ffl: しこれ は 僕の Nellgicl.dc> かも 知れす。 先生の 所へ 手紙 を 出さ ラ として、 止める。 

夜、 政泰來 る。 送りながら、 雨 を 冒して 公園へ 行く。 仲 見 世で 色々 雜誌を 買 ふ。 

八洲 亭 へ 上が る。 腹の 試驗 なり。 麵 包と コ n ッケと 口 オル キャベツ を 食 ひ 、 スト 口べ リイの アイス 

タリ ー ムを 平ら. ぐ。 もう 大丈夫 だと 思 ふ。 

八洲 亭を 出て、 直ぐと 政泰に 別れ、 電車に 乘 つて 歸る。 

買って 来た 「新 聲」 を讀 む。 「御 鬮に現 はれた る 文士の 運命」 の 中に 僕の 身の上 判斷が 出て ゐる。 「三 

十五 歳で 細君 を 持った が 非常に 嫉妬 やで 家から 一寸 も 出さす」 と ある。 或は 然 らん。 兎に角 早く 三十 

五 歳に なれば 好い と 思 ふ。 「小說 家なら むより は 小 舉敎師 に 適す」 「俳優の 馬の足より やって 行けば 成功 

すべし」 など、 大分 ほんた うの 事が 甚 いて ある。 

七 H: 一  一口。 


恭 場の 鈴 木 君 を 訪ねる。 川 談を濟 まして 直-ぐと 歸る。 

N 氏 K 氏 T 氏の 連名に て 小包 到着す。 明けて 見れば 玩具の 寢臺 なり。 添狀に 曰く、 

r 每 日々々 よく 雨が ふります。 伺へば、 あなた 樣には 足で あるく た、 みの 上に ねる のがお いや ださう 

ですから、 大きす ぎる でせ うが この 中へ おやすみなさい まし。 これなら ばた X みの 上でありません か 

ら、 よろしい でせ うと 思 ひます。 さよなら。」 

これ は 「讀 賫」 の 衣食住に 關 する贯 問に 僕が 答へ た、 その 答に 對す るい たづら なり。 

大阪へ 行って る 役者の S 君から 手紙が 來た。 その 屮 にかう いふ ことが^いて ある —I 

「僕 はこの 頃の 新聞 をみ て 世間が ィャ になった。 井の 竹が 死んだら 劇界の 爲に 何とか だと かかいて あ 

つた。 あの 男が 藝術界 に 何 をした 事が ある。」 

君 は 大阪へ 行く 時、 "Qaovglis" の 飜譯を 持って行った。 R じ 手紙に 曰く  — 

「何處 に 行く」 を よんで 悟った。 君と 僕 は、 保？ 雜彼得 だ。 私々 は 死んでも 土臺 さへ しっかりして ゐれ 

ば 大丈夫 だ。 

「B  t マ の 人民の 如き E 本國 民に は、 國が 亡びなくて は 目が さめまい。」 

「それ を考 へたら、 非常にい、 心地に なった。」 

島 崎さん の 「雜貨 店」、 正宗 君の 「一幕 見」， 永 井 君の 「牡丹の 客」 を讀 む。 
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夜。 木場の K 君に 招かれて、 深 川亭へ 行く。 かねよ さん * 豐 さん、 歌さん、 大工の 喜 造、 一座な り。 

何れも 木場の 若い 人達な り。 犬に 食 ふ。 

女 ft は こ 一 vl と silhlll となり。 前の 人 は K の大 なる を 以て この 稱 あり。 後の 人 は 顎の 長き を 以て 

カムチャツカ の それに 似たり と、 誰 やらが 一一 ーーロ ひ 出した るな り。 

歸 りに、 みんなで ス1|ョ<ミ ^の 家 を 襲 ふ。 su!r--§ 尹-しきりに 役者の 惡ロ をい ふ。 今の. 歌舞伎 座の 

役者 は 金 をつ けて 貰っても 獣な のば かりだと、 例によって 十、 氣焰 なり。 

十二時 B、 歸る。 上司 君の 「親類」 と 田 山さん の 「寫 就」 とを讀 んで寢 る。 

七 ；=： 三日。 

け ふ は 久しぶりで 天氣 なり。 

Maurice  Baring の :A  Russian  Mystery  Play" の 飜譯に 着手す。 アンドレ H エフ の 劇 「人の 一 生」 

の 見物 記と もい ふべき ものな り。 

下女 を 丸 善に 遣り、 五 R: の 末に 着いた 儘に してあった 波 蘭の 1 ぱ y  byiwfski の 脚本 「雪」 の 獨逸譯 

と、 Arthur  Schnitzler の 脚本 "JComtcsse  Migi" を 取って来させる。 

早速 「雪」 の 序幕 を 讀んで 見る。 


夕方、 久しぶりで 正宗 君の 「何處 へ」 を讀 む。 

さびしくて、 さびしくて 堪ら す。 眾身君 r- を 7： 町に 訪ふ。 僕が T 君 を 一人で 訪ねた の はこれ が 始め 

てな り。 T 君 は 僕の 親友： C 君の 妻 君た るべき 入な り。 

いろ/、 T 君に 慰められで 歸る。 

心 IC 力れ て 肉阪ら す。 S 君へ 宵 を^む。 

(この 日、 姉 を 中心として 家庭に 一 事故 起り、 母 泣き、 姉 泣き、 予 も亦危 く^かむ とせし が、 堪へ て 

淚を 落さ ざり き。 

十^ 來の事 なれ ども、 その 度に 新しき 刺戟 を受 くる は 辛し )  ■ 

七 e: 四日。 

ミ ュ ン へ ンの大 久保醫 舉士へ 端 書 を 出す。 ボルク マ ン舞毐 面 寫&; の 催促な り。 

木場 へ 行く。 

K 君と K 君の 伯父さんと 三人で、 下^ 谷の 妹 を 訪ねる。 K 君の 伯父さんの 三男 善ち やん を この あ： S 

だから； g け て ある 爲 なり。 

善ち やん は惡 友に 誘 はれて、 あんまり 金を使った 爲 に. 「高等 ，15 流し」 となりた るたり。 
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アイス ク リイ ムの 御馳走に なって 歸る。 

歸 りに 京 橋の 河 合で 牛 を 食 ふ。 久しぶり なり。 名物の 婆さんい つの 間に か 死んで 了って ゐす。 何と- 

なく 寂し。  牛 も 近頃 まづ くな りたる やうな り。 

夜 八 時 歸宅。 

不在 中に 「帝國 文學」 より 原稿 ffl 紙 料 到着。 直ぐ それ を 持って 茅 町の 竹 下 さんの 所へ 拂ひ をし に 

行く。 

英佛の 本屋の カタログの 古いの を 五六 册に、 芝居の 寫眞の 出て ゐる rThe  Gral-llic" を 二三 册、 及 

び Catulle  M21d へ- s 夫人の 肖像の 出て ゐる 十； I い "Kens  IllustnSe" を 買って 來 る。 

AJ の 日、 曇 後 雨。 

七月 五 n。 

朝、 雨の ざ あ/、 降る 中 を、 女の子が、 「新 藁 あ、 新 藁 あ。.」 と賣 つて 歩く 聲が、 何となく 悲しい。 い 

ろく 子供の 時分の 事 を 思 ひ 出す。 今日の 生活 を堪へ 難く 苦しく 思 ふ。 華族 や 富豪の 馬鹿 息子 を 羨レ 

く 思 ふ。 

阿部 君と 安成 君が 揃って 来られる。 


Edouard  Rod の 發音を 僕が 間違 へ た 話な どす る。 上田さん の 論文に は、 ちゃんと ェヅ アルド- n ッド 

と 書い て あ つたの を覺ぇ てゐ ながら， 生 怠 氣に佛 蘭 西讀み を やって 失收 したと い ふ やうな 話 をす る。 

三人で 公園へ 活動お^ を 見 に 行く。 

先 づ富士 館へ 這 入る。 ここ は 小屋が 汚なくて 小さい けれども、 s: 洋 物の 多い のが 特色 だ。 如何なる- 

物に も 趣味の 低き を 低き をと 狙 ふ 日本人 は， 活動 寫ー」 典な どで も， 西洋の もの は餘り 好まない。 「紫の り」 

を 愛し. 「江戶 房」 を 喜び. 「黑 潮」 に趨 き. 「朝顔 日記」 に 走る。 かるが 故に， この 小屋 は餘り 繁昌せ す。. 

熟くなくて 好し。 

け ふ； a たる 中に て は rTls  Mohawk ビ King" と 題す る 人情劇と Spreewald の 雪の 生活と を 最も 好 

しとす。 

雷 門の 常 磐に て 牛肉 を 食 ひ， 再び 公園に 入りて 活動 寫眞を 見る。 今度 は 大勝 館。 

Volga 河 及び Caucasus を寫 した 露西亞 生活が 最も 面白かった。 露 文 學の通 者た る兩 君、 しきりに 

「振って る。」 「振って る- -」 と 感嘆す る。 人^劇で は、 亂 酒の 爲に 軍隊から 亞弗利 加へ 追放され た 兵士 

が、 期滿 ちて、 歸國 後、 どうしても 職 を 得る ことが 出来ないで、 つ ひに 盜賊 となり、 計らす 軍人 時代 

の舊 友の 家に 忍び入って、 舊 友に 見出されて 助けられ ると いふ 筋の ものが 面白かった。 

午後 七時歸 宅。 
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「雪」 第二 慕、 第. H 幕を讀 む。 

Willy と Bldllka は 夫婦 だ。 ヰ サイの 弟 Arthur は 兄の 妻ブ U ン 力に 氣が ある リヰ リイの 不在 中に、 

ブロン 力 を 訪ねて 來た ブロン 力の 親友 Hva は ヰ リイの 元の 戀 人だった。 ヰ リイ 歸り來 りて H ヮ に燒： 

木 杭と なり、 プ" ンカ、 夫の 弟に 同情 を 寄せられて、 その 心 を 受け入れる。 今までの 所では かう いふ 

筋" た。 舞臺の 背景に も、 人物の 心理の 背景に も 常に 雪 を 忘れない 所が 面白い。 

七！^ ハリ。 

け ふ も 雨、 赤蛙 を 致り 來る。 

"A  KUBSian  Mystcrv  jplily: の飜^ を績 ける。 

T 界 より h 等な 下駄 を 送って 來る。 

この間 訪ねた 時 十六 錢の 下駄 を 平氣で 穿いて ゐ たから、 多分 見っともな いとで も 思って 吳れ たの だ.. 

らうと ふ。 

つ 一 幕 物」 及び 「趣味」 の飜譯 號を讀 む。 

夕刻、 トラち やん 來訪。 ー銥に 明治座へ 行き、 卯 三郞の 初日 を 兌る。 

卯 三 郞の藝 風 を 非常に 面. 2 く 思 ふ。 高 m や 屮村秋 孝の 師匠 だとい ふ 話 はかね て 聞いて ゐ たが、 成程 


さう かと 受け取れる 所が ある。 かう いふ 人に ァ タマ を 持た して、 近代劇が やらして 兌たい と 思 ふ。 

-k liiisshm  Mystery  say" の飜 譯を镜 ける。 

午後、 三時 間晝寢 をす る。 

また 飜譯 をす る。 

夕方、 淺草 橋から 濱町 河岸 を 散歩す る。 

歸 つて 來て、 また 飜譯を 銃け る。 

午後 十時脫 稿、 二十 九 枚。 あした 訂正 をして、 ルビ を 振る ことにする。」 

この 日 又 姉に 關 して 小事 故 あり。 

家族 一 同 常 分 姉に 對 して は 無頓着 主義 をと る 事に 決す。 

また 皿が 五 六 枚 破れ る こと だら う。 

七. 月 八：！：。 

俳優 養成 所へ 行く。  BjGnls§ に 就いて 一時間 講義 をして、 一時間 雜談 をす る。. 
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舉年 試^^^。 

(I) 俳優と 脚本との 關係を 論ぜよ。 

(H) 西洋 近代劇 一斑に 對 する 感想 を 述べよ。 


養成 所から 木場へ 行く。 

木場に て トラ ちゃんに 會ひ、 一緒に 歸る。 

吾妻 亭で 洋食 を 食 ふ。 

トラ ちゃんに 引っ張られて、 今度 出来た 大森館 の 活動 寫眞を 見 る 。 j 

• 後の 妻」" A  Step  Mother" とい ふの を 面白い と 思 ふ。 

歸宅。 勞れ てよ く 眠る。 

七月 九日。 

朝より -A  Kussian  Mystery  Play" の 訂正に かかる。 . 

午後 一時、 島 崎さん 來訪。 

折から、 また 姉に つきて 小事 故 起る。 


八 


^si? 崎さん にお 願 ひして、 王子め 舉 校へ 入れて 貰 ふこと にす る。 

母 もさう なれば と 大層 喜ぶ。 

この 日 は 午後 の 四時に 西 本 君な どと 雷 門前 に 勢 揃 ひ をして * 活動 寫眞 廻り をす る 約束 がして あった 

島 崎さん をお 誘 ひして、 一緒に 出かける。 

雷 門前の 雨の 中に、 二人 傘 を さして 佇む。 

け ふ は 四 萬 六 千日で、 雨で は あるが、 中々 の 人出 だ。 

走 馬燈の やうに 色んな 人が 往 つたり 来たりす る。 併し、 連中 は 中々 來 ない。 

やがて、 太 田水穗 さんが 来られる。 島 崎さん は舊 知、 僕 は初對 面。 

問 もな く 西 本 君が 來る、 やがて 吉. y 君と 小川 未明 君が 見える。 小川 君に は 始めて だ。 

來る笞 の 水 野 君が 幾ら 待っても 來 ない。 西 本 君 は 名刺に 「オペラ 館に ゐる、 水 野 君。」 と 書いて、 電 

信 柱へ 挾む。  i 

六 人で 出かける。 仲 見 世で 永 井 荷 風 君に 會ふ。 永 井 君 はお 念佛 とか を聽 きに 行かれた おりださ うだ。 ■ 

1 行 は 七 人と なる。 

觀昔 堂の 左手に は、 靑 5 酸漿の 根 こぎに したの を 懸け 連ねた 店が 澤 山に 出て ゐる。 毒除けと か蟲除 

けと かになる さう で、 年 この 日に は賣る 例に なって ゐる。 酸漿が 雨に 濡れて 靑々 として ゐる中 を、 
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簑 だの 絲立 だの を 着た 寶 乎が 忙し さう にあつ ちへ 注ったり こっちへ 來 たりして ゐる。 

オペラ 館へ 這 入る、 露 西 亞の熊 狩の 外、 面白き もの 一 つもな し。 實物應 用と かの 悲劇 「二人 かたき」 

に は 惡感を 催したり。 二 〇 加 式の 「膝 栗毛」 にも 當 てられたり。 活動 寫眞 だけ 見せれば 好い もの をと 

殘 念に 思 ふ。 この 小^ は！ I 館の 常時 「血染 の ハンケ チ」 (これ は新聲 館の 古で はあった が) だの、 「迷の 

舞踏 會」 だの、 火 分 好い もの を兒 せた のに、 近頃 あらす もがな の 「實 物應 用」 などに 件 を 折る ため か， 

一 向 振 はす。 

富士 館に 入る (水 野 君 終に 來ら す、 、水 井 君歸ら る。 同行 もとの」 ハ人 となる") 寫眞は 先日に 同じ。 相 

變らす 不快なる は n 本物な り。 「ばけ 柳」 の 夢の 場な ど、 何等の 醜ぞ や。 かかる もの は 禁止に ならぬ 國 

なり。  、 

更に 電氣 館に 入る。 扇風機の. 極めて 大きなる が、 恐し き 昔 を 立てて 廻轉 す。 快し。 

寫凰 は、 先逹 ここで 見た 悲劇 「出來 ごころ」 程の ものな し。 併し、 ォォ スト a ォ、 ハン ガリィの 鬼. 

狩、 い たづら 小佾 など 面白し， 「瘦 せる 法， 一 とかい ふの は 少しく 不快な り。 

十 時になる。 

みんなで、 中の 常 磐へ 牛 を 食 ひに 這 入る。 ガ々 で 「入らつ しゃい、 入らつ しゃい。」 とい ふ 黄い ろい 

聲 はすれ ど、 誰も 出て 來す。 長雨で 女中 も惰 氣を帶 びた ものと 見 ゆ。 


小川^ は 牛が 嫌 ひだ さう で、 一 人 鳥 を 食 ふ。 

00, みんなに 向 ひ、 活動 寫 眞に對 する 感想 を 書け とい ふ。 いづれ も 笑 ひながら 承知した 檨 子な 

り。 僕 も 喪いて 見ようと 思 ふ。 

天 王 橋で、 僕 一 人 電車 を 降りて 歸宅。 

"A  Biian  Mystery  Way" の 訂正 を 了る。 明日 「新 小說」 へ 送るべし。 就眠。 

キエ ルケ ゴ オル の哲學 及び イブ センの ブ ラ ントを 味方に して、 「劇 擅の 漸進 派と 急進派と - を ^ じヒ 

く 思 ふ。 急進派と いふ 詞の 不十分なる を 思 ふ。 「一 足 飛び 派」 とで も 言 ひたし。 

collvcsioll の 意義 如何" (藝 術ヒ. の 改宗。) 

人間 は gradually に出來 たもの なり や。 Suddenly に出來 たもの なり や。 

進化論と 創世記との 關係。  (明诒 E 十二 年) 

稻毛 にて 

〇  ， 

今日は 淺間樣 のお 祭 だ。 
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七 里 四方から 來 ると いふ 參詣 人で、 濱も、 干潟 も 街道 も 一 杯の 人 だ。 

今年 生れた 子と 三つになる 子と 七つになる 子に ぉ參り をさせる のが 習慣 だとい ふ。 綺麗に 飾り をし 

た 馬に 和 鞍 を 置いて、 親が 子供 を兩 脇に 抱いて 乘 つて 來 ると いふ、 その 珍しい 景色 は 見られなかった 

II 朝 雨が 降った ので。 

晝 から 射り つく やうに 日が 照って 來た。 その 暑い S の 下 を、 懵子も 冠らぬ 村の 若い 衆が、 シャツ 一 

枚の 肌脫ぎ 姿で、 そこら 屮歌を 唄って 歩く。 

濱の 街道に 沿うた 荒物屋の 前 を 通る と、 檢兑 川の 郵便配達が、 カバン を 掛けた まま 綠臺に 腰 を かけ 

て * ぉ强の 御馳^に なって ゐた。 私の 所へ 一日に たった ー囘^ 京からの 消息 を 持って来て 吳れ るの は • 

この 與 に 違 ひない。 

海の 中に 鳥居が 立って ゐる。 その 鳥居の 正面に あたる 松 山に 淺間樣 が ある。 這 入って 見る と兩 側に 

色色な 店が 出て なる。 一^多い のが 圑扇を 賫る店 だ。 參詣人 は 大抵 圑扇を 土產に 買って 歸る。 

高島田に 結って、 掛の 紋附の 着物 を 着た、 色の 黑ぃ 娘が 二人、 汗 を 拭き/、 石段 を 登って ゐた …… 

淺間樣 を 降りて、 撿見 川の 方へ どんぐ 歩いて 行く と、 道端に 巡^が 二三 人穩 かならぬ 顔 をして 立 

つて ゐる。 巡 杏の 立って ゐる 直ぐ 向う に 駄菓子 を^る 茶屋が ある。 そこに 人相の 惡ぃ 若い者が 五六 人 

かたまって ゐた。 


歸 りに 又 そこ を逋 ると、 顎に 髯の 生へ た 易者の やうな 男が、 頻に何 か 巡^に 詫 まって ゐた。 

〇 

東京から 訪ねて 吳れた 友達 を 送って、 夕方、 ス テヱシ ヨンまで 行く。 いつもの 通りの 道 だ。 芋 畑の 

間を眞 直に。 

ステ H シ ヨン 前の 茶屋で 暫く 汽車 を 待つ。 お上さん が 馴染な ので、 畑に 向いた 座敷へ 通して、 大に 

優待して 吳れ る。 

隣の 部屋で、 村役場の 役人ら しい 男と 漁師の 總 代と でも 言 ひさうな 男が、 間に 膳 を 置いて、 酒を飮 

みながら、 頻に何 か 理窟 を 言 ひ 合って ゐる。 農 商務. がどうした とか、^ 商務省が どうしたと かい 

ふ 事 は 時々 聞こえる が、 話の 要領 はちつ とも 分からない。 

汽車が 来たと 言 ふ。 

友 達と 一 锗にブ ラッ トフ ォォム へ 這 入らう とすると、 入場 切符 を 買 へ と 言 ふ。 買ったら、 一 ー錢だ 

つた。 

汽車が 来る。 たった 一 人 友達 だけが 乘る。 直ぐ 叉 汽車が 出る。 

「ちゃう ど 一 ー錢 位な ものだね。」 

と 言 ふと、 友達が 笑った。 笑 ひながら 友逹は 動いて 行って 了った。.』 

小山 内憨仝 集 八卷 隨筆  一九 一 
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茶屋で カメリア を 五つ 買って 歸る。 

〇 

露 西亞の 音樂家 Rubinstein 自叙 傳を讀 む。 期待して ゐた程 面白く はなかった が、 長年 外國へ 

つて ゐて、 久し 振で 國へ歸 つて 来た 時 Pass  rol.t がない 爲に、 自分の 國へ這 入る のに 苦しむ あたり は 

面白かった。 

維納で 放浪 生活 をして ゐた 時分の 記事に も 感じた 所が 澤 山あった。 屋根裏の 住居へ 訪ねて 來た Lrzt 

が 今夜 どこかで 飯 を 食 はう と 言って 吳れた 時 は、 天 へ も 登る やうな 氣 がした と 言 ふ。 かれは 幾 G2 か 丸 

で 飯 を 食 はすに ゐ たので ある。 

伯林 駐 剳の 露 西 亞公^ から 釋山 紹介 狀を 貰って 來て、 それ を 方々 へ 持って行 つたが- 一 向 ^ がない。 

あんまり 不思議 だから、 殘 つて ゐる內 の 一 通 を 明けて 見たら 謎が 解け たとい ふあたりの 經驗も 面白 

い。 紹介 狀に はかう 寄いて あつたの だ I 

My  Dear  oounti  So  and  So,  To  the  position  which  we,  the  ambassador  and  Lis  wife  occu 

l〕y,  is  attachcdd  tlie  tcaious  (ulty  of  llatrcsizhlg  and  rccclsnc 一 KlillsT  cur  various  compatriots  i-1 

order  tosatisjy  their  ？, temimes  damora.UK  requests. 闩 lie  refore  wc  recommend  to  you  the  bearer 

.01  this  one  liuumstji? 


ル ビンス ティンの -lil--tt-illlte 攻擊に は、 倾 すべ き^ ガ ある。 

〇 

今夜 本 を 1 んで ると、 遠くで 男 や 女の 歌 を 唄 ふ聲が 聞こえる。 一 節 一 節が 非常に 短 かい。 そして 1 

節 一節の 終の 音 をき つと 長く 引く。 それが 野 調を帶 びて ゐて、 如何にも 悲しい。. 

歌に 引かれて、 思 はす 山 を 降りる。 

歌 は 濱邊の 街道 筋から 聞 こ えて 來ろ。 

^暗い 街道 を、 歌へ 歌へ と 歩いて 行く。 

歌 は 段々 近くた るが、 歌 ひ 手の 影 は 更に 見えない。 

ョ オヨ ォと 引く 悲しい 歌の 聲に 交って、 時々 犬の 吠える のが 聞こえる。 

小さな 濱邊の 茶屋 を 越す と、 突然 男女の 群集が 行 手 を 遮った。 

叫 人 或は 五 人づっ 小さな 輪 を 作って、 開いたり 蕾んだり しながら、 手拍子 足拍子 を 揃へ て、 歌 を 唄 

つて ゐる。 

私が 近づく と * みんな 輪 を 崩して、 ばらく になって 了った。」 

「何處 の 野郎 だ。 小生 意氣な 野郞ぢ やねえ か。」 

かう 低く 篤る 聲が 私の 耳 へ 這 入 つ た。 
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私 は 恐くな つて 直ぐ 街道 を 引つ 返した。 . 

私が そこ を 離れる と、 歌が 叉 始まった。 私が 遠く なれば 遠くなる 程、 歌が 高調に なって 來る。 

出 を 登って、 部屋へ 這 入る と、 歌 は 一し ほ 悲しく 響いて 來 た。. 

〇 

芝 の 肛門 病院 に 這 入って ゐる Y 君から 端 書 が來た —— 

「まだ 病院 生活 を 綾け てゐ ます。 こんな 時を这 つて ゐて は、 何も 書け やしません。 然し 全快したら 大 

におり ます。 P. 歸 京の 寺 分に はもう 退院して ゐる だら うと 思 ひます。 いづれ その 節お 眼に 力 力り ま 

せう。」 

と ある。 早く 直って、 前から 話の ある 脚本 「河 內屋與 兵衞」 を 完成して 吳. れれば 好い と 思 ふ。 

丸 善から 外國へ 跳へ た 本の 品 切通 知が 来た。 鷗外 先生が 譯 された 「我 君」 及び 「負けた る 人」 の 作 

者、 Williclm  vou  Scholz の評傳 だ。 非常に 殘 念に 思 ふ。 東京へ 歸 つたら、 も 一度 頼んで 見よう。 

近頃 一 一度 目で 藝者 になった 或 女から 面白い 手紙が 來た。 その 內に こんな 事が^い て ある。 

「座敷 歸 りの 靜な 新道 を、 連れの 藝 者の 役者の のろけ ill- おか ほれの のろけ -—— 色の のろけ ，—— 遠慮 

なく だらしなく 聞かされる 時、 ツイつ り 込まれて ァ、 私の ほれた 人 は 死んで しまったの。 その 死 

んだ 人に 逯 ひたい わと いって やる —— つめたい 汨をこ ほして やる。 みんなび つくりす る ：… 」 


朝、 村の 郵便局へ 爲替を 取りに 行く。 

郵便局と いっても、 或 農家の 一部 を惜 りて やって ゐ るの だ、 無 椠配。 

時間が 早 過ぎた の で、 新聞 を讀 みながら 村 を 歩いて 兑る。 

小學 校が あった。 男女 入り 交りで 生徒が 體操 をして ゐる。 それ も 唯 足踏み をしたり 歩いたり する だ 

けだ。 

先生 は 漸く 二十 を 一 つか 二つ 越した 位の 體 格の 妤ぃ靑 年 だ。 

直ぐに 「わかれ ェ。」 を 命す る。 

先生が ぉ辭儀 をす る。 先生 も懵 子を脫 ぐ、 先生 は 昨日 剃った ばかりら しい 坊主頭 だ。 生徒が 一 同 翳 

を 擧げて 笑 ふ。 先生 も 笑 ふ。 

橫の路 次 を 這 入って、 敎窒の 側へ 行って 見る。 女の 先生が 贲 いろい 聲で、 頻に 「金 次郞が …… 金 次 

郞が …… J とやって ゐる。 

その 隣の 敎場の 側へ 行って 見る。 十九 位の 男の 先生が" 詰 襟の 服 を^て. 「一間 は 六尺 …… 然 らば 九 

間 は- ：… 」 と 訊いて ゐる。 

大勢の 男 生徒が 一 齊に手 を擧げ る。 そして 口々 に 「シ、 シ。」 と 曾 ふ。 何の 意味 だか 分からない。 
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小山 内^^ 集 八卷 隨紙  一 为六 

先生が 一 人の 生徒 を 指さす と. 「五 丈 四 尺であります。」 と 答へ る。 又 一 人の 生徒に 聞く と. 「五十 ra: 尺 

であります」 と 言 ふ。 答が 二つに 分かれた。 

先生 はこの 二つ を黑 板に 書く。 そして、 今 聞いて ゐ るの は ffi: 程 だから、 尺で 答 へれば 好い の だ。 何 

丈と いふの は 物の 長さ や 高さ を 測る 時 だけに 使ふ詞 だと 敎 へ る。 先生 は 時々 外に 立って ゐる 私の 顔 を 

見て 笑 ふ。 

又 廻って 他の 敎 場の 橫べ來 た。 さっきの 坊主頭の 若い 先生が 修身の 講義 を 始めて ゐた。 

生徒が 一人 私の 姿に 眼 をつ けて、 私の 幢 子が 可笑しい と 言って 笑 ふ。 他の 生徒 も 段々 に 私の 方 を 見 

る。 しま ひに みんな 總 立ちに なって 笑 ひ 出した。 

先生 は闲 つて、 私の 方 を 見ながら 苦笑して ゐる。 

私 は 邪魔に なつ て は 氣の毒 だと S つ て , 直ぐ 學校を 離れ て 了った。 

郵便局へ 行く と、 もう 役 ai、 が 出て ゐた。 

「時間外で も 取扱 ひます のに。」 と， ふ。 

さっき 私の 來 たの を 何處 かで 見て ゐ たに 違 ひない。 

そこへ^ 兌 川 局の 集配人が 來た。 ぉ强を 食べて た 男で はない。 それでも 私が 宿屋の 浴衣 を 着て ゐる 

ので、 私の 名 を 聞いて、 今朝 私へ 配達す る 害の 郵便 を そこで 渡して 吳れ た。 


東京から 來た 手紙 や 端 書を讀 みながら 歸る。 

途中で 工兵の： g 叭 隊に會 ふ。 喇叭 隊は 私の 知らない 曲 を 吹きながら、 岡 を 降って 松林へ 道 入る * 

喇叭の 昔が 松林に 響いて 美しい …… 

今夜 は 無暗と 寂しい。 

兄妹 母子 悉く 所 を 異にして 住んで ゐ るかと 思 ふと …… 「崩れた 家」 の 姿が まざ/ \ と 服に 浮ぶ。 

母 は 小 坪。 姉 は 王子。 妹 は 跪^。 自分 は 始終 落ちつく 所 もない bo】；micll だ …… 

いつまで かう いふ 生活が 鑌 くの だら うと 思 ふと、 情なく もなる が、 又い つまで も かう いふ 寂しい〜 

！ 併し 自由な —— 生活が して ゐ たいやう にも 思 ふ。 

宿の 子供に ハァ モ-ー 力 を 借りて、 知って ゐる 限りの 曲 を 吹く。 

今夜 は 月が 好い。 

〇 

山 を 降りて、 扳 場のお 上さん の 出して ゐる 茶屋へ 餅 菓子 を 食 ひに 行く。 

ここの 海に は どんな 魚で もゐ ない 魚 はない と 言 ふ。 併し、 それ は 子供の 內 だけの 事で、 大きくなる 

と、 みんな 外海へ 出て 了 ふの だと 言 ふ。 
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「天然の 養魚場 だね。」 と 言 ふと， 「まあ そんな ものです。」 と 答へ る。 

ここへ 來 てから、 三日 位 丸で 口 を 利かないで ゐる 事が ある。 誰かと 話が したくて したくて 堪らなく 

なる。 さう いふ 時 は、 いつでも この 板 場のお 上さん を 訪ねる。 

餅 菓子 を 食 ふと、 干潟へ 降りた。 

干潟 は 凡そ 一 里も繽 いて ゐる。 あさり、 はま-ぐり、 小 蟹、 やど か、 りの 宿で ある。 

砂の 上を濶 歩して 行く と、 何百と いふ 塵の やうに 小さな 蟹が、 狼^して、 さら/、 さら/、 と右往 

左往 する。 

砂に は 無數の 穴が ある。 人の 足音 を 聞く と、 その 無數の 穴が 潮 を 吹いたり 崩れたり する …… 

少し 水の ある 所へ 行く。 村の 女が 五六 人、 せっせと あさり を 取って ゐる。 その 中に 一 人、 細い 竹の 

棒の 先へ 眞 直な 針 をつ けて、 それ を 砂の 中へ 突き さして は、 細長い 棒の やうな 貝 をと つて ゐる 婆さん 

がゐ た。 

聞いたら、 マテ だと 一一 一一！： ふ。 

〇 

松林 を 歩きながら fHm  Bui 一 in の 短篇 集を讀 む， 「焚火」 の描寫 も 好い。 「秋」 の戀も 面白い。 二 ま 

Tilhstelkl" とい ふ 一 番長い の を 一 一章ば かり 護んで、 部屋へ 歸る。 主人公の 小 學敎師 Tm-bin を 想像し 


て、 端な く 村の 坊主頭の 先生 を 思 ふ。 

書 侵 をしょう と ョ5 つて、 横にな りながら、 Nicohis  dc  Chamfort の^ 1 句集 を讀 む。 

「世の中に は 賢者より 愚者が 多い。 IK 者に あっても 賢な 部分より 愚な 部分が 多い。」 

「多くの 思想 を 持って ゐ るから といって、 必す しも 才人 だと は 言へ ない。 澤山 兵隊 を 持って ゐ るから 

といって、 必す しも 良將軍 だと は 首へ ないやう に。」 

かう いふ 皮肉 を 害いた 人で も、 煩 さい 世間の 爲に は、 剃刀で 自殺 をしょう とまでした 事が あるかと 

思 ふと …； 妙に 打 たれる。 

〇 

朝。 

庭で ブラ ン コ をして ゐ ると、 女中が IE. 報 を 持って来た。 

「フ ェ ハツ バイ キン シ」 

私の 第二 小說集 「笛」 が 發賣を 禁止され たの だ。 

急いで 部屋へ 歸 つて、 手元に ある 一 冊 を 初めから 終まで、 跺り 返し 繰り返し 讀んで 見る。 

風紀の 上、 治安の 上の 事 は 一向 分からない。 唯、 今まで 氣 のっかなかった 藝 術の 上の iwkwilrduess 

小山 內薰仝 集 八卷 隨筆  一 九九 
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が頻に 目について 來て、 堪らなく 自分が 厭になる。 

今 m から 筆 を 執らう と 思って ゐた 一 週間 以来の 腹案 もメ チヤ クチャに なって 了った …… 

^の 方で、 頻に鷗 が 泣く —— 捨てられた 猫が 泣いて ゐる やうな 聲だ。 

凉 芝 ■ 居 

八 R: 十九 日。 

ふと 思 ひ 立って 歌舞伎 座の 凉 芝居と い ふ も の を 見物に 出かけ る。 

今日 も 亦 小雨 だ。 まだ 大水が 引かない ので、 佃の 渡し は 船頭 六 人 附。 すっと 上へ 漕ぎ 登って、 それ 

から 斜に 流されて、 築地の 上がり場へ 着く の だ。 

今日は 芝居 だとい ふと、 町 娘の やうに 朝から 胸が どき/、 する。 これ は 子供の 時から だ。 無論 嬉し 

いからで も あるが、 又 怒い からで も ある。 いまだに その^が 止まぬ。 

渡し を 渡りながら、 今日 見る 芝居 を 想像す ると， もう 早く 行きたくて 早く 行きたくて. 胸が どき/、 

する。 どうして 俺 はかう 素人臭い の だら うと 思 ふ。 でも、 さうな の だから 爲 方がない。 

渡し を 上がる と、 直ぐ 車に 飛び 乘 つて、 歌舞伎 座の 前まで 夢中で 曳 かれて 行く。 

猿屋へ 行かう か 梅林へ 行かう かと 一 寸迷 ふ。 足の 向いた 俊 猿 屋へ這 入る。 


「お 一 人です か。」 「ああ， 一 人。 誰も 連なし だ。」 と 一一 n ふ。 どうも 芝居 見物 は 一 人で は 問が惡 い。 

中へ 這 入る 。「暫くお 待ち を ノーと 言 ふので、 西の うづら の 一番 後の 所に 立って ゐ ると、 m 村の 壽 さん 

が 見える。 挨拶 をす る。 

舞臺 では 吉右衞 門が 竹薮の 前で、 白い 襦袢に 大きく 黑ぃ 字の 染めて あるの を肌脫 ぎに して、 刀をキ 

ラリ キラ リと 振って ゐる。 刀 を 納めて、 肩 を 入れる と、 藪の 屮 から 誰 だか 槍 を 持って 出て 來る …… 

「こちらへ。」 と 言 ふので、 茶屋の 男に 隨 いて 行く と、 東の 棧 敷の 二へ 通される。 一間に 一人 だから 廣 

くて 好い。 ー桝 置いて 隣に は 新橋の 七 人 組と やらい ふ popllhlritut に 富んだ 美人が 澤山ゐ て、 誠に^ 

居 その 者と 好く 調和して ゐる I . 少し 近 過ぎる が、 我慢して 了 ふ。 

吉右衞 門 は 竹 藪から 出た 男 を 切って^ てる。 そして 風呂敷 包 見た やうな もの を 一 一つ * 兩 脇に 抱へ て、 

悠々 行かう とする。 

後から 調子の 惡ぃ聲 が 呼びかける。 直ぐ、 菊 五郎が 鐵砲を 持って、 家來を 大勢 連れて 來て、 吉右銜 

門 を 取り 卷く。 

鐵 砲の 音が パチ、 パチ、 パチッ と 鳴る かと 思 ふと、 吉右 衞鬥は 舞臺の 下へ 沈んで 了 ふ。 と、 直ぐ 花 

道の ス ッボ ンか ら焖が 上がる。 そこから 吉右衞 門 がぬ ぅッ とせり 上がって 來る。 

菊 五郎が それに 矢 を 射 かける と， 吉右衞 門 は その 矢 を 手で 捕まへ て， 二つに 折つ て 舞 * へ 投げ返す。 
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木が 這 入る。 霜が しまる。 吉右衞 門 はド a  くド b  くと いふ 太鼓の 音に 包まれて、 花道の 揚 幕へ 

這 入つ て 了 ふ。 

男が 番附を 持って 來た。 

今の は 1 番目 八 犬 傅の 序幕の 二、 裏手の 藪 際 捕物の 場と いふの だった。 吉 右衛門 は 犬 m 道 節、 菊^ 

郞は太 田 新六郞 だ。 

僕 は 八 犬傳に 就いては 少しも 智識がない。 水 滸傳も 知らない。 子供の 時分. 雜俳を 舉んだ 師匠 は、 八 

犬傳の 殆ど 全部 を 詰 記して ゐた、 寢 物語に 諳讀 して 子供に 聞かせる とい ふ 程の 馬 琴 信仰だった が、 僕 は 

その 感化 を も 受けなかった。 僕 は 蓴ら三 馬. 一九、 京傳 などの 滑稽 物ば かり 讀ん だ。 馬 琴の soral  use 

を 食 はす 嫌 ひに 嫌った の だ。 

八 犬 傅の 芝居と いふ もの も、 圑ト 郞の晚 平の を 一度 見た きりだ。 その 時のと 今度のと は 丸で 出て ゐ 

る 所が 違 ふ。 

序幕に 海 だか 川 だかで 舟の 所があった。 松 助の 蟇 六と か 何とかい ふ 役が 大變而 白かった。 姑 禮の滑 

稽 があった。 染五郞 がした 志 乃と いふ 色男 は、 今日の 高麗 藏の やうに 恐い 眼 をして ゐ なかった e 八 百 

藏が左 母次郞 とか 何とかい ふ 敵役で、 藍 微塵と かいふ 若 物 を 着て 出た 意氣な 姿が いまだに 眼に 殘 つて 

ゐる。 福助の …：. キ： 乃の 戀人、 名前 を 忘れた。 あれ も 美しかった。 殊に 何處 かの 場で 驚く 衮愦が あつ 


た。 その 表情に ひどく 僕 は 感心した もの だ。 かう { 仝 を兑 つめて、 口 を 少し 明いて、 ^を 少し^へ 突き 

出し 加減に して、 坐った 儘、 思 はす 一直線に 身體 をす つと 起した 工合 はい まだに 股に ついて ゐる。 普； U 

は 役者が 巧かった のか 知ら、 子供の 時 は どんな 役者で も 巧く W える のか 知ら。 

併し、 團十郞 はもう 餘程衰 へて ゐた。 道 節が 何となくよ ほくして ゐた。 時 々絶句したり ffi 一 可した 

りした。 その 度に 西の 棧 敷で 大勢の 笑聲 がした。 その 日 は 劇評 家の 招待日だった。 

僕 は 圑十郞 が可哀 さう で 堪らなかった。 圆塚 山の 木 壟 II ボン ボン、 ボン ボンと いふ 鼓の 鞯 ——— は 

令な ほ 僕の 耳底に 一種の 哀調 を绶 して ゐる。 

吉右衞 門の 道 節 を 兌て、 僕 は 端な く 晩年の 圑十郞 を 思 ひ 出した。 吉右銜 門 は 二三 年 この 方 幾度 か大 

患 をした。 一時 は 死んだ とまで 誤り 傳 へられた。 現に 僕の 知って ゐる吉 右 衞門最 貭の或 若い 藝 者の 如 

き は、 その 當時繪 端 書 の 前へ 線香 を 立 てて：^ いて ゐた。 

それにしても 何とい ふ 瘦せ方 だら う。 荒 芽 山で 肌を脫 いだ 時 は、 僕は覺 えす EM を^いだ。 冢 事の 苦 

勞も あらう。 生來の 病身で も あらう。 併し、 愈が 上に も 身體は 大^にして 貰 ひたい。 

一 體、 君は藝 人肌の やうに 見えて ゐて、 その 實藝 人肌で はない の だ、 それ は 舞^ を见て も 分かる。 

君の 遣り方 は餘 りに 謹厳 だ。 少しも 放恣な 所がない。 恐らく 平生 もさうな ので は あるまい か。 

「人の 氣を かねる」 とい ふ 事 も惡ぃ 事で はない が、 餘り あっちへ もこつ ちへ も氣を 兼ねた 日に は身髖 
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が繽 かなくな る —— 君 は餘り 小心に 過ぎる。 

^間で は 君 を 利口 だと 言 ふ。 併し、 それ は 小心 を 利口と 取 違へ てゐ るの だ。 利口と は膽の 太い 癖に 

小心ら しく 裝ふ 者の 謂 ひだ。 君 はさう ぃふ惡 黨 ではない。 

放恣に なり 給へ。 暢氣 になり 給へ。 氣粲を 全廢し 給へ。 藝に 苦しめられ 給 ふな。 藝 に^び 給へ。 

何よりも 先づ 肥って 吳れ 給へ。 

君の 道 節 は餘り 弱々 しゅだった。 餘り 痛々 しげだった —— 幽靈は 尺八 だけな のでせ う。 

惡聲揃 ひの 一座に あって、 いつでも たった 一 人名 調子 を 聞かして 吳れた 君の 咽喉 も、 近頃 は餘 程^ 

れて來 た。 身 體とー 緖に聲 も 大^にして 哭れ 給へ。 

ほんと にこの 一 座 程 調子の 惡ぃ 人が 集まって ゐ るの も 珍ら しい。 菊 五郎の は 如何にも 苦し さう だ。 

あの 太い 身體を 板の 問へ 展 搾して、 無理に 絞り出し でもす る やうた 聲だ。 三 津五郞 の は、 如何にも 小 

さい、 そして ベタ ベタして ゐる。 勘彌 のは餘 りに 音階が 貧しい。 ピアノの 伴奏 だけ 聞いて ゐても あん 

なに 單調 ではない。 駒 助の は、 惡 調子と 言 ふ 側で はない、 寧ろ ドスの 利く 幅の ある 聲だ。 併し、 如何 

にも 調子に 氣 品がない。 榮三郞 のに 至って は、 全然 「聲」 でない。 女形に あっても、 紋三郞 のぬ かるみ 

に 履 i 十で 歩く やうた-調子 ゃ-籴 三郞の 烽火 をスゥ イス ウイと 上げる やうな 調子 は-如何にも 味がない。 

ひとり 芙 雀の 聲は 練齊の 功が 見えて ゐる。 雨が 上った 後の 雨滴の やうに、 間 を ms- いて、 ビ チリ —— 


ビ チヤ リ とする やうな 以前の 癖 は、 自分で 意識して 段々.^ めた のか、 近頃で はもう 跡 方 もない。 聲の 

質 も 美しい。 蜀を 望めば、 艷が 欲しい、 潤 ひが 欲しい。 

菊 五郎、 勘彌. 駒 助、 榮三郞 の 諸氏と 雖も、 自ら 知って 努力 すれば、 決して 名 調子に なれぬ 害 はな 

いと 思 ふ X ただ 三 津五郞 君の だけ はどう かと 思 ふが。) 諸君 は 發聲の 練習に 於いて、 餘程 怠って ゐる所 

が あるので は あるまい か。 餘り 咽喉 を ぞんざいに 扱 ふので は あるまい か。 役者 も 歌 唄 ひと 同じ 程度に 

咽喉 を 大事に すべきで はなから うか。 諸^に して 若し 調子 さ へ 好くな つたら —— 調子が 好くな れば、 

臺詞の 活殺 も 自在になる II 天 下に 敵な しではありません か。 

地藏 堂の だんまり。  .  - 

勘彌の 犬川莊 助が 出る。 さっきの^ I© が 出る。 道 節の 抱へ てゐ るの は兩 方と も 首ら しい。 莊 助が 辻 

堂の 中へ 這 入 ると、 道 節が 辻堂の 緣 へ 首 をのせ て拜 む。 

歌 六の 安平が、 振 合け にした 荷物 を擄 いで、 菅笠 を 前の 方へ 突き出して、 探り足で トボ トボと 出て 

來る。 如何にも 晤閱 らしい。 

僕の 大好きな このお 爺さんが 出て 來 ると、 芝居が ほんと に 芝居ら しくな つて 來る。 どうも 若い 人達 

の は セカ^^と して ゐ ていけない。 このお 爺さんに はュ トリが ある。 藝が ある。 する だけの 事 を どん 

どんして 了 ふとい ふ 風がない。 そこが 嬉しい。 そこで 醉 へる。 
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三人が からむ、 道 節が 首の 包 を 落す、 安平 も 振 合の 荷 を 落す。 これが 又 二つと も 首ら しい。 四つの 

首の 包 —— そこに 昔の 芝居ら しい 技巧が ある。 

道 節が 安平の 方の 首 二つ を 抱へ て、 杉の 樹を傳 つて 天上す る。 安平 は 道 節の 方の 首 二つ を擔 いで 行 

少し 長いが、 面白かった の は 荒 芽 山 だ。 一^ 纏まって るの は 刀^だ と 荷 風 君から 聞いた が、 そこ は 

見ない から 知らない。 僕 は 荒 芽 山 か 面. G かった。 

際立て 誰かが 一 人で 活動 しないの が 好い。 大勢の 人が 出て、 それが 相應に みんな 動い てるのが 好い。 

先づ 第一 に芙 雀の 單 節が 美しかった。 着物の 好み も 好かった。 桃色の 帶 が薄噔 い 破ら 屋の內 に^り 

美しく 見えた の は、 蓬の 中に 河原 撫子が 一輪^い てる やうだった。 顔 も 美しい。 肩と 右の 手に 色氣が 

ある。 

殘念 なの は 音 音だった。 このお 婆さん はもつ と 役者ら しい 役者に 演ら せたかった。 僕に は餘り その 

素人臭い のが 厭だった。 

また 好きな 歌 六の 安平が 出て 來る。 音 音に 罵られて 口の 利け ぬ 所 も、 嫁に 庇 はれて 喜ぶ 所 も、 昔の 

芝居 を 思 はせ る やうな 遣り方が 嬉しい。 それで、 感情 は 明か 過ぎる 程よ く 出て ゐ るの だ。 首の 包 を 娘 

に K ける。 娘が それ を^さう にもち やげ るの も 好い。 佛擅の 下の 戶 棚へ 入れる 時、 安平が こっちで 小 


聲に 南無 阿彌陀 佛を稱 へる の も 好い。 

安平 は 娘に 借りた^ 圑扇 i 火變 新しい 澀圑 扇だった が II で 蚊を拂 ひながら、 ^の 藪の 方へ 這 入 

つて 行く。 

單節 は：！ りの 遲ぃ 姉を迎 ひに 行く。 

小さい 松明 を 片手に 持ち、 片手に 裾 を 端折って、 花道の 附 際に 立った 鼠 節の 美しい 姿 は、 段々 ソ n 

の 中へ 消えて 行く。 

莊 助が 出る。 音 音の 家 を 尋ねる 1 曰 音は莊 助に 留守 を賴ん で， W たしに 出る と 言って 裏の 藪に 潜む。 

山お ろしで 行燈の 火が 消える。 蚊遣りの 火 も 消える。 莊 助が 暗 閻の內 に 一人で 坐って ゐ ると、 道 節 

が 間違 へ た 首 を 抱 へて 歸 つて 来る。 

道 節 は 頻に音 音の 名 を 呼び、 娘 達の 名 を 呼ぶ。 返事がなくて、 暗闇に 人の 氣は ひがす る。 、お 節 は 訝 

しみながら 首を佛 擅の 下の 戶 棚へ 納ふ。 

莊 助と 道 節が 圍爐裏 を 挾んで、 各々 刀の 柄に 手 を かける 途端に、 又 風が 來て、 蚊 遣 火が ばつと 燃え 

上がって、 二人が 顔 を 見合す 所 も 好い。 

莊 助が 敵で ない と 分かる と、 音 音が 這 入って 來 る。 茈 助と 道 節 は 他の 三 犬士を 探しに、 直ぐ 出掛け 

て 了 ふ。 
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昔 音は莊 助から 安平が 死んだ とい ふ 話 を M いて、 不思議に 思って ゐる。 それでも 枠 の 尺八 力 二の 二 

人が 無事 だと 聞いて 喜んで ゐる。 

そこ へ單 節が 姉の 曳 手と 一 緖に馬 を曳 いて つ て來 る。 曳 手の 着物の 色が 悪い。 

馬の 上に は 笠 を 深く 被った 旅人が 二人、 前屈みに なって 乘 つて ゐる。 尺八、 力 二の 幽靈 —— これ は 

人に 筋 を 聞いて 知って ゐる。 幽璲が 馬に 乘 つて 來 るの は 面白い。. 

幽靈が 馬から 降りて、 門口に 二人な らんで シ ヨン ボリ 立って ゐ ると、 姉と 妹が 內へ這 入って、 病に 

苦しむ 旅人 を 二人 助けて 來た。 入れても 好-, かと 母に 聞く。 ここの 有樣も 風情が あった。 

薄い色の 宥物 如何にも 幽翳 らしい 好みの 着物 を 着た 二人が、 道中 合羽 を脫 いで、 疊の 上に 坐る 

と. 母 は その 尺八 カー 一なる に 驚く。 單 節と 曳手は 婚禮 して^ r ぐと 別れた 夫 達 だと 聞いて. 再會を 喜ぶ。 

芙 雀の 單節は 一 分 時 も 休ます に， 何 か 意味の ある 表情 をして ゐる。 姉さん は 時々 籴三郞 さんになる。 

二人の 幽靈 が翊ぃ 震へ た聲で 物語 をす るの は妤 いが、 チヨ ボに乘 つて 身體を 動かす のは惡 い。 何 ほ 

日本の 芝居で もこ こ いらは 西洋の 幽靈 式に 手 だけ 動かす 位に したい。 折角の 凄みが 消える し、 それ 

に. 一， 動き」 が ある だけ、 却って だれて 來 るから。 

音 音 は、 安平 は 死んだ。 さっき 來 たの は幽靈 だと 言 ふ。 單節 は， でも 荷物が K かって ある。 それ を 

出して 見ようと 言 ふと、 二人の 幽靈 が頻に それ を 止める。 自分 逑の 竹 を 出される と、 自分 達の 影 を 消 


さなければ ならない からだ。 そこに 幽靈の 「哀れ」 とい ふ ものが ある。 

e- の 命令で、 つ ひに 姉と 妹が 戶棚を 明ける と、 尺八 力 二 は 床の 下へ 消えて 了 ふ。 そこに は 母の 兒知 

ら ぬ^: が 二つ 轉 つて ゐる。 

奥から 泣きながら 安平が 出て 來る。 そして、 道 節が 納 つた 尺八 力 二の 首 を 出して 音 音に 見せる。 そ 

して、 涙ながら に 始終の 物語 をす る。 

生きて ゐ ると 思った 尺八 力 二 は 死んで ゐて、 死んで ゐ ると 思った 安平 は 生きて ゐ たの だ。 面白い、 

面白い。 

音 音の 安平に 對 する 感情が 和らぐ。 謠の聲 がする。 いつの 間に か歸 つて ゐた^ 節、 莊 助が 信 乃、 現 

八、 小文^な どと 出て 來る。 ^節の^ 換 へた 着物 は簿ぃ 紫の やうな 着物 だ。 ちょいと 關の戶 のお いら 

んの^ 物の 色 を 思 ひ 出す。 

お婆さんと お爺さんとの 婚禮が 始まる。 お爺さんが 息子 二人の 首に 向って 「この 通り だから 喜んで 

吳 れ。」 と 生きた 人に 物 を 言 ふやう に 小 聲で言 ふの が 好かった。 

太鼓の 音が して、 捕手が 家 を 園む。 五 犬士は 各々 捕 手を切ったり 投げたり して、 兌え を 切る と、 花. 

崖 敷の 活 人形 を 思 はせ る やうな この 賑 かな Tableau を， 美しい 緞帳が 靜に隱 して 行く。 

Is 白かった。 面. HI かった。 
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前から ic; の^^さん が、 叉 大分 好きになる。 外の 役が 動いて ゐる も、 蔭に ゐ ながら、 絶えす 注 

ず 5 と 表情と を 怠らない のが 如何にも 女形ら しくて 好い。 ああ、 この 人の 服に もう 少し 色氣が あれば な 

あと 思 ふ。 天分 だから 爲 方がない と は 言 ふ ものの、 この 人の 眼 はどうしても 若い 女の 眼で はない、 三 

十から 四十 位の 女の 眼 だ。 

鷗外 先生のお かぁ樣 が於菟 さんと 二人で 土間へ 來て をら れ るの を 知って、 挨拶に 行く。 於 達さん と 

亡くなった 大久保 醫舉士 の 話 をす る。 

金 葉 堂の 高見さん に會 ふ。 一 緖にビ ィァホ オルへ あがる と、 そこに 至誠 堂さん が をら れた。 至誠 堂 

さんと は 一 一三 年 前に 修善 寺へ 母 を 送って 行った 歸 りに 會 つた きりだ。 近頃 は. K 分 丈夫 さう だ。 

中幕の 三人 片輪が 明く。 

吉 右衛門の 大名 は、 やはり 弱々 しい。 聲が @ れてゐ る II ほんと に 大事に し 給へ よ。 

菊 ft 郞の 盲人 は、 散々 に 舞 裏で 遊ぶ。 遊ぶ とい ふ も 可笑しい が、 僕 はこの 人の 舞臺を 見て ゐハ と、 

〈つで もさう いふ 惑 じがす るの だ、 そこが この 人の 特微 なの だら う、 やがて 缺點 なの だら う。 

ず. 

吉右衞 鬥の藝 は 如何にも 苦し さう だ。 六 代 目の 舞臺は 如何にも 樂さ うだ。 吉右衞 I： は 梁木の 上 を 渡 

つて ゐる やう だ。 六 代 目 は ブランコ を 振って ゐる やう だ。 思 ひ 切り ブランコ を 振りながら、 その^に 

節奏 もっけて 行けば 調子 も 取って 行く とい ふ 風 だ。 そこが この 人の i-i 術 家ら しい 所 だ。 そこが 僕 等の 


氣に 入る 所 だ。 

踊 を 見 て も 三^ 五 郞のは 如 何にも 巧い が、 何となく 窮屈な 狹 い やうな 感じが する。 六 代 e の は 少し 

も 縛られて ゐ ない。 手 は 思 ふさ ま 振り 足 は 思 ふさ ま 出す とい ふ 風 だ。 そして、 その 間に 藝 術の 「程度」 

を脫 すまいと して ゐる 注意が 兑ぇ る。 だから この 人の 踊に は 味が ある。 三 ^五郎のに は それがない。 

終 ひに は 釣 狐の やうな 事 をして 踊る 時に、 ヮナ にす る 赤い 鈕を、 與に乘 じて 鉢卷 にしたり、 大名が 

歸 つて 來て、 逃げる 時に、 その 股の 下 を 潜ったり する の も、 藝に 餘裕が ある 人の 爲る事 だ。 

ただ 外に 現 はれた 藝の上 のみでな く、 心の中に も ゆったりした 餘裕が 欲しい。 それが 六 代 目に は缺 

けて ゐさ うだ。 

榮三 郞の啞 は、 さかんに その 鈍 骨を發 揮す る。 駒 助の 太郞 冠者 は 傭兵と いふ 感じが した。 籴三、 紋 

三の 女！ 一人 は、 成稈 健忘症ら しい 顔つき をして ゐる。 

三滦 五郎の 出し物と 見えて、 いざりが 踊り 拔く。 屮々 巧い。 殊に 潞圑 扇と 短 かい 棒で、 圑扇 太鼓 をう 

つやうな 事 をす る 所が 好い。 リズムが ビタリく と 常 盤 津の樂 器と 欹 とに 合 ふ 所が 好い 心 持だった。 

併し、 さっき も 書いた 通り、 味がない、 がない、 藝 がない。 

三人が 顔を兑 合して 吹き出す 所 は、 註 一一 一一 口で は 好 ささうな 所 だ。 この 芝居で はいけ なかった。 如何に 

も 重かった、 態とら しかった、 子供ら しかった。 
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「やるまい ぞ /\,ー  は、 若い者が 盛んに 踊る ので、 心 持が 好かった， -—— 併し、 少し 軌道 を 外れた。 

でも、 吉右 衞鬥は 少し 陽 氣な顔 をした ので" それが 嬉しかった。 

くだらない 事 を 大分^いて、 手が 草 臥て 來た。 併し、 見て 來た 丈の 事 は 書いて しま はない と、 氣が 

濟 まない。 端折って 書かう。  . 

淸水 一 角 は 羽左衞 門の を 市 村 座で 一 度 見た 事が あるぎ り だ。 あの 時 は、 太鼓の 音 を 聞く 所が 好か 

つた。 

今度の 菊 五郎の も屮々 成 緩が 好い。 その 醉 態の 思 ひ 切って るの も 好い。 自ら 信す る 所 を 殆ど 自負に 

陷らむ 計りに 主張す る 態度 も 好い。 この 役と 菊 五郎 自身との ii に は、 多少 性格の 交通が あるので は あ 

るまい か。 

聲の惡 いのに、 薹 詞の 抑揚 活殺が 可な り 好く 出來 た。 「これ は 失敬。」 とい ふ 所 も、 內藏之 助の 心中 は 

「分からね え 分からね え。」 と、 グ タグ タに 突っ伏して 了 も 所 も 好い。 

牧 山の 門から 突き出されて、 ありあ ふ 傘 を、 門の 屋根の 下の 隙から 中へ 投げ込ん だの は、 この 曰 だ 

けの 「遊び」 だった か、 門 を 押さへ て ゐる侍 逹が頻 に 笑って ゐた。 

翫 助の 牧山 は、 時々 由 良 之 助と いひ かけて 內藏之 助と 言 ひ換 へた。 併し、 かう いふ 役 はこの 人に 限 

る。 いつぞや この 人の 鲮七を 見た が、 ちょいと 好かった。 


I 角の 宅。 

芙^ I の 一 角の 姉の 針仕事が 眼に つく。 針のと り 方， 糸の こき 方、 針の 運び 方 …； その 女らしい 指の 

先の 器用に 動く の を 兑てゐ ると 好い 心 持 だ。 

酒 を 持って 來る小 侍 は、 僕が 前に この 芝居 を 見た 時には、 出か 引っ込みに 「大 學」 の 初 を 暗ん じな 

がら、 雪の 道 を 歩いた やうに 覺 えて ゐる。 僕の 覺ぇ違 ひか。 今度 は 遣らなかった。 

一角が 歸 つて 來て、 くどくと 色んな 事 を 一 百 ふのに、 姉が 少しも 相手に しないの は 好い。 牧 山家で- 

亂暴 をした 話になる と、 覺ぇす 針 をと めて、 前の 方 を 見て、 やがて 又默 つて 饧事 を镜 ける 所も虾 い。 

總 じて 落ちついた 姉ら しい 熊 度が 好かった。  . 

太鼓の 音を閒 いて 眼を覺 ます 所 は、 少し 前から 起きて ゐ たやう だった。 ここ は餘り 「遊び」 が 無 さ 

過ぎて 感興 を 殺いだ。 蔻 しむ づ かしい 所な の だら う。 

A 裸で 往来へ 飛び出す の は 愉快 だ。 菊 五郎の 體格 突に 暫く 見惚れる。 

姉の 貸して 吳れた 小袖 を 左手の 先で 抱く やうに して、 右手に 拔刀を 下げながら 引っ込む 所 も勇壯 だ. 

つた。 

三津 五郎の 弟 はなん にも 印象 を殘 さなかった。 

大切 喜劇 は 素人 下宿屋と 題す る 西洋 物の 嬈 直しら し い も の だ。 筋 は 奇拔と 褒める 譯に は：；；： かな S. 
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が、 所々 剜る所 は ある。 伯父 一家の 留守中に、 その 留守 を 預かる 甥が、 友人と 共謀して、 その 留守宅い 

で 間貸し を 始める の だ。 そこへ 部屋 を 借りに 來る 人々 の 間に 二三の 葛藤が 起る。 三日 目に 伯母、 繽ぃ 

て 伯父が 歸 つて 來 るので、 甥が まごつく とい ふやうな 所 を 書いた もの だ。 

菊 五郎の 富士川 鐵橋。 音樂 者な の だら うが、 出て 來た所 はどうしても 易者だった。 顔の つれる 病の 

寫生は 好かった が、 時 * 「遊び」 が 過ぎて 脫 線した。 浴衣に なつてから は 稍音樂 家ら しくな つた。 作 

曲 をしながら、 「むかし^ 太 利の 昔樂家 a シ 一一 ー は 酒に 醉 つて ゐて、 名曲 を 作った 云々」 と 取って、 酒 

を 取り寄せる。 歌舞伎 座の 舞臺 で、 菊 五郎の 口から 「a シ 一一 ー」 とい ふ 名が 言 はれる の を、 何となく 

妙に 感じた。 

勘彌の 大船 乘转。 これ は 役が. 一番 好い。 大分 金の あろ 人 だが 何が 商賫 なの. たらう。 頭が 所々 禿げて 

ゐる。 募が シ ラ ノ の を 小さく したやう にこ しら へ て ある。 誰が やっても やれ さうな 程度に やって ゐ た。. 

吉右衞 門の 北山 鮎 之 助。 役が 惡ぃ。 義太夫 好きの 道樂 息子に はなって ゐる。 

榮三郞 の 米 原 湖南。 畫家 だとい ふが、 畫家 らしくない。 繪 がかけ もしない のに、 繪の具 箱 を ぶら さ 

げて、 女 を 釣って 歩く 書生な の だら う。 花笾を 歩く 姿が、 大勝 館の 辯 士花井 君に 似て ゐた。 これ も 役 

が惡 い。 

三泮五 郞の戶 塚。 どうしても 俳優 學 校へ 通って ゐる 書生 だ。 役 は^い、 女 役者に ビィ フス テェク を 


喰べ させられる 所が 好い。 

駒 助の 靜岡。 これ も 役が 好い。 こしら へ も 好い。 ただ 察^に 莊士 芝居 口調の 捨臺訶 が あるの はいけ 

ない。 この 二人 は^ 程の 不精者と 見えて、 三日 前に 見て ゐた 新聞が、 三日 後に もや はり 同じ 所に 廣げ 

てあつた。 

芙 雀の 大船の 妻 君。 むづ かしい 役で はない が、 思 ひの 外舊を 離れて ゐた。 丸 髭 は餘 りに 似合 ひ 過 ざ 

た。 も 少し 似合 はぬ 方が 面白さう だ。 ああ、 肌 を 若く したい。 

籴三 郞の浪 子。 女優ら しい、 甘ったる いのも 好い。 弒三郞 の 大船 妹 丸 子。 堪ら ぬ。 

翫 助の 柬海 急行。 これが 一番 眞に 迫って ゐた。 

大 降の 雨 を、 蝙蝠傘で 凌ぎながら^ る。 

その 翌日 認む。 

伊香保へ 

八 n 八日。 

久し振りで 上野の 停車場へ 來た。 便所の ある 所 を 忘れたり、 煙草 を寶 つて ゐる 所が 分からなかった 

り、 少々 田 舍者を 遣る。 でも、 切符 は敎 へられた 通り、 伊香保までの 連絡 券 を 無事に 買って、 午後 一 
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-時 四十 分の 列車に 乘る。 僕の 乘 つた 二等 車 は ニ窒に 分かれて ゐる。 その 一 つに は 僕 一 人、 隣の 一 つに 

は 眼鏡 を かけた 半白の 老人 一 人き りで ある。 老人 は 汽車が 動き 出す と， 直ぐ 横にな つて、 黑 ぃ手飽 を 

枕に して、 大きな 聲を 出して 新聞 を讀み 始める。 僕 は 汽車 中で 連れ を 持へ たり、 話 相手に 捕ま へられ 

たりす るの が大嫌 ひだから、 わざと 老人の 方へ 背 を 向けて、 停車場で 買った サン， チ，' を讀 む。 「桂 內閣 

を逡 る」 とかい ふ 堂々 たる 議論が ある。 「帝劇 女優の 暗鬪」 とかい ふ 題で、 森 律 子と 河 村 菊 枝との 反目 

が 事 細に 書いて ある。 左の 方の 窓から 夕； = がさして、 暑くて 堪らない。 立って 窓 を 締める と、 隣の 老 

人 も 同じ やうに 立 つ て 窓 を 締める。 

凡そ 汽車 逍の 眺めで" この 上野から 出る 汽車 程 詰まらない 所 はない。 僕 は 高 崎までの 四時 問 を讀書 

に费 さう として、 袴 を脫ぎ 足袋 を脫 いで、 腰掛の 上に 胡 坐 を かいた。 そして 安 煙草 を 燻らしながら、 

モル ナァ とい ふ 人の 書いた 「惡 魔」 とい ふ 戯曲に 讀み 耽った。 子供の 時相 愛の 仲であった 男女がず； に 

思 ひ 切って、 女 は 富豪に 嫁ぎ、 男 は 我が 天 職と 信す る 繪畫に 心を倾 けて、 互に 幸 幅な 解決な 見ようと 

して ゐる 所へ、 赤い 胴衣に フ n ックコ オト を 若た 惡 魔が 出て 來て、 一 一人の 燒木 杭に 火 をつ ける とい ふ 

筋で ある。 悪魔 の 言 ひ 草が 中々 面白い. 「女 は 手紙み 書 くのに 自分 の耍 求す る 所 を 悉く は 書かない、 そ 

の代リ 害いた だけの 事 はいつ でもき つと 要求す る。」 こんな 事 を 言 ふ。 

本^へ 若く と， 老人 を迎 へに 白い 法被 を 着た 車夫が 來てゐ た。 老人 は 僕に 挨拶して 汽車 を 降りた 9 


迎に來 た 卓 夫 も 僕に 挨拶 をして 行った。 僕 は 窓から！ 一人 を 見送って、 自分の 冷淡だった の を 恥、 た 9 

車 は 僕 一 人に なった。 

妙篛、 榛名 C 赤 城の 山々 を汽 束の 窓から 見る の も 久し振りで ある。 十五の 夏に 始めて 妙 義山を 見た 

時の 驚異 は いまだに 忘れられぬ。 その 時 暑い 日盛りに 松 井田の 町で 鯉 こくのう まいの を 喰べ た。 碓氷 

川 を 渡る 時、 僕の 友達 二人 は 川で： 冰 いで ゐる 土地の 子供達に. K&- からか はれた。 僕の 犮逹は 英吉利の 

或 中 K 族の 種で 混血 兒の 兄弟であった。 妙義へ は、 その 時と 高等 學 校の 時と 二度 登った。 二度目に 登つ 

た 時 は 天長節だった。 紅葉が 山に も 谷に も 赤かった。 僕の 連れ は 或 陸軍 大將の 息子と、 こな ひだまで 

東鐵 の 重役 だ つ た 某 の 弟と だった。 

僕 等 は 金 幾 山の頂き で 君 ケ代を 唄った ：：： 

赤 城へ は その 時分から 登りたい/、 と 思 ひながら、 いまだに 登れない ので ある。 中 禪寺湖 を 舟で 跌 

つて、 足 尾 銅山へ 下った 時の 旅行に、 登れば 登れた の を 旅赀が 足り なくなって、 雨の 降る 日に. K 問々 

から 就 直に^ 京へ 歸 つた 時の 口惜し さは 十 何年 來 忘れられない。 赤 城。 赤 城。 赤 城 山 を 見る度に、 僕 

は 大きな 赤い 緋鰹を 思 ふ。 放牧され た 牛の 群 を 思 ふ。 それから 「おみよ」 とい ふ 小 說を思 ひ 出す。 家 

庭 を 持たない 前の 水 野 紫 舟 君 を 思 ひ 出す。 洋行し ない 前の 高 村 光太郎 君 を 思 ひ 出す …； 

榛名 II これから 僕の 行かう とする 榛名。 榛 名山に はま だ 一度し か 登った 事がない。 その 時分の 記 
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憶 は 甚だお ほ ろげ である。 なんでも 中學の 何年 かであった。 秋の 彼岸であった。 修^旅行の 舉 生は隊 

を 組んで 前 橋から 伊香保まで 歩いた。 ^香 保の 溫泉 町は狹 細し かった、 泊った 宿 も 小さかった。 僕 等 

は 一 つの 座敷に 十 何人 一 緖に寢 た。 併し、 榛名 湖の 畔は廣 々として 好い 氣 持だった。 榛名 富士を 指さ 

して 地文の 先生が 火山に 就いての 諜義 をした。 相馬嶽 の 夕暮は 子供心に も 天 地 の 寂寞 を. 感じさ せた。 

裹^ の廣く 大きく 平らな 斜面に、 帶の やうに 一筋 長く 見える 細い 道が、 中には 寂しく 見えた。 その 道 

の敲 きる 遙か 下に 小さな 小屋が 一 つ 兌え た。 その 小さな 小屋から 一 人の 行^が 水垢離 をして は その 紬 

い 道 を 登って、 毎日 相 馬 嶽の頂 を 極める とい ふ 話 を 聞いて、 譯 知らす の淚を 眼に 浮べた の. 、この 時り 

事であった。 

汽車 は 高 崎へ 着いた。 荷物 は 風呂敷 包 一 つに 着換を 入れた 弒包 一 つ だけ だから、 0 分で 抱へ て 出て 

も譯 はない の だが、 樣 子が 知れない から 赤帽に 持た して 、電車まで 案內 して 貰 ふ。 「着物 を 入れた 紙 包」 

と は 不思議 だ。 如何にも 不思議で ある。 僕 も 着物 を 紙 包に して 步 いたの は 今度が 始めて である。 正直 

を 言へば、 僕 は飽を 持って ゐな いので ある。 家の を 借りれば あるの. たが、 全 體 僕は飽 とい ふ 物が 嫌 ひ 

なので ある。 いつも は 大抵 風呂敷 包に して 出る の だが、 今度 は 少し 入 W があって、 紋附の 羽織 を 一着 

持って行かなければ ならなかった。 いつもの 風呂敷 包で は 皺になる と 家の 者が 言 ふので、 伊太利の フ 

ィ レンツ H から 年に ffl 囘或 大きな 雜誌を 送って 來る 時に、 雜誌の 折れない やうに 當 てて 來るヒ ダのぁ 


る靑ぃ 厚い 鉞を 上下から 一 枚宛當 てて、 その上 を 叉 こな ひだ 三澤 が^; 服 を 包んで 來た 大きな II 洋紙で 

包んで、 本で も 縛る やうに 十文字に 色糸 を 掛けた ので ある。 容積 も 割合に 小さく、  ^量 も內容 W 外て 

餘り 出ない ので、 この 荷作り は 意外に 成功した のであった。 

上野の ステ H シ ヨンで ちらと 見た 西洋人の 夫^が、 やっぱり ここで 降りて、 やっぱり この に乘 

る。 併し、 僕 は運轉 手^の 近い 隅つ こに 陣取った の だし、 向う は 車掌 裏に 近い 隅に 坐った ので、 大分. 

距離が 離れて ゐた。 

電車が 出ようと する 時， 監督 S やうな 男が 車掌 臺の 所から 首 を 出して 西洋人に 「お 荷物 はこの 電車 

に 載せません が、 次の 電車で 送ります。 あなた 方が 伊香保へ お着きになる 時に 同時に 屈く やうに なつ 

てゐ ますから。」 と 日本語で 言 ふ。 それが ちっとも 西洋人に 分からない。 すると 西洋人の 隣に 坐って ゐ. 

た 詰 襟の 黑ぃ 夏服 を 着た 若い 男が 通 辯 を 始めた。 「ユウ， ウィル、 ファイン ド、 ュ ユア、 バッゲ ェジ、 ァ 

ット、 ィ カオ。」 と 言った 風で ある。 それでも、 西洋人に は 意味が 分かった と 見えて、 頻に 「サン ク、 

ユウ。」 を 繰り返す。 やがて 電車が 出る。 西洋人 は 話 相手が 出來 たとい ふ 風で- 頻に その 詰 襟に 話し か 

ける。 詰 襟の 返事 は 兎に角 要領 を 得る と 兌え て . 西洋人の 時 々頷く のが 見える. 或 町 の 角 ま で來 ると、 

詰 襟は忙 てて 率 を 降りた。 降りる 時、 詰 襟 は 西洋人に 向って， 大きな 聲で 「グッド、 パ アイ。 グッド、 

バ アイ。」 と 一 一度 叫った —— 車中の 田舍者 はび つくりした。 
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電車 は 町 を 離れて、 靑々 とした 田圃と 田圃の 間の 土手 を 登る。 この 逯は まだ 電車が 出来てから 間が 

ない と 見えて、 乘り 降り をす る 土地の人が 一向 電車に 不馴れで ある。 或 客 は 二度 も 三度 も運轉 手に 切 

符を 求めた。 或 客 は 逆に 飛 降り をして、 いやと いふ 程 大地へ 叩きつ けられた。 

電車が^ 川へ 着いた の は • も ラタ 方の 六 時であった。 ここで 伊香保 行の 電車に 乘り換 へる ので ある。 

西洋人 夫婦 は 或 茶屋 へ 休みに 這 入った， 僕 も 後から その 茶屋 へ 這 入って， 伊香保 行の 時間 を 聞く と、 

七 時で なければ 出ない と 言 ふ。 こんな 所で 一時間 待たなければ ならない のかと 思 ふと 「期待の 倦怠.」 

といった やうな 氣 持が、 堞ら なく 體を懶 くす る。 僕 は 閑^し に 西洋人の 觀察を 始めた。 

男 は 鼠色の 毛織の 芨 服に 薄 ネルの ソフト をせ おて ゐる。 額が 脫け 上がって ゐて、 髯の 剃り 跡が 靑く滑 

らか である。 鼻 は 稍 大きく，^ は 時々 皮肉らし ぐ 光る。 一 體僕は 西洋人 を 見る と. 誰でも 役者の やうに 

思 ふの が 癖 だが、 この 西洋人 は 殊に 役者の やうに 見えた。 僕は寫 1; で 見た ェ， チ キントの 顔に 似た 所 を 

幾 箇所 もこの 西洋人の 顔に 見出だし たので ある。 

女 は. E ぃレ エスの 上着 を 着て、 薄茶 色の 毛織の スカ アト を 穿いて ゐた。 帽子 は 可な り 大きな 經木！ 1具. 

田で、 mi 地に 白い 輪 を 模様に 拔 いて、 布 を 飾りに 卷 いた 上 を、 明るい 綠 色の H  H ルで 包んで ゐる。 蠕. 

傘はェ H ルと 全く 同じ 色の 綠 である、 柄 は 銀で おの^に なって ゐる。 靴下 は 黑のレ エスで、 桃色の 

足の甲が 透いて： ^える。 日本で 兌る W 洋人 では 稀に 見る 程の 美人で、 時々 眉 を 八の字に 寄せる 表情と， 


顎 を 前に 突き出す^^ が ある。 髮の毛 は mi い。 僕 はこの 妻^も 女優で はない かと 思った。 

あんまり 電車が 遲 いので、 西洋人 夫婦 は 苛々 して 來た。 頻に 茶屋の 男を捉 まへ て、 電車の 出る 時間 

を 訊く。 茶屋の 男 は シック スだ とか セヴン だと かば かり 一 W つて、 あと は專 ら手眞 似で 返事 をす る。 そ 

れ でも、 .Fa 洋人 はこの 男 は 英語が 分かる とで も 思った のか、 頻 にいろん な 事 を 話しかける。 茶屋の^ 

は ラ< 々^返り をして、 終に 何處 かへ 消えて 了った。 

そこへ 「イカ ォ、 ホテル 」 ふ. 横文字の 這 入った 海 軍帽 を 冠った 男が 這 入って 來た。 今度 は 大丈夫 だ 

と W3 っヒ のか、 西^. 人 は 頃に 「アイ、 セ ィ。」 「アイ、 セ ィ。」 を 連呼す るが、 横文字の 帽子の 先生 は 唯 

一一 ャ 一一 ャと 笑って ゐる ばかりで ある。 「ホテルに は 何人 客が ゐ るか。」 と 幾度 聞いても 11 じ ない ので あ 

る。 餘 i の 毒 だから、 しゃべれ もしない のに 僕が 口を出した。 ホテルの 男に 訊く と 十五 六 人 だと 言 

ふから、 それだけの 意味 を 英語で 傳 へたので ある。 すると 西洋人 は 俄に 僕の 方へ 向き 直って • 「君 は 話 

せるな。」 と 言 ふ。 しゃべり 附 けられて は 堪らない と^ったから 「H リイ、 ヱ、 リ ツル。」 「H リイ. ェ> 

リ ツル。」 と 幾度 も 繰り返して 言った。 

西洋人 は この 小さな 町の この 小さ な 茶屋に 電燈の あるの を 驚い た樣子 で 、 日本 は 電氣が 安 いかと 言 

ふ。 安い か髙 いん 知らぬ が、 この 邊 ではと 言 ひかけ て、 茶屋の 男に 訊く と、 十 燭ー燈 一 ケ =； 五十 三錢 

だと 言 ふ。 それ を： S 洋 人に 傅へ ると、 驚いて、 支那で は 中々 高い から 電氣 を附 けて ゐる^ は 少ない と 
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言 ふ。 支那に ぉ往 まひです かと 訊く と、 ヒ 海に ゐ ると 一一 一一！： ふ。 日本へ は 始めて かと 訊く と、 自分 は 幾度 

も來 たが、 妻 は 始めて だと 言 ふ。 5： ぶ：： 保に は 魚が 澤山 あるかと 訊く から、 魚 は 少ない と肯 ふと、 失望 

したやうな 顔 をした。 伊香保に は大暦 好い 鑛 泉が ある さう だが 一 體 どうい ふ 病氣に 好い のかと 訊く か 

ら、 よく 知らないと 答へ ると、 腰の 病に 好い とい ふの は本當 かと 訊く。 その 時、 西洋人の 細君 は 眉 を 

寄せて 兩 手で 腰 を 押さへ た。 

又 西洋人 は、 友人に 聞いた 事 だが、 伊香保の 土 を 持って 歸 つて、 湯へ 入れて 這 入る と藥 になる と 言 

ふの は本當 かと 訊く。 それ は本當 だ。 湯の花と 一 頁って 山で 寶 つて ゐる。 私の 母な ども 二三 年 伊香保の 

湯の花 を 東京で 用 ひて ゐた 事が あると 言 ふと、 K 洋 人の 細^ は 服 を 丸く して 感心す る。 僕 は 湯の花と 

いふ 事 を 英語で いふ 事が 出来なかった。 爲 方がない から 火膽 にも 「ゼ、 フラ ヮァ、 ォプ、 ゼ、 バス」 

と直譯 して、 それに 註釋を 加へ たので ある。 

七 時になる と、 漸く 伊香保からの 電車が 來た。 特等 窒に乘 つたの は アルパカ を 着た 商館 員ら しい 紳 

士 二人と 西洋人 夫婦と 僕と、 かう 五 人であった。 西洋人の 荷物 も 丁度 高 崎から 屈いて、 この 電車に 積 

まれろ 蓽 になった。 

n が 暮れて、 町に は 値段の 安い 電燈 がつ いた。 電車 は 長い 坂 を徐に 登り 始めた。 

僕 は^ 川で^った 國華を 乎 擦れで 茶色に つた K 灣パ ナ マ の卷 煙草 人から 出して 吸 ひ 始めた。 僕と 


向 ひ 合つ て^った 人 は、 h^w の內 懐から 彫の ある 銀の 卷 煙草 入 を 出して お、 及ら しい スト レヱ ト、 

カット を 吸 ひ 始めた。 

「n 本の 燧草は 高い か。」 と 西洋人が 訊く 。「いいえ 安い。 その代り 惡ぃ， 吾々 は 始終 西洋の 煙草 を 吸 ひ 

たいの だが、 日本で は 西洋の 煙草が 馬鹿に 高い。」 と 曾 ふと 「何しろ 關稅が 高い から。」 と 西洋人が 言 ふ。 

謎 を 掛ける 積り で 西洋の 煙草が 飮 めない と 一一 目った 譯 ではなかった が、 西洋人 は 直ぐ 手袍の 中から 埃 

及の 百 本 入の 箱 を 出して、 一 つどう だと 言った。 僕は不 遠慮に 一木 取った。 「n ォド、 バイ。 ン」 とい 

ふ 煙草で ある。 この 煙草の 名 は 嘗て 友達から 聞いて ゐた、 m 本で は 一本 卞ー錢 八； HI に當る 最も 高 惯 た 

卷 煙草で ある。 僕 は 二十 本 十五 錢の國 華 を 出して、 日本の 煙草 を 飲んで 見ろ と 言った。 西洋人 は 一本 

取つ て 試す やうに 一 一三 服 吸った。 「どう だ、 惡ぃ 煙草 だら う。」 と 言 ふと， 「それ 程惡 くもない が、 少し 柔 

か 過ぎる。 西洋の 煙草 はもつ とバ ヮ フ ル だ。」 と 首 ふ。 

西洋人の 妻 君 は それまで 默 つて ゐ たが、 そこで 口を出した。 「贵君 は 何處で 英語 を覺 えた。」 と 言 ふ。 

「學 校で。」 と 答へ ると、 「何 處の畢 校で」 と 追究す る。 $5 方がない から 「大學 で。」 と 答へ る。 「大學 では 

何 を 遣った。」 「文 擧。」 「文學 だけ か。」 「さう。」 「法律 ゃ經濟 ゃ醫學 や 機械 擧は 遣らなかった か。」 「造 

ら ない。」 「では 法律家に ならう としたり、 機械 家に ならう としたり する に は、 別に 初から 造らな けれ 

ばなら ない のか。」 「さう だ。」 と 答へ ると、 亭主の 西 泎 人が 口を出す。 「僕 等の 國の 大舉 では 法^でも 醫 
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搴 でも 機械 學 でも 一通の 事 は 何でも 敎 へる。 だから、 どの 專門 家になる にしても 特刖の 試 驗を受 ける 

必要 はない。」 と 一一 一一 n ふ。 

亭主の 西洋人 は 日本の 大舉の 月謝 を 訊いた。 そして その 安いのに 驚いた 樣 子であった。 自分の 國で 

は 一年に 幾ら 取る とか 言った が、 それ は 忘れて 了った。 この 西洋人 は 直に 高い か 安い かとい ふ 事 を 言 

ふ。 直ぐと 値段の 事 を 言 ふ、 役者 どころではない。 芝居 も餘 り高尙 なの は 見た 事 もない 唯の 商人で あ 

らう。 これから 兌る と、 いつぞや 箱 根へ 行く 時 電車で 一緒にな つた 英吉利 人の 方が 餘程 面白かった。 

あの 英吉利 人 は B 本の 小說を 論じて、 兎に角 蘆 花 氏の 「ナミ コ」 に 及んだ、 U 本の 美しい 風景 をスコ 

ツチ、 ゥ ヰンス キイの 廣吿 だの 布引 炭酸水の 廣吿 だのが 汚して ゐ るの を 嘆 じた。 隣に 梅 幸 や 羽 左衞門 

が 平服で 乘 つて ゐ るの を 指さして、 あれ は 日本の 役^だら うと 言 つ て 僕の 度 膽を拔 いた …； 同車の 商 

館員ら しい 一 一人 は、 頻に赤 煉瓦と 白 煉瓦の 優劣 論 をして ゐる。 電車 は眞っ 晤闇を 上 へ 上 へ と 登る。 

暫く 默 つて ゐた 西洋人 は、 突然 僕の 方 を 向いて、 「君 は 日本 を 離れた 事が あるか，」 と 一 百 ふ。 「いい え、 

まだ 一度 も 離れた 事 はない。 始終 外國へ 行きたい/、 と 思って ゐ るが、 まだ 都合が 悪くて 行けない。」 

と 答へ ると， 「それ は^ 念 だ。 併し 段々 行ける やうになる だら う。」 と 慰める。 

銪根 行の 電車で 會 つた 英吉人 も 「君 はいつ Ira 洋へ 行った ビと 訊いた。 この あ ひだ 橫濱 で會 つた バ ン 

ド マンの コォ ラス， ガ アルの 一 人 も 一. あなた は どの位 英吉利に ゐ た。」 と 訊いた。 西洋人に 會ふ 度に き 


つと これ を 訊かれる の は、 如 3： にも 辛い。 行きたくて 行きたくて 堪らない のに、 まだ 行けないで ゐる 

ところ を、 旣に 行った 所と して 話される のが 如何にも 恥 かしく 苦しい ので ある。 

西洋人 は 道の 長いのに 徐々 飽きて 來て、 妻 君の 蝙蝠傘 を 取って 玩弄に し 始めた。 やがて 僕の 方 を 向 

くと、 蜩 IS 傘の 柄に なって ゐる 鳥の 首の 後 を^ 指で ちょいと 押した。 銀で 出来た 鳥 は 嘴 を ヒョィ と 明 

けた。 僕が 驚いた 顔 をして ゐ ると. 「これ は 支那 人の 細工 だが、 中々 巧く 出来て ゐるピ と 一一 目 ふ。 西洋人 

が 親指 を 放す と、 ft- は 乂嘴を 閉 ぢた。 

もう 着 くだらう と 思 ふ 時分であった。 隣り の 並 等 室から、 色の 黑ぃ、 不精髭の 生へ た、 汚い 爺さん 

が キヨ a  くしながら 這 入って 來て、 いきなり S! 洋 人の 右の 筒袖 を拷 くった。 西洋人 は 右の 手首に 時 

計を附 けて ゐ たので ある。 西洋人 は 笑 ひながら、 爺さんの なすが 儘に 任せて ゐる。 西洋人の 妻 君 は 僕 

の 方 を 向いて、 ぷッと 噴き出し さう にした。 僕 はび つくりして 見て ゐ ると、 爺さん は 平氣な 顔で 時 問 

を 兌て、 平氣な 顔で 隣の 室へ 歸 つて 行った。 

「あの人 は澀 川まで 來る 電車で、 吾々 の 隣に 坐って ゐ たのです。 そして 幾度 も 宿の 袖 を 捲く つて は 時 

閗 を 見る のです ねえ。」 と 西洋人の 妻 君が 言 ふ。 「まだ かう いふ 時計 を 見た 事が な いんだら う。 汚い 人 だ 

が 可愛い 人 だ。」 と 亭主が 言 ふ。 

晤闇を 唯斜に 上がる だけで、 景色 も 何も 見えなかった 電車 は 八 時 少し 過ぎに 漸く ^香 保へ 着いた。 
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停車場の 白い 板に 「海上 三千 呎柬 京距 三十 五 里」 と ある。 僕 は 西洋人に 別れ を吿 けて 車 を 降りた。 改 

札 口に ホテルの 男らしい のが 背廣 fcl て 立って ゐた。 樣 子が 知れない ので、 直. ぐ 車に 乘る。 ポは後 押 

しに 押されて、 暗い 坂道 を 登った。 宿屋に は實に 困った。 木 募の 別館で も斷 られ、 木暮の 本館で も斷 

られ た。 その他 二三 軒 車夫が 聞いて 歩いて 吳れ たが、 どつ こも 泊れ る 所がない。 この 狹ぃ溫 泉 町に 二 

千からの 客が 泊って ゐ るの ださう である。 漸くの 事で、 何とか 一 百 ふ 町 宿の 帳場の 直ぐ 隣の 汚い 部屋に 

泊れ る 事に なった。 

水の 流れる 昔が する。 石の 段々 を 下駄で 上がり降り する 昔が 聞こえる。 窓と 窓が くっつく 計りに な 

つて ゐる 隣の 宿で、 マンドリンの トレモロ が 聞こえる。 近頃 習 ひ 始めた マ ルセ ェュ が 兎角 躓き 勝で あ 

る。 白地の 浴衣に 眞 赤な 帶を 締めた マァ ガレットが 二人 三人 宛 手 を 組んで 通る。 溫泉 町の 夏 の 夜 は ざ 

わ/、 と 物騒がしい。 

僕は污 い 湯へ 這 入って、 汚い 蒲圑を 着て、 汚い 部屋に 横にな つた。 频に 伊香保 ホテルの 西洋人 夫婦 

を 羨みながら、 いつの 問 にか 寢て 了った。 

二つの 手紙 

—— 楠 山 正 雄 君 へ —— 


昨夜 は 失禮。 

「その 前夜」 は大曆 面白く 拜兑 しました。 相 變らす あなたの 頭が 好い のに は 感心し ました。 あの 可な 

りに 長い 小說 を、 少しの 無駄 もな く、 しかも 舞臺に 取れさうな 場面 は遣憾 なく 取り入れて、 五 慕 七 場 

の 戯曲に 作り 上 けられた 老巧な 手際に は 敬服の 外ありません。 「復活」 を 戯曲に した バタ ィュ など は、 

あなたの 靴の 紐 を 解く にも 足りません。 若し、 あなたの この 戯曲が 露西亞 語で 書かれて あったら、 莫 

斯 科の 美術 座な ど は 直ぐ 喜んで 演す るで せう。 

序幕の ピク 一一 ックの 場 は アンドレ I  H フの 「吾等が 生活の u」 の 序幕な ど を 思 はせ る 舞 裏で、. 十分 

露 西 亞の氣 分が 出て ゐ ました。 二 幕 目の スタ ホフ 家の 書齋 で、 外が 雷雨になる 所 も、 同じ ツル ゲ エネ 

フの 「田舍 の 一 月」 とい ふ 芝居の 或 場面 を 思 ひ 出させました。 W 幕 目の 別離の 場 も、 露 西 亞の芝 居に 

ありさうな 場面 (「三人 姉妹」 の 最後の 幕. 「ヮァ 一一 ャ 伯父さん」 の 最後の 幕) で、 トロイカの 鈴の 音の 

段々 に 遠ざかって 行く 所 も、 十分 露西亞 式でした。 唯殘 念な の は、 二 幕 E1 第二 場の 鱧拜堂 ゃスタ ホフ 

家の 書齋 などに、 露西亞 建築の 研究が 足りなかった 事と、 人物の コス チウ ムに 一八 五 〇 年代の 露西亞 

とい ふ ものが 現れて ゐ なかった 事です。 他の 人物 は 兎も角と して スタ ホフの 軍服 や、 クルナ トウ スキ 

ィの 燕尾服 や、 H レ H ナ服裝 などに それが 見られなかった のは殘 念です。 私 は ツル ゲ H ネフの 小說を 

芝居に した もの は 向う で 見ませんで したが、 彼の 戯曲 は 三つ 程 向う で 見ました。 そして 「ナフ レ エブ 
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一丁 ソク」 でも. 「田舍 の 一月」 でも その 時代の コス チウ ムが、 一種 特異の 舞臺を 形作って ゐ るの を、 大 

曆 面白い と 思った のです。 

かう いふと 生意氣 なやう です が、 藝術 座の 俳優 諸君 はもつ ともつ と勉强 しなければ いけない と 思 ひ 

ますね。 あれ 程 やり 好く、 芝居が 出 米る やうに . 書いて ある 脚本 を、 藝術 座の 俳優 諸君 は 一向 仕出 

かさす にゐ ますね。 私 は 見て ゐて、 それが 殘 念で 堪 りませんでした。 

須磨 子孃の H レ H ナも イン サ 口 フ に對 する 戀 だけ は 分かり ましたが、 性格な り^ 想な り は 一 向出て 

ゐ ませんで したね。 何 かの 本に エレ H ナは  一； g の マリィ • バシュキルツェフ だとい ふやうな ことが 書 

いて ありまし たが、 そんな 所 は 少しも 兌え ませんで したね。 ツル ゲェ ネフが この 小說で 主人公 を外國 

人に 求めた 心 持 は、 やがて H レエ ナ その 人が シ ユウ ビ ン やべ ル セ ネフ を 捨てて ィ ン サロフ に 赴いた 心 

持な のでせ うから、 そこらが 大分 肝心な 所な のでせ うのに、 芝居 を 見て ゐて 一向 そんな 事は考 へられ 

ませんで したね。 

シ ユウ ビン やべ ルセ ネア ゃスタ ホフ やの 性格 描寫 も、 あんた に はっきり 齊き 分けて あるのに、 一向 

それ を爲 分けて 見せて 吳れ ませんで したね。 ゥ ヮ ルをぢ さんな ども あなたの 仰し やる 通り 十分 受ける 

役に 出 來てゐ るのに、 一向 受けさせませんで したね。 寶 に勿體 ない 事 だと 思 ひます。 一番 人間ら しか 

つたの は 下女の ゾ オヤで したが、 それ も 下女ら しいと いふ 所に どこか 缺 けた 所があった やうです。 


あなたに は 勿論 分かり 過ぎる 位 分 S つて ゐる 事で せう が、 私が 俳優 諸.^ を 下手 だと^った 一 一 一の 例 

を 屮し上 ゆ ませう。 例 へ ば 序幕の 幕切れです。 一度 エレ H ナとー 緒に 行き かけて、 輕く  二 レ H ナの 乎 

を 振り放し たべ ルセ ネフが、 一 人で 寂しく 舞臺を 退く 所です、 おす こな ど は 十分 芝居の 出来る 賢に 靠 

い 瞬 問な のです が、 m 中 介 一 一^ は あの 瞬^ を 如何に 鈍く 取り扱って ゐ たでせ う。 慕！ z の 終りで イン 

サロフ とシュ ゥビ ン とべ ル セ ネフ の三靑 年が 刖れる 所 も * もっと a 具 面目に、 もっと 兌 物 を 泣かさな け 

れ ばな ら ない 所でせ う。 

大詰の エネ チアの ホテルで、 ィ フサロ フが寢 S 着 一枚で 出て 來 ると、 エレ ェナが 「あなた そん.. な 風 

をして 風邪 を 引きます よ」 とい ふ 所があります。 併し、 エレ H ナ はさう い つた だけで ィ ン サロフ に 屑 

掛ー つかけ て やらな いのは 不叙切 だと 思 ひました， ところが 家へ 歸 つて、 あなたに 頂戴した 脚本 を拜 

見す ると 「外 袞を涪 せかけ、 介抱しながら 安樂 椅子に 坐ら せる」 とい ふ 「ト」 ^がちゃんと I いて あ 

るので す。 ここい らも 小さな 靠 の やうです が、 俳優の 方の 不注意な 所ではな いかと 思 ひます。 

どうも 私 はこん な 風に考 へました。 こんだ の 芝居が 惡 ければ、 それ は 脚色者の 罪で もな く、 舞^ 監 

督の 罪で もな く、 大部分の^ 任 は 俳優 諸哲に あるので はない かと。 

私が こんな 不禮な 事 を 云 ふの は、 藝術 座の 俳優 諸君 (諸君 は みんな) おい 方です) に對 して 愛情 を 持 

つて ゐ るから 言 ふので す。 ほんと にもつと 勉強して 頂きたい と^ふから 一 百 ふので す。 どうか あなた か 
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らも 宜しくお 傳へ 下さい。 私 はこの 芝居 を もっと 諸君が 巧くなら れた 時、 是非もう 一度 見たい もの だ 

と 思 ひます。 

取りと め もな. S 事ば かりで、 ぉ恥づ かしい 次第です が、 あなたのお 骨折に 對 して、 敬意 を 表したい 

ばかりに 一 寸 一 筆 書きました。 

この 手紙が 新聞に 現 はれる 時 は、 あなたの 一身上に 或 非常にお K 出たい 事が あった 明くる 曰かと 存 

じます。 いづれ 惡友擧 つてお 祝 ひに 出る 箬 です が、 便に 任せて、 ここに も 「お EI 出た う」 を S- し 上け 

て 置きます。 

四月 二十日 

正： ^ 様 

I W 井 勇 君 へ —I 

吉井 君。 

突然です が、 あなた は 赤 木 桁 平と いふ 人が 「讀賫 新聞」 に 近頃 書いた 「遊蕩 文舉の 撲滅」 とい ふ 文 

章 をお 讀み になり ました か。 若しお 讀み になった. なら、 あれに ついての 感想 を 是非 伺 ひたい ものです。 

勿論、 あんな 大ざっぱ いな、 力の ない 論文です から、 一顧 を 値しない とい ふ 風に もお 考へ になった か 

も 知れません。 併し、 私の 今の 心 持 は どんな 人の どんな 些 末な 詞 にも 靜に耳 を 傾けて、 それから 何 か 


人 問の 爲に —— 自分の 爲 にではありません—— なる 事 を 捕 へたい と 思って ゐ ます。 

1 體、 私 は 赤 木と いふ 人 を 知りません。 文^も すっかり 讀ん だの は 今度が 始めて です。 何でも 帝 人 

の獨 法の 舉生 だとい ふ 話です。 併し、 あまり 頭の 好い人で はない やうです。 言 ふ 事が 私に は 七 分： 迎リ 

飮み 込めません。 併し、 熟 心に なって ゐる事 は 分かります、 口角 泡 を 飛ばして ゐる やうな 態度 ははつ 

きりと 目に 浮かんで 來 ます。 寶際 一生懸命 なので せう。 あんな 貧弱な 思想で、 宜戰 の布吿 をした つも 

りで ゐる 所が、 如何にも 無 邪氣で 可愛い らしいで はありません か。 お 互に 吾々 はもう 迚も あんな 心 持 

に はなれさう もありません。 これ は 翼 面目に 悲しむべき 事です。 

全體、 あの 文章 は 何故 永 井さん の 名と 赵の名 を 落した のでせ う。 勿論、 私 如きが 永 井さん と 同列に 

名 を 列 ベら れる资 格はありません が、 永 井さん の 作の 大部分 も 赤 木 氏の 筆法で 行けば 立派な 遊蕩 文字 

ではありません か。 私の 物 も 「大 川端」 前後の 作品 は 立派な 遊蕩 文學 です。 尤も さう 考 へて 來 ると 遊 

蕩文學 の 製作者で ない 作家 は、 近頃の 文壇に 極めて 稀 だと 一 百はなくて はなり ません。 第一 大將 株の 田 

山さん がその 方で は 一 方の 頭楝 ではありません か。 (尤も 田 山さん の 書かれる 藝者は 吾々 の 書く 藝 者と 

は 大分 質が 違 ひます が。) 正宗 君 だって、 隨分澤 山 私娼の 事 を 書いた ぢ やありません か。 ハ介崎 君の 付 料 

だって さう です。 岩 野さん の やうな 人で も 隨分藝 者に 甘くな つてる やうな 事 を澤山 紫： きました。 それ 

だのに、 唯 近" 0 賣り 出した とい ふだけ で * 幹 彥君ゃ あなた や 久保田 君 や 後藤 君 や 秋 江 君 だけが 「撲滅」 
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されよう とする の は 不公平です。 

一 體、 藝 者に 甘くなる のは惡 くて、 素人に 甘くなる の は 好い のでせ うか。 若し、 素人の 女に i=  くな 

るの も 遊蕩 文學 なら、 森 田 君 や 三重 吉^ だって 助からない 事になります。 つまり 一切の 戀愛小 說が否 

定 される のです。 

どうも、 色々 考 へて兑 ると、 赤 木 氏の 斧から 助かり さうな 人 は 森 先生 か 夏 目先 生か 小川 未明 氏 位な 

もの だら うと 忍 ひます。 武者 小路 君な ども 素人の 方で いけないで せう。 有 島 君 や 里 見 君 も 無論い け ま 

せん。 島 崎さん など も駄 H でせ う。 

併し、 赤 木 氏 は 村 料の 問題で はない とい ふでせ う。 態度の 問題 だとい ふでせ う。 ところが、 その 態 

度で も 赤 木 氏の 擧 けた 人達が 特別に 外の 人達に 變 つて ゐ ると も みはれません。 或は 赤 木 氏の 名 を 擧げ 

た 人達の 方が 却って E 山さん や 岩 野さん などより 卄 くない かも 知れません。 

ー體、 赤 木 氏 は みんなの 作物が 恧 いと 言って ゐる のか、 みん たの 生活が 惡 いと 言って ゐる のか、 み 

んたの 態度が^い と肯 つて ゐる のか、 或は 全 體が惡 いと 言つ てゐ るの か、 ^に はよ く 分かりません。 

つまり、 特に あなた 方 だけ を 引合 ひに したの が 分からな いのです。 なぜ、 いっそ {n; 戰を するなら、 ト 

ルス トイの やうに すっかりの 人 を やっつけて 了 はない のでせ う。 なぜ、 若い 人ば かり 虐める やうな 事 

をす るので せう。 


赤 木 氏の 說に 依る と， あなた 方の 連中の 本が 澤山 寶れ るの が 、世^; 人心の 爲に： 您 いとい ふやう です。 

併し、 實際 あなた 方の 本 は 世 問 で 思 ふ稗寶 れてゐ るので せう か。 まあ 斡 彦^の がー 希賫れ る さう です 

が、 それにしても 島 崎さん の 「若菜 s」 が 昔 寶れる 程賣れ たもの が 一 つで も ありませ うか。 秋. 江 君の 

如き は 始終 生活難 を 歎じて ゐる 程ではありません か。 本屋で 寶れる 本 はま だ/、 外に 澤山 あるので す。 

本屋で 賫れる 厭な 本 はま だく 澤山 あるので す。 赤 木 氏 はそんな 事 さへ 知らぬ 程 無邪氣 なのです。 ね 

え， 吉井 君" あなた 方が ほんと に 「ボビ ユラ リチ ー を 博す」 時機 はいつ 來 るので せう。 考 へて 見れば、 

心紬 いものです。  _ 

第 一 、 赤 木 氏 は 京 傳種彥 時代の 戯作と 硯友社 一 派の 作との^ 別 も 知らす、 硯友社 一 派の 作と 今の 吾 

吾の (もう 以下 は 「あなた 方」 と 書きません。 私 も實は 同類な のです から) 作物との ^別 も 知らない 

のです。 みんな を 一し よくた にして 考 へて ゐ るので す。 情ない 程 文學の 分からない 人ではありません 

か。 赤 木 氏の やうな 人 を 批評家に する に は、 先づ 明治の 文溪史 から 讀 ませなければ なりません。 

赤 木 氏の 定義に 依る と 「遊蕩 文舉」 とい ふの は、 「人間の 遊蕩 生活に 纏 絡す る 事實と 感情と に筑- きを 

置いて、 人性の 本能 的 方面に 於け る 放縦 淫逸なる 晤黑面 を 主題と し、 好んで 荒 色 耽 酒の 惑溺 境 を 描出 

する もの ださう です が、 いくら 吾々 が 「遊び」 が 好きだ からと言って、 年が年中 朝から 晚 まで 酒に 浸 

つてね る わけではありません から、 さう 始終 さう いった 方面の 题村 ばかり 取扱って ゐる わけで も あり 
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ません。 第一、 吉井 君、 あなたに してから が藝 者の 名 を 詠み 込んだ 歌 も 作れば、 鎌 倉の 大佛に 跪拜す 

る やうな 歌 も 作る ではありません か。 幹彥君 だって、 京都の 舞子の 話 も 書けば、 寂しい 北海道の 景色 

も 寫すぢ やありません か。 久保田 君 だって、 隨分藝 者に 甘くな つてる 男を霄 きもす るが、 後 分 叉 下町 

Q 職人 や 商人の 暗い 生活 を冩 して ゐるぢ やありません か。 後藤 君な ど は 一 體藝 者の 事 を 書いた 事が あ 

る だら うかと 思 はれる 位、 題 村の 方面が 違って るぢ やありません か。 赤 木 氏と いふ 人 はま だ碌々 みん 

なの 物を讀 み もしないで、 大ざっぱ いに 人に 汚名 をつ けて ゐ るの だと 思 ひます。 

ー體、 文蓖 者と も 言 はれる 者が、 さう 融通の 利かない 人間で は爲 方がない と 思 ひます。 ドン • ホア 

ンも 持って ゐれ ば， 聖フラ ン シ スも 持って ゐる 所に 詩人の 値 打が あるので す。 現に 私の やうな 者で も. 

御 承知の 惑溺 時代に、 乞食の 子供 を 友達に して ゐた事 もあります。 お 茶屋で 美しい 女 を 見て、 それ か 

ら 河岸つ ぶちへ 出て、 汚い 乞食の 子供達と 遊んだ. 愉快 さは 今 だに 忘れる 事が 出来ません。 ー體、 かう 

いった 私達の 生活の 背後に は 抑 も 何が あるので せう。 單 純に 言へば 「愛情」 が あるので す。 私達に は 

愛情な しに は 生活 はな いのです。 

私 は 理性 を 九天の 高き に 置いた 時代の トルストイ を 好む 事が 出來 ません。 總てを 愛情で 生きて 行か 

うとした ト ルスト ィへ來 て、 始めて この 偉大な 作家に 親しむ 事が 出来ました。 私が 彼の 最後の 戯曲 

「光、 閱に 輝く」 を 何にも 增 して 愛する の も， さう いふ 理由から です。 自分の 說を 聞いて 徴兵忌避 を 


企てた 靑 年が 軍法^議に 廻され たとい ふ 事 を その 母から 聞いて、 默 つて 救 ひに 赴く あの人 問 らしい 愛 

情 — そこに は、 もう 議論 も 主義 も 理性 もありません - 私 は それ を 伯林の 或 舞臺で 見て、 際淚を 

こ ほしました。 

赤 木 氏 は頻に 「人間の 理知 若しくは 意思に よって 絲 整せられ る 生活」 を 尊重して ゐる やうです が、 

愛情な しの 人間の 理知 や 意思が 栗して どれ 程賴 みに なり ませう。 愛情な しに は どんな もの を も 確に 見 

る 事 は出來 ません。 世逍 人心の 頹廢を 救 はう とする のに 理知 や 意思が 何に なり ませう。 思 ふに、 赤 木 

氏の やうな 人が 大舉を 卒業して、 段々 出世 をして t: 視總監 にで もなる と、 私娼 撲滅で も 企てる 人に な 

るので せう —— 擧生 時代に 遊蕩 文擧 撲滅 を 企 てた やうに —— 

吾々 の 遊蕩 的 生活 ——- 尤も、 私 は 近頃 少し 變り かけて ゐ ますが、 そして 全く 變 るの を 祈って ゐ ます 

が II とても、 決して 赤 木 氏が 唾棄す る 終程憫 むべき 人生の 階段ではありません。 愛情 を 以て 通れ 

ば、 どんな 污 い 生活で も、 決して 無意味な 道ではありません。 -、 ェ ルレ H ヌは 吾々 よりもつ とひ どい 生 

活を 通って 來てゐ ます。 ワイルド は 吾々 よりもつ と 不道徳な 事 をして 來てゐ ます。 スト リントべ ルヒ 

にも 「ひどい 時代」 が ありました。 トルストイ にも 亂 暴な 時代が ありました。 ユイスマン はどうです 

か。 モウ パッ サン はどうで すか。 

吾々 は 決して 是 等の 偉大な 名 を 列べ て、 吾々 の 辯護士 にしよう とする のではありません。 吾々 の 遊 
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蕩 生活 は 彼等の 遊蕩 生活に 比べて、 まだ/ \ やり方が 足りない のです。 まだく 經驗が 足りない ので 

す。 吾々 はもつ と/^ 吾々 の 生活 を 深く 掘り下げて 行かなければ なりません。 ほんとの どん底に 落ち 

なければ ほんとの 光明 を捉 へる 事 は 出来ません。 天使の 翼 は 天 國の 藏に納 つて あるので はなくて、 地 

獄の 釜の 火の 中に 隠して あるので す。 

赤 木 氏の 說を 待つ まで もな く、 吾 々の 生活、 吾々 の 人物、 吾々 の 作物 は實 に憫れ むべき ものです。 

併し、 それ は^して 赤 木 氏の 言 ふが 如き 淺 薄な 现. 5 からではありません。 遊蕩が 惡 いので はあり ませ 

ん。 人 問が 惡 いのです。 肉が 惡 いのではありません。 魂が 惡 いのです。 

私 は 近^ 私の 以前 書いた 物の 多數 について 甚 しい 悔恨 を 感じて ゐ ます。 秋；：： や 幹 彥君ゃ 万 太 郎^ 

や 吉井君 あなたの 作物に つ いても 甚 しい 不 滿を感 する 場合が あります。 こ の 悔恨 この 不滿 はどうした 

ら 除く 事が 出來 るで せう。 自分自身 を 改造す るより 外に 爲方 はありません。 その 改造 は 自分の 力で 出 

來 ませう か。 自分の 意思 や 理性で 出來 ませう か。 私 は 私の 一度 捨てた 祌 へもう 一度 歸 りたくな つたの 

です。 「放蕩息子の 歸宅」 —— 私 は 今、 私の 總 ての 悪、 缺點、 陋劣 を携 へた 俊、 慈愛の 深い 父の 所へ 謝 

まりに 歸 らうと して ゐ ます。 併し、 私 はま だ 「父の 家」 の 門 をす つかり 潜り 切る までに 幾度 後 戾りを 

する か 分かりません。 もっと^^ 暗い どん底へ 落ちなければ、 ほんと に 謝 まる 量 見に はならない かも 

知れません。 併し、 忘れて ゐた 「父」 を 思 ひ 出した だけ は 確です。 どうか、 あなた 方に もこの 事 はよ 


くく 考 へて 頂きたい と^じます。 

要するに どんな 事 を經驗 して、 どんな ^を 書いても 槠 はない のです 「(トル スト ィは或 息の 詰まり さ 

うな 事の 細かい 描寫を 「復活」 の 巾でして ゐ るではありません か。) それ は 問題ではありません が、 如 

何に 經驗 した か— これが 問題です。 僕 等の 作物に 「遊蕩 文學」 とい ふやうな 惡名 がつ けたければ つ 

ける が 好い のです。 吾々 は 錢の爲 にす る 「家庭 小說」 より 人生の 爲に する 「遊蕩 文學」 を篑 きたいと 

思 ひます。 今までの やうな 片 いので はなく、 暢氣 なので なく、 美しい のでな く、 もっと/、 猛烈な、 

もっと /、人間の 汚な い 根性 を 引きす り 出した、 もっとく- 赤 木 氏な どが 眉 を 顰めさ うな 「遊蕩 文舉」 

を 書きたい と 思 ひます。 幹彥 君に しても、 久保田 君に しても、 秋， 江 君に しても、 あなたに しても、 私 

にしても、 まだ/、 「女」 を 美しく 見過ぎ てゐ ます。 それ はま だ 「女」 に對 する 眞の 愛情が 足りない 

からです。 

要するに、 赤 木と いふ 人 は あなた 方が 何となく 「嫌 ひ」 なので せう。 それなら それで 致し方が あり 

ません。 唯、 ああい ふ 風に 豫言 者ら しく 叱られる と、 たと ひ 自分の 名 はなく とも、 義憤 を發 せす に は 

ゐられ ません。 赤 木 氏が 藝術 家の 心事 を！ i する に は、 まだ/ \藝 術 家の 心の 知り 方が 足りません。 

私が 今日の 所謂 「情話」 の赞成 者で ない 事 は あなた も 知って をら れ ます。 私 は 唯 赤 木 氏の 議論の や 

うな 大ざっぱな 物が 文壇に 蔓延す るの を 腹立たしく 思 ふので す。 赤 木 氏の 如き 批評家 は 「子 子 を 漉し 
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出して 駱駝 を 呑む」 の 徒です。 

今日の 赤 木 氏な どに あなた 方が 撲滅され る现由 は、 如何なる 方面から 見ても ありません。 併し 赤 木 

氏よりも もっと 恐ろしい 物が 今 吾々 に 迫って 來てゐ ます。 それ は 何でせ うか、 どうか それ を考 へて 下 

さい。 

「悲しみ 齒 がみす ると も 効な からむ」 とい ふ 時 こそ、 最も 恐ろしい 時です。 それ は 赤 木 氏の 宣戰の 布 

吿 などより 逸に/、 恐ろしい 物です。 それ はどうい ふ 「時」 でせ うか。 どうか それ を考 へて 下さい。 

思 ふ 俊に 順序 もな く 統一 もな く、 ほんと にいつ もの 私信 を W く 通りに 齊 きました。 失 禮な事 も澤山 

書きました。 どうかお 許し 下さい。 

これ を 公表した の は、 唯 便宜の 上からで す。 長 田、 久保 田、 後藤、 近 松の 諸君に も 讀んで 貰 ひたい 

からです。 

赤 木 氏が 若し この 手紙 を讀ん だら 嘸 怒る でせ う。 それ もやむ を 得ません。 併し、 私 はもう 何 を 言 は 

れても 返事 はしません。 私 は 今 私の 大事な 時に 會 つて ゐ るので すから。 

赤 木 氏に 不滿が あったら。 赤 木 氏と 會 つて 話し ませう。 この 手 銑 は 赤 木 氏に は 分からない 點が 多い 

いと 思 ひます。 吾々 の 問に は 友情が あります から、 言 はないで 分かる 事が あります。 氏に は それが あ 

りません。 それ もやむ を 得ません。 これ は 私信です。 


1 . 角 害に け 於る 「聖書 之 研究」 時代の 小山 內 さんの 書信。 ： 

「夢見 草」 の 再來、 林の 雨 等 及 「小 野の 別れ」 の 朝 雲、 月見草 其 他に 關聯 ある 消息" 明治 三十 六 年 八 ^十一 一一 

日附 (封筒に 東京 巢鴨宫 下町 五番 地、 半紙 二 枚、 毛筆) 陸 中 江 刺 郡 太 田 代 太 田 代 小 學校菊 地 玉 一一 一郎 氏 宛。 

祌 はな ほ此 罪深き 僕 を 捨て 給 はす。 神の 保護の もとに 去ぬ る 四日 恙なく 歸京仕 候。 爾來日 を 經る事 

旣に 八日 未だ 一 片 のお とづれ を もな す 事 給 (gl) は ざり し 小生が こ i に 今朝 筆 を 手に して 君に 不文 

の 書 を 致す を 得る は 偏に 神の 獎勵 あるが 故と 信じ 感謝の 念 禁じ 難く 候。 

すぐる 日 は 三人 はじめての 推参に 御 不自由なる 處を 一 方なら ぬ 御世 話に 相 成 萬事不 遠慮に 御馳走 

に 相 成 候 事 御 許 被 下 度 候 然し 小生 等の 無遠慮な りし は 神が 君 及び 君の 夫人 を 通して 小生 等 をめ ぐみ 

給 ふなり と 信じた るが 故に 候され ば 君の 前に 碌々 御禮を 述べ ざり し 小生 等 も 神の 前に はかの 日より 
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の 午後 ヒ 時 毎 に 新たに 感謝の 新 题目を 得 中 候。 

それ は 肉の 上 の 事に 候。 かの 日の 訪^ は^ 小生 の 靈 の 上に 幾多の 慰藉と 力と 感謝 を與 へ 申 候 — 

と は 云 へ これ 決して 君が 山 屮孤獨 に 堪へ耠 ふ 事、 よく 無知の 童兒に 道を說 きて 倦み 給 はざる 事を讃 

め そ やす 次第 に は 無 之 唯 君が 頼り 鎚る に 依て これに (f 杖) 愛 せらる \ 基督と 其 父なる 祌の 榮光を ま 

す^-身にしみて 感じ 候に 付 

君よ 火事 を；^ て の 祈り を 綾け 給へ 雜式を 見ての 禱りを 捨て 給 ふな また 君 この 罪深き 僕 を も 思 ひ 出 

耠ふ事 あらば かの 芝生の 上に この 僕の 爲 めに 「罪の ゆるし」 を 神に 御 哀願 被 下 度 候。 

歷史に 於ての み 小生の 知れる 迫害 は寳に 花卷の 敎舍を 包み 居り 候 其 包圓 の 中に あって 唯に 基督の 

御名 を 弱くせざる のみ か，：：： 小 派の 獨立金 錢の獨 立 信仰の 獨立を 稱 へ 居り 候事實 に 驚 入 候 あ i 幸福なる 

大田 村よ 爾此 迫害 を 知らす 一 侗の 村夫子 ありて しづかに 祌 の道傳 へらる —— 然れ ども 迫害 ある 處は 

迫害な き處に 優りて 祌に惠 まる \ あるに あらす やまた 人 まことに 大膽 正直に 祌の 道を說 けば 迫害 は 

必す來 る べき ものに あ らす や 、雨に 迫害な き は爾が 說く祌 の道尙 純な らざ る處 多き が 故に あ らす や 

—ト ぁ&君 失言 を 許せ、 僕 もまた 迫害な きに 於て は 天下の 頭た るな り。 

閑古^ 恙 なきや ほと、 ぎす 來呜き 候ゃ螢 なほ 夕暮 風呂 をめ ぐり て^の 裸 體 を らし アダムの 昔 を 

默々 の 中に 語りて 君が 喑淚を 誘 ひ 候 や 生徒 はな ほ 朝げ 夕げ の茱を もたらし 君 をして ィヱ ス に贵き あ 


ぶら 漉ぎ し 女の まご、 ろ を E 心 出しめ 候 や E 取 愛 の 夫人 は 今尙 恙なく て 厨に いそしみ 給 ふ や 《サ て 內村先 

生の 云へ る あり 「察.^ にて 雜巾を 縫 ふ、 これ 旣に詩 そのもの なり」 と、 ^の 夫人が 应丁 をと つて 茱 

を 刻み 給 ふ 時 共し ら べに あはせ て 高き に 舞 ふ もの は それ 天使に 候 はす や。 

天使 の 舞の しらべ は舍堂 の オルガンに あらす 簾の 中の 爪 琴 に あ らゃ 待合 の 三味の 昔なら ざる は 云 

をつ と 

ふ もさら なり、 天使の 舞の しらべ は 貲に夫 を 信す る 妻が 菜 を 刻む 应 丁の ひに きに 候 

われ 汝 をめ とりて 永遠に 至らん 公平と 公義と 寵愛と 憐憫と を もてなん ぢを娶 りか はる こ 

となき 眞寶を もて 汝を めと るべ し汝 H ホバ を 匁らん 

(エホバ の 言 ー— 何 西 阿 書 一  一 ノー  九、 二 〇) 

祌は 世に 「父子」 と 云 ふ 關係を 創り 給 ふて 神と 人との 關 係の その 如く 深 かるべき を 敎へ給 ひしと 

R 時に、 また 世に 「夫^」 のちぎ り を 匿き 給 ふて 祌 人の ちぎりの また その 如く-!^ なるべき を 敎へ給 

ひ 候 II あ-感謝々 々。 

終りに 祈 禱の靈 (小生 此語を 撒 加利亞 十一 ーノ 十に 得たり) と惡 魔に 勝ち得る 祌の. 幅 音の i* 理とカ 

と 並びにす ベて 靈 肉に 於け る 祌の恩 惠の君 及び 君の 一 家 一 校の 上に ゆたか ならむ 事をァ ー メン。 

玉 三 郞兄 
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「群 書類 從」 は 御 都合 次第にて 早速 小生 方まで 送り 給へ、 東京 なれば いくら も寶ロ あり 

と 確信す。 オルガン 購求 は 其 後 御盡カ 致すべし。 

1、 明治 三十 六 年 秋 (月日 不詳) (封筒な し、 半紙 一 枚) 

(奥 樣に宜 敷御傳 へ 被 下 度 尙申上 度 事 山 々有 之 候へ 共 こよ ひ は 夜 も ふけ 候 ま \ 失禮致 候) 

主の 前に 友た る 玉 三郞兄 

過ぐ る 日 角 害なる 淀 橋小學 校に 一 大慘事 出 來致候 山中の 事故 詳細の 事 も 御存じな き 事と 御 察し 申 

上げ 當 時の 新 紙 ニニ 一葉 別封 にして 御 送. &上 候^ よ くく 御 覽被下 度 兄 に は 殊更 御 感じ 深 かるべし と 

存候 また 內村 先生 の 長女 るつ子 も當時 同校の 生徒に 候 ひしが 幸に 恙な かりし 事 を 申 添 へ 遛候 

あ i 神 は 何故 此罪 なき 小兒の 多く を 傷け 或は 殺し 給 へ る。 何故 此 罪深き 僕 を 殺し 給 はざる。 — 

小生 も 一 たび 祌の 公平 を 疑 ひ 巾 候。 

あ \ 然れ ども 祌は 御自身の 子、 罪な き^ 籽を 十字架に つけ 給 ふて 萬 民の 救の 遒を I! き 給へ り！ 

あ i 祌は此 罪な き 小兒を 犠牲に 佻し 給 ふて まで も 僕の 悔改を 待ち 給 ふか。 あ-かの 罪な き 小 兒の死 

は 罪 ある 僕の 蒙るべき ものな りし。 然るに 祌 はこれ を 彼等 罪な きもの \ 上に 加へ 給 ふて、 この 罪 

深き 僕 を 今日 も 尙肉體 に 於て 守り 給 ふ。 あ. - こ.. -に 伺ら かの 大现 由な くして 止まん や。 知れり、 神 


はわが 眞の悔 改め を 待ち 給 ふなり、 罪な き 小兒を 僕に 代へ て 殺し 給 ふても 待ち 給 ふたり、 あ、^ 謝 

々々と 叫ぶ と共に 一種 恐ろしき 感 にうた る！  . 

淀 橋の 事の 突然なる が 如く， 大田 代に 盜の 至れる 意外なる が 如く. 主 は實に ゆく りなく 來 まさむ。 

僕 等が 何よりも^ いでな すべき 事 は 「くだけた る 魂」 を 祌に捧 ぐる 事な り。 

神よ 僕の 罪 を あはれ み 給へ。 ァ ー メン 

1、 明治 三十 六 年 十二月 六日， ノオト 三 页、 ペン 書き。  • 

九月 廿 九日の 御手 銥と十 n 廿 八日の 御 手紙と に對 する 御 返事 を 今日 十一 一月 六日に 致し 候。 こ i  ニケ 

月 以上の 御 不沙汰 かへ すぐ 申 譯無之 候。 實は 父な き 身と て 色々 家庭に 關 する 俗事 も 有 之 何方へ も 

の 御不音 また 何方も 御 許し 被 下 やう 祈 居候。  • 

群 書類 從 代金 十四 圓 たしかに 父君に 御 渡し 申 上 候が 旣に御 受取に 相 成 候 や 案じ 居候。 また 父^ 御來 

訪の節 は 何のお もてなし も 仕らす 萬々 失 禮仕候 間 貴兄より もよ しなに 御 詫 被 下 度 候。 

4- 山 內薰仝 集 八卷 隨筆  二 四 三 
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化リ 廿 九日の 御手 紙に よりて 御 相談な され 候 事 は 十月 卄 八日の 御手 紙の 趣きに て 自然 御 返事の 必要 

も 無 かるべき かと 存じ 候へ 共、 一 一三 御參考 までに. m. 上 置 候。 

オルガ ン御 購求 は大讃 成、 これに 就 而は训 にく だ/ \ しく. S. 述 まじく 候。 

聖書の 註釋に 就而は 一 體 小生 何等の 知る^ 無 之 候 故餘り 立派な 事 は 言へ す 候へ 共 どっち かと 云へば 

小生 は 聖書の 註釋は 見ない とい ふ 說に候 「聖書 之 研究」 たらび に 内 村 先生の 著 だけ を參考 としてな 

る ベ く 聖書 其 もの を 幾囘も Z 、讀 む說、 讀書百 3! 義 自ら 通ぜ ざらん やと 云 ふ 說に候 殊に ラ ー ネット 

の註釋 (日本 文) など は 一 倘の迷 僧の 言に して 一 讀の價 も 無 之 ものと 存じ 候 (小生 は) 田 村 氏の はま だ 

知らす 候へ 共 大した もので なき は 勿論に 候。 

但し 聖書 辭典 は 日本 文に てよ きもの 冇之候 由に 候 間 ( 一 圓三 四十 錢) いっか 調べ 置き 御 送 申 上 候 辭典 

は 一 册御 座右に 欠く ベから すと^ じ 候。 

全體 聖書の 註釋は 西洋に よき もの 二三 程 有 之 候。 ケンブリッジ、 バイブル。 h キス ボジタ ー ス、 バ 

ィ ブル。 の 如き これに 候 然し 何れも 英文に て 日本一 般の讀 者に 生命 を與 ふる 事 能 はざる は殘 念に 候 

この 一 ー註釋 書の 如き：^ 實に大 說敎を くが 如き 感有之 やう 申 居候。 

無 敎會は 本社に も 僅に 終刊 號に 近き 二三 號殘り 居る のみに て殘. 念な が ^貴意 をみ たしが た く候然 し 

出来 得る 限り は 小生 驅り 集めて 御迗致 度と 存じ 居候 然し これ はお 氣 長く 御 待ち 被 下 度 候 (小生の 處 


にも はづ かの 外 無 之 候) 

詩的 生活と やお 羨し き 限に 候 共 生活 はじまり 候 は^^ 非お たづね 申 上 度 今より 樂 しみに 致 居候 • 

東都の 文 擅、 漸く 名 を 慕 ひ 利 を 求めて、 出づる もの は 拙劣なる 飜譯， 人 氣小說 のみ 「片 戀」 の 如き 

心 ゆく ばかりの 物語 は此 一 一三 年 耳に も 致さ や 候。 

紅葉 も 遂に 逝き 巾 候。 小生 はかれ を 好む 事 人後に 落ちざる 丈け 又 かれの 死に 就而 たれかれに 劣らす 

哀しみ 居候。 本 e: の 新 小說に 「紅葉 山人 追憶 錄ー あり、 かれの 人物、 かれの 平生、 かれの 苦心、 か 

れの 臨終 等 精細 を 極め 居候。 若し 御 一 讀の御 心 も 有 之 候 は ビ御途 申 上 候 如何に 候 や。 . 

紅 薬 は ー侗の 大道 德 家に 候、 かれは 動かすべからざる、 拔く ベから ざる 「藝術 家の 良心」 と 云 ふ 

もの を 有し 居候。 かれが 一 字 一 句を忽 にせす 一 枚の 廣吿 用の 文に も 尙且三 HI の 苦心 をな せし 事な ど 

を 聞き" 小生 は 己れ の. 心に 就て 恥 づる處 千 萬に 候。 

くだらなき 事. 水々 と 巾 上げ 失 禮仕候 何卒 君が 心の 屮に 神の 國の 建設ます く强 固なら む を 祈 居候 * 

ァ 1 メン 

嚣 

HI 三 郞信兄 

くれぐ も 夫人へ & 敷。 

小山 內薰 ^集 八 卷隨筆  二 四 五 
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(盛 岡の 太 田 君此頃 東京に あり 僕の 家と 隔たる 三 四 町の 處の 下宿に て 勉強な され 居候) 

一 、 明治 三十 七 年 一 月 十八 日、 卷 紙に 毛筆 

都の 正月 は 人の 塵 馬の 塵 車の 塵の 內に 濟んで 仕舞 候。 

今日より は 何卒して (卽ち 神の 助に より) 男らしき 生涯 を迗り 度と 存じ 居候 戯曲 屮の 人物と なること 

なく 戯曲 を 作る の 人たら むと 希 ひ 居候 人生 を說く 者たら す 人生に 尉.； 籍を與 ふる 者たら むと 願 ひ 居候 

美術家たら す 詩人たら むと 祈 居候。 

西 鶴 全集 は年來 これ を 求めて 朱 だ 得ざる のうら みある 者に 有 之 候 間 是非 とも 御 讓り被 下 度相當 の 代 

金 御 遠慮なく 御 申出 被 下 度 候。 

紅葉 追憶 錄は 友人より 返り 次第 御 送 申 上 ベ く 候。 

先年 申 上 候 聖書 辭典 は 左して 役に立たざる 書なる 事を發 a 致 候 間 御 購求 御 止め 申 上 候。 

くれぐ も 夫人に 宜敷。 


愛 信者 曰く、 この 書信 以外に 「 1 生涯 を文學 を もって 平民の 爲に 捧げる 考 です」 とい ふ 言葉の 記して あつ 

た 感想の 書信 を 頂いた こと を 殆ど 三十 年に 近い 今日 も 記憶して 居候が 見 富らず 甚だ 遺馄に 侯" 

1、 明治 三十 七 年 八月 十九 日、 卷紙 毛筆 

申譯も 無い 御 不沙汰 を 致し ましたが 毎夕 七 時の 祈禱に は必す あなた を 思 ひ 出して 一 言な り 一 一言な 

あなたの 生涯の 爲 めに 神に 祈らぬ 事はありません からどう かそれ で 許して 下さい。 

其 後 御 變りも ム ひません か 不相變 山 で 淋しい 然しな が ら羨 望す ベ き 生活 をして 御 出になります か。 

聖書 之 研究 は 如何です。 角箬 聖書の 「約 百 記」 と 云 ふの を御覽 になり ました か。 

私 は 去年の 夏以來 漸く 世の中の 戰と云 ふ もの を 知り 初めまして、 隨分 苦しい. 辛い 思 も 致し ましたが 

「自殺す る 者」 の 煩悶 を 讃美す る 「人」 と 云 ふ ものに 頼らないで 「自殺せ ざる 者」 の 苦惱に 同情 を 

寄せ 給 ふ 「祌」 と 云 ふ ものに 鎚 りました 御蔭で 幸に 今 も尙 生きて われらの 戰 ふべき 戰を戰 つて 居リ 

ます。 

戰と 云へば 世の中 は騷 がしい 事で ム ひます ね、 然し 御 住居 あたり は號 外の 鈴の 音 も 聞こえす 提灯 行 

列の 軍歌 も 聞こえないで 嘸靜か な 事で せう。 近 頃 西 行 法師 の 歌 を讀み ま したら、 

小山 內薰 全集 八卷 隨筆  二 四 七 
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よしな しな 

爭 ふこと Ad たてに して 

怒 をのみ も 

結ぶ 心 は 

と 云 ふの が ありました。 惡 魔の み榮を あら はす 爲 めに 刽 をと るの が 「戰 爭」 と 云 ふ ものであります- 

まい か。 わかりき つてる 事です から 最ぅ 戰爭 攻擊は 止め ませう。 

この 十五 日から 私 は內村 先生と かれの 愛 兒祐之 君と 三人で この 鎌 4: に 暮らして 居ります。 然し 先生 

の 母堂が 御 病 氣の爲 め 其 他の 事情の ため 明日 は 一 同歸 京し なければ なり ませぬ。 

先生 の 感想が たビ 聖書の 熟讀 と密窒 の默 想から 生れる もので ない と 云 ふ 事 は 多分 あなた も御存 じ で 

せう。 かれの 心臓 は 絶えす 「世の中」 に 燃えて 居る 「地獄の 火」 の爲 めに 燒 かれつ-ある のです。 

どうです 菊 地^、 先生の 肉 體の爲 め， 靈の爲 め、 二人で 祌の 祝福 を 希 はう では ありませ ぬか。 

私 はこの 十 H から ある 小さなる 仕事 を 始める つもりです。 何 か 御 耳に 入る やうな 事で も ありました 

ら この 弱き おのお に  一二 囘の 祈禱を 御め ぐみ 下さい ませ。 その 仕事に 就て は いづれ 御報吿 いたし 

ませう。 

終に のぞんで 君が 一 家に 祌の 威と 祌の 恩惠と 並び 行 はれむ 事 を 主の御名に 依て 乞 ひまつる。 


鎌お みだれ 橋に て  . 

八月 十九 日認む  薰 

玉 三 郞兄 

先日 は淺野 君へ 御 招きの 御手 紙 を 下さった さう で 一 同感 謝して 居ります。 ことし は 淺野家 

にも 小山 內家 にも 色々 事件が 出来しました ので 遠くへ 旅 をす る 事が 出来す、 殘 念ながら 御 

目に も か i れ ませぬ 來年は どうぞして 伺 ひたい ものです。 

「西鹤 全集」 さらに 御禮申 上げます、 朱書で 記念の 爲 めに あなたの 名 をし るして 置. きま 

した。 

奥樣 へ も 御 尊父 樣 へ も宜 敷御傳 へ 下さい。」 
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一、 明治 三十 六 年 夏 (七月) 東北 地方 漫遊 せられた 時の 名刺 

一、 「小 野の 別れ」 の 月見草 は 陸 中 江 刺 郡 羽田 村 小 柳の 渡。 

同行者 

(淺 野 m 三 郞 

理學士 の 

(西澤 勇志智 

以上 * 島^ 先生 宛 送り 來 されし 菊 地 玉三郞 氏よりの 書信 寫し 水木 復 g 


a  二月 一 一十 八 ぼ 於 龍 門 社 講演 #) 


日本の 芝 に 就て お 話 をす る譯 であります。 _ 

併し My からお 話 致します こと は、 隨分呰 さんに は 不思議な 事の やうに 思 はれる であらう と 思 ひます リ 

なぜかと 巾し ますと * 私のお 話 申します こと は 、倚さん の 別に 爲に なると 云 ふお 話で もありません し、 

或は それが 直に 皆さんの 血 や 肉に なり、 精祌 的の 滋餐 になる と 云 ふやうな 話で もありません。 謂 は^- 

ど  う で も宜 い やう な 話な の でございます。 

併 し 其 話 の 內 容共 も のに 就て は、 私自身 は 可 なり 長 い 間苦勞 して 居る のであります。 世の中に はそん 

な 事の 爲に 苦勞 して 居る 人間 も 一 人 や 一 一 人 は あるの かと 云 ふこと がお 分りに なれば、 それで 宜しい の 

でございます。 丁度 皆さんが 丸之內 をお 通りに なりまして、 ®B の やうに 其 處の前 をお 通りに なって 

も 御注意 をな さらなかった 所の 建物の 一 つ を 指して、 斯う 云 ふ 建物 も此 返に.^ るの かと 云 ふこと を 巾 

上げる。 それ は 決して 私自身の 存在と 云 ふやうな こと を 認めて 戴く とか、 私自身 を. M 吿 すると か 云 ふ 

意味ではありません。 日本の 芝居と 云 ふ ものに 苦勞 して 居る 男が 兎に角 一人 ある。 日本の 芝居と 云 ふ 

もの、 或は 大きく 見まして 單に 芝居と 云 ふ ものに 就て、 男 一 匹が そんなに 苦勞 する 値 打が ある だら う 

かどう だら う、 共 疑問 だけで も 抱いて 下されば、 それで 私 は 非常な 滿足 なのであります。 併し 今 R2 の 

お 話 は 直接 私の 苦勞 話ではありません。 自分の 苦勞 をして 居る 世界、 日本の 芝居が 現在 どう 云 ふ狀態 

に 在.^、 又將來 どう 云ふ狀 態になる であらう か、 又なら なければ ならない か、 又 是非 斯うな つて 欲し 

小山 內薰 令； 集 笫八卷 日本 演劇の 將來  二 五一 一一 
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いと 云 ふやうな お 話 を 申 上げる のであります。 

で 若し 此處 に外國 から 一 人お 客が 日本に 来る とします。 相 當に敎 養の ある 地位の 高い お 客で あると 

します。 其お 客が 若し 日本の 芝居 を 一 つ 見せて 吳れ ないかと 云 ふ 話に なった とします。 今迄 さう 云 ふ 

話が あつたか ないか 知りません。 併し 外國の 地位の 高い 方が 来られた 場合に 曰 本の 芝居 を 御馳走す る 

と 云 ふ 場合に は、 大抵 帝國 劇場 或は 歌舞伎 座が 使 はれて 居 ります。 併 しそれ は 私共 局外者の 考で申 

します と、 建物が 綺麗、 座席が 好い、 設備が 良い、 總て 設備と 云 ふ 上からで はない かと 思 ひます。 そ 

れ から 舞臺へ 出ます 役者が、 兎にも角にも 一流の 役者で ある、 衣裳 背景 も 立派な ものである、 代表的 

の ものであると、 少 くも 外觀 から】 百へば 言へ ます。 そこで 歌舞伎 座で あると か 或は 帝國 劇場へ 案內 を 

される であらう と 思 ひます。 其帝國 劇場 乃至 歌舞伎 座で やって 居る 芝居 はどう 云 ふ 芝居で あるかと 申 

します と、 普通 帝劇 は 女優 劇の 場合 もあります が、 先づ 歌舞伎 劇であります。 帝國 劇場 も 歌舞伎 劇で 

ある。 ^備 共 他 の 事 は 別と しまして * 其お 客 の 見る 芝居 其 も の は 歌舞伎 劇、 之が 日本の 芝居で あると、 

若し 案内 せられる 方が さう 言った とします。 そこで 僕 等は考 へます。 成程 歌舞伎 劇が 日本の 芝居で あ 

る ことに 異論 はない。 併し 日本の 歌舞伎 劇、 少く とも 歌舞伎 劇の み を 以て、 之が 日本の 芝居で ある、 

之が 日本の 芝居の 全部で あると 言 ふこと は、 ちょっと 言へ ない と 思 ふので あります。 さう 云 ふ 案內の 

ii 方 をす る 方 も あるで はあり ませう。 あるで はあり ませう が、 又 他の 案內の 仕方 をす る 人 も 出る であ 


らう。 まあ 地位の 高い お 客なら ば さう 云 ふ 所へ 連れて行かなければ ならない でせ うが、 流 "通の や 

或は 詩人、 藝術 家と 云 ふやうな 人が 向 ふから 來 ます。 割合にち よくな 人が 来ます。 さう して 日本の 芝居 

を 見たい と 言 はれた ときに、 之 を案內 する 人 は 或は 他の 所へ 連れて行く かも 知れない。 他の 所と 云 ふ 

の は&處 であるか。 曾 我廼家 五郎の 喜劇へ 連れて行く、 そして 之が 日本の 芝居で あると 云 ふか も 知れ 

ない。 又もう 一人の 案內 者が ありまして 澤田正 ニ郞の やる やうな II 澤田正 二 郞と云 ふより は、 今 其 

末流が やって 居ります 所謂 刽劇、 劍を 振って 立 廻り をす る 芝居、 無暗に 人 を 斬る 芝居、 此處へ 案內を 

する かも 知れない。 そして 之が 日本の 芝居で あると 言 ふか も 知れない。 併し それく の 案内 者が 何處 

へ 連れて行か うと、 吾々 は 苦情 を 言 ふこと は 出来ない。 歌舞伎 劇 も 日本の 芝居であります し、 劃 も 

日本の 芝居で ある。 曾 我迺家 五郎の 喜剷も 日本の 芝居で あるに 相違ない。 併し 之が 日本の 國劇 である 

と 言って.、 本當に 良心に 恥づる ことなく 外國の 人に 提供す る ことの 出来る 芝居 は 現在 何かと 云 ふこと 

は 是は餘 程 疑問であります。 歌舞伎 劇よりも う 一代 前の 能と 云 ふ ものが あります。 如何にも 立派な も 

ので はあり ますが、 之が 日本の 現代の 芝居 だと は 言へ ない。 私が 玆に 申しました 芝居々々 と 云 ふ 意味 

は、 活 きて 居る 芝居と 云 ふ 意味で、 芝居と 云 ふ ものに は 死んで 居る 芝居と 活 きて 居る 芝居と ある。 何 

處の. 國 にも それ はあります。 死んで 居る 芝居と 云 ふの は傳 統を傳 へまして 現代の 生活と 直接の 交涉は 

なくても、 美術と して 又藝 術と して、 立派な 價の ある 芝居。 藝術 として は實に 立派な ものである けれ 
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ども、 現代の 生活と 密接な 交涉 のない もの。 美術品の 方で 言へば 骨萤 品と 同じ 物。 さう 云 ふ 芝居と， 

吾々 の 今日 日常生活に 直接 影響の ある 芝居， 密接の 關係を 持って 居る 芝居、 それが 活 きて 居る 芝居。 

斯う 二種 類あります。 私の 今 芝居々々 と 申し ましたの は活 きて 居る 方の 芝居であります。 外國 人が 來 

まして 日本の 國劇を 見たい と 云 ふ 意味 は、 日本の 現代の 生活と 密接の 關係 ある 活 きて 居る 芝居 を 見た 

いと 云 ふ 意味に 取った 場合に、 吾々 は 某して 其 西洋人 を 何處へ 案内して 宜 いか 分らない。 色々 な 極 類 

の 芝^が 日本に は澤山 あるので あります。 此. S 裂へ てし まひ ましたが、 まだ 其 外に 新派 劇と 云 ふ もの 

もあります。 もう 一 つ 別に 新劇と 稱 する ものが ある。 新劇と 云 ふの は 外 國の飜 譯劇を やりましたり、 

或は 現代の 作家の 創作 を やったり する、 寧ろ 素人の 團體 であります。 色々 な ものが ある。 けれども 今 

現弋に 於て 日本で  一 ^本 當の 流れ を^して 居る —— 大きな 流れ を爲 して 居る 芝居 は 何で あるかと 云 ふ 

と、 今日で は 矢 張 歌舞伎 劇 だと 言 はなければ ならない。 卽 ち帝國 劇場の 本 興行 或は 歌舞伎 座な どで や 

つて る 芝 であります。  - 

此 歌舞伎 釗は 色々 な もの \ 集りでありまして、 御存知の 通り 竹 本 劇 —— 是は 此^に なって 出来た 言 

槳 であり ませう が 竹 木 釗と稱 する、 淨 璃 人形芝居から 出て 来た 芝^。 操 人形の 爲に 作りました 淨 1? 

璃を 本に してやる、 人形の やった ことで 人 ii が やる 淨 瑠璃の 芝居。 それから 俗に 世話 狂言と 申します 

誚 は^ ニ桥 n 物。 江戸の 末期に なつてから 非常に 發 達した 所の もので、 後に 河 竹默阿 彌が宗 成した 


所の ものであります、 世話 狂言、 世話物、 それから 所作 il 踊りです。 逍成 寺で あると か 或は，？ 娘で 

あると か 云った やうな 踊りであります。 是は 普通の 舞踊と 違 ひまして、 役^の 踊り は乂ー 嵇训な もの 

であります。 所作 载と稱 して さう 云 ふ ものが あります。 本 來は此 世話物， 世話 狂言， それから^!? 璃、 

淨 ^璃 劇が 又 時代物、 世話が かった 物、 時代 世話の 交った 物、 色々 あります が、 兎に^ 淨^ 璃釗、 世 

話 物、 所作事 まあ 此 三つであります。 此 外に 前の —— 前のと 中し ましても 今 は 居ないで すが 園 十郎， 

亡くなりました 圑十郞 などの 作り 創めました 所の 活歷 物と 云 ふ ものが あります。 ^は 多く 一  番 si に据 

ゑる 狂言であります。 從 來の淨 璃 劇から 轉 化して 來た 所の 一 番目 物と 云 ふの は 荒唐無稽の もので あ 

る。 歷 史的から 言って 餘り 間違って 居る と 云 ふので、 稍 i 史實に —— 稍 i どころではない、 圑十郞 な 

ど は史實 熟に 罹りまして、 歴史の 通り やらなければ いけない、 平家物語 にある こと は 平家物語 にある 

通りに やらなければ ならぬ。 茧 盛の 言葉 は 平家 物 語 に 害いて ある 言 紫 の 通りに 言 はなければ ならぬ と 

云 ふ 風の 考 から、 活歷と 云 ふ もの を 創めた。 之も澤 山は淺 つて 居りません が殘 つて 居ります。 吉右衞 

門な どが 時々 やります。 併しもう 此活歷 と 云 ふ ものになります と、 私共の 考 から 云 ふと 本當の 歌舞伎 

劇で はない。 

兎に角 歌舞伎 劇と 云 ふ ものが 今 非常に 全盛で ある。 之に 携 はって 居ります 興行師が 日 木で は  一 ^大 

きな 興行師。 之に 携 はって^る 役者が 一 番 好い 生活 をして 居る。 之に 携 はって 居る. KS! 具師が 一 * 奸 
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い 大道具 師 である。 それ だのに 此 歌舞伎 釗が 近き 滅びる、 時間の問題 である， 或はもう 待って 居られ 

ないから 滅す 方の 遝 動に 掛かったら 宜 いぢ やない かと 云 ふやうな 事を考 へ る 人 もあります。 もう 歌舞 

伎 劇 は 駄目 だ、 現代の 生活と 何の 交涉 もない と 云 ふ 風に  一 口に 申します。 現代の 日本の 芝居の 狀態を 

考へ るのに は、 先づ 歌舞伎 劇と 云 ふ もの を へなければ ならない、 之が どうなる か。 今の 若い 人 は 歌 

舞 伎 劇 はもう 滅びる、 時間の問題 である。 それ を 知らす に 好い 氣 持で やって 居る 役者 は 憫れな もので 

ある。 年取った 役者 は 早く 引っ込ん でし まふ 方が {=| い。 色々 な 勝手な 事 を 申します。 一 面 尤もな 所 も 

あります。 併し 歌舞伎 劇と 云 ふ もの はさう 簡單に 滅びる もので ありませ うか * それが 大きな 疑問で あ 

ります。 歌舞伎 劇が 滅びる とか 滅びつ ゝ あると か 云 ふ 問題 を^へ ますと， 私 一 侗 人の 考で. S. します と、 

今更 そんな 事 を 言 ふの は を かしい。 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は旣 にもう 無い もの ぢ やない かと 思 ふ。 旣に 

滅びて しまって 居る ぢ やない かと 思 ふ。 今日 吾々 が 見ます 所の 歌舞伎 劇 は， 本質的に 首って 本 當の歌 

舞 伎 劇で あるか どうか は 疑問であります。 例へば 今. E. しました 活歷 物、 團十 郞の考 へる 活歷 物。 其 市 

川 圑十郞 と 云 ふ 者 は 近世の 歌舞伎 役者と しての 名優であります。 吾々 は 子 佻の 時分から 學生 時代に 掛 

けて しか 見て 居りません から， 其 印象 も茈だ 朧. 叙 ではあります が、 兎に角え らい 役者であります。 子 

供の 時に 兑た淸 正で あると か、 或は m 盛で あると か 未だに 平^盛と 云 ふ 人物 を 想像 すれば、 團十 

郞の顏 が 浮んで 來る 位の 印象 を與 へた ものであります。 それほどの 名優で ある。 傅統 的な 歌舞伎 釗も 


非^に 巧かった。 譬 へば 「暫」 の やうな 荒事で あると か、 助 六の やうな 所謂 市 川 流の 荒事 も 傅へ、 ま 

り も 出來、 臺詞も 昔 叶朗々 として 立派な ものである。 近世の 歌舞伎 役者と して 實に 立派な 人で ありま 

したが、 此市川 圑十郞 s 身が 私共に 言 はせ ますと、 旣に 歌舞伎 劇の 破壞 者のお 一人であった らうと 思 

ふ。 謂 ふ 所の 活歷 は旣に 歌舞伎 劇の 破壞 であります。 それ を考 へす に 今日の 所謂 歌舞伎 役者の やって 

居る 芝居 は、 何でも 歌舞伎 劇で あると 思 ふの は 違で あらう と 思 ふ。 抑え 歌舞伎 劇 は 何 だと 云 ふこと 

になって 來 ます。 それで はお 前の 謂 ふ 歌舞伎 劇と 云 ふ もの はどう 云 ふ もので あるか。 今の 活歷の 場合 

で 中し まして も 分ります やう に 、 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は 1 兀々 桢 端に 言 へ ば內容 など はどうで も^ い 。 

史實に 悖って 居よう が 歷史の 通りで なから うが、 其 時代の 言 槳を傳 へ なから うが、 其 時代の 歴史的 事 

實と達 はう が、 そんな 事 は 構 はない ものな ので ある。 本質的に 歌舞伎 劇と 云 ふ もの を考 へます と、 形 

式の 方面 だけが 吾々 の 頭に 浮んで 參 ります。 歌舞伎 劇の 價値は 何に あるかと 巾し ますと、 形式の 美で 

あらう と 思 ふ。 形の 美し さ。 形と  一一 一一 一口に. S- します が、 共 中には 隨分 色々 な ものが 含まれて 居ります。 

例へば 役者の 着けます 衣裳 —— 歌舞伎 役者の 衣裳と 云 ふ もの は 一 嵇獨特 の 物であります。 阒十郞 あた 

りが 始めました 寫貲 的な 活歷の 衣裳 は刖 であり ますが、 昔から 屮 します ^言、 譬へば 歌舞伎十八番で 

あります とかの 衣裳な ど を 御 覽 になり ますと、 非^に ファ ン タス ティ ッ クな暂 際 生活に はない やうな 

衣裳であります。 共 意匠の 奇拔 にして、 さう して 藝術 的な こと は、 ちょっと 世界に 類がない。 それ か 
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ら 役者の 隈取であります、 顔の 造り 方、 是は 支那から 傳 へられた もの だと 言 ひます が、 此 隈取 は 支那 

と は 又 違って 一 嵇獨特 な ものであります。 さう して 隈取に も、 譬 へば 猿なら ば 猿と 云 ふ もの を 思 はせ 

る 隈取に も 役者に 依って 工夫が 違 ふ。 これ は 誰が 考へ 出した 隈 である。 これ は 何の某が 考へ 出した 隈 

であると 云 ふやうな ものが 傳統 的に 遣って 居ります。 衣裳、 隈取、 それから 舞 臺の裝 置であります。 

普通 大道具と 申します が、 此 日本の 歌舞伎 劇の 舞臺の 装置と 云 ふ もの は、 實に 面白い ものである、 是 

だけ を 離して 考 へます と、 西洋の 芝居の 方の 改革 家が 此頃 やって 居る こと を、 日本で は旣に 二百 年 も 

前から やって 居る。 現に 昨年 も 或る 歐羅 巴の 客が 參 りました ときに —— 文學^ であり ますが、 私が 或 

る 日本の 芝居へ 案內 したと きに、 吾々 が 今歐羅 SJ で 舞臺の 改革で ある、 舞臺裝 置の 犟 純化で あると 云 

ふこと を唱 へて、 一生懸命 にやって 居る こと は、 日本で はもう 疾 うの 昔に やって 居たん だと 言うて 居 

りました。 それ は 確に さう であります。 歐羅 巴で は 御存知の 通り 寫實 II ^に 十九 世紀の 終 あたりに 

なりまして、 寫實と 云 ふ ものが 極致に 達して、 舞臺の 上の 建築 は 吾々 の 住んで 居る 實 際の 建築と 殆ど 

同じ 裝笸 をした。 舞臺 装置 は 建築 學 者が すると 云 ふ 位の ものであった。 それが 歐 洲大戰 少し 前から 大 

分變 つて 來て 居ります。 歐洲大 戰を經 て 益え 變 つて 参りました。 芝居と 云 ふ もの は 日常の 生活と は 違 

ふ。 舞臺 を樣式 化する 單 純化す ると 云 ふこと が 極端に なりまして、 現に 露 西亞の 或る 芝居の 如き は、 

舞臺の 上に 何等の 装置 を 置かない。 劇場 共 物の 壁 を 其 儘 使って 居る 劇場 さへ ある。 芝居と 云 ふ もの X 


本質 は 役者で ある。 道具で 成 かす 衣裳で 威 かす、 さう 云 ふ もの は皆餘 計な ものである。 芝^と 云 ふ も 

の は 役お の技藝 で、 衣裳が どうで あらう が、 逍具 がどうで あらう が、 役者が 其 人物に 扮 して、 共 人物 

の 氣持を 充分に 出し、 共 人物の 性格 を 出し さへ すれば、 逍 具がなくても 衣裳がなくても、 兄 物に 感動 

を與 へなければ ならない と 云 ふ 風に 考へ て 居る。 所が それ は 日本の 芝居で は 昔から やって 居る 事で あ 

る。 日本の 芝居で は 昔から やって 居る やうな 事を考 へなかった。 欹舞伎 劇の 特色 は そこです。 皆さん 

は 昔から 甸赍 になって 居る から、 ちょっと 氣がぉ 若き にならない かも 知れません が， 例へば 寺子屋な 

ら 寺子屋の 格子戸が あります、 世話 木戶と 俗に 巾し ます。 別に 格子戸に 大きな 塀が ある 譯 でも 何でも 

ない。 塀 もなければ 土臺 もない。 唯 格子の 形 をした 或る 部分 だけの ものが、 ちょいと ml- いて ある。 其 

人物の 出入に、 罾 へば 人 と^れる 場合に 之 を 閉める。 人^が 內と 外になる。 向 ふ は 此方が 見えない、 

見えても 兒ぇ ない 積り で やる。 さう 云 ふ 場合に それ を 使 ふ。 共 入口が 不必要の 場合に は、 黑坊と 云 ふ 

ものが 出て 來て之 を どんく 片付けて しま ふ。 さう 云 ふやり 方、 それで a い。 芝居と 云 ふ もの は それ 

が 面白い。 そこに 芝居の 味 ひが ある。 あれら は 最も 芝居の 單 純化と 云 ふ 上に 於て 役に立つ。 それから 

日本の 舊ぃ 芝居で は、 例へば 夜と 云へば 唯 黑ぃ幕 を 下げて ある、 篠 藪が ちょっと ある だけで ある。 そ 

こに. 蓆 を 下げた 顯鉢 小屋 か 何 かあつて、 乞食の 居る やうな 所が ある。 非常な 單 純な 舞臺裝 置で、 さう 

して 氣分を 能く 出す。 それ を 今にな つて 西洋の 舞 裏， 装置 家な どが やって 居る。 それ は舞臺 の裝遛 ばか 
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りで はあり ませぬ、 ：1 の やうな ものが さう です。 今日に なって 西洋の 人 は 初て 日本の —— これ は 支那 

の 傳統は 引いて 居ります が、 日本の 墨！ I II 日本の 墨 繪と云 ふ もの は 非常に 軍 純な 描^であります が • 

其 中に 非常な 精神が 籠って 居る， そんな 物 を 兌て 驚く やうに なった。 兎に角 日本の 歌舞伎 劇の 特色 は 

さう 一一 目った もので * 寫實 ではない. 寫眞 ではない。 形式美で はあり ますが、 それ は何處 まで も 形式 化. 樣 

式 化された 美し さであります。 吾々 の 目に 觸れる 方面 はま あそん な ものである。 耳に 觸れる 方面 は ど 

うで ある。 例へば 臺詞 である。 裏訶 も^して 寫實 ではない。 歌舞伎 劇と 云 ふ もの を 本 當に味 ふに は， 

あの 役者の «詞 廻し、 何が 何して 何と やら、 妙に 延 したり 引ッ 張ったり する。 あんな 言 ひ 方 を 不斷し 

たら W に を かしな ものである。 恐らく 德川 時代で も、 何が 何して 何と やらと 云 ふ、 あ \ 云ふ言 槳は用 

ゐな かった に 相 遠ない。 寫實 の描冩 ではない。 何 處の國 にあん-な 口の 利き 方 をす る 所が ある もので は 

ない。 併し あの 延し 方. メリ ハリと 云 ふ ものに 何とも 言 はれない 妙味が ある。 さう して 或る 場へ 口に は" 

In 通の 日常 語で 言 ふよりも ズ ット 感情が 出る 場合が あります。 德川 時代の 人が 見ても， 不斷の 言葉と 

役者が 舞臺で 一一 目 ふ 言葉、 薹； I の メリ ハリと 云 ふ もの は 違って 居た に 相違ない。 況ゃ今 日の 人 問が 歌舞 

伎 劇 を 見ます と、 其 一一 一一！： 葉 は 吾々 の 不斷に 使 ふ 言葉と はまる で 遠 ひます。 それに も 拘らす 吾々 が あの 臺 

詞廻 しの 中から、 何 か 美しい 感情 を受 入れる ことが. 出來 るので あります。 何^までも 歌舞伎 劇と 云 ふ 

もの は寫實 ではない、 寫眞 ではない。 そこに 歌舞伎 劇の 特色 特質と 云 ふ ものが ある。 さう 云 ふ 譯で歌 


舞 伎 釗 と 云 ふ もの」 持って 居る 特色 は、 何^までも 形式美で ある。 形式 或は^ 式の 美であります。 共 

様式 荬、 形式 笼と云 ふ點に 於て は、 ちょっと 世界に 類が ありませ ぬ。 これ は 決して 侮辱す る ことの 出 

來な い 立派な ものであります。 

私共 は 洋 の 希 職の 芝居 を實際 に 兌た ことはありません。 紀元前 だ ^紀 乃せ； I： 世紀、 そ ん な 時代 の 

芝居 を 見る 害 はない。 併し 是は 非常に 立派な もので あつたと 云 ふこと は 言 傳へ られて 居ります。 それ 

は^ 際 に 兑た人 の 記 錄と云 ふ もの は 遣って 居ない。 唯 遣って 居る のは澤 山の 希 職の 芝^の 屮、 三十 三 

ばかり 脚ぶ-が 遣って 居る、 それと 口碑の 芝居であります。 劇場の 壊れが 遺って 居る、 それに 依って 數. 

多の 舉ぉが 希^の 芝居が どう 云 ふ もので あつたかと 云 ふこと を硏究 しつ & あります。 此希躐 の 芝お と 

云 ふ ものが 非常に 單 純な 點、 それから 棗 詞ゃ何 かの 具合、 並に 舞踊 的の 要素が 非常に 多かった 點に於 

て は • 日本の 歌舞伎 劇 或はもう 一 つ 遡って 日本の 能に 似て 居たら しい。 殊に 面 を 着けて やった 芝^で 

すから 非常に^て 居たら しい。 併し 叉 一 面から 考 へます と， まあ 諸^の 研究に 依って 想像し ますと" 

希臘の 本當の 芝居 は、 亞米利 加の 大學 などで 能く 學 生が やります、 あれと は火變 形式が 違 ふ。 希 職の 

時代に 於て は 決して £ぉ苡 的の 衣裳 は 使はなかった。 所謂 コ ー ラスの 一段に 少しば かり 寫實な 所が あつ 

たらしい。 王様で あると か 或は 女王で あると か、 主人公になる 者 は 決して 寫實の 衣裳 を 使 はないで * 

悉く S 想 的な 衣裳 を 着た ものであります。 今日から^^ の 研究に 依つ て 想像して 化ます と 可な り 立派 
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な 物で はあった やうです が、 少し 執拗い， テコ /、した 物であった らしい。 日本の 歌舞伎 劇 程の 感想、 

さう して 勢力であって • さう して 美しい。 そんな 物 は 持って 居なかった らしい。 臺詞 はさう であった 

が、 人 の 動作と 云 ふ もの も- - 歌舞伎 劇の 役者の 動きと 云 ふ もの は 一種 特別であります。 日本の 舞 

踊と 云 ふ ものが 根底に なって 居る のであります からして、 實に 美しい。 一 擧 一 動に も 之が 踊の 上から 

出て 居ります。 所謂 立 廻り、 斬 合で あると か、 投げ 合で あると か， 俗に タテ と. S. します が、 此タテ も 

所作から 矢 張 出て 居ります、 踊が 根本に なって 居る のであります。 所作， タテと 云 ふ 言葉 さへ ある 位。 . 

今日の 所謂 劍 劇と 云 ふの は、 あれ は實 際の 擊劍 だの 柔道から 出て 居る のです。 踊から 出て 居る ので は 

ないです から、 见て 居て 3具 劍に感 する、 さう 云 ふ 所が 靑 年に 受ける 譯 であり ますが， 歌舞伎 劇の 立 廻 

りと 云 ふ もの は、 さう 云 ふ もので はない、 舞^ 的であります。 實際 生活の 人間の 動きと は、 まるで 別 

な ものです。 淨^ 璃 などの 場合 は、 是は 人形が 本です が、 所謂 サヮリ と 云 ふ ものが ある。 あの 場合の 

人 問 の 動き 方と 云 ふ もの は、 人 問 の 所作の 一種の 象徴 化でありまして、 決して 寫實 ではない。 勿論 如 

何なる もので も寫實 味の ない 藝術 はない。 歌舞伎 剷 にも 可な り 含まれて 居ます が 大體に 於て 本質的で 

あって、 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は寫 I 莨 的な もので はない。 それが 肝腎な 事であります。 

さう 云 ふ 風に 形式美に ついて 私 は 述べ ましたが、 それで は 歌舞伎 劇に は 精神的の 美し さはない か， 

內容の 美し さはない^。 それ はあります。 無い こと はない、 あります。 最は 非常に 大體 から 申し まし 


て單 純な ものである。 一 赉、 目に 着く の は 武士道の 精祌の 現れた ものが 隨分 ある。 共 屮の 一 例 を 言へ 

ば、 忠義の^ に 人情 を 犠牲に する。 さう 云 ふ 內容を 持った ものが 可な り ある。 之が 可な り 人 を 動かし 

ます。 反對に 人情の 爲に 自分の 地位 を犧牲 にす る、 さう 云 ふ 場合 もあります。 これ は 多く 戀愛 或は 親 

子の 場合に 親が 子に 對 する 場合に あるよう です。 勿論 親が 子に 對 する 場 八 U も、 忠 莪 のおに 人情 を竊牲 

にす る 方 もあります。 其 他に 此 芝居と 云 ふ ものが ズット 日本で は 政府の 厥 迫 を 受けて 居りまして、 殊 

に德川 時代の 迫 は 酷かった 爲に、 一種の 反抗 精神と 云 ふ ものが ある。 芝^と 云 ふ もの は 士君子の 見 

る ものに なって：^ なかった。 能樂は 立派な ものであるが、 芝居と 云 ふ もの は 武士が 兑に 行く ときには 

內證で 行く。 お 城の 女屮が 芝居 を 兌る ときには 御糜を 卸して 兌る と 云 ふ 位。 それが 餘り 目立つ と n 题 

になって、 蛾 を 免ぜられ たと 云 ふやうな こと も澤 山あります。 兎に^ 身分の ある 人の 兑る ものに なつ 

て 居なかった。 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は 市井の 巷の 町人の 兌る もの、 今の 言葉 で 申し ま す と 被 解： 迫^ 級 

の娛樂 であった。 從て被 厥 迫 階級の If 迫 階級に 對 する 反抗 精祌、 さう 云 ふ ものが 隨分 ある。 非常に 見 

易い 道理が、 能く 女を屮 心に して 武士と 町人の ii に ゆが 起る。 大抵 最後に 女に 持てる の は 仕事師 だと 

か 遊 人 だと か、 さう 云 ふ 者で、 武士 は 大抵 振られて 引っ込む と 云 ふの が^ 通に なって おります。 あれ 

は 確に 共 時代の 芝居の 反抗 精神から 出て 來て 居ります。 そんな 事が あります。 併し それ は 非常な 大き 

な 意味から 言って 精祌 美と は 言 へない の であります。 反抗 精 祌と云 ふ もの は 要するに 立派な もので は 
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ない のであります。 小さな ものである。 大體 から 言 ひます と義现 人情の 柵に 懸かって 人 が 苦しむ. そ 

れが 普通であります。 其義现 人情の 柵に 懸かって 人^が 苦しむ. それ を rn 本の 多くの 芝居で は、 身を犧 

牲 にして 解決す る。 そこで 日本人 は傳統 的に 動かされる。 犠牲の 精祌、 之が 日本の 歌舞伎 劇の 一恭 美 

しい 點 であらう と^ひます。 犠牲の 精神 —— 此 は 犧牲な んと云 ふこと は餘り 流行り ませぬ が、 兎に 

角 日本 固有の 美しい 精神と して 犠牲の 精祌， さう 云 ふ もの は 日本の 歌舞 仪 劇から も 拾 はう と 思 へ ば 拾 

へます。 殊に^ 璃の 中には さう 云 ふ 悲壯な 美し さが ある。 外國 人な どが 曰 本の 芝居 を 見て  一^感 心 

する 所 は 共 處 なんです。 さう 云 ふ 所に も 御注意 を 願 ひたいと 思 ふので あります。 私 は 犧牲的 精 祌が是 

からの 世の中に 善い か惡 いか 分り ませぬ。 分り ませぬ が 日本人の 持って^る 犠牲的 精神が 劇 をー迎 じて 

外 國人を 動かした 例 を 可な り 私 は 知って 居ります。 例へば 寺子屋であります。 あれ は 千 九 百 七 年頃に 

獨 逸に 飜譯が 出来ました 獨逸 では 夂：： 都市で 殆ど 二十 年 ir 毎年の やうに 何. おかで 演ぜられました。 非 

常な 感動 を與 へた ものである。 これ は 英語の 飜譯 もありまして、 亞泶利 加 各 州で も 演ぜられました。 

此 寺子屋と 云 ふ もの は 非常に 歐羅 巴人 を かした。 併し あの 寺子屋な どの 飜譯 は、 可な り 日本の 原作 

に 近い ものである。 日本人の 吾々 が 兌ても 左程 苦情 を 言 ふべき もので はない。 之に 西洋人が 動かされ 

るの は當り 前の やうに 思 ひます。 n 本人で も 動かされ るから、 西洋人が 動かされ るの は當り 前の やう 

に考へ られ ます。 を かし いのは 此間 もやり ましたら うが、 伊太利の オペ ラ が帝國 劇場へ 來て 居ります， 


マダム バタフライ (if 々夫人) あれ を 兌て 西洋人が 非常に 勁 かされる。 あの 仕舞が 矢お： ：！ぉの 婦人の 

一 極の 犧牲的 精神、 自分 を犧牲 にして 人の 幸福 を 祈る と 云 ふ 所の 犧牲的 精神に 動かされる。 隨分 n 本 

人が 見ます と を かしな ものであります。 筋 は 兎に角と して 服装が を かしい。 衣裳が を かしい.、 印 中 IK 

を 若て チョン 鬵を 結った 奴が、 平氣 でお 座敷へ 上って 來 るかと^ ふと- 祌 主の ような 形 をした おが 出 

て來 たり、 實に 不思議で H 本の 恥 だと 云 ふ 人 もあります。 けれども あれが 向 ふの 一種の 型で ありまし 

て- 屮々 直せない さう です。 現に 本 野さん が 露- S 亞の 大使 をして お出の 時分に、 露西亞 では 蝶々 さん 

と 言 つて 居ります が t 餘り あの 芝居 の 服装な んか^ 日本の 實 際と 違 ふと 云 ふこ と を忠吿 され ま し て 、 

三越で ありまし たか 何處 でありました か 謎へ て、 純粹の 日本の 裝 束と 云 ふ もの を 造って、 其 時分の ぺ 

テル ブル グへ取 寄せた のであります。 さう して 愈々 衣裳が 揃った。 其 時分 露西亜の 帝 S が 保護して 居 

る帝國 劇場" 其處で 着せて 見る とどう も; €白 くない。 今までの 型 を壞す ことになる、 これ は 化め だと 

云 ふので、 莫大な 金 を 投じて 取 寄せた ものが 無駄に なった と 云 ふ 話 を、 ^僞は 知りません が 露 西亞で 

聞いた ことがあ リ ます。 さう 云 ふ 風で 型を壞 すの は 厭や だと 云って 隨分變 な服裝 をして おる。 併し あ 

れを 兌て 露西亞 人が 非常に 動かされる。 それ は 何かと- K ふと • あの 最後の 犠牲的 精祌 である。 もう 一 

つ を かしい こと は 「大風 - と 云 ふ 芝居が あります。 これ も 一節 を飜譯 して 帝國 劇場で やった ことがあ 

ります。 これ は 日露 戰爭 時分に 非常.」 歐羅 巴人 を 動かした もので、 隨分 不都合の 芝 いでありまして、 
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之に 依ります と 日本から 外國へ 留學に 行って 居ります 所謂 留學 生と 云 ふ 者 は、 全部 軍事 探偵で あると 

云 ふやうな 見方であります。 甚だ 日本の 學 生に 取って は 迷惑 至極の 芝居であります が、 併し 之に 依っ- 

て 歐羅 巴の 人 は 大變に 動かされる。  何で 動かされ るかと 云 ふと， 留擧 生の 一 人が 或る 事に 依って 罪 を- 

得まして I 人 を 殺す のであります が、 其 殺す 經緯 など は 申 上け ませぬ が、 それ は 色々 に變 へて やつ 

て 居る 人 もあります。 兎に角 人 を 殺す、 之が 裁判になります。 所が 其 人 §1 は —— それが 主人公で あり 

ますが、 日本から 或る ffi 大な 任務 を帶 びて 來た 留學 生であります。 若し 之が 殺され.^ ば 日本に 取って 

大變な 損害で あると 云 ふので、 仲間の 留學 生が 私が 代りにな らうと 云うて、 友達の 罪 を 背負 ふとす る- 

場面が あります。 此處に 動かされる。 B 木 人から 云へば 何でもない 事の やうであります が、 向 ふの 人 

の 精神から 言 ふと、 友達の 罪 を. 背負って 自分が 刑罰 を 受ける なんと 云 ふこと は考 へられない。 惡ぃ事 

をした 人間が 罰 を 受ける のが 當り 前。 幾ら 友達で も， 幾ら 親友で も、 自分が 惡ぃ事 を しないのに 罪 を. 

背負 ふと 云 ふこと は、 向 ふの 人から 云 ふと 考 へられない。 所が 日本で は 而も 大勢の 友達が、 ィャ 私が 

行く 私が 行く と 云うて、 先を爭 つて 友達の 罪 を 背負 ふとす る、 そこで 動かされる。 私が 瑞 典の 方 を 旅 

行した ときに、 汽車の 中に 居りました 或る 瑞 典の 貴族の 婦人が、 私に 向って 其 芝居の 事 を 話し、 あれ 

位 好い 芝居 はない、 あれに 依って 私 は 日本人に 對 して 好い 感情 を 持つ やうに なった と 一一 目って 淚を 零し 

て 話された ことがあります。 いっか 早 川 雪 洲がラ • パタイ ュと云 ふ 活動 寫眞を 作り ましたが、 あれ は. 


元は 佛蘭 西の 小說 で、 矢 張 日本の 事を极 つた， ちょっと 日本に 取って は 迷惑な 芝居であります。 あれ 

と同じように 「大風」 も全體 から 言 ふと 日本に 取って は 迷惑な 芝居で ある。 其 作^: は塽地 利の ウィン 

で 日本の 大使館の 前に 住んで 居りまして、 日本人の 生活 を 見た と 云 ふこと であります。 恐らく 共 位の 

程度の もので あらう と 思 ふ 位し か 日 太と 云 ふ もの を 理解して 居ない にも 拘ら す， 共 脚本の 屮に 含まれ 

て 居る 日本人の 犠牲的 精神に は 非常に 動かされる。 大風で も 蝶々 夫人で も、 內容を 言へば くだらない 

ものであるが、 動かされる、 であり ますから 寺子屋で 動かされ るの は當り 前です。 日本の 傳統的 精神 

から 言って 本物です。 兎に角 さう 云 ふ 風で、 外 國人も 非常に 日本人の 持って 居る 犠牲的 精神と 云 ふ も 

のに 動かされる。 之が 矢 張 私 は 歌舞伎 劇に あると 思 ふ。 

併し さう は 申します が、 それで は 歌舞伎 劇 は 西洋の 希臘の 芝居が 持って 居った やうな 運命 II 宿命 

と 申します、 人間の 力で はどうす る こと も出來 ない 宿命と 人間が 戰ふ、 其 宿命 を描寫 したやうな もの 

が あるか。 或は 其 時代々 々 の 社會を 批判した ものが あるか。 所謂 社會の 批判な り、 或は 一 人の 人間の 

性格 心理と 云 ふ もの を 描寫 した ものが あるか。 一 人の 人 問の 性格と 云 ふ もの は 非常に 複雜な もので あ 

りまして、 眾 純な もので はない。 北 ハー 人の 人間. を 其 人の 全體 として 描^した やうな ものが ある。 そん 

な もの は 無い と 言へ る。 詰り 日本の 歌舞伎 劇の 精 祌的內 容と云 ふ もの は 一 面 的であります。 最も 吾々 

の 強く 感ぜられ るの は 篛 ^人情の 柵、 共 解決 は 多く は 犠牲的 精神で ある。 運命の 描^で あると か、 

小山 内薰仝 集 第八卷 日本 演劇の 將來  二 六 九 


小山 內薰 令： 集 第八卷 日本 演劇の 將來  二 七 〇 

社會の 批判で あると か、 心 ^描お とか、 さう 一； ムふ もの はない。 ですから 歌舞伎 劇の 形式的の 美し さ、 

精祌 的の 美し さと 云 ふ ものと 較べて 兒 ると" 精祌 美の 方が ズ ッと洛 ちる。 ズ ット 落ちる と 云 ふより は 

. 非常に 內容が 貧弱で ある。 狹ぃ。 一面 的で ある。 それ は 日本の 歌舞伎 劇の 脚本 作者に、 一人と して 立 

派な 思想家ら しい 人が 居ない ことで も 分ります。 近 松 門左衞 門の 如き は實に 人情の 機微に 觸れた 作者 

では ありました。 併し 近 松 門左衞 門が 哲舉 者であった とは^へ ない。 思想家で あつたと は 思へ ない。 

西洋 の 場合で は それが ある。 希職 の 昔 か ら の 芝居 を 兌 て も , M の 脚本 の 作お は 立派な 思想家 である。 

哲學 者で ある。 日本の 場合 は 近 松 門左衞 I： の 如き 立派な 作家で も 技巧 家で ある。 究極の 目的 は 人氣を 

集める。 新しい 趣向 をして 客 を 火勢 呼ぶ。 或は；； 取 近に 在った 事件、 際物、 何々 心 屮と云 ふやうな、 あ 

の當 時の 際物 II 新 ira 記事 を 材料に したよう な もの を 作って、 さう して 共 時の 趣向に 投 する、 それに 

苦心した ものである。 德川 末期の 所謂 二番 ni 物、 世話 狂言の 作者に 至って は S も 酷い。 人の 作った 筋 

でも 何でも 取って、 彼方の 筋と 此方の 筋と 交ぜて-所謂ない 交ぜ 狂言、 先代 萩と 忠臣 藏を 交ぜる とか、 

或は 裏表 忠臣 藏 とか， 色々 な 事 をす る。 兎に角 與行每 に 趣向 を 新しくして、 所 li 兌 物の 腹 を 抉ぐ る。 

見物の 方 も 今度 は 好い 趣向 だと 言って 祥んで 居る。 狂言 作者 は 興行の 結 架と 云 ふ 事ば かり 考 へる。 詰 

り 技巧です。 今度 は 斯う 云 ふ 趣向 を やって 兑物を アツと 一一 一一 〔 はせ よう。 後者 は 其 脚本 を 十：^ にして、 自 

分の 技巧で 何 か 兌 物の 心 持 を 捕へ ようと 云 ふだけ の ものである。 作者が 其 時分の 社 會に對 する、 自分 


の 生 俘して 居る 時代の 社 會に對 して、 或る 批判 を 加へ ると か， 或は 其 當 時の 仕事 を极ふ 或る 一 人の 人 

物 を 選んで、 歴史の 屮 でも 好し 共 间 時代の 人で も 構 はない、 と 云 ふ^を 選んで 持って 來て， 此 人物の 

性格 を 描お し、 役者 は 北ハ 脚本に 依って 淸正な ら淸 正の 性格 を 本 當に現 はさう。 そんな 事は考 へな かつ 

た。 考へな いで も & かった。 歌舞伎 劇と 云 ふ もの はさう 云 ふ ものであった。 それで 差 支ない。 思想 的 

の^ 景 などはなかった。 何處 まで も 形式が 行 はれた ものであります。 

歌舞伎 劇の 本質と 云 ふ もの をお 話 すれば、 私 一個の 愚見であります が、 愚 兌 だけと しても まだ ノ、 

澤 山あります。 要するに 形式の 美であります。 所が 現在 吾々 の 目に する 所の 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は ど 

う 云 ふ もので あるか、 大分 形が 違って 居る。 謂 ふ 所の 形式美 さへ 旣に變 つて 來て 居る。 それ は 私共 子 

供の 時代に 見ました 歌舞伎 劇と， 今の 歌舞伎 劇と はまる で 違って 居る。 第一^ 具 立 や 何か^ 大變 立派 

になって 居る？ 日本の 歌舞伎 劇の 舞臺裝 S と 云 ふ もの は、 前に も 申した やうに 非常に 簡素と 云 ふこと 

が 特色であります。 黑幕ー つ、 其 處に藁 小屋 或は 篠藪 がー つ、 それで 舞臺を 造る。 これ も 先程 巾した 

世話 木戸なる 世話 木戸と 云 ふ もの を ちょっと S けば、 それが 入口と 云 ふこと を 暗示す る。 そこに 歌舞 

伎 劇の 特色が ある。 然るに 此 頃になる と 色々 な 物 を くっ付ける。 舞臺も 大きくな つたで せう が —— 現 

に 今 歌舞伎 座 で やって 居ります 引窓と 云 ふ 聪治郞 の 得 居の 芝居が あります。 あの 芝居 も 以前 歌舞伎- M 

で 見た 時分に は 無かった 物が 大分あります。 餘 計な 物が くっ付い て^る。 例へば 切られ 與三郞 の 「源 
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氏 店」 の 場な どで も、 裏庭が あったり 何 かして、 塀の 向 ふに 丸 之內の 建物が 兌えない のがめ つけもの 

ぐら ゐ、 色々 の 物が くっ付いて 居る。 今で 言へば 電信柱 を 立て & 見たり、 柱に 廣吿を 張って 見たり し 

ない と締 りが 付かない。 非常に 歌舞伎 剷の 感想と 云 ふ ものが 無くなって 來た。 反對に 衣裳の 方 は 非常 

に ファンタスティックで、 大きな 模様であって、 そこに 歌舞伎 劇の 特色が あつたの が、 それが 段々 寫 

實 化して 地味に なった。 さう 云 ふ 衣裳と か舞臺 装置と かば かりで なく、 役者の 演技 其 ものが 昔の 歌舞 

伎 劇と は 大變に 違って 來て 居る やうに 思 ひます。 これ は 私に は 能く 分り ませぬ が、 吾々 の 先輩に 聞き 

ますと 大分 違って 來た。 詰り 昔 は 非常に 大袈裟に やった もの を、 今 は 非常に 內輪 にやる。 今の 若い 歌 

舞 伎 俳優な ど は、 詰り 大袈裟に やる ことが 馬鹿らしくな つた、 そんな 馬鹿な 事 は 出來な いと 云 ふので 

內輪 にたった。 それから 役者と して 實に 現代の 名人で はあり ますが、 尾 上 菊 五郞、 中村吉 右衛門と 云 

ふやうな 人の やります 歌舞伎 劇 を 見 ま— * て も、 吾々 が 直に 氣の 着く こと は、 本質的の 歌舞伎 劇で ない 

こと をして 居る。 それ は 何で あるかと 云へば、 今 申 上げた 心现 描お。 歌舞伎 劇に 心 现描寫 と 云 ふ もの 

は 耍らな い。 心现描 寫と云 ふ もの はどう 云 ふ もので あるかと 云へば、 私が 中 上げる まで も ありませ ぬ 

或る人 間の 心 持、 此心 持から 此心 持に 移る 問の 經路を 一 つも 漏 さすに 兌せ るの が 心理的 描寫 である。 

歌舞伎 劇に はそんな 事 は耍ら ない。 例へば 十六夜 淸 心の 芝居で、 淸 心が 身 を 投げよう とする、 途端に 

向 ふ 側の 船の 中で 何か騷 ぎの 唄が 聞え る。 忽ち 人生の 歡樂と 云 ふこと を 思 出して 死ぬ の を やめる、 "て 


わ は 非^に 蓆 突で 差 支ない。 ^に 變る。 あれが 日本の 歌舞伎 劇の 特色であります。 所が 此^の 菊 五郎 

などの やります 淸 心の 場合に は^に 變ら ない。 死なう として は 生きよう とし、 生きよう として は乂死 

なう とする。 世の 屮の 歡樂を 忘れられない。 非常に 心现的 に^かく やる。 所が 默阿 彌の喾 きました 脚 

木 をお々 が 讀んで W ましても、 傳統 的の 歌舞伎 劇に 遣って 居る 所の 羽左衞 門の やります 淸心を 兌 まし 

て も 之が 突然です。 其 極り、 所 ii 心 现の變 化の 段へ 來て おに 變る。 急に 泣いたり なに 笑ったり する。 

それが 歌舞伎 劇の 特色であります.。 所が 少く とも 死 ぬんだ か 生き るんだ か 分らない やうな 心理 描. n を 

今日の 菊^ 郞 など はする。 吉右衞 門に も北ハ 弊が ある。 馬盥の 光秀の 如き も 心 现描寫 を川ゐ ようとし て 

居ります。 北 ハ心现 描寫を 歌舞伎 劇に 川ゐ ますと 非常に 破綻 を 生じます。 歌舞伎 劇 はそんな^ を 者へ な 

い。 そんな 事 を 要求し ない 所に 歌舞伎 劇の 特色が ある、 歌舞伎 劇 は 精神的に 言っても 冩實 的で. ないか 

ら、 或る 甲の 心 持から 乙の 心 持に 移る の は、 休みた しに 細かに 描寫 する 必耍 はない。 所が 現代の 役者 

の 巧い 奴が それ を やらう とする。 ですから 菊 五郎の 十六夜 淸心 など 上 K ふ もの は、 これ は 新しい 演出 

でありまして、 純粹の 歌舞伎 劇と 一：； n ふこと は 出来ない。 併し 现 代の 人に は 受ける。 と 云 ふの は 現代の 

人間から 云 ふと、 殊に 柬 京の 芝お 兌 物 人 は、 昔の； a 戶 時代の 玄人の 兌 物と 途 ひまして、 諸國 から 來て 

房る 人が 多い。 傳統 的の 歌舞伎 劇と 云 ふ ものに 對す る鑑赏 服と 一； ムふ もの を 持って おない。 ですから 皆 

一 つの リアリストであります。 見物が リアリストで あるから、 之に リアリズム を 以て 向 ふの が  一 ^宜 
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い。 そこ を 巧みに 菊 五郎な どが 技巧 家で 名人であります から、 昔の 傳統 的の 所も傳 へながら、 或る 變 

化 を 加へ て 新しい 演出 をして 居る。 ですから 吾々 の n から 兑れば 巧い 拙い は刖 として、 あれが 本當の 

歌舞伎 劇と 云 ふこと は出來 ない。 舞臺 の裝遛 から 云 ひ、 衣裳から 云 ひ、 或は 顔の 持へから 云 ひ、 臺； 1 

廻し から 云っても、 或は 役者の 演劇 全體 から 云っても、 到底 今日の 歌舞伎 劇 を 以て 本當の 歌舞伎 劇と 

云 ふこと は 僕 等 は 出来ない。 ですから 歌舞伎 剿と 云 ふ もの は旣に 減んだ とも 言へ る。 併し 歌舞伎 劇に 

携 つて 居る 役者 は 中々 滅びない と 思 ふ。 なぜかと 申します と、 歌舞伎 役者の 持って 居る もの、 或は 傳 

へて 居る もの は、 何百 年來^ ^ねられて 來た 所の 技藝の 傳統を 持って 居る。 これ は隨分 無駄な もの も 

ありませ うけれ ども、 其 中には 隨分 立派な もの も ある， - 藝術 的の 傅統- それが 中々 財產 であります 

歌舞伎 役者の 財産であります。 自分の 作った ものば かりで はたい。 今の 菊五郞 にしても 吉右衞 門に し 

て も、 自分で 作った もので はない。 何百 年來 日本の 歌舞伎 役者が 作って 來 たもの を 積 重ね、 又 それに 

自分の 創意 を 加へ て 居る。 であり ますから 他の 方の 役者に 較べる と藝に 於て 非常に 相違が あります。 

これ は 中々 滅びる もので はあり ませぬ。 それで 私 は 歌舞伎 劇 は 縱し減 びても、 歌舞伎 役^と 云 ふ もの 

は 中々 滅びる もので はない と 思 ふ。 それで はお 前 は 彼等が やって 居る 芝居が 一 番 好い のか， と 云 ふこと 

になり ますが、 所が それだけ 立派な 藝術 であるに 拘ら す、 到底 あれ を活 きた 芝居で あると 云 ふこと は 

出来ない。 卽ち 吾々 の 毎日の 生活に 影響す る， 每 日の 生活に カを與 へて 吳れ る、 或は 吾々 の 毎日の 生 


活の 行路 を 示して 吳れる もの だ、 それの 水先 案 €： になる と 云 ふやうな 氣 はしない。 あんな もの を 見て 

も 吾々 の 生活と は 何も^ 係し ない。 まあ 閑の 時に 鑑賞す るの は宜 いか も 知れない と 云 ふより 外 はない 

のであります。 芝居と 云 ふ もの X 使命から. m- します と • さう 云 ふこと であって はならない。 閑の 時の 

樂み になる と 云 ふなら ば、 輕 業な どと. K し て 違 ひ はない。 芝居と 云 ふ もの， - 文化的 使命と 云 ふ もの は. 

吾々 の， 生活と 密接の 交渉 を 以て、 吾々 の 生活に 影響 をして 來 なければ ならない。 それで は 所謂 新派 劇 

1 1 ず 井と か 河 合と かせ；： 多 村な どが やります 芝居、 これ は 今 ひどい 事に なり ましたが、 其 ひどい 事に 

^るの. に は 相當な 理由が あると 思 ひます、 それ は 長くな ります から 申 しませぬ が、 あの 新派 劇 はどう 

であるか、 これ は 又 困る。 成程 新派 劇と 云 ふ もの は 頭 は散髮 である。 ハイカラに 結った 頭の 女が 出て 

來る。 吾々 と 伺 じ 着物 を 着て 舞臺へ 出て 來る。 併し 其 精神的 内容 は 何で あるかと 云 ふと、 歌舞伎 劇と 

スッ カリ HI: じで ある。 義理， <  情の 柵、 それ 以外に は 何物 もない。 殊に 少し 前の 時代の 新派 劇な ど i 云 

ふ もの は、 役者の 出入りに 歌舞伎 劇と 同じように 合方 を 使 ふな ど X 云 ふので， あれ は ー糨の 歌舞伎 劇 

の變 形で ある。 初めは さう でなかった。 新派 劇 も 日 淸戰爭 時代 並に 日露 戰^ 時代の 全盛期に はそんな 

ものではなかった。 其 時代の 生活と 多少の 交涉 はあった。 私共 當時 それ を昆て 非^に 動かされた。 所 

が 何時の ii にか 時代に 遛 いて 行かれて しまって、 單に 衣裳 髮が 現代の 人 問 だけであって、 やって 居 

とと は 今 の 人間と 交涉 のない やうな ものに なって しまった。 簡^ に 一一 目 へば さう 一 K ふこと が 现. ra で 新派 
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と 云 ふ もの は少 くと も^ 京 で はもう 滅び たと 言 つ て も 差 まな い やうな 狀態 に陷 つてし まひました。 

今日に 於て 歌舞伎 劇の 外に 盛な もの は 何で あるかと 云 ふともう 一 つ 锌我廼 家の 喜劇であります。 斯 

んな こと を 申します とお 笑になる 方 も あるか も 知れ ませぬ が、 此 曾我廼 家の 喜劇と IM ふ もの は、 私 は 

何年 も 見た ことはありません が、 如何なる 場合に 於ても 東京へ 來て 成功し ない こと はない。 二十 n; な 

ら 二十日 滿 M 續き、 是は 確に 現代の 東京に 住んで 居る 人達の 一部分の 耍 求に 出 會す 所が あるから 滿 員 

になる だら うと 私 は 思 ひます。 外の 芝居で は 兎に角 曾我廼 家の 方で は逑中 をす ると か、 何々 會 社の 慰 

IC 力 八  1: であると か、 そんな 風な こと は 何にも やらない。 默 つて 居ても 客が 來る。 之を考 へて 見ます と、 

何故 曾我廼 家の 芝居が 受ける か、 此 © は 見ない から 私 は 知りません が、 以前に 兑た 記憶 並に 共 やって 

る 芝居の 內容 など を 人に 聞いても 分ります。 何故 受ける * 是は 斯うで あらう と 思 ふ。 少く とも 極く 

通俗的で はあり ますが、 曾我廼 家の 芝居と 云 ふ もの は 現代の 世相 を寫 して 居る、 現代の 世相 劇で ある 

と 云 ふこと は 言へ るで あらう と忽 ふ。 非常に 一而 的で はあります。 曾我廼 家の人 生の 見方と 云 ふ も Q 

は 一面 的で あるが、 且つ 歌舞伎 劇的の 見方 も隨 分あります。 今の 義理 人情と 云 ふやうな こと は隨分 ffl 

きを 置いて 居る。 兎に角 新派の 芝居が 伯^ 何^で あると か、 畫家 何某と か 云 ふ ものが 出て 来ても、 一 

向 華族ら しく もなければ 螯 家ら しく もない のと 違って、 反對 に^ 我廼^ の 方 は a 1 ァ ー • クラス 下 厣 

階級に 扮す るの を题 村に して 居る のが 多い が、 電車の 車掌が 一人 出て 參 りましても 「ひろめ や」 が 出 


て 參り まして も寳 に 共通り 霪 単 の 車掌な ど は 中々 うまい 役者が あります。 車掌 の 生活、 蒌長屋 の お か . 

みさん とか 云 ふやうな もの は實 に描寫 がうまい。 やる こと は 大阪首 葉 で i 京の 人 か ら兑 ると 隨分 言^ 

は 違 ふが、 それに も拘 らす少 くと も 現代 世相の 或 一面 は寫 して 居る。 其處 が何處 かで 今の 人の 氣 持と 

一致す るからで あらう と 思 ひます。 曾 我 廻 家の 芝居 は隨 分敎訓 的な ものであります。 共 敎 訓は餘 りに 

犟純 であり 且. つ 通俗的で あると は 思 ひます が、 兎に角 さう 云 ふ處で 現代に ぶつつ かって 居る。 あれ を 

必す しも 死 ん だ 芝 W と 一一 一一 c ふ こ と は 出来な い。 吾々 の 言葉 で 言 つ て も何處 かで 活き て 居る 所 の あ る 芝居 

であります。 之が ある。 

もう 一 っは澤 正の 芝居、 是が屮 々むづ かしい 芝居です。 どう 云 ふ 風に 學問 的に 區^ して 何處へ 入れ 

て宜 いか 分らない、 ちょっと 得體の 分らない 芝居であります。 是も 私は澤 山に 見て 居りません から 知.. 

りません が、 系統から 霄 ひます と 澤田正 二 郞と云 ふ 者 は 所謂 新 割 運動、 明治 四十 年代の 新劇 遝動， 私 

共 は 之 を^ 一  次の 新劇 運動と 言つ て 居ります が、 其 第 一 次の 新劇 運動から 生れて 來た人 問 である。 御. 

存じの 通り 坪內 先生の 文 藝協會 に 席 を 置き、 其 後是が 分れまして 島 村 抱 月 氏の 藝術 座と 云 ふ もの にた 

つた。 藝術 座と 云 ふ 名が 附 いてから 初めて 有樂 座で I 火事で 燒け てし まひ ましたが、 あの 冇樂 座で- 

マ ー テル リンクの 乇 ンナ、 ブンナ と 云 ふ 芝居 を やった 時に、 松 井 须 磨 子と 舞臺へ 出た のが 澤田正 一 一郎 

である。 是は 所謂 新劇 出の 素人の 役者で ある。 現在 此澤 正が 世の中に 認められる やうに なった 初めは. 
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感傷， K 義、 今の 言葉で 言 ふ センチ メンタ リズムで 受けたら しい。 ：： ル物を 泣かせる と 同時に、 何と 言 JS. 

ます か， 眞劍 さと 言 ひます か、 舞臺で 一生懸命に なって やる、 熟が ある * 彼奴の 舞臺に は 熱が あって 

{且 いと 云 ふので 受ける。 そんな ことで 客 を M まへ 始めた のであります が、 北 ハ屮に 何時の^にか 劍 劇と 

云 ふ もの を やり 出した。 無^に 人 を 斬る。 斬って おる か 斬って 居ない か 分らない 中に 人が ばた/ \ 倒 

れる。 どうも 赏 に 早い。 そんな こと を 非常に 喜ぶ。 殊に 東京の 大震災の ありました 前後、 人 問が 殺伐. 

になった 故か頻 にさう 云 ふ もの を 喜んだ。 活動寫 ^でも 何でも 所 謂 劍劇は 喜ばれた。 倂し是 は 殆ど 末 

流に 傅つ て 居て 澤正 自身 は 今 劍剌を 生命と して 居る ので はない。 新しい 發 展を考 へて 居る らしい ので 

あります。 兎に角 素人の 澤 正と 云 ふ ものが 是が大 變な人 氣、 何時でも 見物 は 一杯、 帝國 劇場の 如きへ 

參 りましても、 彼 超が 幾 nil 滿 员 になる。 是は惡 口で あらう と 思 ひます が、 震災 後 帝國 劇場 は 景氣が 

惡 かった 時分に、 澤 正が 來て澤 正 だけ は 本當に 儲かった と 云 ふ^もあります が、 兎に角 澤正は 帝劇へ 

來 たって 無现 であらう と 言って 居った のが、 帝劇で も 劇場が 割れる やうであった。 是は 馬鹿に出来な. 

い 現 免であります。 私は澤 m 正 一 一郎と 云 ふ もの は 舞臺の 上で 少し は 見て 居ります が、 少しも 感心し な 

い。 何虑 にうまい 所が あるの か 分らない。 けれども 私共へ 來る 若い者 殊に 今時々 帝國大 學の會 などへ 

行きまして 聞きます と、 新劇 は 赏 にうまい と 一一 ョ ふ。 それ は 熟 は ある けれども 僕 はうまい と 思 はない。 

い や 先^ は 少し 通れて 居る です と 斯う 言 はれ る。 北ハ處 で 非常な 疑問 を 懐く。 寶際 私共 は遲れ たの かも- 


知れない。 歌舞伎 劇 はどうの 斯うのと 言って 居りながら、 矢 張 自分 は 方向 を 取^へ てお るか も 知れな- 

い。  此 S (吾々 の 接する 若い 人 は 澤正は 熱が あって 好い、 實 際うまい と 言って^ ります から、 是が何 か 

現代の 心 现を搁 まへ て 居る に 遠 ひない。 澤 正の 芝居 は是は 兎に ^素人の 芝お。 先づ 私は此 三本で あら. 

うと 思 ふ。 そこで 此 三つの 流れ。 ^我 廻 家 五郎の 喜劇， 此方の 末流 も澤 山あります。 贫我© ^何々、^ 

我廼^ 何々 と 云 ふやう に 淺苹逡 リに澤 出あります。 相 當に是 が 又 受けて 居る。 澤 正の 方 も 新阈 劇と 稱 

して 居る 此方の 流れ も隨分 ある。 歌舞伎 劇 は 勿論で ある。 新派 は今關 西の方に は 幾らかあります が、 

東京で は 其 影 を 認めない。 此 三つの 流れが 現代の 日本の 芝居と 云 ふ もの を 支配して 居る と 一一 一-" つ て も宜 

い。 それで は それだけで 滿足 出來 るか、 日本の 芝居に 今 三種 類 ある、 是は 孰れ も 立派な ものである。 

吾 々 は 是等 の 芝居に 依って 精祌 の糧を 得、 精神的 の 血 や 肉 を 得 て 居る の だと 言 ふこと が 何等 良心に 恥 

づる ことなくして 一； n へ るかと 云 ふと、 之が 私 は ra: 題で あると 忍 ひます。 

一 IS 芝. おと 云 ふ もの は、 他の 事で もさう であり ませう が、 俗に 歷史 は^ 返す と. S. します が、 芝居と 

云 ふ もの は 西洋な どで も 希臘に 立派な 芝居が あった。 之が 段々 墮 落して 來る。 或 時代に は 全く 喑黑時 

代になる。 茲に 新しい 芝居の 革命運動が 起って 來て又 芝居が 復與 して 來る。 之が 又 盛になる。 之が 又 

墮落 する。 又 それ を 救 ふ 奴が 出て 來る。 さう 云 ふ 風に なって 來て 居ります。 日本な どで は 昔 は 歌舞伎 

の 方 一 本で 色々 な糨 類の ものがなかった から， 常に 政植を 持つ て 居る 者の 彫： 迫が あつたに も拘ら す、 

小山 內薰仝 集 笫八卷 日本 演劇の 將來  二 七 九 


小山 内薰 仝^ 第八卷 日本 演劇の 將來  二八 〇 

割合に 順調に どうにか 斯うに か 盛に なって、 すっと 辏 いて 來て 居ります が、 兎に角 西洋で は 非^に 上 

り 下りが ある。 さう 云 ふ 場合に 何時でも 所謂 芝居 逍の 掃除に 出て 來る奴 は 素人で ある。 職業 俳優で は 

ない。 一 體希躐 の 芝居 も 初 は 素人が やって 居った。 之が 職業と しての 俳優の 手に 移り、 物 は總て さう 

であり ますが、 所謂 職業的に なれば 必す 腐って 來る。 そこで 新しい 素人が 出て 來て 始める。 そこで 芝 

居 道が 一時 綺麗になります。 又 それが 職 衆 的に なって 來 ると 又 脔 つて 來る。 西洋の 芝居の 歷史， を兑ま 

すと 絶えす 必す 芝居が 新しくなる。 芝居が 淸新 になって， 其 時代の 精神に 非常に 密接に なって- 一 般の 

人が 古臭い と 言つ て 其 芝 1© に 飽きて 來て 自分の 現在の 生活に 關 係がない やうな 感じが して 來る 時に、 

芝 35 改革の 運動 を 起す 奴 は 何時でも 素人で ある。 日本で も 歌舞伎 劇と いふ ものが 吾々 の 日常生活と 餘 

りに 關係 が^い、 如何にも 美しい ものである、 藝術 的に 云へば 立派な もので は あるが、 吾々 の 生活と 

直接 の 交涉 がない、 どうか さう！ K ふ 直接の 交渉の あ る 芝居が 欲し いと 云 ふやうな こ とを考 へ 出した の 

は 明治の 末期- S からであります。 素人の 運動が 始 つたの は 恐らく それが 日本で 初めて だと 言っても 宜 

いでせ う。 坪內 先生の 始め^た 文藝協 會と云 ふの は 抑 i さう であります。 それに 引 綾いて 私が 市 川 

左圑 次と 始めた 所の 自. 3 劇場 -此 二つが 明治の 末期に 起つ た 所謂 新劇 運動 . 演劇 革新 運動 であります。 

昔 團十郞 の 生きて 居りました 時分に 浈劇 改良と 云 ふやうな ものが 唱 へ られ ましたが、 それ は 多く は 芝 

居の 設備と か 云 ふやうな こと、 殊に 西洋から 歸 つて 來た 方が、 日本の 芝居が 餘 りに 總て 設備な り 何な 


りに 傅統 的の 烦 しさが あるの を改 されよう としたの が 主であった らしい。 內ぉ 的に-:: H つても へ.' の 活 

歷物、 時代物 を やる 時に 歷 史上の 事寶と 餘り違 はない ようにす ると 云 ふやうな、 外的の 方 W であ. つた， 

と 思 ひます。 此 明治の 末期に 起り ましたの は それと は 違 ひまして、 素人が 立って 劇界 を 革新す る、 艺 

居 を 革新す る、 新時代の 生活と 密接な 關 係の ある やうに すると 云 ふ 運動であります。 坪內 先生の やら 

れ た文藝 協 會と云 ふ もの はさう 云 ふ ものであります。 併し 今考 へて 兌ます と、 此坪 先生が 文 蘇 協 會 

を やられた 時分の 役^ は 亡くなりました。 土 肥春咪 であると か、 或は^ 俵鐵^ であると か、 現在 京都 

の 方で 活動 寫眞の 役者の 養成 をして 居る 水口 薇 陽で あると か、 今 ロ考 へて 兑 ると 矢 張 古い 人、 一 ゆ 代 

前の 人、 素人で はあった けれども 歌舞伎 劇の 影響 は 非常に 受けて 居た 人で、 土肥舂 曙と 云 ふの は圑十 

郞の聲 色が 非常にう まかった。 水口 薇 陽な ど は 素人で ありながら 女形 を やった 人です。 吾々 が 初めて 

見た 時に 淀 君な ど を やった。 何處 まで も 歌舞伎 劇の 影響 を大變 受けて 居た 人であります。 太當の 素人 

と 言 ふこと は出來 ない。 歌舞伎 劇の 亡靈 がま だくつ 付いて 居る。 私共の 自 .5 劇場 是は 元々 歌舞伎 役者 

が やりました。 ですから どうしても 歌舞伎と 云 ふ ものと 離れる こと は 出来ない。 市 川左圑 次が イブ セ 

ンの 芝居 を やりましても、 何處 か臺詞 廻し に 歌舞伎 釗兌 たやうな ものが 出て 來る。 常人 も 無くしたい 

吾々 も 無くさせようと 思っても、 矢 張何處 かへ 出て 來る。 所謂 左團 次式の 臺詞が 出て 來る。 不純な も.. 

ので ある。 之が 文藝 $1 舎が 分れて 藝術 座と 云 ふ ものに なりまして 餘程變 つ て來 ました。 松 井^ i^c. と 
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申し、 澤田正 ニ郞と 中し、 $1 すぶ の 素人、 昔 素人芝居 を やって 歌舞伎 芝 2$ など はやった ことのない fe: 

井須 磨 子、 信 州の 山の 中から 出て 來た 女、 さう 云 ふ 風な 者、 共 時分に 島 村 抱 月 氏の 仕事 を 助けて 居ら. 

れた中 村吉藏 氏の 如き は、 先づ 歌舞伎 劇と 絕緣 せよ、 新しい 芝居と 言 ふ 以上 は是 ばかりで も 歌舞 佼劇 

の 味が 殘る やうで は 駄目 だ、 歌舞伎 釗 の 匂が 少しで も 混って はいかな いと 云 ふ 言葉 の 裏に は、 吾 々 が 

やつ て 居りました 自. S 劇場な ど は 歌舞伎 役者の 集りです から、 詰り 自由 劇場な どのして 居る 芝居 は 歌 

舞 伎 劇の 味が あるから 純粹の 新劇 化で あると 言 ふこと は 出来ない と 云 ふやうな 意味 も 含まれて 居った 

と 思 ひます。 是は 莨に 御尤至 極の 事であります。 现論 として は 其 通りであります。 唯 私共の 方の 成立： 

は左團 次と 私と が 子 佻の 時からの 友達で あると 云 ふこと から 成立った ので、 私が 左圑 次と 云ふ舊 派の • 

役者 を 使って 自分の 仕事 をしょう としたので はたい。 さう 云 ふ 風な 自然の 成 行で さうな つたので、 屮 

村吉藏 氏の 言 はれた こと は 现論は 尤もで ある。 それで は 其藝術 座の 藝には 全然 歌舞伎の 影響 は なか つ 

たかと 云 ふと、 是も 歌舞伎の 影響と 云 ふ もの は實に 恐ろしい もので、 當 人が 歌舞伎の 役者で はない、 

まるで 歌舞伎な ど を兑 たこと はない、 日本の 歌舞伎 役者 の やう な臺詞 廻し は 全然 知 ら ない、 そん な 事. 

を 排斥して 居る と稱 して 居る 人達が、 隨分 所謂 臭い 事 を やって 居る ことがある。 けれども 全 體の 主張 

として さう 云 ふ 主張 は 立派な 主張であります。 兎に角 藝術座 になって からすぶ な 素人が や つ たと 一一 一一！： ふ 

ことが 出來 る。 簡單に 中し ますと 此 新劇 運動が 第二 期へ 移ります。 前の 時代に も左團 次と 云 ふ 者が^ 


にやって は. おりました が、^ 二期. に 移ります と 素人の 猿 之 助と か勘彌 とか 云 ふ 役^: 自身 く 一 铳釗 0 を. - 

始めた。 詰り 平常お 容樣 からお 余 を 戴いて やって 315 る やうな 芝居で は滿 足出來 ない。 自分の 生活と し 

て も滿 足出來 ない、 藝術 としても 滿足 出來 ないから 新しい 芝居 を やる。 之 を 世 il では 役者が 自覺 した 

と 言って 褒めた が、 役^が 始めた。 前に も左圑 次と 云 ふ 役者が 始めて 居ります が、 是は事 が 遠 ひま 

して、 私共の やうな 木 常の辦 生つ ぼと 一緒に 仕事 をした。 猿 之 助の はさう 云 ふ 友達の 結合で なく、 指 

導 者な く 猿 之 助 自身が 總 ての^^ をす る， 是が 春秋 座と 中し ます。 勘彌の 方が 文藝 座と. S. します。 そ 

れ で 普通 の 職業 として 舞臺へ 上る 暇に 自分の やりたい 芝居 をす ると 云 ふ 新劇 運動。 是が 役者に 依って 

起された 第二 期の 新劇 運動。 此第 二期の 新劇 運動と 第. 一期の 新劇 運動との 非常な 差異 は、 ^一期の 新 

釗述勒 は C 出 劇場と 文 藝協舍 だけで はあり ませぬ。 もっと 澤山 色々 ありました。 一時 は 隨分數 も淅ぇ 

ましたが、 此 第一 朝の 新劇 運動 は 私共の 見て 居る 所に 依る と、 呰相當 の 指導者が どの 釗團 にもあった 

やうに 思 ひます。 どの 劇圑 にも 相當 吾々 の 信 賴出來 る 指導者が あった やうに 思 ふが、 第二 期の 钚 1-^ 

動に は 指^者と 云 ふ 者がなかった。 此處で 著しい 事は舊 派の 役者が 新劇 運動 を 起す。 それ 程 平常 やつ 

て 居る 事が 氣に 入らないならば、 歌舞伎 芝居、 歌舞伎 役者 を 止して しまへば i いやう に 極く 單 純に 私 

共が 考 へる とさう 思った。 所が 商賫 は商寶 である。 収の時 だけ は 新劇 運動。 それで は商賫 の収に 新劇 

運動 を やる のも宜 いが、 其 収 にやって 居る 事が 商寶の 方の 芝居 に 影響す る か 、 舞臺 の 上 で ^通 に や つ ■ 
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て 居る 歌舞伎 劇に 何 か 影響す るかと 云 ふと 影響し ない。 傳統 的の 歌舞伎 劇 は 歌舞伎 劇と して そっと 乎 

を 着けす に 置いて、 暇の 時に 新劇 を やる。 それで 良い 氣持 になって 居る。 ですから 之 を言換 へて 申し 

ますと、 自分が 傳統 的に 親から なり 爺さんから なり 傳 へられて 居る 所の 歌舞伎 劇、 是は 極端に 言へば 

飯 を 食 ふ 種、 之に は 手 を 着けす に 置き、 暇 を 見て 自分の やりたい だけの 事 を やる。 自分が 役者と して 

やりたい と 思 ふ 儘に やる。 併し 歌舞伎 劇の 方に は 手 を 着けない。 又 歌舞伎 劇と 云 ふ ものに 就て は 何に 

も觸ら ない。 歌舞伎 劇 を どうしょう。 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は 手 を 若け る ことの 出來 ない もの だと 云 ふ- 

風に 考 へて 居る。 まあ それが 第二 期の 新劇 運動で ある。 笫 一期の 新劇 運動の 終りに 於て は屮村 吉藏氏 

の說 のように、 新劇 運動 は 歌舞伎と 絕緣 してし まへ と 云 ふ 説。 第二 期の 歌舞伎 役者 自身が やりました 

新劇 運動 は 歌舞伎 劇に は 手 を 着けない、 歌舞伎 劇は此 人達 は 立派に 出来る けれども * 是 は商賨 で やる。 

後と 暇な時 だけ 新劇 運動 を やって、 一 方に は 手 を 着けす に 置く と 云 ふの が 第一 一期の 新劇 運動で ある。 

第三 期の 新劇 運動 はちよ つと 變っ て來 たと 言 はざる を 得な い 。 第三 期と 申します の は^は 東京 の 震災. 

以後の 事 を 言 ふ。 勢 ひ 私自身が 現在 關 係して 居ります 所の 小さな 圑體 であり ますが 築地 小 劇場の 事 を. 

上げなければ ならない のであります。 是は 併し 築地 小 劇場ば かりで なく、 別に 畑屮蓼 波と 云 ふ 人が 

やって 居りまして、 今 菊池宽 氏の 後援 を 得て やって 居ります 新劇 協會 にも 其 傾向 は ある。 第三 期の 新 

劇 運動 は 西洋の 飜譯の 脚本 を やって 居る。 是は 今までと 變 りがない。 第一 期で も 第二 期で もやって 居. 


ります。 唯え 其 遣 方、 表現の 仕方で あると か. 舞臺の 設備で あると か、 照明で あると か 云 ふこと に 進歩 

は 成程あります。 併し 火して 違 ひ はない。 舞臺裝 通に 新しい 藝術 的の 發展は ある。 役^の 藝も 昔の 飜 

譯 劇と は 大分^って 來た。 が 要するに 飜譯 劇と 大して 變り はない。 若し 著しい 事^が ありと すれば、 

第三 期の 新劇 運動に 稍 i 變った ことがある とする の は、 此第三 期に 於て 從來第 一 期の 藝術 座せ 代に よ 

絕緣 せよ と 言 つ た 歌舞伎 劇 、第二 期の 役者 自身 の 新劇 運動 時代に は 手 を 着けす に^いた 歌舞伎 劇- 此歌 

舞 伎 劇の 素人が、 歌舞伎 劇と 緣筢 もせす、 それから 國寶 として 手 を 若け すに も^-かす， 歌舞伎 Q 中 か 

ら でも 採れる もの は 採って 自分の ものと すると 云 ふ 傾向が 出て 來た 事と 思 ひます。 新劇 協會の 仕事 を 

見ましても， 築地 小 劇場の 仕事 を 兌ても さう 思 ふ。 築地 小 劇場の 仕事 はま だ 其方 面に 於て は 非常に 仕 

事 をして 居る ことが 少 いのであります が、 現に 狂 言 は 大鹽平 八 郞と云 ふ 芝居 を やった。 共 大^ 平 I ^ 

と 云 ふ もの は必 しも 歌舞伎 劇が 持って 居る 所の もの を盡く 排斥した と 云 ふやうな 演出で はな か つた。 

欤 舞 伎の 屮 からで も 拔れる もの は 採る。 採って 自分の ものと なり さうな もの はする と 云 ふ P うな 喷カ 

が 兌え る。 是は まだ 兌ない から 分り ませぬ が、 又 來月は 法 成 寺 物語と 云 ふ 谷 崎 潤 一 郞 氏の 書きました 

芝お を 築地 小 劇場で やる のであります。 是 は 前に 猿 之 助が 春秋 座 時代に 新 富 座で やった 所の もので あ 

ります。 藤-! g 朝の 事件 を 材料に した 芝居であります。 此藤原 朝の 芝居 を 築地 小 劇場が どう 极 ふか *  "冗 

-も私 in 身が 其 演出に 關 係して 居ります から 樂み にして 居る 譯 であります。 更に 九 月 に は 近 松 r- 左衞っ 
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の國姓 爺と 云 ふ もの を 築地 小 劇場で 扱 はう として 居る。 隨分 大瞻な ものであります。 或 人 は 築地 卜！ g 

場が 國姓爺 を やる の は、 舊 劇を瑷 さう とする 歌舞伎 劇破壞 運動の 第 一 線で あらうな どと 云 ふやうな 頃 

像 を 逞しう される 人が あります。 日本の 劇 術、 十； 1 來 から 傳統 的に 持って 居る スィ ャ トリ カル .ァー ト 

は屮々 立派な もので あ る 。 其 屮 に は 能から 來 たもの も あるし、 狂 言 か ら 所謂 歌舞伎 劇 に 道 入 つ て 來た 

もの も あり、 操 人形から 這 入って 來 たもの も ある， 色々 の ものが 雜然 混然と して 居ります が、 吾々 の 

採れる もの 比 採る。 歌舞伎 劇で あるから と 云. つて 必 しも 排斥し ない。 歌舞伎 劇 だからと 云って 必 しも 

随寶の や 5 に 手 を 着ける の は 勿體な V, やうお 思 は^, $ で大蟾 お 手 を 若け る。 戴く もの は 戴く， 奪 はれ 

る ものば 奪 ふと 云ふ考 で、 それ は^ 本の 芝居ば かり. でな く、  ^洋. 殊に 邱 度の 芝居、 或は 支那の 芝居、 

或は 风哇ス マトラの 踊と 云 ふや ラな ものから でも 採れる だけの もの は 探って しま ふ。 采^る だけの も 

の は 探らう として 居る。 さう 云 ふ もの を 一 丸と して 國姓 爺と 云 ふ ものの 演出と してやって 見ようと 云 

ふの が 吾々 の 途轍もない 大きな 空想であります。 第一 次、 第一 一次， 第三 次の 新劇 運動 を 比較して 見て 

今の 第三 次の 著しい 特色 は それで あらう と 思 ふ" 新劇 協會が 時代物 を やる やうに なった。 兎に角 鎧の 

芝居 を やる やうに なった。 元と 新派の 役者で ありました 所の、 今でも 新派の 役者に は 違 ひない のです 

が、 井上 正 夫と 云. ふやうな 在來は 現代の 芝居し かやらなかった やうな 人が、 平將 門と 云 ふやうな 芝居 

を やる やうに なった。 殊に 日本の 時代物 を やる やうな 場合に は、 日本の 歌舞伎 劇の 技巧と 云 ふ もの を 


全然 排斥す る こと は出來 ない。 あの 中には 良い ものが 澤 出に 在る。 それ を 吾々 は先づ 冷^に 研究して 

さう して 良. s もの は 採って 來 なければ ならぬ。 

私の 考 へます 所では まだ/、 屮々 おいので あります が、 極く 簡 に 引 括め て 巾 上げます と、 將來 n 本 

の-芝^が どうな. るかと 云 ふと、 今の 歌舞伎 劇と 云 ふ もの は 段々 に 形 を變へ て 兎に角 殘 つて 行く、 滅び 

ない。 女形の 缺乏は 非常に 歌舞伎 劇の 前途 を 心配させます が、 併し 女形と 雖も 絶無に はなるまい 

士^ ひます。 段々 少 くなります。 それが 爲に 歌舞伎の 演目 は 非常に 少 くなる。 現在 非常に はっきりし 

^^が、 菊 五郎の やうな 役者 も 菊 次 郞と云 ふ 相 乎 を 失った 爲 にやれ なくなった 默阿彌 物が 澤山 ありま 

す。 第一、 三千 歳と 直 侍の 芝居 をした くても 三千 歳がない。 十六夜 淸 心の 芝居 をしたい と 忍って. も、 

十六夜に 好い 女形が あの 一座に はない。 梅 幸の 息子に 榮三郞 と 云 ふ 者が 居りました。 是が 有望で もう 

少し 大きく なれば 相手に なった が 死んで しまった。 殊に 近年 宗之 助と 云 ひ、 榮三郞 と 云 ひ. 菊 次 郞と云 

ひ、 女形と して 將來 有望な 人 は 多く 亡くなりました。 是は 歌舞伎 劇に 取って は 一 大打 擊 であります。 

併し 屮々 女形 は絕 無に はなり ませぬ。 女形の ある 限り は 歌舞伎 劇は績 きます。 女形が 歌舞伎 劇 家と し 

て 生れる から^ は何處 まで も 綾く であらう。 將來の 芝居 は 又 形 を變へ て 益 i 現代の 生活に 密接な^ 係 

そ 持つ やうになる でせ う。 # 我 廼. お の 喜劇 も宜 いでせ う。 併し さう 云 ふ 風な 色々 な ものが 唯 i ある. た 

けで はどう も 吾々 は滿足 出来ない。 どうも 是も 本當の もので ないやうな 氣 がする。 そこで！^ から d 芝 
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. 居と 云 ふ もの は， 或は是 からの 新劇 運動に 携る人 ii は、 少く とも 日本の 芝居 は是で ござる と 云 ふ もの 

を 造る だけの 責任が あるで あらう。 それ を 迸る の は 今まで 日本に 在る 所の 劇藝 術の 中で 慣 値の ある も 

の を 採れる だけ 採って しま ひ、 之に 立派な 思想 的內 【谷、 或は 哲舉的 內容、 或は 心理 描寫的 TS! 容を 持つ 

たもの が、 本當の 日本の 芝居と して 世界に も 誇る ことが 出來、 さう して 又 日本の 現代の 社會 生活に も 

密接なる 關係を 持ち • 今の 國 民の 日常の 精祌 にも 影響を及ぼして、 日本の 國民 精神と 云 ふ もの を豐か 

にし 强 くし、 さう して 之 を 勵 まして 行く やうな もので なければ 木當の 芝居で はない。 唯 夕 御飯 を 食 

ベてから 樂 みに 行く。 佛蘭 西の ルッソ ー と 云 ふ 人が 芝居 を 女が 見に 行って 能く 泣いて 居る、 あんなに 

. 泣いて しまった ら 自分 の 生活に 本當に 悲しい 事が あった 時に 泣く 淚が 無くなる だら うと 言 つて 冷笑し 

た。 B 本に もま だ餘程 無駄な 淚. の 持 合せの ある 方が あると 見えまして、 芝居へ 行って 泣いて 居る 方が 

澤 出あります が、 唯 i 共 無駄な 淚を 溢し に 行く とか、 それから 笑 ふと 消化が 良くなる と 云 ふので 夕飯 

-後 にお 笑に お出になる 方 も ある。 芝居と 云 ふ ものが さう 云 ふ 風に 扱 はれて 居る 間 は、 何時まで 經 つて 

も 芝居の 位 澄 は 上らない。 芝居と 云 ふ もの は國民 生活と 密接な 關係を 持つ やうに なり ませぬ と、 詰り 

顧みられざる 丸 之內の 中の 一 つの 建物に 過ぎない。 芝居と 云 ふ もの は是は 又现窟 になり ますが、 私共 

の考 から 1 百 ふと、 國民 生活と 殊に ー國の 文化、 やかましく 言へば 文化 社舍 生活と 密接な 關 係の ある も 

ので、 お^に 働き かけて 是が 役に立って 行く もので なければ ならたい と 思 ひます。 必 しも 術の 功利 


キ-ぉ を 私は說 くの ではない のであります が、 藝 術と 云 ふ ものに も 功^的た 所がなければ ならない と 思 

ひます。 功利 キ-^ 、 功利的な だけが 靜 術の C 的で はあり ませぬ が、 功利的な 所の ない 藝術 は， まだ 藝 

f として 惯： H のない もの だら うと 私 は 思 ひます。 芝居 を 見て 明日から 人間が 變 ると 云 ふ 位の 芝居で な 

ければ いかない と 忍 ふ。 さう 云 ふ 風に^ 激に來 な いまでも、 芝居 を 見て 初めて 經驗と 一一 目 ひます か、 殊 

に 若い者な ど は 十 年 一 一十 年の 經驗を 一 度に すると 言った つて 無理です。 それが どうかす ると 一 晚で出 

來る。 其 處に 芝居の 價爐が ある。 さう 云 ふ ものに ならなければ ならない。 それに は 芝居の 內容と 云 ふ 

ものが 必要で ある。 是は 戯曲 家と 云 ふ 方面の 蓊務 であります。 前任であります。 立派な 脚本 を 書いて 

吳れ なければ 駄 EE です。 其處に 立派な 脚本が 出來 たと して、 それ を演 する 場合、 今まで は隨分 迷って 

やった のであります が、 R 本に は傅統 的な 歌舞伎 劇と 云 ふ もの も ある。 此 歌舞伎 劇と 云 ふ もの を ー概 

に 排斥し ないで 此屮 から 拔れる もの は 採る。 今の 時代に 歌舞伎 釗も ある。 澤正も ある。 竹我廼 家の 喜 

劇 も ある。 色々 ある。 北 (屮 から 拨れる だけの もの は^ 採る。 能の 中からで も 狂言の 屮 からで も 探れる 

だけの もの は 採って、 d 木が 持つ S: 一 術の 舞 蕞 的 統一 をす る。 さう して 其內容 として は 日本の 俾統的 

精 骨に 基いた 所の もので も 宜し、 或は 日本の 傳統的 精神に 對 する 批判で もせ， し、 兎に も にも 立派な 

思想 或は 哲學或 は 遒德と 云 ふ 精祌的 の 內容 の ある、 精祌的 の 美し さの ある 內容 と 云 ふ ものが 共 後 に あ 

る。 そこで 初めて n 本の 芝お であると 云 ふ ものが 出來 るので はない か、 將來の 日本の 芝居と して はお 
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に 歌舞伎 劇 を傳統 的に 傅へ ると 云 ふこと も 一 つの 藝術 的の 仕事で はあり ますが、 併し 活 きた 芝居と 云 

ふ點 から： W へば、 舞臺的 統一、 n 本が 何百 年來 養って 來た 所の 色々 な 種類の 舞 臺的藝 術" それの 統一 

と 云 ふこと が 必要で ある。 詰り^い 所 だけ を 採って、 さう して それ を 統一して 玆に 新しい —— 何だか 

名前 は 分りません。 名前な ど はどうで も &ぃ。 名前な ど は 後で 附 ける。 少 くと も茲に 新しい 國 劇が 出 

來る。 ナショナル. ドラマと して 世^に^る ことの 出來る もの を 造らなければ ならない。 吾々 は 第一 

次の 新劇 運動からの 關係 者でありまして、 第二次 第三 次に 一旦って 居ります が、 もう 何年 生きる か 分ら 

ない、 と 首 ふと 大變 年寄の やうに 兄え ますが、 まあ 併し 今の 若い 人に 依り、 どうで も 構 はない。 自分 

の 生きて 居る 間に それだけの 仕事が 出來 るか どうか 分りません が" 自分の 希望と して は是 からの n 本 

の 芝居の 革新 運動 をす る 人 は、 其 處に眼 を 着けて 行かなければ ならぬ。 今までの 革新 運動 者 は 偏狭な 

思想で、 唯々 從來 ある ものに 反抗ば かりして 來 たやう に 思 ひます。 今度 は 一 面に 排斥すべき もの は飽 

くまで も 排斥し、 採る もの は何處 まで も 採って、 さう して 西洋で も 支那で も何處 でも 構 はない、 世界 

的に 眼 を 開いて、 思想 的に も 技巧的に も^いもの は 皆 採って しま ひ、 さう して 日本人の 血 を 取って 共 

處へ或 もの を雍 出す、 さう すれば 本當の 之が 日本の 芝居と 云 ふ ものが 出來 るので はない か。 甚だ ぼん 

やりした 签想 的な 事で はあり ますが、 私共 畏 い Si の 經驗で 得た 結論 は それで あるので あります。 まだ 

現在 榮 えて 居ります 歌舞伎 劇が 將來 どう 變 化する かと 云 ふやうな 事に 就ての 考 もあります し、 さう し 


て 又 歌舞伎 劇 と 云 ふ もの を ど う 云 ふ 風に して 傳 へて 行ったならば 宜 いかと 云 ふ やう な ことの 愚 兌 も あ 

ります が、 餘 りに 長ったら しいので 此邊 でお 止めに します。 觅に角 私の 最後の 結論 は、 將來の 希望と 

致しまして は 日本の 芝居の 舞 臺的統 一 、 其 虚に 新しい 國 劇の 樹立 を 見ようと する。 甚だ 空想的な 霄^ 

の やうであります が、 其方へ 實際 自分 は 進んで 行かう と 思って 居ります。 さう 云 ふ 男が 一人 あると-: ム 

ふ 事 だけで も 御注意 下されば それで 私 は 非常に 滿 足であります。 甚だ 御 靜聽を 汚しました。 (拍手) 
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虜評 及. S や 批評 

—— 鸚鵡 公の 署名に て 帝 國文擧 に 澳 載せる もの. 


A 本 卿 座の 「相 夫憐」 

脚本 は 褒めたい にも 褒められぬ。 第一 大 阪渡邊 村の 新 平民 中野淸 助と 云 ふ 富豪が 我 娘の 可愛 さに、 

金で 動く 小泉修 三と 云 ふ 人 を 娘の 養父に 仕立て X 男爵の 岩 崎 一 彥と云 ふへ 嫁がせる。 これが 悲劇の 動 

機と なる の だが、 さァ此 動機が 考へ もの だテ、 ー體 悲劇の 動機なる もの は ナドト 事新しく 1 釋 する ま 

でも 無い が、 充分 觀 者の 同情 を惹 くに 足る 底の もので 無くて はならぬ、 動機に III： 情が 寄せ 難い. と、 共 

芝居 全體に 同情が 寄せ 難くなる。 悲劇 「相 夫憐」 の 動機 は 不幸に して 同情の 寄せ 難 5 ものだった、 何 

故 同情が 寄せ 難い？ 不自然 だから だ。 何^が 不自然 だ？ さァ 議論 は 其處 だテ。 僕 思 ふに だ、 穢多 

が 我 子の 可愛 さに これ を 華族の 奥さんに する、 これが 果して 純潔な、 正直な 偽りの ない 父の 愛と 云 ふ 

もので あらう か、 僕 思 ふに だ、 屮野淸 助に 真の 父の 愛が あったならば、 雅子を 華族に 嫁入らせる やう 

な 事 は 仕 無かった らうと 思 はれる。 何故かと 云へば、 穢多の 娘が 血統の やかましい 今の 華族の 夫人に 

なれば、 小 泉と 云 ふ 人物 はなく とも、 n: 十晚或 破滅 を來 たす と 云 ふの は 知れた 事 だ。 それ を 知らぬ 淸助 

でも 無かった らう。 また 如何に 巧みな 方法 を 取らう とも 娘が 華族の 夫人に なって 了へば、 小 泉と 云 ふ 
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人物 ぼな くと も、 親爺が 公然 これに 會ふ 事の 出來ぬ やうになる 事 は 解り 切った 話 だ。 それが 解らぬ 淸 

助で も 無かった らう。 淸助 にほんとうの 親の 愛が 有ったなら、 そんな 危 つかしい、 滅多に 可愛い 娘に 

會ふ事 も 出来ぬ やうな 婚禮 はさせ なかった らう。 成程 娘 を 穢多で 一生 暮らさせ るの は 嫌だった らう。 

然し 何も 華族 を 狙 はなく ともの 事 だ、 齊 通の 宫史か 商人で 譯の 解った 人へ 遣れば 可いで は 無い か。 淸 

助が 娘 を 華族へ 遣らう とした 心の 屮には 穢多の ひがみが あったらう、 穢多の {4.: 譽心 があった らう。 僕 

が淸 助の 愛 を 純潔な 愛 で 無い と 云った の は 卽ち是 だ 。 純潔な らざ る 愛が な した 事に 對 して 僕 等 は滿腔 

の 同情 を 寄せ 難い。 此 悲劇の 動機に 同情が 寄せ 難いと 云った の は 卽ち此 理窟. た、 さァ 動機に 同情が 寄 

せ 難い 爲 めに 全體の 芝居に 對 する 同情 の 念 が^くなる、 淺念 な 事 だ。 

次に 僕が 不滿 足だった の は 小枭修 三と 云ふ惡 人が 悔悟す る 動機 だ。 一 體人 聞と 云 ふ もの は 左程の 惡 

人で 無くと も、 ^おに^の 悔悟 をす る もので は 無い。 如何なる 動機が 人 を^の 悔悟に 導く か、 これ は 

實に六 かしい ^题 だ。 小^に あれ、 戯^に あれ、 凡そ 六 かしい と 云っても 人の 悔悟 を 爲す程 六 かしい 

事 は あるまい、 悲嘆 は 想像 を 以て 寄け もしゃう。 然し 悔悟 だけ は此 苦しい 辛い 實驗を 經た者 或は 聽た 

者 或は 見た 者で 無ければ 書け まいと 思 ふ， 「想 夫憐」 の 作^ は 小 泉の 悔悟の 動機 を事實 にと つたの か、 

若し 事實 にと つたと すれば 描寫が 不充分で あつたに 違ない。 僕 思 ふに これ はキッ と 作者 の 想像な の だ 

らう、 と 云 ふの は 僕の 兌た 肌で は餘 りに 悔悟の 動機が 淺薄 だから だ。 小， „ 水が 雅 子を强 迫して 雅 子が 男 


爵 から 貰った 指 瑗を楚 つたお めに、 雅子は あらぬ 嫌疑 を 受けて 非^に 心痛す る- ス ルト雅 子の ガ：： 使の 

お 玉と 云 ふの は 奥 さんの 御 痛 はし さに 堪 へや らす , 罪 を 身 に 負う て 自分が 盜ん だの だと 云 ふ 遣 書を续 

して 邸 を 逃亡す る、 それが 爲 めに 雅 子に 對 する 男爵 及 後室の 疑 は 解けた。 この 話 をニ條 河原で、 偶と 

雅 子に 邂逅した 淸 助が 聽. S て歸 つて 来て、 これ をグ， チン/、 に醉 つてる 小枭に 話す、 すると 俄かに、 

小 泉 は 頭 を か \ へて 寢た 振り をして 了 ふ、 こ i が卽ち 悔悟の 念の 萠 した！！ だら うが、 ^して 小眾 程の 

悪人が 是丈 けの 話 (I 莨 際 自分で 見た 事實 なら 兎に角) で飜然 悔悟す るに 至る であらう か、 これが 疑問 

だ。 雅 子が 小 泉の 爲 めに 苦しんで る 事 は、 指輪の 一件 無くと も だ、 勿論 小 泉 はこれ を 承知で ゆすった 

ものに 相違ない、 して 兌れば 雅 子の 苦しみと 云 ふ 事が 小 泉の 心 を 動かす 箬 はない。 また 罪のない 下女 

が 罪 を 負う て 邸 を 出た と 云 ふの も淸助 の 話 だけの 事 だ、 小眾 に 嵐ら れ て か ら 愚痴 の やうに 云 ひ 出した 

淸 助の 話 を 全然 信す る 小 泉で も あるまい、 よし 事赏 として 高が 下女 だ、 とても 小眾の やうな 人の 心 を 

動かす に 足るまい かと 思 ふ。 伎 をして 云 はし むれば だ、 寧ろ 淸 助が 小眾に 散々 に 罵られたり 蹴られた 

りした にも 關 はらす、 我 娘の 可愛 さに は、 憎い 惡 にも 敵し 兼ねて、 寢て 了った 小枭 に！， sffl を かけて 遣 

り、 所持の 金の 道 入った 飽を 枕に させて 悄然と 出て 行く， 寧ろ あすこで 小眾が 悟 悔しさう に 思 ふ、 と 

云った 蹈で これ も 想像 だから ァテに はならぬ。 要するに 小 泉の 悔悟の 動機 は不滿 足だった とだけ 云つ 

て ©  く。 
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次に 僕が 不平だった の は 幕 毎に 同じ 臺詞を 繰り返す 事 だ。 先 づ四幕 目 一 一條 河原で 雅 子が 例の 指環の 

一件 を淸 助に 話す。 五 幕 目で 淸助は 之 を 小 泉に 話す。 大詰で 小 泉 は 又 これ を 男爵に 物語る。 而も 其 事 

實は三 幕 目に 於て 觀 客の 眼に 訴 へて 居る の だ。 成程 これ 位 御 丁寧に 遣れば 誠に 能く 筋が 通る、 一 ト幕 

見に は 殊に 便利 だ。 然し 芝居 は 一 ト幕兑 の^めに 存在す るので も 無から う。 斯う 煩 さく 同じ 筋 を 繰り 

返されて は堪ら ぬ。 丸で 小學 校の 先生が 生徒に 向って 讀 本の 同じ 處を 繰り返し 繰り返し 讀んで ii かせ 

てる やうな もの だ。 本鄕座 は小擧 校で は あるまい、 僕 等 も小學 校の 生徒で は 無い 積り だ。 此 調子で は 

とても 西洋の モダァ ン、 プレ ィ など を 日本の 舞臺に 移す 事 は 出来ない。 

僕に 藝評を 云 ふ 權利は 無い が、 素人 評 も 亦 何 かの 參考 になるまい もので も 無い、 一 っ參考 として 見 

て吳れ 給へ。 桃 木の 井原 濱子は 同情 を 寄せて 居ない が爲 めに 失收 した。 ー體 にに くらしい 人と か惡人 

とかに 扮 する 役者が 其 役に 同情 を 寄せないで、 S 分で 自分の 扮 する 役 を 憎んで 掛 つたなら、 丁度 作者 

が 脚本 を 書く に 際して 同情 を 寄せなかった 惡 人の やうに、 成程 「惡 の權 化」 として は 成功す るか も 知 

れな いが、 「人の 惡 なる もの」 卽ち 一 侗の 人格と して は 多くの 不自然 不德理 を釀す やうに は な るまい 

か。 桃 木 は 確かに 此點で 失敗した。 それから 甘 薬ば かり 生意氣 にして 仕草 及び 形に 生 意氣の 見えな か 

つたの も缺點 だ。 

五味の 後室 も 多少 桃 木の 轍 を 踏んだ。 小 is 女 は騷ぎ 過ぎた、 當て 込み 過ぎた。 


佐 藤 はいつ も 阿 父さん をす ると 巧い が、 今度 もよ かった。 然し 橋の 側で 雅 子に^ ふ 時より、 小 泉の 

宅へ 歸 つて、 醉 ひどれ を 相手に 或は 詫び、 或は こぼす 處だ、 複雜な 感情 を あら はし 得て 却って 妙 だつ 

たと 思 ふ。 

藤 澤の岩 崎 男爵 * 例の 形、 例の 臺詞 廻し は 措いて、 雅子を 疑 ひつ &雅子 を 愛する 好人物と は 見えた。 

河 合の 雅子は 第一 華族の 夫人と は 見えなかった、 さう かと 云って 穢多の 娘と も兒 えなかった、 また 

後室に 憎まれる 人と も 見えなかった、 然し また 眞に 男爵 を 愛して る 人と も 見えなかった。 但し 美しい 

人と は兑 えた。 一 一條 河原で 一 一度 も 仰向けに 轉ん だの は意氣 地が 無 さ 過ぎた。 

高 田の 小 泉 修三は 悔悟と 云ふャ マ もあった と は 云 ふ もの i 充分 役に は 同情 を 寄せて 居ったら しい。 . 

然し 悔悟の 動機が 少し 不明瞭な ので、 悔悟の 場で ほんと に 悔悟した のか どうか 解らなかった の は殘念 

だ。 醉 ひどれ の眞 を寫 さう として 居す まひし だら なく、 兩胶 の肉體 まで 見せた の は 確かに 寫實と 云 ふ 

意義 を 誤解した もの だと 云 はなければ ならぬ。 ^詞 では 「われ 過てり、 われ 過てり」 と 云 ふ。 始め を 

世話で 云って、 後 を吟聲 めいて 云った 處 が生醉 らしくて 可かった。 仕草で は淸叻 が. 水々 と^ 痴を こぼ 

してる 暇に， 後ろ 向に なって 知らん 貌 をして 煙草 をのんだり、 酒 を 飲んだり する 處 が^ひ どれた. 3 人 

らしくて 可かった。 柱に 寄り 掛 つて 道具 を 廻しながら 幕に する 工夫 は 何處が 妙な のか チ ト解 りかね 

た。 大詰で 雅子を 穢多の 娘と 知って 5：； 爵が 小泉修 三の 養女 雅子 を離緣 すると 云 ふと 小枭が あたり を 見 

小山 內薰仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  二 九九 


小山 内薰仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  一 一一 〇〇 

廻 さすに 自殺し やうと する、 男爵が 然し 新 平民 中野淸 助の 娘 は 改めて 自分の 妻と すると 云 ふと、 直ぐ 

自殺 を やめて 淸助を 呼びに 行く， あすこに チト 文句が ある， あれで は 成しと しか 兑 えぬ、 威し と兑ぇ 

て は； S 幕で 生じた 小 泉の 悔悟に 對 する 觀 者の 同情が 削がれ やう、 あすこ はどうしても 男爵 を 見てから 

ピ ス トル を 出さなければ ならぬ。 

五 幕 目、 障子の 內 外です る 親子の 問答 は、 俳優 諸君が 常に 戴いて 居られる 形容詞 新派の 二字 を 暫く 

忘れさせた。 

火 詰 は 全然 「小 督」 式、 男爵が 馬に 騎 つて 來 ぬが 寧ろ 不思議、 お 玉 はさ しづめ 女の 童と 云 ふ處。 

▲ 眞砂 座の 「p  メォ、 エンド 、デュリュット」 

ほんの 筋 だけ 敎 へろ と 云 ふの で 口述した 摘譯の 筆記 を 座附の 作者が 直す だけの 勇氣が 無く、 其儘演 

する 事に なった の は 寧ろ 譯 者の 不幸 だ。 然し 何も とんな 事で 名 をな さう とする 譯者 でも ある ま いか 

ら、 別に 不幸と 云 ふ 程の 事 も あるまい か。 此 間の 事情 を 知らぬ では 無い らしい 劇作家 達が 名 を 大沙翁 

劇に 借りて 此 修養 中の 譯者を 罵った の は殘酷 だ。 

脚本の 惡 かった の は 無論と して、 俳優の 技藝が 至らなかった 爲 めに、 大分 此 芝居 はぶち 毀され て 了 

つた。 そり や ァ本鄕 などに 比べる と 下 廻りまで 研究 を忽 にしない 此 座の 事で あるから、 形に 於て は總 


て 可い.、 仕草に 於て は先づ 申 分 が 無い， 然し 研究の 足らなかった の は 臺詞廻 しだ。 百合 枝に 扮 する 關、 

最も 此缺點 ありで、 いくら 底 譯 的の 臺詞 にして からが、 もう 少し 趣が つけられ さうな ものだった、 も 

う 少し 情が あら はされ さうな ものだった。 伊井の 籴夫 でも 多少 此弊は 免 かれなかった、 然し。 オレン 

スの 家で 苦悶す る處、 調 布の 詫 住居で、 多藏に 百合 枝の 死を聽 いてから 後の 悲嘆な ど は 流石に 聽き處 

見どころ があった。 墓場 は 仕草に 於て、 臺詞に 於て 共に 大成功と 云って 可い。 水 野の n オレン スは外 

(原) 

國 人でして 居らなかった のが 第一 の 缺點、 籴夫、 百合 枝、 に對 して 老人ら しい 細かい 心配 を あら はさ 

なかった のが 第二の 缺點、 從 つて 百合 枝籴 夫に 對 する 愛情の 義理 一遍に 見えた のが 第三の 缺點、 婚禮 

の 場 は 仕草に 工夫 足らす、 墓場で は 百合 枝 を 連れて 逃げむ とする 時 幾度 も轉 ぶの が當て 込みら しく 見 

は 

えた。 柄 はま あ 適って 居る とで も 云 ふの だら う。 井上の 春 雄 は、 役不足 御 察し 屮す。 福 島の 守 雄 は^ 

夫の 伊井に 遠慮す る 勢 か、 全然し やち こばり の 形、 舞臺で 遠慮 は 御 無用々 々 々。 中 村の 泰三は 空 威張 

に 見えて、 ほんと に强 さうな 處の 無かった のが 缺點。 それ 故 喧嘩 場 も フザケ て 見えた。 藤 井の 楠 雄、 

丸 山の 狩 野 夫人、 共に 無理な 役な の を、 熟 心に 遣って 居た のに は 感服した。 佐々 木の 飛 島 公爵 は威嚴 

足らす、 馬 十の 狩 野 伯、 璃宗の 元 田 伯 は 自分勝手な 事 を 云って 自分勝手な 事 をして 居た と 言へば それ 

で盡 きて 居る、 嵐 橘 鶴の 乳母 は 原作の 長臺詞 無き ため、 原作の 妙 見出す よし も 無かった。 

全， 體 から 見て 無理な 處は澤 山 ある、 秘密 結婚 一 件 も 睡眠 藥 一 件 も、 墓場の 堀り 出し 一 件 も、 みんな 
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無理と 云へば 無现 だ。 無し 全體シ H 1 ク スピアの 狂言 を 日本に して 演 らうと 云 ふの が旣に 無理な の だ 

から、 ここが 無理 だ、 あすこが 無理 だと 云 ふ 人の 方が 無理 だ。 たと ひ 舞臺を 伊太利に し、 衣裳 風俗 を 

も 伊太利に し、 臺 詞を沙 翁の 原作 通り 英語で 云って 演 つて 見てから が 無理 は澤山 あるの だ。 たと ひ自 

分 を 愛して 畏れなかった と は 云へ、 一種の 幽^ 病に か i る 迄戀ひ 慕って 居た a ザ リン を 拾て X 一夜の 

會見、 俄かに ジ ユリ H ッ トを戀 ふるに 至る と 云 ふ t!  メォの 心 持が 先づ 解り 兼ねる、 ジ ユリ H ット が陲 

眠藥で 倒れる と 親た る^が 臀^; にも かけないで 葬って 了 ふ、 これ も 無理 だ。 斯う 云 ふ 無理 はいくら 擧 

げても キリが 無い、 と 同時に 斯う 云 ふ無现 はいくら 數へ 立て、 も 少しく 沙翁を 害 ふ 村 料に はならない。 

俳句 は 小现窟 を 忌む と 云 ふネ、 戯曲 も亦甚 しく 小 现窟を 嫌 ふ もの だ。 

▲ 歌舞伎 座の 「忠臣 藏」 

假名 手本 忠臣 藏は實 に 日本が 生んだ 名作の 一 つ だと 僕 は 常々 信じて 居る、 ある 人が シ ルレ ルの 「ゥ 

ヰル ヘルム • テル」 を通讀 して 忠臣 藏の 茶屋 場 程な 處は 一 幕 も 無い と 云った の は、 シ ルレ ルに は不禮 

な 言葉 だが、 忠臣 藏 好きの 僕に は 嬉しい 言葉だった、 其 忠臣 藏を演 ると 云 ふんだ もの、 行か やに 居ら 

れる もの か、 卽ち 行った。 

大序兜 あらため。 羽左衞 門の 判官、 若 狹に對 する 愛情の 顯 著でなかった の を 恨みと する。 菊 五郎の 


若狹は 上出来。 梅 幸の 顏世は 賢 女と 見えなかった、 蘭 奢待シ 力ぐ の！ i 釋もロ うつしに 敎 へられて 來 

たもの V 樣 だった。 片巿 の師直 は 如何に 腹黑 い 人で も 道ならぬ 戀の爲 めに は 小心 翼々 として 居 る と 云 

ふ 仕草が 足りなかった 爲 めに 文 をつ きつける 處も、 文 を 拾 ふ 處も唯 憎らしい 計りで 味と 云 ふ ものが な 

かった。 

二 段 HZ は拔 いて 三 段 R 殿中。 菊 五郞の 若狹、 同じく 上出来。 羽左衞 門の 判宫、 師 直が 顔 世の 歌を讀 

む 處平氣 な 顔 をして ゐ るの は 考へ もの、 師 直に 辱 しめられ てからの 憤怒 は 申 分な し。 片 市の 師赶、 若 

狹に平 あやまりに あやまる 處 から、 鲋の說 明 をして、 漸々 剁宫を 辱し むる 處、 顔 世に は ふられた ロ惜 

しさ を 判 宫に對 する 罵言に 依て 償 はむ とする 人 問 感情の 弱點 充分に あら はれて 苦情の 云ひ處 もな. い。 

宗三郞 の 伴內は 馬鹿に 見えた、 伴內は 馬鹿で は あるまい。 此 幕で 劇と して 褒めた いのは 師直を 傷け さ 

う な i 右狹 が 傷け ないで、 却て 自分す ら思 ひも かけぬ 判宫 が師直 に 向って 匁 傷 をす る やうな 事になる と 

云 ふ 筋 だ。 

W 段 目判宫 切腹、 羽左衞 門の 剁官、 形 わるく、 英太郞 の カ彌、 臺詞 廻し に悲 調を帶 びないが 爲 めに 

「力 彌、 カ彌、 之 助 は！」 と 云 ふと 「未だ 參上 仕り ませぬ」 と 云 ふ、 實に 何とも 云へ ぬ 哀れな 處 

が 丸でぶ ち 毀し になって 了った のは殘 念、 梅 幸の 顏世は 見直した。 八 百 藏の由 良 之 助、 常識の ある 人 

と は 見えた が、 忠臣蔵の 由-お 之 助は眾 して 常識 一 點 張の 人で あらう か考へ もの だ、 茶屋 場に 於け る 由 
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良 之 助の 態度 は此 時には 少し は 見えて 居らねば ならぬ、 然し 茶屋 場に 矢 敗した 八 百藏に それ を 求める 

の は無现 だ、 松 助の 九 太夫、 藝 神に 入る とで も 云 はう か、 先づ 若侍の 血氣に 逸る を 忠なる かな 義 なる 

かなと 褒めそやす、 次に 由 良 之 助の 金子 分配 說を 聞いて 俄かに 贊 成し、 フト 若侍た ちの 顔 を 見て 叉 由 

良 之 助の 策 を 罵り 出し、 座 を 蹴た て 、花^まで 來り 再び 由 良 之 助 を 罵りて 歸 らんと して 又 立ち 戾り、 

拙者 歸 り 後に て 若し 金子 分配と 定 らば 知行- M に 割らつ しゃい、 頭 割 を 厭 だと 云って 歸る 迄、 九 太夫の 

薄志 寫し 得て 妙。 原作で は 金子 分配 を 九 太夫から 出る 樣 にして ある やう だが、 これ は 由 良 之 助が 云 ひ 

出して 九 太夫が 喑に贊 成す る やうに した. 此 芝居の 方が、 由 良 之胁の 思慮 を 兌せ る 上から 云っても、 九 

太夫の 慾 心 を 見せる 上から 云っても、 却て 適切の やうに 思 ふ。 廻って 狨 門外、 こ i の 由 良 之 助に は大 

分 云 ひ 分が ある。 第一 諸士を 制する 「引かう、 引かう、 引かうて や」 云 ふ 聲が場 中に 響き渡らな いの 

が淺 念、 钊宫の 形見の 九寸五分 を 懐から 出す 仕草が 圑十郞 に 比して 趣が 無い さう だ。 圑十郞 は 鼻 を か 

んで袅 紙 を 懐に 入れる、 ト 九寸五分に 手が 觸 つて 氣 がっくと 云 ふ 段取りだった さう だ。 八 百 藏の演 り 

方で は、 門 を 出てから 九寸五分 を 見る のが 樂 しみだった 樣だ。 九寸五分 について る 血 を 甞 める の は 故 

人の 型 か は 知らぬ が、 由^ 之 助の 人物から 云っても、 由^ 之 助の 人物から 云 はないでも 不自然な 型 だ、 

不愉快 た 型 だ。 提灯 を 毀して 主人の 紋の ついた 處 だけ を 頂いて 袂に 入れて 行く と 云 ふ 型 も餘り 人を感 

動させる に は 足りない 型 だ。 名殘り 惜し さに；^ 返りく 城門 を 離れる 時に、 フト 門の 上に ある 定紋に 


をつ けて ハラ/、 淚を こぼす と 云 ふ^は 僕の 發 明した 珍 型 だが、 提灯より は. R 然だ らう， と 云って 

時が 夜で は 無 现な話 か。 

五段；^  二つ 玉。 古六郞 とか 云 ふ 人の 與 一兵衛、 たぜ あんな 御 粗末な 役者 を 川った の だら う。 八 パ：减 

の定 九郞、 顔より 手が 白く、 手より 足が 白かった の は 人間 を 白粉で 下から ぼかした やうだった、 與ー 

丘 ハ衞を 仕と めてから の 形も惡 く、 玉 を 喰って から 倒れる までの 形も贊 成出來 なかった、 それから これ 

は 勘 平の 型と 云って い X か、 定九郞 の 型と 云って 可い か 解らぬ 事 だが、 勘 平が 獸の つもりで 繩を つけ 

て 引 張る と 例の 生白い 足 を あげる、 それから 勘 平が 財布 をと つて 逃げ やうと すると、 財布の， 紐に 引 張 

られて 今度 は 首と 片手と 體の 上半 を舞臺 に 直角に あげる" 何の 事 はない 財布と 甘つ 引と 云 ふ 形 だ、 然 

も それが 病人な の だから 凄い。 こんな 型 も 不愉快 だから 止めて 莨 ひたい。 羽左衞 門の 勘 平 はー發 放し 

てから 鐵砲を 構へ ながら 花^ を 走り出て 來る 形が 好かった、 火繩の 火が 消えてから、 狻 物にさぐ り 寄 

らうと する 時、 何處 かで 稻 の^を 兑 つけ 出して それ を 敷き 共 上に 鐵砲 を遛 いたが、 これ は閽 夜と 云 ふ 

心 持から 云っても いけない し、 雨で 稻が濕 つてる と 云 ふ 事に 氣 がっかぬ 蒈も あるまい。 蓑 をぬ いで" 

蓑の 裏の 上に 鐵砲を 置く と 云 ふ 位な 智慧ば 誰に でも 出さうな 事 だ、 引 込みに 當 つて 蓑に くるんだ 鐵砲 

を か、 へて 道 入る と大變 形が ついてい、 だら う、 死んだ 菊五郞 は左樣 やった さう だ 。「こり や 人」 と 云 

. ふ處も 驚き 足らす、 悔い 足らす、 悲しみ 足らす だ。 この 幕に 出る 猪 は 逡艰の 豚の やうであった。 
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六 段 目 勘 平 腹切り、 松 助の 判 人 善 六、 これ 亦 技 神に 入る とで も 云 ふより 外に 褒め 方 はない。 蟹十郞 

の 母お かや、 これが また 非常な 出來 だ、 如何にも 田舍 婆さんに なって 居て、 それで， おどけに ならす * 

與 一兵衛の 死骸 を 見てから 勘 平に 食って 掛る處 も、 此の 憎氣が 無くて 充分 觀 者の 同情 を惹 いた。 羽 左 

衞 門 の 勘 平、 懐の 財布と 一文字 屋の 女房の 財布と 見比べて 驚く 處は、 實に六 かしい 處だ らうが、 可な 

り 演 つて 居た。 腹 を 切って から、 自分が おかる の 色香に 迷った 爲め にお 主の 災難に も 居 合せな かつ 

たと 云 ふ 處で血 だらけの 手で 輕く頰 を 打つ と、 頰が 血に 染まる と 云 ふ 型 を やった が、 あまり 前の 戲談 

を 云って る 時なら 兎に角い くらお のれの 色戀 を恥づ るから ッて、 瀕死の 人が 手で 颊をピ シャリ でも 無 

からう と 思 ふ。 前 幕から この 幕へ 掛けて 感心す るの は 實に勘 平の 自殺に 至る 道筋の 自然な 事と、 勘 平 

をして 其 逍 筋に 至らし めた 誤解 ひ. E 然な 事で ある、 いかにも 自然で あるから 僕 等の 一癖た る 小现笳 を 

狹む餘 地が 無くて 實に心 持よ く 泣かれる の だ。 實を 云へば これで 大 序から 切腹が 二度 あるの だが、 決 

して 同じ 切腹が 一 一度 あつたと 云 ふ 感を兑 物に 起させない。 判官の 切腹と 勘 平の 切腹と 比較して 忠臣 藏 

作者の 技倆 を 窺 ふの は 屹度 面白い 仕事 だら うと 思 ふ。 

七 段 目 茶屋 場。 矢 間 十 太郞、 千崎彌 五郎， 竹 森 喜 多 八が 由 良 之 助 を 訪ねて 來る 處を拔 いたの も * 化 

太夫が. 之 助に 銷肴を 食 はせ る 處を拔 いたの も、 茶屋 場の 由 良 之 助 を あら はすのに 大 なる 不足 を 生 

じた。 其 上に 八 百藏の 技藝が 足らなかった 爲 めに 此 場の 由 良 之 助 は 全然 失敗に 終った と 云って よい。 


全 體此役 は 至 極柔 かな 問 に 堅い 處が 電光 の やうに 時々 チラ ツチ ラッ と兒 える 役で あらう と 思 ふ。 八 ；，： ： 

藏のは 至極 堅い 處に柔 かい 蹈が、 チラ/ \ 見える とい ふ 遣り方 だ、 あれで は 仇 討の 陰謀 忽ち 露顯 だ。 

「身の上の 大事と こそ は 成りに けり」 も 極めて 調子の 重い ものだった。 羽織の 片肌 脫げ てる 形 も、 し 

だら が 無い とより は、 刀を拔 いて 一 勝負す る 用意ら しかった。 宗三郞 の伴內 はや はり 馬鹿。 松 助の 九 

太夫 は 肴の 一件が 無くて 殘念。 橡の 下の 仕草 は 申 分な し。 棕 幸のお かる、 おかる と は先づ あんな 女で 

あったらう。 羽左衞 門の 平右衞 門、 チト當 て 込みの 嫌 はあった が、 平右衞 門と 云 ふ 人物 は あら はし は 

て 居った やうに 思 ふ。 但し 形の 惡 かった の は 非常。 此 幕の 筋で 僕が 最も 不愉快に 思 ふの は. Eju 之 助が 

九 太夫に 一 太刀 あびせてから、 平 右衛門に なぶり 殺し を 命す る處 だ、 .& ^之 助 程の 大人物が 九 太夫 程 

の 小人 物 をな ぶり 殺しに すると は 受け取れぬ * この 一 條で. E 良 之 助 男 を さげる 事、 幾 十 等なる を 知ら 

すだ。 これからの 芝居に は 何とか こ i を 改めて 演 つて 贳ひ 度い。 今度の 歌舞伎 座 は 七 段 目まで だった 

から 忠臣蔵に 就て 云 ひたい 事 は澤山 あるが、 先づ これで 筆を擱 かう。 (鸚 鹉公) 

—— (明治 三十 七 年 十一 一月 號) —— 
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明治 三十 七 年 梨園 槪況  ，ノ 

(但し 僕が 見た^-け) 

一 月 

歌舞伎 座の 「梅 忠」 では 我 當の孫 右衛門と 片 市の 八 右衛門に 感服。 然し 我 當の藝 は餘り どこで は ど 

うする、 こ \ では 斯うす ると 云 ふ 格に 這 入り 過ぎて るので 何 か 型の 敎授 でもされ てる やうで 面白くな 

い、 そこへ 行く と 吾が 片市君 は 巧い もの だ、 新派で も あれ だけの 寫實的 技倆 を 有して る もの は 少ない 

よ o 

真砂 座で は 例の 近 松 復活と やらで 「國姓 爺」 を 出した が、 他の 人 は 兎に角、 伊井の 和 藤 內と藤 井の 

虎 は 成功した。 時雨 蛤の くだり を 出した の は 嬉しかった。 ニ^! n の 「サ アベル」 は 小波さん の 勇 助 を 

芝居に 仕組んだ もの だが、 伢 井に は 「人情」 と共に 適り 狂言の 一 つ、 去年 見た 中州 芝居の 中で は 最も 

よかった やうな 氣 がする。 

本鄕 座の 「黑 潮」 は 大詰の 燒香 場で 總て をぶ ち 毀した。 


東京 座で 芝翫の 「板 額」， とても 門 は 破れさう にも 無かった。 僕が 小 供の 時兒た 富 ト郞の 方が いくら 

優って 居つ (た) か 知れぬ。 

二 月 

眞砂 座の 「豫備 兵」、 脚本 は 小 栗 風 葉さん の 作 筋に 少し 厭な 處 はあった が 確かに 明 治 脚本 傑作 集中 0 

1 つ。 此 芝居で は 村 田 正 雄と いふ 役者が 相 良 眞 吾に 扮 して、 高 田 以上の 技倆 ある を 示した。 

三 月 

新派が 戰爭 芝居ば かりやつ てる 中に 舊派は 東京 座で 「桐一葉」 を 演じた。 役者 は 得意で 十八 希の 苦 

心談を 持ち出し、 博士 は 上場の 結 架 を 見られて 御 自分の 脚本に 失望 をされ たらしい。 僕 は 役者が 苦心 

談を 持ち出す 程 成功した 狂言と も 思はなかった が、 また 脚 木 を 否定す る 程な 惡 芝居で は 無かった と 思 

ふ。 殊に 我 當の且 元、 猿 之 助の 負 政な ど は 熱心から か 思の 外の 出來 だった。 若し 「桐一葉」 の 上場が 

抨內 先生の 臺詞 劇を棄 てられて 振 事 劇に 這 入らる-動機 となった ものなら ば * 一  面 僕 は 東京 座 を 恨み， 

1 面 僕 は 東京， M に 感謝す る。 感謝す ると 云 ふの は 「新曲 浦 島」 が出來 たから だ、 恨む と 云 ふの は 「牧 

の 方」 「桐 一 葉」 「孤城 落 =-」 の 系統 を 引いて る臺詞 劇の 脚本が 铰ぅ 出さう にも 無い からだ。 
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四 月 

鷗外 先生の 「日蓮 上人 辻說 法」 が 歌舞伎 座で 演ぜられた。 仕草の 少ない 臺詞 一方の 芝居で あるから 

一般の ゥケ は餘り 善くなかった 樣 だが、 僕に は 確かに 「明治 新時代の 人が 書いた 時代物」 と 兌ら れて 

嬉しかった "「おり やる， f ぢ やまで」 「行かし ませ」 などと 狂言の 方の 語脈 を 試みに 用 ひられた の も大變 

はま 

よく 適った やうだった。 「新曲 浦 島」 など も 「辻說 法」 で學 ばれた のか、 漁夫の 白の 語尾な ど は 皆 この 

狂言 詞 になって 居る。 

五 月 

歌舞伎 座で 藤澤 一派が 「潜航艇」 と 云 ふ 明治 二十 七 八 年代の 芝居 を やった。 ^へば 新派の 研究 呼ば 

はり もァ テ になった 事で はない。 

東京 座で 高麗 藏は 「櫻の 御所」 を 出し、 「辻說 法」 と 同時に 歌舞伎 座で 出した 同じ 狂言と 競爭 をして 

見た。 然し 狂言が 狂言 故" ダボと ハゼ との 比較 研究 をして 論文 を 書いた もの も 無かった やう だ" 僕 は 

唯淺 草の 玉 乘り雇 入れの 娘が 澤山 出た とのみ 記憶して 居る、 あと は 皆 忘れた。 

本鄕 座で は 川上 一 派が、 一 向 「戰況 報吿」 で 無い 「戰 况報吿 演劇」 を 演じた。 それと 同時に 演じた 喜 


劇 「催眠術」 は讀寶 新聞の 懸赏 脚本で， 筋 は 古いが 快く 笑 はせ た， 筋が 十；： くても 笑 はせ たれば^^。 

阈華 座で^ 井 一 派の 演じた 「勝武 月」 は 寄せ鍋， の戰ゅ 芝居で 支 離の 誹り は 免 かれなかった が、 一 幕 

一幅の 面白 咏 はあった。 殊に 「國華 座舞蕞 の 活劇」 と 云 ふ 一幕と、 秋聲 さんの 「春の =:」 を 採った 一 

幕と、 春雨さん の 「木 枯」 を 探った 一幕と が 可かった。 

六 月 

歌舞伎 座で は 古 劇 保存 會と 謂つべき 事 を 遣って 「水 滸傳」 「三日 太平 記」 「小 野道 風」 「累， T 關の 扉」 

「鞘 當」 等 を すらりと 並べて 見せた。 「水 滸傳」 は アツ ケた いもの、 「三日 太平 記」 と 「小 野^ 風」 と は， 

秀吉が 奴 姿で 出て 來 るのと、 ^風が 職人 姿で 弟と 別れ をす るのと が、 同じ やうな 氣陣な 段 取で 不 感服 リ 

仉し 「^風」 の 蛙 飛の 場 はいつ 見ても 繒の やうで 嬉しい。 殊に 吾が 片市 先生の 駄 六が 良かった。 「累」 

は栴 幸の 藝に發 達の 望 ある を 見せ、 「關の 扉」 は 羽 左が 踊の 技倆の 測るべからざる もの ある を 示した。 

「鞘 當」 は 菊 だ に も 羽 左 にも 味と 云 ふ もの は 皆無だった。 

^京 座で 高麗 藏は 「高 田の 馬場」 を 出した が、 其 中 山 安兵衛が 醉 つた 處は、 昔の 話に ある 酒の 糟を 

喰って 濟 を 飲んだ 凰 似 をして る 人の 様だった。 あ， - 嘗て は 僕が 望 を かけた (尤も 僕が 望 を かけた 所で 

嬉しく も あるまい が) 高歷藏 先生 も 名び ろめ 以來 終に 何の 兌るべきな しか。 
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「敵國 降伏」 . に は 外題に 「降伏」 して 行かなかった。 然も 高島屋 のお 名殘 狂言 を兑な かった の はおす 

返す 口惜しい。 これ は 多分 松葉 先生の 脚本 を 馬鹿にした 天罰 だら う。 爾來 謹まなければ ならぬ。 

眞砂座 は 「朥 丸」 も 「旅 順陷 落」 もつ まらなかった。 

七 月 

河 合が 大阪 から^って 來て、 伊井、 藤澤と 一緒に 眞砂 座で 「サ フォ ー」 を 演じた。 種 はドォ 1 ァの小 

說、 亞米利 加 あたりで 芝お に 仕組んで 演 つてる の を 川上が 見て 來て渡 逢 ^亭 さんに 共 筋 を 話し、 せ^ 

に 依て 霞 亭 さんが 書いた 脚本 ださう だ。 原作が どうの 斯うのと 云 ふと 鬼 角 話が 面倒に なって 不可ん、 

僕 は 僕の 兒た 目で 可な り 面白い. そして 多少 人生に 觸れて る 芝居 だと 思 つた。 殊に 秋 谷が 唯 ひとりお 子 

の 明 家に 取殘 され、 佐 保 子の 遣 寄の 末節 を 繰り返し 繰り返しながら 悲しみ 極まって 泣き 倒れる 火 詰の 

幕 切な ど は、 大詰に ドャ/ 、人 を 出す の を 方式と 心得て る 日本の 芝居に して は 確かに 新ら しかった。 

殊に 多情な 女 を 適り 役と する 河 合が 佐 保 子に 扮し、 愚直 人 を 適り 役と する 藤 澤が小 野 田に 扮し、 に 

もろき 青春の 人 を 適り 役と する 井が 秋 谷に 扮 したの だから、 非常な 好評だった の も 無 现 は 無い。 

.兒 島 文 衞が八 百藏の 弟子に なって 歌舞伎 座に 「s 小袖」 を 演じた が、 自分の 藝も 餘程袞 へて 來た處 

へ 相手が 相手だった もの だから、 得意の もので 却て 失敗。 


高田實 上京。 伊井、 河 合、 藤 澤の三 星 を 集めた 眞砂座 は 更に 一 ^を 加へ て 屮洲の 夜の は.： nH の 如 

く 輝いた。 嘗て 荒尾讓 介に 醉 つた 東都の 高 田 崇拜連 は 鋭 を 作って 詰め かけた、 佐 保 子に 涎 を 流した 河 

合 名優な り黨は 足な み 揃へ て 押し寄せた。 然るに 狂言 は 「金の なる 木」 と 云 ふ 十八 世紀 代の 大 あまも 

の、 高 田の 馬鹿の 蝶 次、 讓 介の 懐し きに 比すべく も あらす、 河 合の 小艷、 佐 保 子の 上に 出です。 そこ 

で 詰め かけた 連中 は 失望した、 押し寄せた 連中 は絕 望した。 然し 高 田 は 平氣で 笑って 「今に 御覽 なさ 

い I 一  と 云ふ顏 をした。 この 時  一^に 据 ゑら れた饗 庭さん の 「火 雨 洞」 で 藤澤の 車夫が- M かった。 藤澤 

は本鄕 座で 若殿 を やって 何時でも 失敗す る。 益； 砂 座へ 來 ると， $： 井と 云 ふ 人が 居る ので、 色 W はこれ 

に讓 り、 自分 は 愚直 人に 扮 して 何時も 成功す る。 藤澤は 本鄕に 死んで 屮洲に 復活す る 人 だ。 

九 月 

「<fr に 御覧なさい」 と 云 ふやうな 顔 をした 高 田 は 本鄕と 云ふ擧 者の 澤山 居る 處へ來 て 「フランチ エス 

力の 悲戀」 と 云 ふ 恐ろしい もの を 演じた。 脚本 は 松葉 先生との 事に、 僕 は 何 はしかれ 先生への 罪 ほろ 

ぼしと 出かけた、 そし て^んで 見た。 僕 は ダンテ を擔ぎ 出し はしない、 ダヌ ンチォ をお 引き 八" ひに 出 
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す 事 もしない、 たに 木鄉 座の 此 芝居 を昆て 甚だ ツマ ラヌ 芝居 だと 思った。 悲しい 處で 泣けす、 可笑し 

ぃ處で 笑へ ない、 それ は， 心 持の 惡ぃ 芝居 だと 思った。 それ も 悲劇 動機の 研究が 足らなかった から 

だと 思 ふ。 最も 觀 者の 同情 を耍 する 女 主人公の 口から 「妾の 理想の 夫 は 第一 に 容態の い X もの …… 」 

など 上 K ふ淺 薄な 言葉が 出る と は 何たる 事 だ。 高 田の 藝も 記憶に 殘る 程の 處は 無かった。 河 合の 久香 

は藝者 あがりに 見えた。 藤 澤の芳 之 助 は 新 俳優に 見えた。 同時に 出した 「高野聖」 は 寧ろ 兒られ た， 

然し これが 劇と して どれ 丈け の價 値の ある もの か 僕の 如き 無學に はわから ぬ。 

^京 座で は舊 派が 「不 如歸」 を 演じた。 然し 芝 翫の浪 子が 木 下に 比して 氣 品が 高かった と 云 ふば か 

り、 外に 新派 を 凌ぐ 程の 研究 も 見えなかった。 寫實 劇で 成功し さう に 見えた 猿 之 助が 千々 岩で 失敗し 

たの は 不思議 だ。 

眞砂 座の 「虚無 黨 奇談」 序幕が 馬鹿によ かった、 あと は駄： so 「くる/、 坊主」 は 品が 落ちた。 

十 月 

明治座で 莛升 一派が 近 松の 「淀 鯉」 を 演じた、 これ も惡 いで は 無かった が 二番目の 喜劇 「江 戶氣 性」 

と 云 ふの が 馬鹿に 氣に 入った。 筵 升の 民 五郞、 高 之 助の 大工、 荒 次郞の 用人、 この 蕩を 以てして 怠ら 

やむ ば 決して 故 高 島屋の 顔に 泥 を 塗る やうな 事 は ある ま い。 


^舞 伎 座で 梅 幸の 「戾 橋」 を 見た が、 「食道 樂」 に 則って 料理した もの を 食 ふやうな 氣 がした ノ 

十 一 月 

東京 座で 「五重塔」 を 出した。 高麗 藏は 確かに 苦心 をして 居た。， 

あと は 本誌 前號を 御^下さい。 

十二月 

高 田 一派 は本鄕 座で 「忠臣 藏」 の 作り 換へを 演じ、 自らの 惯値を 落す 事數 等、 殊に 樂の 日に 高 田が. 

定九 郞に扮 したる 侥 ステ 、 コを 躍りた るが 如きに 至りて は 言語^ 斷。 あ \ 荒 尾讓介 は 馬鹿の 蝶 次と な 

り" 馬鹿の 蝶 次 は 定九郞 のステ 、 コ となれ り矣。 あ、 劇の 改^と は斯 くの 如き を 云 ふか。 

眞砂座 は 馬 琴の 「化 競丑滿 時」 と 梅 坊主の 「滑稽 忠臣 藏」 と を 出した ^化 競」 は 先年 落語家 芝居で 

見た 時の 方が 面白かった。 「滑稽 忠は 藏」 は本鄕 座の 「忠臣 藏」 と は 全く 刖秫の ^劇で しかも 案外 茶番 

めかす、 意外に 面白かった。 殊に 藤 井の 藝に 至って は 敬服の 外 は 無い。 かれは 纏て 名優の 稱を S くべ 

きもの であらう。 

去年の 暮に 最も 殘 念だった の は 明治座に 高 之 助 等の 「心中 船」 を 見なかった 事 だ。 (鸚鹉 公) 

帝 國文學 (第 十 一 卷第 1 1 號) 明治 三十 八 年 一 一月 號 —— 
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初春 狂 言 

〇 「乳 姉妹」 と 云 ふ 同じ 狂言 を、 本鄕 座と 東京 座で、 新舊兩 派の 俳優が 競爭 して 演じた が、 ど ッちも 

つまらなかった。 土臺 「乳 姉妹」 と 云 ふ 狂言 其 物が つまらな いんだ もの。 

〇 新舊兩 派が 同じ 扛 言 を 演じ て 兢爭す ると 云 ふ 事が 粜 して 今日の 芝居 の 進歩 に 何 か 貢献す る處が ある 

だら うか。 頗る 疑 はしい。 それ も 狂言が 當代 稀に 見る の 名作で 描出の 仕方に 依て は 全く 感じの 違 ふ 二 

つの 狂言 を 得らる i と 云 ふやうな ものなら 兎に角 * 「乳 姉妹」 の 如き 單 純な 女學生 芝居に 左 樣云ふ 骨 を 

折る にも 當 るまい かと 思 ふ。 

〇 明治座で は 「H ルナ 一一」 を 日本の 時代物に 燒き 直して 演じた。 西洋の Chivarly と 日本の 武土 道と 

は， 女と 云 ふ ものに 關 する 考に 於て、 大 へんな 相違が ある やうに 思 ふ、 早く 云へば、 西洋の 武土道 は 

ひどく 女に のろい。 日本の 武土 道で は 自分の 妻ぐ らゐは 刺し殺しても 主の 爲 めに 忠義 を 立てる とい ふ 

風 だ。 その 至極 女に のろい 西洋の 武土道 を、 其 儘 日本の 武土 道に 移した もの だから、 明治座の 「エル 

ナ -ー」 に は隨分 可笑しく 感ぜら る i 處が あった。 


〇 それから 三 幕 目の 幕切れで Hcrnani が Buy  Gomez に 角； W を 渡して、 己れ Q 命. H 貴 樣こ 預けた、 

己れ の 命が 欲しければ 何時でも 好い から 此 角笛 を 吹け、 此 角笛の 音を聽 くが：： 取 後 己れ は必す 死ぬ と 誓 

ふ。 あすこが 武士ら しくて 馬鹿に 好い 處 なの だが、 明治座の 「ヱ ルナ 一一」 では こ \ が反對 になって Is 

て、 五明 左衞 門の 方から 徇を 出して 入浪に 見せ、 若しい つまで もぐす く 生き 存へ てると、 此 笛で 御 

前の 亡父の 血潮 を 叫んで、 (原文) とり 殺さす に は 措かぬ ぞと云 ふやうな 事 を 云 ふので、 Gomez が ® 法 

使 ひに なって 了った。 

〇 ことしの 初春 狂言で 見るべき だった の は 先 づ莨砂 座の 「娘 節用」 だら う。 脚本 は 曲^ 人の 原作に 基 

いて 新たに 出 (原文) き 下ろした ものら しい。 金 五郎が 小さん と 深間に なって 金 之叻と 云ふ兒 をき け 

るまでの 筋 を 夢で ズ ン /\ 場面 を變へ て 見せた の は 人情本 式に ダレなくて 非常に 好か ッた。 伊井の 金 

五 郞は霄 槳遣 ひが 明治 でい けぬ と 云 ふ やうな 非難 も あ つ たやう で あるが、 見物の お r; 想 を 破る 程で は 無 

かった かと S ふ。 小さん の遣醤 を 讀む處 も， 時々 讀み 止めて 签を 仰いで 泣くな ど-云 ふ 幼稚な 藝 をせ 

すに、 何處 まで も 服 を 遺書の 文字から 離さす， 讀み讀 んで讀 み 足らざる 趣 を 見せた の は 新ら しい。 秀 

調の 小さん は 意外の 出 來だッ たが 小 供に 對 する 情の 能く 表 はれた の を 僕 は 最も^ ぶ。 舞 裏面で 最も 好 

かった の は 金 五郎の 雪駄が 切れる 處だ。 舞臺 はすべ て 小さん の 家の 前で、 上手の 格子戸 を 半ば^い て 

白髮の 乳母が 腰 を 屈めて 金 五郞を 見送 つ て 居る。 花道の ッケ 際に は 下女が 金 之 助 をお ぶ ッて立 つ て 居 
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る。 格子の すぐ 下手に 緩いて 居 る欞子 窓の 障子 を 明け て 小さん が 半ば 其 姿を顯 はし て 金 五郞を 見て 居 

る。 金 五郞は 幾度 か 花道と 橾子 窓との 間 を 往き戾 りして 何故か 今日に 限って 別れ 難な き 風情で ある。 

繪 であり、 彫刻で あり、 詩歌で あると は 眞に斯 かる シ ー ンを云 ふので あらう か。 「娘 節用」 が あれ 丈け 

に演れ \ ば 結構 だ。 其內 是非 「五大 力」 が 見たい もの だ。 (鸚鹉 公) 

II 帝國 文學、 明治 三十 八 年 二月 號 —— 


o 良人の 告白 前編  お 下 n? 


嘗て 毎日 新聞に 連載され た 「良人の 吿白」 は 今度 「平民 文庫」 の 一 册 となって 「平民 社」 から 出た。 

著者 は社會 主義の 木 下 尙江君 だ。 

^は 同じ 人の 小說 「火の 柱」 と 云 ふ ものが 世に出た 時に 斯う 思った。 これ は社會 主義の 人が 自分の 

主義 を 鼓吹す る爲 めに 小說を 道具に 用った の だ。 其 主義に 熱心の あまり、 美術家 ならぬ 社會、 王 篛の人 

が 其 得意なら ぬ 方面の 筆を揮 つてまで 其 主張 を 世に 傳 へやう と 努め るの は、 よそ 目に 兒ても 嬉しい 事 

だ。 然し それに 依て 「人生」 を冩 すべき 「美術品」 が 「主義」 を傳 ふべき 「道具」 とせられた 事 は、 

美術家、 または 美術家 たらむ とする 者の 甚ぶ處 では あるまい、 と 斯う 思った。 僕 はさう 思って 「火の 

柱」 を 手に しなかった。 

「，M 人の 吿白」 を讀 むに 及んで、 僕 は 僕の 感想の 妄 なりし を 悟った。 

「^人の 吿白」 は 確かに 人生 を寫 して 居った 一^人の 吿白」 の 著者 は、 社會 主義が 「人生」 の 一 手段 

(い X 意味の〕 であ ッて、 「人生」 の全體 でない と 云 ふ 事 を 確かに 知って 居った。 僕が 「^人の 吿. s」 
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の 著者に 向って 誤解の 罪 を 謝すと 云 ふの は 卽ちこ i の 事 だ。 

屮擧 時代に 「革命」 と 云 ふ 事 を 知った 白 井 俊 三、 大學 を 卒業して 恩^の 時計 を 何とも 思はなかった 

白 井 俊 三、 其 俊 三が 病 母の 淚に 負けて 小作人に 殘 酷な 伯父の 我儘 娘 を 妻に する、 これが 人生 だ。 生る 

るより 地主の 暴 逆 をし みぐ と 身に 覺 えた 野間與 三、 其 地主の 養子 俊 三が 心よりの 同情 を も 斥けて 嘲 

わら 

笑 ふ 程に ひがんだ 野問與 三、 其 與 三が 铽 屮に辨 天お 玉 を 見て しょり うら 優しく も 思 を 焦す、 これが 人 

生 だ 。「^人の 吿白」 は 最早 「道具」 として 取扱 ふべき では 無い。 まさに 一 個の 「美術品」 として 取扱 

ふべき である。 こ \ に 木 下尙， 江 君 を 主義^と して 兑て はならぬ、 美術家と して 昆 なければ ならぬ、 詩 

人と して 見なければ ならぬ。 僕 は 木 下尙. 江界を 一 個の 美術家と し、 「，： ^人の 吿白」 を 一 個の 美術 ni とし 

て、 わが 思 ふ 俊 を 述べて 見たい • 

「- U 人の 吿白」 は 吾人に 何 を 語らむ とする か、 何を說 かむ とする か、 また 何を敎 へむ とする か * それ 

は 前篇 だけで はわから ぬ。 白 井 俊 三 は 如何なる 女 か， ぉ髙は 如何なる 女 か、 これら も 前篇 だけで は 論 

する 事 は 52 來 ない、 此 前篇で 其 終 を 明らかにし てるの は與 三の 兩親 だけ だが、 これ はま だ 論 をな す 程 

主要な 人物と は 見えない。 依て 僕 は 今、 作の 全體に 就て は 何も 云 はぬ、 出て 來る侗 々の 人物に 就ての 

の 論 も 立てまい、 それら は 後篇の 出 づるを 待って する 事に して、 今 は 唯， 僕が 此 前篇 を讀み もて 

行く 內に、 痛切 だと 思った 處、 あまり 巧くない とお もった 處など を 順々 に喾 いて 行く 亊 にす る。 


まづ巧 いと 感じた の は、 重病の 父と 眼の 惡ぃ 母と 共に 與 三が 住んで 居る 破家の 描寫 だ。 一 三 問に 四 間 

程の 建物で は あるが、 壁 は 落ち、 軒は倾 き、 柱に は 幾つ ともなく 丸太の 支柱が して ある、 屋根 も 前の 

方に は 所々 新しき 藁で 修繕った 迹が 見える が、 後ろへ 廻れば 朽ちた る 藁の 全く 拔け 落ちた る 侗所さ へ 

見えて 舂^ たる 夜半に は 目 も 映そう が、 今 は 只 雨が Pi るば かりで ある。 壁の 穴から も、 戶 口から も， 

蚊 遣 の 烟濛 々 と 渦 まき 上 ぼ つて、 松槳の 香 四 邊を立 て 籠め て 居る」 文章 は 巧 いと 一； ムふ では 無い が讀者 

の 空想 を 呼んで、 跛 者の 與 三に 同情 を 注がせる に は 充分 だ。 僕 は 嘗て 斯う 云 ふ 家 を曠毒 地で 見て 泣い 

た 事が あった。 木 下 君 も 或は 描 寫の材 を礦毒 地に 得られた ので は あるまい か。 

つぎに 巧い と 思った の は 第 十 章 あ たりの 監獄の 描寫 で、 お 玉 と同窒 の 老婆が， 「箒 の ミ ゴ か 何 かで 齒 

をせ \ りながら つ …… 牢屋 だと 思 ふから 瘤に も 障る が、 なに、 後 窒樣が 少し 御 不例で 別 莊へ出 養生、 

監守 や 押 丁 は 門番 か 庭 掃で、 裁判 宫 なんても のァ、 落語家 か帮 間の 茶番 だと 思って 居り や、 ^むは ネ 

…… 」 など、 氣焰を 吐く あたり も 痛快 だが、 殊に 夜の 獄屋 を寫 した くだりで 「夜 * の 看守の 角 饺が格 

子の 隙から 差し込んで、 一 桥の黑 い 額， ニ^の 肥った 首、 それからお 玉の 憔悴れ た頰、 四番， 五番、 六^ 

と 一 々寢像 を 照らした が、 又 コッン くと 行って 了った、 折々 靴 昔の 止まる の は 房々 の 寢顔を 讀んで 

居る ので あらう」 の あたり は、 趣 こそ 違へ、 靑物を つんで 靑物巿 場へ 行く 荷車が 相 連って 瓦斯 燈の下 

を 逝り 過ぎる 時、 赤い 蕪 を つんだ 車が 瓦斯 燈の 下へ 來 ると、 パ ッと靑 くなる、 とま だきの 街路の 光景 
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を 描いた モ ォパッ サン の 筆 も 思 ひ 出 でら る X ばかり だ。 

一 體に 獄中 生活の 描冩は トル ス トイの 「レザ レ クシ ョ ン」 ほど しっこく 無くて 可い。 マ ス u ブと同 

室の 女囚の 一 々の 罪狀、 一 々の經 歷を說 いた あたり も 作者が 骨 を 折った 丈け の 効果 は 得られなかった 

らうと 思 ふ。 誰 は 放火 を 犯した * 誰 は 鐵逍の 妨害 をした と 一 々斷 るの も 女囚に 對 して は 恐ろしい と 云 

ふ 感じ を 抱かせる に^い かも 知れぬ が、 それより は 共 如何なる 罪 を 犯して こんな 處へ來 たかは 一 切 云 

はすに、 「後 窒樣が 御 不例で 刖莊 へ出莶 生」 などと 云 ふ 文句 を 聞かせる 方が、 尙 恐ろしい 感じ を 抱かせ 

るに よく は あるまい か。 但し トルストイ は 一 々の 囚人に 對 する 讀 者の 同情 を 求む る爲 めに 一 々の 罪狀 

を 列べ たの かも 知れない。 

つぎに 讀 むべき は (十の 六) (十の 七) で、 白 井 俊 三が 辨；. K お 玉の 辯 護 をす る 前に、 裁判所の 欄に 倚 

りつ.^、 程遠から ぬ 古城の 1K 主閣を 眺め、 屮擧の 運動場に 舞 1. 跳梁す る 少年た ち を 眺めて、 十 年 以前 

の 我れ を 思 ひ 出す 處 である。 「ぁ& 彼の 石垣、 彼の 大樹， 彼等 は 僕の 爲 めに は 磨滅すべからざる 紀 念で 

ある」 と 云 ふに 始めて、 時 は 明治 二十 三年、 わが 十六 歳の 春、 自由 黨の變 節、 高等 學 校の 不敬 事件で 

漸く 小さい 胸に 一 の 疑問 を 抱いた 事、 それから 母に 聞いた 「往昔の 天 子 様 は祌樣 であった が、 御 維新 

以來 人に 御な り 遊ばした」 と 云 ふ 言 槳の^ 味 を倫现 科の 敎授 に^ 問したら 「そんな こと 言 ふと 不敬に 

あたる」 とど なられた 事、 それから 「命令 はする、 說明 はおない、 否 や、 說明 は出來 たい， 一 と 贯 ふ敎 


師が冇 りと するならば 生徒た る もの、 如何に 己 を^ S して 可いで あらう かと 云 ふ 疑 を 起して、 遂に 敎 

師と云 ふ もの i 權 威が 先づ 我が 胸に 碎 けたと 云 ふ 事、 それから ある リ ー ダァで 「ヲ リ^ア ー、 クロム 

H ル」 の 一 章を讀 み、 チヤ ー ルス 一 世が まだ 幼ない 時に ゼ ー ムス 一 世に 連れられて、 クロムウエルの 

伯父の 野 莊を訪 はれた 時、 クロム H ル の 伯父 は 折から 歸 つて 來た 少年 ク 。ム H ルに 「太子 樣 へ 御^ K 

を」 と 云った、 ク c ム H ルは 傲慢な 態度で 差し出された 太子の 手を拂 ひのけて 「何故 小僧の 手な どに 

接吻す るの だィ」 と 云った と 云 ふに 至って ある 非常な 驚駭 にう たれた 事、 それから 其 記事の 終に、 大 

王 チヤ ー ル スは 幼時から 「人 は 總て我 兄弟 だ」 と 云 ふ 感情 を 馬鹿にして 居った が爲 めに、 終に 倒れた。 

ク。 ムヱ ルは 少年 時代から 同胞の 權利 自由と 云 ふ 事 を 念が けて 居った から、 終に 起った。 と ある. の を 

讀 むに 至って 「宛然 巖石、 飛沫に 冰れる 激流 を乘り 廻して、 僅かに 風靑く 春暖き 大海に 出で たる 舟 子 

の 情 を 思って、 思 はす 滿 身の 息 吸 を 虹の 如く 吹き」. ある 「大安 心に 加へ て、 新しき 大 希望 を 見」 るに 

至った と 云 ふ 事、 然り、 我 も 亦 同胞の 權利自 由 の爲 めに 戰 はなければ ならぬ と 思った 時、 フト 我れ に 

許嫁の 妻 ある を 思 ひ 出して 「希望 も 抱負 も 將來も H 八 も 地 も 宇宙 も 瞬 M に破瓌 されて 仕舞った」 やうな 

氣 のした 事、 然し * さらに 母の愛の 無限なる を 思 ひ、 結婚の 尙 未だ 遠き を 思うて、 僅かに 心の 雲を拂 

ふ を 得た 事、 終に 「同胞の 權利 自由の 爲 めに 戰 ふべ く 我 は 何を學 ぶべき 乎」 と 云 ふ 問 题を考 へ、 その 

「法律」 に 如く ものな きを 兌 出して 大に歡 喜した と 云 ふ 事、 さう して 頑迷な 伯父、 伯母 を說き 伏せ、 
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漸く 東京へ 遊舉 して、 さて 舉ぴ 得た 處は 「法律 は 權利を 保護し、 自由 を 仲 張す る もので なく、 却て 之 

を飜 弄する の 器具で ある」 と 云 ふ 事に 過ぎなかった 事、 我が 愚 は それに 止まらす、 遠い と 思った 將來 

も 束の^に 到着して， 終に 愛情 も 無い、 意義 も 無い 結婚 をして 了った 事、 それから それ を 忽ひ繽 けて 

見れば、 心苦しき は我跋 志な り、 我 弱行な り！ 何時の I! にか 舉生 等は敎 場へ 這 入って 仕舞った、 石 

垣の 上に は 唯槻の 古木が In! 人の 如く 天 を 掠めて 立って 居る ばかり だ。 「白 井 辯 護士、 白 井 辯 護士」 と 呼 

ぶ聲 がする。 愕然、 面 を 上 ぐれば 「川瀨 玉の 公判が 始まります」 「あ ッ、 左樣 でした」 と 十 年 以前の 白 

井 は" 始めて 今日の 白 井に 返った。 白 井 を 呼びに 來た 廷丁 は、 其 眞靑な 顔、 血走った 股 を、 口 を 開い 

て 見て 居った。 と 云 ふに 終る の だが 此ニ節 は 文章と 云 ひ 感情と 云 ひ 實に讀 んで心 持が.^ かった。 裁判 

所の 隣り の中學 校を活 川し、 屮擧の 生徒 を點 出して 白 井に 過去 を 思 ひ 出させた の も-おい、 最後に 廷丁 を 

出して 白 井の 法廷に ある を 思 ひ 出させた の も 良い、 白 井の 思 出の 中で 吾人が 最も 同情 を 寄せる の は、 

革命の 心 火 燃え あがった、 一 少年が 共 許嫁の 妻に 思 ひ 至って 一 たび 大に 失望す る 共 心根 だ。 裁判所の 

擱に 倚れる 法 學士白 井 俊 三が 洩らした 嘆聲 は、 槻の 根方に 腰 うちかけた 中學 生白 井 俊 三に 依つ て旣に 

十 年 以前に 吐かれて 居る の だ。 白 井 俊 三の 一 生 を 支配す る もの も 恐らく 其 嘆聲 であらう、 と 思 ふと 何 

とも 云 はれぬ 感 にう たれる。 

法廷に 於け る 白 井の 辯 論 を 管々 しく 書かないで • 歸途に 就いて 居る 傍聽 人の 口から フラグ メ ン タリ 


ィ に 之れ を傳 へたの も 良い。 其傳 へ た 白 井 の 言葉 の 屮に 「冷靜 で なくば 事貲 を觀 察す る こ と は出來 ぬ . 

乍 併 同情が 無くば 鼓； 相 を 理解す る こと は出來 ぬ」 と 云 ふ 一句が ある。 これ は 唯に 辯護士 のみの 理想と 

すべき 處 では 無い、 等しく 美術家の 理想と すべき 處だ。 木 下 君 も 小說を 書かれる のに 此考を 以て 進ま 

れ たい。 

ひと 先づ 裁判が 濟ん でお 玉が 裁判所の 裏門 を 出る くだりに、 「遠近の 窓に は燈火 明々 と 輝いて、 今の 

身の上に は懷 しい 浮世の 人の 影」 と 云 ふに 至って は 冗長 だ、 こ れは 作者 の 筆が まだ 此方 面に 慣れない か 

らだ らう。 

つぎは 東京の 下宿屋の 娘 八重 子から 白 井へ 來た 手紙、 其 手紙に 白 井 を 慕って 居る 松 野と 云 ふ 女め 事 

が 書いて あるので、 白 井の 東京へ 行った 留守に、 之 を 見た 白 井の 妻 高 子が 腹 を 立て、 終に 家內へ 風波 

を 起す に 至る と 云 ふの だが、 其 手鉞が 少し ませて は 居る が、 實 によく 出来て 居る、 長過ぎる と 云ふ批 

難 も ある やう だが 五 時間 か、 つて 書いた と 云 ふんだ から、 これで もい-だ らう。 加 之 讀んで 居て、 ち 

つと も 長いな ど \ 云 ふ 感じ は 起らぬ。 手紙に 書いて あるの は. in 井が 故鄕へ 歸 つた 後、 或 日 松 野み どり 

が 下宿 を 訪ねて 来て、 其晚 泊る 事と なり、 白 井の 居た 窒で 八重 子と 白 井の 寫眞と 三人で 寢 たと 云 ふ 丈 

けの 事 だが、 それが 如何にも 情緒 纏綿、 しかも 妹の 兄に 對 する 感情 以外に 走らす、 何處 まで も 松 好に 

同情 を 寄せた 書きぶ り だから 良い。 「松 野さん は 赤ちゃんが 無 いんです わね H、 兄さんが 奥樣を 持って 
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お 仕舞 ひたす つたんだ もの」 の 一句に 至って は、 白 井なら ぬ 僕 も 暫 く は斷腸 の^して 泣いた。 「兄さん 

が 奥檨を 持って お 仕舞 ひなす つたんだ もの」 Simple  but  hordble  "Because"  ！ 

嗚呼 家で はお 高が 此手銥 を 見て、 聲を あげて 泣き 倒れて 居る とも 知らす， 「白 井 俊 三 は 一 身 を 孤舟に 

托して 悠々 と 犀 川 を 下って 行く」 。此犀 川下りが また 屮々 よく 冩 して ある。 川岸の 高い 處で 土方が レ ィ 

ルを 敷いて る處を 叙し" 鐵^ が出來 ると 船頭が 困る と 云ふ處 で. 船頭に 同情 を 寄せた 筆つ きも 嬉しい。 

百 五十 七 頁 から 百 五十八 頁へ 苴 つての 描 寫も再 讀三讀 を 値する。 

つぎは 上京した 白 井が 舊 友の 木 村と 一 緒に 丸 善へ 行って、 松 野み どり に似てる と 云 ふので 裸 體の石 

膏 像を賀 ふと 云 ふく だり だが、 こ&は 無く もがな だ、 下宿で 主婦が これ を 見る 處 でも、 故 鄕へ歸 つて 

からお 高が これ を兑 つける 處 でも， そんなに 石 骨 像が 働いて 居ない、 金の指輪 だけで 澤山 だら うと 思 

ふ。 

つぎは 其歸 りに 白 井と 木 村が、 ト ある 西洋 料理店に 上って 晝食を 認めながら 話 をして る處 だが、 こ 

こで 云 ふ 白 井の 一 は 一 句々 々讀 者の 腸 を ゑぐ る。 「僕 は 今 何事 を も 忘れて、 此無 愛情の 結婚から， 濃 

厚なる 愛情 を 生み だしたい、 又 生み出さ せたいと 造物^ 以上の 苦心 をして 居る の だ，」 と 云ふ處 は、 白 

井の 行動の 薄志に 似て 全然 蕺志 ならぬ 事 を 示し、 共 苦衷 に 推察の 淚を 注がせる に 足る。 

お 高 は 八重 子の 手紙 を讀ん で、 電報で 白 井 を m 京から 呼び寄せる。 一 嵐あって 後、 天氣 また^ 舊。 


こ i に は 云 ふべき こと もない。 

それから 又 話 は 野 間 一家に 戾る。 與 三の 父が 臨終から、 與 三が 父の 爲 めに 封印 米の 封 を 切る 處、 0 

朝 暗い 屮に營 まれた 哀れな 葬式 —— 「近所から 貰った 古い 桶に 何 か 古い 板で 菴 打ち付けた 柁を、 五 人 

組の 一 一人が 前後に 檐 いで、 昔時の 檀那寺の 十 歳ば かりの 小僧が 破れた 鼠 衣に 齒缺け 下駄 を 穿いて 眠く 

でも あるか 欠 仲しながら 從 いて 行く  ！ 與三は 左に 目の 不自由な 老母の 手 を 取つ て 跛 引き/、 俯いて 

行く ので ある」 の あたり、 實 によく 冩 して ある。 

封印 を 切った 爲 めに 與 三が 縛られる 處で. 「手 は 縛られて 仕舞った、 そして 足 は 跛で ある」 とい ふ 一 

句 は 一 寸読 むと 滑稽に 聞え るが、 實は哀 絶の 一 句で ある。 か &る句 をな す もの を 以て、 僕 は 美術家と 

す る。 

裁判所に 於け る與 三の 答 辯 は、 與 三の 性格 を 表 はして 遣憾 なし だ。 「封印 を 切って 米 を 出した と 云 ふ 

の も、 米 を 出す 爲 めに 封印 を 切った と 云 ふの も、 同じ もので はない か」 と 法官が 云 ふと 「それ ぢゃノ 

俺 一 っ閱 きていが、 お前さん 達 一 つ 向き合って 急に 立って 御覽 なせい、 キッと 鉢 合せす る だ、 — 立 

っはづ みに 鉢 合せした にか、 鉢 合せす る爲に 立った V か II 」 と 云 ふあたり、 现窟に 負ける と 大聲で 

「煩せ ぃッ」 と 云って 眼 を 怒らす あたり。 呰然り だ。 

つぎに 感服した の は (二十の 三) で 白 井 俊 三が 古城の 天主 閣に 上って 監獄 を瞰 下ろす 處だ。 「川瀨 玉 
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女 は 何^に お るで あらう、 可愛い：^ 子 は 何處に 居る であらう • 野^ 與三は 何處に 居る であらう」 と哞 

を 凝した 俊 三 は、 赭服を 着た 囚徒の 忙しげに 働く の を 兌て 「彼等 は 職業 を 得て 自活 獨立 せんと 焦ち な 

がら、 職 紫な き爲 めに 陽 を 絞った ことが 幾度で あったら うか、 然し 今 彼等 は 互に 何の 憎惡も 無く、 排 

捣も なく、 適 営なる 時 だけ 働いて、 適 常なる 時 11 だけ 安眠し つ-ある、 冬の 朝に は 綿 入が ある、 夏 

の 夕に は蟵が ある、 そして 病めば 藥も ある、 是れは 深き 智識 を 探り、 高き 道義 を 究め 偉大 壯 美なる 人 

類社會 を逑設 する に 就ての 物资的 根本で は 無い か， 監 おは變 則に 人類 社 會の甚 礎 を 示す もので は ある 

まい か」 と 冥想す る。 然り、 或葸 味に 於て 監獄 は社僉 主義者の 欲する が 如き 社會を 形造って 居る、 或 

意味に 於て と は 何で ある、 物资的 方面に 於て ビ ある、 然り、 唯 それ 物资的 方面に 於ての みで ある。 僕 

は社會 主義者が 其 主義に 燃 ゆるの あまり， 社會の 精神的 方面 を 忘れて、 物資 的 方面の 改良に のみ 走り、 

終に 社會を 一個の 監獄と して 了 は ざら む 事 を 願 ふ。 ィャ 美術書 生が 社會 主義 論な ど 生意氣 だ" 止し ま 

せう^,^。 

與 三が 入獄して から， 作者 は 更に 獄中 生活 を 細 叙した。 敎誨師 の 描お も 「レザ クシ ヨン」 の やうに 

永たら しくな く、 しかも 充分 囚徒に 同情 を 寄せ 得る 程度に 書いて ある。 

獄屮に 子 をもう けたお 玉が、 期滿 ちて 出獄し、 白 井の 家に か \ り うどと なる あたり もスラ /、 讀ま 

I ヒ o 


裁判の 用が あって また 來 京へ 行く 白 井が 出際に お 玉の 子の 星 子に 向って 「お 土產を 買って 來 るから 

溫柔 しくして おいでよ」 と 云 ふ。 白 井が 出發 つてから， お 高が 「c 生さん、 私 もお 前の 檨に 那 のお 土 

產を 戴いて 見たい のネ」 と 云 ふと 下女のお 島が 「奥 樣ゥ マク仰 やい ますこと」 を 手始めに、 この 春柬 

京から ぉ歸 りの 時、 旦那 樣の 鉋から 出た 金の指輪 (それ は 松 野が 下宿の 主婦 を 通じて 白 井に 贈った も 

の) の を 話 をす る、 これ を 聞いて、 折角 この 春 以來思 ひ 直して 神妙に 夫に 盡 して 居た 高 子 夫人が 再び 

嫉妬の炎に 身を燒 くに 至る。 此 筋道 は 極めて 自然 だ。 お 高と 云 ふ 女性 もこれ に 依て 一 厣 明瞭に 書き表 

はされ た。 

それからお 高の 母が お 高 を 連れて 芝居 見物 をす る。 碁 打の 平野なる もの、 見物の 中の 藝妓梅 次 を 指. 

さして 白 井と 何 か 深い 關 係の ある やうな 事 を 云って、 お 高が 嫉妬の炎に 更に 薪を投 する。 これが どう 

お 高の 頭に 働いて 來 るか、 それ は 後篇 を 見なければ 解らぬ。 

東京へ 出た 白 井が 八重 子 を 連れて 上野 公圜を 散歩して ると、 飴寶が 「社會 糖」 と 云 ふ もの を寶 りな 

がら ボン ボコ 踊と 云 ふ もの をして 富豪 や 華族 を 罵って ると、 巡 杏が 來て， 「一寸 來ぃ」 を やる、 群^が 

立ち 騷 ぐと、 飴賨は 「諸君 は 騷ぐ時 ^ に、 ぉ考 へなさい」 云 ふ 意味の ある 一 句 を 吐いて 引かれて 行く 

八 m 子 は 身 を 寄せて 「兄さん、 何でせ う、 只の人 ぢゃ 無い のね」 と 云 ふ、 俊 三 は 群集の 動き 行く 方 を 

見つめて 「機運！」 と 呼ぶ。 これで 前篇が 終る の だ。 後篇 は 知らぬ が、 一 段落の 終と して は餘 音が あ 
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つて 良い.。 

これ を 要するに 其 文章 は氣に 於て は 申し分な しだが >  語句に 於て 尙ー曆 の 洗煉 あらむ 事 を 希 ふ。 氣 

の爲 めに 文章 を 無視す る 勿れ、 語句の 洗煉 は^の 壯んな 氣を尙 一 I 壯ん たる ものと して 吾人に 傳 へる 

であらう。 

會話も 男性に 於て は屮し 分な しだが、 女性に 於て まだ 物 足らぬ 鹿が ある。 .1 かい 事 を 云って 兑 ると 

百 〇 七 *R の 「ゾ ゴ，^ と 震へ たよ」 も 可笑しい。 百 三十 ヒ页の 「何も 仰し やる ヮケに はなり ませんで 

したが」 も 可笑しい、 柬京 では 「何々 する ヮケに は 行きません」 とか 「參 りません」 とか 云 ふ。 三百 

四十 頁で 八 ffi 子の 「奥 樣が厭 を 仰し やい ますの」 も餘り 東京で は 用 (原〕 はぬ 言葉 だ、 やはり 「厭ッ て 

仰し やい ますの」 とか 「お 厭と 仰し やい ますの」 とかの 方が 自然で は あるまい か。 それから. 「今 ま」 

と 云 ふ 風に 不必要な 送 假名が 澤山 あるの も 股 ざ はりだ。 こちら は餘り 細かい 穿鑿 だが、 一個の 小說と 

して 「^人の 吿白」 の 完全なら む 事 を 祈る あまり 巾した 事 だから、 さう 思って 下さい。 

藤 村の 「水 彩畫 家」 「舊 主人」 の 如く， 信 州 人の 會話を B すに 全然 信 州言椠 を 以てする 事、 これ を も 

僕 は 作者に 勸 めたい。 これは^ 京 言葉に 訛りの 交った のより H ッフ H タトが ある やうに 忍 ふ。 

僕の 云 ふべき 事は盡 きた。 今 は只靜 かに 後篇の 出 づるを 待って， 作者の 人生 觀を 兌たい と 思 ふば か 

りお。 妄評 死に 當る。 (H 鵡公)  (明治 三十 八 年 二 n 號) 


二月の 梨園 

▲ 明治座の 「王冠」 

(原) 

前年 前に 長 田秋濤 さんが Francois  Copp お "rour  C0U3ISC" を抄譯 された る もの を、 更に 日本の 舞 

臺に引 近した もの だ。 第一 何 を 苦しんで 日本の 舞臺に 直した のか それが 解らぬ。 服装の 都合 かと © つ 

(原) 

たが 川上の 服裝、 高 田の 服裝、 成 奴の 服装 揃 ひも 揃って 何 處の國 の 人と も わかぬ、 アンナ 勝手な 服裝 

をして 居る の だから、 左檨 でも あるまい。 臺詞の 都合 かと も 思った が、 僅かに 土地の 名 を 代へ た 位で 

やはり 長 田さん が數年 前に 抄譯 された 通りの 非 寫實式 長 臺詞を 平氣で 云って るの だから， 左様で もな 

いらし い。 また 舞臺を 日本に しなければ 見物に 解らない とで も 思った のか 知らない けれども、 還 州 

卜  (原) 

の 雪の 屮をー ー茧 廻し の 仕出しが ゥ 口  歩いたり なんとして は 原作で 兒 るより 尙譯が 解るまい ではな 

いか。 名前 を 日本に せぬ と 解らぬ からと でも 思った のか しら、 然 らば 大 密西兒 はどうす る， 小，；^ 西兒 

まどうす る。 

(原〕 

. 舞臺を 日本に すると 同時に 大分 筋 を プチ 破 はした。 ^ 一  原作で は 杏花と 云 ふ 小 女が 何處に 居る とも 
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知れす、 唯 時々 チラ ッ くと 其 美しい 姿 を 出す ので 非常に 床しく、 大詰に 何處 よりと もな く 顯れ來 て 

小密 西兒を 刺す 處 など それが 爲 めに 一段の 情 を 添へ るの だと 思 ふ。 それ を 今度の 芝居で は、 二人が 夫 

おにな つて 横渎で 黑ん坊 踊り をして るの だから 堪らない。 Hsgo の-に Ho ョ mc  Qui  Kit- を 取った の 

だと か 役者 側で は 大分 得意の やうで あるが、 いくら ュ I ゴ ー の もの だからって 飛んでも ない 處へ 飛ん 

でもない もの を 持って 來て、 それで 妤 いと は 云 はれぬ。 小密 西兒が 日本に 逃げて 來 るの も 解らぬ。 苟 

も 身 を隱す 人が 黄色人種の 國へ來 て 人の 眼に つき 易い 銅色 人種に 扮 してる の も 解らぬ。 

最も 大破 壞を 行った の は 大詰 だと 思 ふ。 原作で は 杏花が 出て 來て小 密西兒 を 刺し、 其 苦痛 を 留め、 

かへ す 匁で 自殺す る， と 云 ふので 終に なって るの だが 今度の 芝居で は、 それから 又 後備 軍曹の 浦 田が 

元帥 夫人 を 刺し， また 自ら 死す と. 云 ふ 事に なつ て 居る。 これ は 同じ 事 を 一 一つ 繰り返す と 云 ふ 上から 云 つ 

て も. 兑 物が 小密 西兒に 寄すべき 同情の 量と 云 ふ 上から 云っても 拙劣な 直し 方 だと 思 ふ。 西洋の もの を 

日本の 舞臺 にかけ る 時には 隨分 原作 を 直す の も 好から うし、 叉 直さなければ なるまい と 忍 ふが 斯う 云 

ふ 大きい 直し 方 はせ ぬ 方が 好い かと 思 ふ 。「古池 や 蛙 飛び込む 水の 音」 へ 下の句 をつ けられて は堪ら ぬ。 

(原) 

それから 大詰が 濟ん で、 悶着の あった 三越 製の 純 帳が 降りる と、 幕の 上から 白金 巾に 筆太く 「是非 

曲直 1K 知る 何何 何何 地 知る」 と 云 ふやうな 句 を 書いた もの を 下ろした が、 あれ は 見物 を 侮蔑せ る もの 

と 云って 好い。 この 分で は、 今に 芝居 か ハネルと 木戸に 座員が 一人 立って 居て、 歸る 客に ひとり/、 


「あなた 今日の 芝居が 解りました か」 「あなた 今日の 芝居が 解りました か」 と 丁寧に 訊い て、 「わからな 

い， 一 と 云った 人 だけ を 後へ 殘 して 川上が 一 トレ クチ ユア やる 事になる かも 知れぬ。 心.！ い 事 だ。 

さて 藝評 となると まだ 一 度 も 役者 を やった 事の 無い 僕 はいつ でも 大に困 るんだ が、 今度の 明治座 は 

何だか 素人芝居 を 見て る やうな 氣 がした から、 素人の 僕に も 評が 出来さう だ。 先づ 僕の 一番 氣に 入つ 

たの は橫濱 海岸の 場の 磯野の 煉瓦 はこび 第二が ワンダ 山嶺の 高 部、 南條の 番兵、 第三が やはり 橫濱诲 

岸で 五味の 木賃宿 主人。 先づ これ だけ だ。 主要人物 は みんな 駄目。 

高 田の 大密西 兒は其 大きな 體 格と、 其 大きな 聲 とそれ から 高 濱とは 丸で 違った 恐ろしい 眼 差、 これ 

だけに 感服、 幻影 を 追 ひ 付ける 處 など は ぁ&) アカバ チもな ぃ聲を 出して 人 を 驚かした 處で 些とも ェ ッ 

フ ェ タト は 無い" もっと 沈痛に. もっと 聲を 押へ て 云った 方が、 見物の 同情 も 得られる し、 自分の 煩悶 も 

好く 表 はし 得る やうに 思 ふが 如何 だら う。 川上の 小 密西兒 に 至って は是で も 役者 か と 呆れる のみ だ- 

左の 服と 右 の 服 を 代りば ん こに 塞いで 口 を も ご /、や る のなん ぞは 例の 癖で 仕方が無 いと 云へ ば 仕方 

がない と 云 ふ もの X、 役者が 舞臺 へ 出て 自分の 癖 を隱す 事が 出來な いんなら. 旣に 共役 者 は 役^た るの 

資格 を 失って 居る と 云 はれても 仕方が無い では あるまい か。 それ も 舞臺の 上で は 左程の 害に ならぬ 程 

(原) 

度の ものなら まだ 恕 すべ き だが、 川上の 癖の 如きな は 顔面の 表情に どれ 丈け 害を爲 して 居る か 解らぬ。 

ある 人 は 吸 パチく 口 も ご/、 を 以て 川上が 千遍 一 律なる 表情と して 之 を 篤る が、 それ は殘酷 だと 思 
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ふ、 僕 は 川上に は 川上 だけの 表情が あるに 違 ひな いんだが、 それが 例の 癖の 下に 隱れ てる ッて 見物に 

見えない の だら うと 思 ふ。 ナ  一一？ 皮肉 を 云 ふな ッて。 皮肉な もんか、 眞 面目で 云って るの だ。 あ \ 

ほんと に 川上の 藝も衰 へた。 今度の 小 密西兒 を 見て 「世界一周」 の讓 治な ど を 思 ひ 出す と、 成功 策が 

どの位 藝術を 傷け る もの かと m 心って 淚が 零れる。 貞扠の 杏花に 至って は女學 校の 「對 話」 を 以て 取扱 

ふべき もの だ。 河 合も此 一座に 交って は 一 焖の正 劇 派 俳優た るに 留まる のみ。 ぁ& 川上 正 劇！ 一言 

を 以て 之 を 評さば、 曰く 粗雜 なる 藝風 也。 

ム眞砂 座の 「女 夫 波」 

小說を 脚本 化す ると 云 ふ 事 は 脚本 の^めに も 小 說の爲 めに も 喜ぶべき 事で は 無い が、 今日の やうに 

脚本に 拂底 を吿げ てる 時代に あつ て は 夫 も 已むを 得ぬ 事 かも 知れぬ。 然し 面白い 小說を 芝居に 仕組ん 

だから ッて 必す 面白く 行く と 云 ふ譯の もので はな い 事 は 分り切 つた 話で、 舞臺 にの せて 成功す るかし 

ないか は 一 に 脚本 化する 人の 技倆に よる 事 だ。 原作者が 大家で あり、 原作が 傑作で あるから と 云 ふの 

で、 脚本 化する 人に 重き を遛 かす、 近代の 小 說の味 ふ 力 もない 座 付 作者 か 何 かに 一任して 更に 憂 ふる 

處 なき は 今日の 芝居 道の 弊で、 「金色 夜叉」 もこれ が 爲に禍 を 受け- 「心の 閽」 もこれ が爲 めに 崇に逢 ひ 

「五東-塔」 もこれ が爲 めに 大阪で 大きな 傷 を 受けた。 英吉利の ハ イネ マ ンと云 ふ 本屋の 目錄を 見る と 

KJSgsley の Hypatia と 云 ふ 小說を stuart.ogilive と 云 ふ 人が 脚本に した、 其 W 本の WW 値が どの位の 


もので あるか、 僕は讀 まぬ から 知らぬ が、 日本の 小說 脚本 化 も 少なくも 此 位に 行きたい、 卽ち 誰の 作 

を 誰が 脚本 化した と、 脚本 化した 人の 名が 出る 位に したい もの だ。 1  貧 を 云へば シ H 1 クス ビアの 様に 

小說 原作者の 名 を 忘れられても， 脚本 化した 人の 名が 萬 代に 淺る やうな 名作 者が 出て 欲しい の だ。 こ 

の 事 は 今の 座主た る 者 座長た る 者に 汎く 警告して 遛く。 

+ 度の 「女 夫 波」 も 脚本と して は 左程 惯 値の ある ものと は 思へ なかった。 ー體 勺 OPUIal. な 小說を 

舞 裏に かける 時、 いつでも 起る 弊 は， 原作 小 說で， 讀 者の 氣に 入った 處を、 無理に も 舞臺へ 出して 原作 

愛讀 者の 哚乎を 得 やうと する 事 だ。 小說 にして 好い 處 でも 芝居に して ツマ ラヌ處 が ある， 小說 では ッ 

マ ラ ヌ處 でも 芝罟 にして 好い 處が ある、 小說 にしても 芝居に しても 好い 處が ある これら を 少しも 今の 

脚本 化する 人は考 へぬ から 此^の 小說 脚本 劇に は 必すー 一三の ダレ 場が ある、 そして 事件の 變 化が 多く 

f 々然 で、 原作 を 讀んだ 人に は 分る が讀 まぬ 人に は 解らぬ。 今度の 「女 夫 波」 の片瀨 海岸た ども" 唯 新 

夫婦が 散歩して る處へ 東京 か ら 電報 が來 ると 云 ふ 丈け で， 芝居と して は 甚だ 不必要な 幕の やうに 思 ふ。 

植村 夫婦の 喜ばしい 時代 を兑 せる の は 無論 アトとの コ ン トラストから 云っても 必要で は あらう が、 唯 

二人 出て 來て、 にこやかに 語り 交して る處へ 電報が 來る とだけ では 物 足らぬ。 これ は 何も 「女 夫 波」 

の 序 慕に 限っての 不平で は 無く、 近頃の 小說 脚本 化 劇 一般に ロ繪を 活人畫 にして 一 ト幕濟 ますと 云 ふ 

風の ある を 平らかなら す 思って 居た から 云った 事 だ。 それから 今度の 「女 夫 波」 の 芝居で 例の 突然 だ 
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つたの は 鷹 山 と 富 美 子が 急に 仲よ しになる 事、 人物の 解らなかった の は 高嶺と 日 頭。 

今度の 脚本で， 小さい 處 では あるが 好い と 思った の は， 「桢 村の 零落」 と 云 ふ 場で、 等しく 力 ケを取 

りに 來た 新聞配達と 米屋と が 玄關で 落ち合 ひ、 新聞配達が 植村 夫人に 同情 を 寄せて、 催促に は來 たの だ 

が 催促 はせ すに 歸る， 雇人の 私さへ 斯うなん だから 米屋の 御主人た る 貴君 は 無論 默 つて 歸 つても 好い 

だら うと 說 かれて 米屋 も 其 氣 になり、 二人とも 植 村の 家 を 音な はすに 歸 ると 云 ふ處。 それから 「新橋 

の 愛別」 と 云 ふ 場で、 時 子が 子に 別れて 獨り 悲しげに 歸 らうと すると そこへ ハイカラな 紳士が 出て 來 

て、 俯向いて 來る時 子に チヨ ィと 突き 當り、 さて 時 子が 花道の 揚 幕へ 引 込んで 仕舞 ふ 時分に、 ハイ 力 

ラは 自分の 志した 汽卓の 時間に 遲れ たの を 知って、 チト やけ 氣 味で 卷烟 草の 吸 ひかけ を 投げつ ける と 

それが 其 處等を 掃除して^ た老驛 夫の 頭に あたる、 これで 濕 つた 場 を ドット 笑 はせ て 幕に した 處と斯 

の 二つ だ。 前者の 好い と 云 ふの は 從來の 芝居で 行く と、 斯う 云 ふ處は 是非 二人に 居催促 を させて 俊 子 

を 苦しめなければ 巳まない の だ、 若し さう すると 見物 をして 新聞配達 や 米屋に 對 して 不快な 感じ を 起 

させる のみ か、 時 子に 寄せ 来った 同情 をも亂 させる 憂が ある。 今度の 演り 方は實 に 快感 を與 へた、 そ 

して 一 暦 時 子に 對 する 同情の 念 を！？ さしめ た。 後者に 就いては 原作者から 少しく 苦情が あった そうだ。 

其 理由 は 無論 折角 締 つた 場 を 擾き亂 して 了 ふと 云ふ處 にある の だら うが、 それ は 少し 首肯し 難い。 あ 

ぶ (原) 

の ハイカラ 糾士が 時 子に 對 して 何 か 云 ふと か 何 かする とか すれば 夫れ は 打ち破 はしになる かも 知れぬ 


が、 全く 事件に 關 係の 無い 人物が 出て 來て、 而も 事件に 關 係の 無い 滑稽 を浈 じて 居る の だから 構 はな 

い では 無い か、 時 子の 心中と、 此呑氣 らしい 紳士の 胸と 對 照して 却て 面白いで は 無い か、 沈み 切った 

場面 を modify する 上から 云っても 好いで は 無い か。 去年 東京 座で 「不 如歸」 を演 つた 時、 浪 子が 海 

邊で身 を 投げ やうと すると 其處へ 基督 敎の 尼さん が 出て 留める 處 があって、 尼さん が 色々 聖書の 話な 

どして 居る と、 そこへ 田舍 婆さんが 浪 子を迎 ひに 出て 來る、 其 婆さんが 尼さん の 風 態 を 見て 口汚な く 

耶蘇 敎を 罵る と 云 ふの が 幕切れ だッ たが、 これ は 見て 居て 實に 不愉快に 感じた。 この 幕切れと 今度の 

「停車場」 の 幕切れとの 間に は大 なる 差違が ある、 大 なる區 別が ある。 

さて 又藝 評と なると 甚だ 闲る。 然し 默 つても 居られな いから 例の 现笳 まじりに 一 一三の 感じ を 述べ て 

. 見たい。 近頃 ある 雜誌を 見たら 「眞砂 座の 女 夫 波の 見せ場た る植村 零落の 齣が 能く 人 を 泣かしむ る も 

の ありと せば、 そ は 井と 木 下と 井上との 技藝の 力に 非す して、 其 脚色 其 者が 人 を 泣かしむ る ものな 

るの み、 彼等 は 其餉に 於て は 歌舞伎 役者の 下 廻りと 何の 逞庭 あるな く、 此 一齣の 如き 下 廻り をして 之 

を 演ぜし むる も猶 能く 滿場 をして 肅然聲 を 呑まし むる を 得べき 者 也」 と 云ふ樣 なる が 書いて あつたが 

これ は 甚だ 以て 怪しからん 說だ。 勿論 「歌舞伎 役^の 下 廻り」 と 云 ふ もの X 如!； やうの 者で あるか も 

辨 へて 居ない らしい 人の 說 だから， 取り上げて 議論 をす るの も 大人 氣 ない 話 だが、 世 I？ に は 斯う 云 

ふ 事を考 へて 居る 人も少 くない 樣 だから、 一言 辯 じて 置きたい。 いくら 泣かせる 脚本 だからと 云つ 
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て、 これ を演る 役者が 下手 だったら 何で 泣かせる もの か、 手近な 例が 此 間の 「王冠」 だ、 そり ゃァ飜 

案に 多少の 無观 はあった か 知らないが^に^ コ ッ ぺ ェ の 傑作 だ、 失禮 ながら 「女 夫 波」 などの 足元 

へ も 寄れぬ 名作お、 殊に 小密 兒が 國の爲 めに 父 を 殺す 處 など は 泣かせる に も/ ヽ大 泣かせに 泣か 

すべき^だ。 それ を 明治座で 見た 時 はどうであった、 川上、 高 田の 粗 雜な處 は 迚も 吾人 を 泣かす に 足 

りなかった では 無い か。 これに 反して 「女 夫 波」 の 「植 村の 零落」 は 脚色に 於て 決して 大に 泣かせる 

と 云 ふ もので は 無かった、 平凡な 人が 出て 來て 平凡な 悲しみに 會 ふと 云 ふだけ では 無い か、 よし 多少 

泣かせる と 云 ふ 分子が あると しても 迚も 小 密西兒 が 父 を 殺す 場の 比で は 無い。 然るに 見物 を 泣かした 

る は 「王冠」 に 百^し 千 佶した ではない か、 これ は 全く 伊井 等の 伎藝に 依る ものと 云 はなければ なら 

(原) 

ぬ。 試みに 位 澄 を轉 じて 川上 等に 「植 村の 零落」 を演 らして 兑 給へ、 迚も 兑物を 泣かす るで は 無い か 

ら。 又 反對に 伊井 等に 「正 冠」 の 小密西 兄が 父 を 殺す 場を演 らして 見 給へ、 見物 を 泣かす^^ に 「女 

夫 波」 の 時に 百倍し 千倍し やうから。 

ー體 脚本と 役者の 伎藝 との 關 係に 於て、 四つの 場合が あると 思 ふ。 第一 は 名作の 脚本 を 巧く 演じて 

充分 名作の 名作た る 所以 を發 揮す る 場合、 第一 一は 平凡 脚本 を 巧く 演じて 脚本 W 上の 味 を 見せる 場合， 

第三 は 平凡な 脚本 を 其 俊 平凡 に M す る 場合、 第 四 は 名作の 脚本 を 平凡 に 演じ て 其 名作 を だ いなしに し 

て 仕舞 ふ 場合、 これ だけ ある。 今度の 「女 夫 波」 の 「植 村の 零落」 の 場た ど は 確かに 此 第二の 場合に 


屈すべき もので、 川上 等の 「王冠」 の 如き は此第 四に 屬 すべき ものである。 筋が 泣かせる ので はない 

と 云った 雜誌 記者 先生 は 役者の 伎藝と 脚本と は 離れて 居る もので、 これが 色々 に 結びついて 色々 な 結 

艰を なすと 云 ふ 事 を 全く 知らないと 見える。 

僕 自身 は 今度の 「女 夫 波」 の 第 六 場 を 見て、 これ 程までに も 思った、 卽ち、 平凡な 脚本 を 仕^した 

と 云ふ點 では、 實に 死んだ 圑十 郎以來 だと。 

▲ 大阪の 劇 壇 

これ は 行って 見た の ではな い。 

我當が 「江 戶城明 渡」 を 演じて、 勝と 岩 倉に 扮し たさう だが、 迚も 江戸っ子の 勝に はなれな か. つた 

らうと 思 ふ。 然し 其 苦衷 は片桐 式で よかった かも 知れぬ。 

小 織 一 座 は 島 文次郞 さんの 口述され た飜案 脚色に 依つ て 「マク ベ ス」 を 演じた さう だ、 小 織の マ ク 

ベ スは 見たかった。 それから 同じ 一 座が 夜の 部 か 何 かで、 大阪 新報の 一 千圓 懸賞 脚 木 「n 本丸」 と 云 

ふの を 演じた。 この 「日本 丸」 と 云 ふの は 本 田 濱太郞 と 云ふ臺 灣の 新聞記者の 作 ださう だ。 僕 は切拔 

えら 

きで ス ッ カリ 證 ん だが、 只舞臺 面の ャ マ ばかり 豪くて、 ^京で 云 へ ば 先 づ^. 1 座 もの、 一 向不 感服。 

(鸚鹉 公) 

——( 三十 八 年 三月 號) —— 
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三 月の 梨園 

處 月の はじめに 中洲の 眞砂 座で、 日本 橋 區の恤 兵 演劇と して 讀寶の 懸賞 脚本、 平 尾 不孤氏 作 「關 武彥」 

と 文 藝俱樂 部. の 「初 芝居」 に 載って 居った 川上 屑 山 氏 作 「相 綾三 人^」 を 演じた。 脚本と して は 無論 

後者の 方が 前者に 優って 居った。 俳優の 伎から 云っても 二番目の 方が 一 番目に 優って 居った。 その外 

刖に感 なし。 

▲ 明治座の 延升 一 座で は 「ウィル ヘルム • テル」 を 小波 氏が 翻案され た 「瑞西 義民 傳」 を舞臺 にかけ 

た。 日本人に 耳遠い 原作の 臺詞は 容赦な く 捨て X 顧みなかった 故 か、 幕々 の 時間が 如何にも 短 かくて 

、 、 、 、  しま 

見物 をして 未だ 場 中の 人たら しめぬ 內に 幕が 閉 つて 了 ふと 云 ふ 憾みが あった。 伊井が 演 つた 「0  メォ • 

ェ ンド • ジ ユリ H ット」 を 見て、 これ は藥が 利き 過ぎた と 云った 劇評 家 は、 この 「瑞西 義民 傳」 を 見 

て、 これ はまた 餘 りに 槃が弱 過ぎた と 感じた 事で あらう。 所詮 西洋 もの を嬈 直したり 飜 案したり して 

演する 事 は、 原作 を 離れなければ 離れないで 不滿 足の 點が 起り、 原作 を 離れ &ば 離れる で 又不滿 足の 

點が 生す る譯 で、 何れにしても 骨折 損の 草疲 もうけ、 もうく 止めに したら 可から うと 思 ふ。 然し 若 


しどうしても 西洋 物 を も 云 ふの なら 伊井が 演 つた 「シ ー ザ ァ」、 川上の 演じた 「マァ チヤ ント. ォブ. 

ヴェ ユ ス」. あの 形式 を 採る より 外 は あるまい。 

▲ 本鄕 座の 藤澤 一 座と 真砂 座の 伊井 一 座と は 月の 下句 相 競うて、 例の 小說 脚本 化 劇 「新 生涯」 を 演じ. 

出した、 これ は 兩座共 田 口 君の 原作 を 岩 崎舜化 君の 脚本 化した 其 同じ 脚本に 依て 演 つて 居る の ださう 

だが、 さて 兩座 見比べて 見る と 大分 筋 立が 違 ふ。 これ は 何れも 座附 俳優の 意見に 依って、 正本に 修正 

を 加へ て 演じて 居る ものに 相違ない。 兩 座の 筋の 立て 方 を 比較して 兩 座の 俳優が 伎藝 以外、 脚 木に お 

する 意^に 於て 相違して 居る 點を紬 論して 見る の も 面白から うが、 ものが もの だから これ は i; 免 蒙る 

要するに 本 鄕座は 原作の 皮相 をのみ 傳へ て 其 精祌を 失って 了った。 眞砂座 は 原作の 時と 場所と に 重き. 

を 置かす、 專ら其 精神 を捉 へむ と 努めた 跡が 見えた。 然し 共-原作の 精神なる ものが 僕に は餘り 快くな 

かッ たので、 折角の 芝居 も餘り 快く は 兌ら れ なかった。 

▲ 小說を 脚本 化する に當 つて、 原作の 小說 以外に 何等の 空想 を 用 ひな いのは 惡ぃ事 だ。 小說的 空想と- 

脚本 的 空想との 間に は 非常な 相違が あると 思 ふ。 だから 一 つの 小 說をー つの W 本に 仕上げ やうと 思 ふ 

劇作 者 は、 原作 小說の 著者が 用 ひた 空想 を も 或 場合に は 捨て、 原作 小說の 著者が 用 ひなか ッた 空想 を. 

も 或 場合に は 拾って 用 ひなければ ならぬ と 思 ふ。 換言すれば 或小說 を熟讀 して、 其 小說 中に 表 はれた 

空想 の 中で 脚本 的 の 生命 を帶び てる ものと 其小說 中に 出て 來る 人物の 中で 脚本 的 の 便宜 を冇 してる も. 
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のと を 明確に 腦 中に 置き * それから 後 は 原作 は 捨て K 顧みす、 今 小說 で得來 つた 思想に 基いて 新たに 

，一 、つ 本 を 作が つもりで 掛ら なければ ならぬ。 小說を 脚本 化して 脚本ら しい 脚本 を 得 やうと する に 

は是 より 外て 途は 無い かと 愚考す る。 小說を 脚本 化して 好 果を狻 むと する に は茲に 一 の 美術家 を 要す 

る、 と 云 ふの は 正に 茲の事 だ。 

▲ 然し 僕が 「原作 小說 以外の 空想」 と 云 ふの は、 本鄕 座の 「新 生涯」 で吉太 郞に杳 坂と 云 ふ 姓 を 蒙ら 

i ぐ ひ 

して 妙 子の 乳母に 香 坂 沖、 江の 息子と した 類 を 云 ふので 無い 事 は 敢て斷 るまで も あるまい。 

▲ 「魔風 戀風」 は 不幸に して まだ 見ない 。何れ 見た 上で 來 月の 誌上に は 何とか 申し上げよう。 (鸚鹉 公 > 

II (明治 三十 八 年， 四月 號) ，i 


〇 文 藝 倶 樂 部 (一 ーノ S 

法科 大學 生の 河原 崎汔 馬と 文科 大學 生の^ 崎 純 之 助と が 相 連れて 蘆の 湖に 遊んだ 時、 外 山 園 子と 外 

山 © 子と 云 ふ 二人の 姉妹と 问 船した。 これ をえ にしに 妹の 弒子 は汔^ と 相愛す に 至り、 姉の 園 子 は 純 

is. 一助と 相 慕 ふやう になる。 やがて 逢 馬 は 法學士 になって 官途に 就く、 純 之 助 は 文擧士 になって、 中學 

の敎師 になる。 汔馬は 直ぐ に 鶴 子を迎 へ， て 世 Si の 所謂 理想的 夫 ^ になって 何の 事 もな く U と 過ぎ： と 

暮らして 居る。 純 之 助 は 自分の 貧で ある 事から 園 子の 華美 を 好む 性質に 思 ひ 至って、 戀 しい 慕 はしい 

女で は あるが 迚も 一生 添 ひ 遂げられる 女で は あるまい と 思って 了って、 外の 女 を 貰って 了 ふ。 然し 一 

生 受けた 戀の 矢の 手傷 は屮々 癒える もので はない、 兎角 妻 君 と 折り合 は ない ので 終に 共 妻 君 を 離別し 

て 了 ひ、 また 書生 時代の 下宿 住居に 歸 つて 面白から す 其 日 其 日を逡 つて 居る。 園 子の 方 は 園 子の 方で 

^崎 が 妻 を 莨 つたと 聞いて、 何故に 崎が 自分に 結婚 を 申込 まな かった かと 云 ふ 共 现. 5 などに は 思 ひ 

至らないで、 ただ 欺され た. 崆を つかれたで 女心の いと ビロ 惜しく 悲しく 唯 昔の 夢 をのみ 繰り返して、 

嫁に も 行かす 父の 隱居 所に くすぶ ッて 居る。 園 子の 悲觀的 生活 を兑、 純 之 助の 離 緣話を 聞いた 河原 崎 
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奄^ はどう かして 二人 を 昔に 立ち 歸ら せ、 出来るならば ー緖 にしても 遣りたい と 思って、 梅の 花咲く. 

(原) 

大 森の 別 莊に 二人 を 呼んで 御馳走 をした。 園 子 は 久しぶりで 懷 しい 純 之 助に 持った、 然し 園 子の 服に 

映 じた 純 之 助 は 昔の 純 之 助で は 無かった • 「私の 持って 居る 愛 は 新しい の だが、 彼の 方 は 云 は^ 着古し 

た菘 いもの だ …… 島 崎さん は 奥 樣を御 持ちに なった。 もう 一度 御床 入の 盃を なさった の だ。 御 心の中 

に は 私の 影と 先の 奥樣 の 姿と を 並べて 御 置き になる の だ。 そんな 處へ 自分 の 影 を 入れ られ るの は 嫌な 

こと、 あ-私の 思 ふの は 淸ぃ情 を 持った 美しい 昔の 島 崎さん …… 。」 斯う 思った。 純 之 助 は 久しぶりで 

戀 しい 園 子に 逢った、 然し 氣の 弱い 純 之 助 は 一度 妻 を 貰った と 云 ふ 事 を 園 子の 前に ひどく 恥ぢ て、 氣 

滅入り 心 臆して 昔の 如く 語る 事 さへ 出来なかった" 「あ.^ 一 度 去って は 再び 還って 來ぬ戀 の 潮 …… 人の 

若き 命の 岸 は 日々 に更 へて 行く ので ある。」 II 葵山 君の 「ひとりす み」 は 斯う 云 ふ 事 を 書いた。 

葵山 君の 作 は、 常に ライフの 新ら しい 方面 を 寫し出 だして 居る。 唯 惜しむべき は 其 技術の 至らざる 

點で、 これが 爲 めに 某 々青年 文學雜 誌な どに 「世に 葵山の 小說 を愛讀 する 者が あると は 不思議 だ」 と 

云 ふ 樣な事 を 云 はれる ので ある。 葵^ 君の 小 說の讀 まれな いのは 今の 文壇 の^めに も奏山 君 自身の 爲 

めに も 非常に 不幸な 事 だと 思 ふ。 

葵山 君の 技術の 上の 缺點は 先づ文 ぎで、 これ は 洗煉の 上に も 洗煉 を 加 へられたい。 次ぎ は 性格の 書 

き 分けに わざとら しい 處の ある 點で、 この 「ひとりす み」 の 園 子な ども 大分 此 病に 力 、 ッ て 居る 檨 


だ。 第三 は 背 影の バタ^い 點で、 これ は 人に 依って 好きな 人 も あるか 知れぬ が、 僕 は 嫌 ひだ。 今度の 

「ひとりす み」 で 一例 を とれば、 園 子の 父の 孝右衞 n が 昔の 戀を 語る 處、 これ は 正に 西洋式 だ。 然し. 

園 子が 孝 右衛門の 昔語りで 知った、 孝右衞 門。 ぉ關 (孝 右衛門の 妻)。 いろ/、 の 逢 合 傘が 济書 して 

あると 云 ふ 押入の 杉戶を 手燭で ソッと 見る 處 (五十 三べ ー ジ) は實に 快い 感じが した。 (あう む 公) 

—— (三十 八 年、 四月 號) —— 
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ロス タンの 戯曲 『鷲 兒』 

scyrag  de  wergerac" で 花々 しい 成功 を^た a スタン は 忽ち 佛蘭西 人 全體の 注意 を 一 身に 集めた。 

佛蘭 西に 於け る 彼の 評判 は 英吉利 に 於け る キップリングの 評判に 劣らす 盛んだ。 そして 英吉利 にキッ 

プリング 反 對黨が ある やうに 佛-; ,1 西に も ロス タ ン攻 派が 澤山 ある。 或 人 は ロス タ ンを 以て 單に 「氣 

の 利いた 狂言 作^」 とする のみで、 ^して 彼に 「詩人」 の稱 號を與 へやう としない。 ^だしきに 至つ 

て は、 ロス タンに は 全然 何等の 才能な しと 云 ひ 落して 了 ふ 人 さへ ある。 思 ふに 戯曲に 對 して 正しい 判 

斷を與 へる^ は 「公衆 を 措いて 外に あるまい。」 試みに 世界の 文學 史を繙 いて 兌 給へ、 實際 立派な 戯曲 

水が に失肷 をし で 居る と 云 ふ 例 はない、 又^ 際^ 劣な 戯曲が 永遠に 成功して ると 云 ふ 例 はない。 勿 

論 戯曲の 或 もの は 時期の 未だ 至らざる に 世に出た が 爲め. 公衆が 之 を 味 ふまでに 幾多の 年月 を耍 した。 

と 同時に、 一方に 於て 公衆 は邋 平凡 愚劣な 戯曲の 保護 をした。 然し 大體に 於て 公衆 は^しい もの だ、 

強いて 公衆 に 反對の 意 昆 を、 王 張す るはボ ー プ の所誚 

s©  much  they  scoon  the  crowd,  tliat  if  tlie  thronw 


By  cliance  Mo  right,  they  l〕orposely  go  wrong. 

だ。 

今 a スタンの 場合 をお へて 见 るのに *  a スタンの 戯曲 は 世界の 戯曲 發逹 史上 如何なる 位置に 在る か 

それ は 解らぬ が、 茲に 一 つ 確かな 事が ある。 何 か。 かれの 戯曲 は大 にあた ると 云 ふ 事 だ。 そして 此ぁ 

が SI^SA ず にと つて は旣に 一 の 功績た る を 失 はぬ。 sylc» で 散々 あてた 後 だから. 誰し も 

「鷲 兒」 へ" に Aigks") は 「シ ラノ」 程當り はしまい と 思った。 處が これが また ィ汛の 大成^ と 云 ふ 

の は 一 つ は 寺^が 好かった からで、 佛蘭西 人が 歐洲の 政界で 自國 の位遛 の 甚だ 振って 居らぬ と 云 ふ 事 

を 果敢なんで 居り、 漠然たる 不安の 念に 苦しめられつつ W の 理想に かけても 及ばぬ^ 劣な 政治と 特色 

のない 政治家の 下に 激して 居る 其 時に、 P スタン は 一 隊の軍 樂師を 率ゐ來 つて， 勇壯 なる 「佛 蘭？： せ 

國」 『の 曲 を 奏し、 彼等の 脈搏 を 躍らし め、 彼等の^ N を淼 かしめ、 彼等の 心臓 を 鼓動せ しめたから だリ 

ロス タン は 「鷲 兒」 に 於て 確かに 一 段の 進歩 を 示した 。「鷲 兒」 は 「シ ラノ」 に^しき 色彩と 活氣と を 

有して SI る。 「シ ラノ  - に 等しき Stage  effect を 有して 居る。 「シ ラノ」 に 等しく！ £： 妙なる 言語の 捋^ を 

示して 罟 る， 「シ ラノ  - に 等しく 豐 富なる poetical  image を備 へて 居る。 是 等に 加 ふるに 「シ ラノ」 及 

び 彼が 先年の 作に 於て 未だ 見 ざり し 底の ものが あった。 - ：卽ち 更に 高き 天、 更に b き 光^、 更にお 

き 音調 是 である。 其 構造 は 先年の ものに 比べる と 寧ろ 不完全で 不規則で は あるが、 人 一 たびお 堂屮に 
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人らん か、 神秘的の 響 を 耳に する 事が 出来る. 「叙事詩 神」 の 足音が 聞え る、 これ を 以て 木 匠 術の 不齊 

を 償 ふに 足る では 無い か。 

吾人 は 「鷲 兒」 を 讀んで 「ナボレ オン 史詩」 を讀 むの 感 がする。 " スタンが 此 戯曲で 吾人に 示した. 

場面 は旣に その 日沒 時代で は あるが、 其榮枯 盛衰の 跡 はつぶ さに 吾人の 心に 映 じて 来る。 吾人 は此戯 

曲に 於て The  thing  themselves は 見ない ので あるか、 その 詩的 精神、 その 詩的 存在、 その 詩的 要素 

を 印る の だ。 ロス タン は 是等を 喚起す るに 眼 以て 見るべき 形 を 以てしない、 辭 句の 幻像 を 以てする， 

§TJE: の 昔 調 を 以てする、 斯 くして 吾人 は精微 なる 活人 S を： W るよりも、 實を 欺く 戰爭 パノラマ を 見る 

ょリも 明瞭な 印象 を 得る。 

ナボレ オン 二世と 云 ふ 人が 世に 在る と 云 ふ 事が 旣に 一 の 悲劇的 事實 である。 其 ナボレ オン 二世が メ 

ッ テル-了 ソヒが 云った 樣に 「鐵の 頭と 硝子の 體」 を 持って る 人であった ならば 更に 悲劇的で ある。 卩 

スタン の 描いた 皇子 は 更に 一 曆 悲劇的で ある。 共 脆弱なる 肉體は 野心と 大望と に充 たされて 居りな が 

ら屢 i 其 大望の 徒勞 にして 其 野心の 望みな きを 思 ふ、 何の 事 はない 「有 頂 天」 と 「絶望」 との 間を始 

終 往来して 居 やうと 云 ふ 人物で、 親父に 對 して 犯された 罪の 仇討ちに ではなくて、 親父の 罪 を 償 ひに 

生れて 來た 第二の ハ ム レットで ある。 此 戯曲で^ も 詩的な 虚は ヮグラ ムの 野で 此 皇子が 自分の 體が罪 

の 贖で ある、 自分の 體が 血の 海に 對 する 償と して 捧げられた 御供の 白聖 餅で あると 感 する 處だ。 ロス 


タン は 悲憤の 氣に充 ちた 此題 nr を擇 つて 其 eit-motiv とした。 そして 其 周圓に 軍人の 熱と 愛 國の火 

で 燃えて る 音樂の 調と 大戰爭 外 圓の壯 な 光景と を 織りな して、 共 悲痛 悲愁の 度 を 和らげた。 初めの 二 

幕 はお も潑剌 たる もの ありて、 人 をして 振 ひ 起た しむる やうな 臺詞 や、 劇的 場面に 充 ちて 居る。 一 例 

を擧 ぐれば 皇子が 歷史 を學ぶ 所の 如きで、 敎師が 一 千 八 百 五 年から 七 年 迄 は 格段な 出来事 もなか ッた 

と 云 ふと、 皇子 は 燃 ゆるが 如き 言葉 を以 てァ ウス テル リツ ッの 役を說 く。 

第三 幕に 於て は澳太 利の 老 帝と 其 皇孫 二人の 美しい 一 ト場 があって、 それが 又 極めて 劇的な 場面 を 

以て 終って 居る。 卽 ちメッ テル 一 1 ッヒが 皇子 を 姿見の 前へ 引 張って 來て、 共 繊弱な 容貌の 中に 故ナボ 

レオン 陛下の 面影が あるか 探して 見ろ と 罵る あたり だ。 第 四 幕の 終 は 恐 らく 此 戯曲 全體 の 中で 最 も 美 

しい 處だ。 ナボレ オン は 計 ffi 通り 佛蘭 西へ 逃げる 事が 出來 なくなって 了って、 た^ 一人 白い 軍服 を 着 

て、 靑ぃ顏 をして、 月に 照らされた ヮ グラムの 綠の 大野に 淋しく 佇んで 居る。 其 前に は 「老衞 兵」 の 

忠實な 一 卒が澳 太 利 人に 殺ら れた とより は 寧ろ 自殺 をして 倒れて 居る。 吐 息をつく 樣な風 音に つれて 

ナボレ オン は 嘗て 原野に 命を棄 てた 兵 土 共の 呻呤を 聞く やうな 氣 がする、 やがて それが 幻影になる。 

ナボレ ォ ンは 幽霊の 幾 聯隊 かに 圓 まれた やうな 氣 がする、 まぼろしの 軍隊の 叫喚、 喧擾 の聲が 聞え る * 

それが 歷 一 歷 高まって 來て 終に 「皇帝 萬 歳！ 皇帝 萬 歳！」 c-vive 1、 Empereur;  vivc ヒ Empereur- 

と 響く。 やがて 又 兵 土の 足音が 聞え る。 軍馬の 嘶が 1™ こえる、 軍 樂隊の 行進曲が 聞え る、 ナボレ オン 
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は 大革隊 が 蘇った の だと 思って 心 嬉しげ に 北 (wf 隊に 向って 驅け 出す、 と 幻影 忽ち 消え て 悲しい 現貲は 

まざく と^に 入る、 彼れ がそれ と 忍った の は 今 野に あら はれた 澳太利 聯隊の 白い 軍服に 過ぎな かつ 

たの だ。 此 一場 は 其 美しい と 恐ろしい とに 於て 殆ん どシェ ー タス ピャ 式で ある。 大詰で は此 r-Qi  ^ 

Home 臨終の 床に 臥しながら、 巴 里に 於け る牝 匿な 洗 禮式當 時の 記錄を 侍者に 讀 ませて、 これに 耳 を 

傾けて 居る。 少年 時代に あって は羅 馬の 王冠 を も 望み 得た 人々 が、 今 は 世に 忘られ、 友に は 別れ、 と 

こしへ に 和し 難き 敵の 21 の 下に、 人 も 知らぬ ハ ップス ブルクの 小 貴族と して 此世を 去る の だ。 

此 戯曲 は 述 絡がない と 云って 非難され た， 長過ぎる と 云って 非難され た" 不齊 一 だと 云って 非難され 

た、 飴り 變 りゃうが 早い と 云って 非雞 された。 人 は 無慈悲に も 之 を 「シ ラノ」 に 比較した。 成程 これ 

は. 「シ ラノ」 程 堅い、 完ぃ、 美術的な 作で は 無い かも 知れぬ、 が 然し 「シ ラノ， 一  より は 人間的で は あ 

るまい か 、「シ ラノ」 より は 多く  Epische  Brcite を 持って 居り はしまい か、 「シ ラノ」 より は 人形芝居 

を 遠ざかって 居り はしまい か。 或 人 は。 スタンが 韻文の 形式 を 篤る 疑 もな く 彼の 韻文 は 書 齋で讀 むべ 

きもので はない、 舞 裏で 聞くべき ものである、 彼の 韻文 は ラシ ー ヌの顚 文で ない、 アルフレッド、 ド > 

ヴヰ ユイの 韻文で ない * ルコント、 ド、 リス ルの sg 文で ない. (恰も キップリングの 韻文が ミルトン、 

キ ー ッ、 テ 一一 ス ンの 韻文で ないやう に〕。 然し 彼の 韻文に は 叉 彼の 韻文 だけの 詩的 特性と 詩的 價 値が あ 

る。 其 瀏嘵 たる 喇叭の 昔 は 今尙吾 人の 耳に 響いて 居る のに、 敢て之 を 非議す るの は 愚で は あるまい か 

狂で は あるまい か。 (鹦^ 公)  |( 明治 三十 八 年 五月 號) —— 


五月 梨園 雜感 


i 前 途 遼 遠 

武男、 養の 墓に 紘 りて 泣く。 中將、 突と 出で 来りて、 「望 囊ー 5」 と 慰む。 悲劇の 大詰た^ 

れ あるの み。 劇の 「前途遼遠」 なる かな。  。 

「本鄉 座、 f 俳優 同人」 t 者に 依て 書かれた る 「今 囘不如 歸を演 する に f  乂 と 云 ふ 一文 1 ひ 

こ 如何に この i なる もの、 iff と あり、 「此好 阿本」 争. i 俳 

^  V  V  V  V  V  V  ^  V  o,  3i てん L- - レーら ク。 so 「AW お ー遼荒 一 一 なる 力た 

擾 鉞^ の 劇 題と 爲 さんとの 抱^ を y て」 と あ 摩グ f  L お it ブ 

新 小 說第十 年 I 卷に 「市 川薩 f  I」 if これ 4f  rr?u" ゴ ひば. は 

集」 精い こま 再び 東轰 へ 行って 「魔風 寶」 を 仕て 居ます が、 あ、 云 ふ 斬 霧の 響 は、 ^1 

fffffff.  ffff. 現に 今度の 「魔 I 風」 で 私 は、 夏 H 

仕て ゐ ます。 角帽、 制服から、 變 つた 所で 小 倉の 待に、 黑 木綿の f とい ふやうな もので、 通 S に 
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居たり、 かう やって 部屋に 居る 時と、 大して 異ならぬ 動作 をして 居て、 それで 劇 だと 言って ゐる。 芝 

居 だと 言って ゐる。 ねえ、 あれ はま あ 劇です かね。」 と あり。 劇の 「前途遼遠」 なる かな。 

近 者 「女優 大會」 なる もの あり。 何ぞ其 名の 壯ん にして 意氣の 豪なる。 これ 必す 新ら しき 望 を n ら. 

す ものなら むと、 雨と 遠路と 半日の 業と を 忘れて 之に 赴きぬ。 しかも 余 は. 「女 道樂」 の 一幕に 一 匹婦 

. 千歲米 坡が滿 場の 觀客 を縱 橫に飜 弄する ある を 兌たり しのみ。 あ X 劇の 「前途遼遠」 なる かな。 

A カタ スト 口 フ 

劇 「不 如歸 1 の カタ スト a フは 「片岡 家浪子 終焉」 なる べし。 此ー 場 を 見る に、 山 木な く、 千々 岩 

なく、 川岛 未亡人な し、 全幅た V 「肺病」 のま 配す る を 見る のみ。 余 は 疑 ふ、 劇の カタ スト a フとは 

菜して 斯の 如き を 云 ふ ものなる か を。 

▲  I ^際 と 藝 と 

「浪子 終焉」」 に 於て、 片岡中 將に扮 せる 高田實 は、 其 女の 死 を 見る に 忍びす とやう に、 暫 らく 姿を碎 

風の 裏に 隱 したり。 これ^して 「藝」 と 云 ふ ものなる か。 

余 をして 若し 實際 「浪 子」 の 終焉に 臨みたり とせよ、 共 時 「片岡 中將」 の 悲嘆に 堪へ すして 碎風裏 


に隱れ たる を 見たり とせよ、 A 水 ゃ卽ち 同情の 淚を 絞って 泣くべし。 ^なれば なり。 「片岡 屮將」 に扮せ 

る 高 田の 屛風 裏に 入りた る を 見て、 余 は 高 田の 欠 仲 を 想 ひしの み。 舞蹇 なれば なり。 

其 人の 姿 を 見す し て 其 人 の 悲嘆 を 想 ふ は實に 於て あり 得べき 事な り。 其 人 の 姿 を 見せす して 其 人 の 

悲嘆 を 表 はす 事 は藝に 於て あり 得べ からざる 事な り。 高 田の 藝術觀 に 依れば、 「片岡 中將」 は 全然 此場 

に 出で ざる を 好し とす、 想へ、 中將は 隣室に 在って 戯欷 しつ \ ある 也。 

佘は 少しぐ 云 ひ 過ぎたり。 然れ ども、 浪 子の 病室に ありながら、 大聲に 醫師と 其 病 篤き を 語りし 

「片岡 中將」 は藝の 「片岡 中將」 なり。 淚を 押へ て碎風 裏に^れ たる 「片岡 中將」 は實の 「片岡 中將」 

なり。 高 田が なした る 藝と實 との 混用 は餘 りに 鮮明な りき、 餘 りに 露骨な りき。 

▲ 原 作 拘泥 

河 合の 扮 せる 「蕨 狩」 の 浪子は 原作に 從 ひて 丸 髭に 結 ひぬ。 「海岸」 の 浪子は 原作に 從 ひて 別れの ハ 

ンケチ を 振りぬ。 藤 澤の扮 せる 武男は 原作に 從 ひて 海岸の 「岩 を 掃 ひぬ。」 木 下の 扮 せる 「浪子 訪問」 

の 千 鶴 子 は 原作に 從 ひて 島 田に 結 ひぬ。 1 , 「蕨 狩」 の浪子 はソレ 者め きたり， 「海岸」 の浪子 はキザ 

となりたり。 武男は 海軍 土宫 にて ありながら 海邊の 岩の 淨 きを 知ら ざり き-. 「浪子 訪問」 の 千 II 子が 小 

問 使と 見えた る は 論な し。 
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原作の 研究と は、 抑も斯 くの 如き を 云 ふか。 

▲ 人世の 批評 

余、 上場せられ たる 「牧の 方」 を 見る に 及び 「人世の 批評」 なる 者の 甚だ 不愉快なる ものなる を 悟 

りぬ。 

坪 内 先生の 描かれた る 「牧の 左 源 太」 は、 牧の左 源 太の 批評な り。 坪內 先生の 描かれた る 「牧の 方」 

は牧の 方の 批評な り。 批評なる が 故に 解剖 的な り、 解剖 的なる が 故に 記載 的な り、 記載 的なる が 故に 

同情な し。 作者が 同情 を 以て 描 かざりし 人物が、 觀 者の 同情 を 惹起す 理由な きを 以て、 吾人 は 牧の左 

源 太 を 見て 不快 感を 催す、 牧の方 を 見て 不快 感を 催す。 藝の眞 に 迫る に 連れて、 不 快感の 高まり 來る 

を 如何に かせむ。  (鹦鹉 公) 

(明治 三十 八 年 六月 號 )- 


戶 叩 

晝 新しき 色 衣 

ささや. b 

夜 新しき 耳語の 

若葉が 下の 細徑を 

灯お ぼろに 影 一 一つ 

ひ. VB- と も  はやつ け * 

一 箇は燈 火す 早附木 

一 箇は 屈む 路の上 

何 を や 探す 小 女 童の 

徐々 進む 影 二つ 
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ひと もと 

はや 一 本の 早附木 —— 

何 を や 探す 小 女 童の 

あれ 消え失せぬ 影 二つ 

再び サッと 擦す 音に 

ともし 

小さき 燈明々 と 

何 を や 探す 小 女 童の 

あれ また 見 ゆる 影 一 一つ 

一 箇 躊躇 ふ 足元 を 

一 箇は 近く 照らし 见て 

「否」 と 囁く -—— 火は盡 きて 

また 閱に 入る 影 一 一 つ 

此度 は兩筒 また サッと 


五 


擦る ゃ揭 ぐる 早附木 

何 を や 棵す小 女 童の 

それ また 兑 ゆる 影 一 一つ 

求む る 物 は 知らね ども 

求む る 人の 影 二つ 

若紫 も路も 照る までに 

今 くよ I —— lc  くよ 


(明治 三十 八 年 七月 號) I . 

(筆 錄者註 0 目次に 小山 内薰と 明記し、 「帝國 文^」 明治 三 十 八 年 一一 一月 

狨 所載の 戯曲 「非 戰鬪員 第五 慕」 に 「なでしこ」 の 署名 あり、 而し てこ 

の 詩の 署名 は 目次 も 本文 も 「なでしこ」 と あり。 或は 小山 內 氏の 作なら 

ん か。) 
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眞砂 座の 金色 夜叉 

熟 海 海岸の 月夜。 (眞 多樓 曰 クノ條 略ス) 

(鸚鹉 公) 伢 井の 茛ー は、 小 栗さん の 脚本の 臺詞を 其 通りに 行かす、 脚本に ある 臺詞 でも 拔 いた 處が 

あり、 (「お前 は 莨 一 を 玩弄物に したの だね」 の條 など) 脚本に 無い 臺詞 でも 原作から 持って来て 加へ 

た處 があった (雀の くだり" 馬 取、 人力 荜の くだりな ど) が 兎に角 紅葉さん の 言葉に は 成って 居た。 

而 るに 福 島の 富 山、 村 田のお 隆に 至て は、 脚本に も 依らす、 唯 其 意味 を 其 日 其 日の出 任せに 云って 居 

た樣 であった、 それ 故 一一 一一！： 葉が 冗漫で、 廻りく どくて、 迚も 紅葉さん の會 話で は 無かった。 ー體 紅葉 さ 

んの會 話 を 以て、 洒落 を 云ふ處 計りが 巧い と 思 ふの は 大變な 間違で、 極 普通な 挨拶と か、 極生眞 面目 

な 話と か 云ふ處 に、 凡人に 真似の 出来ぬ 締 つた 處が あるの だから、 此 「金色 夜叉」 など を演 する 場合に 

は 其處は 注意 をして、 ャ マが 無い 臺詞 だからと 云って、 唯 其 意味 だけ を覺 えて 居て.， あと は 其 日 其 日 

の 風の 吹き 廻し に 任せる 樣な事 をせ す、 極 普通な 定り 切った 言葉で も 紅葉さん の 書かれた 通りに 暗記 

しなければ 可け ない。 ャ マの ある 臺詞 なら 多少 崩れても 紅葉さん の 面影 を傯ぶ 事が 出來 るが、 ャ マの 


無い 臺詞に 至る と、 形が 崩れたら、 最ぅ 紅葉さん がなくなる の だから、 注意の 上に も 注意 をして 貰 

ひたい。 

新橋 停車場 樓上。 (眞 多 樓曰—— 略) 

(鹦鹉 公) 大分 廣吿が 瘤に 觸 つた ネ、 僕な ど は餘り 毎度な ので、 其方の 祌經は 痲痺して 了った よ。 下 

手の 壁に 帽 子掛 があって、 荒 尾の 連中が ドャ /.、 ッと這 入って 來て、 これに 幘子 だの 外套 だの 蝙蝠傘 

だの を ズラリ と 並べ 掛ける、 發車時 問が 來て 一 同 食堂 を 出る 時、 テンぐ に 之 を外づ して 持って 出て 

了 ふ、 すると 跡が 又 元の 淋しい 幢子掛 になって 了 ふ、 あすこが 氣に 入った。 八 角 時計が 原作 通り 四時 

過で 動いて る、 あれ も氣に 入った、 贯ー が 始め 這 入って 來て向 ふ食单 と、 慕 開きに は 西洋人の 一行、 

屮顷に は 荒 尾の 一行、 最後に は 貫 一 と滿 枝と が 向 ふ 食^.、 其 外に 幕が 開く から 締まる まで 誰も 使 はぬ 

食卓が 一 つ、 下手 スト ー ^際に 置いて あった、 あれが 氣に 入った。 藤 井の 風 早 は 臺詞が 危なかった、 

都 築の 佐 分利 は臺 訶が輕 妙で 無かった、 井上の 遊 佐 は 臺詞の 調子が 低かった、 伊井の 貫 一は 幕切れ 近 

しぐさ 

くの亳 詞廻 しが 無類であった。 蒲 田、 佐 分利、 遊 佐な どの 會話 は、 何 か 科の ある 中、 白ける のが 非常 

た せつであった、 あの 會 話ば、 荷萄 を 命す る內 も、 煙草 を 喫 ふ內も 盛に やって 居らなければ ならな 

いので、 葡萄酒 を 命す ると 云って は 五分 途切れ、 葡萄 を 飲む と 云って は 十分 途切れ、 煙草に 火 を點け 

ると 云って は 五分 沈默 し、 煙草 を 喫 ふと 云って は 十分 沈默 して 居た 日に は， 會 話に 些とも 興が 乘 つて 
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ひら 

來 ない、 四 人 も ロ數の 多い 法學士 がー 座して 居る の だから、 誰か 絶えす 口 を 開いて 居なければ 可け な 

レ 

田 鶴 見邸內 庭園。 (真 多樓曰 II 略)  • 

(鸚鹉 公) 此場 は大に effect が ある だら うとて 思って 居た が、 意外に 無かった" 井上の 田鹤見 は、 寫 

歷； は寫 しても、 現像 は 55 來ぬ 人ら しく 兌え た。 福 島の 富 山 は * 「お 手 M はとら せません」 に ひどく 驚き 

ながら あの^の 袖口 を いぢる あたりの 寫眞屋 臭い 事、 確かに 江 木 支店へ 通勤の 資格が あった。 

遊 佐， お 橘 宅。 (危； 多樓 臼！ 略) 

(鹦鶴 公) 然り、 失戀 高利 贷！  F 二 は 高利 ほの 高利 貸で は 無い、 失戀の 高利 貸で ある ，「問 違って 這 

麼事 になって 了 ひまし た」 「^人 i! に 出來 る 棠ぢゃ ありま せ ん な」 こ の 悲し い 言葉 を 吐く 高利 貸 である。 

藤澤の 高利 貸 は 失 戀の貫 一 を何處 かへ 忘れて 來 たやう であった， 伊井の 高利 貸 は何處 まで も 失 戀の貫 

一 を 忘れなかった。 成程 それ は 人に よって 失望の 結 全然 高利 貸に 成って 了って、 最も 昔の事な ど 

は 全く 忘れて 了 ふ 樣な人 も あるか も 知れない けれども， 紅葉さん の 書かれた 貫 一 は 左 樣云ふ 風な 人で 

なく、 高利 貸 はして 居ながら も 絶えす 不安の 念に 襲 はれる 底の 人で は 無い かと 想 ふ。 若し 左樣 である 

とすれば 伊井の， 高利 貸 間 贯 一 は 確かに 成功。 

お宮 部屋。 (眞 多樓曰 ！ 略) 


(鸚鹧 公) 幅岛 の^ 瑠璃 は 「親 ir だけに 二 段 聞き.」 と 云 ひたい。 この 場 は 一 .1 砂 座 だけに 一 ト幕兑 」 

と 云 ひたい。 

上野 御靈廟 前。 (眞 多樓曰 -— 略) 

(鸚鹉 公) 兵隊の 仕出し は 原作の 「騎兵の 一隊」 にも 緣が あるから W いとして、 何も 荒 尾が これに 烟 

草 を 贈らねば ならぬ 事 は あるまい。 十八 九 人のお 士にー 箱 宛卷烟 草が やれ X ば、 大富限 だ。 荒 尾が 「讀 

んで 字の 如し 1 と 云 ふと コ ー ンと やる の は、 高 田の 時の ド ー ンド， 'ン と共に 悪い。 鐘 や 太鼓が 惡 いの 

では 無い。 打つ 時が 惡 いの だ。 花道へ か X ると 遠くに 兵隊の 軍歌 を 聞かせる の は大に 好い。 

間 莨 一 住居。 (E 多樓曰 II 略) 

(鸚鹧 公) 村 田の 荒 尾 は 確かに 醒めて からの 方が 好かった。 ィ ェ ス とか ノ ー とか フ レ ンド とか ノ ー、 

サン ク とか 云 ふ 言葉 を 原作 通り 英語 で 云って^ つたの は S しい、 高 m は 一 々 之 を譯し て 云って 居った。 

「罪人と 云 はれた ぞ、 盜贼と 云 はれた ぞ、 狂人と 云 はれた ぞ，， 一 の 白 廻し も、 三 節 共 殆んど 同じ 力と 同 

じ 調子で 云った のが 却て 寫實で 好かった、 髙田 はこれ を 泣く 樣. な 願 ふ 樣な極 不自然な 調子で 云って 居 

つた" 「彼の 友と して 僕 は大に 慙ぢ ざる を 得ん のぢ や」 の處で 「彼の 友人」 を 一 かれの 友人」 と 云 はす 

「かの 友人」 云って 居つ， たの は 高 田と 共に 間違 ひだ。 「吾 又 何 を か 一一 一一 「- はん ぢゃ」 と 云 ふ 前に 「ァ、 、」 

と 嘆息す る、 あの 嘆息 は 高 田と 同じで あつたが 誠に 好かった。 要するに 高 田で 好かった 處は村 田に 無 
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く 村 田で 好い 處は高 田に 無かった、 卽ち高 田の 荒 尾と は 正に 兩 立すべき ものであって、 決して 一 出で 

て 他 を^す る 事の 出来る もので はない。 此 場の 伊井の 貰 一 は、 僕が さッき 云った 樣な莨 一 を實に 好く 

表 はして 居った。 白 廻し と 表情と で 最も 僕の 心に 會 したの は、 荒 尾が 歸る 時に 「荒 尾 君、 せめて どう 

か 飯で も 食べて 行って くれ 給へ」 と 云ふ處 だった、 此 一 句 は 下手に 云 ふと、 通り 一 遍の 御世 辭 になつ 

て 了ふ處 で、 「せめて」 と 云 ふ 三 字に 非常に 注意し なければ ならぬ 處だ。 助力 をし やうと 云っても 受け 

付け や、 宿所 はと 尋ねても 云 はない、 餘り 附穗が 無い ので、 其歸り 際に 「せめて 飯で も」 と 云 ひ 出す 

其 「せめて」 だから、 此 一 句に は悔 あり、 悲しみ あり、 懐し さあり で、 中々 六 かしい 處だ、 然し 伊井 

は 白 廻し と 表情と を 以て ほ^ 遣憾 たく 其 心 持 を 表 はして 居った。 

野 州 鹽原溫 泉。 (眞 多樓 曰： I 略) 

(鸚鹅 公) 富 山が^ を 剃って 來た、 滿 枝が 島 田に 結って 来た、 富 山と 滿 枝が 心中 すれば、 ^一  も 助か 

る、 宫も 助かる、 そこで 二人が 折 合って 夫婦になる * それが 大詰 かと 訊いた 人が あった さうな。 

^國祌 社 裏。 (眞 多樓曰 -i 略) 

(鸚鵡 公) 荒 尾と i 一とが 互に 肩を輕 くう つて 快く 笑 ふあたり は 嬸し淚 を 催させた。 せ！ I の 出に は 緩徐 

なる 嶋澤の 出に は^ 調なる、 祌樂の 嗛子を 使った の は 可笑しかった。 (六月 三十日 夜認 む) 

II  (三十 八 年 七月 號) ！ 


本鄕 座の 目黑 巷談 

柳^さん の 傑作 を柳浪 さんが 脚本に 書かれた もの だから、 惡 からう 害 は 無い。 まだ 脚本の 出ない 内 

に 芝^ を 見た 時には 伍 八と 云 ふ 人物、 お 米と 云 ふ 人物が 少し 瞹 味に 思 はれた けれども， 其 後脚 本 を 得 

て見乜 ば瞹眛 でも 可で も 無い。 はッ きりした もの だ。 序幕の 始めに 無意味な 仕出しの 幾度 も 出て 來る 

の は 不賛成で ある * 伊太が 牡丹 を 見に 行く の は 好い、 其歸 りに 喧嘩になる の も 自然 だ。 同じく 返し 馬 

頭觀音 前で 脚本に 依る と 伍 八が 病氣の 松次郞 をお ぶって 出て 来る 事に なって 居る、 僕な ど はこれ が實 

に 好い と 思って 居る の だが、 何故 芝居で は 遣らない の だら う。 あとで 晋太郞 と 紙 入の 取り合 ひ をす る 

のに 不都合な の だら うか、 愚 また 愚。 二 幕 目の 晋太郞 宅で 大 五郎の 連中が 松 二 郞を投 り 出す の も 脚本 

に 無い 事 だが、 惡ぃ事 だ。 お 爲が迎 ひに 來 てお 米 を 無理に 引 張って くやう に 芝居で はして あるが、 あ 

れも 脚本 通り、 終 ひまでお 米 を 置い といた 方が 感じが 深く は あるまい か。 不動 は 脚本で も 芝居で も 好 

い。 只 慕 切れの 伍 八の 笑に は 驚かされた。 大詰の 婚禮場 も、 脚本で は 源 次が あの 席へ 招 W れて來 てる 

事に なって る、 これ も 突然 飛び込んで 來 るより 好いで は 無い か、 大五郞 も 此處で 殺されす、 奥庭で 殺 
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される やうに なって 居る。 これ も婚禮 場で 殺されて 了 ふより は 好いで は 無い か、 醫師も 脚本で は 殺さ 

れ てるのに、 芝居の 方 は 初日 一 日 だけで、 あと は 助けて 居る やう だ。 これ も 殺した 方が 好い。 耍 する 

に. 折角よ く 出来て る 脚本 を 深い 理由な しに 然も 下手に 直して 演じて 居る 役者の 氣が 知れぬ。 (鸚鹉 公) 

II (三十 八 年 七月 號) I 


. 盆 狂 言 一 括 

明治座。 一 番目 菅原傳 投手 習鑑、 車 引 及賀の 祝。 車 引で は 筵 升の 梅 王、 訥 升の 櫻 丸、 小圑 次の 松 王 * 

悪 聲が揃 ひも 揃って 三人 寄った の だから 堪ら ぬ、 これに 加 ふるにし やち 丸の 杉 王と 云 ふ 小惡聲 あり、 

愈々 以て 堪ら ぬ。 荒 次 郞の時 平 公 は 「靑ぶ くれ」 の 一 語で 盡 きて 居る。 賀の祝 は 作が 佳いだ け 流石 面 

かった、 古い 帝 國文學 に 鏡 花 君が 投書 をされ た 「女 肩 衣」 (厨の 一節) と 云 ふの はこの 賀の祝 ひ 三女 房 

料理の くだりから ヒ ント を^られ たもので は 無い かと 思った 事が あつたが、 又 今度 此 芝居 を 見て 愈 其 

感を 深く した。 女 W ハの八 a は 水汲み も すり鉢 も當て 込み 氣の 更に 無い のが 氣に 入った。 左 喜 松の はる， 

八 まの 姉で 千代の 妹に なって 居た のが 氣に 入った。 才三郞 の 千代、 取り立て 土 k ふ 程氣に 入った 處も 

無い。 訥 升の 櫻 丸、 不相變 妙な 聲を 出して 尻 を 振って 居る、 立 居 ふるま ひ總て 「踊り」 だから 凄い。 

莛 升の 梅 王、 松 王との 喧嘩が 好かった。 小圑 次の 松 王、 唯 小憎らしい 處 だけが ハ マツた， 然し 賀の祝 

に. 於け る 松 王 も 寺小屋に 於け る 松 王 も 別人で は あるまい、 唯 小憎らしい とだけ では 困る。 時藏の 白太 夫 

中々 捨て 難い 處が ある、 然し 一人で 人形 身 を やって るの は 側と 調和し ない、 念佛は 極めて まづ い、 泣 
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かす 處を笑 はせ て 了った。 ニ桥目 1 祭 浪花 鑑， 二 *H もの-常 蛮で 俠 客に、 其舊 主の 若殿と、 其 若殿 

の 思 ひ 者と を搦ん だもの。 昔^ 風に なった 三^ 五郞、 所謂 「よい 三津」 と 誰と かが 一 日 代りに 釣船の 

三婦 をつ とめた 時、 三 婦が圑 七の を 連れて 出る 處で、 よい 三津は 足が 惡ぃ處 から 駕籠へ 乘 つて 團七 

の 枠 を 前へ 坐ら せ • これに 菓子 を 喰べ させながら 出た、 それから 其 誰か (これ も 名優だった の だが 名 を 

忘れた) が 三^ を やる 時には、 それ は 足が い i の だから 無論 駕籠な ど は 用 ひぬ、 肩車へ 子供 を乘 せて 

出た、 この 駕籠の 菓子と 肩車と が 一 日 代りで 餘程 面白かった と 云 ふ 話を甞 て 老人から 聞いた 事が あつ 

た。 今度の 明治座で 夫 程の 苦心 をした 者 は 一 人 も あるまい。 第 一 の出來 は小圑 次の 義平太 だ、 編 笠 を 

冠って 夏羽織の 萎えた の を 着て、 口に 燒 けて 黑ぃ、 やせた 胸 を はだけ て、 其 胸の あたり を 扉 子で 忙し 

なく あ ふぎながら、 筌 駕籠の 後に ついて 來て、 三婦の 門口で" 「年 をと ると 息子に 使 はれます」 など \ 

白々 しい 事 を 云って 事 も なげに 琴 浦 を 奪って 行く、 彼 處が實 に 好く 義平次 を活寫 して 居った。 泥仕合 

に 至って は 全然 不賛成. 「親 だぞ よ」 も 嫌なら 「蛙 見え」 も慘の 極。 筵 升の 圑七は 義平次 を 殺してから 

祭の 若者に 紛れて 逃げる 處 がー 赉 好かった。 序幕で 三 婦が圑 七に 自分の 襌を引 張らせる くだり、 コ 一幕 

目の 慘酷な 殺し、 是等を 看過して 居る 警視 廳 風俗 係と やらの 寛大に は 驚いた。 大切 喜劇 俄醬 者、 モリ 

H ル飜案 紅葉 山人の 「戀の 病」 戀の 字が 赘視廳 の； it とやら で 改題した もの。 會 話の 面白味が 本で 讀む 

程で 無かった のは殘 念。 莛 升の 七お 衞は 鶴屋へ 行って から、 云 ふ 事 は 兎に角、 物腰 態度 殆んど 本物の 


田 舍醫^ になって 了った、 女 寅の 七兵衞 女房、 女 W (が 演 つてる と 思 ふと： 向. JII かった、 僕 まだ 此 人の 女 

形で 「コ ン 畜生」 など 上 K ふの を 見た 事が 無かった から。 左 升の 手代 佐 七、 一 生縣 命で は あるが まだ 

垢拔 けて 居ない。 九圑 次の 希 頭 源 助、 顔の つくりが マジ メで 可け なかった。 

東京 座。 ー赉目 那智瀧 祈誓 文覺。 團十郞 が仕活 して 名譽を 博した 平凡 脚本の 一 つ。 こんな もの を 高 

醒藏の やうな 拙い 役者が 演 るの は、 死んだ 圑十郞 の 價値を 上げる 種になる 計りで、 生きて る 自分の 足 

しに は 何にもなる まいと 思 ふ。 石段 も あんな 足の 踏み外 づし樣 なら、 何も 其爲 めに 一 ト場 設ける 必要 

は あるまい。 書 置の 讀み方 も 一向 氣に 入らぬ。 若い 癖に、 すべて 團十郞 の 老後の 型 を學ん だのが 瘕に 

觸る、 序幕 は 宜しく 馬 を驅 つて 袈裟の 後 を 追 ふべ しだ、 瀧 壷の 立ち 廻り は 宜しく 最ッと 激しく あるべ 

しだ。 女の 衣裳に 「牧の 方」 のが 澤 山あった の はヒド い。 渡邊 邸の 座敷の 屛風 は牧の 方の 窒 にあった 

あれで あらう。 夫 等 は 未だ 恕 すべし、 二 幕 目 衣川 内 下手の 書 割 を 其 儘 三 幕 目 渡邊內 下手の 書 割に W ひ 

たの は斷 じて 許す 可から す。 中幕， 水 滸傳雪 桃、 高麗 藏の 九紋 龍、 猿 之 助の 魯知 深、 共に 羽 左 衞鬥、 

片 市より は 好い。 然し こんな 物は釗 でも 何でも無 いの だから、 褒められても 仕方が あるまい。 二番目. 

高 野長英 夢物語、 渡邊華 山が 出る のと 出ない のと 二通り あるの ださう だが、 何れにしても 僕 は 始めて 

見る の だから 昔のと 比較 は 出來. ^い。 やはり 蘭學 者が 蘭 學の爲 めに 野蠻な 幕府の 役人に 捕まる と 云 

ふだけ の 筋に、 始めつ ッ ころばし、 後惡 者の 仁 三と 藝 者の 小 蝶との 關係を 搦んだ 丈け の 物で、 主人公 
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の 高 野が 新時代の 先驅 者と して 甚 深な 煩悶 を 表 はした 處も なく、 其 家庭と 社會 との 間に 這 入って ヒド 

ク 苦しむ と 云 ふやうな 處 もない。 蘭 語 塾で 髻に 結った 蘭學 生が 白木の 机に 向って 調べ物 をしながら .S 

い 珈琲 茶碗で 珈琲 を 飮む處 と、 宇 和 島 侯 御殿で 長英が 其べ ー トロ ンの 大膳大 夫と 代る/、 夢物語 を讀 

んで 中老、 腰元な どに 聞かせる 處が氣 に 入った。 この 場で 長英は 「外 國の書 は 悉く、 譯 して 末世へ 淺 

あや 

す 所存」 と 云 ふ、 大氣焰 だ。 仁 三 は 堀で 小 蝶 を 殺め てから 「初めて 人 を 殺して 見た が、 考へ て 見り や 

ァ 止し ゃァ 好かった」 と 云 ふ、 呑 氣な事 だ。 

宫戶 座。 これ は 夜の 二番目 乳 姉妹 だけ を 見た の だ。 源 之 助の 君 江、 猿 之 丞の房 江， 鬼 丸の 松平昭 信、 

調 升の 高濱。 諸君 は此 役割 を 見て 先づ 一種 異檨の 劇 を 想 ひ 浮べる 事が 出來 やう。 序幕で お 濱が遣 言 を 

して 死んで 了う と、 源 之 助の 君 江 は グッと 思 入れあって、 何が 何と やらで 「まづ 房 江から 先き へだ ま 

し」 など、 云 ふ、 かたみの 品 を 胸に 抱いて 「これ は 出世 をせ にや ァなら ねえ」 と 云 ふ、 房 江が 來て遲 

かった と 詫びる と， 「その 遲 いのが こッ ちの 幸」 など 上 K ふ。 平 磯 海岸で は 君 江の 臺詞に 「早く 結婚が 

〇 したい ものだねえ」 と 云 ふの があった。 高濱の 臺詞に 「決して 素 ッ破拔 かう と 云ゃァ しません」 と 

云 ふの があった。 大詰の 君 江 部屋で は、 君. 江が 「また 高濱 (タカ アマと 云 ふ) が 訪ねて 來 ると は 〇 私 

の 運 も 〇 これまで かねえ」 と 云 ふと、 時鳥が 鳴く. 「泣いて 血 を 吐く  」 チョン、 チヨ 

と 云 ふ 幕切れであった。 殺しに は ッケを 打ちました ぜ。 


眞砂 座。 嚴窟 王」 の 通し。 此 一座の 藝を こんな 惡 脚本の 爲 めに^ やすの は 頗る 不經濟 な 事 だ。 大局 

と は 餘り關 係の 無い、 藤 井の 寶石 商と 丸 山の 下女と が 最も 好かった。 新来の 女優， 生 駒 某に は 呆れた， 

眞砂座 は 何故 こんな 者 を 雇 ふの だら う "「た^の 女」 が 「舞 臺」 に 登った からと 云って 「女優」 となる 

譯の もので は 無い。 生 駒 某 は 「たにの 女」 にもな つて 居らなかった。 

同じく 新来の 深澤恒 造、 僕 は 彼が 川上 一座に 居って 「又々 意外」 などの 時、 棵偵 など i 云 ふ 端役 を 

して 居た 時代し か 知らぬ が、 共 後 伊井 一 座に 加 はり、 井 一 座 を 去って 大阪、 京都、 名 古 屋と經 巡つ 

て 居る 内 に 火 分 上達 をした さう だ、 今度 眞砂 座で 毛太郞 次と 云 ふ 役 を 兌る に 成程 ゥマ さう である、 如 

何にも ゥマ さう である、 が、 迚も 今日の 伊井 一座に 這 入って 威張る 事の 出 來る藝 では 無い、 「人 M」 が 

f 祌」 で 無い 限り は 境遇に 支配され るの は當り 前の 事 だ、 田舍で 大きくな つた 者の 技 藝と柬 京で ィヂ 

メられ て 居った 者の 技藝 とが、 一緒にな つて 堪る もの か。 聞く 齒に 依れば、 深 澤君は 自分の 技 藝が朿 

京 の 劇評 家 の 爲 に納れ られな いと 云 ふので 大に 怒って 居る さう だが、 これ は 怒る ベ き 場 八 I： で は 無から 

う、 大に考 ふべき 場合 だら うと 思 ふ。 僕 は 君の 藝が氣 に 入らぬ と 云って、 君に 東京 を 去れと は 云 はぬ 

(君 を 罵った 劇評 家 諸 先生 も 恐らく 左 箱 だら う) 來 京へ 來 たの は 君の 幸 だ、 惡ロを 云 はれても 比 地 を 

去らす 大に 勵み耠 へと 云 ふの だ。 中 村、 井上、 村 田、 伊井、 脚本が 邪魔に なって. 藝の 評が 出来ない。 

本鄕 座。 繽 金色 夜叉。 「績」 と 云 ふ 意味が 充分 解らぬ。 「本場物」 と 云 ふの は 「お 手の もの」 と 云 ふ 怠 
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味 かと 思 ふが、 一見に 及ぶ と餘り 「本場 もの」 でも 無い。 海岸 を 許さなかった 政府が 新橋 停車場に 於 

ける 滿 枝の 口 說を 許した の は 不思議 だ、 筲 一 宅の 幕切れ、 雷が 鳴る と、 滿 枝が 贯ー に鎚 りつく 處など 

は 人情本 式で 誠に ィャな 心 持が した、 あんな 事 をし なければ 滿 枝の 情 は 表 はせ ない のか、 サテ /、無 

能な 俳優で は ある。 四 谷 見附 內喑擊 の 一場 を 無言で 演 つたの は、 紅葉 先生への 追善で あらう、 然し、 

宫 では 無い が、 後悔の しゃう が チと遲 かった。 この 見附へ 出て 來る莨 一 は 遊 佐からの 歸り、 H: じく 茲 

へ 出る 富 山 半 緑 は 田 鶴 見からの 歸り、 と 云 ふ 事に したら (原作に 拘泥し ないで) 劇と して 却て 効报が 

あり はしなかったら うか、 m 鶴 見 邸が 廻って 遊 佐 宅、 これが 3： 日な の は 好い、 遊 佐が 廻って 見附. 2:、 

これが 日が 違 ふの は 妙で ない、 三つ 共同 日に した 方が 屹と 可い。 ^院を 出して 鰐 淵と 滿 枝との 對^ を 

聞かせて 吳れ たの は實に 有難い、 此 一事 本鄕 座に 感謝す る 値が ある。 S 後の 夢 は 「竹 村翠」 の 夢が 演 

れ なかった 腹い せか、 大分 御 盛な 審 である、 荒 尾が マグネシアで 引 込む 處は 「高 田の 天上」 らしく a 

えて 嬉しかった、 荒 尾の 姿が 消える と 同時に、 倒れて 居た 滿 枝が 手 革囊を ブラ 下げて 靑ぃ 光線の 屮に 

突ッ 立ち上がった 處は、 何^とな く 神々 しくて 「高利の 祌」 と 云 ふ 感じが した、 猛火に 苦しめられる 

處は勸 善懲惡 で大に 好かった。 せ 3 の軀が 少しも 沈ます に 流れる の は 「疊 水練」 の 謎で は あるまい なと 

云った 人が あつたが、 僕の 樣な 野暮に は 何の 事 か 解らぬ。 風 葉さん の 脚本の 大詰まで を 取り込ん だの 

はヒド い、 これ も 矢 張 「鰐 淵の 檨な 恐怖い 伯父さん」 の 御 指 II か。 全體 から 云って 見る と 二三の 場. V」 


風雜 さんの 脚本-から 楚 つて 来た (借りて 來 たと 云 ふ 遣り方で はない) 丈け で、 會 話と 云 ひ、 科と 云 ひ 

筋 立と 云 ひ、 火 概先华 の 鬼 京 座 式 冗漫に 演 つてる 様 だ、 看板の 「小 栗 風 葉 君 脚色」 は 「木 鄉哝： E 人脚 

色」 とした 方が 可かった らう。 簡單に 藝の評 を 云 ふと、 五味の 潲田は 落語家の 漢語 だ、 F 二 の 胸 をと 

つて 泣く の は 腹 遠 ひ。 迚も 屮 村の 敵に 非す。 大 村の 風 早、 例の 訛 は あるが 「舉 友」 と 云 ふ 者 を 持って 

居さうな のは此 人ば かり、 藤 井 は 柄で けた。 金子の 佐 分利、 柄 は 下等 だが 一 寸 好い、 都 築 は 少し 劣 

る。 新庄の 遊 佐、 祌 妙に は演っ て^るが、 井上と は 段 違 ひ。 大 井の 大館" 出 本が 装り で 名譽を 博した 

役 だ、 大 井の は 光線の 工合で 白髮が 見えなくなる と 若くなる のが 缺點 だ。 これからの 「金色 夜叉」 剷 

に は：！ 取う 此 人物 を 出す 必耍は 無い。 停車場の ボ ー ィと田 鶴 見 邸の 書生 は 何と 云 ふ 巫山戯 やう だ、 僕 は 

「矢 も 楣も堪 らん 胸 を さすって」 居った ぞ。 磯野の 田 鶴 見 は 白痴 だ、 二役^ 子 寶爺は 所謂 本 役、 苽京 

座の 時 も 好かった が 今度 も 好かった。 桃 木の 嶋澤母 は 藝者屋 の御內 儀さん。 石 田の 遊 佐 妻 は， m 舍の 

寶 春婦。 松 村の 小舉校 敎師、 これ は 上 出來" 服 部より は 好い 處が ある。 靑 木の 鰐 淵、 これ 恐らく 本 興 

行 第一 等の 出來 であらう、 第一 眼つ きが 氣に 入った、 此服 つき は 確かに 金ば かり を 狙って る 服 付で は 

ない、 又 女ば かりに 兌 惚れて 居る 肌 付で はない、 確かに 金と 女と 兩 方に 氣の ある 服 付 だ、 病院に 於け 

る滿 枝との 對話は 原作で 見ても 實に 面白い 處 だが、 靑 木の 話しぶ り は殆ん ど遣憾 なく： g 作を活 おして 

居った。 佐 藤の 富 山、 これが 又 非常な 出來 だ、 福 島な ど 足元へ も 及ぶ 事で は 無い、 苕が 冷淡な ので、 
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絶えす 女中に 話しかけ るの も 好い、 義太夫が 少し 許り ゥ マイの も 好い、 サノサ 節の 踊 をしながら カド 

カドで 下女に 說明 する も 好い、 「今夜 は遲 いよ」 あたりの 調子 •「 一 つ は 私の 浮 氣の勢 かネ」 あたりの 臺 

詞 廻し、 些の當 込み も 無い のが 氣に 入った。 東京 座の 時より 進んだ のは此 人ば かりだ。 木 下の 宫、 も 

う 少し 瘦 せて 裝れぬ もの か、 肥って 居る のが 一番 邪魔に なった、 大詰の 夢で、 髮を 振り 亂 して 逃げて 

來る處 など は、 丸で 生蕃の 形 だ、 白衣に なつてから も 胸の あたりが 丸で 男 だ、 要するに いつもの 木 下 

以上に 出て は 居らぬ、 河 村よりも 山 田よりも 圆 拔 けて 好い と 云 ふ處は 無い •「 宫」 の 役者 は 終に 無い の 

か。 河 合の 滿枝、 貫 一 に對 する 情 は 充分 表 はれた が、 金に 對 する 情が 丸ッ きり 表 はれなかった、 從っ 

て 佐 保 子 以外に 出なかった は 口惜しい、 停車場で 椅子に 腰 を かけた 儘 貫 一 にす り 寄る 時の 足つ き は 何 

だ、 僕 は 實に實 に 實に不 快感 を 催した、 あんな 事が 「注意」 なら 以來 「注意」 は 止めて 欲しい。 鬉は 

大に 好かった。 藤 澤の贯 一 、 病院まで は 東京 座の 時より 好い、 荒 尾との 再 會は矢 張 東京 座 式に なって 

了った、 概して 表情が 控え目に なった の は 嬉しい。 病院から 宅、 宅から 鹽 原と 段々 若くなる の は不思 

議だ。 元 來貫ー など \ 云 ふ 者 は此 人の 役で は 無い の だから、 贯 一 で^ 井と 比較す るの は淺酷 だ。 高 田 

の 荒 尾、 公園 は 村 田に 優る 數等、 貫 一 宅 は 村 田に 劣る 數等。 公園 は 東京 座の 時と そんなに 變 へやに 演 

つて 居る ので 却て 好い、 醉ひ 方の 更に 烈しくな つたの も 好い、 唯 困る の は 「ド ー ン、 カツ カツ カツ」 

の 引 込み だ、 花道の 途中まで 行った 處で、 ゴ ー ンと 上野の 鐘 をう ち 込んだら 好いで は 無い か。 貫 一 宅 


は臺詞 廻し だの、 科 だの を 東京 座の 時と 變 へて、 却って 力の ない ものと して 了った *」 まるで 獄屮に 在 

る 者の 面ぢ や」 で 泣く まで、 あの 長い 臺詞を 殆んど 一 本調子で 云 ふの は 智慧が 無い。 莨 一 が 「僕の 體 

は 腐って 了った の だ」 と 云 ふと、 荒 尾が 「固より ぢゃ」 と 云 ふ處が ある、 この 「固より ぢゃ」 と 言 ふ 言 

葉 を 高 田が 如何にも 悲し さうな 聲で 云った の は 村 田が 冷淡な 調子で 云った のから 見る と 非常に 好い。 

此 一 句は赏 一 宅に 於け る 高 田の 荒 尾が 唯 一 の 成功であった。 要するに 東京 座の 時 は 無暗に 手を叩か せ- 

た、  あれ は當て 込みで 手を叩かせ たの だから 惡 いの だ。 今度 は 少しも 手を叩かせない、 手を叩かせな • 

いのは 好い が、 力がなくて 手が 叩け ない ので は 何にもなら ないで は 無い か。 世評 を 納れて 東京 座の 時 

と變へ て演 つた 苦心に は 同情 を 寄せる、 其 苦心が 失敗に 終った の は 更に 同情 を 寄せる。 苦心が 失敗と 

f, 失敗が 不入 となった のに は 更に 更に 同情 を 寄せる。 (驟鵡 公) 

—— (明治 三十 八 年 八月 號) II 
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詩 壇， 漫 言 

泣董 氏の 「廿 五絃」 

「もぐら もち」 は、 勝 辰が 曰を见 て 死す るよ リ、 「死 は 光な り」 と說 いた 歌で あると 思 ふ、 誠に 嬉しい. 

歌 だ。 

「擇 潟の 歌」 は 

あり や、 かの 歸 依の 和 魂、 

あく がれの 心の ふかみ、 

か i る 日の ふと 現 はれて 

束の間 を —— また 身隱る X。 

と 云ふ锻 後の 一 節で 見る、 野 潟が 一 寸 水の 上に 顯 はれる かと 思 ふと * 又す ぐ 隱れて 了 ふの を. 人の 信 

仰 心の、 とも すれば 顯 はれ、 とも すれば 隱れ るのに 譬 へた 樣に思 はれる が、 これ は 人 皆實驗 はして 居 


つ て も 未だ 誰も 歌 つ た 事 の な い 新ら し い 思想 だと 思 ふ。 

作者が 得意ら しくして * 小生の 餘り 興を覺 えな いのは 「^翠 の賦」 である。 其 云 はむ と 欲する 所 は 

第 七 節に! i きて 2^ るの であらう が、 其 第 七 節が 小生に は 何故か ィャ ミ に 聞こえた ので ある。 

「一 一月の 一 夜」 「五月の 一 夜」 「神無月の 一 夜」 など は 最近の 作で あらう が、 木に も褽 あり- 草に も靈ぁ 

り， 石に も 髮 あり、. 霧に も、 にも、 夕暮の 空に も. 籃 ありと する キ ー ッ 病が 隨分 激しい ので、 ト 生の 

如き 想像力の プ ー ァな 者に は I 何だか 餘 りに 嘘ら しくして、 耳を倾 くれば 聞こえ もすべき 人生の 聲こ 

も， つ ひ 耳 を そらして 了 ふ惧が ある。 

長い 歌で はや はり 「公孫 樹 下にた ちて」 と 「金剛 山の 歌」 と を 嬉しく 讀ん だ。 「雷神の 歌」 とか 「天 

馳 使の 歌」 とか は、 恐らく 作者が 此ー 集中 最も 苦心 をした 作で あらう が、 小生 は 夫 程 有難い と S はぬ- 

然し それ は 小生が クラ シックの 智識の 貧しい のと、 appreciation の 力の 弱い のとに 依る かも 知れない。 

「虹の 歌」 は 新小說 に揭戟 された 昔、 小生の 愛誦 措かざる 處 であった が- この 桀に^ つたの を昆 ると、 

餘 りに 訂^ をされ た 勢 か、 以前 程の 嬉し さ を 感じない。 

小生 は 詩人に 向って 餘り 言葉の 事 を 喋々 したくない、 何故と 云へば、 これ 料理人に 向って § 丁を說 

くの 類で あるから である。 然し 泣 堇氏此 度の 删 正に 就いては 一 一三の 例 を擧げ て、 作^ 竝 びに 其 愛讀者 

の 一 考を煩 はさなければ ならぬ。 
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旣 に泣堇 氏が 此 度の 删 正に 就いては、 諸家 一 致して 非な りと 云 はれた やうで あるから、 詩界發 達の 

經 路に喑 き 小生の 如きが、 今 さら 事 新ら しく 云 ふ 事 も 無い 害で あるが、 近頃 泣堇 氏から 「明星」 へ來 

た 手紙の 一 節に 「全くの 所 未だ 之に 服す る 能 はす」 と 云 ふ 一 句が あつたから、 更 めて 茲に猛 省 を 願 ふ 

ので ある。 

勿論 小生 は泣堇 氏程此 度の 刪 正 を 以て 全然い けない と 云 ふので は 無い， 「虹の 歌」 を 新 小說に 出され 

た 時代 • 「公孫 樹 下に 立ちて」 を 小天地に 出された 時代に は隨分 煮え 切らぬ 明治 語が 多くて 閉口した、 

それ 等が 今度の 集で 見る と 大分 穩 やかに 丸くなって 來て 居る、 然し 餘り 丸くな つた 爲め、 餘り スべス 

、  )  とげ  、 IJ, 

べして 了った 爲 めに、 前より 感じの 薄くな つた 所が 大分 ある。 少し は 刺の あるの も 心 を 刺す に は 好い 

かと 思 ふ。 

先づ 「公孫 樹 下に 立ちて」 最後の 六 行 を、 此 集のと、 小天地 時代のと 比べて 兑 やう。 t 

公孫 樹ょ、 汝 のかげ に來 て、 

ゆ 何 かも^らぬ 睦 魂の、 

よろこび 胸に 溢る るに、 

許せよ、 幹 を かき 抱き、 

s 長き 千代に も更 へがた の、 


那の醉 にあく がれむ。 

(卄五 絞) 

公孫 樹ょ、 汝の 蔭に 来て、 

^魂 合へ る 子と 相 兌し の 

歡喜 胸に 溢る & に、 

許せよ 幹 を かき 擁き、 

s 吾 世に 嘗て 知ら ざり し 

^き 想に 醉 ふべ けむ。 

(小天地) 

「睦 魂」 と 云 ふのと 「魂 合へ る 子」 と 云 ふのと 何方が 明らかな 印象 を與 へる であらう。 「相 見し の」 と 

云 ふ 言葉 を 嫌って 此 一行 を 直された もの か は 知らぬ が、 小生 は 之 を 「相 兌た る」 とで も 直して 「魂 合 

へる 子」 の 方 を 取りたい。 終の 二 行 は 意味 をも變 へて 了 はれた 樣 であるが、 「力」 と 云 ふ 上から 云って 

小生 はや はり 小 IK 地 時代の を 取る。 

次に 「金剛 山の 歌」 の 新小說 時代の 第 七 節と 「廿五 絞」 に 於け る 第 六 節と を 比べて 見やう。 

この 曙に めざめた る 
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吾 世の 幸の たぐ ひな さ、 

S 八千歳な がき 來し 方-の 

古 装束 を脫 ぎすべし、 

厶 X<I ム厶厶  <1 厶厶 

智慧と 力に 足 ひたる 

厶厶厶 厶厶厶  厶厶 な. 

生命 を繼 がむ 曰よ、 —この 日 (補) 

s: 法 起 菩薩と 明 王 は、 

，.---.」•、『-「/• 、 、 、 、 、 

頹璲堂 をた ちいで i 

木 原した 路眞 くだりに、 

麓の 小 野へ 馭 けおりて、 

川逡づ た ひに ゅ濱の 

波打 際に 去れよ、 また 

、々、、、/»、、 

1 言 主 は 誰 ひとり、 

乾 跡も兑 えぬ 山峡の 

懸路の 亂れ、 藤 かづら、 

躓きが ちに 行きす ぎて， 


七 
八 


あさ ぐれ、 、、かつ らぎ、 

朝暮な がき 葛 城の 

古屋の 洞に かへ り 行け。 . 

<J 厶厶厶 么厶 厶厶 厶<1 厶" 

S われ は 明けぬ る 一 一の 國 の 

な 厶么厶 -<i<i<3 厶 <3 

光の 海に 身 は ぬれて 

天の 柱と そ i り 立ち、 

行き まど ふらむ 子の 爲 に、. i 

<J<3 厶厶 厶厶厶 △  <T 

g 朝日 子 高く さし 示し、 

人よ かなたに、 新 代の 

不 壞の耀 き： 無量 光， 

玉の 顔ば せ 現 はれぬ、 

汝が乘 物の 轅 をば、 

厶 厶厶厶 

そこにと 計り 敎 へば や 

(卄 五絃) 

めざ 

この 曙に 覺め たる 

吾よ 何等の 享； s ぞ、 
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g 古り たる 夢と 記憶と は  . 

歷史の 墓に^ むれよ、 

S 法 起 菩薩 も、 明 王 も、 

一 言 主の 童子ら も、 

今 は 御堂 をた ちいで-、 

丈ば かりなる 灌木の， 

木の 下路 のつ ぐら をり、 

人氣厭 ひて 逃れ 去れ。 . 

、、、、、な 厶 <3 

g 吾 は 来らむ 新 代に、 

學の 詩歌の 敎 法の、 

高き 潮に 裾 ぬれて、 

天の 柱と そ \ りたち、 

行き まど ふらむ 子の 爲 めに， ， 

g 狼烟を 高く か X げて は、 

人よ の轅 をば、 


ここにと 許り 示さば や。 

(新 小 說) 

「歷史 の 墓」 のく だり， 「法 起 菩薩」 のく だり， 新小說 時代の 廿 五絃のと、 どちらが 力が あるで あらう。 

「朝日 子 高く さし 示し」 と 云 ひ、 「そこにと 計り 敎 へば や」 と 云 ふのと. 「狼烟 を 高く か.^ げて は」 と 云 

ひ， 「ここにと 計り 示さば や」 と 云 ふのと は 全く 意味が 違 ふやう に 思 ふ。 紅 日の 歌に 非す * 金剛 山の 歌 

として、 小生 は 後者 をと る ur 新 代 (ァラ タョ )」 と 云 ふ餘り 好い 感じの ない 言葉の 逭 してな いのは 妙だノ 

次の 「虹の 歌」 情人の くだりの 一 節。 

o  o 〇 o  o 

戀を 詩人の 

o  o  o  o  o  ,  、 

手に 讀 みて、 + 

o  o  o  o 

女の 胸に 

o  o  o  o 

探らす や。 」 

o 〇 たくみ o  - 

人の 藝巧は 

o  o  o  o 

妙なる も 
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3  o  o  o  o 

狨隱れ たる 

傷ぞ ある。 (新 小 說)， 

何と 直截な 好い 句で はない か。 それが、 

女 

、>、、、、 

いにしへ 人の 

、 、 、 、 

卷に のみ 

、 、 、 、 、 

男 ひじり の 

、 、 、 、 

戀ぐ さや。 

、 、 、 、 

^氣 まうな る 

も くらみ y  . 

隠れの 玉 は、 

兑 がくしに。 (卄 S 絃) 

となって 了った。 勿 il これ は 前の 「人の 藝巧 は」 の 一節 を粲 て、 了って * 「戀を 詩人の」 と 云 ふ 一節 

を 二 節に 引延ばし たものに 相途 ない。 一 W 笾は 如何にも 綺麗に なった、 如何にも 角が とれた、 然し 廿五 


綏で 初めて 此ー 節 を 讀んだ 者が、 斩小說 時代の 一節 を 讀んで 得る やうな 感じと 同じ 感じ を 得る であら 

うか、 頗る 疑 はしい。 

ー體 詩人が 古語 を 探って、 之 を 復活させる の は、 新しい 思想 を 充分に 云 ひ 表 はすのに、 明治 語 (明 

治 時代 普通に 用 ひらる \ 古語 を 含む) だけで は 足りない からで あらう、 また 明治 語 だけで は 歌の 調で 

が とれない からで あらう、 古語の 爲 めに 古語 を 探る ので は あるまい。 古語の ァ テコミ をして 大 向に 受 

けさせ やうと 云 ふので は あるまい。 從 つて 古語の 復活に は 程度が あると 思 ふ、 制限が あると 思 ふ、 あ 

る 思想 を 表 はさむ とする のに 手近に 適 當な言 葉がない、 そこで 古語 を 探す、 極めて 宜しい。 あれで も 

無い、 これで も 無い が， 高 じて、 探し 採した 揚句、 ：|| つた， それ は 捻った 古語 を 探し出す、 餘^ に 捻つ 

たもの であるから 常人 の 耳に は 遠 い、 從っ て 作者が 其 新 思想 を 充分に 云 ひ 表 はさむ として した 苦心が 

却て 反對 の結艰 を 生す るに 至る やうな 事が あり はしまい か。 

泣 堇氏は 「行く春」 以後の 沈默 時代に， 大分 人生のに がい 經驗 をされ たさう に 聞いて 居る。 「卄 五絃」 

「白玉 姬」 に 集められた 諸 歌の 譜雜 誌に あら はれた 當 時， 小生 は窃 に泣堇 氏の 人生 觀に 就て 期 ^ する 所 

があった、 然るに 之を讀 み 誦する に 及んで、 詞藻に 就て 得る 處の 多かった 程、 人生 觀に 就て 得る 處の 

少なかった の を殘念 に 思った。 泣堇 氏の 沈默は Knowledge  of  Life として 顯れす Know 一 edge  of 

^Language として 顯 はれた。 
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小生 は 詩人に 向って 言葉 を 論す るの 愚 を 主張しながら、 や は り I 一口 葉 の 論に 及んで 了った。 再び 多く 

を 云 はぬ、 小生 は 唯泣堇 氏に 向って、 かの 岡 田三郞 助が 筆を揮 はれた 立派な 表紙の 「廿 五絃」 よりも 

新 小 說ゃ山 天地から 破いて 取った もの を 紙 捻で とぢ た、 切 拔泣堇 詩集の 方 を愛讀 する 者が 天下に 一 人 

でも 居る と 云 ふ 事 を 申 上げて 箧く。 妄批 死に 當る (鸚鹉 公) 

I (明治 三十 八 年 九月 號) I . 


劇評 家と 俳優 

▲ 私 は玆に 解り 切った 事 を 今更ら しく 云 ふので ある。 

A 藝の 上手 下手と 云 ふ 事 は道德 上の 善 惡と云 ふ 事で はない。 

▲ 「あの 男の 藝は 丸で 駄目 だ」 と 云 ふ 事と 「あの 男 は 救 ふべ からざる 惡人 だ」 と 云 ふ 事と は 大變に 違 

ふ C 

▲ 人の 善 惡は其 人の^ 在 問題に 干 はって 来る だら うけれ ども、 藝の 巧拙 は 其 人の 存在 問題に 干 係 はし 

て來 ない もの だら うと 思 ふ。 

▲ 卽ち惡 人 を 以て 世に 存在の 现由 なしと する 事 は 出来る だら うが、 藝が 拙い からと 云って この 世から 

放逐す る 事 は 出来まい。 

血道德 上の 悪評 卽ち 人格に 對 する 罵言 は 「放逐の 聲」 である けれども， 藝術 上の 悪評 卽ち 藝に對 する 

. 惡ロは 決して 「死刑の 宜吿」 ではない。 

A 前者なら ば 評する^ にも 罪が あるし、 評 をされ た 者の 腹^立て るの も 無理 はない。 然し、 後^に 在 
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て は、 評する 者に も 罪と 云 ふ 程の 罪がない と 同時に 評 をされ， た 者 も 腹 を 立てる 理由 は あるまい と 思 ふ。 

▲ 聖書に 所謂 「さばく 勿れ」 と は 決して 技藝の 評に 及ぶべき 誡 では 無から うと 思 ふ。 

A 若し 藝評 家が 所謂 「さばく 者」 であるならば、 藝評家 は此 世に 存在の 理由 を 失ふ譯 である。 

A 然し 藝評家 は 所謂 「さばく 者 一 では あるまい、 從 つて 此 世に 存在の 理由な き 者 也と 云 ふ 事 は 出來ま 

▲ 私は旣 に、 藝は 如何程 拙く とも 俳優に 存在の 理由 は あると 云った， 今 茲に剌 評 家の 存在 を も 認めた。 

▲ 兩倘 とも 存在の 现. 5 ある ものなら ば、 お 互に 仲 を 好く して 行ったら 宜しから うと 思 ふ。 

▲ 劇評 は 他の 藝 術に 對 する 評と 違って 藝術家 肖 身の 行爲， 擧動、 姿勢、 感情 等に 直接に ぶっか ッて行 

くもので あるから、 自然 藝術 家の 側に 於て、 他の 藝術 評に 於て は 思 ひも 寄らぬ やうな、 悪感情 を惹 

起す 者で ある。 

▲ この頃 も 左樣云 ふやうな 事が あつたと 聞き及ん だから、 俳優 諸子の 爲め にも， 劇評 家 諸氏の 爲 めに 

も， それ は^だ 面白から ぬ 事 だと 思って、 敢て 一一 一目 を 挾んで S く。 

A 勿論 以上 述べ 來 つた 「藝 評」 と 云 ふの は 純 粹の藝 評 を 云 ふので あって * 「誰 は 野心^だ から 君^に は 

扮し 得て 妙な り」 1 誰 は 吝ん棒 だから 灰 吹 屋五郞 右衛門に 適して 居る」 など \ 云 ふ 類 を 云 ふので はな 

い。 (鸚鹉 公)  11 (三十 八 年 九月 號) II 


眞砂 座の 九月 狂言 

1 番目 「極樂 村」。 

是を 若し 失敗と 云 ふなら ば 脚色と 役の 振り方が 惡 いから だ。 宴會の ある 箬の 席で 久滿ー が 熊 平に 說 

いて 牛 を 貰 ふ 事に したの も惡 い、 牧場で 久滿 一が お 由に 會ふ 事に したの も惡 い、 是等は 何れも 原作に 

^はなけ^ば ならぬ 所 だ。 熊 平 を 福 島に したの も惡 い、 お. a を： ？ 田に したの も惡 い、 前者 は悲虔 を糨 

成すべき 强欲漢 が 却て 喜劇の 種と なるべき しわん ぼ 爺に なって 了った から 悪い ので、 後老 は敢 てャサ 

シィ 役と 云 ふので は 無い が、 左程 技倆の ない 者で も觀 客の 同情 を 得 易い 役で あるのに、 熊 平 役お とし 

て 動かすべからざる 村 田 其 人 を 不經濟 にも 斯 かる 役に 用 ひたの が 悪い と 云 ふの だ、 熊 平が 深く 凰 面目 

^ぎ、 い^が、 に、 ひ が^や isg^^ilhi: 面目で 無い ものに なって 了った、 身 を 投げる 源 太 は 馬鹿 だ、 

恨む お 由 は 滑稽 だ、 久滿 一 は 熊 平 を 茶 かしてる 樣だ。 然し 一 ト場ノ 、を 見れば 中々 捨てられぬ 好い 處 

が ある、 牧場の 夕暮、 朴直な 番人と 強慾な 老爺と 押 問答 をす る處、 普請 小屋で 大工と 田舍 娘と 相談 笑 

する あたり、 確かに 一見 再 見の 價 値が ある。 大詰の 村 田 改名 式に 僞 一揆 を 出す の は、 原作 小說に 於て 
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ま、 の ぎ、 い 544、 るが にした と 云 ふ 働き は あるか 知らん が 稍 兒戲に 類した と， 最も 是は 原作に も賫 住が 

:^0リ^ 、ふ、 ^i: の卒川 曹長 は 原作の ィャ味 を 祓いた、 否、 - 原作と 同じ 言槳を 云っても ィャ 味に なら 

is- が ゑら い、 i:k のお 山 は 牧場で 心機 ー轉 して 久滿 一 を 信す るに 至る と 云 ふ 脚色が 無现 だから 嘸演 

り^ ハ事 だら うと 思 ふ。 あれ は 如何してもお 由. の 破屋で しなければ ならぬ 幕 だ、 お 由の 子 をす る 子役 

は舊 式で 駄目 だ、 泣き 方 も 大人ら しくて いけぬ。 深澤の 牧場 の^人 は ヌッと 出て 來 ると 實に暢 氣な好 

がする、 大工 は f、 , 澤， 仁 科、 三 八な どで あるが 何れも 大工に なって 居る から 嬉しい" つ 

まらぬ 事 だが 是 は本鄕 座で は 見られぬ 處だ。 丸 山の 田 舍娘も 絡 品 だ、 井上の 代りに 仁 科の 演 つてる 源 

太 は、 死ぬ の は 厭 だと 云 ひ 乍ら 水に 飛び込む、 あの 飛び込み 方が 好い。 芝 若の 人夫 頭 は 熊 平 暗 討に だ 

ん まり 式の 手 さぐり を 遣るな ど 言語 同斷。 藤 井の 村長 は 扮裝の 巧い に は 感服した が、 田舍 語の 演說も 

、 、 

演說屮 カフスの 段々 飛び出し 來る あたり も、 ァテ コミの 誹り を 甘んじて 受けな け わ はなる まレ 伊井 

の久滿 一は i 、に &ぃ、 い い、 が、 初め 卒 川の 宅 を 訪れて 何の 氣 なしに かす 子の 事 を 聞き、 卒 川に 暫 

く 絶交の 申 渡し をされ て 失望 はしながら も 村の 改善に 一 縷の 希望 を 維いで 歸る心 持な ど は 極めて 明瞭 

に、 正直に 演じて 居った。 牧場、 改名 式、 などに 於て は 稍 表情に 曖昧な 點 があった。 

1 ー桥 IS  。「八 櫸」 

、 、  o  o 

喜 創と して 尊い もので あるか 如何 か は 疑問で あるが、 兒た 目は而 白い。 ^井の 奢 山 優 維 力 一 ネ象 


で 北 (人格 を も 失 はす、 ァテ コ ミ にも 陷ら や、 星； 面目に して 居て 一 稷心 持の 好い 可 笑 味 を 感じさせた。 

扮裝 にも 依る と は 云へ .「f 及 小袖」 の德之 助と 全く 仕分けた 處が 感服 だ。 是に 次での t 出 來は屮 村の 輻 

富 壽右衞 I：、 一人で 客 を 笑 はせ やうと せす、 常に 對手 (延 太郞， はす 等) を 待って 笑 はせ る處が 俳優 

として 魔： 面目な 尊い 處だ。 其 次 は 深澤の 古里 遠， これ は 半分 柄で 持って 居る ので は あるが、 人格の 卑 

い 書生と 云 ふ 處は實 に 能く 表 はして 居る、 しかも 颇な 奴と か、 不愉快な 奴と か 云 ふ 感じ を 起させる 處 

は 確かに 喜劇 役者と して 賞すべき 點だ、 無暗に 物 を 欲しがる 處、 無暗に 食 ひたがる 處、 話が 演說 口調 

で演說 口調が 稍 もす ると 歌になる 鹿、 如何にも 十 年 前の 書生ら しい。 共 次が 芝 若の 薔薇 子、 下女に 扮 

して 居る 人が 半分 はほんとの 下女に 見える 處が惡 い。 其 次が 福 島の はす、 評判 程の 者で も 無い。 殊に 

令嬢 に扮 してる 問が わざとす る 可 笑 味で、 下女の 本性 か ら 自然 に 出る 可 笑 味で ないから 不可ない。 「芙 

がよく 唤 きました こと」 で 「こと」 を 妙に 尻 上りに 云 ふな ど實に 不愉快だった。 氣の 毒で は あるが 

村 田の 延太郞 は 最後に 位すべき もの だ、 無論 熱心に は演 つてる し、 氣を つけて 兑れば 捨て 難い 處も無 

きにし も 非す だが、 延太郞 其 人に なって 居らぬ のが 非常な 缺點 だ、 延太郞 と 云 ふ 奴 は 親爺の 云 ふ 通り 

隨分 なォッ チヨ コ チヨ ィ では ある けれども • 兎に角 大家の 若旦那 だ， どこかお ほ まかな 處が 無くて は 

ならぬ、 村 田の は餘 りに お 太鼓 的 だ、 餘 りに 落語家 式 だ、 餘 りに コセ ついて 居る。 然し 是は 日本で 所 

謂 喜劇と 云 ふ 元々 性格な どに 就いて 嚴 格な 議論の 立てられぬ 物を捉 へて 唯 徒らに 性格 論 を 喋々 する 譯 
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ではない。 延太郞 と 云 ふ 人物 を演 する に 就て 大家の 若旦那と 云 ふ處を 明瞭に 見せたなら 他の 人物との 

コ ン トラストの 上から 云っても  一 Is せ 劇の 面白味が 增す であらう と 思 ふから だ。 妄評 多 罪。 (鸚^ 公). 

—— (明治 三十 八 年 十月 號) —— 


『明星』 沙上 行の 人に 答 ふ 

今月の 「明星」 の卷 頭に 沙上 行人と 云 ふ 人の 「ふじをの 君に」 と 云 ふ 文が 出て 居る。 「忌々 しき 沒分 

曉の 議論 世に 行 はれて、 沐 猴 にして 冠す る亂が はし さ」 と 云 ふ 物凄 まじき 書き出しで、 九バ文 擅に 於 

ける 沐猴 に對 して 痛快な 攻搫 がして ある。 —不幸に して 斯く云 ふ 鹦鹉公 も 其沐猴 第二 號 となった。 

冋 じ雜 誌の 他の 部分に 「 IS 息して 之に 答へ ざる 者 を 卑怯」 と 云 ひ」 と敎 へて あるから * 僕も^ ニ國 

民兵 (而 して 第二 沐猴) の 身の上、 討死す るまで は 逸む としゃう。 

「劇評 家と 俳優」 は 元々 つまらぬ 論で * 迚も 聰明なる 沙上 行人の 如き 者の 一顧 を债 すべき^で はない リ 

然し 愚論 だからと 云って 自分の 云 はむ と 欲した 虚 でも 無い 事をッ 力ま へられて、 攻 if さ^て は 少し 困 

る。 

僕の 云 はむ と 欲した 處を 述べる に は、 先づ 何故に 僕が あの 惡文を 草す るに 至った か、 それ を 云 はな 

ければ ならぬ。 

僕 は 何人 を對 乎と して あの 文 を 書いた か、 俳優と 劇評 家と を對 乎と して 書いた、 あの 文を喾 く .ST 
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俳優 劇評 家 以外の 局外者 は 僕の 服 中に 無かった。 佼の論 Q 不明で あつたの は 或は 共 局外 Q 謌者 (例へ 

ば沙上 行人 の 如き) を 肌屮に S かな かつ た 勢 かも 知ら ぬ。 (文の 惡 なると 理 の當ら ざるが 故た る を 別と 

して) 

然 らば 如何なる 俳優 と 如何な る 劇評，： 豕 とを對 手と して 寄いた か。 藝 に對 する 悪評 を兒 て、 身 も 世 も 

あらす 思 ひ、 E ちに 之 を 「放逐の 聲」 と 聞きな し、 絶望 或は 激怒に 陷る 俳佼と 一 般の 劇評 家 殊に 藝評 

走りて 人身 攻掣に 苴 る 底 の 劇評 家 を對手 として 喾 いたの だ。 

何の 爲 めに 其 等の 俳優と 劇評 家と に 向 つて あの 文 を 寄いた か。 それに 答へ るに は 先 づ茲に 一 つの^ 

實を 持ち W さなければ ならぬ。 

時 も 場所 も 人の 名 も 云 ふ 事 は出來 ない が、 茲に 斯う 云 ふ 事が あった， 或 劇評 家が 或 俳優の 藝を 篤つ 

た、 勿論 藝 のみ を 篤った、 處が、 或 俳優 は 共 批評 を讀み 誤って 人身 攻擊 なりと し、 愤 怒の 極 * 其 劇評 

家に 向って 不禮の 言 を 放った。 ^小な りと 雖 ども、 決して 等閑に 附 すべき^で は 無い。 僕は斯 かる 俳 

優に 向って 劇評 家の 如何なる もので あるか * 劇評の 如何なる もので あるか、 俳優 は 劇評に 對 して 如何 

なる 態度 を 執る ベ き 者で あるか を敎 ふると 共に 一 面釗 評.； M に 向つ て 其 評の 藝 以外に 苴ら ざら む^を 希 

ふの 必要 ある を 認めた。 勿論 俳優に 向 つて 敎 へむ とする のが 僕の 主耍 なる 目的だった。 

衩 僕の 論旨に 這 入る。 


文藝の 事に 昏 からざる 沙上 行人が、 藝術， ぼの 神經の 如何程 過敏なる か を 御^じない 害 はない。 行人 

は先づ 「藝の 巧拙 は 其 人の 存在 問題に 關 係して 來 ない」 と 云 ふ 僕の 文意 を 書かれ、 綾け て 括弧に て (又 

關 係して 來 たら 大變に 候) と 稍 嘲弄め きて 書かれた が 、「關 係して 來る」 様に 思 ふの が藝術 家の 常で は 

あるまい か、 徒らに 祌 經の銳 きが 爲 めに 惱む にも 足らざる 事 を 惱んで 居る の は氣の 毒で はない か、 之 

に 向って 冷靜に 理を說 いて 藝術家 を 絶望の 域より 救 ひ 出す の は 批評の 義務の 一 つで はない か。 (關 係し 

たら 大變に 候) を濟 まして 居らる i の は藝術 家に 對 する 同情が 無い からで あらう。 御斷り 申して 置く 

が 詩人 ばかり が 神經質 な 者 では 無い， 俳優 に も 祌經質 の 者 は澤山 ある。 

繰返して 云 ふの は 煩 さい やう だが、 藝に對 する 惡評を 受けて、 人格に 對 する 罵言 を 受けた やうに 思 

ひ， 社會の 人と して 自 個の 存在の 现. e を さへ 疑 ふの は祌經 質の 俳優の 常で ある。 (これ は 他の 藝 術^に 

於ても 有る 事 だが、 他の 藝術家 は 舉問も あり 现性 も發 達して 居る から、 一度 はそんな 事 だと 思っても 

直きに 思 ひ 返す。 遐が 日本 今日の 俳優 は 學問も 無し、 现性も 餘り發 達して 居らぬ 一 種の 小兒 であるか 

ら 餘計此 病に 揺り 易い の だ) 左 樣云ふ 俳優に 向って、 藝に對 する 評と 人格に 對 する 評と を 混同して ッ 

マラ ヌ絶 望に 陷 るな、 藝は 如何程 拙く とも 俳優に (人と して) 存在の 價値は あるの だからと 云 ふの が 

僕の 論議 だ。 僕の 文中 「俳優に 存在」 云々 の 「存在」 が 「人と その 存在」 の 意なる 事 は 前文 「藝が 拙い 

からと 云って この 世から 放逐す る 事 は 出来まい」 と 云 ふので 明らかで ある。 行人 は 僕の 「俳優に 存在」 
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の 「存在」 を 「俳優と しての 存在」 と 取られた ので はないだら うか。 之 を 要するに 僕 は 技藝の 上から 

俳優の 人と しての 存在 問題 を 疑 ふ 俳優に 向って、 等しく 技藝の 上から、 俳優の 人と しての 存在 問題 を 

論じた のであって、 技藝の 上から * 俳優の 俳優と しての 存在 問題に 就て は 一言 も 云 はな かッ たし、 叉 

僕 は 其 問題の 爲 めにあの 文 を 書いた ので は 無い。 人と しての 論と 俳優と しての 論と は 違 ふ、 それ は そ 

れ、 是は是 で 全く 別問題 だ。 

然るに 行人 は 「子の 論調で 行けば (第一 是れが 如何なる 論調 を 云 ふの か 僕に は 分らす) 藝の 巧拙 は 

其 人の 存在 問題に 關 係して 來な いが、 俳優と して は 存在の 现 はなくなる 害に 候」 と 書かれ、 之 を 以て 

「解り 切った 矛盾」 なりと 敎 へられた が、 僕の が 矛盾なら 行人の は 「飛越し 結論」 或は 「跨ぎ 結論」 

であらう、 A の 問題の 前提と、 A の 問題と は 全く 別な 問題の 結論と を 結びつけて、 A の 問題 其 自身の 

結論 を 矛盾 だと 笑 ふの は 解らない。 

第一 行人 は 僕の 論 (敢て 論と 云 ふ) を 抄出す るのに、 其 第二 節と 第 四 節を績 けたの は 好い として、 

必要な 連 終 (例へば 第五 節、 第 六 節) を も 取らす、 しかも 第二 節より 第 六 節に 至る 文 を 受けた もので 

あって、 それに 速 絡した もので は 無い、 第 十一 節の 一部分 を 持って 來てィ キナリ 先き のお 二 節 第 四 節 

に 連ねた の は、 人に 向って 矛盾 を敎 ふる 程 冷 靜な腦 を 持った 人の した 事と して は 頗る 解し 難い。 畢竞 

元の 論の 抄出の 仕方が 惡 いから、 君の 論 も 不思議な 者に なって 了った ので は あるまい か。 


君の 攻槃は 僕の 論に 對 する 攻擊で はなく" 僕の 論 を 誤解され ての 上の 攻撃と 思った から、 一言 茲に 

僕の 論旨 を 述べて 置いた、 此で御 異存が あるなら 幾らでも 伺 はう し、 又敎 へても 頂きたい 。(俳優と し 

ての 存在 問題に 就ての 愚兑 なきに も あらね ど、 之は尙 熟考の 上に て。) 

僕の 論の 攻擊 以外に も、 この 「ふじをの 君に」 中には 解し 難い 處が あつたから、 序と 巾して は 失敬 

だが， 一 一三 申 述べて 見たい。 

片山 君の 「祌經 質の 文學」 に對 して 其 出處の 明らか ならざる を 憾みと せられた の は、 僕 も 同感で あ 

るが、 是を 以て 大學派 文士の みの 弊と せられた るが 如き 口吻の 見える の は 可笑しい。 手近な 處で 行人 

の 文の 揭 載せられ たる 「明星」 の 三四號 以前に 「ブラウ 一一 ングの 詩」 と 云 ふ 論文が あった、 あの 出虚 

S)  、 

を 御存じ か、 イブ セ ン の 近世 劇 を 春雨 S に 推薦 せらる & 行人に して 御存じない 事 余 も あ るまい。 「詩 

文の 事 は 詩文 を 作る ものの み 論ら ひ 得 べきに て は 候 はす や」 と 事も無げ に 云 ひのけた る は 如何 あ らむ。 

齋藤 君の 飜譯 に對 する 意見 は、 齋藤 君の 意見 其 者に 對 して 多くの 議論 が 起ら なければ ならぬ と 思 

ふ。 處が沙 上 行人 は 「野の 人の 警吿は 頗る 我意を得た」 と 云 はれて、 唯 其 論の 「帝 文」 にあら はれた 

のを憾 まれた、 卽ち 「野の 人の 攻搫 する 返 は 野の 人の 書いて 居る 帝 文の 攻擊 になって 居る」 と 云って 

笑 ふの だ。 然し^ は譯の 解らぬ 攻擊 だ、 野の 人 は 「帝 文」 の爲 めに 自省 を 行 はれた のか も 知れない、 
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現に 登 張 竹 風 君、 橋 本靑雨 君な どに 對 して 堂々 たる 攻擊の 文句が あつたで はない か。 若し 一歩 を讓っ 

て 自分が 自分 を攻擊 してる のが 可笑しい とするならば， 「片々 たる 飜譯」 に 於て は敢て 人後に 落ちない 

「明^」 の 誌上で 行人が 「片々 たる 飜譯」 の攻擊 をして るの も 滑稽 だ。 それから 野の 人に 就て 「夫子 

自ら」 と 云 ふ 文句が あつたが、 野の 人 は飜譯 家で は 無い、 飜譯 した 物 も 探せば あるか も 知らぬ が 僕 は 

知らない。 これ は 野の 人の 爲 めに 取消 を耍 求す る。 

夏 目先 生の 「一夜」 に 就て は 「此 極 の 作物 は、 大に讃 めら る、 か、 大に 貶さる \ かの 二つに て、 批 

評せら るべき ものに は あら じと^: じ 候」 と 寄いて ある。 此 一句 夏 目先 生の 「一夜」 の 如く 解し 難い。 

「小説に 對 しても 复： 面目なる 態度 を 以て 筆 を 執る 者 ありと 云 ふ 事 を 世に 示す だけにても」 と ある。 此 

一句で 見る と、 夏 目先 生 以外の 人 は 皆不眞 面目な 態度で 小說を 書いて 居る やうで ある、 穩 やかなら ぬ 

文句 だ。 

蒲^^の 詩 を 一 種の アンチ パ レイから 「難解な り」 「象形文字 なり」 と 篤る 連中の 共に 兵を談 るに 足 

ら ざる は 勿論で あるが、 又 行人の 樣に 1 この 勢に 乘 じて 愈々 難解 を 以て 長所と せらるべき を 期す」 の 

，か i.,  e> でで c>c> でで^で で vl> でで でで ot>c>c>  ，，ク  <  、ム厶 、、、、、、、、 

も 如何な ものである。 「日本人な るが 故に 日本人に 分る やうに 作れよ との 批難 は迂 論の 甚 しきもの にて 

厶<1 厶 厶厶厶 A 厶 厶^^ 

毫も 詩人の 一 顧 を 値せす」 と は隨分 激しい。 

事 少しく 樂屋 落に 似て 面白く は 無い が、 斯う 云 ふ 話が ある、 先日 蒲 原 君の 詩集 を 出した 本屋が 蒲 原 


君 を 訪れて 次の 詩集 發刊に 就て 相談 をした、 所が 蒲 原 君の 云 ふのに、 「色 々世^の 評 を 聞いて 考 へた^ 

も あるから、 今度 はャサ シィ、 誰に も 解る 歌を誉 かう と 思って る.」 と 斯う 云った 處が 本屋の 云 ひ 草が 

厶<1 厶厶  <1 厶厶厶 厶 厶厶厶  <1<1 厶厶 厶 厶な厶 <J  A  A  A  A  <J<i<5<I,<!<J<3,<J  、， ：' - 

皮肉 だ. 「イエ あなたの は 六 かしい ので 賫れ るので すがら、 矢 張 六 かしい 方が ようがす」 苦笑 一 

赛 

だ^ あ ， い^つ 正に i 本屋の 說と 一致して 居る， 而 うして 行人の 說 たる や 本屋の 說と 

等しく、 蘭^^ を 揚げむ として 却て 之 を 貶した もので は あるまい か。 

妄言 まことに 多 罪。 (鸚 § 公) 

. I (明治 三十 八 年 十月 號 )！- 


ト 3 內薰仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  一 一一 九 七 


小山 內 憨 全集 八卷 劇評 及 新刊 批評  一ー一 九 八 


^1 


O 海潮音  上田 敏氏譯 

本鄕 書院 發 行 

「卷 中收 むる 所の 詩 五十 七 章、 詩 家 二十 九 人、 伊太利 亞に 三人、 英吉利に w 人、 獨 逸に 七 人、 プ a ブ 

ンスに 一人、 而 して 佛觀 西に は 十 M 人の 多き に 達し、 囊の 高踏派と 今の 象徴派と に霉 する 者 其 大部 を 

占む。」 (序文より) 

譯 者の 筆の 寧ろ 韻文に ふさ はしかるべき 事 は、 早く 「み をつ くし」 の 散文 これ を 示したり。 「海潮音」 

を 得る に 及び、 殊に 其 感 深し。 

象徴詩に てはボ ドレ H ルの 「信 天 翁」、 歌 も譯も 最も 好 もし、 ォォ バネルの 歌亦嬸 し、 殊に 「小鳥で 

さへ も 奥は戀 し、 まして 靑筌、 わが 國ょ、 うまれの 里の 波 羅葦增 雲」 など * 譯 風の 端 唄 的なる 所 頗る 

我意を得たり。 英詩に て は ブラウ -1 ングの 「春の 朝， T 雜誌 「萬 年 草」 に 出で たる^より 忘られぬ 名譯 

なり。 


コぺ H の 「禮 拜」 は 早く 雜誌 「中學 世界」 にて 著者の 散文詩 (？) に 接せし 時， 其 傑 品なる を 知ん ぬ。 

校訂の 上、 此 集に 收 めら れ たるまた 嬉し。 紬 評 は次號 に。 (鸚 生) 

—— (明治 三十 八 年 十 一 月號) —— 

ク寺  田 山 花 袋 氏譯著 

〇 キ ： の f  隆文 館發行 

m 出花 袋 氏が .To 一… Keiits の詩廿 1： 篇を 自由なる 韻文 體に譯 して、 これに 詩人の 小 傳を附 したる も 

のな り。 

？ f けの 主なる もの は 國 Ai!s;i  Rock"  ,La  Kellc  Dame  Sans  Merci 一一： Old  Meg"  -64e  to  a  Grecian 

Urn"  -611  the  Grasshopper  Jsd  Criket"  roa  Indolence" 等に して 夫の 大作、 "Isabella" 全 六十 三 節 

を譯 出せられ たる 殊に めでたし。 

こ&に 「 H ルサが 岩」 を 引く、 

閱け、 爾嵯峨 たる 大海の 塔、 

. 答へ よ、 爾 其聲、 海 島の 叫喚、 

何時より ぞ汝が 肩 大潮の 衣 を 若け たる。 
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大 神の 力、 汝に 混沌の 初より ぞ、 

空の ねぶりに 高まり 立た せし か、 そ も。. 

何時よりか 共 纥肩 鼠色の 雲 着けた る？ 

答へ ぬ は、 なれ" 死よりも 深き 眼に 入りに し爲 かご 

なが 世 は 唯一 一 つの 死した る 永 幼、 

一 つ は 大空 * 一  つ は 大海、 

一 つ は 鯨、 一 つ は 鷲 I 

大地 原動 搖 ぎて、 倒れん まで は、 

眠り て 覺め ぬと はなる 大ぉ。 

ト傳は Clianclos  classics の rrefatory  Mc-moir より 其 I-ersollal  L-ife の 方面 を 抄 譯.！ られ たる も 

の& 如し、 文 頗る 我意を得たり。 

慾 を 云 は^、  -Hyperion"  "Endymiou" などの 中に て 秀逸なる 節々 の抄譯 ありた かりき。 ：Lll  Bdle 

Dame  Sans  Merci" を 「ラ、 ベ レ、 ダム、 サ ン が惠」 と譯 された る は 白玉の 微瑕 なり、 再版の 際、 校 

訂 切に 望まし。 (鸚 生) 

—— a 二十 八 年 十 一 月號) -—— 


〇 西 吟新譯  小 原 無 敍氏譯 

C0  0  0  ^  本鄕 書院 發行 

Scott,  Wordsworth,  FretcJier,  Hcmaus,  Campbell,  Herrick,  Mrs  Brc-wulJlgJ  Bvrsl,  wurlls などの 短 

歌 卄餘篇 を 七 五 或は 五 七 調の 韻文に 譯し 集めた る もの にして、 原詩の 選擇に 就き て は 別に 定ま る 主張 

なきもの i 如し、 Wordsworth の譯 最も 多く， 最も 好し。 「四月の 一 一朝」 c-TIie  Two  April  Mornings") 

は 題の 譯， 思 はしから ね ど、 內 容の譯 ぶり 愛でたし U 「虹」 (rMy  heart  leaps  up  when  I  behold") に 

て "Niltuml  piety- を * おほどかに 「淸き 心」 と譯 せられた る は 如何 あらむ 。「麥 刈る 少女」 ("The  SC1- 

itilrv  Keaper")  0 中 こ、 

へ ブライの 遠き はてなる、 

海原の 寞 破りて。 

と あり 。「へ ブライ」 は 原詩に 所謂"： Hebrides" なるべし、 Hebrides は 蘇 格 蘭の 島 名な りと 記憶す、 小 

原 氏の 意、 勿論 「希 伯來」 に は あらざる べき も、 いと 訝しくて。 (鹕 生) 

II (三十 八 年 十 一 月號) —— 
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歌舞伎 座 十 一 月 輿 行 

一 番目 「ひらがな 盛衰 記」 

序幕、 先陣 問答。 腰元 千 ^は 後に 無 問の 鎵の 梅が 枝と なる 女で も あり、 此場 でも 「本 後 やら 立腹 や 

ら」 など &隨 分御轉 婆な 事 を 云 ふ 女で ある。 女形になる と 陰 氣な訥 升に は 適らぬ。 明治 卅 三年の 霜月 

に壽 座で 此 芝居 を 演じた 時の 六 二 連の 評判記の 中に (鶴 松) こし 元 千鳥 役 は綺歷 では 有った が 色氣薄 

く^ 合が 無くて 殘念仕 打 も 難な しと 云 ふ 迄の 事な り」 と あるの は、 赶 ちに 取って 以て 今度の 訥 升の 千 

鳥に 對 する 評 首と する^が 出來 ると 思 ふ。 源 太 も 寧ろ 勇ましい 役であって 陰氣な 役で は あるまい、 丸 

本の 想 か ら云 つ て も 此源太 は 父 の 義理 の爲め にわ ざと 高 綱に 負け て歸 つて 来た 人 である、 其失肷 は-ま 

の爲 めの 失肷 である、 失敗 を 悲しむ 念より は、 義を 立てた の を 得意と する 念が 盛んで た-ければ ならぬ 

弟に 嘲 けられ やうが、 母に 勘當 され やうが、 彼の 心 屮には 一 侗勁 かす 可らざる 「誇り」 が ある 害で あ 

る、 家蔵の 錦繒の 中に、 死んだ 團十郞 が 河原 崎 榴十郞 と 云った 時分の 勘當 場の 源 太の 繪が ある、 圆柄 

は 正に 此 場の 幕切れと 思しく、 源 太 は 右手に 産 衣の 鎧 を 抱へ、 右手に 平 次の 振 上げむ とする 割 竹を屹 


と 押へ て 上手 奥 を 見込んで ある、 頭 は 今度の 歌舞伎 座のと 變ら ぬが 着 付の 古 榲袍に は 奴の 若 物に つい 

てる 大きな §: 角の 紋が附 いて^る、 襟 も 奴 の^が 掛 つて 居る、 此短 かい 若 付の 下から 緋 縮緬のお 鉞^ 

が 思 ふさ ま ハミ 出して 居る、 如何にも 勇ましい、 凜々 しい、 派手な 取りな りで ある， 蓋し 原作の！ * 意 

を傳 へた もので あらう。 千鳥の 時に 引照した 六 二 遝の評 中、 小圑 次の 源 太の くだりに 「或 新聞の 評に 

此源 太に 勇氣が 薄い と 評した のが 有り ましたが 成程 活歷 芝お で 中したら 御尤も 千 萬の 御說 なれ ど義太 

夫 物の 時代 狂言な どに は 昔から 名人 上手の 役者が 仕殘 した 形が あって 實錄の 勇士 や 義士に 拘らす 和 事 

師に 作った 物 は 突 ころばし 審 門に 仕 こなす もの なれば 芝居 好 も そこ を^って 嬉しがる 習惯 故我當 など 

は 今一 息 ぼんやりと 和ら かいと 云 ふ處を 欲し く^ひ 升」 と ある、 ® 後の 一 句は訥 升の 場合と 同じく 羽 

左の 源 太 に當 て 適る ベ き 評言 では あるまい か、 要するに 其 瘦せ たる 顔に 於て、 其 打 萎れ た る 態度 に 於 

て、 羽 左 は 確かに 源 太 を 逃がした。 勇氣に 就て 六 二 連の 云 ふ處は 未だ 俄かに 首肯し 難い。 八 百 藏の平 

次 は、 八百藏 にして 能く あれ 迄に 演 つたと 云 ふ 迄の 事、 斷 じて 源太景 季の笫 に 非す。 

二 幕 目。 松 右衛門 內 及び 逆 栴松。 權 W 郞. S に 於け る 松右衞 門の ャマ とする^ は、 梶^から おっての 

物語 (卽ち 時代から 世話、 世話から 時代に 移る 白詞 廻し) と 唯の 船頭から 樋 口になる 變り ほと であら 

う。 此兩者 を 不得意と する 八 百藏が 失敗した の は 無理 も 無い。 お^.、 およしに 就て は 云 ふ 事 も 無い。 

ほぽ も 感服した のは片 市の 權四郞 だ、 淨 瑠璃 通 は 泣き 過ぎる と 云って、 之 を 批難す る やう だか、 伎に は 
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分らぬ、 僕 は 寧ろ 愛孫 槌 松に 對 する ^父 樅 W 郞の 淚が此 一 ト幕を は. S て 居る 處が 面白い と 思 ふ、 其 菱 

情、 共 動作の 純， 寫實 にして 而も ハタと 少しも 不調和に ならぬ 處は實 に 豪い、 お 箪が來 たので ー圑に 

槌 松が 歸 つて 來た 事と^ つて、 門口へ 「こんな 物 も 買って ある ぞ」 と 云 ひつ X、 武者人形 を振リ かざ 

し 乍ら 出る の は 古名 優の 型 ださう だが、 共 人形の 首が 門口で コ n リと 落ちる、 片 市の 權叫郞 は 之に 氧 

が附 くが 何等の 際立った る 表情な しに 落ちた 首 を 拾 ふ、 又 一 一三 遍槌 松の 名 を 呼ぶ けれども 皆目 姿が 

r 儿 えぬ、 怪^に 堪えぬ 面 持で 又 家に 這 入る、 這 入って 又 一寸 首の 拔 けた 人形と 拾った 首 を 見る、 何等 

つたる 表情な しに 北ハ 人形と 首 を 手 遊 箱へ 投り 込む …： 仕草で は是が 一 番氣に 入った。 逆 櫓 松の 

場の 幕切れ、 「汐 の滿 干に 此 子が 出来た とな、 孫が 身の上 案じるな」 の 船 唄 は餘韻 深く 長く して 筆 も 口 

も 及ばす、 SI 洋の ォ ぺ ラ とやら にも 斯ん ない i 感じの する 處が 果して 有らう か。 

, 中幕， 「富士 太鼓」 

謠 曲を燒 直し 損ねた 愚作" これ を 演じて る 役者 其 人まで が 愚に 見えた の は 是非 もな し。 僕 は 能の 事 

は 一向 知らす、 富士 太鼓と 云 ふ 物 を 見た 事 も 無い が、 耕 漁と 云 ふ 人の 「能樂 圆繒」 で 其 舞 裏面 を 見る 

と" ヮキと 子方が 上手 後に 座って 居る と、 シテは 場の 屮央 あたり 眞 向に 立ち、 狩 衣 を 着し、 鳥 ^を 戴 

き， 撥 を 持った 兩手を 一杯に 擴げて 正に 我が 前なる， 太鼓 を 打たん として 居る、 思 ふに 此 能の 輿 呼の 

1 點は、 富士の 妻が 夫の 形見 を 身に 着けて 富士と 等しき 裝を なす や、 富 士の靈 これに 移って 物 狂 はし 


く 太鼓 を 打つ 處 にある ので は あるまい か、 縱令 これ は 僕 一個の 瞭斷 とする も、 梅 幸の 富士の 妻が 太鼓. 

を澤山 打たなかった の は 物足りなかった， 狩 衣 だけ を 若け て、 鳥 兜 を 被らなかった の も 物足りな かつ 

た C 

後の 中幕。 「石 切梶 原」 

文 耕 堂、 千 四の 合作に 成れる 「三 浦大助 紅梅 勒」 の 第三 段^ 二 場。 柅 原が 石 を 切る 運び は 如何考 へ 

て も 常識 を 外れて 居る、 思 ふに 「カタ チ」 と 云 ふ 上から 舞 裏に 登った 物で あらう。 吉 右衛門の 梶原平 

三 も 「カタ チ」 と 云 ふ 方面 は殆ん ど遣憾 なく 演じて 居った。 松 助の 六郞 太夫 は 人物の 七十 九なる 事 を 

忘れた のが 難で あるが 兎に角 身 を 入れて 演 つて 居った、 大庭俟 野の 面々 は 何れも 多少 投げて 居た、 梅 

幸の 梢、 仕 所 も 無し、 云 ふ 所 も 無し。 明治 廿 三年の 十二月に 新 富 座で 左團 次が 此石 切梶原 をして、 圑 

十 郞が大 庭 をした 時の 記錄に 依る と、 ニッ胴 試し斬りの 處に 「左 圑次刀 を 振 上げる ト本 釣鐘 を 打 込み 

櫻の 花 散る」 と ある、 此 跳へ は 何故 今度 用 ひなかつ たの だら う， 趣が あって 好い のに。 又 同じ 脚本に 

、 

依る と、 梶 原が 石 を 切る、 六郞 太夫 父子が 感心す る" そこへ 叉 股野が 大名 五 人 引 連れて 出て 來て 「ャ 

了 梶原殿 望みの 名劍 御身が 欲し さに 兄 者 人 を 一 杯 遣られた な」 と 云 ふ、 此 一 句 は 吾人 も 等しく 梶 原に 

向って 云 ひたい。 虚が梶 原の 答 は 一向 要領 を 得ない、 曰く 「假 令莫 邪が 劍 たりと も、 持 人に 相應せ 

ぬ 時 は 只 數燒の 鈍ら 同然」 すると 股野が 「スリ ャ兄景 親に 合 はぬ と 云 ふの か」 梶原 「されば 劍は其 身 
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の 守りに て 敢て人 を 切る 計りの 者に は あらす」 梢 「夫 故 今 爺さん をお 助け 被 成て 下されし は」 六郞太 

夫 「是 で卽ち 仁の 逍 鈍き 刀と 思 はせ て 下さりました は義 のな す 所、 軍で 巾 さば 謀り 事」 股野 「ェ 、老 

ぼれ 默り 居らう 〇梶 原 殿僞り 表裏の 辯 を 以て ィャ 智略 だの 謀 事のと 餘 りなる 得手勝手」 と 云 ふと 大名 

の 一 人が 「左程 勝れた 梶原 殿なら」 と 云 ふので 梶^に 軍 慮の 話 を 所望す ると 云 ふ 運び だが、 梶 原の 答 

が 不得要領な るに 對 して 股野の 云ふ處 は 痛快 を 極めて 居る。 軍 慮の 問答で 股野が 負ける、 梶^ はとう 

とう 刀 を まき 上げ、 六郞 太夫と 娘 を 連れて 歸る 、股野 等 見送る と 云 ふ 幕切れで あるが 茲のト ガキに 「壽. 

三郞 (六郞 太夫) 刀を擔 ぎ」 と あるの が 嬉し さう で 好い、 松 助 は 唯 提げて 這 入った。 股野が 二度 村の 出 

から は 丸本に は 無い が、 演 つた 方が 好い と 思 ふ。 

1 一目 目 。「三 輻對 上野 風景」。 . 

默阿彌 の 作で 八 幕 も ある もの だが、 f 向 麥屋が 最も 傑出して 居る。 今度 は 松 江 邸、 入谷蘅 麥屋、 大口 

の 寮と 斯う 三 幕 出た。 松 江 邸で 直 次 郞が櫻 井で 出ない から、 今度の 芝居 だけで は 直次郞 と河內 山の 關 

係が 分らぬ。 高麗 藏 の河內 山" 「大膳 責樣は 知って 居た か」 の 書生 調なる を 以て 全 斑 を 推す に 足る、 寫 

寶 劇に うき 身 を やつして 居ながら 黑 子の 付け 方の 無 工夫なる 事よ。 宗三郞 の 大膳は 厘 面目で 好い。 窬. 

麥屋 では 松 助の 丈賀が 無類で ある、 時代 は 云 はす、 場所 は 云 はす、 唯 雪の 夜に 好き 薔麥を 食 ふ 按摩の 

樣子を あ. e 丈け に 演れる 者が 菜して 一人で も 今日の 新 俳優に あらう か、 新劇 起り て旣に 十餘年 不勉強 


も 亦^ しと 云って 可から う。 羽 左の 直 侍 は 大口の 寮へ 来てから 振る つた、 市 之 丞の恶 n に- W 慨 して 斬 

つて 掛る處 最も 佳し、 引 込みの 顔 付 も氣に 入った。 梅 幸の 三千 歲、 感心し ない。 八 百 藏の巿 之丞. 劍 

客ら しく はあった、 遊び をす る 人に なって 居た であらう か。 新 十郞、 梅 助の 篛麥屋 夫婦、 蟹 十 郞の寮 

^、 皆 好し。 

大切. 「左 小刀」 

圑十 郞が演 つた 物 ださう だが 下らぬ 作 だ。 圑十 郞が演 つた 河內 山で 失肷 した 高麗 藏は、 圑十 郞が演 

つた 左 小刀で 又失肷 した。 前者 は 技藝に 於て、 後者 は 出し物に 於て。 (鸚鵡 公) 

(明治 三十 八年士 一 月號) I 
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比  f 

.ぉ  0P 

つ 白^ 入 r 前編)  母 口 拘汀氏 著 

oh^is  m 京 堂 發 賫 

水 尸 大洗祌 社の 境 內に濤 聲摟と 云 ふ 海水浴 旅館が ある、 主人 は 堀 S 右 I： とい ひ、 之に 右太郎、 延^. 

とい ふ 兄妹が あって、 其 外に 東京の 商業 大擧の 生徒で 屮桐數 馬と いふ 息子 同様な 掛 人が ある。 右太郎 

は 正直 一方， 延代は 女 學校も 出た 丈あって、 なか/、 才 はじけて 居て 美人で 虛榮 心が 强ぃ。 數馬は 遠 

から 延 代に 思 ひ を かけて 居た • 延 代も义 それ を 受けて、 二人とも ゆく^-は 一 處 になる ものと 思って 

居た 處， 意外に も 二人の 戀を 知った 主人 右門が ある 日 右太郎、 延代を 人な き窒へ 呼びよ せて 物語る に. 

は、 實は 右太郎と 延 代と は眞の 兄妹で はない、 延 代の 父の 墒茧 郞と數 馬の. 父の 中 桐 吾一と 及び 自分 右 

門と は、 かの 黑船騷 ぎの 時、 何れも 武田 伊賀の 守の 旗下であって 賊名 を 被せられて 流罪に なり、 程な 

く 敦賀の 酒 井家に お預けに なった けれ 共、 又もや 三人 脫走 はした もの、、 時 を 得す 不幸に も 別 々にな. 

o, お 門 は W び水戶 家に 仕へ たけれ 共、 お 暇に なって 一人 水 戶に殘 つた、 夫から 二十 年、 思 ひも かけ 

す 行方の 知れなかった 東郞 から 迎 ひの 手紙が 来たので 行って 見る と、 一 時 は 書記官に 迄 昇った けれ 共、， 


直に 過ぎし 身 は 世に 用 ゐられ す * 落ぶ れ^て た 上の 肺 血^、 しかも 今にも 臨終と いふ^で， きれん、 

の 息の下から 娘 を 必らす 立派な 政治家の 妻に して くれと 顿んで 死んで 了 ふ、 娘と いふの が 卽ち延 代で 

其 寺 右門に はも. うお 太 郞と いふ 息子が あった。 故鄕 なる 笠 間へ 歸 つた 屮桐 は、 之 も 一時 は 福に 暮 し- 

た けれども、  ふとした 乎ち が ひから 失敗して 自暴 自粲 の餘り 一 子の 數馬を 何卒 實業 家に 仕上げて くれ 

とい ふ 遣 書 を 右 門 に當て X 殘 して 自殺して 了った。 政沽 家の 妻に して^れと 頼まれた^ を 如何にして 

も實業 家の 妻に する 事 は出來 ない と 云 ふ、 延 代は譯 もな く數 馬の 事は絕 念ら めて、 折から 禱聲樓 の 一 

窒を 借りて 居る 子爵 夫人の 操 子と いふのと 一 處に 上京して、 田 端なる 三輪と いふ 豪商の 叔父の 許へ 身. 

(SS ソ 

を 寄せる * 右 太 郞は共 不人茴 に 呆れる。 仔細 を しらぬ 數馬も 一方なら す 操 子 を 嫌. つて 居た 丈 養父の 

所 澄 を 恨んだ けれ 共 仕方がない。 右太郎 は氣の 毒に 思って 其 事情 を 明して 遣り 度い が、 何う いふ 譯か 

數 馬に は 身 を 立てる まで 明す 事なら ぬと いふ" 父の 命令で あるから 空しく 口 を 噤んで 居る。 其- s: に 

お 暇 も濟ん で 東京 へ歸っ た數馬 はしばん \ 田 端 の 延代を 尋ねた けれ 共 此^ に 叉 资郞と い ふ 息子が あ つ 

て、 ラー も延 代に 思 を かけて 居て 兩方 へお ためご かし を 言って うまく 逢 はせ ぬ 工夫 をす るので いよ^^ 

數 馬は延 代の 戀心を 恨み 一 方に は 资郞の 嘘の 親切 を 酷く 恩に 感じて^ に此 人を顿 る。 ある 時 又 资郞に 

敎 へられて 孤 兒院の 寄附 演 基金に 延 代が 操 子 夫人に 連れられて 出た 事 を 知り、 どうかして 延 代の 虚榮 

心 を 諫め やうと 共 門前に 延代を 捕へ、 不幸に も 車夫 馬丁の 爲 めに 頭 を 割られる、 此時も 資郞は 親切 を， 
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盡 して 箱 根へ 養生に やった、 资 郞は延 代に 嫌 はれた 仇に 上手に 數馬を 用いて、 其 頃 三輪が 出入る 伯爵 

稹 原と 延 代との 間に 持 上り か k つ た 緣談を 妨^し やうと いふ^り なの だ。 水戶 なる 兄の 右太郎 はどう 

し て も 數馬を 其 俊 見 lit し にす るに 忍びす、 槌 ^伯の 結婚 談 に 付い. て 上京した の を 幸に いろく 延 代に 

說き 進め、 資郞 から 數 馬の 在家 を 聞いて 延 代と 一 一人 數 馬の 處へ行 くと 先 廻りした 資郞 は延代 右太郎が 

尋ねて 來 るの も 決して 好意で はない と 言 ひ 含めて 行った ので、 一 一人 はわ ざ/ \來 り 交 もな く素氣 ない 

抆拶で 別れて 了 ふ 「其 頃延 代は數 馬の 妨害 を 避ける ために 操 子 夫人の 家に 居して、 いよ/、 横 原 伯の 緣 

談が 極る と、 右 iZ がな 篤と いふ 報告に 接して 取り あえす 歸國 して 兑 ると、 成程 兑る影 もない 衰 へよう 

(S  , 

で 數馬も 程なく 走け つけた。 數馬は 先に 箱 根で 右太郎 延 代に 逢 ふに 先立ち、 ある 親友の 進めに 依って 

1 度 は 止めて 居た 舉校を 再び 綾け る 事に 決心して 居た ので 共 時 はもう 商業 大擧は 卒業した けれ 共、 昔 

に變 つた 姿 風俗に 誰も H を峙 てぬ 者はなかった。 4^1: は 臨終に 及んで 始めて 數 馬に 其 身の上と 又延代 

と 添 はされ ぬ 譯とを 物語る ので 數馬は 一 方なら す 驚いた けれ 共、 今迄の 心 を ひるが へ して 「なまな か 

(原)  ， r 

な 人情な どに 顿ら す」 と 亡父 養父に 報 ゆる 爲め、 必と^ 立す ると 言って W び 家 を 出る ので、 延代は 折 

か ら來會 した 操 子 夫人 の 車 を 借り て 其 後 を 追 ひかけ て 右 I： の ^前に て 逢 ひ、 用意して 來た五 千 圓の銀 

行 乎 形と 自らの 寫眞と を 遣る と、 數^ は 怒って 之 を 受けす、 遂に 寫 凰 丈 は 「一 ッの 憐れな S 人の 生涯 

を 哀れむ 材料と して」 赏 つて、 又々 追 ひかけ て 來し操 子 夫人の 言葉 も納れ す何處 ともなく 去つ 一-了 ふ 


と 云 ふ、 之 丈が 前の 粗筋 だ、 操 子 夫人の 生れ は餘 りに 立派な 者ではなくて、 此 人の 妹と 父と は 遠方に 

行って ると 云 ふ 事が 一 寸此屮 に 兌え る、 之 は 後編の 筋に 關 係が ある やう だから 一 寸 i! いて 置く。 

一 寸之 丈讀ん でも あれ 程 執着の ある 數馬と 同じ 場所へ 延代を 出す とい ふの も 分らぬ 話な り * 又 明 さ 

すと も 大丈夫 心の 變 つてる 延代 に 父の 遣 言 を 明し て 、 假令父 の 遣 一一 一一 口 を 聞 かされても 心の 變 リ さ う も」 な 

い 數馬 に 父の 遣 書 を 兌 せなかつ たの が 酷く 依估 最負 の 樣に考 へられる。 詰り 筋の 運びが 無现 なの だ ら 

う。 そして 身 を 立てる 迄 明かさぬ といった 事情 も" 數馬が 學校を 出た 丈で 明かして 了 ふので は 餘りぁ 

つけない やうな、 その 位なら ば 早く 明かして 遣れば 可い のにと 恨めしく もなる。 夫から 延 代の 父と 數 

馬の 父との 死が 餘り 同じ 樣で、 一 一人と も 右門に 一 子 を 托すと いふの も 妙で 一 一人の 中に 一 人位 親類 はな 

いのかしらと 思 はせ る。 そして 編屮 主な 人物に 悉く 女親の 無 いのも 變だ。 世 M の嗒の 通りち よい/、 

金色 夜叉 に似てる 處が ある。 數馬が 右門に 向って 延 代の 上京 を 留める と， 「乃公 も 大いに 考 へた 事が あ 

るので」 と 言 ふ 言葉 を 繰り返す 邊 (九九- A …： 百 一 頁) は鴨澤 老人の 面影が あり、 又數 馬が 延 代に 愛 

と 富との 別 を 說く邊 り、 又延 代が 數 馬に 上京 を 止められても 「事情が あるから …… 」 と 言 ひ 張る^ 似 

てると いへば 以てる やうで も ある。 然し 「金色 夜叉」 は作屮 人物の 心の 趣く 儘を寫 して 惡 く现窟 をつ 

けぬ 處に 詩趣が あふれ， 叉 大まかな 處 にある 味を覺 えさせ、 叉 其现窟 のない 處を補 ふのに 紅葉 山人 は 

會 話の 妙 を 以てして 人の 心 をと ろかした。 「怕爵 夫人」 は數 馬延 代の 心の 變り R にこと ふ、 しく^ 窟 
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を 付けて、 ともす ると 無理に 讀者を 承知 させて 了 ふ 傾きが あった、 詩趣 もなければ 又 文章 とても 同 入 

の 其 筋道 を 運ぶ 計りで、 人の 心の奥の 奥から 湧く 樣な 妙味 はない やうに 感じる。 しかも 夫が 大方の 世 

間に もてはやされ ると いふの は此 作者に は 一 日^^と 讀 者の 好奇心 を滿 足させる 妙が あ るから だら 

う。 そして 夫が 今の 世の 嗜好に 合って ると いふの だから" この 作 も 一度 は 目を通して 見る こと も 決し 

て惡ぃ 事で は あるまい。 

(原)  8 

會 話で 非常に 耳 立って 惡 いのは 「お. S. 譯」 とち ふ言槳 で、 之 を 「お詫」 と 言 ふ 意味に 用って ある 

處は まだし も だが、 「斷然 今日 限りお 申譯す るんだ」 (三 五 頁) など、 斷 りの 意味に 用ゐ るの は、 最も. 

東京 者の 耳に は 可笑しく 閒 える、 夫から 食物の 事 をい ふのに 用 ひ 處の惡 い 故 か 卑しく 聞え るの は^ 念 

だ、 例へば 「名 も 知れぬ 洋酒の 罎が 程よ く 並べられて. ある、 恐らく 下物 も 整うて 居る ので あらう」 (一 

CS  、、： ：：、、、：、：、 

四 五 頁) とか 又 「己が 同う にかして 會は せて 遣る と 言って、 夕飯 を 馳走して 吳れた 上、 裏の I： から 入 

れて くれた」 (一 五 五 頁) などで、 後の 夕飯な ど は 酷く 耳 立つ 曰 だ。 夫から 「さやうなら」 と 言 ふ 場合 

に 「お JI り 遊ばせ」 の 「ぉ歸 り は」 (一 八 七 頁) のとい ふの も 可笑しく 思 はれる 3 夫から 女人 物の^ f 付 

が 時々 妙 だ、 一 體小說 中の 人物の 着 付 は 奢り 過ぎて る 樣に思 はれる が、 之 は 又 別に 云 ふ 事と して、 此 

作の は 奢って ゐ るよりも 餘程變 な處が ある， 「逶綾 耕の 帷子の， 卯の花 色なる 衣が よい」 など \ 云 ふ 

の は殆ん ど兌當 がっかぬ。 同じく 延 代の^ 付で 「お 召 島の 綿 入に …… 」 (一 〇 八 頁) と あるの は 「大島 


f 原) 

お 召」 の 問 遠 ひかと 忍 はれる。 併て 全編 を、 通じて 横 原 伯、 操 子 夫人、 右 太郞、 延代、 數ぉ 等、 何れも 

人物の 變り目 は 好く 立って ると 思 ふ、 殊に 數 馬の 意志の 弱くて 始終 悲觀 してる 處は 能く 讀 者の 胸に 分 

る、 しかも 此人を 一^ 淋しく した もの は 演藝會 門前で 打 たれた 額の 傷が 跡まで も殘る 趣向 だ。 然し 丼 

風采 を讀 者の 胸に 明らかに 浮ば しむべく 作者の 筆 を 助けた もの は淸方 君の ロ繪 であらう、 殘 念な 事に 

は 版が 惡 いので、 肉筆と は 餘程兒 劣りが する がよく その 人物 は 表れて ると 思 ふ。 其 中に も 高麗 藏 式の 

眉の 書き方 及び 顎 鬚と 袂の 先と が氣に 入った、 あれで 襟 巾 を もっと 正しく 書いて、 下駄 を も 少し 小さ 

くす ると 尙締 つたら うと 思 はれる。 延 代の 着 付 も 作者 以上 だ、 此方の 形 は餘程 新派の 河 合 に似てる や 

うに 思 はれる のが 氣の故 かもしれ ない。 (鸚鹉 公) 
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黎 . 明 (口 繪參 照) 

だ- ャ まひ 

黎明 (Aurono はバ アン • ジ ョ オンスが 一 千 八 ぼ 九十 九 年の 作な り、 背景 及び 周 图の措 超 は、 一 千 

八 百 六十 七 年、 オック スフ ォ ー ド の 停車場 近き 橋より なされた る ス ケ ツチ を 基と したる ものにして、 

t0, 共 所在り、 そこ 訪れて 此繪思 ひ 川で ぬ はなしと ぞ。 

とりな 《-  あしどり 

少女 は卽ち 「曙」 の 精な り、 行動の 優しく 歩調の 輕ら かなる、 ボ ツチ チ H ルリの 繒を 見る が 如し。 

水靜 かなる 渠溝沿 ひの、 輻狹 き煢道 を 舞 ひ 走りつつ、 繞鈸打 鳴らし て^れる 家を覺 ます。 

「眠れる 家」 と は 何ぞ。 詩 か小說 か、 脚 木 か， 批評 か、 吾人 知らす。 如何に 物 云へ ども、 覺め たる 人 

の 一一 一一 n 紫なら すむ ば^なし、 如何に 筆 執れ ども、 覺め たる 人の 文なら すむ ば 詮なし。 明治 三十 九 年 正月 

十日、 此繪を 新 日本の 文 擅に 捧ぐ。 (鸚鹉 公) 

I (明治 三十 九 年 一 月號) II 


詩 壇 漫 ^一目 

海 潮 音 

上田 敏 氏の 譯詩を 集めた ものである。 「卷 中收 むる 所の 詩 五十 七 章， 詩 家 一 一十 九 人 * 伊太利 亞に 三人、 

英吉利に 四 人、 獨 逸に 七 人、 プ a. 、ヮ ンスに 一人、 而 して 佛蘭 西に は 十四 人の 多き に 達し、 曩の 高踏^ 

と 今 の 象徴派と に屬す る 者其大 を 占む。」 

「譯 者の 同情 は 寧ろ 高踏派の 上に 在り」 と 云って 居る が、 量から 見ても、 質から 兌ても、 譯者は 高踏 

派の 作の 譯 より 象微 派の 作の 譯に カを盡 したら しい。 

、、、、：：：§ や 

象徴派の 詩に 對 する 譯 者の 意見 は 序文に 於て 之 を 見る 事が 出来る。 「譯者 は 今の 日本 詩壇に 對て、 專 

ら 之に 則れと 云 ふ 者に あらす、 素性の 然 らしむ る 所 か、 譯 者の 同情 は 寧ろ 高踏派の 上に 在り， はた ま 

た ダンス ン チォ、 ォォ バネルの 詩に 注げり、 然れ ども 又 徒らに 晦澀と 奇怪と を 以て 象徴派 を攻む る 者 

に 同ぜす。 幽婉奇 聳の新 聲、 今 は 胸奥の 絃に 觸る& にあら す や、 坦々 たる 古道の 盡 くるに あたり、 荆 

棘路を 塞ぎた る 原野に 對て、 之が II 拓を 勤む る 男 猛の徒 を 貶す 者 は 怯に 非ら すむ ば惰 なり。」 と 云 はれ 

たの は 極めて 同感 だ 。「象徴派の 詩人 を 目して 徒らに 神 經の銳 きに 傲る 者な りと する 評 家よ、 卿 等の 神 
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經 こそ 寧ろ 過敏の 徵 候を呈 したら す や。 未だ 新 聲の美 を 味 ひ 功を牧 めざるに 先ち て、 早く 共 弊 竇に戰 

慄 する もの は 誰 ぞ。」 と ^破した の も 痛快 だ。 トルストイに 就て 「日本の 評 家 等が 僅に 「藝術 論」 の 一 

部 を抽讀 して、 象徴派の 貶 斥に 一 大聲援 を 得た るが 如き 心地 ある は、 毫も 淸新體 の 詩人に 打 擊を與 ふ 

る 能 はざる のみ か、 却て、 老 伯の 議論 を 誤解した る 者な りと 謂 ふべ し。 人生、 觀、 の、 根、 本、 問、 翌 、こ、 於、 て、 ^ 

と說を 異にしながら、 其 論理 上 必須の 結艰 たる 藝術觀 のみに 就て 贊 JI4,^;tJ;iAJ^i 、るい^いが^  _ 

と 云 はれた も、 ト ル ス トイの 最劣作 "What  is  Art?" に ェ ネル ギ ー の 供給 を 仰ぐ 日本  一 ^の 評 擅 こ 一 

大 痛棒 を 喰 はした もの だ。 

譯 者が 譯述の 法 は， 「a セッ チイが^ 太 利 古詩の 序に 述べた ると 同一 の 見」 に 依られた もの ださう で 

ある。 そこで Kossctti の "Early  Italian  Poets" の 序を繙 いて 見る と、 其 rfr こ、 

The  Life—bloocl  of  rhymed  trauslation  is  this —— that  a  good  poem  shall  §t  be  turnd  into  a 

Iglonp  The  only  true  motive  for  putting  poetry  i-lto  a  fresh  language  must  be  to  endow  a  fresli 

nation,  as  for  as  possible, さ ith  one  more  Issscsion  of  beauty,  rlry  not  bcigg  Js  exact  scieuce, 

iitcrality  of  rendering  is  altogether  secondary  to  this  chief  ai ミ. I  say  Jitcrality, i not  fiddity 

which  is  by  no  means  the  same  thing.  Wheu  literality  can  be  combined  with  what  is  thus  the 

11i.y  coition  of  success,  the  translator  is  fortllgte,  i  m-st  -strive  his  -tml  to  unite 


tliem;  wlien  such  object  can  only  be  attamed l>y  parallal.asc,  tliat  is  his  only  J. さ sii. 

と 云 ふ樣な 事が 書いて ある。 此 意見に 從 はれた 上田 氏が 栗して 其 實を擧 げられ たか、 如何 は 淺學予 

の 如き 者の 論じ 得る 事で 無い から、 予は予 として 此の 譯に 就て、 一二の 臆斷^ 述べて 兑 たいと^ ふ。 

「み をつ くし」 を 讀んだ 時 も然ぅ 思った 事で あるが、 譯者 は佛蘭 西の 壯んな 奔放な 作 を、 餘リに 品 好 

くして 了った 弊が あり はしまい か、 所謂 「和らげ」 過ぎた 傾が あり はしまい か。 

其 主な 原因 は、 西洋の 近世の 詩を譯 すのに、 日本の 古い 語 を 用 ひ 過ぎた からで は あるまい か、 「は獅 

子」 とか 「紫 摩 黄金」 とか 「梯 立」 とか 云 ふの が 其 一 部の 例 だ。 

それから 調子 を餘 りに 莊^ にしゃう と 企てられて、 却て 軍歌 調に なった 處が あり はしまい か。 

心安 かれ、 饍ざ めよ、 明日 や 食ら はむ 人 g を 

又 さは 云へ ど、 汝が身 も、 明日 や 食 はれむ、 人 問に 

の 如き は 其 一 例で ある 「禮 拜」 にも 大分 左樣云 ふ處が 見えた。 

さて 愈 本文に 這 入る。 

卷 頭が 「燕の 歌」 は ダン ヌ ンチォ の 脚本 「フランチ H ス 力 .ダ. リミ 一一」 の 中に ある 歌 だが、 誠に 美 

しく 譯 して ある。 慾に は 七五調で 莨いて 頂きたかった。 

Lccontc  de  :Lis】e の 作 は * 「翼 晝」 と 「大 饑餓」 と 「象」 と 出て 居る が、 譯も 代物 も 「象」 が 一 桥好 
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ぎ さ 

い。 然し 「象の 邦」 などと 云 ふ 言葉 は 例の 美し 過ぎて 「ざう」 と 云 ふ 大きな 感じ を 削ぎ はしまい か。 

Leconte  de  Lisle の 詩 は、 叙事 又は 叙景 をした 後で、 別に 自家の 感想 を 述べる 處、 餘程 pasassiag 

の 風が あると S ふ。 Brunetiere も此 詩人が art、5ists、  f<>l.、  iu.ts  sake  §ly と 云 ふ象徵 派の 一 原則 を 破 

つ て 居る と 云つ て 居る やう だ、 Hugo の ：J. お endes  dcs  Sice 一 es" から ィ ン スピレ ー ショ ンを 得た 人 だ 

さう だが、 成程 左樣 らしい。 

J.  M.  De  Heredia の -Trophdes" から は 「珊瑚礁」 と 「床」 と 「出征」 とが 譯 出されて 居る が. 「珊 

瑚礁」 がー 赉 好い。 

鳞の光 のきら めきに 白 琺瑯 を 曇らせ て 、 

枝より 枝を橫 ざまに、 何を尋 ぬる 一 大魚、 

光 透き 入る 水 かげに 慵げ なり や、 もと ほりぬ。 

の あたり は、 小 佻の 時分に、 ダ ー クの 操り、 人形の 海底 旅行 を 見て、 狂喜した 當 時の 感を 繰り返す 

計りであった。 「床」 は 題詠め いて 嬉しくない。 

Sully  Prudhomme の 作で は 「夢」 と 云 ふが 一 つ 出て 居る。 敎訓 的で は あるが、 優しい 歌 だ。 

Bandelaire の "Flcurs  du  Mai" から は、 「信天翁」 「薄暮の 曲」 「破鐘」 「人と 海」 「梟」 と六篇 出て 居る。 

中で 「信天翁」 が  一 ^の 傑作で ある， 「煙 脊に嘴 をつ.^ かれて、 心無に は 嘲 けられ」 の あたり 「靑雲 の 


帝王」 に對 する 同情の 深く 細かい が 何より 嬉しい" 「簿暮 の 曲」 は 日本語に は 終に 移し 難レ もので は あ 

るまい か、 「破鐘」 は 悲痛， 「人と 海」 は 題詠め いて 面白くない。 梟の 前半、 

黑葉水 松の木 下 闇に 

並んで とまる 梟 は 

昔の 祌を いきうつし 

赤 服む ぎだし 思案 顔 

體も 崩さす、 ぢっ として 

なに を 思 ひに 暮れが たの  . 

傾く 口 脚 推し こかす 

大兇 時と なりに けり 

と 云ふ處 は、 名譯 た。 此 作の 後半 は あらす もがな だと 思 ふ。， 

pil-1  Verlahie の 作 は 「譬喩」 と 「よくみ る ゆめ」 と 「落葉」 と 三つ 出て 居る。 「譬喩」 では、 

げに 末つ 世の 反抗 表裏の 日に ありて は 

人間よりも 畜生の 信 深くて 

心 素^に 忍 辱の 道 守るなら む 
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と 云 ふ 結句が 痛切で ある。 「落葉」 は 快き 悲哀の 感を與 へた、 譯が 好い ので あらう と 思 ふ。 

其 次々 は Hugo の 「^心」。 例の 力 イン を 歌った ものが 出て 居る。 此歌は 結末の 二 行が 寶に 凄い の 

だが、 

地下の 戶を はたと 閉づれ ば こ はいかに 

天眼な ほ も 奥 津狨に 力 ィ ン を眺む 

とだけ では 物 足らぬ 様に 思 ふ。 

次 は Fnscois  COP1 き の 「禮 拜」。 これ は實に 傑作 だ、 戰爭文 學は斯 く ありたい。 終から 四 行 目の 

「醜行」 と 云 ふ 文字 は、 他の 意味に とられ はしまい か、 心配 故 一 寸 一 言して 愆く。 

其 次に は獨 逸の 七 詩人の 作が 出て 居る。 アレンの 「わすれなぐさ」 と 云 ふ ものが 最も 氣に 入った か 

ら、 全文 を祸 げやう、 

ながれの きしの ひと もとは 

みそらの いろの みづ あさぎ 

なみ、 ことごとく、  くちづけし 

はた、 ことごとく、. わすれ ゆく 

次に 氣に 入った の は ブッセ の 「山の あなた」 . 


山の あなたの 空 遠く 

「幸」 住む と 人の い^; 

(原) 

噫 われひと 尋ね ゆきて 

淚 さしぐ み、 か へりき ぬ。 . 

山の あなたに なほ is  く 

「幸」 住む と 人の いふ。.  . 

と 云 ふの だ。 

バルシ ュの 「春」 は 感服せ す。 ク a ァ サンの 「秋」 は實に 好譯だ •」 

け ふ つくづくと 眺 むれば 

悲の色 口に あり 

たれ も つ らく は あたらぬ を 

なぜに 心の 悲しめる 

秋風 わたる 靑 木立 

. 葉な み ふる ひて 地に しきぬ 
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きみが 心の わかき 夢 

秋の 葉と なり 落ちに けむ 

ボ シン ゲルの 「わかれ」 。スト ルムの 「水無月」 ハイネの 「花の をと め」 何れも 不 感服 だ。 

其 次に は Browning の 作が 五つ 計り 出て ゐる。 「瞻 望」 「出現」 「至上 善」 など は、 此譯 者の 筆に 向かぬ 

もので は あるまい か. 「岩 蔭」 にも 始めの 一節が 原作 程の 妙味 を傳 へて 居らぬ と 思 ふ。 

「春の 朝」 が 最も 好く 譯 して ある、 之に は 何人も 筆 を 加へ る 事 は 出来まい。. 

時 は 春 

日 は 

朝 はじ 時 

片 岡に 露み ちて 

揚雲笹 なのりいで 

蝸牛 枝に 這 ひ 

祌、 そらに 知ろ しめす 

すべ て 世 は 事 も 無し。 . 

と 云 ふの だ。 


其 次に は Shakespeare の ，willter、s  Talc" の 中の 花の 歌が 「花 くらべ」 と 云 ふ 题で譯 出して ある。 

「あ \今 は 無しし よんが いな」 と 云 ふ 風な シャ レタ もの だ。 

次 は 〇llristina  Kossetti の 「花の 敎」 それから Gabriel  JBassetti の "House  of  L-ife" から 「ト曲 j 

「戀の 玉座」 「春の 貢」 など、 出て 居る が、 七 五を茧 ねて 一行に した 形が" 餘り 成功して 居らぬ のは殘 

念 だ。 

さて 共 次に は 象徴派へ 戾 つて vel.liael.cne の 作 「鷺の 歌」 「法の 夕 1 「水 かひば」 「畏怖」 「火宅し 「時鐘」 

と 云 ふ 七篇が 出て 居る。 中で 「水 かひば」 が 傑作 だと 思 ふ. 「畏怖」 「火宅」 は餘り 成功した 譯 では ある 

まい。 「時鐘」 は 題詠め いて 氣に 入らぬ、 殊に 「これ や 時鐘の 云々」 と 云 ふ リフレインの 譯が 調子 附ぃ 

てゐて 面白くない。 

次に は Kodeiibach の 「黄昏」 と 云 ふ ものが 唯一 つ 出て 居る が、 予は此 作者の 他の 作 を もっと 多く 

見たかった。 

其 次に は象徵 派の 靑年 作家、 Henri  de  Keguier と Albert  Samaiii との^-が 出て 居る * 前.^ に は 「銘 

文」 「愛の 敎」 「花冠」 後者に は 「伴奏」 と 云 ふの が 出て 居る が、 多大の 感興 を 喚び 起す 底の 者で ない。 

レ ュ H とサマ ン との 問に グリフィ ンと云 ふ 人の 「延び あくびせ よ」 と 云 ふ ものが 出て 居る が、 作 

は 知らす。 譯 ではつ まらぬ。 
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北 (次に Jesl  mosas の 「 賦」 Mallannd の 「^嘆」 が 出て 居る、 マラルメの 作 はもつ と 澤山兑 たか 

つた。 

其 次に はォォ バネルの 「.a 楊」 「故國 L 「死の あなたの」 が 出て 居る が、 何れも 感嘆、 殊に 「故 剧」 が 

妤ぃ 

小 ほ でさ へ も巢 は戀し 

まして 靑签、 わが 國ょ 

うまれの 里の 波 羅葦^ 雲。 

其 次に はグラ ァフの 「解 悟」 、ダンス ンチォ の 「篠 懸」 「海 光」 など 出て 居る が、 格训讀 んで 感じた 所 

も 無い。 

終に 予は 記者が 題の つけ 方の 巧い のに 感服した 由 を 中して S く。 (鸚鹉 公) 

—— (明治 三十 九 年 一 月號) —— 


文 藝諸雜 誌 合評 

新 小說。 鉸 花の 「仲の 町に て 紅^ 會の 事」 名文な り。 「惡 if: 篇」 より 好 もし。 巾に 「や あ \ と  一 0 か 

けたる ばかり、 问 じ 筵に 集 ひたる 若き 藝妓の 一 人の 袖と、 一 人の 裾 を 跨い だるま &、 狭ければ 動き も 

ならす、 竹 風 君 は 立ちた まひぬ」 と あり。 日本 趣味 萬歲。 (废應 ) 

文 藝倶樂 部。 雜錄 では 「蝶 花 樓昔樂 が  一 ^面白い。 松槳は 「ハイカラ 劇 話」 と 云 ふ 題で、 俳優 仆井 

蓉 峰に 對 して 愚痴 を 零して 居る。 (慶應 ) 

月刊 スケッチ。 燊 木さん の 「活 きた 型」 と 云 ふ 文 は， 「歌舞伎」 へ戟 せたい やうな 氣 がします。 (^鹿つ 

火 鞭、 鐵鞭 王の 「猛火 怪焰」 は^ 1 だ不 鼓； 面目な ものであって、 社會を 改良せ むと せらる、 紳士の 言 

葉で はない。 「百 人の 海老 名彈正 ありて 一 人の 乞食 は 減少せ ざる 也。 千 人の 內村鑑 三 氏 ありて 一 人の 立 

ん坊は 無くならざる 也. j と ある 後に 「萬 人の 火 鞭 記者 ありて 一 人の 盜贼は 無くならざる 也」 とつけ た 

ら火鞭 記者 は 何と 云 はる X であらう。 「戀 愛に 對 する 二十 餘 家の 見解」 と 云 ふ ものが ある、 諸 大家が 雜 

誌 記者に 試験 をされ たもので あるが、 僕の 見る 所では、 及第者 は宮崎 湖處子 唯一 人、 见に角 天下 泰平 

な 事で ある。 (慶應 ) —  |( 明治 三十 九 年 一 月號) II 
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新劇 非 藝術論 

新劇 は 永久に 藝術 でない と豫 言す るので はない、 現今の 新劇に 藝 術の 名 を 冠す るの は、 まだ 早い と 

、、、、、、 

云 ふので ある。 

舊劇を 煽てて 新劇 を 呪 ふので も 無い——  ^釗が 人生 を描寫 する 藝術 として、 明治の 靑 年に 不滿 足な 

點の多 いのは 明らかな 事であって、 吾人 明治の 靑年は 衷心 或 新しい 劇を耍 求して るのに 違 ひない。 然 

し 今日 の 新劇 は 吾人 靑年 にと つて 舊 劇よ りも^ に 不滿足 な ものである。 

日本 明治の 藝苑 では 取 も 進歩した もの は小說 であらう、 最も 遲れ たもの は 脚本で あらう、 然し 新劇 は 

其 最も 遲れ てる 脚本に も 劣って 居る と 云 はなければ ならぬ。 二三の 好 脚本 無き にし も 非る に、 手 を 下 

す 者の 少ない の を 兌ても 分る。 

何が 故に 新劇 は然く 遲れて 居る のか。 

新 俳優 は 一ず 下に 答へ て 曰 ふだら う。 「まだ 始まって から 幾ら も經 たない もの」 と。 

成程、 新劇が 起って からま だ 十二 三年し か經 たぬ。 然し 明治の 十 年 は德川 時代の 百年に も あたる 事 


を 思 はなければ ならぬ。 兵隊が 露西亞 と戰爭 をして 歸っ て來る 11 は， 東京 中 鼋率鐵 道が 敷け たで はな 

いか。 膝史の 短い と 云 ふ 事 は 決して 辯 解に ならない。 

新 俳優 は 更に 答へ て 曰 ふだら う。 「脚本が 惡 いから だ」 と。 

成程 脚本の 好 いのは 少ない、 然し 絕無 では あるまい、 何故 其 好 脚本 をと つて 演ら ないで、 愚劣な 流 

行小說 にの み趨 くので あるか， 縱令好 脚本が 全然 無い とした 處で、 之 を 仕 活かす の は、 俳優の 技倆 如 

何に あるの だ、 圑十郞 は櫻痴 居士の 平凡な 脚本に 侬て、 吾人に 今日 忘る-能 はざる 感動 を與 へたで は 

無い か。 脚本の 惡 いと 云 ふ 事 は 決して 辯 解に ならぬ。 

然 らば 何が 故に 新劇 は然く 遲れて 居る のか、 何が 故に 新劇 はま だ藝 術で 無い のか。 

僕 思 ふに 一 つの 大きな 原因が ある。 

第一、 藝術 としての 劇の 耍 素の 一 つ は、 肴 客に 精神 上の 感動 を與 へなければ ならな. S の だ、 看客に 

精神 上の 感動 を與 へる に は、 俳優に 精神 上の 用意が 入る。 今日の 新 俳優で、 果して 眞 面目に 精祌 上の 

用意 をして 居る ものが あらう か。 今日の 新 俳優で、 あれ は 熱心 だ. 彼 は 苦心す る. と 云 はれて る 人 は、 

多く 形の 上の みで 焦心 苦慮す る 人達で ある。 例へば 「伯爵 夫人」 に 於け る 河 合の ルイズの 如き、 形の 

上で は實に 苦心 をした もので あらう が、 吾人 は 其 形 を 見る に 忙しくて、 精神 上の 感動 を 受ける 暇がな 

い。 否、 暇が あっても 何等の 感動 を 受けなかった らう • 何と なれば 精神 上の 用意が 餘 りに 等閑で あつ 

小山 內薰 令： 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 二 七 


小山 內薰仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 二八 

たから。 人物の 性格な ど は 如何で も 好い の だ、 人物の 境遇が 如何で あっても 構 はない の だ、 人物が 他 

の 人物と 如何なる 精 祌的關 係に 於て あるか、 そんな 事 は 如何で も 宜しい の だ、 唯 西洋人が 日本語 を 操 

つたら 斯う あらう、 西洋人が 日本 服 を 若たら 斯う あらう、 狂に なったら 斯んな 股つ きをす る、 咽喉 を 

突いたら 斯ん な聲が 出る、 其方の 苦心 許り だ。 俳優に 精神的の 用意の 無い、 從 つて 看客に 精神的の 感 

動を與 へない 劇が、 何で 藝 術な もの か。 

第一 一に、 劇の 藝 術た る资格 は， 團體 として 美で なければ ならぬ、 一 個人 一 個人が 幾ら 美で も 全體と 

の 調和が 取れなければ 何にもなら い。 

僕 思 ふに 現今の 新 俳優 程 利己主義な 者 は 天下に 無い と 思 ふ。 自分 だけ 妤ぃ役 をと つて、 それ を 自分 

の 都合の 好い やうに、 兑物を 喜ばせる やうに 演 つて， 大 向の 暍釆を 得さへ すれば、 それで 滿足 なの だ。 

i た 

傍に どんな 人物が 居 やうと、 傍の 人物が 何 を 云 はう と、 後の 景色が 何で あらう と、 時 問 が 何時で あら 

うと そんな 事 は 一 切 構 はない、 自分 だけ 綺麗なら 好い の だ、 自分 だけ 巧ければ 好い の だ、 自分 だけ 儲 

ければ 好い の だ。 河 合の ルイズ は此 場合に も 適合す る。 圑體 として 調和の 卖を發 揮し ない 劇が、 

何で 藝 術な もの か。 一括して 云へば、 新劇の 藝術 にならぬ 原因 は 新 俳優の 頭腦の 不完全に ある、 然し 

彼^に 今更 舉問を 新たに する 程の 忍耐力 は あるまい、 玆に 於て か 僕 一策 を獻 する、 休場 中に 屢々 擧者 

を 招 じて 劇に 關 する 話 を聽き 給へ。 (鸚船 公) - I  (明治 三十 九 年 一 一月 號) ！ 


理想 劇場 建設 反對論 

イブ ヒンの 描 (た 牧師 プラント は、 苦心 經營 して 理想的の 會堂を 建てた が、 其 開 堂 式の 日、 之に 入 

るべき 理想的の 信者 無き を 悟り、 新會 堂の 入口に 鍵して、 其 鍵 を 川の 中へ 投じた！ 

二 

近頃 理想的 劇場 を 作れと 云 ふ 論が 大分 盛んだ。 誠に 結構な 事で ある。 旣に或 有志 家は實 行の 第一歩 

に f ハた やう だ、 更に 結構な 事で ある。 然し 議論 家 も 實行家 も、 思 ふ 所 毫も 「器」 以外に 出な いのは 

殘念な 事で ある。 幾ら 立派な 器が 出来ても、 之に 入れる 物が 無かったら 何にもな るまい。 理想 劇場 新 

築 論者よ、 牧師 ブラント は、 卿 等が 前車の 覆 轍で あらう ぞ。 

三 

一 體 俳優 は 如何す る毡り だ？ 

.ia-ri 就て は 他人 哚を容 るる 權利 なければ、 其 宗敎の 成 田 山なる と 池 上なる と は 論せ す、 快 樂と云 

へば 酒と 女 或は 食物、 讀喾と 云へば 新聞の 三面， 或は 劇評の 切拔、 少し 進んで 流行 小說の 走り 讀 みに 
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止まる 現今の 俳優 は、 果して 现想的 劇場に 入る 資格が ある だら うか。 理想的 劇場に 入るべき 俳優 は、 

少く とも、 品性と 敎 育と 技 藝と相 待って 發 達した もので 無くて はならぬ。 斯う 云 ふ 俳優 は 今日 絕 無と 

云って 宜しい。 

次に 作者 は 如何す る 積り だ？ 

現今の 作者なる もの は 流行 小說 を讀ん で、 趣意 すら 呑み込めぬ 者が 多い。 之 を 脚本 化する 力の 絕無 

なる は 勿論で ある。 立派な 新 脚本 を 書くな ど、 は 思 ひも 寄ら ゐ事 だ。 加 之、 自分の 書いた 物 を 俳優に 

渡す が 最後、 あと は 野と なれ 山と なれ、 廿 世紀 日本 詣 名優の 仕 勝手に いぢく り 廻され て、 自分の 書い 

た 文句 は 一 行 もた くな つて 了っても 一 向平 氣 なのが ある、 不見識 も亦甚 しいで は 無い か。 苟も 理想的 

劇場に 入るべき 作者 は、 ^越した 見識の ある 詩人で なければ ならぬ， 人生に 就て 多少の 宗敎的 或は 哲 

舉的 思索 を經た 人で なければ ならぬ、 斩 脚本 創作力の 諸 要素 を 具備した 人で なければ ならぬ の は 無論 

の 事 だ。 斯う 云 ふ 作者 は 現今 絶無と 云っても 宜しい。 

四 

米 榧 は 無くと も、 米 さへ あれば 飢を醫 すに 足る！ 米が 無ければ、 米 榧 はあって 益な し！ 蒔繪の 

重箱 を 持へ て 待って 居ても、 天から 牡丹餅 は 降って 來 ない！ 


僕 は 以上で 理想的 劇場 は 建物の みで 成立す る もので は 無い と 云 ふ 事を說 いた 積り だ。 建物の 心配し 

かしないで、 理想 劇場 呼ば はり をな すの 愚劣なる を 論じた 積り だ。 

然し 僕 は 唯 新しい 劇場の 出来る 事に 就て 決して 異存 は 無い、 其 劇場が 新式なら ば尙 結構で ある、 其 

劇場が 日本 剌逍 在来の 惡弊を 破って 新制 度 を 用 ふるもの ならば 更に 愉快 だ、 是非 やって 貰 ひたい、 唯 

止めて 欲し いのは 「现 想」 呼ば はりだ。 八 マ度實 行の 端緒に 着いて る 劇場 新設の 計 畫が采 して 「理想」 

呼ば はり をし ない ものなら ば、 僕 大いに 賛成 だ、 しかも 注文が ある— 

4； づ 第一 が 建築の 設計に 苦心して 貰 ひたい 事、 殊に 花道に 就て 再考 三考を 煩したい 事。 

第二 は 建築 费と 同時に 維持費の 寄附 を 募って、 入不 入に 關ら す、 立ち行く やうに する 事。 

第三 は觀劇 料の 事で、 是は 中流の 人の 堪 ヘ^ろ^ 度に t めて 貰 ひたい 事。 別に 勞働者 特待 法 を 是非 

設けて 貰 ひたい 事。 

第 四に 脚本 選定に 就て 立派な 顧問 を 置いて 貰 ひたい 事、 例へば 鷗外 先生と か、 ^遙 先生と か。 

第五に 俳優 は 技 藝の長 じた 者 を 選む 事、 これ は餘り 解り 切った 注文の やうで あるが、 決して 左樣で 

ない。 近頃の 俳優に は、 道具 立の 巧い 人が ある、 演說の 巧い 人が ある、 おどかしの 巧い 人が ある、 技 

藝に長 じた 人 は 甚だ 少な い と 言 ふ 事 を 警告して？ 5- く。 

是で 注文 は 終った。 此 議論 も 終る としゃう。 (鸚鹉 公) —-( 明治 三十 九 年 二月 號) ，—— 
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比  ¥ 

1 一 リ卩 

田 口 菊 汀 著 

〇 伯爵 夫人 (後篇) 

上 s 屋書 店發賣 

岩 船 願 入 寺 門"： i に數 馬と 袂を 別った 延代 は、 程 もな く 横 原 伯と 盛んな 結婚式 を擧げ る。 同時に 桉 

は 外務大臣の： S を 占めて、 聲名 並ぶ ものな く、 知る も 知らぬ も 伯爵 夫婦の 幸覦を 祈らぬ 者 はない。 

中 桐 數馬は 如何した らう * 彼 は 其 後 北海道へ 渡って 札幌 農場の 世話 係とまで 身 を 落し. 計らす 操 子 夫人 

の 寶夫須 山 織 記 及び 其 妹娘 靜 代と を 災難の 淵から 救 ひ 出し、 其が 緣 となって 三人 は 一 家 を 構へ る 事に 

なり * しかも 彼の 親友 津久 井が 日 東 移民 會 社の ffi 役と して 同地に 出張した るに 逢 ふに 及び、 四 人 は 手 

を携 へて 上京し、 須山 親子と 數 馬と は 以前 通り 同居して 隅 田 川の ほとりに 居 を 構へ、 數馬 は津久 井と 

同じ 會 社の  一 n 貝と なり、 遂に 其會 社の 强敵 たる 一 不正 移民 會社 撲滅の 目的 を 以て 代議士にまで 推薦 さ 

れ、 手ぬ るい 横 原 外務の 矢面に立つ 事と なる。 横 原 は 身 外務大臣の 椅子に ありながら、 何故 不正なる 

移民 會 社を處 分す る 事が 出來 ぬので あらう。 共 は 其 龠 社の 大 株主た る 新歸朝 者鄕田 海軍 大佐が、 伯 埒 

の 喉に 手 を當て i 居る からで ある。 伯爵の 喉と は 何。 伯爵が 其 以前に 巴 里留舉 中 我が 胤 をまで 宿さし 


た.^.. 一：： 樂^ ルイズ 共 人で ある。 鄕 m は佛 M 在^中 ふとした 事から 此 女と 言葉 を 交す に 及び、 よき： S 物 

ござん なれと 共に 伴って 歸 朝した ので、 最も 名譽を ffl ん する 伯^: は 身動きの 出来ぬ 始末と なった。 间 

時に 三輪の 资郞は 時 こそ 來 つれと 嫉妬の炎 を 燃やし 立て ゝ、 延代 夫人の 身に 近く 之 もい さゝか 伯爵に 

^怨を 含む 鈉井 を^ 具にして 盛んに 延 代と 伯爵との 仲 を 割かん と勉 める。 延 代が 快樂の 夢に^つ たの 

も^の 11 であった、 鄕 W の 術中に 落 入って 又もや ルイズに 心 を 移す やうに なった 伯爵。 資郞の 差金に 

依って 憇言 を呈 する 鈉 井の 言 を 信じ 出した 延代。 一 一人 は 何時の 問に か 遠く離れて 冗に： s 一 を 結ぶ 様にな 

つた。 

ある 日 鄕田操 子 は 計らす 絶えて 久しい 數 馬の 姿 を 吾妻橋の 近傍に 兑 たので、^ 年の 恩 を 謝す. ベく 丼 

仕 居 を訪づ れ ると、 取次に 出た の は 自分が 其 昔 振りす て た I 貧 妹 の靜 代であった。 實 に 人 問と 言 ふ もの 

は 我 俊 勝手な もの だ、 靜 代と 其 後の 有樣を 語り 會 つた 操 子 はっく < ^父親 懐かしく、  二つに は靜 代が 

人知れ す數^ を戀 してる こと を 兌 拔き， 又數馬 が 織 記 及び^ 久 井が 進む る靜 代との 結婚 を 否む の は 正 

し く^ 延代 の 今の 身 を 知 らす に心殘 してる もの と 察し て , 妹 可愛 いさか ら -U 人 の 屮佐の 謀が 元 となつ 

て、 今 は 伯^の 勘氣を 受け、 口々 苦悶の 淵に 浮みつつ ある 延代を も 救 はむ 事 を 思 ひ 決し、 時日 を-: えめ 

て延 代^お を^ 兌 させ、 一 方に は延 代が 欝 を 慰め (？) 一  方に は數 馬に 延代を 思 ひ 切らせむ と 計った。 

され^ 意地の 悪い 子 憐に北 ハを兌 付けられて 伯^に 通じられた 爲め、 二人 は 思 ふ 萬 分の 一 も 話し 會 はぬ 
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中 再び 刖れ ぬば ならぬ 事に なった。 然し 數馬が 同情 ある 忠言 は餘程 伯爵の 心 を 動かした と 見えて、 數 

馬が 鄕 田家 を 去る 時の 伯爵の 態度 はすつ と 鄭重に なって 居た、 恐らく 伯爵 夫人 も 不遇に 落ち入って か 

ら絡 えす 思 ひ 出された 數馬 の、 代議士とまで なって 一方の 旗頭と なって るの を 見た の だから 余 は 心に 

掛る雲 もな く、 伯に 仕へ る 事が 出来 やう、 あまつ さへ 彼の 外國^ 人 も 操 子の 苦心に 依って 今 は 歸國す 

るとまで 事が 運んだ の だから。 數馬 とても 最早 何 ぼ 何でも 人の 妻た る延 代に 心は殘 すまい。 まして や 

津久 井と 云 ふ 友達 思 ひの 親友が あるの だもの、 靜 代と 結婚した の は 「言 ふまで もない」。 之が 伯爵 夫人 

の 結末 だ。 

何も こんな 處 まで 云 ふに は 及ぶまい けれど * 僕の 知って る ある 者が、 終が あっけな いと 云って こぼ 

して 居た から 其 人の 爲 めに 一 寸說 明した ばかり だ。 

さて 批評と なると 僕の 如き 簡便なる 而 して 圓滿 なる 筆法の 骨 を 心得て 居らぬ 者 は 作， 者に 對 して は 苦 

く  * 讀 者に 對 して は 甘く 感す ると 言 ふやうな 筆の 廻し 方 を 知らぬ ので 困る、 然し 讀者の 方は讀 者の 方と 

して 此處に は 作者 丈に 讀んで 戴く の を 目的と して、 僕が 見て 可笑しい と 思った 處丈を 書いて 見やう。 

僕 は 前編に 於て 此作を 甚だ 紅葉 先生の 金色 夜叉に 似て 居る と 言った。 然るに 後編へ 來 ると 貧 一 と 同 

じ 様な 道に 落ち入らす、 見事に 堪へ 通した 爲め、 見事に 成功した。 恐らく 當 作者 はず 二 の 後 身 を 胸に 畫 

きつつ 其 反 對に出 やうと して 之 を 作った ので は あるまい か、 彼 は 失 戀の餘 り 堕落し" 是 は失戀 すと い 


へど も 己が 立場 を何處 まで も 保って 遂に 成功す る。 作者が 前身 を 同じ 樣な 徑路に 書きながら、 後 身 を 

反對に 出た の は 其 筋に 於て 金色 夜叉に 求むべからざる 者 を 求めて 貫 一 の 意氣地 無き を 罵った 或 部分の 

讀^ を萏 ばした に は 違 ひない。 僕 とても 是 丈に 意志の 强ぃ (？) 人 を 書いて 吳れ たる は 非常に 嬸 しい。 

然し、 後 身に 於. て是 丈に 成功す る 人なら ば、 彼の 前身に 於て 最少し はっきりした 處が 見えさうな もの 

だった と S ふ。 同時に 例へば 後 身に 於て 成功す る 人に しても、 斯 くの 如く ぢりぐ 押しに 成功す るの 

は此 人物 をして 不自然の 様に 思 はせ る。 どうも 僕 等 束 京 育ちの 者に は此 前身と 後 身との 問に もっとも 

つと 大きな 精神の ー轉 化がなければ まだ るつこい やうに 思 はれる。 數 馬の 後 身の 描寫は 如何にも 越後 

あたりの 辛抱 づ よい 田 舍 的で、 牧 丈け 辛抱 心が ある 人なら ば、 無論 前編に 於け る 千 閬(？)© 乎， 形 は 確 

かに 延 代から 受け取った， 女の 事な ど は 直きに 念頭 を 去って 了 ひさう に 思 はれる が、 僕 はま だ小說 を ほ 

ん とに 書いた 事がない から、 如何 一一 目 ふ 手心で あ. - いふ 風に 進んで 了 ふ もの， か 分らない。 共から 此 後編 

で 數^ 延代兩 人 の 父の 遣 言 に 就いて、 餘り 多く 言 は ぬの は 不可ない と 思 ふ。 数お が 代議士 になる 時、 

又延 代が 立身 はしながら も 不幸なる 日を經 て、 今更に 數 馬の 事 を 思 ひ 出す 時な ど は、 しばく 其の 事 

を 繰り返して 貰 ひ 度かった。 然し 連日 揭戟の 長編 もので、 ー氣に 書き上げて 心 ゆく まで 書き直し たも 

のぢ やない の だら うし、 又 都合 上 新聞社から 念 がれる 事 も ある だら うから 普通 眾 行の ものと は 幾らか 

斟酌し て 言 はねば 作者 に は 氣の毒 かも 知れな い。 次ぎに 言 ひたいの は 之も^ い で 香き なぐ つ た 故 か と 
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小山 內薰仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評 ，  四 三 六 

も 思 はれる が 同じ 言葉が 幾度 も 川って ある 事で、 會 話の 中の は 場合に 依って 仕方がな いが、 過去の 事 

柄 を 叙す るに 常って、 同じ 事に 同じ 筆法 を ffl ねて 用 ひるの は、 如何に 新聞 物と は 言へ 辱 かしい 事で は 

あるまい か、 例へば 延代 と數馬 とが 昔 別れた 時の 事 を 叙して 第一 頁の 初 行に、 

失意 の 影と 得意 の 姿と が、 彼の 音と 唄 の聲 とに 隔てられて 願 入 寺の 門前に 哀別 の淚を 落し て か ら， I 

II と あるかと 思 ふと、 直ぐ 七 M に、 

唄の 聲と淚 の 目と に逡ら れて願 入 寺の 門前 を 立 去った 三年 前の 幻影 は —— 

と あり、 又 一 一十 八 m 、に、 

三年 以前の 初冬の 夕、 願 入 寺の 門前に 落した 哀別の 淚乾 きも あえぬ 中と  • 

と ある。 成程 一日 一 日と 讀む もので は 其 程 目立た す、 又氣 もっかぬ かも 知れぬ が、 讀み 通して 見る 

と. どうも 氣 になって ならぬ。 同じ 事 だから 同じ 檨な 文章で も 構 はぬ と 言へば 其 迄 だが、 兎に角 人氣者 

の 作 だ、 僕 は 可い が 他國の 人が 見て *餘 り 言葉 數を 知らぬ 樣に思 はれる の も 極り の 惡ぃ樣 に 思 はれる。 

比べ ものに はならぬ が源氐 物語な ど は實に 言語の 數を盡 して あるのに は 驚く。 澤山も 知らないが、 蓬 

生の 卷の 初めつ かたと 思った。 何でも 恐 ろしく 荒れ 菜て た 庭 (？ ) の 叙景に 口で 話せ ば 同じ 樣な事 をよ 

もぎと 云 ひむ ぐらと いひ、 様々 兌 事に nil き 分けて あるのに 感服した 事が あった。 常 作^も n 取 少し 古本 

を あさって 兄たら 如何 だら う。 


^からま だ 同じ 言葉 を 繰り返して 耳に ついた と 思った の は、 人物 或は 事柄の 共 後の 成 行 を說く 場合 

に、 誰々 が 「經 過を說 かねば ならぬ」 と 言 ふの も 煩 さく 出て 來る。 

數^ が經 過を說 かねば ならぬ (七 m の 九 行 R0 

彼女が 經 過を說 かねば ならぬ (一 一十 八 頁の 一 一行 目 三 行 目) 

其 後の 經過 を說 すと しゃう (一 四 〇H の 八 行 ほ 九 行 EI) 

其 後の 經過を 話して くれ ( 一 四 五 頁の ra 行： H) 

斯う 富 ふ 經過を 語って (.一 五八 腐の 一 一行 目) 

刖莊暮 し をす るに 至った 經過 ( 一 七 STR の 十一 一行 E) 等、 

此等は 別々 の 語 を 用 ひる 事 は 出来ない かも 知れない。 然し 經 過と 言 ふと 何やら 普通 醫 師の^ 門 語ら 

しいので 共で. 耳 立つ のか も 知れない。 其から、 

感激の 面色。 (十六 页九行 目) 感慨に 堪へ ぬと いふ 面色。 (十九 K の 七 行 追想の 色が W めいた (八 

七 页 の 九。) 狼识の 色が 立った (一 一七 K の 二) 感慨の 多 を 漏して (ニニ K の 切目。) 感慨の & を 表 は 

して (三 七 頁の 三。) 

之 等 も 文章が 練って あると は 言 はれぬ。 矢張り 同じ 様な 語で 滑稽に 思 はれる の は 三 十五 n の 九 行 

ni に、 

小山 內遨仝 集 八卷 劇^ 及 新刊 批評  四 三 七 


小 薰 ^集 八卷 劇評 及 新刊 批評 

欉原伯 の 面に は 色が 往来し て II 

と 云 ふの が ある、 之 を 始め 誤植 かと 思って 居った 處、 直ぐ 次に 再ぴノ 

斬然に 色の 逃げ ゆく 伯の 顔に I  - (同 頁 十 行 RI) 

と あるので、 遂 失敬 だが 笑って 了った。 

諺と して 用って ある 語に、 

籙の 中から 黄金 ( 一 三页の 八 行 no 

屛風は 曲ら すに 立たぬ (一 一 五  一 R の 八 行： H) 

と 云 ふの が あるが 耳 なれぬ やうに^ ふ。 

叙事で 餘 り常然 で 可笑しい と 思った の は、 

火 はいつ しか 灰になって 寒さ は 一 しほ 嚴 しくな つた (一 一七 頁の 最後の 行) 

冋 じく 不注意と 思った の は、 

晚玆が 濟んで 今 は 午後 七 時 (二 九 R の 十三) 

と 前に 書いて 直ぐ 次の 頁の 八 行 目に、 

折し も 十月 中句の 日 は 暮れて。 

と ある 事 だ。 共から、 


八 


言うまでもな い。 

と 言 ふの も 癖ら しい。 其から 燈火を 形容して、」 

萬 點の燈 火星と 散ば る 街衢 (六 の 五) 

街衢の 炝火 c 生と 散ば つて —— (三 页 の 九) 

船舶の 燈 火が 星の やうに 散って (八 の 六) 

と， 之 等 も 同じ 樣な 語ば かりで 厭になる。 

卓上に 列ね た 洋酒の 瓶 (食後の 飲料) - (三 六 頁の 七) 

之 は 丁寧 だ。 其から 三十 六 K で 伯爵 家の 酒 盛に .獨 も 侍女の 居らぬ の は不窸 しい。 邪魔なら 邪魔で， 

一度 は 出して 共から 引 込ます とか、 又は 左 もな くば 地の文で 斷 つて 貰 ひ 度い。 叙景で， 

月の 光 は 愈よ 冴えて、 冷やかに 更ける 夜が， 十二時 を 過ぎて 居る。 (ra 七 K の 二) 

と 云 ふの は 夜が 更けて 時が 經っ のか、 時が 經 つから 夜が 更ける のか わからない。 

會話は 主に 女の 方が 思 はしくな いやう だが， 其屮 にも 男女に 限らす、 何々 して 「賀は うぢ やない か」 

とか、 何々 「する が 可い よ」 とか 言 ふの が大變 に 多い が、 之 は 主に 長屋 住居の 亭主が 女房に 「出て 行 

つて 貰 はう」 とか- 又は 押惜 などが 「さっさと 出して 莨 はう」 など 言った もので、 伯爵 ゃ伯锊 夫人な 

どに 此樣な 言 薬 を 用 はして はあった らもの だ。 
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小山 內憨 全集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 四 o 

さあ 贵女、 一^お 飮り 遊ばせ、 遲 刻の 罰杯です よ。 (六十 九 頁の 六 行 目) 

此操子 夫人の 言 薬な ども 子锊の 奥方と は 思へ ぬ。 而 かも 外 國贵族 招待の 席で 主人公の-奥方に 對 して 

餘 りお 轉 婆な 言葉 である。 作者 は 蓮 葉な 處を 見せた 積り かもしれ ない が、 兎に 角 上流 社會 の 交際 界 の 

花形と 言 ふんで はもつ と 品 を 持た して 貰 ひ 度い。 其から 普通 「勘忍して」 と 言 ふ處を 「勘辨 して」 と 

一； H は して ある の も 下：： § に た る。 

同じく 招待の 席で 伯爵が 夫人の 遲刻を 責める 虑が ある (七十 K) が、 佛國へ も 行って 來た 人と して 

は 外國贵 族に 對 する 禮を餘 りに 知らぬ やうに 思 はれる。 招待 會の 席で 苦りき つて 夫人 を 叱る。 屮流以 

下の 者で も 心 ある もの はしない 事 だ。 

やせ 付の 事 は 前編の 時に も 一寸 言った と^ふが、 此編 でも 相 變らす 可笑しい。 共 屮 にも 靜 代が 北海道 

を 旅行して る 時の 姿が  一 ^妙 だ。 

、、、  9 ち、 *、、、、、*  、、、、、、 

瓦斯 織らし ぃ鉼の 袷に 古代 模様の 帶を 締め、 友 禪の長 襦袢 (一 五页 より 一 六 頁の 初 行へ かけて) 

伯^の 若 付に、 . 

伯 は 米 琉の綿 入に (八 六页の 三) 

と あるが、 伯爵の 癖に 物惜しみ をして る 様 だ、 是非 大島 にして 骨 X ひ 度い。 

瓦斯^の it 綿 入に 同じ 物の 羽織 を ffi ね ( 一 三 一 ー页の 一 、 二) 


夜風の 防ぎに 瓦斯 綠 らしい 羽織 を 引 掛けた ばか リ (一 二 一三 の 十 一 ) 

之 は 何れも 靜 代の 普通 着 だが、 瓦斯 織々.^々 と 言 ふの が氣 になる、 冋 じ 瓦斯 織で も， 瓦斯 糸と 言 ふ 

方が 優しく 聞え ると 思 ふ。 

門 鈴 (之 はもん りんと ルビが 振って ある) 

と 言 ふ 語が (一 九页) (ニニ 〇 頁) (一 三 七 頁) 等に あるが、 之 は 門の 鈴の 事で 別段 不思議 はない が 

新ら しい  一 一一 一 n 葉 だ。 

打 割れて た 相談 (一 七 MK) うち 割れて くれ (一 九 六 R) 

之 は 「打明けて」 と 言 ふ 事の 思 ひ 遠 ひと 思 ふが 一 一度まで あるから 一 寸 注意す る。 

淚の 浮ぶ 心地が する ( 一 じ 四) 

斯う 云ふ氣 持が する もので あらう か。 

夕日 を 形容して、 

今し方 富 土の 屑 を 落ちた 夕日の 光が 緩 く^れ 合 ふ 波頭 を 染めて、 幅廣な 一 條の 紅い 汁が、 ぎら く 

と (一 七 九" n の w、 五) と あるが、 何だか 穢 らしい。 

. 聞 挾んで (一 八. 八 頁) 

と あるの は 聞 及んでの ii 違 だら う。 一 一一 一四 頁に 操 子が 實 妹と 邂逅した 時， 

小山 內潔仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 四 一 


小山 内薰仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 四 二 

何處か 綺麗な 料现屋 へ でも 行き ませう か。 

と 言って るの は、 「御飯で も 食べて」 と 言 ふ 方が、 子爵 夫人ら しい 「無論お 轉婆 では あるが)。 矢張り 

同人 物の 語で、 

御馳走 を 戴く のです もの、 斯う 言う 迷惑なら 何時でも 宜ぅ ございま すよ (二 四 三 貝の 十) 

勿論 戲ー 百で は あらう が、 餘 りに 卑しい。 

泣かう として 來た 伯爵 夫人 は、 斯 くして 心の 儘に 泣いた ので ある (二 四 五 頁) 

そんなら 何も 刖に斷 るに 及ばない やうに 思 はれる。 其 他言 葉で 可笑しい と 思った の は * 

川 一 本 隔てた 處に (一 二 一 五 頁の 十三) 

と 云 ふの だが、 之 は 前の 行に は 「す ぢ」 と ルビが 振って あるから， ここの 「ぼん」 と あるの を 誤植 

とすれば 火して 變 ではない が、 普通に 東京で は 斯う 云 ふ 場合に は 「川 一 ッ」 と 言 ふ 樣に思 はれる。 が 

さ うぢ やない かしら。 

ぢゃ 御免 蒙って 御先し ます (三 二八 K) 

之 は 他の 人に 先立って 窒に 入る 時の 言葉で、 東京で は 「では 御免 蒙って 御先へ」 と 言 ふ。 然し 伯爵 

なんかで あったら 「御免 蒙って」 など は 一 百 ふまい と 思 ふが、 まだ 近づきがない から 分らない。 以上。 

どうか 次の 作に はもつ と 品 をつ けて 貰 ひ 度い もの だ。 (鸚鹉 公) ， I (明治 三十 九 年 三月 號) 1 


東京 座の 四月 狂言 

當座此 月 は坪內 氏の 「沓手鳥 城 孤城 落 月」 を 演じ 大入を 取り 居り 候、 序幕 豐臣家 奥 殿に て、 幕開き 

を 签舞臺 と 致し、 瓧く バタく にて、 老いた る 女 は 風呂敷 包 を 手に し、 若き は黑き 手桶 を 下げて、 二 

人 連れ立ちて 下手より 上手へ 走け 入る 趣向 第一 に 新ら しく 嬉しく、 次ぎに 花道より 手 負 を 載せた る镥 

つ はもの 

架 を 二人の 兵士に て舁 きて 上手へ 入る も、 手綺麗に 戰爭 を晃 せた る 手際 面^く 存じ 候。 され ど 演者 は 

深夜と 言 ふ 事 を 存じ 居候に や 如何。 侍女 四 人、 名 は 知らね ども 一 樣に氣 を 入れて 哀れに 思 ひ 候 ひしが、 

あの 坐り 方 をもう 一 段 新ら しくて 出で たらば 尙 しも 好かり なむと .殘 念此 事に 候 ひし。 秀 調の 小 車の；^ 

は、 卷 付の 白地が 少し 品 を 失 ひしゃう に 思 はれ 候。 科 は 可 不可な き 出来 かと^ 候。 女^のお 松 實は常 

盤 木、 捕 へられて より は餘 りに 勇者 過ぎて^ 詞 尻の 悉く 男な りしに は 意外の 感に 打た^ 候 ひき。 宗の 

助の 千姬、 しなくな 過ぎて 厭ら しく、 今少し 上品に あらば と 存じ 候。 芝 翫の淀 君、 見た 處は氣 に 入り 

候 衣裳 なれ ど、 之 とても 小 車のと 同じく、 品の 點に 至って 少々 首肯いた し 難く 候。 例なる 事ながら、 

此 人の 白 廻し は 千篇一律 にて、 ちと 長くなる と 倦 きの 來る 事甚 しく 候" 扮裝 とても 今少し 老けた る 方 
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相應 しく は 候 はす や、 科 も 一が いに 荒らしとの みは 存ぜね ど、 も 少し 女らしく ともなれ と 思 ひ 中 候 U 

芳三 郞の饗 庭の 局、 之 も 少し 扮裝は 若 けれど、 何となく 氣に 入った 事 をす る 人に 候。 千 姬を庇 ひて 淀 

君の 不舆を 蒙り、 一 百 ひ 解く. S もなくて 遣瀨 なき 淚に暮 る X 邊り、 思 はす 同情の 念に 打 たれ 候。 三 田 八 

の梶の 葉の 局、 氣を 入れて 思入澤 山なる は、 惡くは 候 はね ども、 饗 庭の 局 を さし 越えた る は 面白から 

す、 扮裝も 少し コッ/ \ として、 女の 肌ら しき 處 少しも 見え かね 申し 候 ひし。 新十郞 (馬 十代 勤) の 

正 榮尼は 背中の 曲り 具合 宜しく 白 絹の 頭巾 は、 いろく 說の ある 事と 存じ 候。 其 他の 侍女 も 皆 好く 致 

し 居り 候 ひき。 次の 茶臼 山 本陣 は、 芝 翫のニ 代將軍 は、 品 も あり 凛々 しげに て、 殿様と して は 立派に 

存じ 候 ひしが 此處は 如何しても 家康 にて 且元 同樣、 白髮の 頭に てこ そ 面白から めと 存候。 訥 子の 本 多 

住 渡 守 は 今少し 思慮 ある やうに あらま ほしく、 高麗 藏 ^井伊 掃 門 守、 未だ 若輩の 感 ありて 賴み 難き 處 

の 見え 候。 宗の 助の 片桐出 雲 守、 訥 子 其 儘の 歩き 付 は 厭に 候 ひしが、 懸命に 勤め 居 事ば かり は 有難く 

存候。 翫 助の 十 河 十 兵衛、 白の 少ない 故 も 候 はむ なれ ど、 何となく 間の 拔 けたる 氣味も 候。 猿の 助の 

片桐且 元、 な よら かなる 代赭色 熨斗目の 着 付 も、 立 框模樣 の 上下 も、 誠に 上品に て 宜しく、 骨 立ちた 

る髮 のつ くり. 顔の 描へ も 流石に 苦心 致されし 丈 ありて、 疲れ 枭 てた る樣 哀れに、 咳の 眞に 迫りた る、 

指の 力た き 様な ど、 見る さへ 痛 はしく 存じ 候。 此扮裝 を 見る につけても 相對 する 人の、 同じ 老年な 

がら も， 水々 としたる 家康 なること 相應 しからぬ と 存じ 申し 候。 芳三郞 の 豐島刑 部 は 莨 目 あり、 駒 助 


の加贺 爪 はお 供の やうに 候 ひき。 一 一の 丸う ち 亂戰の 場に て 成 三郞の 軍扇に て 合 lil をな す 侍 は 服に つき 

苕三 造の 馬上の 將は 立派に 候。 宗の 助の 千姬は 女らしく、 新 十郞の 庖丁 頭大住 は扮裝 もよ く 火^ 來と 

存じ 候。 城內 mm 「輔藏 階上の 場に て 引き 廻した る 碎風は 小道具が 熟 心の 跡^え て：：：； にっき、 大砲に て 

の拔 ける 仕掛な ども {且 しく、 芝 就の 淀 君 は、 他の 人の 科白の 問 四邊の 人の 顔 を 兌 廻す 檨 など^お の 

^兌え. S. し、 高歷； 誠の 秀顿 は、 力を入れ 過ぎし おめか、 淋し さ を 缺き候 やうに 苻じ 候。 翫 助の 火藏卿 

は^ 屮 のみ を 見せ 居り、 正 榮尼は 少し 眠 さう に 候 ひき。 芳三郞 の 局 は 前 を 向きても 後 を 向きても 絶え 

や 泣ける は 有難く、 淀 君の 介抱 も 親切 相兒ぇ 申し 候。 猿の 助の 氏 家 內膳は 淀^に 手 を 取られ さう にな 

つて 驚きた る 顔 丈 は 勇者ら しく * 淡白に て {且 しけれ ど、 他 はさした る 事な く、 訥 子の 大野 修现 は、 今 

少し 延ら かなる 處 欲しく 存じ 候。 腰元 何れも 憂 ひ を 含みて 哀れに 覺ぇ屮 し 候。 大 詰 樱！： 前の 逍れ、 は 左 

右を大 石お. の^: 割にて 包みた る 故、 舞臺廣 く：^ え、 狨內 の嬈け 落つ る 仕掛 も 好く 出來 巾し^。 翫 助の 

卜お 銜は氣 なしにて、 宗の 助の 出 雲 守 は 車輪に 候。 芳 三郞、 駒 助の 豐島、 加贺爪 何れも 冷淡に て {儿 し 

く， 芝 翫のー 一代 將軍は 品に て 持ち， 猿の 助の 且 元は 唯 一 人となりて 後向きに 主家の 滅亡 を 歎く 處 尤も 好 

く、 立ち上り、 たぢ /、となりて 後向きの 俊， どつ さりと 仰け 樣に 倒る i 倒れ 方 も氣に 入り 屮し、 將 

軍よりの 薬^ を 否む 逡の 弱り * てた る氣 色， a る さへ 心う たれて 悲愴の 感に堪 へす 候 ひき。 (鸚鹉 公) 
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^  島 崎 藤 村 著 

破  斌 

上田 屋發賨 

瀕川 丑 松 が ま に 蓮華 寺 へ 轉宿を 思 ひ 立った と 言 ふ もの は， 「實は 甚だ 不快に 感 する 事が 今の 下宿に 起 

. つたからで、 J それ は 「半 n 程 前、 下 高 井 (信 州 地名) の 地方から 出て 來た 大日 向と 言 ふ 大盡， 飯 山 病 

院へ 入院の 爲 とあって、 暫く 丑 松の 下宿に 腰掛けに： 汨 つた 事が ある。 病室 は 第一 等" 自然と 豪奢が 人 

の 眼 にもついて、 誰が 嫉妬す る ともなく、 「彼 は 穢多 だ」 とい ふ 事に なって、 患者 は總 立ち 、「放逐」 し 

て 了へ、 今 ぐ  j と 腕捲りして 院長 を 脅す とい ふ騷 動. 「いかに 金盡 でも、 この 人種の 偏執に は 勝 

たれない。」 ある 日夕 闇の 空に 紛れて 病院 を 出た 大日 向の 籠 は、 其 儘 元の 下宿へ 舁ぎ 込まれた が、 さァ 

今度 は 下宿の 者が 承知し ない。 丁度 丑 松が 一 日の 勤務 を 終って-疲れて 歸 つた 時 は， 「不淨 だ- 不淨 だ」 

と 云 ふ 罵言 は 無遠慮な 客の 口唇 を衝 いて 出た 「不淨 と は 何 だ」 と 丑 松 は 心に 愤 つて， 瞎 乍ら あの. KB 

向の 不幸 を憐 むだり、 ^现 のない この 非人 扱 ひを慨 いたりして 穢多の 種族の 患慘な 運命 を 思 ひっ^け 

た 丑 松 も 亦 穢多な ので ある。 見た 處丑松 は 純粹な 北部の 信 州 人 -— 長 野の 師範 校 を 出た の は 二十 


二の 年齢の 春、 「社會 へ 突出される、 直ぐに この 飯 山へ 來た、 それから 足掛け 三年 目の 今日、 丑 松 はた 

だ 熱心な 靑 年敎師 として 钣. E の 町に 知られて ゐる のみで 實際 穢多な ので ある、 新 平 K であると いふ 事 

は 誰 一 人知る ものが 無かった ので ある。」 

「本 町の 雜誌屋 は 近頃 出来た 店、 其 前に は 新着の 書物 を 筆太に 書いて 人目 を 引く 樣に 張り出し てあつ 

た。 — ； 「懾 悔錄」 -,! 肩に 猪 子 蓮 太郞氏 著， 實價 まで 書き 添へ た 廣吿が 目に付く。 共 人の 名 を 

思 ひ 出して さへ 丑 松 はもう 胸が 踊る やうな 心地が したので ある。 猪 子 蓮 太郞！ 此 人も乂 穢多な ので 

ある II 丑 松 は 今 玆で此 本 を 買って 了へば、 明日 は 一 文無しで 暮 さなければ ならぬ と 知りつ & 「到頭 

四十 錢を 取り出して、 欲しい と 思 ふ 其 本 を 買 求めた。 なけなしの 金と は 首 ひ 乍ら、 精神の 欲にば 替へ 

られ なかった ので ある。」 夫 を 抱いて 下 荷 へ の 歸途、 同窓の 友な り 同僚なる 友達 思 ひの 土 屋銀之 助と、 

此 頃準敎 n になった ばかりの 男と に 逢 ふ。 「相 變らす 君 は 猪 子 先生の ものが 好きだ I, 君の は 愛 讀を通 

り 越して 崇拜の 方 だ、 は ww、 よく 君の 話に は 猪 子 先生が 出る からね え。 嘸 かしまた 聞かせられ 

る こと だら うな あ。」 

S 松 は そ も/ \ 小 諸の 向町の 生れ、 新 平民の 種族の 中で も 「お 頭」 と 云 はれた 家柄であった、 はじ 

めて 親の 膝元 を 離れる 時、 父 は 一 人 息子の 前途 を 案じる と 云 ふ 風で— ； 「たと へ 如何た る： Z を 兌よう 

と、 いかなる 人に 邂逅 はう と 決して 其と は 自白す るな、 一 旦の 憤怒 悲哀に 是戏を 忘れたら" 其 時 こそ 
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社^から 捨てられ たものと 忍へ，」 斯う 父は敎 へたので あ-る。 「隱 せ」 I— 然し 其 敏 はま だ 夢 我 夢中、 

「阿 爺が 何 を 言 ふか」 位に 聞き流して、 唯もう 勉強が 出來 ると 云 ふ 嬉し さに^ を 飛び出し たの だが、 

—— 今 は 自分から 隠さう と 思 ふやう になった。 飯 山 の小學 校の 校長 は 丑 松よりも 新任 であって 丑 松よ 

り も 人望が 薄い、 ある 日 校長 は 郡 視擧を 叔父に 持つ 勝 野 文 平と 一 W ふ 敎員を 呼んで 斯う 言 ふ 事 を 話した， 

「瀨 川^だ の， 土屋君 だの， 彼^い ふ 異分子が 居る と、 どうも 舉 校の 統一 がっかなくて 困る， 尤も 土 

屋 君の 方 は 農科 大舉の 助 乎と いふ 事に なって、 遠から す 出かけた いやうな 話です から —— さ ァ此人 は 

默 つて \ も 出て 行く。 難物 は 瀨 川お です、 瀨川^ さへ 居 なくなって 了へば、 後 は、 J^、 もう 吾 儕の H< 

下さ、 どうかして 瀨川^ を廢 して、 是非 其 後へ は^に 座て 戴き 度い、 實は 叔父さんから も 種々 話が あ 

りました がね、 叔父さん も 矢. 張り 左様い ふお 意兒 なんです。 今玆 で^ぐ に 異分子 を 奈何 するとい 

ふ譯 にもい かない ー— 何 か 好い ェ風 でもあった ら考 へ て遛 いて 吳れ 給へ、 瀨川 君の ことに 就いて 何 か 

聞き込む やうな 場 八 ：； でも あったら、 是非 夫れ を 吾楚に 知らして 下さい」 と。 天 長 節の 夜 は 宿直の 當番 

に當 つたので、 丑 松、 銀 之 助は舉 校に 殘 つた、 見廻り の^めに 出て 行った 丑 松 は 纏て 二十 分ば かり 餒 

つてお つて 來 たが 恐ろしく 顔色が^い. 「^は 奈何 かしゃし ないか * 」 銀 之 助が 不{ さ を 打つ と、 暫くして 

丑 松 は 運動場 の 木馬の 處 まで 行く と 父 が g 分 を 呼ぶ 聲を聞 いたと 語る 。「馬鹿 を 言 ひた まへ- - — 」、 … … 

「いや 確かに 呼んだ」 …… 「君の 父上さん は IS 乃 入の 牧場に お るんだら う。 この^ 嵴子ケ 嶽の谷 にお 


るんだら う、 それ 見 給へ。 其 父上さん が斯樣 な隔れ た處に 居る 君の 名前 を 呼ぶ なんて I  — 馬鹿々々 L 

い。」 と 銀 之 助 は 笑った けれ 共、 其 翌朝 蓮華 寺の 寺男が 使に 来て 渡した 電報 は 父の 死 を 報じて， 直ぐ 歸 

れ との 發 ^人 は 根津の 叔父から であった、 丑 松 は 驚いて 蓮華 寺へ 歸 ると、 お 寺の 奧樣も 貰 ひ 娘のお 志 

保 も 飛んで 來て 仔細 を 問 ふた、 お 志 保の 實父は 風 間 敬 之 進と 言って 丑 松が 同僚の 老敎師 で、 擧校を 退 

職に なって からと 一一 n ふ もの は、 五 人の 實子 とお 志 保の 弟の 省 吾と 云 ふ 先妻の 子と を 抱 へ て勞 苦して.！ 

君に も 構 はす 毎日 酒び たりに なって 暮 してる 哀れな 人 だ。 やがて 旅の 仕度 を 整 へて 二階 を 下りた 丑 松 

は藏 裏の 廣 II の處で 皆と 一緒に 茶 を 飲んで、 奥樣の 餞別に 臾れた 木製の 珠數を 持ち、 寺男の 庄 馬鹿が 

手作りの 草鞋 を 穿いて 蓮華 寺の 山門 を 出た。 蟹 澤の出 はづれ で、 其 頃 代議士の 後 補 者と して 此 地に 這 

入って 來て飯 山小學 校で 演說 をした 高 柳三郞 とい ふ當世 紳士が、 意 氣揚々 と 車に 乘 つて 行く の を 見た 

が、 豐 野と 言って 汽車に 乘 るべき 處で又 丑 松 は 彼 を 見た ので ある。 纏て 發車を 知らせる 鈴が 鳴った、 

高 柳も乘 る、 丑 松 も 機關荜 近邇の 一 窒を 選んで 乘 ると、 思 はす 其處に 腰かけた 一 人の 紳士と 顔 を 見合 

せて、 あまりの 奇遇に 胸 を 打 たれた ので ある， 「や ァ猪子 先生」 「お i 瀬 川 君でした か。」 猪 子の 連の 老紳 

士 はかね て 噂に 聞いた 信 州の 政 客、 この 冬 打って出 やうと 首 ふ 代議士の 候補者の 一人、 雄 辯と 俠氣と 

で 人に 知られた 辯 護 士で猪 子の 恩人で ある。 能く 聞けば、 上田 を 始めと して、 小 諸， 岩 村 田、 臼 田な 

どめ 地方 を遊說 する 爲め、 政見 發 表の 途に 上る ので あるとの こと。 纏て 汽車が 上 m へ 付く と. 「何れ 极 
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^でお 目に 掛 ります」 と 言 ふ 一一 一一 口 葉 を 別れに、 市 村 も 蓮 太 郞も同 夫人 も 下りて 了 ふ。 丑 松の 父 は 飼って 

居た 牛の 爲 めに 非業の 最後 を 遂げた のであった、 葬式 も濟 ませ 「御 苦勞 招び」 (方言) もあった 翌日、 

丑 松が 會^ 者へ 禮參 りに 出かけた 後へ 猪 子が 訪ねて 來 たが、 留守だった ので 引返す と 草 上手の 前で 丑 

松に 逢って 長い間 一 一人 は 山の 話 をして 別れた。 其 夜 丑 松 は 自分の 新 平民た る を 明す 積り で 猪 子 を 其 宿 

に 訪ねた けれ 共、 一一 =n ふ 事が 出来す、 反って 猪 子から 高 柳は此 地へ 金に 目が くれて 新 平民の 娘 を 貰 ひに 

來 たと 言 ふ 思 ひ 掛けない 事 を 聞いた。 丑 松の 許へ 受 持の 生徒から 見舞 狀が來 た、 高等 四 年生 總代 とし 

て。 夫 は 省 吾が 書いた もので 「蓮華 寺の 姉よりも 宜しく」 と 書き 添へ て ある。 丑 松 は 夫 を 繰り返して 

言 ふに 言 はれぬ 懐し さ を 感じた。 丑 松 は 二七日が 濟 むと 直ぐに 姬子澤 ^發っ 事に して、 叔父 夫婦が 親 

切の 世話に 別れの 茶 を 汲んで 家 を 出た 日 は、 灰色の 雲が 低く 集って、 烏帽子 ー帶の 山脈 も隱 れて昆 え 

なかった。 田 口から 豐野、 豐 野から 川 船の 出る 蟹 澤へ來 た 時が 雾が 落ちて 來 たが、 丁度 此時ー ー臺 着いた 

人力車 は 高 柳が 例の 細君 を 連れて来た のであった。 寺へ 歸 ると 久しく 留守だった 住職 は歸 つて 來て， 

奥様 は 眼 を 泣き 腫して ゐ るし， 何となく 不審し ぃ樣 子。 お^ 保 は 留守であった、 翌日 思 ひがけぬ 高 柳 

三郞が 尋ねて 來て、 暗に 吾が 妻 君 は 君の 昔 を 知って ゐ ると 言 ふ 事 を 話して、 ひたすら 我が 爲 めに 細君 

の 身の上 を隱 して くれと 頼んだ けれ 共、 丑 松 は 自分の 弱 身 を 見せまい として 知らぬ 分らぬ で 此客を 追 

ひかへ して 了 ふ。 髙柳は 望みの 達せぬ の を 見て、 今度 は反對 に、 丑 松が 新 平民で ある 事 を 彼の 文 平に 


吿 げた， 文 平 は 校長に 告げる、 ^たり かしこし *  二人の 當 てこす り は 丑 松の 皮肉に 食 ひ 人って 丑 松 は 

擧 校へ 出る のが 辛くな つた。 丑 松 は 床に 付く やうに なった。 銀 之 助が 见 舞に 來 ての 話に、 擧 校の 敎員 

中に 新 平民が 一人 居る と 云 ふ嗥が 立って ると 云って、 大方 勝 野 だら うな ど \ 戯れて 歸る、 丑 松 はいよ 

いよ 身の 終りが 切迫した やうに 感じて、 少しで も.^ 平民た る 疑 ひ を吿げ 度くない と 思って、 愛撫 措か 

なかった 猪 子 先生の 著書 を さ へ 其 夜中に 賫 つて 了 ふ。 其 歸 りに 敬 之 進に 逢 ふと 此 人の 口から 蓮華 寺の 

住職 が 養女のお 志 保 の 袖 を 引いた と 云 ふ 事 を 聞い て 奥樣 の 樣子 も讀め た。 其 上段々 と 敬 之 進 の ^庭 の 

事情 も 聞かされて、 遂に 金 をまで 惠 んで歸 る。 學 校に 於け る 勝 野の 皮肉 はいよ く 丑 松を呵 む。 校 • お 

は 土屋を 呼んで 丑 松の 身の上 を 質して、 丑 松の 近頃の 變 りゃう は、 正に 其 身分の 顯れむ を隱さ ラと努 

める 爲 ではな いかと、 先づ丑 松の 侧近を 押して 見た けれ 共、 何も 知らぬ 銀 之 助 は、 丑 松の 憂， は戀ゅ 

ゑと 言ひ說 いて、 自ら 心中に は 彼のお 志 保へ 目星 を 付けた。 勝 野と 丑 松との 軋櫟は  一 I 激しくな つて 

來た。 「如何して 瀨川 S は 彼 先生の 書いた もの を 研究す る氣 になった のか、 共 を 僕 は 聞いて 見た ばかり 

だ」 と 勝 野 は 猪 子 をと つ こに 取って 丑 松に 向 ふ， 「勝 野 君の 言 ふ 事 は 僕に は 能く 分らない」 丑 松の 股 は 

燃え 輝く、 「だって 君、 いづれ 原因が 有る だら うぢ やな いか」 と 文 平 は 皮肉に 出る， 「京 因と は」 丑 松 は 

(原) 

肩 を 動り 乍ら 言った。 總て此 手で 押して 丑 松 を いぢめ る。 銀 之 助が 之 を 止める とい ふ 具合。 市 村 代議 

士と猪 子 先生と は 飯 山へ 乘り 込んで 來た。 銀 之 助の 送別 會 をしたり、 寺へ 歸 ると 速 太郞の 名刺が 來て 

小山 內篛全 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 五 一 


小山 內憨仝 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 五 二 

ゐる。 直ぐに 尋ねて 見やう かと 思った が 苦しい 人目 を 厭って、 II り 悶えて ゐる處 へ 奥 樣が這 入って 來 

て 志 保の 逃走 を 4 口げ て實 家に 居る さう だと 言って 泣く。 之 を 聞く と 丑 松 はふら/、 と 寺 を 出た、 其 夜 

は 市 村 代議 士 の 政見 を發 表する 會が 上 町の 法 福 寺に あると 言 ふ 事で 辻の 廣吿 に は 蓮太郞 の 名前 も 演題 

も 一 緒に 書き並べて ある。 丑 松 は 何の 結末 も 付かぬ事. V 考 へながら 船橋へ 下りた が 暫くして 又 元来た 

逍へ 引返した 頃 は、 閨 六日 計りの 夕日が 黄昏の 空に 懸 つた。 …… 演說會 は濟ん だ、 猪 子 先生の 評判が 

しきりに 可い が、 蓮 太郞は 演壇に 於て 幾度 か 血 を 吐いた とい ふ 噂 も ある、 丑 松が 頻りに 胸を騷 がして 

其 宿を訪 ふと， 蓮 太 郞が法 幅 寺の 門前で 人に 襲 はれた と 云 ふ。 辯護士 でさへ 問に 合 はな かったん だ も 

の、 丑 松が 走け 付けた 時には、 旣に血 は 雪の 上 を 流れて ゐた。 翌朝 「隱 せ」 と 言った 父の 戏を 破る 覺 

悟で 丑 松 は 蓮華 寺の 山門 を 出る。 途に 彼の 猪 子 先生 を 打った 高 柳 派の 拘引され て 行く の を 兌た。 中に 

一際 目立つ の は 高 柳 三郞と 知れる。 學校 では 郡 視學と 校長と が 丑 松の 處 分に 額 を 集めて 居た が、 其 先 

を 越して S 松 は 新 平民た る 事 を 生徒の 前に 自白して 「許して 下さい」 と 云 ひ 乍ら 板 敷の 上へ 跪いた。 

銀 之 助 は 彼 を 助けて 返して 後 を 引受ける。 生徒 一 同 は 校長に 新 平民な りと も 厭 はぬ と 云 ふので 丑 松 引 

留の事 を 願った けれ 共 聞かれなかった。 敬 之 進の 家で は 彼の 耱 母が 一 人の 實 子と 一 一人の 繼 子を殘 して 

家出 をした。 敬 之 進 は 重病に なった。 銀 之 助 は 丑 松 を 尋ねて お 志 保の 家へ 來 ると 丁度 丑 柊は歸 つた 後 

だった ので、 ^々話して る 中、 お 志 保の 「お 父親さん、 母親さん の 血統が 奈何で ございませう とも、 


それ は瀨 川さん の 知った 事ぢゃ ございますまい」 と 言 ふ 言葉 を 聞いて 丑 松の 爲に 喜んで、 遂に 丑 松に 

代って 共 意中 を 話し、 お 志 保の 心 を 聞く と、 お 志 保 は 耳の 根元まで 赤く して 「私 はもう 其 積り で 1$ り 

ますんで すよ。」 …… やがて 猪 子 未亡人が 來る * 猪 子 先生の 死 體を燒 場へ 送る、 お 志 保 を 未亡人に 引き 

合せる やら、 丑 松の 令 後 を 市 村に 計 ふやら、 銀 之 助の 骨折 はな かくな 物であった。 意外な 事が あれ 

ば ある もので、 彼の 大盡の 大日 向 は 下宿 を 追 はれた 反抗が 口火と なって <fr 度 米國の 「テキサス」 で 農 

業に 從事 する 事になる、 大日 向に 市 村と は 訴訟 上の 知人で、 市 村が 骨折で 丑 松 は 大日 向の 事業 を 助け 

ると 云 ふ 迄な り， 一 まづ其 前に 猪 子 先生の 遣 骨と 未亡人と を 東京へ 送る と 言 ふ 事になる 「辯 護士， 大 

日向、 喜 作、 銀 之 助、 其 他の 生徒の 群 は いづれ も 三 臺の橇 の 周 園に 集つ だ、 お 志 保 は 蒼 ざめ て 省 吾の 

肩に 取り 鎚り 乍ら 見送る。」 「小學 校の 白壁、 蓮華 寺の 鐘樓 それ も 雾の筌 に 影を隱 した。 丑 松 は 二度 も 

三度 も 振り向 いて 見て， ホッ と大 溜息 を 吐 い た 時 は、 思 はす 熟 い 淚が 頰を傳 つ て 流れ 落ちた ので ある。 

橇は 雪の 上 を 滑り 始めた。」 と 云 ふに 終る。 (鸚鹉 公) II (明治 三十 九 年 ra: 月號) —— 
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六月の 狂 言 

僕の 見た 六月の 芝居 は 歌舞伎 座で 「南都 炎上」 「勸進 帳」 「助 六」 「と \ やの 茶碗」。 眞砂 座で 「サン フラ 

ン シス コ」。 本鄕 座で 「やどり 木」。 これ だけ だ。 

「南都 炎上」 は 源平の 盛衰 記の 第 廿四卷 なる 「南都 會戰」 第 卅九卷 なる 「頓朝 重衡對 面の 事」 「茧 衡酒 

实附 千壽伊 王の 事」 など を 材料と して 書いた 脚本ら しいが、 其餘 りに 散漫に して 何等 觀客を 動かす 力 

の 無かった のに は少か らす 失望した。 

お 一過 まって 南 郤を燒 いたの は次郞 太夫 俊 方 (平家物語に は 友 方と して ある) と 云 ふ 者で あると 一 IT 

ふ 事 は、 戰 場の 出来事で はあり、 誰でも 知って る喾 だ、 それ を 秘密に して 罪 を 重衡に 塗りつ けたの は 

如何 云ふ譯 だか 更に 分らない、 第 一 そんな 事の 出 來る喾 がない。 

又飜 つて 思 ふのに、 よし 過って 寺院 を燒 いた 當人は 俊 方で あらう とも、 もと/、 それ は ffi 衡の 命に 

依って (盛 一お 記に 「重 衡 朝臣の 下知に 依て 楣を 破りて 綾 松と して 酒 野 在家より 火 を 懸けたり。」 平家に 


「重 衡盤若 寺の 門の 前に 打 立ちて 閻 さはく らし、 火 を 出せと 宣 へば ：：： 榍を 破り 松明に して、 在家に 

火をぞ かけたり ける」 と あり) した 事な の だから 罪 は 始めから 大將 軍の 重衡 にある ので、 俊 方 先生 わ 

ざ わざ 骨 を 折って 重 衡に罪 を 着せる 必要 はない の だ。 

.史 に 歷史の 上から 重衡の 殺された 理由 を考 へて 見る のに、 彼 は 南都 を燒 いた^けで 殺された ので は 

あるまい。 南都 を嬈 かないでも 「朝敵」 の 名の 下に 源氏に 殺されて 了 ふ 人な の だ (重 衡の 死の 悲劇た 

る 所以 は 繋って 此 一 點 にある ので は あるまい か。) 然るに 此 脚本で は、 南都 を燒 いたの は 俊 方 だと 云 ふ 

事が 分る と、 重衡が 助かり さう になって 來る。 處が其 事實の 知れ やうが 遲 かった 爲 めに、 ^衡は 殺さ 

れて了 ふと 云 ふ 筋な の だが、 これ は 一個 平凡なる 「寃 罪の 悲劇」 たるに 過ぎない。 重衡を 主人公に し 

て 悲劇 を 書くなら、 重衡 のどう しても 殺されて 了 はなければ ならない と 云 ふ處を 運命的に 書かな けれ 

ば 新しくない。 面白くない。 

俊 方の 娘の 刈 藻の 登場に 就ても、 前に 何等の 準備の な いのは 淺念 だ。 狂に なつてから， 「飛駄 の 匠が 

自慢の 塔 も ハヤ 烟と 成た るか」 だの 「彼處 に 錦の 直垂 めし 紫 句 ひの 鎧き てお はす は 113； 衡 の卿ぢ や」 だ 

のと、 いやに 案內 めいたり 講談め いたりす る 文句 を 吐く の は 滑稽 だ。 「衆徒 を 集める 知らせの 鐘」 を 15 

いて 物 狂しくなる 處は 好かった、 非常に 好かった。 

狩 野介宗 茂と 云 ふ 老人、 永 覺と云 ふ 坊主、 何れも 朝敵から 急に 立 役に 變 るの だが、 共變る 動機が 充 
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分 書いて ないから • 兌て 居て 甚だしく 不自然に 思 はれる、 從 つて 甚 しく 不愉快に 感じられた。 

「助 六」 は 趣味の @ い 狂言 だと 何 かの 新聞に 書いて あった。 成程、 シ ー ンは 遊廓、 登場人物 は 娼妓、 

遊び人の 類で あるから 或は 趣味の 低い 狂言で あるか も 知れぬ。 然し 「助 六」 と 云 ふ 狂言 を 見て 居て、 

こ \ は 女 を 買 ひに 來る處 だと か、 あすこに 並んで る 女 は、 あれ は 春 を 賫る婦 だと か 云 ふ感は 決して 起 

ら ない、 シ ー ンが 花街で あっても しかも 左樣 云った ィャな 感じの 起らない 處が 「助 六」 の 狂言の 價値 

の ある 處 では あるまい か。 出て 來る 人物 を 見る と" 隨分 いやな 奴 も ある、 キ ザな 奴 も ある、 滑 な 奴 

も ある、 癡に觸 る 奴 も ある、 然し 腹の 底に 何 か 一物あって 其 一物が 始終 ネチ /、 ネチ くして ゐるゃ 

うな 奴 は 一人 も 居ない、 皆 腹の 中の 綺麗 さつば りと した 奴 計り だ。 .S 來 江戸つ 兒と云 ふと、 直ぐに ィ 

キな者 だと か、 イナ セな者 だと か 解釋し 去って 了 ふやう であるが、 僕の 見る 處に 依れば、 江戸つ 兒と 

云 ふ 者 は イナ セな 計りで ない、 ィキな 計りで はない、 隨分キ ザな 所が ある、 ィャミ な 所が ある、 何 か 

、、、、、、、、  、、、、、、、  oocoooooooooooooooooo  oooooo 

と 云 ふと 自慢す る、 負惜しみが 强ぃ。 然し どんな ィャな 奴で も 腹の 中 はがらん どう だ、 少しも ネチネ 

oooooo  oooooooooooooooooooo  、、、、、、、、、、、、、、、、、 

チ して 居ない、 江戸つ 兒 の美點 は此處 にある の だら うと 思 ふ。 助 六と 云 ふ 狂言が 江戸つ 兒と云 ふ 者 を 

、、、、、、、、、、、、、、  、、、、  OOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOO 

說 明した ものと して 貴い 所以 は 「、江戸つ 兒.」 の ィャな 所 を も 美しい 所 を も忌惲 なく 暴露した 所に ある 

の だら う。 

「勸進 帳」 は 見れば 見る 程、 作と しての 味が 出て 来る もの だ。 舊 俳優 獨特の 技藝 として 益々 深い 研究 


がして 貰 ひたい。 

「と-やの 茶碗」 は 脚本 全體を 讀んで 見ても 餘り 大した 作で は 無い。 況んゃ 身投の 件と 河岸 だけで は 

誠につ まらぬ もの だ。 これ は 唯 先代の 菊郞 五と 今の 松 助の 技藝 だけで 面白く 見せた ものな の だ。 今の 

菊 五郎が こんな 狂言 を 進んで やる と 云 ふの は 如何 云 ふ 心 持 かさつ ばり 分らない。 名人に しろ、 親父に 

しろ" 其 糟粕を 嘗める の は、 明治の 靑年 として 意氣 地が 無 さ 過ぎる ではない か。 

「サン フランシス コ」 は wllhver  Lytton の "The  Last  days  of  Pompeii" を 畠 山 古说 氏が 飜案 し.^^ 本 

で、 主要人物 は 悉く 日本人、 これが みんな アメリカの サン フランシスコ に 渡って 居る 事に して、 ヴ H 

スビ ィァス 噴火の 代りに 此 間の 地震 を 用 ひた もの だ。 畠 山 氏の 作った 處は 主要人物が アメリカ へ 渡る 

までの 運びで、 それから は 大略 原作の 筋を迎 つて ゐる。 尤も julia  (百合 子) の藥の 件な ど は 全然 祓い 

て あるし、 Graucg  (鹿 島 五郎) が 殺人の 嫌疑 を 受ける と 云 ふ 件 もない。 今日の 芝居と して 是 等の 點を 

拔 いたの は適當 だと 思 ふ。 Arbaces  (網 干) も 原作の やうな 怪奇な 人物で なく、 唯の 成 上り 紳士に して 

あった、 一番 原作に 近いの は Nydia  (お 露) で、 從 つて これが 一番 活動した 五郞ゃ 伊保子 (lone) は 一 

向. 活動し なかった， 原作で は 左程 活動して 居らぬ Burbo  (馬場 三 九郞) は此飜 案で 大分 活動した。 五 

郞の 友達 を 一人 掊 へて。 此 人の 口から お 露の 戀を 語らせる と 云 ふ 脚色 は、 芝居と して 許さなければ な 
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ら ない 所で あらう。 "ytton の 劇 は "Money" と 云 ふの が， 「人間 萬 事 金 世 中」 として 旣に 日本の 舞臺 

に 上って 居る。 "Lady  of  Lyons" は 先頃 伊原 靑々 園 氏の 譯で 「新 小說」 に顯れ たが、 まだ 何處 でも 演. 

ら ないやう だ。 Lytton の 小說が 日本の 舞臺へ 上った の は 今度が 始めて だら う。 益 田克麿 (？) さんの 

口述で、 甞て博 文 館から 出た 「夜と 朝」 ("Night  and  Mosi 一一 g") など も 芝居に したら 隨分 面白いだら 

う。 今日の 新派で 演 する 西洋 物の 程度 は、 丁度 リットン 位が 恰好 だ。 

「やどり 木」 は 小說の 原作者 柳 川舂葉 氏 自身が 脚本の 筆 を 執られた もの であるから 從來 の小說 脚本 化 

劇から 兌る と 立派な 者で ある。 然し 原作者に 脚色 を 任せる と 云 ふ 事が 必す しも 成功の 作 を 得る 手段で 

無い と 云 ふ 事 は柳浪 氏の 「目黑 巷談」 以來氣 のつ いた 事で ある。 今度の 「やどり 木」 でも 昭子を 原作 

通りの 境遇の 人物に すると、 迚も 今！ n の觀 客の 同情 を惹 くまい からと 思 はれた のか， 昭子は 兄の 男爵 

に 欺かれた 爲 めに、 嫁ぎた くても 嫁げぬ やうに なった 人の やうに 書いて ある。 そこで 此昭 子が 兄の 男 

爵を 充分 憎めば、 昭子も 同情 を 寄せられ るし、 兄 男爵の 性格 も 分明して 來 るの だけれ ども、 そこ は 原 

-， ， ， -POOOOOOO  oooooooooooooooooo  、、、、、、、、、、、、、 

作 通りに 泰子 ばかり 憎んで、 兄 男爵 を怨 むと 云 ふ處が 殆んど 無い から、 昭 子に 同情 を 寄せ やうと して 

作者の 新たに 作った 筋 は、 却って 昭 子を餘 計に 憎ませる 村 料と なって 了った。 國 井と 省 吾が 二度 「奇 

遇」 を やる の も 面白くない。 (鸚鹉 公) I (明治 三十 九 年 七月 號) —— 


露國ー 一作 家の 遣 墨 

「太陽」 の 第 十二 卷第 十一 號に殘 月 生と 云へ る 人の 譯 にて 「チ H ホフの 書翰」 あら はれ、 同じ 雜 誌の 

同じ 卷第 十二 號に昇 曙 夢 氏の 譯 にて 「レル モン トフの 遣 墨」 あら はる。 何れも 面白く 對 照して 讀 むに 

更に 面白し。 チ H ホフ は 皮肉なる 中に 眞 面目なる 所 ある 男な り。 レル モン トフ は 徹頭徹尾 可愛い 男な 

り。 チ K ホフ の 書翰の 一 節に、 

ュジ ヤコ フ 氏の. 退社 は 夏に 蠅 をうる さがる 讀 者に とりて は 大 なる 損害な り。 ュジ ヤコ フ 氏の 文章 

は 好き E 醒藥 なり。 

と あり。 この 皮肉 は 夏に 蠅 をうる さがらぬ 讀 者に は 解らざる べし。 又 一節に、 

予が寫 出す る 所の 人物 は予に 取りて 甚だ 尊敬すべく 且 深き 同情者に 候。 而し てこの 同情 を 有する 

と共に 益 々 行樂を 共に せん 事 を 願 ふ 者に 候。 

と あり。 譯 文に 不明の 點も あれ ど、 要は 「作 中の 人物に 深き 尊敬と 同情と を拂 ひ、 作 中の 人物と 苦 

樂を 共に せむ 事 を 希 ふ」 の 意に 外なら ざるべし。 この 眞面 E なる 同情 ありて こそ、 「六 號窒」 に 採りた 
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がが 如き 特異なる 材料 を 以てよ く 成功の 作 を 得 能 ふなれ。  、 

レレ モン トフの 遣 墨に て は、 ？ 、の^ &の バイ P ンの 生涯に 似た る 箇所 ありと て 得意げ に 之 を 書き 

立てた る 所、 最も 愛らし。 

「我が 遣 言」 と 云ふ條 に、  、  、 

願く は 我が 遣 骨 を この 枯れし 林檎の 下に 葬りて 一基の 石碑 を 建てよ。 若し 我が 名のみ にして 未だ 

がの 石碑に 不死 を與 ふるに 足ら すん ば、 乞 ふ 亦 何等の 碑文 も 刻む 勿れ 

と あり。 抱負 愛すべし。 まこと！：^、 に、 よ、 り、 て 不死なる 者は憫 むべき かな、 批評に よりて 不朽なる 者 

、、、、、、、 、、、 、、ヽ 〇o、、〈、  ^]，，  J ヽ 、i，：o ヽ nt/ 、ノ 

は馎 むべき かな、 廣吿 によりて 大家なる 者は憫 むべき 力な (鸚武 ハムし 

—— (明治 一一 一十 九 年 九月 號) —— 


九月に 入って 劇圑 俄かに 賑 はしく， 歌舞伎 座に^ 井の 十 口 ^興行 を 始めと して、 や &遞れ て 明治^ 

に 新左圑 次の 改名 披露- 績 いて 久しぶりの 本鄕 座、 東京 座 Ig) 追って は 明治座の 川上 劇、 歌舞伎 座 

の 雁 次郞、 新 富 座の 守 田勘彌 追善" 同じ！ S に 伊井 も 亦本鄕 座に 題 はる &事 であらう。 さて 僕 カリ-月 力 

ら 十月 初へ 掛けて 見た 劇に 就い て 1  一 I へ ば第 一 桥に 歌舞伎 座 S 井  一 I. 之 は - 10" サ 。フ 。ォ「。」 

屮幕 「玉 匡兩浦 島」 二番目 「思案の 外」 と 云 ふので あるが、 ー赉 目の 「サ フォ ー」 は 一向 サフォ ー「 

ず。 い。 i^sA^ や o で^る。 俳優の 出來は 手に 人り すぎた 故 かさら くと して 他愛なかった、 中幕の 

「浦島」 はいつ 兄ても 結構な もの だ、 が 第一 ー囘 とし 一」 成るべく I を 傷つけ すに 演、 じ、 た、 の、 を、 多、 と 

する、 此の 後 も 心がけ i いて 幾度で も？ るが 好い. 「、不 如歸」 など を 以て 新 f 特色と す、 る、 の 

、へ 气 だ、 f?K^fs  ^fff<^0  二番目の 「思案の 外」 af^ 

&、で& 、を r かべる、 太 &f  、氏、 の て、 は 、を ，、る、 もので、 善い 事より 逢 

、へ、 る、 や、 う、 に、 見； T た、 の、 は、 吾人の 目が 低い のか 作 その物が 下手な のか 兎に角 殘 念な 事であった。 次 は 明 

9 ム、 一 

小山 內藤& 集 八卷 劇評 ft 新 K 批評  ブ 


小山 內薰 令： 集 八卷 劇評 及 新刊 批評  四 六 二 

治 座の 亡父 追善 兼 襲名 披露 劇で、 一 ^口 「酒 井の 太鼓」， 中幕 上、 「紅葉 狩」 下， 「實 盛」 一 一番 目。 「慶 安太 

平 記。」 僕 は左團 次に 一 言す る。 下手 だと 噂の 高い 君が 存外 今度の 興行で 名 を 上げた の は 嬉しい。 君が 

舞臺 以外に 於て 世の 靑年 俳優 輩と 行爲を 共に せす， あくまで 道心 堅固な の は 喜ばしい、 僕が 君に 送る 

言 紫 はたった 一 つで ある。 曰く 「俳優たら ざれ 俳優 たれ。」 舞臺の 上に あって は、 飽くまで も 俳優たら 

o  o  o  o  o  Docooooooaoooooooooooooooooo  000 

む 事 を 望む。 舞臺の 外にあって は 決して 俳優たら ざれ 新時代の 青年 紳士 たれ。 次 は朿京 座で、 一番 IE 

新作 「異風 之 行列」。 中幕 「娘 道 成 寺」 「吃 又」 大切 「釣 狐」 で、 一 番目 は 序幕の H クスボ ジショ ンは行 

き 届いて 居て 新ら しい 作物ら しい 感じが したが 少し 事件 を 持ち込み すぎて ごてつ いた 氣味 もあった。 

昆て 居て、 喜劇ら しく も 無く 悲劇ら しく も 無く もな いのは、 筋が 深く 進まぬ からで あらう。 尤も 自殺 

が 二つ も ある けれども、 五郎左衛門の 方 は 僅かに 一徹 短慮と 云 ふ點を 持って 多少の 同情 を惹 くに 足る 

が、 中務の 自殺 は、 彼れ ほど 豪い 人物に 書いて ある 信 長が 信 を 置いて ゐた 人物 丈に 無理の 檨に思 はれ 

る、 殊に 二 幕 目の 諫言が 多人数の 中で ある 丈に しんみりと 身に 染みない から、 あれ 丈の 事で 業 を 煮や 

して 死ぬ 中 務は餘 程 粗忽な 人物ら しく 思 はれる。 一 體此 劇の ャマは 信 長が 知 口 略 を 以て 手 を 下さす に 敵 

の 名將ー 一人と いふ もの を 殺す とい ふ處 にある のに 夫が 陰に なって るから いつ 迄 行っても 何の コ ンフリ 

タト も 無ければ 何の カタ スト tl 1 フも 無い。 齋 藤の 家来が 幕 を 上げて 睨む の を 信 長が 振り返って 見て 

一一 ャリと 笑 ふ處で 大^の 幕 を 切るな ど は、 如何しても 堀 越 式 史劇 脚本の バチルスが 殘 つて ゐ ると しか 


思 へ ぬ、 此劇 は將來 天下 を 取るべき 信 長 を 表 はさう としたに 違ない， 然るに 舞臺の 上で 見る と、 旣に天 

下 を 取って 了った 後の 信 長で ある、 是は 脚本に も 俳優に も 罪が あると 思 ふ。 所謂 異風 行列 も 一向 異風 

でなかった、 信 長の 扮 装な ども、 曙 染に明 烏の 着 付， 虎の 皮の やうな 袴 を 穿いて ゐる 丈で 別に 奇裝で 

はない。 僕が 小さい 時 見た 錦繪で (多分 淸 親筆で あつたと 思 ふ，) 信 長が 馬へ 乘 つて 只 ある 破ら 屋の障 

子の 穴から 齋藤^ 三が^い てるの を 扇で 差して 怒って 居る のが あつたが * これ は 赤の 陣羽織に 赤地に 

、 、  8 

松茸 を 中形に 散らした 鎧 下の やうな もの を 着て 向窄を 穿いて 居た、 此 風の 方が 餘程 異風 だ。 中幕 -. 傾 

城 反 魂 香」 では 片 市の 將監 丈が 近 松の 作 中の 人物ら しく 兌え た、 登 升の 修理の 介 は 厭味 だ、 市松の 娘 

は 要らぬ 人物 だ、 原作で も此處 では 旣に倾 城に なって る喾 だと 思 ふ、 翫太郞 の 下女 は 枯れて る。 駒 助 

の 雅樂の 助 は 原作で は 利き手 だが 此處 丈なら も 少し 安くしても 好 ささう に 思 ふ、 然し 達者に は 違 ひな 

い。 高麗 藏の又 平は此 人の 近頃の もので は 好い 出来と 思 ふ、 然し 顔の 粉が 前の世の 人物 を此處 に寫し 

出した と 言 ふ 一 嵇ぼ いやり とした 處が 無く. 角々 が强く 何となくな ま 新しい 處が あるの は考へ もの だ。 

芝翫の 女房 は 幕 切に 扇 を 上げた 時の 顔が 好かった、 此 人の^ 成 寺 は 美しい のと 存外に 動く のとに 感服 

した。 さて 次 は本鄕 座の 「無名氏」。 此劇は 加 拿陀獨 立の 革命に 依って 或る 一家に 起った 悲劇 を 書いた 

ものな の だが、 序幕で、 見物の 腦に此 革命の 性質 を 充分 入れる W 意が 無かった 爲 めに、 斯う 言 ふ歷史 

に 馴染の 蕺ぃ 日本の 見物 は此 眞 面目な 革命運動 を 見ても、 僅かに 電車 騷ぎ 位に しか 連想 しないので、 
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後の 悲劇に 進んで から 大に 損な 處 があった。 シ HI タス ビアの 「コ リオ レイ ナス」 の 序幕な ど を 參考 

にしたら 好かった らうに。 革命運動に 對 する 英國 政府の 代表者と して は 僅に 探偵 李 布の 如き 三枚目 然 

たる 敵役 一人 を 出した の も 得心の 出来ぬ 遣り方で、 これに は 陰で も 陽で も それ は 構 はぬ から、 是非 非 

常な 玆君 とか 暴 太守と か を 明らかに 見せなくて は， 堂々 たる 革命 黨 員が 三枚目と 事を爭 つてる やうで 

餘 りに 意氣 地の 無い 張 合の 無い ものに なって 了 ふ。 然し 全體を 通じて 見て 終に 近き 一 一幕 程 は 確かに 見 

る ベ き價 値が あった、 夫は卽 ちい はでの 辻の 戰 後と 同じく 孤 家 の 訣別で 大詰の ナイアガラに 至って は 

全然 不必要な 者と 思 ふ。 いはでの 辻の 燒 跡で 獨次 安が 昔 を 忍んで 居る 處へ 何も 知らぬ 百姓が 來て、 次 

安の 父 史紋の 惡ロを 言 ふて 去り、 其 後で 又 史紋の 人形 を燒く 件、 何れも 筋の 運びが 自然で も あお、 忙 

しき 屮の 說敎， 說敎の 後の 戰 など 如何にも 革命 戰爭 らしい 趣 も 見えて 面白かった、 次の 孤 家 も、 一方 

に 於て は 非常に 靜かな 淋しい 舞 臺面を 見せ、 他方に 於て は絕 えす 赤 衣の 兵が 出沒 して 家の 中を^ ふと 

云 ふ 不安の 樣を 見せて 如何にも 面白く 感じた。 役々 に 就いて  一 一一 一一 n 云へば、 革命 黨 員ら しかつ たの は、 

有 田の 慕 令と 喜 多 村の 次 安の みで、 佐 藤、 東、 五味の 「甫 慈、 吳禮、 巴 龍の 諸氏」 は 極東の 小 國の電 

車 値上 反對 運動 委員 位に しか 兌えなかった。 喜 多 村の 陰 鬆 なる 中に 一種 熱烈な 氣を帶 びた 處と、 高 田 

が 孤 家で 次 安の 述懐 を 聞く 中に 始めは 椅子に 掛けす、 何處 やらで 次 安の 言葉に 思 はす 泣いて 椅子の 背 

(原) 

にの けた 手 を、 にらせ、 夫から 腰 を 下して 尙ー厣 耳を倾 け、 再び 悲の 迫った 風情で 前に， 突いた 劍を 持つ 


た 手を^ はす 弛める と、 ー處に 握って 居た 柄 革が 音な く ハラ リと 垂れる 處とは 如何にも 氣に 入った。 

世の 評者が 此人 は：^;: 十 何もせ ぬ ものと 定めて 了って る やう だけれ 共、 こう 云ふ處 ではき つと 何 かして 

、 、i  、 ひ、 s„eT  »  r:、 、 -ぃ、 へ、、、、^;.、、、、  _»  00000000000000000000 

るから 不^議 だ、 僕 は 皮肉な 點を高 田の 特色 だと 思 ふ、 然し 其 皮肉 ももう 一 暦 悟ったら 尙 有難い と 思 

ふ。 藤 澤の次 安 も燒 跡の 說敎は 例の 演說 調子に 適って 好かった が、 聖書の 讀み方 は 少し 急き込ん だの 

で 不可なかった、 木 村の 扮 する 毛 雅と云 ふ 人物 は 意志の 弱い 處 から 敵に 裏切す るので 充分 同情 を 寄す 

ベ き點が あるの だが、 此 人の は 一 癖 ありげ で 同情が 寄せられなかった. 靑 木の 母 は老體 になって から、 

孤 家で、 入口 を 開いて 星 を 仰ぐ 處と、 落ち入りの 服つ きと、 安らかな 死 顔と が 好かった、 深 澤の李 布 

は. s はでの 辻で 百姓の. K 勢が 來 ると 聞いて 逃げる 處 と- 孤 家で 毛雅 夫人 を 見て 幢子を 取り、 丸く 禿げ 

た 頭 を 見せる 處 とが 好かった、 風俗 は兒^ の公證 人宜克 のが 一番 正確ら しく 思 はれた。 他の 人々 は少 

し 古い やう だし • 大分 怪しげな の もあった。 然し 概して 云へば、 氣の 好い 芝居 だ、 決して 「伯爵 夫人」 

o  o  0  000000030000  <1 厶な厶 么厶厶 厶厶厶 <!  1<? 厶厶  < -厶 <3厶<1 厶 <1厶 

や 「野 火」 の やうに 不快な 芝居で はない。 筋の 喪、 り 方の 下手な のと、 登場人物の 名前が 解り難かった 

爲 めに、 一 般 のお 客に 受けなかった の は 誠に 殘念な 次第で ある。 

編輯 ダ 切の 前夜 寸暇 を 得て 明治座の 川上 劇 を 一幕 觐 いた。 狂言 はサル ドウの 「祖 阈」， 見た 幕 は 「有 

部總^ 應 接窒」 同 返し 「巿 役所 內鐘 樓」。 ヴィク トリ アン • サル ドウ は 新しい 思想家で もな し、 新しい 

詩人で もない けれども、 舞 K の 上に 經驗の 深い 「老朽な 劇場 作者」 である。 西洋で も 作者の 書いた 其 
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俊 を 俳優 は 仲々 採り 用 ひぬ もの ださう であるが (主として 舞臺 上の 都合より)、 此 作者の 書いた もの は 

如何にも 「俳優の 演じ 好い やうに 出来ての で、 サラ • ベ ルナ ー ル (？) の樣な 名優で も、 殆んど 脚本に 

芋 をつ けす、 共 俊演 ると 云 ふ 事 を 聞いた 事が ある。 「鐘 樓」 の 一場 は， 「祖 國」 の 中で も 作者 得意の シ ー 

ン であらう、 舞臺 上の 工夫が 實に 巧く 出来て 居る。 鐘 突が 鐘 を 突きます と 云って 引 込む と、 やがて 舞 

臺 裏で ガ I ンガ ー ンと 鐘の音が 鳴り 一旦る。 それが ォレ ンジを 助ける 鐘と 聞いて 寄 手の 大將が 兵士に 銃 

殺. を 命す る、 兵士が 發砲 すると • 鐘の昔 が ハタと 止んで. 直ぐ 鐘 突の 死骸が 運ばれる。 此段 取な ど は 確 

かに 感服の 値が ある。 然し 舞臺に 經驗の ある 作者 だけに、 「軒 客 を 喜ばす」 事 も屮々 巧い、 「場 あたり」 

の亳詞 も隨分 ある。 「失った 妻の 代りに 失った 祖國を 返せ」 の あたり は 見物 は 大^ 釆 である。 口 氏の 

飜譯、 極めて 無難で は あるが、 あ \ 云 ふ 事々 しい 服装 をした 人達が 「君」 だの 「僕」 だの 云 ふの は 一 

寸 可笑しく 聞かれた。 「何々 したので す、 それから 何々 したので す」 とのです を大曆 重ねる 所があった 

OOOOCOO  000000000、、、、、  000、、、、、 

が、 あれ は 少し 可 笑 味に なった。 川上 以下の 俳優、 例に 依て 凡： 揃 ひで は あるが、 熱心に 演 つて 居る 

の は 嬉しい。 河 合 は 西洋式の 科 をして 大に 揮って るが、 糚け方 は 研究が 足りなかった。 服装 は 總て怪 

しい、 兵士の 服装に 至って は 殊に 怪しい、 副宫の 中には 「モ ンナ *ヅ ンナ」 中の 人物が 居た やうで あ 

る。 西班牙に は 肖像 畫の 名人 もあった 事 だから、 是 等の 繪を 調べたら よかった らう。 (鸚鹉 公) 

——( 明治 三十 九 年 十月 號 )—— 


滑稽なる 劇評 

近^ 芝^が 盛になる に 連れて、 猫 も 杓子 も 劇評 をす る やうに なった。 成程、 今迄の 「劇評 家」 が 段 

々 「非 優 I になって 了った から 猫 や 杓子で その 缺員を 補 はなければ なるまい。 

展 おは 强 くない。 應急 補缺の 劇評 家 は 兎角 滑稽な 事 を 云 ふ。 菊 三 郞の幸 藏主を 見て、 此 優の 近年に 

. 無い 適り 役 だと 賞め た 劇評 家が ある。 栴 幸の 濡髮と あづまと を 評して， あづまの 方が 本 役 だと 敎 へて 

吳れた 劇評 家が ある。 脚色の 下手な 「吾輩 は 猫で ある」 劇を兑 て、 原作者の S 目さん を攻维 した 劇評 

象が ある。 

近頃、 均^ 王 だと 稱 する. 「吹けば 飛ぶ 樣な 明治 ツ子の 灰殻に 劣け ぬ氣」 の 「老人」？) があって、 

「新潮」 と 云ふ雜 誌に 「演劇 漫語」 と 云 ふ 滑稽な 氣焰を 吐いて 居る、 その 何が 故に 滑稽で あるか を說 

明す るの は、 ず^の 識釋 に似て 妙で ないから、 それ は讀者 諸子の 賢察に 任せる 事と して、 左に 共數節 

を 摘錄 して 見やう。 

川上の 正 劇 を 難 じた あとで —— 
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「それに 引かへ て舊 劇と なると、 一寸 手 を 動す のに も、 話 をす るに も， 曲線美 を畫 く。 (圈點 すべて 原 

ooooo  oooooooo.  oooooooo  ooooooooooooo  oo* 

文のと ほり) 彼の ィャ ナ戰 場の 立 廻りで も、 曲線美 を 逸しない、 槍 をヒネ つても 刀 を 振っても、 美的 

ooooo  ooooooooo  000000000000000  0000000003000 

線 を 逸せぬ。 所作事な ど \ くると、 手足が 不可思議の 神が 上に あって、 之れ に 一種の 靈カを 働かして 

居る 樣に感 する。 これ は 踊の 然 らしむ る處 で、 壯士 芝居で は 見る 事が 出来ぬ。 新派 は 寫實を 誇って 居 

るが、 恰も 舊 派の 活歴の 滑稽と 同じ 事 だ、 (何の 事 か 解る 人 は 手 を 擧げて I) 寫實は 決して 美の 極で は 

ない。 寫實を 美化し なければ ならぬ、 一一 目 を 換 へて 云へば 现想 化しなければ ならぬ の だ、 その 必耍 上、 

^厶. 1 厶厶 なュ厶  <i<d< 厶 な厶  、>、、、、、、、、、、 

坪內 さんの 樂 劇が 生れた ので あらう。 (此 圈點は 僕が 覺 えす 附 けた —— ) 

次 は 又 川上 攻擊で II 

「ァ ー ビング や テル (誤植に 非す) の やうな 天才の 一種の 力と， 勉強と 修養と を 以て 始めて 沙翁劇 も 

美化して 見せる だら うが、 川上 一派と 來ては 烏が 鹧の益 (似 同然で ある、 X 布臘 劇の コラ ー ス (？ ) は 歌舞 

伎の ョ 力 語り (ュ 力？) と 同じく、 オペ ラも 歌舞伎 劇に 似通って 居る と、 愚老の 耳に 聞い て 居る。 歌舞伎 

\ 厶厶厶 厶 厶厶厶  <1 厶厶 A  <J 厶厶厶 厶 厶厶厶 厶 厶厶厶 、、、、、、、、、、、、 気、、、、、 

劇 を 改良したら 何 か 一 種の 新しい ものが 出来る だら う。 (演劇 改良 論者が 無責任なる 論法の 好 模型！) 

最後に 僕の 所謂 「滑稽なる 劇評」， 歌舞伎 座 十月 狂言の 評が ある II < 點は總 て 僕が 打った の だ。 

「上 杉 謙：^ は、 八 百藏が やった が、 これ は、 品が 謙 信 を演 りこな す资 格が なく、 シッ トリと して、 而 

も 迅速 雷の 如き、 謙^ではなかった。 そして 何時でも 此の 優の 癖 だが、 臺詞を 舌に 丸める 樣で克 く 聞 


ぎど" れ" ぬ。 山 本 勘 介 も 軍師と は 見受けられな かづた。 猿 之 助の 鬼 小島 は、 非常の 出來榮 えで" 猿之勒 

は 將の將 たる 人に 扮し難 けれど、 彌太郞 はは まり 役で ある。 次 は 羽左衞 門の 元 村 上 義淸の 家臣 樂岩寺 

は- 切 ピ¥ て "る^な だ ぎ4/英" 雄と も 見られぬ。 次 は 雁 次 郞の和 田 正 行 は 流石 は 成駒屋 である。 

<1 厶厶. 厶厶 厶. 1<-<<| 厶厶 <J<i 厶厶厶 厶." 、<3 厶ノ厶 ：，- 

あの 科白 を 見る と、 忠臣 藏の 由.^ 之 助 は さぞ かしと^ はれた。」 

「se? 兀 が klf& ^だ 寺が A 場、 此れ は 柳 亭種彥 の田舍 源氏に あるの だ。 羽 左の 光 氏と 訥升 のた そか 

れと、 古寺に 宿 を かりて 物語して 居る 處へ、 梅 幸の 東雲が、 i 面 を 冠って、 輦の繒 の 襖 を 破って 出て 

來て光 氏 をな やます。 其 所へ、 猿 之 助の 仁 木が 出て、 呪 ひながら 立 廻りになる。 それ を淸 元が 唄って 

だ ^を^て ゲ A て &:气 は、 も fkll^ ぬ IIAl^l^Y 丸で 能樂を 見て 居る 樣だ が、 能 

にして は、 生氣が ある， それ かと 思へば、 人形が 動く 様 だ、 自分 は只恍 として 夢裡に 見て 居る 檨な、 も 

ぎ であ ゲた、 成程 上品な、 ゆかしい、 雅な 物で ある。 自分 は その 瞬時、 神秘 劇と でも 名 づけたかった。 

それが、 東雲が 顯れて 自殺す る 時、 成程 演劇に なった わえ と 我に 歸 つたく らゐ 

天の 網 島の km 場。 これ は 本日の 呼び物で、 八 百藏の 大兵 衞、 松 助の 善 六 もよ かった が、 最も 猿 之 

助の が 右衞" 門が 裏町 侍士 はよ かった。 侍士で 粉屋が よく 顯 されて、 その上 治 兵衞の 兄た る 情に も 泣せ 

た。 雁 治郞の 治兵衞 は、^ 優の 第一 の 得意 物で あるから、 非難 を 打つ 點は 勿論ない が、 大阪 俳優の 得 

、、、oco  OOOOOOOO.COOOOO  :-1  .  , f  J  •  -i  »  J'  ^ 

性の 餘り シッコ 過ぎて、 江戶 ツ子に は 少し 不向 であらう。 愚老は 會て 我^の 中ん 兵 椅を 見た 力 同じ- 
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くシ ッコィ 所作 は 東京の 俳優より 達者の 樣に思 はれる。 だが 世話物 を 多く 演る だけあって、 重みが：^. 

く才氣 走って 居る。 これ は 免れぬ ことで 却って 善い のか も 知れぬ。 

詩聖 近 松 も、 こう 云 ふ 老練の 名優に 演られ て、 地下に 首肯いて 居る だら う。 栴 幸の 小春が 釣り合な. 

かった の は 返す くも 殘 念であった。 未だ 若年の 梅 幸で は、 小春 は 重荷であった。 然し 懸 V に vb^d 

の は 感心で ある。」 I 終り。 (鸚鵡 公) 

—— (明治 三十 九 年 十一 一月 號) I . 


映 


比 ¥、 昭和 三年 三月 號 ヨリ 同年^ 

ft 劃 严 七月 一一 至ル 中央 公論 所載ん 


& シァ の映畫 

「B シャの 映 (ま はどうでした。」 

モス コォ から 歸 つた 私 は、 大抵な 人に かう 訊かれた。 

ところが、 I 貧 際 私 は 三 週 11 の 滞在中、 唯 一 回し か 映畫を 見なかった。 

私が 主として 見學に 行った の は 演劇で ある。 併し， 映 畫の方 も 出来るだけ は 見て 来ようと 思った Q 

晝間は キネ マ、 夜 は 芝居と 休み な しに 兑て 歩く つ もり でゐ た。 

私の さう 思った のに 無理はなかった。 千 九 百 十一 一年から 千 九 百 十三 年へ かけて © 歐羅 e へ遊學 した、 

寺、 私 は 大抵 さう したので ある。 私 は 伯林で 「クオ *ヮ ヂス」 の 封 切 を 兌た、 バッサ アマンの 「デァ • 

アン， チレ」 を；：： ルた。 維納で h- ルメテ • ッ アッコ ォ- 一の、 題 は 忘れた が、 醫 者が 猿から 肺病 をう つされ 

る 映 畫の封 切 を 見た ひ いづれ も それ は晝 間だった。 ストックホルムで 新派 悲劇的な 勞働银 議映戴 を 見 ■ 

たの も晝 間だった。 倫 敦でサ フラ ジェットの ミス ニァ ヰスン がダァ ビ • ，テ ィ に 競馬の 凰つ 唯 中 へ 飛び 

込んで、 キ ングの 馬に 蹴 殺された 時の 實寫 を兑 たの も晝 間だった U 

旦し、 ロシャ では。 モス コォ でも、 ペトロ グラ アドで も、 晝間 シネマ を 見た 記憶がない。 倂し、 西 
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歐羅 巴で も 書 一間 やって ゐ たの だから、 モス コォ でも 晝間 やって るに 違 ひない と， 唯 ぼんやり さう 考 へ 

て 行った。 

ところが， 今度 モ スコォ へ 著いて 兑 ると、 常設館で 晝間 興行して ゐる ところ は 一 軒 もない とい ふこ 

とが 直ぐ 分かった。 大抵 は 午後 七 時半からで、 出し物 は 一本、 同じ もの を 三回 やる。 日曜に は マチネ 

ェを やる が、 マチネ H は 芝居の 方に も あるので、 ついその 方へ 行く。 月曜の 晚は芝 居が 全部 休み だが- 

シネ マ も やっぱり 休みで ある。 

さう いった わけで、 短い 期 に 出来るだけ 多くの 芝居 を 見ようと した 私 は、 つい シネマの 方が ぉ留 

守に なった 次第で ある。 

もう 一 つ 现 由が ある。 しかも、 それ は 重大な 理由で ある。 それ は、 私が 滞在した 三 週間の あ ひだに 

芝居の 方 は 割愛しても 是非 見なければ ならない と 思 ふやうな 寫虞 が、 どこの 常設館に も 上映され なか 

つたこと である。 

「諸君、 驚いて はいけ ません。 私が 乇スコ ォへ 著いた、 その 週^に 最も 大規模に 宣傳 されて ゐた 常設 

館の 出し物 は 何だった と 思 ひます。 「ヮリ H テ」 に 「巴 里の 女」 に 「ス カラム ッ シュ」 ではありませ- 

ん 力  」 

私 は旣に 日本で モスク ヰンの 「ボリ クウ シ ュ 力」 を 見た。 プド オフ キンの 「母」 を 見た 。「装甲 艦パ 


チェ ム キン」 の 話 を 聞いた。 「ァ H リタ」 の 話 を 聞いた リ 

寶際、 私 は モス コォへ 行けば、 さう いった ものが ざら に 見られる と、 さう 思って 樂 しみに して ゐた 

ので ある。 ところが、 ステ H シ ヨンへ 著いて、 自動車で ホテルへ 行く までに、 いきなり 兌せられ たの 

が 往来の 上 を 横に 切った 「ヮ リエ テ」 の 飾り 旗で ある。 「巴 里の 女」 の大 ポスタで ある。 

映畫の 製作で は 世界の 第一線に 立って ゐる サネッ H ト u シャ も、 常設館の 出し物で は、 =： 本に さへ 

おくれて ゐ るので ある。 私の 最初に 知った こと はこれ だった- 

勿論、 私の 滞在中に 常設館 の^し 物 は 二三 度變 つた。 併し. 「ヮリ H テ」 だけ は、 私が モス コォを 去. 

るまで 打ち 铵 けて ゐたリ 口 シャ 製の シネマ も 一 一三 出ないで はなかった。 併し、 私 は映畫 通で ある 私の 

通譯 イリヤ ， ルビンシュテインの 話で、 その いづれ もが 俗受專 門の ものである こと を 知った。 可な り 

評判の 高い 「皇帝と 詩人」 (プ ゥシ ユキ ンを题 村に した もの) などで も、 あまり 屢王宫 の 噴水が 出て 來 

るので、 あれ は 「皇帝と 噴水 だ」 などと 嘲け る 人が 澤山 にあった。 

實を言 ふと、 私 は エル トフ の實 B 映畫が 見たかった。 H ィゼ ンシュ ティン の 撮影所 も兑 たかった。 

プド オフ キンに も 是非 會 つて 「母」 についての 話が 聞きたかった。 (現在の 私 はプド オフ キンの 「母」 

を Ml 前 絶後の 本質的な 映畫 だと 信じて ゐる) そこで、 モス コォ へ 著く と 早々、 それらの 便宜 を VOK 

S  (對外 文化 協 <1") に顿ん だ。 併し VOKS は 私 を 劇場 人と して は 認めて くれたが 映 班-人と して は 認- 
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めて くれなかった らしい。  劇^に 關 する こと は、 隨分 親切に 世話 をして くれたが、 映 畫に關 する 私の. 

希望 條件は 終に 歸 るまで 梨の つぶてだった。 私が a シャ 映畫に まるで 無知で 歸 つた 现 由の 一 つ はこ こ 

にも ある。 

以下 は 私の 推測で ある。 

映畫 製作に は大 資本が 耍る。 現在の a シャ， に は その 財源がない。 H ィゼ ン シ ュ ティンの^ 事 も、 プ 

ド オフ キンの 爲事 も- 規模と して は、 日本で 言 ふ、 プ a ダ クシ ヨン 程度の もので、 實に 立派な 爲事を 

して ゐ るが、 出来る もの は、 年に 一 本 か 一 一本ぐ らゐの ものら しい。 H ィゼ ン シ ュ ティンな ども、 例の 

「ス タァ チカ」 (「同盟 罷ェ， ) を 作った 時分に は、 まだ ひどい カメラ を 使って ゐ たらしい。 「パチ H ムキ 

ン」 で 少し 金が は ひった ので、 やっと 獨 逸の 撮影機 を 買った の ださう だ。 聯邦 共和 國の 農村 生活 を 全" 

線に 亘 つて 寫實 的に 描 寫 するとい ふ 大計 畫の 「ゲ ネラリ ナヤ、 リィー ーャ」 など も、 去年の 十月 頃まで. 

に は 完成 するとい ふ 噂 を 聞いて ゐ たから、 向う へ 著く と 直ぐ 訊いて 見た が、 出來 たとい ふ 人 も あり、 

まだ 出來な いとい ふ 人 も あるので、 簠； 相が 分らない。 兎に角、 私が 行った 時分の 映畫雜 誌な ど を 見る. 

と、 現在 は 政府の 金で 「十月」 とい ふ 革命 記念の 寫 3具 を 作って ゐる やう だが、 それ も 餘り费 用が かか 

ると いふので、 どうやら 政府 側から 屮止 命令が 出た とか 出さう だと かいふ 話であった。 プド オフ キン 

もや はり 革命 記念 映畫 を^: つて ゐる やう だが、 それ もどの 程度まで 進んで ゐる のか 分からない。 エル 


トフに 至って は、 その 名 前 さへ 知らない 人が、 モス コォ には澤 山 あるので ある。 

これ を、 要するに、 。シァ の 最も 進んだ 映畫 製作者 は、 いづれ も 財源に 苦しんで 惡 鬪苦戰 して ゐる 

ので は あるまい か。 私は滿 腔の 同情 を 禁じ 得ない と共に、 彼等が アメリカへ でも 買 はれて 行って、 終 

に その 特色 を 失 ふやうな 日が 来なければ 好い と 思って ゐる。 

私が 唯 一つ モス コ ォで 見た 映畫 とい ふの は、 ウクライナで 近- S 出來 た、 ゴォ ゴリの 「ソ n チン スカ 

ャ、 ヤルマル 力」 の 封 切で ある。 ゴ ォゴリ のこの 短篇 は 「ヂ カン 力 夜話」 の 中に ある 有名な 作で、 旣 

に ムッソ ルグス キイ (？) の オペラに もな つて ゐる。 だが、 この 映畫は 地獄の シ インが 稍 兒られ る だ 

けで、 他 は實に 幼稚 極まる 製作だった" カメラの 廻轉數 など も ひどく 儉 約され てゐ た。 だが、. 勞働者 

の 多い エル ミタ アジ ュの 見物 は ひどく 甚ん で、 初から 終まで 笑 ひ 通しだった。 大衆 向と. S ふ もの は、 

やはり どこの 國 でも 變ら ない もの かと 思って、 私 は 聊か 悲觀 した。 

併し、 インテリ、 ゲン チヤの 間に 於け る 映畫の 研究 は、 なかなか 盛で ある。 映 晝に關 する 寄 物 も 夥し 

く 出版され てゐ る。 私が 買って 來 たもの の 巾で も、 プド オフ キンの 「映畫 監督」 同じ 人の 「映 畫シネ 

リオ」 バルチ ヤンス キイの 「映畫 製作者の 敎養」 エイヘンバウム、 カザン ス キイ、 シュク a ウス キイ 

そ. の 他 諸家の 論文 を 集めた 「ボイ チカ、 キノ」 などが 愤値 ありさう に 思 はれる。 三卷 物の 內 第一 卷. た 

け 出た リ ハチ H フの 「口 シャ映 畫史」 も 重な 文獻 であらう。 
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私 は これらの もの を、 露西亞 語の 出来る 人に だんだん 讀んで 莨って、 これから a シャ の映畫 につい 

て學 ぶと ころ あらう として ゐ るので ある。 

これ は 唯、 それまでの 責 ふさげに 過ぎない。 (伹 し、 プド オフ キンの 「母」 について はお 近 稍 詳しく 

自分の 感想 を 述べたい と 思って ゐる) (一 一月 六 口) 

r ぺ タ、 ォ ォ〃」 

ロシャ から 歸 つて 来る と^ぐ 氣管支 カタルに なって (多分 n シ ァ土產 だら うと 一一 目ったら、 大使館の 

スパヰ ン敎授 が、 a シャに そんな もの は賫 つて ゐま せんと 言った) 三 週間 も寢 てし まった ので、 この 

頃で 見た 映畫は 「ベタ、 ォ オル」 一 つ だけで ある。 

プ 口 ジ H クタの せいか、 繪が 一 體に 少し 晤 いと 思った (帝國 ホテル 演藝 場)。 つなぎの 戰場は 總て平 

凡だった。 併し、 面白かった。 見て ゐて、 氣 持の だれる ところはなかった。 殊に 後半 は 息 もっかせ な 

かった。 芝居の 前から 面白くな るので ある。 それ は 後に 出来て 前に 輸入され た 「彌次 喜 多 空 中の 卷」 

にも、 手で 眞似 がして ある さう だが、 人の 話で 聞く と、 やはり 本家の 方が 好い らしい。 ミリタリズム 

も アンチ ミリタリズム もない ところが 暢氣で 好い。 コック 一一の しゃれつ 氣は 十分に 出て ゐる。 それが 


いけない と 首 はれれば、 それまで だ。 人 ii がー 人 も 死なな いのも 好い。 獨逸 兵の 醉 つばらって ゐる時 

は、 英吉利 兵も醉 つばらって ゐる。 敵愾心と いふ やうな ケチな ものの 出て ゐな いのが 好い。 アメリカ 

製の 戰ゅ 物と は 大した 相違 だ。 人 氣の惡 い 愚兄 チャッブ リン も， これで 男 を 上げた と 言へ よう。 

令： 然 ドラマチック ではない。 悉く ェ ピソ ォド的 だ。 それで、 これ だけ 兑 物が 引っ張れれば、 やはり 

製作が 巧い の だら う。 

伹し、 確 問す ると ころに 依る と、 この 映靈は 東健而 君が 編 料 をし 近した もの だ。 そこに 何 か 好い 効 

杲が 出た ので は あるまい か。 私 は 研究の 爲に 元の 儘で、 その 映畫を 一度 見たい と 思 ふ。 (二月 六日) 

兒 童 と 映 畫 

いつも 新聞の 宣傳 記事に なって は * 宜傳 記事に なつ た^けで 終って しま ふ兒 童と 映 ffi の 問題が、 最 

近に なって 巿の敎 育 局から 又 新しく 提出され た。 

仄聞す ると ころ 依れば、 內務、 文部、 警視 廳は 勿論、 與 行者 側から も 代表者 を 招き、 この 二十日 頃 

に 懇談 會を 開いて、 具 體案を 作る さう であるが、 今度 こそ は宜傳 だけでなく、 何とか 實 行の 目鼻が つ 

けて 貰 ひたい ものである リ 
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十一 一歳 以下の 兒 童に とって、 映畫が I 殊に 日本製 映畫が i 精神的に も肉體 的に も 有害 有益で あ 

る こと は， もう 問題で はなくな つた。 

市の 敎育 局で も， 文部^でも， その 方面の 調査 は相當 出来て ゐる喾 である。 先づ その 調査報告 を揭 

げて、 一般 家庭に 映畫が 如何に 兒 童の 視力 を 損傷し、 如何に 兒 童の 注意力 記憶力 を滅 返させ、 如何に 

遊戯の 上に 恐ろしい 影響を及ぼ すか を、 數字 的に 徹底させる こと、 これが 第一 の 急務で ある。 

この 徹底がない から、 いつも 問題に なり かけて、 つ ひその 儘に なって しま ふので ある。 敎育 家で も 

一般 家庭で も、 與 行者 側で も (興行 者も^ 庭 は 持って ゐる y 映 畫の兒 童に 及ぼす 害毒 を、 もっと はつ 

きり 知ったら、 到底 この 俊に して は遛 けな. s 笞 である。 「さう は 言 ふが、 然程の こと は あるまい。」 これ 

が 一 般の考 へ である。 この 一 般 的な 考 へが 將來の 國民を 平氣で バチルスの 內に遛 くので ある。 

やむ を 得すん ば 法規に よって 十二 歲 以下の 兒宣が 映畫 常設館 に 入る こと を禁す べきで あるが、 かう 

いふ 問題 は， 法規の 束縛 を 受ける まで もな く、 兒童を 持つ 家庭が ー齊 に自覺 すれば、 疽 ぐと 解決の つ 

く  ^题 である" 

要するに、 まだ その 恐ろし さが はっきりと 分からないで ゐ るので ある。 それ を はつ， きりと 分からせ 

る こと、 これが 何よりも 當局 のしなければ ならな いこと である。 

い く ら 自分 の 商寶が 酒屋 でも-六 つや 七つの 自分 の 子に 酒を飮 ませ はしまい" 映畫の 興行 者 だ つ て 、 


自分に 子供が ある 以上、 映畫が 子供の 害になる とい ふこと が はっきり 分かれば、 法規 を 待た すして、 

常設館の 扉 を 十一 一歳 以下の 兒宣に 閉づる だら う。 

小學 校に も考 へて 貰 はなければ ならない。 ー體" 日本の 小學 校は餘 りに も 情操 敎育を おろそか にし 

てゐ る。 兒 童の 擧校 生活 は餘 りに も 無味乾燥 である。 それ 故、 兒宽 は學 校で 得られない 生活の 澗ひを 

他に 求める。 それが 映畫の 見物と なり、 劍 劇の 愛好と なり、 終に 流血 的遊戲 となる ので ある。 

好い 指導者の 下に 舉校劇 を もっと 盛に する の も 一 策で ある。 擧 校で 日 をき めて 兒 童に 向く 好い 映畫 

を， 視力 注意力な ど を 弱らせない 程度の 時間 見せる の も 一策で ある。 (映畫 を 敎窒で 見せる こと は、 旣 

に  一 二の 小擧 校で 實 行せられ てゐ るが、 映寫 時間に ついての 科學 的な 考慮が 足りない やうで ある。 そ 

れ から、 興行 者が 餘り 同情 を 持たない ので、 好い 映 畫を穫 るのに 闲 難して ゐる やうで ある)。 

舉 校に 面白い ことがあれば、 子供 は 決して 學校 以外に 娛樂を 求める もので はない。 概して、 子供 は 

擧校 好きな ものである。 だが、 いくら 好きな 學校 でも， 規則 づ くめ 勉强づ くめで は 堪らない。 子供達 

は 他の もの を 求めに 他のと ころへ 行く。 その他の ものが 學校 にあれば、 子供 は 何 を 好んで 外へ 出て；；；： 

かう。 

私 は劍劇 或は 劍劇映 螯の總 て を 排斥す る もので はない。 併し、 現在 日本で 一 般に行 はれて ゐる やう 

な劍 劇映畫 は、 大人に とっても 決して 健康な 食物で はない。 況ゃ 消化 力の まだ 弱い 兒 童に とって は尙 
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更 のこと である。 何の 爲に人 を 斬る のか、 そこに 理由ら しい 理由の 全くない のが ある。 かう いふの が 

最も 危險 な映畫 である。 人 を 斬る 侍 或は 浪人の 背後に は必す 女性が ゐる。 そして、 その 關係は 概して 

，テカ ダンで ある。 新聞に 謂 は ゆる 「ただれた 戀」 である。 私は兒 童の 兒る もの 讀む ものに 必 すし も戀 

愛 を 排斥しょう とする もので はない が、 一般の 劍劇 映畫に 見る やうな 戀愛 は、 兒 童 の 情操 を 全く 間違 

つた 方向へ 持って行 つてし まふ もの だと 信す る。 

劍劇 映畫に 身心 を 損 はれた 兒 童の 實 例は澤 山に ある。 現に 私 も 一人、 さう いふの を 預かって、 それ 

が 矯正に 努力して 見た が、 その 禍极は 思 ひの 外 深くて、 終に 私の 手に は 負へ なかった。 

當局は これらの 恐ろしい 實例 を列擧 して、 一般 家庭 を覺醒 させなければ ならない。 一般が 自覺 せぬ 

限り、 法規 や 協定が 何の 力に ならう。 

「ファスト」 斷想 

ムルナウの 映畫 「ファウスト」 を 兌た。 

美しい 冩眞 である。 マル テの 家の 後 庭で、 ファウストと グレ エト ヒェン が 鬼ごっこ をす る 場面な ど 

は、 ゲ H テ 全集の 銅版 禅. 1 を兑る やうだった。 エクマンの 若い ファウスト、 カミラ. ホルンの グ レエ 


トヒ H ン、 共に 美しい。 殊に、 私 を 励 かした の は カミラの 持つ 處女 美で ある。 

力 アル. ホフマンの カメラ ヮァク が 大分 好評で あるが、 私 は 然程に も 思 はない。 獨逸 として は、 こ 

の 位の こと は 出来る のが 営然 だと 思って ゐる。 唯、 思 ひの 外繪の 明かる いのが 好い。 唔 い 場面で も、 

頭 腦ゃ服 を 疲れさせない 程度の 明かる さが 考 へて あるの が 好い。 

ム ル ナウの 監督 も 群集 場面の 外に 新しく 學 ぶべき 點 はない。 グレ エト ヒ H ンと ファウストの 戀の始 

まりを ピオ メカ 一一 ックで 表現した の は 好い。 マ ルテ の媚藥 はちと やり 過ぎの 形で ある リ 

ャ ン 一一 ングス のメ フィス トは、 最初の 出 だけで ある。 (だが それ は クルチ ュ ッフ の 繰返しと も 兌れば 

見られた。) いつもの 裝 になって からの メ フィス トは、 三枚 敵の 境地 を 出ない、 餘り にも 低級な 演技 だ 

つた。 私 は 「ォテ 口」 で 見た ェ ルナ ァ • クラウス のィャ ゴォの 方に 遙にメ フィス ト式價 値 を 認める も 

ので ある。 

だが、 何よりも 問題な のはハ ンス • キイ ザァの 脚色で ある。 これ はゲ H テで もなければ (勿論、 ゲ 

ェテの 「ファウスト， 一は 到底 完全に 映畫 化せら るべき 性 ^ の 作物で はない が). 傳說の ドクトル、 ファ 

ウス ッス でもない U マ ァロォ に 近いと 言った 人 も あるが、 私 は それに も與し 難い。 

結局、 何をテ H マに したの か、 それが 分らない。 最後の 解決 を Ifeve の 一 語に したの も、 今日の 人 

問に は餘 りに 甘 過ぎる。 
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グレ H トヒ H ンを 「子^し」 にしないで、 幼稚な 看客の 同情 を 集めよう としたの も、 餘 りに ァ メリ 

力 式で ある。 

「マノン • レス コォ」 

ジョン. バリモアと. ドロレス コス テロの 「マノン. レスコ ォ」 を 見た。 

原作の 小 說を思 ひ 浮べながら、 この 繪を兒 る もの は 失望す るか も 知れない。 併し、 原作 を 離れて 見 

れば. 「ドン • ファン」 に 優る とも あらぬ 映畫 だと 言 ふこと が 出来る。 

「ド ン. ファ ン」 では、 スト ォ リイの 前半が 稍 複雜に 過ぎた。 「マノ ン • レスコ ォ」 では、 最初から マ 

ノ ン とファ ビア ン 二ァ. グリ ュ ゥのー 一人 だけが 筋 を 運んで ゐ るので、 分かりが 好い。 

後半から ス ピ イドの 出て 來る ところ は、 「ド ン. ファ ン」 と 同じで ある J フ ァ ピア ンが マノ ンを 賭け 

て ルイ 十五 世 (これ も 原作に はない 人物 だ) と 骨睥の 勝負 をす る。 ルイが いんちき を やる。 ファ ビア 

ンが卓 を 叩いて 猛然と 立ち上がる。 それからが 息 もっかさぬ 面白さで ある。 

女が 寳笑婦 として 殖民 地へ 流し ものにされる。 それ を 留め やうと にして、 男 は 警視 總監に 哀願す る 

が、 總監は 女に 對 する 怨みから これ を 許さない。 ファビアン は 素早く 總監の 咽喉 を 刺し 赏 いて、 今や 


出帆し やうと いふ 船に 乘り 込む。 總監 殺しの 犯人 を 追って 騎馬の 兵が その あと を 追 ふ。 船 は 出 やうと 

する。 この あたりの ス ピ イド は監替 撮影と もに 遣憾 なしで ある。 

男 は 荷 擔ぎを 装って、 無事に 兵士の 目 を 逃れる。 船が 出る。 好色な 船長が マノン を 挑む。 ファ ビア 

ンが 割って はいる。 船長 は 男 を 船中の 牢獄へ 叩き込む。 

それからが、 船長が 欲を充 たすか、 男が {牛獄 を 破る かの サスペンス である。 

ファビアン は あらゆる 侮辱の 詞を 連ねて、 猿の やうに 牢獄の 格子 を 上下しながら、 獰猛な 囚人 達 を. 

アジ ティトす るので ある。 鎖 は 終に 切られる。 牢獄の 天井 は 終に 破られる。 船屮が 修羅の巷 となる 中 

を、 は 女と 唯 二人 ボ オト を 釣り下げて、 荒浪の 海に 漂 ふ。 日が 上がる。 自由の 國 アメリカの 大陸が 

1 一人 を迎へ る。 繒は 原作の 砂漠 を 見せす、 ハツ ピィ K ンヂ ングで 終って ゐる。 

マノンの 人物が 原作 を 離れて ゐ るので、 原作が 持つ 程の 深刻 味を感 する こと は出來 ない。 だが、 is 

作に は 到底 見出だす ことの 出來 ない スビ イドが、 映畫 としての 「マノン • レス コォ J に 立派な 存在 理 

由 を與へ てゐ る。 

「ドン • ファン」 の經 驗に敎 へられた か、 ジョン • バリモアの ファビアンが、 大寫 しの 場合 ミジ アム 

の 場合 を 大抵 ソ フ トフ ォォ カス にして、 いくら 美しくても 年は爭 へない 顔の 皺 を隱す やうに して ゐる. 

の も 好い。 ファビアン は 確に ドン. ファンより 若く見えた。 
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「鴨」 に 就いて 

田 口 商 S へ は ひった 獨 逸物の 「鴨」 を兑 た。 イブセンの 「鴨」 を映畫 化した ものである。 映 畫の名 

題 は 「可哀 さうな 小さな へドヰ ッヒ」 と ある。 

ァグ ネス • シュト ラウプ、 ル チイ • へ エフ リツ ヒ、 ァ ルバ アト *シ ユタ イン リュック、 エルナ ァ， 

クラウス ！ 出演 俳優 は いづれ も 獨 逸 劇壇の 大立 物で ある。 

ロケ イシ ヨンと して は、 父ェ ルレが 鴨 をう つ 場面が、 ほんの 少し ある だけで ある。 映畫 として 當然 

あるべき 山の 生活 もない。 從 つて、 老ェ H ク ダルの 過去 も 分からなければ、 彼と 父ェ ルレとの 關係も 

分からない。 

殆ど 總 てが イプセンの 戯曲に ある 場面 だけで 演ぜられる。 卽ち、 ェ ルレの 家と 寫眞屋 ャルマ アル • 

ェ エタ ダルの 家の 各部で ある。 

^に 原作に 忠實 な映畫 である。 殆ど 少しの 入れ 事 もない。 少しの 筋の 變換 もない。 それだけに ii の 

テム ボは 極めて 緩い。 グレゴ オル • ェ ルレな ど は、 殆ど パゥゼ ばかりの 演技で ある。 

クラウスの ャルマ アル • ェェ ク ダル。 


シュ タイン リュックの 父ェ ルレ。 

ァグ ネス • シュト ラウプのへ ドヰ ッヒ。 

ル チイ • へ エフ リツ ヒの ャルマ アルの 妻" 

これら は 勿論で ある。 その他、 どんな 端役で もが、 悉く イプセン 劇中の 人物に 成り切って ゐる。 

それ 故、 吾. *c 外國 劇の 研究者に とって は、 實に貴 まな 映畫 である。 一本 買って、 絶えす 見て ゐ たい 

とさへ 思ふ繪 である〕 併し、 本質的な 映畫 とい ふ 立場から 見たら ど うだらう か。 恐らく 如何なる 興行 

師も手 を 出すまい と 思 はれる 作品で ある。 なぜと 言へば、 原作 を 知らない 觀客 は、 必す 退屈す るに 違 

ひない からで ある。 

かう いふ 特殊な 映畫を どうしたら 好い か。 それ は 私の 常に 考 へて ゐる ことで ある。 一部の 人に とつ 

て は實に 貴重な 映畫 であるの にも 關ら す、 それが 大衆 向で ない 爲に 埋もれて しま ふ" かう した 映畫の 

救 ひ 方 を 誰か 具體 的に考 へ て くれる 人 はないだら うか。 

映畫に 「文 學的價 値」 をのみ 見ようと する 人の 多い 日本の 文壇な ど は、 率先して かう した 映 畫の保 

存 維持に 盡 すべきで はなから うか。 
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「サァ カス」 を见て 

II チャッブ リ ン 論の 一 斷片 —— 

チャップリンの 新作 「サァ カス」 を 前にして、 曰 本の 映螯 批評家 は 困惑して ゐる。 

鬼に も 角に も * 相手 は チャップリンで ある。 さう ひどく こき 下ろす の は 恐ろしい やうな % かする。 

さう かと 云って、 「巴 思の 女」 や 「ゴォ ルド • ラッシュ」 で 無 噔と彼 を 詩人に 崇めたり 哲舉 者に 祭り 上 

げたり した、 それと 同じ 舉 法で 「サァ カス」 を讃 める こと は 不可能で ある。 そこで、 譜 める 方 も、 惡 

く 云 ふ 方 も、 極めて 微溫 的で ある。 

「チャップリン は 行き詰まった」 と 言 ふ。 だが、 どこが 行き詰まった のか， はっきり 言 ふ 人 はない。 

「チャップリン は 疲れて ゐる」 と 言 ふ。 だが、 どこが 疲れて ゐ るか、 自信 を 以て 言 ふ 人 はない。 

「チャップリン は 昔へ 歸 つた」 と 一一 n ふ。 だが、 その 證據を はっきり 擧げて くれる 人 はない。 

そこへ 行く と •「 一一 ユウ ョ オタ、 ヘラルド、 ッリュ ピウ ン」 のリ チヤ アド • ヲッッ など は、 餘程は つ 

きりした 異議の 巾し 立て をして ゐる I . 

「私 は 「サァ カス. 一 を 「ピ ル グリム」 よりも 「ゴ ォ ルド. ラッシュ」 よりも 「擔へ 銃」 よりも 努力の 


足りない 作品 だと 思った。 私 は 其 理由の  一 二 を 直ちに 述べる 事が 出来る。 先づ 第一 に、 この存 劇 は 第 

一流の シネマ • フ ァァス が當然 持って 居なければ ならない 「なめらか」 さを缺 いて ゐる やうに 思 ふ。 

或大 仕掛な ギヤ ッグを 築き上げる。 そこで、 そこから 何 か 出て 來 るかと 思 ふと、 そこから は出發 しな 

いで、 そこ は そこで 進行 を 留めて しま ふ。 さう して、 又 何から 何まで 新ら しく やり直す とい ふ 風で 

ある リ 

「それから 又、 從來の チャップリンの 最善の 努力の 一 つであった 正確な 卽興 にも 缺 けて ゐる やうに 思 

ふ。 演技と 言 ひ、 樣々 な 滑 秸と言 ひ、 最後の パリア ツチ 式な 趣向まで が、 餘 りに 作られて ゐる やうな 

氣 がする。 依然として 獨 自な藝 術の 持主で ある チャップリン 自身が、 屢々 疲れて ゐる やうに、 自分の 

爲 事に 與味を 失って ゐる やうに 見える。 

「宙乘 りの ワイアに 背中の ところ を 釣られて、 綱渡り をす る。 突然、， ワイアの 外れた こと を發 兌す 

る。 さう して、 實際 百呎も 高い ところで チャップリン 自身が 體の 中心 を とらなければ ならな. いこと に 

なる。 あの ェ ピソ ォド が映畫 喜劇の 歷史に 於け る 最も 偉大な ものの 一 つで ある ことに 異論 はない。 主 

人 公が is 宫に追 はれて、 サイド ショォ の 鏡の 迷路へ 逃げ込む ところ、 それから、 躐 細工の 自動人形 を 

眞 似る ところな どが、 滑稽 美の 貴重な 斷片 である こと も眞實 である。 併し * 私 は 「ピルグリム」 に 於け 

る ダビ， テとゴ リア テ の 說敎ゃ 「ゴ ォ ルド. ラッ シ ュ」 に 於け る オシ アナ、 口 ー ルゃ、 偉大な 戰举 喜劇 「擔 
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へ 銃」 全體の 趣向に 匹敵す ベ き やうな 何者 を も 「サ ァ カス」 の內に 見出だす ことが 出來な かった …… 」 

そこで、 私の 意見で ある。 私の 意見 はちゃう どこの ヲッッ の 意見の 裏返しで ある。 私 はラッ ッが惡 

く 言って ゐる ところ を 悉く 好い と 思って ゐ るので ある。 

私 は 「サァ カス」 を 見 終った 瞬間、 令 自分が どんな 映 畫を見 たかを 思 ひ 出す ことが 出來 なかった。 

それ 程 この 映畫は 純だった ので ある。 少しの 澱 も， 少しの 滓 も、 私の 腦 裏に 殘らな かった ので ある。 

「サァ カス」 を 見て、 チャップリンが 昔へ 歸 つたと 言 ふ もの は、 チャップリンの 進歩 生長 を 認めない 

ものである" チャップリンの 以前の どの 作品に 「サァ カス」 ほど 澄み切った. 「サァ カス」 ほど 純な も 

のがあった らう か。 「サァ カス」 を 見た 後 「サァ カス」 の 內容を 思 ひ 出す の は、 私に とって 一 つの 努力 

であった" それ は、 ちゃう ど * 或 美しい シ ムフォ I 一  を聽き 終った 時の 感じだった。 見て ゐる 間、 聽ぃ 

て ゐる間 だけの 喜びで ある。 あとに 殘る もの は 何もない。 しかも、 もう 一度 見たい、 もう 一度 聽 きた 

いとい ふ 熟 望が、 いつの 間に か體 中に 燃えて ゐる。 

純粹 な劇藝 術の 精神 も亦實 にこ i になければ ならない。 コンメ ヂァ、 デル、 ラルテの 昔から 系統 を 

引いて 來てゐ ると ころの 近代の ハ ァ レ キネ イド (チヤ ァリ • ス ペン サ. チヤ ッ プリ ンは その 第 一 人 者 

である) が、 劇 藝術獨 自の耍 素と して 貴重で ある 所以 も亦實 にこ X にある ので ある。 

コ ン メヂァ 二 アル. ラルテの 精神 は 「卽 興」 にある。 ヲッッ は 「サァ カス」 に卽 興が 缺 けて ゐるゃ 


うに 言って ゐ るが 私 は、 ちゃう ど それと 反對に 「サァ カス」 ほど 卽與に 富んだ 映躉 はない と 思って 

ゐる。 

「サァ カス」 に は 筋ら しい 筋がない。 若し 筋が あると しても- それ は 實に價 値の ない ものである。 總 

てが 卽 興の 連鑌 である。 卽 興の 或る シ リイ ズが卽 ち 「サァ カス」 なので ある。 さう して 「サァ カス」 

の 絶大な 慣 値は實 に そこに 存す るので ある。 

勿論、 それ は豫め 「考 へられた もの」 或は 「作られた もの」 である、 併し その 「考 へられた もの」 

「作られた もの」 が 少しも 「考 へられた もの」 らしく 「 作られ だもの」 らしく 兌えない ところに、 剌 

藝 術に 謂 は ゆる 「卽 與」 の慣 値が あるので ある。 

この 論點 から 見て、 チャッブ リン は 偉大な 映畫 俳優で あると 共に、 實に 偉大な 舞臺 俳優で ある。 ヲ 

ッッが 「サァ カス」 の譜美 者 は、 シネマ ファンより は 寧ろ 演劇 愛好者に 多いだら うと 言った の も、 そ 

の 意味から 一 百へば" 卓見で ある。 

私 は敢て 一一 目 ふ。 チャップリンに 文舉的 或は 哲學 的內容 はない。 若し あると しても、 それ は 決して 他 

の藝 術に 優越す る もの ではない。 

讀書家 である チヤ ァリ は、 「サァ カス」 の 撮影 屮に、 ヰ ルス ン. ダイ シャの 「道化と 默劇」 を 耽 S し 

てゐ たさう である。 ダイ シャ はこの 大部な 研究の 一部に 於いて、 ァァレ キン、 グ ロック： クリマ ルヂ * 
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タ アル トン、 フランチ ネ ルリ、 ビン ケス マン、 ァ アキノ ォ、 トム • バ リ など i、 同じ 宣大さ に 於いて 

チヤ ァリ • チャップリン を 論じて ゐる。 さう して、 チャップリン 一流の 扮裝を 或 哲學の 象徵的 表現と 

して 精細に 解剖して ゐる。 若し チヤ プリンに 哲學が あると すれば、 それ は あの 袋の やうな ズボン、 屈 

折 自在な ケ イン、 窮屈な 上 著、 エル ガントな 「ダ アビ ィ」、 巨大な 靴， ！— あの 內に 哲學が あるので あ 

る。 そして、 それ 以外に 哲學 はない ので ある。 

私 は チャップリン を 詩人 だと も 思 はなければ 哲學者 だと も 思 はない。 私 は チャッブ ンリを 唯 「役者」 

だと 思 ふ。 しかも， 現代の 世界に 於け る 最も 偉. K な 「役者」 の 一 人 だと 思 ふ。 

ヲッッ は 「ゴォ ルド • ラッシュ」 の オシ アナ、 口 オル に 及ばない と 一一 目った が、 私 は 「サァ カス」 の 

自動人形 を オシ アナ、 B オル 以上に 買 ふ ものである。 あれ だけの 技藝 を、 今の どこの 國 のどの 役者が 

持って ゐる だら う。 

自分が サァ カスの 呼 物に なって ゐな がら、 それ を 知らない。 曲馬 をす る 娘に 注意され て、 それ を 知 

ると、 急に 息張り 出して、 圑 長に 給料の 値上げ を 迫る。 その 時、 積んで ある 飼 葉に 肱 をのせ て 反り身 

になり、 藁 をー摑 み摑ん で、 それ を 二つに ちぎって 捨てる —— あれ だけの 表現が * どこの どの 役者に 

出來る だら う。 

私 は a シャで メイエルホリドが チャッブ リンの 研究 をした とい ふ 話 を 聞いた。 成程、 彼が チャッブ 


リ ンを學 んだ跡 は 、「吠えろ 支那」 にも 「森」 にも 「檢 察宫」 にも 親 はれる。 併し、 メイエルホリド は 

飽くまで チャップリンの 亞流 である" 彼の 滑稽 はしつ こくて、 あくどくて、 あとに きっと 澱が 淺る。 

「サァ カス」 の チャップリン は 實に輕 妙に、 しかも 實に 有意義に、 畫面を 出沒 する。 少しの 「あくど 

さ」 もない。 少しの 「しっこ さ」 もない。 

役者と しての—〜 技藝の 人と しての 1- チャッブ リンに は、 前途の 造詣 測り 知るべからざる ものが 

ある。 

チャップリン は 決して 行き 詰って ゐ ない。 チャップリン は 決して 疲れて ゐ ない。 チャッブ リン は 決 

して 昔へ 歸 らうと して はゐ ない。 

その 證據が 「サァ カス」 である。 

「文 學と映 畫」 

日本の 映畫 批評家に は內容 過重 論者が 多い。 殊に 文 擅の 人に それが 多 いのは I . 當然の やうで あつ 

て —— 恥で ある。 

私 は それらの 人々 に、 シク a フス キイ 著 八 住 利 雄譯の 「文擧 と 映畫」 の 一 讀を獎 めたい。 
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シク a フ ス キイ は 現代 口 シ ャのフ オル マリ ストで ある。 彼 は 一 切の 藝術を 唯 村 料と 形式と から 見よ 

うとす る 人で ある。 その 說く ところに 悉く は 服し 難いが、 一切の 藝術を 社會學 的に 見ようと する 倾向 

の ある 現代に 於 いて、 彼の ごとき アンチ ド オト も 亦强ち 必要 でない と は 言 へない。 

「文學 と 映畫」 の 一 節に in く —— 

「詩の 形象 は 視^ 性に ゆづる こと は 出来ない。 何故なら それ は 言語 性に よって ゐ るから だ。 トルスト 

ィが言 葉に よって、 視覺の 世界より 認識の 世界に 持ち 來り、 通常の 人生 を 描いた 異常な 一一 一一 口 葉，—： これ 

らの 特別な 言葉 は、 寫眞に ゆづる こと は出來 ない。 トル スル トイの^ 末な 事に 對 する 凝集、 琅末な 事 

に 見出す 大きな 繪— たと へば 生々 とした 濕 つた 唇 や 血 を 恐れながら 親指と 小指で 煙草 を もって ゐる 

ドクトルの 手に 對 する トルストイの 注意の 凝集 は、 寫 に ゆづる こと は 出来ない ので ある。 そして 單 

に 普通の 焦點 からこの 表象 だけ を 移動させる の は、 藝 術が なす 所の 役目 を 「殆ん ど」 なさない もので あ 

る。 小說に 於け る 殆ど 何物 を も、 映畫へ 移す こと は出來 ない。 赤裸々 の 主題 を 除いて は 殆ど 何物 を も 

移す こと は 出来ない ので ある …… 」 

文 擅の 映 畫內容 論者 は、 內容の 有無 を 論す る 前に、 先 づ文學 的 內容が 完全に 映畫 的內容 たり 得る や 

否や を、 理論に 依って 示さなければ ならない。 それでなければ、 「無い ものが 當然な もの」 を 「無い」 

と 言って 罵る やうな 愚な こと をす る 場合がない と は 限らない からで ある。 (四月 十日) 


「最後の 命令」 を 見て 

スト オリが ラ ヨス .ビ 口 ォス， 主役が H ミィル • ヤン 一一 ン グス、 監督が ョォ ゼフ. フォン • シ ユタ アン 

バ ァクと 聞いた だけで も、 吾々 フ ァ ンは 心が 躍る。 その上、 私 は 友人が 送って くれる アメリカの 諸ぎ 

聞で、 早くから 賞譜の 辭を澤 山に 讀ん でゐ たので， 一日千秋の 思で この 映畫の 渡來を 待って ゐた。 

祌戶へ 著いた が、 檢閱で 引つ かかり さう だ、 ことに 依る と 上映 不 許可になる かも 知れない とい ふ 噂 

を 聞いた。 殘. f ヒ たと は 思った が、 どうも 爲 方がない。 諦める より 外にし ようは あるまい と 思って ゐる 

と， やがて 邦樂 座の 外壁に、 例の 赤地に 白拔の 長い 旗が さがって、 「最後の 命令」 近日 封 切と 鮮に讀 ま 

れたひ 

封 切の 第一 日、 私 は 萬 事 を拋擲 して、 子供の やうに 心 を 躍らせながら 邦樂 座へ 出かけた。 ところが * 

そこの 玄關 でばったり 會 つた 旬報の 田 村 君に 聞く と、 許される に は 許された が、 ニ卷 ほど も 切られた 

と霄 ふの である。 

私 は 直ぐと 或 暗い 豫感に 打 たれた d きっと、 一番 大切な ところ、 この 映畫の クライマックス とも 言 

はるべき ところが 切られた に 違 ひない。 私 は 突 嗟に さう 思った ので ある。 そして、 不幸に も その 豫感 
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は的屮 したので ある。 

この 映畫 劇の 構成 は單 純で ある。 趣向の 妙 は、 一九 一七 年の "シャ 革命と ハリウッドの 映畫 製作 場 

と を 結びつけた ところに ある。 ッァ アルの 徒弟で あり、 軍 司令 宫 である ド ルゴ ルツ キイが、 革命に 際 

して、 お 衆 憎惡の 的と なる。 散々 な 目に 會 つて、 危く命 を 失 はう とすると ころ を、 以前 は 彼 を 射殺し 

ようと までした 敵で ありながら、 今 は 彼の 愛人と なった コ ンミュ 一一 ストの 女優に 救 はれて、 僅に 身 一 

つ を アメリカ へ 逃れる。 その 時の 大きな シ ョ ックが この 尊大な 將軍を 忽ち 力の ない 中風 症の 一 老爺に 

してし まふ。 彼 は 絶えす 竹 を 一 方から 他方へ ぶるぶると 動かす ので ある。 帝政 時代の a シ ャの將 軍の 

古手 は， アメリカへ 渡っても 「つぶし」 が 利かない。 彼 は その 癡軀を ハリウッド へ 運んで、 映畫 撮影 

所の ェクス トラ となる ので ある。 

或 日、 彼 は 或 撮影所へ 雇 はれて、 口 シャ の將^ に扮 する ことになる。 彼 を 指揮す る 撮影 監督 は、 彼 

が 昔 故國で 鞭う つたことの ある コ ンミ ュ 二 ストであった。 彼 は セットの 塹 濠に は ひって、 口 シャの 軍 

隊を 指^す る。 口 シャの 古い 國 歌が、 撮影所の 昔樂 者に 依って 奏される- 風の 機械が 廻る。 丘 ハ士の 一 

人が 將 軍の 命令に 反抗す るする 場面に なると、 彼 は 思 はす 實感に 襲 はれて， 昔の 將軍 になり 切って し 

まふ。 そして、 與^の あまり 心臓麻痺 を 起して 死んで しま ふので ある。 

シ ュ ク アン バァク は E まぐ るし い カット バ ックの 揷入的 方法 を 用 ひすに、 映 饕全卷 の 前部と 後部と 


に ハリウッドの 描お を 近き、 比較的 長い その 中部に 緩け て 革命 前後の P シャ の描寫 を^いた。 

ハリウッドの 描お に は、 或サ タイアが 見られて 面白い。 だが， 耍す るに、 それ はコ ン ト的與 味で あ 

つて、 この 映畫の ドラ マチ ツチな 要素 は、 悉く 中部 口 シャに 含まれて ゐ ると 一 百って 好い。 殊に、 その 

クライマックス は， モッブに 叩きのめされた 將 軍が、 身 を 以て 故 國を脫 出す ると AJ ろに あるら しい。 

そして、 そこが あって こそ • はじめて ハリウッドの 老ェ タス トラが 生きて 來 るので あらう のに、 その 

あたりが まるで 切られて しま つ て ゐる。 

それで は、 この 繪の 莨の 鑑赏は S 來な い。 謂 はば 斷篇を 兄せられ たやうな ものである。 私 は 非^な 

意氣 込で 出かけて 行った のに、 がっかりして、 篓れ 返って 歸 つて 来た G 

幾多の 事情 は あらう。 それ を 察しない ではない が、 かう した 亂 暴な カット を 一 父け てまで、 興行 者が 

强 いて 繪を發 表する 必要が あらう か。 また 檢 にしても， かう した 破 填 的な カット をして まで， 强 

い て 上映 許可 を與 へ る 必要が あらう か。 

シ ュ クァ ンバ ァ クの爲 にも ェ ミィル • ヤン 一一 ングス の爲 にも、 こんな 不具な 输は 寧ろ ストック にし 

て S いて 貰 ひたかった。 

「见 ないで 想像して る 方が よかった。」 

「最後の 命令」 に對 する 私の 偽らざる 感想 はこれ である。 (五月 六日) 
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再び チ ャッ ブリンに 就いて 

「ザ、 モォ 一一 ング、 ボ スト」 の 記者 レ スト レンジ. フ ォォセ ット 著す ところの 「フィルム ズ、 事實と 

豫想」 が 手に は ひった。 

早速 その 第 十六 章と 第 十七 章と を讀ん だ。 いづれ も チヤ ッ プリに 關 する 研究で ある。 前の 章 は、 丁 

度 チャップリンが 「サァ カス」 を 撮影して ゐる ところへ 著者が 行き 合せた 時の 記録で、 例の ライオン 

の 檻の くだんが、 非常に 面倒な 爲 事であった ことが よく 分かった。 だが、 私の 今の 目的 は それ を 紹介 

する ことで はない、 

私が 同志に 一 讀を勸 めた いのは、 むしろ 後の 章 —— 卽ち第 十七 章 -I である。 この 一章に 盛られた 

「人と しての チャッブ リン」 に關 する 著者の 觀察は • 悉く 肯綮に あたって ゐる。 

私 は 先づ、 この 書物の 著者が、 チヤ ァリ. チャップリン を、 詩人 哲學 者と して 祭り上げないで、 飽 

くまで も 彼 を、 大衆 相手の 藝人實 際 家 として 推奨し てゐ るの が氣に 人った ので ある。 

「チャッブ リン は 唯 現在の みに 生きる。 甞て ミルドレッド • ハリスが 嘆いて 言った。 如何なる 外^の 

興味 も、 現在 彼の 作りつつ ある 映畫 から 彼の 心 を 逸らす こと は 出来ない。 彼 は 晝も夜 も その 題目に つ 


いての み 請んだり 話したり する だら うと。 私 はこの 詞に ^違 ひ はない と 想 ふ。 なぜと 言へば、 セット 

に 於け る 彼 は、 どんな 短い 場面に も惡 いと. ころがあって はならない とい ふので、 一刻 も 休ます に 心 を 

碎 ぃてゐ るからで ある。 彼 は 彼が 「事件の 連鑌の 心现」 と 呼ぶ ところの もの を 研究す る。 そして、 そ 

れが 見物に 與 へる 效 采を考 へる。 その 效 架が 惡 いと 思ったら、 忽ち その 一 日のお 事の 豫定を 全部 變へ 

てし まふ。 總 ての 彼の センスと ノンセンスと は、 その 展開に 於いて 論理的で あらねば ならない。 そし 

て、 少しで も スト オリの 雰圍氣 に反して はならない。 若し、 或 寄り道が 許されるならば、 話の 逑核を 

破る 償 ひに、 極めて 細心な 扱 ひ 方が 要求され るので ある。」 

チヤ ッ プリ ；ノ の フィルム を 熱心に 待つ てゐる もの は 大衆で ある。 チャッブ リ ンは その 大衆の 絡對的 

奴隸 である。 彼が 絶えす 細心に 注意す るの は、 大衆に 對 する 效艰の 問題で ある。 殊に、 或 場面の 時 if 

め 測り 方で ある。 一秒 長い か 短い かで、 效果が 非常に あるか、 まるで 無くなる かの 場合が ある。 それ 

を 彼 は 細に 考 へる。 「黄金 狂 時代」 にも 「給料日」 にも、 その 苦心が 讀 まれる。 今度の 「サァ カス」 

などで も、 例へば あの 雜 巾で 金魚 を 拭く ところ、 驢馬の くだん、 いづれ も拔 差の ならぬ 時 ii が 測って 

ある。 

フォォ セット は チャッブ リンが 最も 輿 味 を 持って 作った 映畫が 「巴 里の 女」 であると いふ 言 ひ 傅へ 

を も 信じ. ない。 まじめな ナボレ オン 映畫の 製作な ど は、 チャップリンの 撮影所で さへ、 信す る 者 は 誰 
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も あるまい と 書いて ゐる。 

チャップリン は 決して 夢想家で はない。 飽くまで も實際 家で ある。 極端に 言へば、 彼 は 大衆に 受け 

ないやうな * 金の 上がらな いやうな 映畫は 決して 作らない 人で ある。 さう して、 彼の 役者と しての 天 

才と 撮影 監督と しての 細心が、 いつも 必す 彼に さう した 作品 を 作り上げさせて ゐ るので ある" 

同じ 「サ ー カス」 でも、 武藏野 館で 見た 時 は、 見物が 餘り 笑はなかった。 (恐らく、 見物 は哲 擧的暝 

想に 耽って ゐ たの だら う。) ところが、 殘 草の 帝國 館で 見た 時 は. 見物が 初から 終まで 笑 ひ 通しだった。 

私の 言 ひたいの は、 從來 日本の シネマ 批評家の チヤ ッ プリ ンに對 する 態度が 餘 りに 「武藏 野 館 的」 

であった とい ふこと である。 そして、 チャップリンに 對 する 最も 正しい 態度 は 「帝國 館 的」 であらね 

ばなら ない とい ふこと である。 

前者 は インテリゲンチャ 的 プチ • ブル ジョァ 的 態度で ある。 後者 はプ P レタ リア 的 大衆 的 態度で あ 

る U そして、 チャップリンが 常に 目 ざして ゐる ところの もの は 一般大衆 なので ある。 

「サ ー カス」 に 不滿を 感じた 日本の シネマ 批評家 は、 チャッブ リンに 對 する 態度 を變 へて、 もう 一度 

あの 繒を兒 直す 必要が ある。 (五月七日) 


不幸なる & シ ャ映畫 

日本で 上映 を 許される B シャ 映畫に 碌な もの はない。 最近の 「熊の 結婚」 も その 一 つであった。 

「パチ H ム キン」 「母」 の 如きが 送り返されて 、「ポスト マスタ」 や 「熊の 結婚」 が 見せられる こと は、. 

n シャ 映畫の 信用の 爲に、 誠に 悲 むべき 現象で あると 言 はなければ ならない。 

だが、 今の 日本の 狀 態として は、 どうに も爲 方の ない ことで あらう。 唯、 望む ところ は、 ロシャ 映.. 

畫 にも 屑 は 多い の だから、 いくら 許された からと言って、 暦 は 絕對に 出さないで 貰 ひたい。 

せめて は 「ボリ クウ シ ュ 力」 である。 せめて、 あの 程度の 作品で なければ、 出さないで 莨 ひたい。 • 

エイゼン シュ ティンが 可哀 さう だ。 ブド オフ キ ンが氣 の 毒 だ。 (五バ 九 曰) 

映 書： 批評家の 狭量 

. 日本の 映畫 批評家 ほど 狭量な もの は 凡そ 世の中に あるまい ひ 

彼等 は 映畫を 自分 達 だけの もの だと 忍って ゐ るので ある。 CI 分 達 以外の ものが 映畫 について 一言で 
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も 物 を；  一一：！ I ふ權利 はない と 忍って ゐ るので ある。 映畫の 分かる の は 自分 達 だけで、 自分 逹 以外の ものに 

は映畫 はまる で 分からな いと 思って ゐ るので ある。 

ところが、 何ぞ 知らむ、 世の中に 映畫 ほど 大衆 的な 藝術 はない ので ある —— 若し 映 が藝術 だと霣 

はれ 得るならば。 

映畫は 決して 特殊な グルゥ ブの爲 に 存在す る もので はない。 萬 人の 爲に 存在す る ものである。 誰が. 

見ても 差 支ない ものである。 否、 誰 をで も 喜ばす のが 映 畫の眞 の 目的で ある。 もっと 突っ込んで 言へ 

ば、 或 映 W の惯値 は、 決して 或 特殊な グル ゥプの 批評に 依って 決定せられ る ものではなくて、 萬 人 0. 

鑑赏に 依って 定まる ものな ので ある。 

從て、 映靈を 若し 藝術 とするならば、 それ は fe めて 低級な 藝術 である。 なぜと 一一 目へば、 高級な 藝術 

は 決して 萬 人 向で はあり 得ない のに、 映畫は 是非とも 萬 人 向で なければ ならない からで ある。 

全體は 措いて、 先づ その 部分に 就いて 考 へて 見よう。 映賽が 持つ 文學的 內容は 所謂 「スト ォ リイ」 

である。 それに 對 して 演劇が 持つ 文舉的 內容は 「戯曲」 である。 「スト ォ リイ」 と 「戯曲」 とが、 藝. 

術的惯 値に 於いて 持つ 間隔 を 思 ふ 時、 映 K と 演劇との 藝術 問隔は 誰に でも 想像が つくだら う。 だが、 

こんな こと を 言 ふと、 日本の 映 霰 批評家 は、 豇 ぐに 色 を 作して 怒號 する だら う II 「映 畫の價 俽はそ 

の文舉 的內容 には關 係がない。」 と。 


ところが、 私 はさう は 言 はせ ない。 成程、 映 畫の惯 値が その 文舉 的內容 にの み 槳 つて ゐな いこと は 

事實 である。 如何に 文擧的 內容が 貧弱で も、 映 ffi としての 立派な 作品 は澤山 ある。 (さう して、 さう い 

ふ 作品が 實は 本質的に 映畫 として 優れた ものであるの かも 知れない。) 併し、 どんな 場合で も、 全然 文. 

學的 內容を 持たない —— 卽ち、 文 學的內 容には 全然 關 係がない ； ：映螯 とい ふ もの は考へ 得られない。 

「地上」 や 「チャング」 の やうな 實寫 的映畫 にも、 立派に 或 種の 文學的 內容は あるので ある。 ふと 

ころの 「絶對 映 霰」 にさへ リズムと しての 文學的 内容 は あるので ある。 

そこで、 映畫が 如何にしても 文學と 全く 手を切る ことが 出來 ない 以上、 その 文舉的 內 容が - 文學 

それ 自身 は 勿論 —— 演劇 にさへ 劣る とい ふこと が 言 へ な い 道理 はない。 

だが、 それ は單 に文學 的內容 とい ふ 部分に 於ての みの 考察で ある。 次に 俳優の 演技と いふ 部分 を考 

へて 見よう。 ^一  に先づ 注意し なければ ならない こと は、 映畫 俳優と して 世界に 名の 高い 者の、 殆ど 

總 てが 舞 裏 俳優で ある ことで ある —— 或は、 あった ことで ある ——ァス タニー  イルゼ ン、 ポオ ラ* ネグ 

リ、 パウル •  N ェゲ ナァ、 エミイル • ヤン ニン グス、 H ルナ ァ • クラウス、 ル チイ， へ エフ リツ ヒ、 いづ 

れ もさう であり、 或は さう であった。 さう して、 彼等の 藝術的 惯値は 「^1^」 あって 始めて 分明す る. 

のであって、 映畫に 於け る 彼等 は 彼等が 持つ 惯 値の ほんの 一 部 を 示して ゐる に過ぎないの である。 

かう いふと、 日本の 映畫 批評家 は、 また 顔色 を變へ て卽 座に 杭 辯す る だら う ー  — 「では、 我が チヤ 
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ァリ • チャップリン はどうな の だ。」 と。 

ところが、 チヤ ァリ. チャッブ リ ンをも 私 は 決して 例外と して 考へ てはゐ ない ので ある。 成程 * チヤ 

ッ プリン は臺詞 の 役者で はない。 彼 は パントマイムの 役者で ある。 優秀な 默 劇の 俳優で ある。 だが > 

彼の パントマイム は、 彼の 默劇 は、 抑 もど こで 生れた もので あらう。 言 ふま. でもな く 劇場で 生れた も 

ので ある I 若し 劇場と 言 ふの が 悪ければ、 サァ カスの 舞臺で 生れた ものである。 それ は 決して 映畫， 

によって 生れた ものではなくて、 舞臺で 生れた もの を 映畫に 利用した までで ある" 

その 意味から 言って、 チア リ ー • チャップリン も 亦 優れた 舞臺 俳優の 一 人で あると 言 はなければ な- 

らない。  さう して、 私の 如き は、 映 ffi 俳優と してより は 寧ろ 舞臺 俳優と して、 彼 を 世界の 第一流に 數 

へ る 者で ある。 

芝居 の 分らない 者 に —— 舞裹 を 知らない 者に —— チャップリンの 技藝 の 眞 の 價値は 分 からない。 こ- 

れが 私の 信條 である。  「映 » 史上の チャップリン」， それ は 私の 研究題目 ではない。 「演劇 史上の チヤ ッ 

プリン」 これ が^の 汲め ども 盡 きぬ 研究の 泉で ある。 

優秀な 映畫 俳優 の 殆ど 總 てが 舞 臺 俳優で あると いふ こと は —— さう して、 映篑專 門 の 俳優 殊に 女優. 

が 、 映蕺 の 上で も遙 に舞臺 俳優に 劣る と い ふ 事實は I 映畫と いふ ものの 藝術的 低級 さ を 語る 證據 で. 

なくて 何で あらう。 


この 結論 は、 益 A 日本の 映晝 批評家 を 激怒させる だら う。 さう して、 彼等の 最も 新進なる 者 は^ を 

打って 叫ぶ だら う —— 「君 は 口 シャの 映畫を 見た ことがない の だら う。 あの プド オフ キ ンの 「母」 は 

どう だリ あの 場合、 撮影 監# は舞臺 俳優 を 用 ひながら、 彼等に 少しも 舞臺的 演技 を させて ゐ ないで は 

ないか。 プド オフ キン は 俳優 を單に 情緒の 道具と して 用 ひて ゐる。 恰も 瓶 や 皿を极 ふやう に、 人 11 を 

扱って ゐる。 どこに も 舞臺的 演技 は 兄ら れ ない。 而 かも、 あの 作品の 立派な こと はどう だ。」 と〕 

待て。 成程、 君の 言 ふこと に 間違 ひ はない。 君の 詞は その 儘 僕の 詞 だと 言っても 好い。 僕 は 「母」 

を兑 た。 そして、 現在で は、 あの 映畫を 世界で 最も 優れた 映畫 だと 信じて ゐる。 だが、 あの 息子 を や 

つた 役者 は 誰 だと 思 ふ。 モ スクヮ 美術 座の バ タ a フだ。 あの 母 を やった 役^ は 誰 だと 思 ふ。 • 以前^ 術 

座に ゐた ワラ ノ ウスカ ャだ" あの 二人 は、 二人とも スター ース ラウス キイの 薰陶を 受けた もの、 又 受け 

つつ ある もの だ。 あの 二人 は 優秀な 舞 裏 俳優 だ。 それ だから こそ、 プド オフ キンが 意圖 した. 通りの 情 

緖 の 道具と な る ことが 出来た の だ。 舞臺 で 優秀な 役者で あれば こ そ， 舞臺を 離れ る ことが 出來 るの だ。 

私の 答 はこれ である。 そして、 依然として、 映畫は 優秀な 舞臺 俳優に 克服され ると いふ 私の 議論に 

變 り はない。  . 

. 映靈に は， また レジ ィの ffl 大な 方面が ある。 撮影 術が ある。 編輯が ある。 タイトルの 問題が ある。 

だが t 私の 當 面の 問題 は 映 W 全 論で はない。 唯、 日本の 映畫 批評家の 多くが 無暗と 映畫を 祭り上げて、 
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俗人に は 手 も觸れ させぬ とい ふ 態度 を 執って ゐる のが 苦々 しいので、 內容の 方面から. その 迷信の I 

角に 駁擊を 試みた ので ある。 

そこで、 更に 他の 方面から 映靈 とい ふ もの を考 へて 兌よう 。前に も 繰返して 言 ふ 通り、 映畫は 到底 

文學と 手を切る こと は 出來な いので ある。 また 舞臺 とも 全く 無關 係になる こと は 不可能な ものである。 

「舞 臺で學 んだ總 て を 忘れよ。」 演劇から 映畫へ 移る 殆ど 總 ての レジ ッス ウル は、 この 詞を 揭揚 する。 

だが、 それ は 言 ふべ くして、 到底 行 はれる ことで はない。 それが 行 はれて ゐる やうに 見える 場合 は、 

見物が 欺され てゐる 場合で ある" 

兎にも角にも、 映 ffi とい ふ ものの 內に は、 種々 雜多な ものが 含まれて ゐる。 文擧も ある。 演劇 も あ. - 

る。 光線 色彩の 科學も ある、 靜と 動との 音樂的 配列 も ある。 建築 も ある。 彫刻 も ある。 繪晝も ある。 

機械 も ある。 凡そ 世界の あらゆる ものが 含まれて ゐる ところに —— 又 含まれ 得る ところに— 映畫 Q- 

價 値が あるので あって、 吾々 映畫の 愛好者に とって、 それが 藝術 として 低級で あらう が、 高級で あら 

うが、 そんな こと は 問題に ならない ので ある。 

それ 故、 誰が 映晝の 批評 をして 惡 いとい ふ 法 はない ので ある。 詩人 は 詩人と しての 批評 をす るが 好. 

いし、 小說家 は小說 家と しての 批評 をす るが 好い し、 劇場 人 は 劇場 人と しての 批評 をす るが 好い し、 

思想 ま は 思想と しての 批評 をす るが 好い し、 科舉者 は科學 者と しての 批評 をす るが 好い し、 美術家 は 


美術家と しての 批評 をす るが 好い ので ある。 - 

さう して、 さう した 各方 面の 批評の 綜合が、 或 映 畫に對 する 眞の 「批評」 となる ので ある。 專門的 

な 映畫の 批評が、 決して 或 映 畫に對 する眞 の 「批評」 ではない ので ある。 

繰返して 言 ふが、 映 畫は萬 人の 爲 にある もので， 決して 少數 の爲に 存在す る もので はない。 映畫 を. 

見る 自由が 何人に も與 へ ら れてゐ ると 同じ やうに、 映畫を 批評す る 自由 は 何人に も與 へ ら れてゐ るの 

である。 

ス ぺシァ リストと しての 映畫 批評家が、 吾 々俗人の 批評の 當 否を檢 討して くれる の は 好い。 唯 漠然 

と 「沈 默」 を强 制される 道理 は：^ してない ので ある。 

「日本の 映 畫界に 於け る 程 「ことば」 の 多い 社會を 私達 は 他に 知って ゐ るか。」 偶 座右に あった 映畫往 

來の 六月 號を 見たら、 岩崎昶 君の かう いふ 詞 があった。 

私 は 思 はす 案を拍 つて 叫んだ； I 「さう か。 それで 分った。 彼等 は 自分 達に のみ 「ことば」 を穫ょ 

うとして、 他人に 「ことば」 を穫 させまい とする の だ。」 と。 

驚くべき は、 日本 映畫 批評家の 利己主義 である。 
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二三の H 本映畫 

先月 は 不勉強で、 一 向 西洋の 繪を 兌なかった。 僅に 「ライン 悲愴 曲」 とい ふ獨逸 映畫を 時事 新報り 

講堂で 見せて 貰った が， これ は歷 史的 興味 以外に 何もなかった と 言って 好い。 その 歷 史的 興味 も、 私 

の は 極めて 漠然とし たもの だから、 詳しい 印象 を 書く よすが もない。 . 

その代り、 先月 は 珍しく 口 本 映 畫を澤 山 見た。 澤山 見た と 言っても、 完全に 見た もの は少 い。 多く 

は 一 部分 を 見た に過ぎない。 

日活の 「地球 は 廻る」 は、 試寫を 日 比 谷 公園まで 見に 行った の だが、 雨が 降って 來 たので、 軍樂だ 

け 聞いて 歸 つて 来て しまった。 今の 私の 體に雨 は大毒 だもの だから。 

松 竹の 「彼と 東京」 は、 淺 草の 電氣 館で ほんの 終の 方 を 少し だけ 見た だけで ある。 だから、 何も 感. 

想ら しい もの はない が、 役者の メイク アップの 簿 汚ない の だけが 相 變らす 目についた。 どうも 日本の 

映^^ 者 は あんまり 色んな もの を 塗り 過ぎる ので は あるまい か。 アメリカの 寫 3 具な ど を 見る と、 どん 

な 大根役者 でも、 顔 だけ は 磨きが かかって ゐる。 昆てゐ て、 氣 持が 好い。 照明 や 撮影 や 現像な どの 關. 

係 も ある だら うが、 どうも EH 本の 役者の 顔 は 不愉快に 汚ない。 


衣笠 君の 「十字路」 は 完全に 見た。 併し、 この 映 畫の惯 値 は 私に は 分からなかった。 ー體、 作者 は 

何 を 描かう としたの か、 それが 私に はまる で 分らなかった。 私に 分かった の は、 寫 3 具 製作の 上での 獨 

逸映衋 模倣の 方面の みであった。 大 提灯の ぐるぐ る 廻る の を 賞め て ゐた專 門映畫 批評家 も あ つたよう 

だが * その 人 は 多分 「カリ ガリ 博士」 を 見た ことがない 人 だら う。 

撮影 (照明 並に カメラ) の 苦心 も 分かった。 演技の 監督、 役者の 努力、 それが 並大抵の もので なか 

つたこと も 想像され た。 千早昌 子と いふ 女優に も、 阪東壽 之 助と いふ 靑年 俳優に も、 私 は 十分 好意が 

持てた。 殊に 相 馬 一平 君の 十手 を 拾った 男 は、 日本の 映畫に 珍ら しい 牧穫 であった。 

だが、 それに も關ら す、 私に はこの 映畫が 分からなかった。 これに 比べる と、 「狂へ る 一 頁」 の 方が 

餘っ程 分かった。 勿論、 作者に は 分かって ゐ るの だら うが、 その 作者に は 分かって ゐる ものが、 吾々 

に傳 はって 來 なかった ので ある。 兎に角、 映畫 がさう 分かりにくい ものになる の は、 私な ど は.： せば 

ない。 

松 竹の 「富 阿 先生」 は、 先生が 柬 京へ 出かけて 行く あたりから ラストまで 見た。 これ は 僅 二週^の 

製作 ださう だから、 監督の 芳亭君 も 思 ふやうな 爲 事が 出来なかった ので あらう。 どうも， 小說 から 芝 

居、 芝居から 映靈 と" だんだん 質が 惡く なった やうで ある。 こんな こと を！ W ふと、 また 文學 過重 だと 

言って 叱られる かも 知れない が、 本質的な 映 畳と して 別に 見る 點 がなければ、 やはり 原作の こと を考 
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へる やうに なること はやむ を^ない ことで ある。 井上 君の 富 岡 先生 も、 扮裝は 巧い が， やはり 吾々 は 

聲が 聞きた くな つてい けない。 その 「聲が 聞きた くなる」 とい ふところに、 映畫 としての 「富 岡 先生」 

がま だ 足りない ところ を 持って ゐ るので は あ ふまい か。 

右太衛門の 「水 野 十 郞左衞 門」、 これ は 初めの 方 を 一寸見た だけで あるが、 水 野の さして 出る 傘の 骨 

がー 本 折れて ゐる のが 氣 になった。 大寫 しで 水 野が 泣く と、 はりつけた 澤 潟の 紋の 大きい のが、 しゃ 

ち こばる のも氣 になった。 相 變らす 歌舞伎の 衣裳 を 用 ひて ゐ るので ある。 

かう いふ 寫眞に は、 きっと 大 たぶ さの 侍と 文 金に 立 矢の 字と いった 武家の お嬢さんとの ラブ シ イン 

が あるが、 その 動作が いつも 西洋式な の は 噴飯で ある。 


發聲映 畫 論 

(ーン はじめて フ オノ フィ^ム を 舅る 

フ オノ フィルム とい ふ もの を 私が はじめて 見た の は 大正 十四 年だった と 思 ふ。 場所 は 新橋 演舞場 だ 

つた。 

私 は 招待券 を 貰って、 何等の 豫備 知識 もな しに、 何の 期待 を も かけすに、 唯何氣 なしに 兑に 行った 

ので ある。 恐らく、 よくよく 閑な 晩だった に 違 ひない。 

映畫は どれ もこれ も 短い もので、 いづれ も サム プル 式な ものだった。 だが、 だんだん 見て ゐる內 に、 

だんだん 私 は 驚いて 來た。 

先 づ感、 いしたの は、 音と 繪 とが 如何にも よく シンクロナイズして ゐる ことで ある。 勿論、 私 はま だ 

そ の當 時、 フ オノ フィルムの 原理 も 製作 法 も 知らなかった。 どうして 栴 へる のか 知らな. いが、 實に巧 

く 行って るな と、 唯單 にさう 思った ので ある。 

次に 感じた の は、 自分に 響いて 來 る効粜 である。 それ は 今までの 映靈 —— 昔の ない 映 靈 —— 力ら 一 父 
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けた ものと は 全く 別の ものであった。 

オペラの 一節ら しい ものが あつたが、 それ は あんまり 感心し なかった。 ダンスの 寫眞 もあった が、 

それ は音樂 をう まく 合 せる やうに 演奏し さ へ すれば、 强 いて フ オノに しないでも 濟む やうに 思った。 

私が 寧ろ 新ら しい 感激 を覺 えたの は實寫 物だった。 

或 群集 を寫 したの があった。 それ は 大統領の 選 擧日か 何 かの 寫眞 だった。 その 埒も ない 群集の どよ 

めき * 音 樂隊の 去來、 さう いった ものが • 「唯 動く だけの 寫 3S$」 を どの位 効果の 深い ものにし たか 分か 

らな かった I '私 は 思った。 若し、 ナイアガラ の寫眞 を 見ながら、 あの 大きな 瀧の 音が 聞け たら、 若 

し、 偷敦の 實寫を 見ながら、 あの バ ンク 附近の 雜 昔が 聞け たらと。 

だが、 それよりも もっと 私 を 動かした の は、 あの 口 ォゼン の 短い ヅィォ リン ソロだった。 曲 はもう 

覺 えて ゐ たいが、 あの 乇 オシ ヨン と 音の エクスプレッション との 一 致 は、 さながら その 人 を そこに 見 

る やうな 氣 がした。 私 はかう した 寳寫 で， 若し パデ レウス キイが 見且 聞かれ たらと 思った。 若し ブゾ 

一一 が見且 聞かれ たらと 知った。 

プログラムが 終 近くに なつた^、 私 は 古い 知人の 皆 川芳造 氏に 含った。 そして、 はじめて これらの 

映暨が 氏に 依って 輸入され たもので ある こと を 知った。 

氏 は 言った ひ ^非 君に 內證で 見せたい ものが あるから、 鏺が 終って 客が 歸 つてし まふまで 待って ゐ 


て 貰 ひたいと。  . 

私. H4i^ つと 答へ た。 そして、 どんな ものが 兑られ るの かと 胸 を^ かしながら、 獻場カ 空になる まで 

待って ゐた。 

突然、 スクリ インが 明かる くな つた。 そこに 映し出され たの は、 皆 川 氏 自身の 姿と その 聲と であつ 

た。 それ はフ オノ フィルム 紹介の 短い 挨拶に 過ぎなかった が、 はじめて スクリ インから (實は ラウド 

スビ イカから) 日本語 を 聞いた 私 は、 また 別な 感激 を覺 えた。 

實際、 その 時の 私に は、 映畫の 本質的 理論 も 何もなかった。 唯、 「たいした ものが 出來 たもの だ」 

と、 一度に 該 激して しまったの である。 これ はま だ 見本に 過ぎない。 だが、 見本に 過ぎない もの カ旣 

にこれ だ。 今後の 發展は 測り 知る ことが 出来ない。 私 はさう 思って、 唯もう 夢中に なって しまった。 

思へば、 今から 三十 幾年 か 前で ある。 當 時中擧 校の 生徒だった 私 は、 ワイ タス コォプ と名づ けられ 

た 「活動 寫眞」 を、 生れて はじめて 神 田の 錦 輝 館で 見た 。それ は 丁度 この フ オノ フィルムと 问 じこと で， 

いづれ も 短い サム プル 式の ものだった。 太平洋の 波が 海岸 を 洗って ゐる。 そこへ 犬が 出て 來る 3 波が 崩 

れ ると 犬が 逃げる。 唯 それだけの ものが 幾度と なく 繰 返される。 チス ンが 工場の 前で 水 まきをして 

ゐる。 その 前 を 電車が 通る。 唯 それだけの ものが 何遍も 繰 返される。 殊に. 今^ へても を かし いのは 

どこかの 芝居の 一節 を その 儘^した もの だら う。 ジ ヤンヌ ダルクが 火に 燒 かれる ところ * スコット ラ 
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シドの メアリ 王妃が 首を切られる ところ、 その 短い 場面が 幾度と なく 繰 返される のだった。 ジ ヤンヌ 

は 幾度と なく 燒 かれて は、 また 生き返って 出て 來た。 メアリ、 クイ イン も 幾度と なく 首 を 落されて は， 

また 生き返って 出て 來て、 絹の ハ ンケチ で 目 を 縛られた。 

併し、 それ を 見た 時の 私の 感激 は 非常な ものだった U 私 は 日記と いふ もの を 一向に 書いた ことが な 

いが、 その 時の こと だけ は、 たどたどしい 幼い 筆が、 いまだに 記 錄を淺 して ゐる。 

實際、 フ オノ フィルム を はじめて 見た 時の 私の 驚異 は、 それに 優る とも 劣る ものではなかった。 

それから 幾日 か經 つて、 私 は 松 竹 キネ マの 撮影所 監督 牛 原虚彥 に會 つた。 

私 は 直ぐに 訊いた。 

「君 は 演舞場の フ オノ フィルム を 見た か。」 

「いいえ、 見ませんでした。」 

「それ は 惜しい こと をした。 驚くべき 發明 だ。 少く とも、 あれ は キネ マ カラの 比で はない。」 

「そんなに うまく 行って ゐま すか。」 

「勿論 まだ 未完成な もの だし、 どの 程度までの 利用が 許される かも 知らない。 併し、 もうあす こまで 

行つ てれば， どんどん 發 達する 可能性が あると 思 ふ" 兎に角、 映 畫が聲 を 持つ やうに なった とい ふこ 

と は、 一 大事 件 だ。 先 づシネ リオが 變 つて 来なければ ならない。 役者の 修行 も變 つて 来なければ なら 


ない。 八 マ 直ぐ さう いふ 時代が 來 ると いふので はない が、 君達 も油斷 をして は ゐられ ない と 思 ふな。 さ 

うい ふ 時代の 來た 時、 ffi ぐ それに 應じ られ る だけの 準備 は して 遛か なければ ならん と 思 ふな。」 

「それ は 大きに さう です ねえ。」 

一 一人の 會話 はこん な ことで 濟ん でし まった。 松 竹 キネ マの 蒲 田 撮影所に は甞て 私と 苦樂を 共に した 

監籽ゃ 撮影 技師が 澤山ゐ る。 私 はこの 人達の 全部に この 問題が 寫 へて 貰 ひたかった。 

併し、 それ はつい その 儘に- —— 目前の 爲 事が 餘り にも 多忙だった からだら う I 問題に ならす に 1- 

まった。 

(二) 製作 の經驗 

皆 川 氏は單 に米國 製の フ オノ フィルム を 日本に 紹介す る だけで は滿 足しなかった。 氏 は 再び 渡米し 

て、 親しく ，チ フォレスト 博士から、 柬洋に 於け る 撮影 權を讓 つて 貰って 歸 つて 来た。 

撮影 技師と して は、 當時 在米中だった 千 葉 凱 夫君が、 ヂ フォレストの ラボ レイ トリで 總 ての 技術 を 

學んで 来た j その 千 葉 君 は、 皆 川 氏が 再度の 渡米 前、 私が 推薦 紹介した 人で ある。 

さう いった 緣 故から、 私 は 昭和 キネ マの 事業に ついて、 何かと 口出し をす る 機會が 多くな つた。 倂 

し、 それ は 單に意 兌 を 述べる とい ふ 程度で、 直接 自分が この 事業に 關 係しょう などと は 夢にも 思 はな 
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かった。 皆 川 氏 も 亦 私の 多忙で ある こと を 知って、 決して そんな 要求 は 持ち出さなかった。 

さう して ゐる內 に、 私 はふと こんな こと を 思 ひついた。 それ は 築地 小 劇場の 俳優 を 使って、 ^みに 

フ オノ フィルム に 依る 映 畫劇を 作って 見ようかと ぃふ考 へであった U 

私 は 早速 皆 川 氏に 頼んで 見た。 呰川氏 は 快く 承諾して くれた。 • 

「勿論、 费 W は 出来るだけ 節約す る" 尺數も 出来るだけ 短小 ものにする。 併し、 所謂 興行 價俽の ある 

もの を 作る こと は出來 ない。 それでも 好い か UL 私 はかう 硗 めた。 皆 川 氏 は それ を も 快く 受け入れて 

發聲 映畫の 製作 法に 二つの 式が ある こと は、 もう 今では 誰でも 知って ゐる" 一 つ は ヂスク 式で、 こ 

れは 蓄音器の レコォ ドを應 ffl する ので ある。 もう 一 つ は フィルム 式で、 これ は 音波 を 光波に 變 じて、 

それ を フィル ム の 端に プリ ント する ので ある。 撮影に 際して マイクロ フォ ンを使 ふこと は兩方 同じで 

あるが、 . デフォレストの フ オノ フィルム は 後者の フィル ム 式の 方で ある。 

發聲 映畫の 製作に 關 して、 私達が まるで 無經驗 だった こと は 言 ふまで もなかった。 それ 故、 この 利器 

を 擁しながら、 出来るだけ 臺詞ゃ 物 昔を少 くす る やうに 努めた。 フ オノ を濫 W せす に、 利き □! 利き目 

に I  ^際 効^の 上 がり さうな 箇所の み に II それ を 使 つ た 方が 却 つ てよ からう と 思 つたので ある。 

さう いつ. た 意圖で 作ら， d コ ンチ 一一 ュ イチが、 フ オノ フィルム の それと して 貧弱 極まる ものであった こ. 


と は 言 ふまで もなかった リ 

だが、 爲 方がない。 現在の 吾々 として は -ii 最初の 試みと して は —！！ それより 外にし やう はない. I 

—私達 はさう 思って、 その コンチ -ーュ 一一 イチ を 元に 撮影 を 始めた ので ある" 

私達 は 撮影 をしながら、 いろいろな こと を學ん だ。 

先づ 最初に 知った こと は， フィルム に 刻みつ けられる 聲 なり 音な りの テ ストが 豫め 出来る ことで あ 

る。 それ は ラヂォ と 同じ 原理で、 マ イク ロフォ ンを 通して、 直接 ラウ ドス ピ イカが 移し 傳へ ると ころ 

の もの を 聞けば、 ほぼ フィル ム から 出る サゥ ン ドと 同じ ものが 聞け るので ある。 

遠冩の 場合に、 聲が 小さくな り はしない かとい ふ 心配 も 最初 はあった。 併し、 スチュ ヂォに は澤山 

の マイク a フォンが 備へ てあつて、 或 場合に は それ を 高く 釣り、 或 場合に は それ を 道具の 蔭に 隱 しな， 

どして、 どうに でも 人物の 側へ 近く 置く ことが 出来る ことが 分った。 と 同時に、 人物が 小さく 見える 

割合に、 聲が 大きく 聞え て、 その 問の バランスが 取れなくなる 場合 も ある こと を 知った。 

カツ チン グ のこと も 心配して ゐ たが、 實際 やって 見る と、 音の 波が 線の やうに フィルムの 一 端に 現 

れ るので、 多少の 經驗 さへ 積めば、 音 を 途中で 切って しま ふやうな 憂の ない こと は 分った" 

或 場合に、 繪の方 は 成功して、 音の 方が 不成功に 終る 場合が ある。 さう い ふ 時 も、 細心な 注意 さ 

へ拂 へば、 音の 方 だけ を 取り直して" 全體の フィルム を プリ ント し. R す こと も出來 る こと が 分つ 
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た 0 

勿論、 繪だ けの 撮影 だけから 見れば、 製作 は 複雜で 面倒 だが、 最初に 心配して ねた やうな 音の 撮影 

方面の 疑問 は、 先づ 一掃され たと 言って よかった。 

私達 は 二 部分の 撮影が 終る 毎に、 それ を ポジに して 映寫 して 見た。 そして ゾ葸 いところ は 取り直す 

やうに した。 

さて、 映寫 して 見て、 先づ 最初に 氣 のつ. S たこと は、 音の ある 部分の 耮が、 fi 曰の ない 部分の 繪 より， 

持 別に 「飛び出して 来る」 感じだった。 

映畫は 畢竟 一 一つの ダイ メ ン シ ョ ン しか 持たない ものである。 その 一 一つの ダイ メシ シ ョ ン しか 持た な 

いものから 音 ゃ聲が 出る とい ふこと は、 畢竟 「說明 者が 居る」 とい ふこと と 同じ 結果に なり はしない 

か。 先づ 最初に 起った 疑問 はこれ だった。  ，， 

次に 起った 疑問 は、 ラヂォ ドラマに 對 する 疑問と 同じ ものだった。 ラヂォ に 於て は、 何よりも. つ SS 

える」 1 1- 「はっきりと 聞え る」 とい ふこと が 第一、 條件 である。 舞臺 では、 目に 訴 へる 部分が あるの 

で、 はっきり 閒き 取れな. S 臺詞 でも、 想像で 補へ る 場合 も あるが、 ラジオで 聞き とれない 場合 は、 ど 

うに も 救 ひ 難いので ある。 また、 調子 を 張る 場合で も、 あまり 張り 過ぎる と、 ラヂォ では 聲 がわれ る 

憂-が ある。 從 つて、 ラヂォ ドラマで は、 舞 裏の 上での やうに、 思 ひ 切って 調子 を 張ったり、 思 ひ 切つ 


て 調子 を 低く したりす る ことが 出来ない ので ある。 つまり 本式な 薹詞 廻し は 出来ない とい ふこと にな 

るので ある。 

發聲 映畫の 場合 は、 目に 訴 へる 部分が 可な り 多い わけで あるから、 本式な 臺詞 廻し が 出来さうた も 

なま 

. の であるが、 やはり 生の 人間が そこに 出 てゐる わけで はない し、 それに， フィルムから 聲が 出る とい 

ふところに 見物 は 興味 を 持つ ので あらう から、 やはり ラヂォ の 場合と 同じ やうに 「聞え， る」 1 — 「は 

つきり と 聞え る」 と い ふこと が 第 一 條件 になって 來る わけで ある。 從 つて、 これ もや はり、 本格な 藝 

術 的な 臺詞 廻し を傳 へる 器で はない とい ふこと になって 來る。 

謂 はば フ オノ フィルム は (ヂス ク 式の ワイ タフ オン や ムトヰ イト オン は 言 ふまで もない ことで あ 

る)、 蓄音器な どと 同じく， 畢竟 は 「聲 の罐 詰」 である" この 謹 詰が どれ だけ 藝術 的に 發 達し 得る か。 

その 發 達し 得る 程度が 映畫 その 者の 藝術 的發 達に 追 ひつけない とすれば、 發 聲映畫 劇の 前途 も 危ぶま 

れる わけで ある。 

それから、 もう 一 つ 感じた こと は、 對 話の シ インが どうしても stationary  (靜止 的) になる ことで 

ある。 或對 話が 劇的に 高まる 爲には 多少の 「時間」 を 要する ものであるが、 その 「時間」 はいくら 短 

くしても * 到底 映畫 的な カットの 中へ は 縮められな いので ある。 

そこで、 私達 はかう 言 ふこと を 思 ひついた。 或對 話をフ オノに して、 その 對話 をす る 二人の シ イン 
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で 始める。 繪の方 は 直-ぐに カットして しまって、 フ オノの 方 だけ 封 話 を 綾け て 取る。 繒の 綾き は、 あ 

とで 對 話の 內容に 依って、 いろ/、 な 場面で つなぐ。 對 話の 終る 時分に" また 二人の 姿を兒 せる とい 

つた 遣り方で ある。 非常に 注意 深く やれば、 フ オノ フィルム では、 かう いふ 方法が とれる ので ある。 

(ワイ タフ ォ ンゃゥ ヰ イト ォ ンに、 まだ かう いふ 方法 をと つたの はない やうで ある) 

つまり、 二人の 人物の 對 話が 工場に 關 する もので あったら、 畫 面に は 工場の 機械の 動いて ゐる とこ 

ろ だけが 見えて、 これに 關 する 二人の 對 話が どこから か 聞え て來 ると いった わけで ある。 二人の 話が 

日本 アルプスに 關 する もの だったら、 日本 アルプスの 實寫が 移動で 見えながら、 同時に それに 關 する 

對 話が 聞え て來 ると いった わけで ある。 かう も すれば、 對 話の 場合に、 繪が 「居座り」 になる 弊 を 除 

くこと が出來 はしまい かな どと も考 へた。 

併し、 これ はま だ やって 見た ことで はない。 私達の 第一 囘の 試作 は 寧ろ 餘り 「音 L を 節約した 爲に、 

そして、 その 音が また 现想 的に は ひらなかった 爲に、 本質的な 映畫 劇に もなら なければ、 發聲 映畫と 

しての 効果 を 十分に 發揮 する こと も 出来ない、 謂 はば 中途 半ばな ものに なって しまった。 

「併し、 まだ 私達の 試みない 一 つの 道が ある。 それ は、 ォ オルフ オノと いふ 形式で ある。 卽ち、 今度 

の やうに 時々 聲ゃ音 を 入れる のではなくて、 初から 終まで、 絕 えす 何 かの 聲ゃ音 を 入れる 方法で ある。 

さう すれば、 特別に 或 部分の 繪 だけが 「飛び出す」 やうな 憂 は あるまい。 私達 はさう 考 へて、 若し 皆 


川 氏が 許すなら、 第一 一 囘には 試みに この 方法 をと つて 見ようと 思って ゐる …… 」 

么 は その 當時、 こんな こと を 書いた。 併し、 それ はい まだに 蒈行 出来す にゐ る。 その後の 双方の 事 

情が 變っ て來 たからで は あるが、 これ はこ こに 說 くべ き 事柄で はない。 

だが、 今日の 私に して 見る と、 發 聲映畫 とい ふ もの は 兎も角も. 發 聲映畫 劇と いふ ものに 對 して は. 

もう 餘り 深い 執著 は 持って ゐ ない。 アメリカで トォ キイが やかましくな つたの は、 寧ろ 私^ 力 日本で 

最初の 發聲映 畫劇を 試作した 後で あるが、 それが 問題に なって 来れば 来る 程、 それが 盛に なって 来れ 

ば來る 程， 私 は それに 對 して 或 大きな 疑問 を 持ち 始めた。 

私 は先づ アメリカで それが 盛んになって 来た 經路を 探り、 綾いて 發 聲映畫 殊に 發聲 映畫 劇の 本質 論 

に は ひりたい と 思 ふ" 

これ はま だ、 ほんの 序說 に過ぎない 。(一九二 八、 一 〇、 ニニ) 
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